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巻頭言 

福井大学医学部は、 1980 年（ 昭和 55 年） 福井医科大学と し て開学し 、 2003 年（ 平成 15 年）

旧福井大学と 統合し て福井大学医学部と なり ま し た。 杉田玄白、 橋本佐内、 笠原良策（ 笠原

白翁） ら の福井県民の福祉向上に挺身し た福井県の先人を範と し 、 医学部のなかった福井県

内の医療向上およ び社会貢献、 国際的な医学発展への貢献を目的と し て、 こ れま で約 4, 000

人の医療人を養成し てき ま し た。 大学統合・ 法人化後は、 中期目標（ 第１ 期、 第２ 期、 第３

期） ごと の現況分析、 大学機関別認証評価の受審を通じ て、 自己点検をし てま いり ま し た。  

2017 年度、 医学部附属教育支援センタ ーを中心と し て福井大学医学部の使命と なる 基本理

念「 愛と 医術で人と 社会を健やかに」 を制定いたし ま し た。こ れは江戸時代の福井藩蘭方医・

笠原白翁が自ら の命を賭し て種痘の普及に尽力し たこ と で、 最新の知識と 技術に対する 「 知

への愛」 と と も に「 人への愛」 をプロ フ ェ ッ ショ ナリ ズムの模範と し て実践し たこ と に敬意

を示し 医学部理念の中心に位置付けていま す。 こ の理念を頂点と し て、 階層的に理念にある

５ つのキーワ ード 「 愛」、「 医術」、「 人」、「 社会」、「 健やかに」 がそれぞれ枝分かれする よ う

にアウ ト カム・ コ ンピデンシーを定めていま す。  

本学の特徴と し ては、 低学年での臨床医学への意欲促進を目的に、「 コ ミ ュ ニケーショ ンと

チーム医療」、「 地域医療早期体験プロ グラ ム」、「 地域医療学」、「 社会と 医学・ 医療」 を実施

し 、 積極的なアク ティ ブラ ーニングを導入し ていま す。 その中で特徴的なのは多職種協働実

践教育と し て、 他大学の栄養学やリ ハビ リ テーショ ン 学の学生と の合同実習です。 ま た臨床

実習では、 本学医学部が独自で開発し た 臨床教育支援シ ス テ ム F. CESS ( Fukui -Cl i ni cal  

Educat i on Suppor t i ng Syst em) を 用いて、 学生のカルテ記載、 指導教員と のオン ラ イ ン コ ミ

ュ ニケーショ ン、 学生評価、 教員評価など 多様な機能を発揮し ていま す。 コ ロ ナ禍では、 本

学独自で開発し た遠隔授業支援シス テム F. MOCE ( Fukui -Medi cal  Onl i ne Communi cat i on ＆

Educat i on Syst em)  を用いてオン ラ イ ンでの授業を 可能と し 、 現在では、 学生の復習を中心

にこ のシス テムを継続し ていま す。  

ま た福井大学のミ ッ ショ ン再定義で求めら れている 原発立地県と し ての社会的ニーズに応

える ために、「 放射線・ 電磁波の医療応用と 防御」、「 救急医療・ 緊急被ばく 医療」 において実

習を 取り 入れる こ と で、 原発事故など の被ばく に対応でき る 医師と し ての知識と 技能を修得

でき る よ う にし ていま す。 さ ら に福井大学医学部附属病院が指定管理者と し て永平寺町立在

宅訪問診療所を運営し 、 こ の在宅訪問診療所でも 臨床実習を行っていま す。  

今回、 一般社団法人日本医学教育評価機構（ JACME） によ る 国際基準に基づく 評価を受審す

る にあたり 、 それに先立ち自己点検を実施いたし ま し た。 こ の受審は、 福井大学医学部にと

って教育の質の向上に寄与する 貴重な機会と 考えており ま す。 受審にあたり 、 医学部全教授

から なる 「 医学教育分野別評価専門部会」 およ び準備に関わら れた多く の教員、 事務職員、

学生の皆様の多大な努力に心よ り 感謝いたし ま す。  

令和５ 年９ 月

福井大学医学系部門長 藤枝 重治 
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略語・ 用語一覧 

略略語語  

CCAATTOO： Common Achi evement  Test s Organi zat i on 

CCBBTT： Comput er  Based Test i ng 

GGPPAA： Grade Poi nt  Average 

II RR： I nst i t ut i onal  Resear ch 

PPrr ee--CCCC  OOSSCCEE： Pre-Cl i ni cal  Cl er kshi p Obj ect i ve St r uct ur ed Cl i ni cal  Exami nat i on 

PPoosstt --CCCC  OOSSCCEE： Post -Cl i ni cal  Cl er kshi p Obj ect i ve St r uct ur ed Cl i ni cal  Exami nat i on 

用用語語  

医医学学部部医医学学科科： 福井大学医学部医学科 

福井大学の教育組織と し て学部を設置し 、 医学部には医学科と 看護学科の２ 学科を設置 

し ている 。 医学部長が統轄する 。  

医医学学系系部部門門： 福井大学学術研究院医学系部門 

福井大学の教員組織と し て学術研究院を設置し 、 教員が所属する 。 医学系部門は医学領域と

看護学領域の２ 領域があり 、 医学系部門長が統轄する 。  

教教育育支支援援セセンンタタ ーー： 福井大学医学部附属教育支援センタ ー 

医学部における 医学・ 看護学教育の点検・ 評価を行い、 情報を 提供する こ と によ り 、 医学部

における 教育改善に資する こ と を目的と し ている 。  

II RR 部部門門： 福井大学医学部附属教育支援センタ ー医学部教育 I R 部門 

医学部の教育およ び学生支援に関する 様々な情報の収集・ 分析及び管理を行い、 教育の改善

に寄与し 、 医学部教育の内部質保証及び大学改革に資する こ と を目的と し ている 。  

教教育育ププロロ ググララ ムムダダッッ シシュュ ボボーードド ：：   

教学 I R データ の主な分析結果を一つのポータ ルサイ ト にま と め、 ダッ シュ ボード 化し 、 教育

支援センタ ーのホームページにおいて公開し ている 。  

臨臨床床教教育育研研修修セセンンタタ ーー： 医学部附属病院臨床教育研修センタ ー 

新人医師・ 看護師を始めと し て、 学生の臨床教育や附属病院内外の医療職が技術や知識を修

得する 場を提供する こ と を目的と し ている 。  

学学生生統統合合デデーータタ ベベーースス ： 医学部学生統合データ ベース  

教育支援センタ ーにおいて、 I R 部門が収集し た学生の科目成績や CBT、 卒業時学科試験成績

など を管理する シス テム。  

総総合合デデーータタ ベベーースス シシスス テテムム： 福井大学総合データ ベース シス テム 

教員の教育、 研究、 社会活動、 経歴など について登録し 管理する シス テム。 公開可能な情報



4 

は福井大学研究者総覧と し て大学ホームページ上に公開し ている 。  

ee--ポポーートト フフ ォォ リリ オオ：  

学生毎の学修成果を一覧と し てま と めたも ので、 コ ンピ テンシー別 GPA 取得状況レ ーダーチ

ャ ート 、 コ ンピテンシー別自己評価レ ーダーチャ ート 、 コ ンピ テンシー別各年次での GPA 取

得状況レ ーダーチャ ート 、 科目別得点、 GPA順位、 全国共用試験順位が記録さ れている 。  

アアドド ババイイ ザザーー制制度度：  

医学科学生支援シス テムと し て、 医学科の教授が学生数人で構成さ れた小グループのアド バ

イ ザー教員と なり 、 １ 年次生から ３ 年次生ま でを一貫し てサポート する 制度。  

研研究究実実践践初初級級・・ 上上級級ココ ーースス ：  

学生が希望する 研究室において短期（ 初級コ ース ） ある いは長期（ 上級コ ース ） にわたり 研

究に参加し 、 医学研究を体験する 選択制の科目。  

アアドド ババンンスス トト 医医科科学学研研究究ココ ーースス   Ⅰ・・   ⅡⅡ：  

医科学研究に必要な論文の読解（ コ ース Ⅰ） や実験技術・ 実験機器の理解（ コ ース Ⅱ） を目

標と する 選択制の科目。  

ふふくく いい地地域域創創生生士士®：  

福井大学の登録商標で、 地域を学び、 自分を知る こ と によ り 「 地域に貢献でき る 人材」 と 認

定さ れた証と なる 。 医学部では地域医療を学んだ学生が申請の上で認定さ れる 。  

FF.. CCEESSSS： Fukui -Cl i ni cal  Educat i on Suppor t  Syst em 

教育支援セン タ ーが独自に開発し た臨床教育支援シス テム。 学生カルテ記載、 指導医と のオ

ンラ イ ンコ ミ ュ ニケーショ ン 、 患者割り 振り 、 経験医行為・ 経験疾患の履歴、 形成的評価、

診療科評価、 実習履歴ポート フ ォ リ オなど 実習の計画・ 実施・ 評価・ 振り 返り などを行う 。  

FF.. MMII LLSS： Fukui  Medi cal  I mage Learni ng Syst em 

医学部独自に開発し た画像学修シス テム。 顕微鏡画像と 放射線画像を中心に多数の画像コ ン

テン ツ を有し 、 組織学や画像解剖学・ 放射線医学等での授業で用いら れる 他、 授業時間外に

おいても 画像コ ンテンツを用いた自主学修を行う こ と ができ る シス テム。  

FF.. MMOOCCEE： Fukui -Medi cal  Onl i ne Communi cat i on & Educat i on Syst em 

教育支援セン タ ーが独自に開発し た遠隔授業支援シス テム。 授業資料や授業動画の公開、 ミ

ニッ ツ ペーパー、 出欠管理のみなら ず、 復習用コ ンテンツ と し てのリ メ ディ アル用途や先進

的授業内容の補完などを行う 事ができ る 。 学内外を問わず 24 時間利用可能なシス テム。  

AATTMMププロロ ググララ ムム： Advanced Tr ai ni ng of  Medi co-r esear ch 

福井大学大学院医学系研究科博士課程授業科目早期履修制度と し て、 ３ 年次以上の学生対象

に大学院医学研究科博士課程の講義を早期履修でき る 制度。  
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１１ ..   使使命命とと 学学修修成成果果  

第
１
領
域

領
域
１
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領域 1 使命と 学修成果 

11..11  使使命命  

基基本本的的水水準準：：  
医学部は、  

 学部の使命を明示し なく てはなら ない。 （ B 1. 1. 1）  

 大学の構成者なら びに医療と 保健に関わる 分野の関係者にその使命を示さ なく てはな

ら ない。 （ B 1. 1. 2）  

 使命のなかに、 以下の資質・ 能力を持つ医師を養成する ための目的と 教育指針の概略

を定めなく てはなら ない。  

 学部教育と し ての専門的実践力（ B 1. 1. 3）  

 将来さ ま ざま な医療の専門領域に進むための適切な基本（ B 1. 1. 4）  

 医師と し て定めら れた役割を担う 能力（ B 1. 1. 5）  

 卒後の教育への準備（ B 1. 1. 6）  

 生涯学習への継続（ B 1. 1. 7）  

 その使命に社会の保健・ 健康維持に対する 要請、 医療制度から の要請、 およ びその他

の社会的責任を包含し なく てはなら ない。 （ B 1. 1. 8）  

質質的的向向上上ののたためめのの水水準準：：  
医学部は、  

 その使命に以下の内容が包含さ れている べき である 。  

 医学研究の達成（ Q 1. 1. 1）  

 国際的健康、 医療の観点（ Q 1. 1. 2）  

注注  釈釈：：  
 [ 使命] は教育機関およ び教育機関の提供する 教育プロ グラ ム全体に関わる 基本的姿勢

を示すも のである 。 [ 使命] には、 教育機関に固有のも のから 、 国内・ 地域、 国際的な

方針およ び要請を含むこ と も ある 。 本基準における [ 使命] には教育機関の将来像を含

む。  

日日本本版版注注釈釈：：使命は、 建学の精神、 理念、 ミ ッ ショ ンなどで表現さ れていても よ い。  

 [ 医学部] と は、 医学の卒前教育を提供する 教育機関を指す。 [ 医学部] は、 単科の教育

機関であっても 、 大学の１ つの学部であっても よ い。 一般に研究ある いは診療機関を

包含する こ と も ある 。 ま た、 卒前教育以降の医学教育およ び他の医療者教育を提供す

る 場合も ある 。 [ 医学部] は大学病院およ び他の関連医療施設を含む場合がある 。  

 [ 大学の構成者] と は、 大学の管理運営者、 教職員およ び医学生、 さ ら に他の関係者を

含む。 （ 1. 4 の注釈を参照）  

第
１
領
域

領
域
１
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 [ 医療と 保健に関する 関係者] と は、 公的およ び私的に医療を提供する 機関およ び医学

研究機関の関係者を含む。  

 [ 卒前教育] と は多く の国で中等教育修了者に対し て行われる 卒前医学教育を意味す

る 。 なお、 国ある いは大学によ り 、 医学ではない学部教育を修了し た学士に対し て行

われる 場合も ある 。  

 [ さ ま ざま な医療の専門領域] と は、 あら ゆる 臨床領域、 医療行政およ び医学研究を指

す。  

 [ 卒後の教育] と は、 それぞれの国の制度・ 資格制度によ り 、 医師登録前の研修、 医師

と し ての専門的教育、 専門領域（ 後期研修） 教育およ び専門医/認定医教育を含む。  

日日本本版版注注釈釈：：日本における [ 卒後研修] には、 卒後臨床研修およ び専門医研修を含む。  

 [ 生涯学習] は、 評価・ 審査・ 自己報告さ れた、 ま たは認定制度等に基づく 継続的専門

職教育（ cont i nui ng prof essi onal  devel opment ： CPD） /医学生涯教育（ cont i nui ng 

medi cal  educat i on： CME） の活動を通し て、 知識と 技能を最新の状態で維持する 職業

上の責務である 。 継続的専門教育には、 医師が診療にあたる 患者の要請に合わせて、

自己の知識・ 技能・ 態度を向上さ せる 専門家と し ての責務を果たすための全ての正規

およ び自主的活動が含ま れる 。  

 [ 社会の保健・ 健康維持に対する 要請を包含する ] と は、 地域社会、 特に健康およ び健

康関連機関と 協働する こ と 、 およ び地域医療の課題に応じ たカリ キュ ラ ムの調整を行

う こ と を含む。  

 [ 社会的責任] には、 社会、 患者、 保健や医療に関わる 行政およ びその他の機関の期待

に応え、 医療、 医学教育およ び医学研究の専門的能力を高める こ と によ って、 地域あ

る いは国際的な医学の発展に貢献する 意思と 能力を含む。 [ 社会的責任] と は、 大学の

自律性のも と に医学部が独自の理念に基づき 定める も のである 。 [ 社会的責任] は、 社

会的責務や社会的対応と 同義に用いら れる 。 個々の医学部が果たすこ と のでき る 範囲

を超える 事項に対し ても 政策や全体的な方針の結果に対し て注意を払い、 大学と の関

連を説明する こ と によ って社会的責任を果たすこ と ができ る 。  

 [ 医学研究] は、 基礎医学、 臨床医学、 行動科学、 社会医学など の科学研究を含む。 6. 4

に述べら れている 。  

 [ 国際的健康、 医療の観点] は、 国際レ ベルでの健康問題、 不平等や不正によ る 健康へ

の影響など についての認識を含む。

BB  11..11..11  学部の使命を明示しなくてはならない。

AA..  基基本本的的水水準準にに関関すするる情情報報  
・ 福井大学医学部は、 福井医科大学を前身と し て 1980 年に新設医科大学と し て開学し た。

その後、 2003 年に福井大学と 統合し 、 福井大学医学部が発足し た。（ 資料 101）  

・ 旧福井医科大学は、 創設の基本構想である 「 福井医科大学の構想」 に基づき 、 杉田玄白

や橋本佐内、 笠原良策ら の県民福祉の向上に挺身し た歴史的先達を範と し て、 福井県の

医療の向上を目的に、 県内唯一の医科大学と し て開学し た。（ 資料 102）  
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・ 開学時には、「 教育目標」 と「 教育方針」 を掲げていたが、その後、それら を改訂し て「 教

育目的」 と 「 人材育成目標」 を定めた。 し かし 、 教育研究活動の基本と なる 医学部と し

ての理念や使命は定めていなかった。（ 資料 102）  

・ 2016 年度に医学部附属教育支援センタ ーを中心と し て、 福井大学医学部の使命と なる 基

本理念の案を策定し た。 理念案は、 学生、 教職員など の医学部構成員およ び附属病院研

修医、 附属病院に勤務する 卒業生等を 対象にパブリ ッ ク ・ コ メ ント を行い、 各方面から

意見を聴取し た上で、 最終的に「 愛と 医術で人と 社会を健やかに」 と し 、 2017 年度に医

学部教授会で審議の上、 決定し た。（ 資料 103）（ 資料 104）  

・ 理念「 愛と 医術で人と 社会を健やかに」 には、「 真理を探究する 知への愛」 と 「 人命を尊

重し 人間に共感する 人への愛」 の意味が包含さ れ、 福井県およ び福井大学（ 前身の福井

医科大学を含む） の歴史を踏ま えたも のと し た。（ 資料 105_ P1）  

・ 特に、 江戸時代の福井藩蘭方医であった笠原良策（ 白翁） を、「 知への愛」 の実践者であ

る と 同時に、 自ら の命を賭し て種痘の普及に尽力する こ と で「 人への愛」 に全身全霊を

捧げた医のプロ フ ェ ッ ショ ナリ ズムの模範と し て、 敬意を持っ て医学部の理念の中心的

支柱と し て位置付けている 。 なお、 医学部の同窓会「 白翁会」 は、 笠原白翁から 名付け

ている 。 ま た、 医学図書館に「 笠原白翁コ ーナー」 を 開設し 、 白翁の業績を著し た吉村

昭の小説「 雪の花」 など の関連図書と と も に、「 人への愛」 に引用し た旧福井医科大学学

歌の書を展示する こ と で、 福井の地で医学を学ぶ学生に向け、 理念の歴史的意義を紹介

し ている 。（ 資料 106）  

・ 理念は、 2018 年度から シラ バス およ び医学部ホ ーム ページ等に明示し ている 。（ 資料

105_ P1）（ 資料 107）  

・ 理念の制定に基づき 、 医学部は、 2018 年度よ り 教育プロ グラ ムに「 アウ ト カム基盤型教

育」（ Out come-Based Educat i on） を導入し た。 そのため、 学部教育において理念を具現

化する ための「 卒業時に身につける べき 学修成果」 と し ての「 アウ ト カム」（ ３ 項目） と 、

そのアウ ト カムを身につける ために「 ６ 年間で修得すべき 能力」 と し ての「 コ ンピ テン

シー」（ 大領域８ 項目、 小領域 36 項目） を定めている 。（ 資料 105_ P4-7）  

・ 医学部の教育と 学修に関わる 基本的姿勢は、 全て理念の５ つのキーワ ード 「 愛」「 医術」

「 人」「 社会」「 健やか」 に包含し ている 。 それぞれのキーワ ード は、 理念の下に定めた

アウ ト カムと コ ンピ テンシーに階層的に連携し ている 。 従って、 理念に概念と し て含め

た学部の使命は、 アウ ト カム ・ コ ンピ テンシーに演繹する こ と によ り 、 明文化・ 明確化

し ている 。（ 資料 108）  

・ 理念・ アウ ト カム・ コ ンピ テンシーの制定に合わせて、 2017 年度に医学部およ び医学科

の「 教育目的」 と 「 人材育成目標」 を改訂し 、 2018 年度から シラ バス およ び医学部ホー

ムページに明示し ている 。（ 資料 105_ P2）（ 資料 109）  

・ アウ ト カム基盤型教育において、「 アウ ト カム・ コ ンピ テンシー」 は理念に基づく 学生の

学修における 「 学びの目的」 である のに対し て、「 教育目的」 と 「 人材育成目標」 は教育

の基本的方針と なる 「 教えの目的」 と し て位置付け、 こ れら も 理念に基づいて定めてい

る 。（ 資料 105_ P2-7）  

・ 以上によ り 、 本学では、 医学部の「 理念」 の下で、「 教育目的」 と 「 人材育成目標」 に基

づく 教育によ り 、 学生が「 コ ンピ テン シー」 を修得し 「 アウ ト カム」 を達成する こ と を

学部教育の使命と し ている 。  
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【 医学部理念】

【 教育目的・ 人材育成目標】

【医学部の教育目的】 

福井大学医学部は，大学の理念及び医学部の理念に基づき ，人間形成を基盤に生命尊

重を第一義と する 医の心の態度を体得する と と も に，世界水準の医学およ び看護学の知

識と 技能を修得し ， 地域社会や国際社会で活躍でき る 医療人およ び研究者を育成する 。

〈医学科〉 

確かな知識と 技能に基づく 質の高い臨床能力と ， 生命尊重を第一義と する 共感力と

倫理観を有し ， 根拠に立脚し た患者中心の医療を実践でき る 医師や， 医学の進展に貢献

する 高い能力を身につけた医学研究者を育成し ，医学・ 医療の進歩を通じ て社会に貢献

する こ と を 目的と する 。  

【医学部教育の人材育成目標】 

〈医学科〉 

1. 高い倫理観・ 責任感， 優れた共感力と コ ミ ュ ニケーショ ン力を備えた患者中心の医

療を実践でき る 臨床医を育成する 。  

2. 医学およ び関連領域の知識と 技能を 応用し て，医療における 高度専門職業人と し て

活躍でき る 医師・ 医学研究者を育成する 。  

3. 地域のニーズを踏ま えた地域医療を 実践でき る と と も に，グロ ーバルな視点に立っ

て医療の国際化に貢献でき る 臨床医を育成する 。  
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【 アウ ト カム基盤型教育の全体像】

【 理念-アウ ト カム-コ ンピ テンシー相関図】  
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【 医学科の教育プロ グラ ム】

BB..  基基本本的的水水準準にに関関すするる現現状状分分析析とと自自己己評評価価  
・ 学部の使命と し ての「 理念」 を定め、 その下に理念を 具現化する ための学修成果「 アウ

ト カム」 と 修得能力「 コ ンピ テンシー」 を定め、 明示し ている 。  

・ 学部の使命は、 更に「 教育目的」 と 「 人材育成目標」 と し ても 明示し ている 。  

CC.. 現現状状へへのの対対応応  
・ 卒業生のアウ ト カム評価、 学生のコ ンピ テンシー評価等の教学 I Rデータ に基づいて、 理

念・ アウ ト カム・ コ ンピテンシーを随時点検・ 評価し 、 必要に応じ て改訂する 。  

DD.. 改改善善にに向向けけたた計計画画  
・ 医学部の理念・ アウ ト カム・ コ ンピ テンシーに基づく 教育プロ グラ ムの施行状況、 刻々

と 変化する 医学教育施策の状況、 地域や国際など 医療保健に対する 社会的ニーズを踏ま

え、 長期的視野に立った更新・ 改善を図る 。  

 関 連 資 料/
101 福井大学医学部沿革【 HP】  

102 福井医科大学の構想 
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103 医学部「 理念」 原案に対する パブリ ッ ク ・ コ メ ント 募集（ 2016 年度）  

104 教育委員会議事要旨・ 教授会議事要旨_ 医学部理念（ 2016 年度）  

105 シラ バス _ 医学科授業要項（ 2023 年度）  

106 医学部広報誌く ずり ゅ う _ 理念制定時の特集（ 2017 年度）  

107 医学部理念【 HP】  

108 理念、 アウ ト カム・ コ ンピ テンシー相関図 

109 医学部医学科_ 教育プロ グラ ム・ 講座一覧【 HP】  

BB  11..11..22  大学の構成者ならびに医療と保健に関わる分野の関係者にその使命を示さなくてはなら

ない。

AA..  基基本本的的水水準準にに関関すするる情情報報  
・ 理念・ アウ ト カム・ コ ンピ テンシーおよ び教育目的・ 人材育成目標は、 シラ バス およ び

学生便覧、 医学部ホ ーム ページに掲載し 、 学生・ 教職員に広く 周知し ている 。（ 資料

105_ P1-7）（ 資料 109）（ 資料 110_ P95-98）  

・ 理念を記載し た「 理念カード 」 を学生・ 教職員に配付し 、「 理念ポス タ ー」 を講義室等に

掲示し 、 学生・ 教職員に周知し ている 。 ま た「 理念プレ ート 」 を講義棟入り 口に掲示し

ている 。（ 資料 111）  

・ 新入生に対し ては、 入学時の「 新入生オリ エンテーショ ン」 において、 理念・ アウ ト カ

ム・ コ ンピ テンシーに基づく 医学部における アウ ト カム基盤型教育について、 特に理念

と アウ ト カム・ コ ンピ テンシーの関係と それに基づく カリ キュ ラ ム等教育プロ グラ ム の

構成について、 副学部長（ 教育担当） が詳細を説明し 、 周知し ている 。（ 資料 112）  

・ ２ 年次以上の学生に対し ては、 シラ バス およ び医学部のホーム ページにおいて、 理念を

示すと と も に、 アウ ト カム・ コ ンピ テンシーに基づく 各年次での教育プロ グラ ムの構成

を周知し ている 。  

・ 教職員に対し ては、 医学部の教育体制に関する 医学部 FD・ SDを、 理念・ アウ ト カム・ コ

ンピ テンシーに基づく 医学部のアウ ト カム基盤型教育と 教育プロ グラ ムの構成について、

制定時だけでなく 内容の更新時に開催し 、 詳細に説明し ている 。 2022 年度の医学部 FD・

SDでは、 学生も 対象と し ている 。（ 資料 113）（ 資料 114）  

・ 非常勤講師や臨床教授等、 学外の教育関係者に対し ては、 2022 年度の医学部 FD・ SD の

講演動画をオンデマンド 配信によ り 視聴を可能と し て広く 周知し ている 。（ 資料 115）  

・ 医学部の理念を大学およ び医学部のホームページに掲載し 、 上記以外の学外の関係者や

受験生、 更に一般にも 公開し ている 。（ 資料 107）  

・ 医学部広報誌「 く ずり ゅ う 」 に理念の説明記事を掲載し 、 一般読者も 含めた受験生や新

入生およ びその家族等、 学内外に広く 示し ている 。 新入生の父母等には医学部後援会総

会の際に理念に基づく アウ ト カム基盤型教育について説明を行っている 。（ 資料 116_ 裏

表紙）（ 資料 117）  

・ 福井大学医学部・ 関連病院長会議において、 理念を含めたアウ ト カム基盤型教育導入に

ついて報告し ている 。（ 資料 118）  
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BB..  基基本本的的水水準準にに関関すするる現現状状分分析析とと自自己己評評価価  
・ 理念・ アウ ト カム・ コ ンピ テンシーおよ び教育目的、 人材育成目標を大学の構成者およ

び医療と 保健に関わる 関係者に広く 周知し ている 。  

CC.. 現現状状へへのの対対応応  
・ 卒業生のアウ ト カム評価、 学生のコ ンピ テンシー評価等の教学 I Rデータ に基づいて、 理

念・ アウ ト カム・ コ ンピテンシーを随時点検・ 評価し 、 必要に応じ て改訂する 。  

・ 新入生、 新規採用教職員への理念カード の配付など によ り 新たな関係者への周知を継続

する 。  

・ 医療と 保健に関わる 分野のその他の関係者に対し ても 広く 周知し ていく 。  

DD.. 改改善善にに向向けけたた計計画画  
・ 医学部の理念・ アウ ト カム・ コ ンピ テンシーに基づく 教育プロ グラ ムの施行状況、 刻々

と 変化する 医学教育施策の状況、 地域や国際など 医療保健に対する 社会的ニーズを踏ま

え、 長期的視野に立った更新・ 改善を図る 。  

関 連 資 料/
105 シラ バス _ 医学科授業要項（ 2023 年度）  

107 医学部理念【 HP】  

109 医学部医学科_ 教育プロ グラ ム・ 講座一覧【 HP】  

110 学生便覧（ 2023 年度）  

111 理念カード ・ 理念プレ ート ・ 理念ポス タ ー 

112 福井大学医学部 新入生オリ エンテーショ ン日程（ 2023 年度）  

113 医学部 FD講演会実施要項・ ポス タ ー（ 2018 年度）  

114 医学部 FD・ SD講演会実施要項・ ポス タ ー・ 周知メ ール・ ス ラ イ ド 資料（ 2022 年度）  

115 医学部 FD・ SD非常勤講師等への案内（ 2022 年度）  

116 医学部広報誌く ずり ゅ う （ 2023 年度）  

117 後援会総会資料（ 2023 年度）  

118 福井大学医学部・ 関連病院長会議資料（ 2017 年度）  

使命のなかに、以下の資質・能力を持つ医師を養成するための目的と教育指針の概略を定めなく

てはならない。  

BB  11..11..33  学部教育としての専門的実践力

AA..  基基本本的的水水準準にに関関すするる情情報報  
・ 学部教育と し ての専門的実践力は、「 アウ ト カム基盤型教育」 の理念・ アウ ト カム・ コ ン

ピ テンシーおよ び教育目的・ 人材育成目標において定めている 。（ 資料 105_ P1-7）（ 資料

110_ P95-98）（ 資料 119）  
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・ 理念「 愛と 医術で人と 社会を健やかに」 のキーワ ード 「 愛」、「 医術」、「 人」、「 社会」、「 健

やか」 の全てが、 医学における 専門的知識・ 技能と 患者に対する 態度およ び医療に固有

の社会性など の専門的実践に必要な資質・ 能力の概念と し て示し ている 。（ 資料 105_ P1-7）

（ 資料 110_ P95-98）（ 資料 119）  

・ 理念にある 「 愛」 から 波及する アウ ト カム１ 「 医療人と し ての態度」 において、 医のプ

ロ フ ェ ッ ショ ナリ ズムと し ての患者中心医療を実践する ための目標を定め、 修得すべき

能力と し てコ ンピ テンシー（ １ ）「 医の倫理と プロ フ ェ ッ ショ ナリ ズム」 と その下位項目

と し ての小領域６ 項目、 およ びコ ンピ テンシー（ ２ ）「 人間性の形成と コ ミ ュ ニケーショ

ン」 と その小領域４ 項目、 コ ンピテンシー（ ３ ）「 チーム医療」 と その小領域２ 項目に定

めている 。（ 資料 105_ P1-7）（ 資料 110_ P95-98）（ 資料 119）  

・ 理念にある「 医術」 から 波及する アウ ト カム２ 「 医療人と し ての知識・ 技能」 において、

医学における 専門的知識と 技能を学修成果と し て定め、 修得すべき 能力と し てコ ンピ テ

ンシー（ ４ ）「 医学及び関連領域の知識と 問題解決能力・ 生涯学修」 と その下位項目と し

ての小領域６ 項目、 コ ンピ テンシー（ ５ ）「 診療の実践と 患者ケア・ 医療安全」 と その小

領域８ 項目、 コ ンピ テンシー（ ６ ）「 科学的思考」 と その小領域３ 項目に定めている 。（ 資

料 105_ P1-7）（ 資料 110_ P95-98）（ 資料 119）  

・ 理念にある 「 社会」 から 波及する アウ ト カム３ 「 医療人と し ての地域性・ 国際性」 は、

医の専門的実践力と し ての社会性・ 社会的視点の修得を学修成果と し て定め、 修得すべ

き 能力と し てコ ンピ テンシー（ ７ ）「 医療の社会性と 地域医療・ 国際的視点」 と その下位

項目と し ての小領域３ 項目、 更に福井県に固有の社会的ニーズに対する 医の実践力と し

てコ ンピテンシー（ ８ ）「 福井医療力」と その小領域４ 項目を定めている 。（ 資料 105_ P1-7）

（ 資料 110_ P95-98）（ 資料 119）  

・ 学部教育と し ての専門的実践力については、 医学部の教育目的の「 人間形成を 基盤に生

命尊重を第一義と する 医の心の態度を 体得する と と も に、 世界水準の医学の知識と 技能

を修得する 」、 医学科の教育目的の「 確かな知識と 技能に基づく 質の高い臨床能力を実践

でき る 医師の育成」や「 医学の進展に貢献する 高い能力を身につけた医学研究者の育成」、

およ び医学科の人材育成目標の①と ②においても 包含し ている 。（ 資料 105_ P1-7）（ 資料

110_ P95-98）（ 資料 119）  

BB..  基基本本的的水水準準にに関関すするる現現状状分分析析とと自自己己評評価価  
・ 学部教育と し ての専門的実践力は、 理念・ アウ ト カム ・ コ ンピ テンシーにおいて定め、

明示し ている 。  

・ 更に教育目的、 人材育成目標においても 定めている 。  

CC.. 現現状状へへのの対対応応  
・ 卒業生のアウ ト カム評価、 学生のコ ンピ テンシー評価等の教学 I Rデータ に基づいて、 理

念・ アウ ト カム・ コ ンピテンシーを随時点検・ 評価し 、 必要に応じ て改訂する 。  
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DD.. 改改善善にに向向けけたた計計画画  
・ 医学部の理念・ アウ ト カム・ コ ンピ テンシーに基づく 教育プロ グラ ムの施行状況、 刻々

と 変化する 医学教育施策の状況、 地域や国際など 医療保健に対する 社会的ニーズを踏ま

え、 長期的視野に立った更新・ 改善を図る 。  

関 連 資 料/
105 シラ バス _ 医学科授業要項（ 2023 年）  

110 学生便覧（ 2023 年）  

119 学位授与の方針（ ディ プロ マ・ ポリ シー）  

使命のなかに、以下の資質・能力を持つ医師を養成するための目的と教育指針の概略を定めなく

てはならない。  

BB  11..11..44  将来さまざまな医療の専門領域に進むための適切な基本

AA..  基基本本的的水水準準にに関関すするる情情報報  
・ 将来さ ま ざま な医療の専門領域に進むための適切な基本は、「 アウ ト カム基盤型教育」 の

理念・ アウ ト カム・ コ ンピ テンシーおよ び教育目的・ 人材育成目標において定めている 。

（ 資料 105_ P1-7）（ 資料 110_ P95-98）（ 資料 119）  

・ 理念「 愛と 医術で人と 社会を 健やかに」 のキーワ ード 「 医術」 およ び「 社会」 に、 学生

が将来進むべき さ ま ざま な医療専門領域に関する 基本と し ての資質・ 能力を示し ている 。

（ 資料 105_ P1-7）（ 資料 110_ P95-98）（ 資料 119）  

・ 理念の「 医術」 から 波及する アウ ト カム２ 「 医療人と し ての知識・ 技能」 において、 将

来の臨床領域に進むための基本と し てコ ンピ テンシー（ ４ ） に「 医学及び関連領域の知

識と 問題解決能力・ 生涯学修」 と その小領域６ 項目、 コ ンピ テンシー（ ５ ） に「 診療の

実践と 患者ケア・ 医療安全」 と その小領域８ 項目を定めている 。 ま た将来の医学研究に

進むための基本と し てコ ンピ テンシー（ ６ ） に「 科学的思考」 と その小領域３ 項目を 定

めている 。（ 資料 105_ P1-7）（ 資料 110_ P95-98）（ 資料 119）  

・ 更に、 理念の「 社会」 から 波及する アウ ト カム３ 「 医療人と し ての地域性・ 国際性」 に

おいて、 将来の医療行政に進むための基本と し てコ ンピ テンシー（ ７ ）「 医療の社会性と

地域医療・ 国際的視点」 と その小領域３ 項目、 およ びコ ンピ テンシー（ ８ ）「 福井医療力」

と その小領域４ 項目に定めている 。（ 資料 105_ P1-7）（ 資料 110_ P95-98）（ 資料 119）  

・ 学生が将来さ ま ざま な医療の専門領域に進むための基本については、 医学部の教育目的

の「 世界水準の医学の知識と 技能を修得し 、 地域社会や国際社会で活躍でき る 医療人お

よ び研究者を育成」、 医学科の教育目的の「 確かな知識と 技能に基づく 質の高い臨床能力

を実践でき る 医師の育成」 や「 医学の進展に貢献する 高い能力を身につけた医学研究者

の育成」、 およ び医学科の人材育成目標の①、 ②、 ③においても 包含し ている 。（ 資料

105_ P1-7）（ 資料 110_ P95-98）（ 資料 119）  
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BB..  基基本本的的水水準準にに関関すするる現現状状分分析析とと自自己己評評価価  
・ 学生が将来さ ま ざま な医療の専門領域に進むための基本は、 理念・ アウ ト カム ・ コ ン ピ

テンシーにおいて定め、 明示し ている 。  

・ 更に教育目的、 人材育成目標においても 定めている 。  

CC.. 現現状状へへのの対対応応  
・ 卒業生のアウ ト カム評価、 学生のコ ンピ テンシー評価等の教学 I Rデータ に基づいて、 理

念・ アウ ト カム・ コ ンピテンシーを随時点検・ 評価し 、 必要に応じ て改訂する 。  

DD.. 改改善善にに向向けけたた計計画画  
・ 医学部の理念・ アウ ト カム・ コ ンピ テンシーに基づく 教育プロ グラ ムの施行状況、 刻々

と 変化する 医学教育施策の状況、 地域や国際など 医療保健に対する 社会的ニーズを踏ま

え、 長期的視野に立った更新・ 改善を図る 。  

関 連 資 料/
105 シラ バス _ 医学科授業要項（ 2023 年）  

110 学生便覧（ 2023 年）  

119 学位授与の方針（ ディ プロ マ・ ポリ シー）  

使命のなかに、以下の資質・能力を持つ医師を養成するための目的と教育指針の概略を定めなく

てはならない。

BB  11..11..55  医師として定められた役割を担う能力 

AA..  基基本本的的水水準準にに関関すするる情情報報  
・ 医師と し て定めら れた役割を担う 能力は、「 アウ ト カム基盤型教育」 の理念・ アウ ト カム・

コ ンピ テンシーおよ び教育目的・ 人材育成目標において定めている 。（ 資料 105_ P1-7）（ 資

料 110_ P95-98）（ 資料 119）  

・ 理念「 愛と 医術で人と 社会を健やかに」 に含ま れる キーワ ード 「 愛」、「 医術」、「 人」、「 社

会」、「 健やか」 の全てが医師と し て定めら れた役割を担う 能力を 表す概念と し て示し て

いる 。（ 資料 105_ P1-7）（ 資料 110_ P95-98）（ 資料 119）  

・ そのため、 理念を具現化する ための「 学修成果」 と 「 修得すべき 能力」 である アウ ト カ

ム３ 項目・ コ ンピ テンシー大領域８ 項目・ 小領域 36 項目の全てが、 医師と し ての役割を

担う 能力と し て定めている 。（ 資料 105_ P1-7）（ 資料 110_ P95-98）（ 資料 119）  

・ 医師と し て定めら れた役割を担う 能力については、 医学部の教育目的の「 人間形成を基

盤に生命尊重を第一義と する 医の心の態度を体得する と と も に、 世界水準の医学の知識

と 技能を修得する 」、 医学科の教育目的の「 確かな知識と 技能に基づく 質の高い臨床能力

を実践でき る 医師の育成」 や「 医学の進展に貢献する 高い能力を身につけた医学研究者

の育成」、 およ び医学科の人材育成目標の①、 ②、 ③においても 包含し ている 。（ 資料

105_ P1-7）（ 資料 110_ P95-98）（ 資料 119）  
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BB..  基基本本的的水水準準にに関関すするる現現状状分分析析とと自自己己評評価価  
・ 医師と し て定めら れた役割を 担う 能力は、 理念・ アウ ト カム・ コ ンピ テンシーにおいて

定め、 明示し ている 。  

・ 更に教育目的、 人材育成目標においても 定めている 。  

CC.. 現現状状へへのの対対応応  
・ 卒業生のアウ ト カム評価、 学生のコ ンピ テンシー評価等の教学 I Rデータ に基づいて、 理

念・ アウ ト カム・ コ ンピテンシーを随時点検・ 評価し 、 必要に応じ て改訂する 。  

DD.. 改改善善にに向向けけたた計計画画  
・ 医学部の理念・ アウ ト カム・ コ ンピ テンシーに基づく 教育プロ グラ ムの施行状況、 刻々

と 変化する 医学教育施策の状況、 地域や国際など 医療保健に対する 社会的ニーズを踏ま

え、 長期的視野に立った更新・ 改善を図る 。  

関 連 資 料/
105 シラ バス _ 医学科授業要項（ 2023 年）  

110 学生便覧（ 2023 年）  

119 学位授与の方針（ ディ プロ マ・ ポリ シー）  

使命のなかに、以下の資質・能力を持つ医師を養成するための目的と教育指針の概略を定めなく

てはならない。 

BB  11..11..66  卒後の教育への準備 

AA..  基基本本的的水水準準にに関関すするる情情報報  
・ 卒後教育への準備については、「 アウ ト カム基盤型教育」 の理念・ アウ ト カム・ コ ンピテ

ン シ ーおよ び教育目的・ 人材育成目標において 定めて いる 。（ 資料 105_ P1-7）（ 資料

110_ P95-98）（ 資料 119）  

・ 理念「 愛と 医術で人と 社会を健やかに」 のキーワ ード 「 愛」、「 医術」、「 人」、「 社会」、「 健

やか」 の全てが卒後の教育への準備のために卒前で身につける べき 能力を概念化し てい

る 。（ 資料 105_ P1-7）（ 資料 110_ P95-98）（ 資料 119）  

・ そのため、「 理念」 を具現化する ための「 学修成果」 と 「 修得すべき 能力」 である アウ ト

カム３ 項目・ コ ンピテンシー大領域８ 項目・ 小領域 36 項目の全てが、 卒後の教育への準

備のために卒前に達成・ 修得すべき 能力と し て 定めて いる 。（ 資料 105_ P1-7）（ 資料

110_ P95-98）（ 資料 119）  

・ 卒後教育への準備については、 医学部およ び医学科の教育目的の全文、 医学科の人材育

成目標の全文においても 包含し ている 。（ 資料 105_ P1-7）（ 資料 110_ P95-98）（ 資料 119） 
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BB..  基基本本的的水水準準にに関関すするる現現状状分分析析とと自自己己評評価価  
・ 卒後教育への準備については、 理念・ アウ ト カム・ コ ンピ テン シーにおいて定め、 明示

し ている 。  

・ 更に教育目的、 人材育成目標においても 定めている 。  

CC.. 現現状状へへのの対対応応  
・ 卒業生のアウ ト カム評価、 学生のコ ンピ テンシー評価等の教学 I Rデータ に基づいて、 理

念・ アウ ト カム・ コ ンピテンシーを随時点検・ 評価し 、 必要に応じ て改訂する 。  

DD.. 改改善善にに向向けけたた計計画画  
・ 医学部の理念・ アウ ト カム・ コ ンピ テンシーに基づく 教育プロ グラ ムの施行状況、 刻々

と 変化する 医学教育施策の状況、 地域や国際など 医療保健に対する 社会的ニーズを踏ま

え、 長期的視野に立った更新・ 改善を図る 。  

関 連 資 料/
105 シラ バス _ 医学科授業要項（ 2023 年）  

110 学生便覧（ 2023 年）  

119 学位授与の方針（ ディ プロ マ・ ポリ シー）  

使命のなかに、以下の資質・能力を持つ医師を養成するための目的と教育指針の概略を定めなく

てはならない。

BB  11..11..77  生涯学習への継続 

AA..  基基本本的的水水準準にに関関すするる情情報報  
・ 生涯学習への継続については、「 アウ ト カム基盤型教育」 の理念・ アウ ト カム・ コ ンピテ

ン シ ーおよ び教育目的・ 人材育成目標において 定めて いる 。（ 資料 105_ P1-7）（ 資料

110_ P95-98）（ 資料 119）  

・ 理念「 愛と 医術で人と 社会を 健やかに」 のキーワ ード 「 医術」 と 、 それを具現化する た

めのアウ ト カム２ 「 医療人と し ての知識・ 技能」 に学修成果と し て定め、 そのための修

得すべき 能力と し てコ ンピ テンシー（ ４ ）「 医学及び関連領域の知識と 問題解決能力・ 生

涯学修」 およ びその下位項目と し ての小領域６ 項目、 特に⑥「 生涯学修」 と し て定めて

いる 。（ 資料 105_ P1-7）（ 資料 110_ P95-98）（ 資料 119）  

・ 更に、 コ ンピ テンシー（ ５ ）「 診療の実践と 患者ケア・ 医療安全」 と その下位項目と し て

の小領域８ 項目において 医師と し て生涯継続し て 学ぶべき 能力を 定めている 。（ 資料

105_ P1-7）（ 資料 110_ P95-98）（ 資料 119）  

・ 生涯学習への継続については、 医学部およ び医学科の教育目的の全文、 医学科の人材育

成目標の全文においても 包含し ている 。（ 資料 105_ P1-7）（ 資料 110_ P95-98）（ 資料 119） 
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BB..  基基本本的的水水準準にに関関すするる現現状状分分析析とと自自己己評評価価  
・ 生涯学習への継続については、 理念・ アウ ト カム・ コ ンピ テン シーにおいて定め、 明示

し ている 。  

・ 更に教育目的、 人材育成目標においても 定めている 。  

CC.. 現現状状へへのの対対応応  
・ 卒業生のアウ ト カム評価、 学生のコ ンピ テンシー評価等の教学 I Rデータ に基づいて、 理

念・ アウ ト カム・ コ ンピテンシーを随時点検・ 評価し 、 必要に応じ て改訂する 。  

DD.. 改改善善にに向向けけたた計計画画  
・ 医学部の理念・ アウ ト カム・ コ ンピ テンシーに基づく 教育プロ グラ ムの施行状況、 刻々

と 変化する 医学教育施策の状況、 地域や国際など 医療保健に対する 社会的ニーズを踏ま

え、 長期的視野に立った更新・ 改善を図る 。  

関 連 資 料/
105 シラ バス _ 医学科授業要項（ 2023 年）  

110 学生便覧（ 2023 年）  

119 学位授与の方針（ ディ プロ マ・ ポリ シー）  

BB  11..11..88  その使命に社会の保健・健康維持に対する要請、医療制度からの要請、およびその他

の社会的責任を包含しなくてはならない。

AA..  基基本本的的水水準準にに関関すするる情情報報  
・ 社会から の要請等の社会的責任に対する 使命は、「 アウ ト カム基盤型教育」 の理念・ アウ

ト カ ム ・ コ ン ピ テン シーおよ び教育目的・ 人材育成目標において定めている 。（ 資料

105_ P1-7）（ 資料 110_ P95-98）（ 資料 119）  

・ 理念「 愛と 医術で人と 社会を 健やかに」 のキーワ ード 「 社会」 に、 広く 社会から 求めら

れる 保健・ 健康維持に関する 責任を担う 使命を概念化し ている 。（ 資料 105_ P1-7）（ 資料

110_ P95-98）（ 資料 119）  

・ その理念を具現化する ために、 学修成果と し てアウ ト カム３ 「 医療人と し ての地域性・

国際性」 と 、 それを達成する ための修得すべき 能力と し てコ ンピテンシー（ ７ ）「 医療の

社会性と 地域医療・ 国際的視点」 およ びその下位項目と し ての小領域３ 項目に定めてい

る 。（ 資料 105_ P1-7）（ 資料 110_ P95-98）（ 資料 119）  

・ 更に、 福井県における 地域医療や県民の保健・ 健康維持を担う 責任に対し て、 コ ンピ テ

ンシー（ ８ ）「 福井医療力」 およ びその下位項目と し ての小領域４ 項目に定めている 。（ 資

料 105_ P1-7）（ 資料 110_ P95-98）（ 資料 119）  

・ 社会から の要請等の社会的責任に対する 使命については、 医学部の教育目的の「 地域社

会や国際社会で活躍でき る 医療人およ び研究者を育成」、 医学科の教育目的の「 医学・ 医

療の進歩を通じ て社会に貢献する こ と 」、およ び医学科の人材育成目標の③においても 包

含し ている 。（ 資料 105_ P1-7）（ 資料 110_ P95-98）（ 資料 119）  

第
１
領
域

領
域
１



22 

BB..  基基本本的的水水準準にに関関すするる現現状状分分析析とと自自己己評評価価  
・ 社会から の要請等の社会的責任に対する 使命は、 理念・ アウ ト カム・ コ ンピ テンシーに

おいて定め、 明示し ている 。  

・ 更に教育目的、 人材育成目標においても 定めている 。  

CC.. 現現状状へへのの対対応応  
・ 卒業生のアウ ト カム評価、 学生のコ ンピ テンシー評価等の教学 I Rデータ に基づいて、 理

念・ アウ ト カム・ コ ンピテンシーを随時点検・ 評価し 、 必要に応じ て改訂する 。  

DD.. 改改善善にに向向けけたた計計画画  
・ 医学部の理念・ アウ ト カム・ コ ンピ テンシーに基づく 教育プロ グラ ムの施行状況、 刻々

と 変化する 医学教育施策の状況、 地域や国際など 医療保健に対する 社会的ニーズを踏ま

え、 長期的視野に立った更新・ 改善を図る 。  

関 連 資 料/
105 シラ バス _ 医学科授業要項（ 2023 年）  

110 学生便覧（ 2023 年）  

119 学位授与の方針（ ディ プロ マ・ ポリ シー）  

その使命に以下の内容が包含されているべきである。

QQ  11..11..11  医学研究の達成 

AA..  質質的的向向上上ののたためめのの水水準準にに関関すするる情情報報  
・ 医学研究の達成については、「 アウ ト カム基盤型教育」 の理念・ アウ ト カム・ コ ンピ テン

シ ーおよ び教育目的・ 人材育成目標において 定めて いる 。（ 資料 105_ P1-7）（ 資料

110_ P95-98）（ 資料 119）  

・ 理念「 愛と 医術で人と 社会を 健やかに」 のキーワ ード 「 医術」 に、 医学研究の達成に関

する 使命を概念化し ている 。（ 資料 105_ P1-7）（ 資料 110_ P95-98）（ 資料 119）  

・ その理念を具現化する ために、 学修成果と し てアウ ト カム２ 「 医療人と し ての知識・ 技

能」 と 、それを達成する ための修得すべき 能力と し てコ ンピ テンシー（ ６ ）「 科学的思考」

と その下位項目の小領域３ 項目に定めている 。（ 資料 105_ P1-7）（ 資料 110_ P95-98）（ 資

料 119）  

・ 医学研究の達成については、 医学部の教育目的の「 世界水準の医学の知識と 技能を修得

し 、 地域社会や国際社会で活躍でき る 医療人およ び研究者を育成」、 医学科の教育目的の

「 医学の進展に貢献する 高い能力を身につけた医学研究者を育成」、およ び医学科の人材

育成目標の②においても 包含し ている 。（ 資料 105_ P1-7）（ 資料 110_ P95-98）（ 資料 119） 
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BB..  質質的的向向上上ののたためめのの水水準準にに関関すするる現現状状分分析析とと自自己己評評価価  
・ 医学研究の達成については、 理念・ アウ ト カム・ コ ン ピテンシーにおいて定め、 明示し

ている 。  

・ 更に教育目的、 人材育成目標においても 定めている 。  

CC.. 現現状状へへのの対対応応  
・ 卒業生のアウ ト カム評価、 学生のコ ンピ テンシー評価等の教学 I Rデータ に基づいて、 理

念・ アウ ト カム・ コ ンピテンシーを随時点検・ 評価し 、 必要に応じ て改訂する 。  

DD.. 改改善善にに向向けけたた計計画画  
・ 医学部の理念・ アウ ト カム・ コ ンピ テンシーに基づく 教育プロ グラ ムの施行状況、 刻々

と 変化する 医学教育施策の状況、 地域や国際など 医療保健に対する 社会的ニーズを踏ま

え、 長期的視野に立った更新・ 改善を図る 。  

関 連 資 料/
105 シラ バス _ 医学科授業要項（ 2023 年）  

110 学生便覧（ 2023 年）  

119 学位授与の方針（ ディ プロ マ・ ポリ シー）  

その使命に以下の内容が包含されているべきである。

QQ  11..11..22  国際的健康、医療の観点 

AA..  質質的的向向上上ののたためめのの水水準準にに関関すするる情情報報  
・ 国際的健康・ 医療の観点については、「 アウ ト カム基盤型教育」 の理念・ アウ ト カム・ コ

ンピ テンシーおよ び教育目的・ 人材育成目標において定めている 。（ 資料 105_ P1-7）（ 資

料 110_ P95-98）（ 資料 119）  

・ 理念「 愛と 医術で人と 社会を 健やかに」 のキーワ ード 「 社会」 に、 国際的健康・ 医療の

観点に対する 使命を概念化し ている 。（ 資料 105_ P1-7）（ 資料 110_ P95-98）（ 資料 119）  

・ その理念を具現化する ために、 学修成果と し てアウ ト カム３ 「 医療人と し ての地域性・

国際性」 と 、 それを達成する ために修得すべき 能力と し てコ ンピテンシー（ ７ ）「 医療の

社会性と 地域医療・ 国際的視点」 およ びその下位項目と し ての小領域３ 項目に定めてい

る 。（ 資料 105_ P1-7）（ 資料 110_ P95-98）（ 資料 119）  

・ 国際的健康・ 医療の観点については、 医学部の教育目的の「 地域社会や国際社会で活躍

でき る 医療人およ び研究者を育成」、 医学科の教育目的の「 医学・ 医療の進歩を通じ て社

会に貢献する こ と 」、 およ び医学科の人材育成目標の③においても 包含し ている 。（ 資料

105_ P1-7）（ 資料 110_ P95-98）（ 資料 119）  
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BB..  質質的的向向上上ののたためめのの水水準準にに関関すするる現現状状分分析析とと自自己己評評価価  
・ 国際的健康・ 医療の観点については、理念・ アウ ト カム・ コ ンピ テンシーにおいて定め、

明示し ている 。  

・ 更に教育目的、 人材育成目標においても 定めている 。  

CC.. 現現状状へへのの対対応応  
・ 卒業生のアウ ト カム評価、 学生のコ ンピ テンシー評価等の教学 I Rデータ に基づいて、 理

念・ アウ ト カム・ コ ンピテンシーを随時点検・ 評価し 、 必要に応じ て改訂する 。  

DD.. 改改善善にに向向けけたた計計画画  
・ 医学部の理念・ アウ ト カム・ コ ンピ テンシーに基づく 教育プロ グラ ムの施行状況、 刻々

と 変化する 医学教育施策の状況、 地域や国際など 医療保健に対する 社会的ニーズを踏ま

え、 長期的視野に立った更新・ 改善を図る 。  

関 連 資 料/
105 シラ バス _ 医学科授業要項（ 2023 年）  

110 学生便覧（ 2023 年）  

119 学位授与の方針（ ディ プロ マ・ ポリ シー）  
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11..22  大大学学のの自自律律性性おおよよびび教教育育・・研研究究のの自自由由  

基基本本的的水水準準：：  
医学部は、  

 責任ある 立場の教職員およ び管理運営者が、 組織と し て自律性を持って教育施策を構

築し 、 実施し なければなら ない。 特に以下の内容を含ま れなければなら ない。  

 カリ キュ ラ ムの作成（ B 1. 2. 1）  

 カリ キュ ラ ムを実施する ために配分さ れた資源の活用（ B 1. 2. 2）  

質質的的向向上上ののたためめのの水水準準：：  
医学部は、 以下について教員なら びに学生の教育・ 研究の自由を保障すべき である 。  

 現行カリ キュ ラ ムに関する 検討（ Q 1. 2. 1）  

 カリ キュ ラ ムを過剰にし ない範囲で、 特定の教育科目の教育向上のために最新の研究

結果を探索し 、 利用する こ と （ Q 1. 2. 2）  

注注  釈釈：：  
 [ 組織自律性] と は、 教育の主要な分野、 例えばカリ キュ ラ ムの構築（ 2. 1 およ び 2. 6 に

示す） 、 評価（ 3. 1 に示す） 、 入学者選抜（ 4. 1 およ び 4. 2 に示す） 、 教員採用・ 昇格

（ 5. 1 に示す） およ び雇用形態（ 5. 2 に示す） 、 研究（ 6. 4 に示す） 、 そし て資源配分

（ 8. 3 に示す） を決定する に当たり 、 政府機関、 他の機関（ 地方自治体、 宗教団体、 私

企業、 職業団体、 他の関連団体等） から 独立し ている こ と を意味する 。  

 [ 教育・ 研究の自由] には、 教員・ 学生が表現、 調査およ び発表を適切に行える よ う な

自由が含ま れる 。  

 [ 現行カリ キュ ラ ムに関する 検討] には、 教員・ 学生がそれぞれの観点から 基礎・ 臨床

の医学的課題を明示し 、 解析し たこ と をカリ キュ ラ ムに提案する こ と を含む。  

 [ カリ キュ ラ ム] （ 2. 1 の注釈を参照）

責任ある立場の教職員および管理運営者が、組織として自律性を持って教育施策を構築し、実施し

なければならない。特に以下の内容を含まれなければならない。

BB  11..22..11  カリキュラムの作成 

AA..  基基本本的的水水準準にに関関すするる情情報報  
・ 医学部の教育に関する 施策については、 全て医学部教授会の下に置いた医学部教育委員

会が審議し 、 教授会が決定し ている 。（ 資料 120）（ 資料 121）  

・ 医学部教育委員会は、 医学部長を委員長と し て、 共通教育、 基礎医学教育、 臨床医学教

育およ び看護学教育に関わる 主要な教員を構成委員と し ている 。（ 資料 120）  

・ カリ キュ ラ ム等個々の教育に関する 施策については、 内容に応じ て医学部教育委員会の

下に置いた個別の専門委員会（ 医学科カリ キュ ラ ム委員会等） が協議・ 策案し ている 。
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医学部教育委員会は、 各専門委員会の結果を 審議・ 承認し 、 その結果を 教授会に諮る 。

（ 資料 120）  

・ 医学科のカリ キュ ラ ムに関する 事項については、 医学科カリ キュ ラ ム委員会が協議・ 策

案し ている 。（ 資料 120）  

・ 医学科カリ キュ ラ ム委員会は、 共通教育、 基礎医学教育、 臨床医学教育に関わる 主要な

教員と 医学科の学生代表を構成委員と し ている 。（ 資料 120）  

・ 医学科カリ キュ ラ ム委員会で策案し たカリ キュ ラ ム案は、 医学部教育委員会が審議・ 承

認し たのち、 医学部教授会が審議し 最終的に決定し ている 。（ 資料 120）（ 資料 121）  

・ 医学科カリ キュ ラ ム委員会は、医学部教育マネジメ ント 体制において教学 PDCAサイ ク ル

のカリ キュ ラ ムに関する 「 P」（ 計画） と 「 D」（ 実施） を担う 。 同時に、「 C」（ 点検） を担

う 教育支援センタ ーによ り 、 教育プロ グラ ムの点検・ 評価の結果抽出し たカリ キュ ラ ム

上の課題に対し て改善案を作成・ 審議し 、 教学 PDCAの「 A」（ 改善） を担う 。（ 資料 122） 

【 医学部教育マネジメ ント ・ 教育内部質保証体制】  

BB..  基基本本的的水水準準にに関関すするる現現状状分分析析とと自自己己評評価価  
・ カリ キュ ラ ム作成に関わる 医学部教授会、 医学部教育委員会、 医学科カリ キュ ラ ム委員

会は、 組織と し て自律性を持ってカリ キュ ラ ムを作成し ている 。  
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CC.. 現現状状へへのの対対応応  
・ 組織と し て自律性を持ってカリ キュ ラ ムを作成する ため、 教育支援センタ ーを 中心に、

カリ キュ ラ ムを随時点検・ 評価し 、 改善点を当該委員会組織にフ ィ ード バッ ク する こ と

によ り 改善を図る 。  

DD.. 改改善善にに向向けけたた計計画画  
・ 教育支援センタ ーを中心に、 カリ キュ ラ ムを継続的に点検・ 評価し 、 長期的視野に立っ

て改善を図る 。  

関 連 資 料/
120 福井大学医学部教育委員会要項 

121 福井大学医学部教授会規程 

122 医学部教育マネジメ ント ・ 教育内部質保証体制 

責任ある立場の教職員および管理運営者が、組織として自律性を持って教育施策を構築し、実施し

なければならない。特に以下の内容を含まれなければならない。

BB  11..22..22  カリキュラムを実施するために配分された資源の活用 

AA..  基基本本的的水水準準にに関関すするる情情報報  
・ 医学部への予算配分については、 学長によ る 予算実施計画に基づき 全学運営委員会、 経

営協議会、 およ び役員会が審議・ 決定し ている 。（ 資料 123）  

・ 医学部配分予算のう ち教育に関連する 「 教育研究経費」 については、 医学部長によ る 予

算方針に基づき 、 医学系部門企画調整会議で審議・ 策案の上、 医学系部門会議で審議・

決定し ている 。（ 資料 124）（ 資料 125）（ 資料 126）  

・ 医学系部門会議で決定し た「 教育研究経費」 は、 各講座・ 分野等に配分し 、 教育活動に

も 活用し ている 。（ 資料 127）  

・ カリ キュ ラ ム実施における 人的資源と し ての教員は、「 福井大学人事基本方針」 のも と 、

「 福井大学職員人事規程」「 福井大学学術研究院医学系部門教員選考基準」「 福井大学学

術研究院医学系部門教員選考要項」 等に基づき 、 原則と し て公募によ る 選考を 行い、 医

学科カリ キュ ラ ムの実施において必要な人材を確保し ている 。（ 資料 128）（ 資料 129）（ 資

料 130）（ 資料 131）  

・ カリ キュ ラ ム実施における 物的資源と し ての施設については、 講義・ 実習のための施設

と し て、 松岡キャ ンパス 講義棟、 基礎実習棟、 臨床講義棟に大・ 中・ 小講義室を合わせ

て 10 室、 基礎医学のための実習室を５ 室備えている 。 加えて、 PBL など 少人数での演習

やグループ学修が可能な「 グループラ ボ」 を医学図書館に 14 室備えている 。 グループラ

ボは、 入学試験での面接試験室と し ても 活用し ている 。（ 資料 132）  

・ 臨床実習については、 学内臨床実習施設と し て医学部附属病院を、 学外臨床実習施設と

し て医学部関連病院のう ち約 30 施設を教育関連病院と し て活用し ている 。（ 資料 133）（ 資

料 134）  
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・ 2022 年度には、 臨床実習学生の自修やグループ学修用のセミ ナー室やラ ーニング・ コ モ

ンズ等を新たに整備し た。（ 資料 135）  

・ カリ キュ ラ ム実施において必要なネッ ト ワ ーク 環境は、 講義棟・ 実習棟・ 医学図書館お

よ び附属病院など の教育・ 学修施設に整備し ている 。（ 資料 136）  

・ 学修管理シス テム（ LMS） は、 コ ロ ナ禍において医学部が産学連携で開発し た遠隔授業支

援シス テム F. MOCE（ Fukui -Medi cal  Onl i ne Communi cat i on & Educat i on Syst em） を用

いている 。 F. MOCEは、 対面授業再開後も 、 対面・ 遠隔のハイ ブリ ッ ド 型授業のツールと

し て継続し て活用し ている 。 更に臨床実習用の LMS と し て、 医学部が独自に開発し た臨

床教育支援シス テム F. CESS（ Fukui -Cl i ni cal  Educat i on Suppor t  Syst em） を用いて、

診療参加型臨床実習の実践と 実習評価に活用し ている 。（ 資料 137）（ 資料 138）  

BB..  基基本本的的水水準準にに関関すするる現現状状分分析析とと自自己己評評価価  
・ カリ キュ ラ ム実施のために必要な資源の配分およ び活用は、 全学およ び医学部組織と し

て、 自律性を持って管理・ 運用し ている 。  

CC.. 現現状状へへのの対対応応  
・ 組織と し て自律性を持って資源を活用する ため、 カリ キュ ラ ム 実施に必要な資源につい

て、 教育支援センタ ーを中心に随時点検し 、 改善点を 医学部およ び必要に応じ て全学の

当該委員会組織に提示する こ と によ り 改善を図る 。  

DD.. 改改善善にに向向けけたた計計画画  
・ 教育支援センタ ーを中心に、 カリ キュ ラ ム実施に必要な資源について点検・ 評価し 、 長

期的視野に立って改善を図る 。  

関 連 資 料/
123 役員会議事要旨_ 学内予算配分（ 案）（ 2023 年度）  

124 福井大学学術研究院医学系部門企画調整会議要項 

125 福井大学学術研究院医学系部門会議規程 

126 企画調整会議議事要旨・ 医学系部門会議議事要旨_ 医学部予算（ 2023 年度）  

127 医学部予算配分方針（ 案）（ 2023 年度）  

128 国立大学法人福井大学人事基本方針 

129 国立大学法人福井大学職員人事規程 

130 福井大学学術研究院医学系部門教員選考基準 

131 福井大学学術研究院医学系部門教員選考要項 

132 講義室等一覧 

133 福井大学医学部関連病院名簿（ 2021 年度）  

134 教育関連病院一覧（ 2023 年度）  

135 MI LC（ Medi cal  I nf i ni t y Learni ng Commons）（ 2022 年度）  

136 学生無線 LANサービ ス 【 HP】  

137 遠隔授業支援シス テム F. MOCE 

138 臨床教育支援シス テム F. CESS 
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医学部は、以下について教員ならびに学生の教育・研究の自由を保障すべきである。

QQ  11..22..11  現行カリキュラムに関する検討 

AA..  質質的的向向上上ののたためめのの水水準準にに関関すするる情情報報  
・ 医学科の現行カリ キュ ラ ムに関する 事項については、 医学科カリ キュ ラ ム委員会が協議

し ている 。（ 資料 120）  

・ 医学科カリ キュ ラ ム委員会では、 共通教育、 基礎医学系、 臨床医学系教員と 学生代表を

構成委員と し 、 現行カリ キュ ラ ムに関し て、 それぞれの観点から 意見を述べる こ と がで

き る 。（ 資料 139）（ 資料 140）  

・ 医学科の現行カリ キュ ラ ムの点検・ 評価は、 教育支援センタ ーの医学部プロ グラ ム評価

委員会およ びその下に置いた医学科専門部会で行っている 。（ 資料 141）（ 資料 142）  

・ プロ グラ ム評価委員会は、 学内委員（ 医学部教員と 医学部職員） と 学外委員を構成委員

と し 、 医学科専門部会は、 医学科の基礎医学系教員と 臨床医学系教員、 学生・ 卒業生の

代表を構成委員と し ている 。（ 資料 142）（ 資料 143）（ 資料 144）  

・ 医学科専門部会では、 教学 I R データ の分析結果を基に、 現行カリ キュ ラ ムについて、 教

員と 学生・ 卒業生がそれぞれの観点から 自由に意見を述べる こ と によ り 、課題点を抽出・

協議し ている 。（ 資料 142）  

・ プロ グラ ム評価委員会では、 医学科専門部会の抽出し た課題を中心に、 現行カリ キュ ラ

ムに対し て点検・ 評価し ている 。（ 資料 142）  

・ 教育支援センタ ーでは、 センタ ー教員（ 共通教育、 基礎医学系、 臨床医学系教員） と 学

務課職員によ る 定例ミ ーティ ングを行い、 それぞれの観点から 自由に意見を述べる こ と

によ り 、 現行カリ キュ ラ ムに対する 日常的な点検を行っている 。（ 資料 145）  

・ 定例ミ ーティ ングには、 議題に応じ て学生の代表が参加し 、 学生の意見を聞き つつ現行

カリ キュ ラ ムの課題について検討し ている 。（ 資料 146）  

・ 教学 I R データ の一つと し て、学生によ る カリ キュ ラ ム評価アンケート を各学年年度末に

実施し 、 現行カリ キュ ラ ムに対する 学生の意見をフ ィ ード バッ ク し ている 。 アンケート

への対応は、 教育支援センタ ーを中心に協議し ている 。（ 資料 147）  

・ 学年代表と 医学部長およ び副医学部長（ 教育担当、 学生担当） によ る 懇談会を毎年度開

催し 、 更に、 学年代表連絡会議を定期的に開催し 、 現行カリ キュ ラ ムを含む医学部教育

に対する 学生から の意見や要望を聞く 機会を設けている 。 学生から の意見や要望は、 教

育支援センタ ーのプロ グラ ム評価委員会医学科専門部会や定例ミ ーティ ングで報告し 、

必要に応じ て医学部教育委員会およ び当該専門委員会に課題を提示し 、 改善を促し てい

る 。（ 資料 148）（ 資料 149）

BB..  質質的的向向上上ののたためめのの水水準準にに関関すするる現現状状分分析析とと自自己己評評価価  
・ 教員・ 学生の現行カリ キュ ラ ムに関する 自律的な意見を集約する シス テムを構築し てい

る 。  
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・ 教育支援センタ ーを中心に、 教員・ 学生がそれぞれの観点から 基礎・ 臨床の教育課題を

明示し 、 改善案をカリ キュ ラ ム等教育施策に提案・ 反映する シス テムを構築し ており 、

現行カリ キュ ラ ムに関する 検討において教員・ 学生の自由を保障し ている 。  

CC.. 現現状状へへのの対対応応  
・ 教育支援センタ ーの定例ミ ーティ ングを必要に応じ て随時開催し 、 可能な限り 学生代表

を参加さ せて、 現行カリ キュ ラ ムの検討を進め、 課題点の抽出と 改善を図る 。  

・ プロ グラ ム評価委員会を定期的に開催し 、 教員、 学生によ る 学内委員と 学外委員によ る

現行カリ キュ ラ ムの課題点の抽出と 改善を図る 。  

・ 学生のカリ キュ ラ ム評価アン ケート およ び医学部長と の懇談会等で聴取し た学生の意見

に対し て、 専門委員会等において対応し 、 課題点の改善を図る 。  

DD.. 改改善善にに向向けけたた計計画画  
・ 教員およ び学生の意見を集約し て、 現行カリ キュ ラ ム の点検・ 評価を継続し て行い、 長

期的視野に立った改善を促進する 。  

関 連 資 料/
120 福井大学医学部教育委員会要項 

139 医学科カリ キュ ラ ム委員会名簿（ 2023 年度）  

140 医学科カリ キュ ラ ム委員会議事要旨_ 感染症、 数理・ データ サイ エンス 入門（ 2021 年

度）  

141 福井大学医学部附属教育支援センタ ー規程 

142 福井大学医学部附属教育支援センタ ープロ グラ ム評価委員会要項 

143 福井大学医学部附属教育支援センタ ープロ グラ ム評価委員会名簿（ 2022 年度）  

144 福井大学医学部附属教育支援センタ ープロ グラ ム評価委員会医学科専門部会名簿 

145 定例ミ ーティ ング議題一覧（ 2015 年度～）  

146 定例ミ ーティ ング議事メ モ_ 学生参加時（ 2020 年度）  

147 カリ キュ ラ ム評価アンケート （ 2022 年度）  

148 国立大学法人福井大学医学部学年代表連絡会会則 

149 学年代表と 医学部長およ び副医学部長と の懇談会案内メ ール（ 2022 年度）  

医学部は、以下について教員ならびに学生の教育・研究の自由を保障すべきである。

QQ  11..22..22  カリキュラムを過剰にしない範囲で、特定の教育科目の教育向上のために最新の研究結

果を探索し、利用すること 

AA..  質質的的向向上上ののたためめのの水水準準にに関関すするる情情報報  
・ 各教育科目は、 アウ ト カム・ コ ンピ テンシーに定める 学修成果と 能力を達成・ 修得でき

る よ う に科目内容を設定し ている 。（ 資料 150）  
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・ 同時に、 医学教育モデル・ コ ア・ カリ キュ ラ ムに準拠し た科目内容を設定し ている 。（ 資

料 150）  

・ 加えて、 各科目に関連する 領域・ 分野の最新の研究結果や知見に基づく 内容を 、 教員の

自由な裁量で、 ただし 規定さ れた講義時間数およ びアウ ト カム ・ コ ンピ テンシーと 医学

教育モデル・ コ ア・ カリ キュ ラ ムに基づく 内容に影響し ない範囲で設定する よ う にし て

いる 。その内容はシラ バス において科目独自の到達目標や修得でき る 資質･能力と し て明

記し ている 。（ 資料 151）  

・ 一部の基礎医学系科目における 最新の研究結果や知見に基づく 上級レ ベルの内容は、 講

義時間や学生への負担を考慮し て、 オンデマンド 方式を用いた遠隔授業と し て実施し て

いる 。 ま た、 非常勤講師によ る 先端的研究内容を含む講義を、 対面ま たは遠隔授業によ

り 実施し ている 。（ 資料 105_ P140-142 P170-173 P176-178）  

・ 科目に対する 学生によ る「 科目評価アンケート 」、 およ び教員と その授業に対する 学生に

よ る 「 教員評価アンケート 」 を実施し 、 科目内容およ び講義内容の適切性の学生評価を

得て、 教員にフィ ード バッ ク し ている 。（ 資料 152）（ 資料 153）  

BB..  質質的的向向上上ののたためめのの水水準準にに関関すするる現現状状分分析析とと自自己己評評価価  
・ 特定の科目の教育向上のために、 規定さ れた到達目標によ る 科目内容だけでなく 、 教員

なら びに学生の自由な意見に基づき 、 カリ キュ ラ ムおよ び学生の負担を過剰にし ない範

囲で、 最新の研究結果や知見を探索し 利用し ている 。  

CC.. 現現状状へへのの対対応応  
・ 各科目の次年度シラ バス 作成時に、 各教員に対し て内容の精査・ 確認を依頼し 、 科目に

おける 最新の研究結果に基づく 教育の向上を促す。  

・ 学生によ る 教員評価アンケート ・ 科目評価アンケート に基づき 教育プロ グラ ム レ ベルお

よ び科目レ ベルでカリ キュ ラ ムを検討し 、 教育向上のために改善案を探索する 。  

DD.. 改改善善にに向向けけたた計計画画  
・ 教育支援センタ ーが中心と なって、 各科目の教育向上のために、 最新の研究結果が反映

さ れている こ と や、 教員およ び学生の意見が反映さ れている こ と を長期的視野に立っ て

点検・ 評価する 。  

関 連 資 料/
105 シラ バス _ 医学科授業要項（ 2023 年度）  

150 教育課程の編成・ 実施の方針（ カリ キュ ラ ム・ ポリ シー）  

151 2023 年度医学科シラ バス 作成要領（ 2022 年度）  

152 科目評価アンケート （ 2022 年度）  

153 教員評価アンケート （ 2022 年度）  
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11..33  学学修修成成果果  

基基本本的的水水準準：：  
医学部は、  

 意図し た学修成果を定めなければなら ない。 それは、 学生が卒業時ま でにその達成を

示すべき も のである 。 それら の成果は、 以下と 関連し なく てはなら ない。  

 卒前教育で達成すべき 基本的知識・ 技能・ 態度（ B 1. 3. 1）  

 将来にど の医学専門領域にも 進むこ と ができ る 適切な基本（ B 1. 3. 2）  

 保健医療機関での将来的な役割（ B 1. 3. 3）  

 卒後研修（ B 1. 3. 4）  

 生涯学習への意識と 学修技能（ B 1. 3. 5）  

 医療を受ける 側から の要請、医療を提供する 側から の要請、その他の社会から の要請

（ B 1. 3. 6）  

 学生が学生同士、 教員、 医療従事者、 患者、 およ びその家族を尊重し 適切な行動をと

る こ と を確実に修得さ せなければなら ない。 （ B 1. 3. 7）  

 学修成果を周知し なく てはなら ない。 （ B 1. 3. 8）  

質質的的向向上上ののたためめのの水水準準：：  
医学部は、  

 卒業時の学修成果と 卒後研修終了時の学修成果をそれぞれ明確にし 、 両者を関連づけ

る べき である 。 （ Q 1. 3. 1）  

 医学研究に関し て目指す学修成果を定める べき である 。 （ Q 1. 3. 2）  

 国際保健に関し て目指す学修成果について注目すべき である 。 （ Q 1. 3. 3）  

日日本本版版注注釈釈：：  
WFME 基準では、 1. 3 educat i onal  out come と なっている 。 Educat i on は、 teachi ng と l earni ng

を包含し た概念である 。 こ のため、 日本版基準では educat i onal  out come を「 学修成果」 と

表現する こ と と し た。  

注注  釈釈：：  
 [ 学修成果/コ ンピ テンシー］ は、 卒業時点に達成し ておく べき 知識・ 技能・ 態度を意

味する 。 成果は、 意図し た成果ある いは達成さ れた成果と し て表現さ れる 。 教育/学修

目標は、 意図し た成果と し て表現さ れる こ と が多い。  

医学部で規定さ れる 医学・ 医療の成果には、 ( a) 基礎医学、 ( b) 公衆衛生学・ 疫学を含

む、 行動科学およ び社会医学、 ( c) 医療実践に関わる 医療倫理、 人権およ び医療関連法

規、 ( d) 診断、 診療手技、 コ ミ ュ ニケーショ ン能力、 疾病の治療と 予防、 健康増進、 リ

ハビ リ テーショ ン、 臨床推論と 問題解決を含む臨床医学、 ( e) 生涯学習能力、 およ び医

師の様々な役割と 関連し た専門職と し ての意識（ プロ フェ ッ ショ ナリ ズム） について

の、 十分な知識と 理解を含む。  
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卒業時に学生が身につけておく べき 特性や達成度から は、 例えば( a) 研究者およ び科学

者、 ( b) 臨床医、 ( c) 対話者、 ( d) 教師、 ( e) 管理者、 そし て( f ) 専門職のよ う に分類でき

る 。  

 [ 適切な行動] は、 学則・ 行動規範等に記載し ておく べき である 。  

意図した学修成果を定めなければならない。それは、学生が卒業時までにその達成を示すべきもの

である。それらの成果は、以下と関連しなくてはならない。

BB  11..33..11  卒前教育で達成すべき基本的知識・技能・態度 

AA..  基基本本的的水水準準にに関関すするる情情報報  
・ 2018 年度から アウ ト カム基盤型教育を導入し 、 理念「 愛と 医術で人と 社会を健やかに」

の下に、「 卒業時に身につける べき 学修成果」 と し ての「 アウ ト カム」（ ３ 項目） と 、 そ

のアウ ト カムを修得する ために「 ６ 年間で修得すべき 能力」 を「 コ ンピ テンシー」（ 大領

域８ 項目、 小領域 36 項目） と し て定めている 。（ 資料 105_ P1-25）（ 資料 108）  

・ アウ ト カム基盤型教育によ る 教育プロ グラ ムでは、「 理念・ アウ ト カム・ コ ンピ テンシー」

を基本と し て、 アウ ト カムで定めた学修成果を卒業時に達成する ためにコ ンピ テンシー

で定めた能力を卒業ま でに修得でき る よ う にカリ キュ ラ ムを構成し ている 。 学生は、 そ

のカリ キュ ラ ムでの学修によ り 、 各学年でのコ ンピ テンシー修得を確認し 、 卒業時にア

ウ ト カム達成を評価する こ と によ り 学位を取得する 。（ 資料 105_ P4-7）  

・ 理念・ アウ ト カム・ コ ンピ テンシーは、 理念を頂点と し た階層的構造によ り 連携し 、 理

念にある ５ つのキーワ ード 「 愛」、「 医術」、「 人」、「 社会」、「 健やか」 がそれぞれ枝分か

れする よ う に、 学修成果と し ての３ つのアウ ト カムに演繹し 、 更にそのそれぞれが、 修

得すべき 具体的能力と し ての８ つのコ ンピ テンシー大領域と その下位項目である 36 の

コ ンピ テンシー小領域に演繹する よ う に定めている 。（ 資料 108）  

・ 理念の「 愛」 は、 学修成果と し てアウ ト カム１ 「 医療人と し ての態度」 と 、 その達成に

必要な修得すべき 能力と し てコ ンピ テンシー（ １ ）「 医の倫理と プロ フェ ッ ショ ナリ ズム」

と その下位項目と し ての小領域６ 項目、 コ ンピ テンシー（ ２ ）「 人間性の形成と コ ミ ュ ニ

ケーショ ン」 と その小領域４ 項目、 コ ンピ テンシー（ ３ ）「 チーム医療」 と その小領域２

項目において具現化し ている 。（ 資料 105_ P4-7）  

・ 理念の「 医術」 は、 学修成果と し てアウ ト カム２ 「 医療人と し ての知識・ 技能」 と 、 そ

の修得すべき 能力と し てコ ン ピ テンシー（ ４ ）「 医学及び関連領域の知識と 問題解決能

力・ 生涯学修」 と その小領域６ 項目、 コ ンピ テンシー（ ５ ）「 診療の実践と 患者ケア・ 医

療安全」 と その小領域８ 項目、 コ ンピ テンシー（ ６ ）「 科学的思考」 と その小領域３ 項目

と し て具現化し ている 。（ 資料 105_ P4-7）  

・ 理念の「 社会」 は、 学修成果と し てアウ ト カム３ 「 医療人と し ての地域性・ 国際性」 と 、

その修得すべき 能力と し てコ ンピテンシー（ ７ ）「 医療の社会性と 地域医療・ 国際的視点」

と その小領域３ 項目、 コ ンピ テンシー（ ８ ）「 福井医療力」 と その小領域４ 項目と し て具

現化し ている 。（ 資料 105_ P4-7）  
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・ 理念の「 人」 と 「 健やか」 は、 医学の基本と なる キーワ ード である ため、 アウ ト カム ３

項目全てに関連し 、 コ ンピ テンシー大領域８ 項目・ 小領域 36 項目の全ての能力おいて具

現化すべき 概念と し ている 。（ 資料 105_ P4-7）  

・ アウ ト カム・ コ ンピ テンシーの作成は、 2016 年度に医学科の全教授によ る FD ワ ーク シ

ョ ッ プにおいて、「 医師・ 医学研究者と なる ために医学部において身につける べき 能力」

をテーマと し て議論し 、 基本と なる 意見を集めた。 その後、 教育支援センタ ーにおいて

ワ ーク ショ ッ プでの意見を集約し 、 ３ つのアウ ト カム と ８ つのコ ンピ テンシー大領域お

よ び 36 のコ ンピ テンシー小領域から なる 案を作成し 、 医学部教授会において決定し た。

（ 資料 154）（ 資料 155）  

・ アウ ト カム・ コ ンピ テンシーは、 医学科における 学位授与に必要な資質・ 能力を定めて

いる こ と から 、「 学位授与の方針」（ ディ プロ マ・ ポリ シー） と し て明示し ている 。（ 資料

119）  

【 学位授与の方針（ ディ プロ マ・ ポリ シー）】  
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・ 卒前教育で達成すべき 基本的態度は、 アウ ト カム１ 「 医療人と し ての態度」 において定

め、 アウ ト カム１ の達成のために修得すべき 能力を、 コ ンピ テンシー大領域（ １ ）「 医の

倫理と プロ フ ェ ッ ショ ナリ ズム、（ ２ ）「 人間性の形成と コ ミ ュ ニケーショ ン」、（ ３ ）「 チ

ーム 医療」 に定めている 。 更にそれら の大領域の下に、 基本的態度と し て修得すべき 具

体的な能力をコ ンピ テンシー小領域と し て、（ １ ） に６ 項目、（ ２ ） に４ 項目、（ ３ ） に２

項目を定めている 。（ 資料 105_ P1-25）  

・ 卒前教育で達成すべき 基本的知識・ 技能は、 アウ ト カム２ 「 医療人と し ての知識・ 技能」

において定め、 アウ ト カム２ の達成のために修得すべき 能力を 、 コ ンピ テンシー大領域

（ ４ ）「 医学及び関連領域の知識と 問題解決能力・ 生涯学修」、（ ５ ）「 診療の実践と 患者

ケア・ 医療安全」、（ ６ ）「 科学的思考」 に定めている 。 更にそれら の大領域の下に、 基本

的知識・ 技能と し て修得すべき 具体的能力をコ ンピ テンシー小領域と し て、（ ４ ） に６ 項

目、（ ５ ） に８ 項目、（ ６ ） に３ 項目を定めている 。（ 資料 105_ P1-25）  

BB..  基基本本的的水水準準にに関関すするる現現状状分分析析とと自自己己評評価価  
・ アウ ト カム基盤型教育における 意図し た学修成果と し て、 アウ ト カム・ コ ンピ テンシー

に、 卒前教育で達成すべき 基本的知識・ 技能・ 態度と それら に必要な修得すべき 能力を

定めている 。  

CC.. 現現状状へへのの対対応応  
・ 学生のアウ ト カム・ コ ンピ テンシー達成・ 修得状況を 、 可視化し た学修成果や自己評価

によ り 把握する こ と で現行のアウ ト カム・ コ ンピ テン シーを点検・ 評価し 、 課題点を 改

善する こ と によ り 更新し ていく 。  

DD.. 改改善善にに向向けけたた計計画画  
・ 学生や卒業生のアウ ト カム・ コ ンピ テンシー達成・ 修得状況、 刻々と 変化する 医学教育

施策の状況を踏ま え、 長期的視野に立ってアウ ト カム ・ コ ンピ テンシーの更新・ 改善を

図る 。  

関 連 資 料/
105 シラ バス _ 医学科授業要項（ 2023 年度）  

108 理念、 アウ ト カム・ コ ンピ テンシー相関図 

119 学位授与の方針（ ディ プロ マ・ ポリ シー）  

154 FDワ ーク ショ ッ プ実施資料（ 2016 年度）  

155 教育委員会議事要旨・ 教授会議事要旨_ アウ ト カム・ コ ンピテンシー設定（ 2017 年度） 
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意図した学修成果を定めなければならない。それは、学生が卒業時までにその達成を示すべきもの

である。それらの成果は、以下と関連しなくてはならない。

BB  11..33..22  将来にどの医学専門領域にも進むことができる適切な基本 

AA..  基基本本的的水水準準にに関関すするる情情報報  
・ アウ ト カム基盤型教育において定めたアウ ト カム３ 項目、 およ びその下に定めたコ ン ピ

テンシー大領域８ 項目と 小項目 36 項目の全てが、将来にど の医学専門領域にも 進むこ と

ができ る ための基本と なる 。（ 資料 119）  

・ 学生は、 コ ンピ テンシーに定めた能力を修得し 、 アウ ト カムに定めた学修成果を卒業時

に達成する こ と によ り 、 将来、 ど の医学専門領域にも 進むこ と ができ る 基本を 身につけ

る こ と ができ る 。（ 資料 119）  

BB..  基基本本的的水水準準にに関関すするる現現状状分分析析とと自自己己評評価価  
・ アウ ト カム基盤型教育における 意図し た学修成果と し て、 アウ ト カム・ コ ンピ テンシー

に、 将来にど の医学専門領域にも 進むこ と ができ る よ う に、 その基本と なる 能力を卒前

に修得でき る よ う に定めている 。  

CC.. 現現状状へへのの対対応応  
・ 学生のアウ ト カム・ コ ンピ テンシー達成・ 修得状況を 、 可視化し た学修成果や自己評価

によ り 把握する こ と で現行のアウ ト カム・ コ ンピ テン シーを点検・ 評価し 、 課題点を 改

善する こ と によ り 更新し ていく 。  

DD.. 改改善善にに向向けけたた計計画画  
・ 学生や卒業生のアウ ト カム・ コ ンピ テンシー達成・ 修得状況、 刻々と 変化する 医学教育

施策の状況を踏ま え、 長期的視野に立ってアウ ト カム ・ コ ンピ テンシーの更新・ 改善を

図る 。  

関 連 資 料/
119 学位授与の方針（ ディ プロ マ・ ポリ シー）  

意図した学修成果を定めなければならない。それは、学生が卒業時までにその達成を示すべきもの

である。それらの成果は、以下と関連しなくてはならない。

BB  11..33..33  保健医療機関での将来的な役割 

AA..  基基本本的的水水準準にに関関すするる情情報報  
・ アウ ト カム基盤型教育において定めたアウ ト カム３ 「 医療人と し ての地域性・ 国際性」

において、 社会的ニーズを踏ま えた地域医療の実践と 医療の国際化への貢献を 、 卒前に

達成すべき 学修成果と し て定めている 。（ 資料 119）  
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・ 更に、 アウ ト カム３ のコ ンピ テンシー（ ７ ）「 医療の社会性と 地域医療・ 国際的視点」 お

よ びコ ンピ テンシー（ ８ ）「 福井医療力」 のそれぞれの小領域において、 保健医療機関で

の将来的な役割に関する 卒前に修得すべき 能力と し て具体的に定めている 。（ 資料 119）  

BB..  基基本本的的水水準準にに関関すするる現現状状分分析析とと自自己己評評価価  
・ アウ ト カム基盤型教育における 意図し た学修成果と し て、 アウ ト カム・ コ ンピ テンシー

に、 保健医療機関での将来的な役割について、 卒前に修得すべき 能力を定めている 。  

CC.. 現現状状へへのの対対応応  
・ 学生のアウ ト カム・ コ ンピ テンシー達成・ 修得状況を 、 可視化し た学修成果や自己評価

によ り 把握する こ と で現行のアウ ト カム・ コ ンピ テン シーを点検・ 評価し 、 課題点を 改

善する こ と によ り 更新し ていく 。  

DD.. 改改善善にに向向けけたた計計画画  
・ 学生や卒業生のアウ ト カム・ コ ンピ テンシー達成・ 修得状況、 刻々と 変化する 医学教育

施策の状況を踏ま え、 長期的視野に立ってアウ ト カム ・ コ ンピ テンシーの更新・ 改善を

図る 。  

関 連 資 料/
119 学位授与の方針（ ディ プロ マ・ ポリ シー）  

意図した学修成果を定めなければならない。それは、学生が卒業時までにその達成を示すべきもの

である。それらの成果は、以下と関連しなくてはならない。

BB  11..33..44  卒後研修 

AA..  基基本本的的水水準準にに関関すするる情情報報  
・ アウ ト カム基盤型教育において定めた全てのアウ ト カム・ コ ン ピ テンシーが、 卒後研修

において必要な卒前に修得すべき 能力と 達成すべき 学修成果である 。（ 資料 119）  

・ コ ン ピ テンシー大領域・ 小領域は、 厚生労働省医師臨床研修指導ガイ ド ラ イ ン に定める

到達目標、 およ び福井大学医学部附属病院卒後臨床研修プロ グラ ムの到達目標と 関連し

ている 。（ 資料 156）（ 資料 157）（ 資料 158）  

BB..  基基本本的的水水準準にに関関すするる現現状状分分析析とと自自己己評評価価  
・ 卒後研修において必要な能力を卒前教育において修得でき る よ う 、 アウ ト カム ・ コ ン ピ

テンシーにおいて定めている 。  
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CC.. 現現状状へへのの対対応応  
・ 卒業生のアウ ト カム・ コ ンピ テンシー達成・ 修得状況調査、 およ び卒後研修病院の本学

卒業生に対する アウ ト カム達成状況調査によ り 、 卒前教育のアウ ト カム・ コ ン ピ テン シ

ーと 卒後研修と の整合性を点検し 、 課題点を改善する こ と によ り 更新し ていく 。  

DD.. 改改善善にに向向けけたた計計画画  
・ 学生や卒業生およ び卒後研修病院のアウ ト カム・ コ ン ピテンシー達成・ 修得状況調査の

結果や、刻々と 変化する 医学教育施策の状況を踏ま え、長期的視野に立ってアウ ト カム・

コ ンピ テンシーの更新・ 改善を図る 。  

関 連 資 料/
119 学位授与の方針（ ディ プロ マ・ ポリ シー）  

156 卒前教育アウ ト カム・ コ ンピ テンシーと 卒後研修到達目標の関連 

157 厚生労働省医師臨床研修指導ガイ ド ラ イ ン_ 抜粋（ 2020 年度）  

158 福井大学医学部附属病院卒後臨床研修プロ グラ ム_ 抜粋 （ 2023 年度）  

意図した学修成果を定めなければならない。それは、学生が卒業時までにその達成を示すべきもの

である。それらの成果は、以下と関連しなくてはならない。

BB  11..33..55  生涯学習への意識と学修技能 

AA..  基基本本的的水水準準にに関関すするる情情報報  
・ アウ ト カム基盤型教育において定めたアウ ト カム２ 「 医療人と し ての知識・ 技能」 にお

いて、 医学およ び関連領域の知識と 技能を応用し て科学的根拠に基づく 医療活動の実践

と と も に、 医学的知識・ 技能を生涯に渡って学修する こ と を学修成果と し て定めている 。

（ 資料 119）  

・ アウ ト カム２ の下にコ ンピ テンシー（ ４ ）「 医学及び関連領域の知識と 問題解決能力・ 生

涯学修」 の小領域⑤「 自己学修・ 問題解決」 およ び⑥「 生涯学修」 に、 生涯学習への意

識と 学修技能を修得すべき 具体的能力と し て定めている 。（ 資料 119）  

BB..  基基本本的的水水準準にに関関すするる現現状状分分析析とと自自己己評評価価  
・ アウ ト カム基盤型教育における 意図し た学修成果と し て、 アウ ト カム・ コ ンピ テンシー

に、生涯学習への意識と 学修技能についての能力を卒前に修得でき る よ う に定めている 。 

CC.. 現現状状へへのの対対応応  
・ 学生のアウ ト カム・ コ ンピ テンシー達成・ 修得状況を 、 可視化し た学修成果や自己評価

によ り 把握する こ と で現行のアウ ト カム・ コ ンピ テン シーを点検・ 評価し 、 課題点を 改

善する こ と によ り 更新し ていく 。  
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DD.. 改改善善にに向向けけたた計計画画  
・ 学生や卒業生のアウ ト カム・ コ ンピ テンシー達成・ 修得状況、 刻々と 変化する 医学教育

施策の状況を踏ま え、 長期的視野に立ってアウ ト カム ・ コ ンピ テンシーの更新・ 改善を

図る 。  

関 連 資 料/
119 学位授与の方針（ ディ プロ マ・ ポリ シー）  

意図した学修成果を定めなければならない。それは、学生が卒業時までにその達成を示すべきもの

である。それらの成果は、以下と関連しなくてはならない。

BB  11..33..66  医療を受ける側からの要請、医療を提供する側からの要請、その他の社会からの要請 

AA..  基基本本的的水水準準にに関関すするる情情報報  
・ アウ ト カム基盤型教育において定めたアウ ト カム３ 「 医療人と し ての地域性・ 国際性」

において、 社会的ニーズを踏ま えた地域医療の実践を学修成果と し て定めている 。（ 資料

119）  

・ アウ ト カム３ の下にコ ンピ テンシー（ ７ ）「 医療の社会性と 地域医療・ 国際的視点」 の小

領域②「 地域医療」 に、 地域医療や医療制度から の要請に応える ために必要な修得すべ

き 能力と し て定めている 。（ 資料 119）  

・ 更に、 福井県の社会的ニーズを踏ま えた医療実践に必要な修得すべき 能力をコ ンピ テン

シー（ ８ ）「 福井医療力」 と し 、 その小領域①「 福井医療事情」、 ②「 救急医療」 およ び

③「 緊急被ばく 医療」 に具体的に定めている 。（ 資料 119）  

・ コ ン ピ テンシー（ ８ ） の小領域②「 救急医療」 およ び③「 緊急被ばく 医療」 は、 医学部

ミ ッ ショ ン再定義に掲げら れた役割「 原子力関連施設が数多く 存在する 福井県の地域事

情等を踏ま え、 救急医療に強い総合医、 緊急被ばく 医療人材の養成など 、 地域社会のニ

ーズに対応し た優れた指導的医療人を 育成する シス テムを構築する 」 にも 基づき 、 修得

すべき 学修成果・ 能力と し て定めている 。（ 資料 119）（ 資料 159）  

BB..  基基本本的的水水準準にに関関すするる現現状状分分析析とと自自己己評評価価  
・ アウ ト カム基盤型教育における 意図し た学修成果と し て、 アウ ト カム・ コ ンピ テンシー

に、 社会的責任を持って地域医療およ び医療制度から の要請に応える こ と ができ る 能力

を卒前に修得でき る よ う に定めている 。  

CC.. 現現状状へへのの対対応応  
・ 学生のアウ ト カム・ コ ンピ テンシー達成・ 修得状況を 、 可視化し た学修成果や自己評価

によ り 把握する こ と で現行のアウ ト カム・ コ ンピ テン シーを点検・ 評価し 、 課題点を 改

善する こ と によ り 更新し ていく 。  
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DD.. 改改善善にに向向けけたた計計画画  
・ 学生や卒業生のアウ ト カム・ コ ンピ テンシー達成・ 修得状況、 刻々と 変化する 医学教育

施策の状況を踏ま え、 長期的視野に立ってアウ ト カム ・ コ ンピ テンシーの更新・ 改善を

図る 。  

関 連 資 料/
119 学位授与の方針（ ディ プロ マ・ ポリ シー）  

159 福井大学医学系分野ミ ッ ショ ン 

BB  11..33..77  学生が学生同士、教員、医療従事者、患者、およびその家族を尊重し適切な行動をとる

ことを確実に修得させなければならない。

AA..  基基本本的的水水準準にに関関すするる情情報報  
・ アウ ト カム基盤型教育において定めたアウ ト カム１ 「 医療人と し ての態度」 において、

医療に関わる 他者と の関係構築のための行動科学的資質・ 能力と し て、 医のプロ フ ェ ッ

ショ ナリ ズムに関する 学修成果を定めている 。（ 資料 119）  

・ アウ ト カム１ のコ ンピ テンシー（ １ ）「 医の倫理と プロ フ ェ ッ ショ ナリ ズム」 において、

小領域④「 礼儀と マナー」、 ⑤「 自己管理」、 ⑥「 多様性」、 ま たコ ンピ テンシー（ ２ ）「 人

間性の形成と コ ミ ュ ニケーショ ン」 において、 小領域②「 共感力」、 ③「 コ ミ ュ ニケーシ

ョ ン 力」 と し て、 学生同士、 教員、 医療従事者、 患者、 およ びその家族に対し て、 礼節

ある 態度・ 良識を有し 、 それぞれの背景を理解し た上での共感と 尊重に基づく 人間関係

を構築し 、 適切なコ ミ ュ ニケーショ ン をと る こ と ができ る よ う に、 必要な具体的能力を

定めている 。（ 資料 119）  

・ 更に、 コ ンピ テンシー（ ３ ）「 チーム医療」 において、 卒後の医療活動における 医療チー

ムの役割を認識・ 理解する こ と で、 医師以外の医療従事者に対し て適切な行動をと る た

めに必要な具体的能力を定めている 。（ 資料 119）  

BB..  基基本本的的水水準準にに関関すするる現現状状分分析析とと自自己己評評価価  
・ アウ ト カム基盤型教育における 意図し た学修成果と し て、 アウ ト カム・ コ ンピ テンシー

に、 学生同士、 教員、 医療従事者、 患者およ びその家族に対し て、 尊重し 適切な行動を

と る こ と ができ る 能力を卒前に修得でき る よ う に定めている 。  

CC.. 現現状状へへのの対対応応  
・ 学生のアウ ト カム・ コ ンピ テンシー達成・ 修得状況を 、 可視化し た学修成果や自己評価

によ り 把握する こ と で現行のアウ ト カム・ コ ンピ テン シーを点検・ 評価し 、 課題点を 改

善する こ と によ り 更新し ていく 。  
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DD.. 改改善善にに向向けけたた計計画画  
・ 学生や卒業生のアウ ト カム・ コ ンピ テンシー達成・ 修得状況、 刻々と 変化する 医学教育

施策の状況を踏ま え、 長期的視野に立ってアウ ト カム ・ コ ンピ テンシーの更新・ 改善を

図る 。  

関 連 資 料/
119 学位授与の方針（ ディ プロ マ・ ポリ シー）  

BB  11..33..88  学修成果を周知しなくてはならない。

AA..  基基本本的的水水準準にに関関すするる情情報報  
・ アウ ト カム基盤型教育において定めた「 アウ ト カム」 およ び「 コ ンピ テンシー」 は、 大

学設置基準およ び機関別認証評価基準が定める「 ３ つのポリ シー」 と の整合性を鑑みて、

「 学位授与の方針」（ ディ プロ マ・ ポリ シー） と し て定義し ている 。（ 資料 119）  

・ 学生に対し ては、 シラ バス 、 学生便覧、 医学部ホーム ページにおいて、 ディ プロ マ・ ポ

リ シーと し てアウ ト カム・ コ ンピ テン シーを明示し ている 。 新入生に対し ては、 入学時

の新入生オリ エンテーショ ン において、 副学部長によ る 「 医学科概要」 と し てアウ ト カ

ム基盤型教育の概要と アウ ト カム・ コ ンピ テンシーを 詳し く 説明する こ と によ り 周知し

ている 。（ 資料 105_ P1-7）（ 資料 109）（ 資料 110_ P95-98）（ 資料 112）（ 資料 160）  

・ 学修成果の周知において、 アウ ト カム ・ コ ンピ テンシーを、 その達成と 修得に必要な各

学年の科目と 紐づけ、 各コ ン ピ テンシーの科目での修得レ ベル（ 各科目の当該コ ンピ テ

ンシーへの寄与度） を示し た科目ロ ード マッ プ「 カリ キュ ラ ム ・ マッ プ」 と 、 アウ ト カ

ム・ コ ンピ テンシーの達成と 修得に必要な科目間のつながり と 履修順序が分かる 科目系

統樹「 カリ キュ ラ ム・ ツ リ ー」 についても シラ バス やホームページ上に掲載し 、 新入生

オリ エンテーショ ンなどにおいて説明し ている 。（ 資料 105_ P1-7）（ 資料 109）  

・ 学修成果は、 カリ キュ ラ ム・ マッ プと カリ キュ ラ ム・ ツリ ーに基づいて、 各学年で e-ポ

ート フ ォ リ オと し て可視化し 、学生にフ ィ ード バッ ク し ている 。e-ポート フォ リ オには、

コ ン ピ テンシー大領域８ 項目について、 各学年でそれぞれのコ ンピ テンシーに紐づく 科

目の GPA で示し たレ ーダーチャ ート （ 客観的評価） と 、 各学年末に学生自身がコ ンピ テ

ンシー修得度を自己評価（ アウ ト カム 達成度自己評価票） し た結果を表し たレ ーダーチ

ャ ート （ 主観的評価） をと も に記載し ている 。 コ ンピ テンシー修得に対する 客観的評価

と 主観的評価の比較から 、 学生がその時点での学修進度のギャ ッ プを認識し て、 自身に

必要なコ ンピ テンシーに対する 学修を 進める よ う に指導し ている 。 更に、 e-ポート フ ォ

リ オには、 カリ キュ ラ ム・ マッ プの修得レ ベルに基づき GPA に重みづけをし た年次分布

によ り 、 学年ごと の学修進度をレ ーダーチャ ート と し て可視化し ている 。 こ れら の可視

化し た学修成果を e-ポート フ ォ リ オと し て示すこ と によ り 、 学生が改めてアウ ト カム・

コ ンピ テンシーを認識する 機会と し ている 。（ 資料 161）（ 資料 162）  

・ 教職員に対し ては、医学部 FD・ SDを実施し 、医学部の教育体制についての講演において、

アウ ト カム基盤型教育の概要説明と と も に学修成果と し てのアウ ト カム・ コ ン ピ テン シ

ーを 詳細に説明し 周知し ている 。 同時に、 カリ キュ ラ ム・ マッ プと カリ キュ ラ ム・ ツ リ
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ーについても 説明し 、 教員に対し て、 学生の学修成果達成のための自身の担当科目と ア

ウ ト カム・ コ ンピ テンシーと の関連性と 意義を認識する こ と を促し ている 。 2022 年度実

施の医学部 FD・ SDは、 学生も 対象と し て実施し ている 。 終了後、 教員・ 職員・ 学生それ

ぞれにアンケート を実施し ている 。（ 資料 113）（ 資料 114）（ 資料 163）  

・ 学修成果と し てのアウ ト カム ・ コ ンピ テンシーは、 非常勤講師や臨床教授等、 学外の教

育関係者に対し ても 、 医学部教育体制についての FD・ SDの講演動画をオンデマンド 配信

によ り 視聴でき る よ う にし 、 広く 周知し ている 。（ 資料 115）  

・ 上記以外の学外関係者およ び一般に対し ては、 医学部ホーム ページにおいてディ プロ

マ・ ポリ シーと し てアウ ト カ ム ・ コ ン ピ テン シーを 公表し 、 広く 周知し ている 。（ 資料

109）  

BB..  基基本本的的水水準準にに関関すするる現現状状分分析析とと自自己己評評価価  
・ 学生、 教職員、 学外関係者、 受験生等に対し て、 アウ ト カム・ コ ンピ テンシーを複数の

機会・ 方法によ り 説明・ 公表し 、 学修成果と それを修得する ための能力を広く 周知し て

いる 。  

CC.. 現現状状へへのの対対応応  
・ 医学部ホームページのアウ ト カム・ コ ンピ テンシーに関する ページ案内を徹底し 、 よ り

広く 周知でき る よ う にする 。  

・ 新入生や新規採用教員等へのアウ ト カム・ コ ンピ テン シー周知を年度初めに定期的に行

う 。  

DD.. 改改善善にに向向けけたた計計画画  
・ アウ ト カム・ コ ンピ テンシーをよ り 広く 周知でき る よ う な広報活動の工夫を検討する 。  

関 連 資 料/
105 シラ バス _ 医学科授業要項（ 2023 年度）  

109 医学部医学科_ 教育プロ グラ ム・ 講座一覧【 HP】  

110 学生便覧（ 2023 年度）  

112 福井大学医学部 新入生オリ エンテーショ ン日程（ 2023 年度）  

113 医学部 FD講演会実施要項・ ポス タ ー（ 2018 年度）  

114 医学部 FD・ SD講演会実施要項・ ポス タ ー・ 周知メ ール・ ス ラ イ ド 資料（ 2022 年度）  

115 医学部 FD・ SD非常勤講師等への案内（ 2022 年度）  

119 学位授与の方針（ ディ プロ マ・ ポリ シー）  

160 新入生オリ エンテーショ ン「 医学科概要」 資料（ 2023 年度）  

161 e-ポート フ ォ リ オ（ 成績通知表）  

162 アウ ト カム達成度自己評価票（ 2022 年度）  

163 医学部 FD・ SD「 医学部教育体制について」 教員、 事務職員、 学生アンケート （ 2022

年度）  
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QQ  11..33..11  卒業時の学修成果と卒後研修終了時の学修成果をそれぞれ明確にし、両者を関連づけ

るべきである。

AA..  質質的的向向上上ののたためめのの水水準準にに関関すするる情情報報  
・ アウ ト カムおよ びコ ンピ テン シーで定めた卒前教育における 学修成果と それに必要な能

力は、 福井大学医学部附属病院の卒後臨床研修プロ グラ ム の到達目標と 関連し ている 。

（ 資料 156）（ 資料 158）  

・ 更に、 厚生労働省が医師臨床研修指導ガイ ド ラ イ ン に定める 到達目標と 関連し ている 。

（ 資料 157）  

BB..  質質的的向向上上ののたためめのの水水準準にに関関すするる現現状状分分析析とと自自己己評評価価  
・ 卒前教育の学修成果である アウ ト カム と 、 それに必要な修得すべき 能力である コ ンピ テ

ンシーは、 卒後研修の到達目標と する 学修成果と 関連づけている 。  

CC.. 現現状状へへのの対対応応  
・ 卒業生のアウ ト カム・ コ ンピ テンシー達成・ 修得状況調査、 およ び卒後研修病院の本学

卒業生に対する アウ ト カム達成状況調査によ り 、 学部アウ ト カム・ コ ンピ テン シーと 卒

後研修と の整合性を点検・ 評価し 、 課題点を改善する こ と によ り 更新し ていく 。  

DD.. 改改善善にに向向けけたた計計画画  
・ 学生や卒業生およ び卒後研修病院のアウ ト カム・ コ ン ピテンシー達成・ 修得状況調査の

結果や、 刻々と 変化する 医学教育施策や卒後研修施策の状況を 踏ま え、 長期的視野に立

ってアウ ト カム・ コ ンピテンシーの更新・ 改善を図る 。  

関 連 資 料/
156 卒前教育アウ ト カム・ コ ンピ テンシーと 卒後研修到達目標の関連 

157 厚生労働省医師臨床研修指導ガイ ド ラ イ ン_ 抜粋（ 2020 年度）  

158 福井大学医学部附属病院卒後臨床研修プロ グラ ム_ 抜粋 （ 2023 年度）  

QQ  11..33..22  医学研究に関して目指す学修成果を定めるべきである。

AA..  質質的的向向上上ののたためめのの水水準準にに関関すするる情情報報  
・ アウ ト カム基盤型教育において定めたアウ ト カム２ 「 医療人と し ての知識・ 技能」 にお

いて、 医学およ び関連領域の知識と 技能を応用し て科学的根拠に基づく 医療活動の実践

と と も に、 医学的知識・ 技能を生涯に渡って学修する こ と を学修成果と し て定めている 。

（ 資料 119）  

・ アウ ト カム２ の下にコ ンピ テンシー（ ６ ）「 科学的思考」 の小領域①「 科学的研究」、 ②

「 科学的探究心」、 ③「 医学英語力」 において、 医学における 科学的研究の意義理解と 論
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理的・ 批判的思考、 およ び知識修得に必要な医学英語力を有する こ と を修得すべき 能力

と し て定めている 。（ 資料 119）  

BB..  質質的的向向上上ののたためめのの水水準準にに関関すするる現現状状分分析析とと自自己己評評価価  
・ アウ ト カム基盤型教育における 意図し た学修成果と し て、 アウ ト カム・ コ ンピ テンシー

において、 医学研究に関し て目指す学修成果と それに必要な修得すべき 能力を 定めてい

る 。  

CC.. 現現状状へへのの対対応応  
・ 学生のアウ ト カム・ コ ンピ テンシー達成・ 修得状況を 、 可視化し た学修成果や自己評価

によ り 把握する こ と で現行のアウ ト カム・ コ ンピ テン シーを点検・ 評価し 、 課題点を 改

善する こ と によ り 更新し ていく 。  

DD.. 改改善善にに向向けけたた計計画画  
・ 学生や卒業生のアウ ト カム・ コ ンピ テンシー達成・ 修得状況、 刻々と 変化する 医学教育

施策の状況を踏ま え、 長期的視野に立ってアウ ト カム ・ コ ンピ テンシーの更新・ 改善を

図る 。  

関 連 資 料/
119 学位授与の方針（ ディ プロ マ・ ポリ シー）  

QQ  11..33..33  国際保健に関して目指す学修成果について注目すべきである。

AA..  質質的的向向上上ののたためめのの水水準準にに関関すするる情情報報  
・ アウ ト カム基盤型教育において定めたアウ ト カム３ 「 医療人と し ての地域性・ 国際性」

において、 グロ ーバルな視点に立った医療の国際化への貢献を学修成果と し ている 。（ 資

料 119）  

・ アウ ト カム３ の下にコ ンピ テンシー（ ７ ）「 医療の社会性と 地域医療・ 国際的視点」 の小

領域③「 国際的視点」 に、 国際保健に関し て目指す学修成果の達成に必要な能力と し て

定めている 。（ 資料 119）  

BB..  質質的的向向上上ののたためめのの水水準準にに関関すするる現現状状分分析析とと自自己己評評価価  
・ アウ ト カム基盤型教育における 意図し た学修成果と し て、 アウ ト カム・ コ ンピ テンシー

において、 国際保健に関し て目指す学修成果と それに必要な修得すべき 能力を 定めてい

る 。  

CC.. 現現状状へへのの対対応応  
・ 学生のアウ ト カム・ コ ンピ テンシー達成・ 修得状況を 、 可視化し た学修成果や自己評価

によ り 把握する こ と で現行のアウ ト カム・ コ ンピ テン シーを点検・ 評価し 、 課題点を 改

善する こ と によ り 更新し ていく 。  
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DD.. 改改善善にに向向けけたた計計画画  
・ 学生や卒業生のアウ ト カム・ コ ンピ テンシー達成・ 修得状況、 刻々と 変化する 医学教育

施策の状況を踏ま え、 長期的視野に立ってアウ ト カム ・ コ ンピ テンシーの更新・ 改善を

図る 。  

関 連 資 料/
119 学位授与の方針（ ディ プロ マ・ ポリ シー）  
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11..44  使使命命とと成成果果策策定定へへのの参参画画  

基基本本的的水水準準：：  
医学部は、  

 使命と 目標と する 学修成果の策定には、 教育に関わる 主要な構成者が参画し なければ

なら ない。 （ B 1. 4. 1）  

質質的的向向上上ののたためめのの水水準準：：  
医学部は、  

 使命と 目標と する 学修成果の策定には、 広い範囲の教育の関係者から の意見を聴取す

べき である 。 （ Q 1. 4. 1）  

注注  釈釈：：  
 [ 教育に関わる 主要な構成者] には、 学長、 学部長、 教授、 理事、 評議員、 カリ キュ ラ

ム委員、 職員およ び学生代表、 大学理事長、 管理運営者なら びに関連省庁が含ま れる 。

 [ 広い範囲の教育の関係者] には、 他の医療職、 患者、 公共なら びに地域医療の代表者

（ 例： 患者団体を含む医療制度の利用者） が含ま れる 。 さ ら に他の教学なら びに管理

運営者の代表、 教育およ び医療関連行政組織、 専門職組織、 医学学術団体およ び卒後

医学教育関係者が含ま れても よ い。  

BB  11..44..11  使命と目標とする学修成果の策定には、教育に関わる主要な構成者が参画しなければ

ならない。

AA..  基基本本的的水水準準にに関関すするる情情報報  
・ 福井大学医学部の理念「 愛と 医術で人と 社会を健やかに」 およ び理念に含む２ つの「 愛」

については、 2016 年度に教育支援センタ ーで原案を作成し 、 学長、 教育・ 評価担当理事

（ 副学長）、学部長を含む教職員およ び学生に対し てパブリ ッ ク・ コ メ ント を２ 回（ 原案・

修正案） 実施し 、 幅広く 意見を聴取し た上で案を策定し た。 理念案は、 2017 年度に、 医

学部教育委員会が審議・ 承認し たのち、 医学部教授会が審議・ 決定し 、 医学部長が発布

し た。（ 資料 103）（ 資料 104）（ 資料 164）  

・ アウ ト カム基盤型教育の基本と なる 学修成果「 アウ ト カム」 と 修得能力「 コ ン ピ テン シ

ー」 については、2016 年度に医学科の全教授によ る FDワ ーク ショ ッ プを実施し 、「 医師・

医学研究者と なる ために医学部において身につける べき 能力」 をテーマと し て、 グルー

プ別ブレ イ ンス ト ーミ ングによ り 全員の意見を募り 、 教育支援センタ ーにおいて、 それ

ら を集約する こ と によ り 、３ つのアウ ト カムと ８ つのコ ンピテンシー大領域およ び 36 の

コ ンピ テンシー小領域から なる 案を策定し た。（ 資料 154）  

・ コ ン ピ テンシー案については、 医学教育モデル・ コ ア・ カリ キュ ラ ムと 整合性をと り つ

つ、 可能な限り FDワ ーク ショ ッ プの意見を反映する こ と で策定し た。（ 資料 154）  
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・ アウ ト カム、 コ ンピ テンシー案は、 医学部教育委員会が審議・ 承認し たのち、 医学部教

授会が審議・ 決定し 、 医学部長が 2017 年度に発布し た。（ 資料 155）  

BB..  基基本本的的水水準準にに関関すするる現現状状分分析析とと自自己己評評価価  
・ 医学部の使命と 目標と する 学修成果である 「 理念・ アウ ト カム ・ コ ンピ テンシー」 は、

教育支援センタ ーおよ び全教授参加 FDワ ーク ショ ッ プで策案し 、 医学部教育委員会・ 教

授会で決定し ている こ と から 、その策定には教育に関わる 主要な構成者が参画し ている 。 

CC.. 現現状状へへのの対対応応  
・ 学生のアウ ト カム・ コ ンピ テンシー達成・ 修得状況を GPA およ びアウ ト カム・ コ ンピ テ

ンシー自己評価票によ り 可視化し 、 課題点を改善し 更新する 。  

・ 学生のカリ キュ ラ ム評価アン ケート 等で、 アウ ト カム ・ コ ンピ テンシーに対する 意見を

随時聴取し 、 更新時に学生の意見を反映でき る よ う にする 。  

DD.. 改改善善にに向向けけたた計計画画  
・ 卒業生の活動状況、 就職先の卒業生に対する 評価、 時代と と も に変化する 医学教育の動

向等に合わせて、 アウ ト カム ・ コ ンピ テンシーを点検し 、 教育に関わる 主要な構成者か

ら の意見を聴取し つつ、 長期的視野に立って更新・ 改善を図る 。  

・ 医学教育モデル・ コ ア・ カリ キュ ラ ム の改訂に伴う 学修目標や資質・ 能力の変更に応じ

て、 教育に関わる 主要な構成者から の意見を聴取し つつ、 アウ ト カム・ コ ンピ テンシー

を見直す。  

関 連 資 料/
103 医学部「 理念」 原案に対する パブリ ッ ク ・ コ メ ント 募集（ 2016 年度）  

104 教育委員会議事要旨・ 教授会議事要旨_ 医学部理念（ 2016 年度）  

154 FDワ ーク ショ ッ プ実施資料（ 2016 年度）  

155 教育委員会議事要旨・ 教授会議事要旨_ アウ ト カム・ コ ンピテンシー設定（ 2017 年度） 

164 定例ミ ーティ ング議事メ モ_ 「 理念」 案策定時（ 2016 年度）  

QQ  11..44..11  使命と目標とする学修成果の策定には、広い範囲の教育の関係者からの意見を聴取す

べきである。

AA..  質質的的向向上上ののたためめのの水水準準にに関関すするる情情報報  
・ 理念については、 原案およ び修正案に対する ２ 回のパブリ ッ ク ・ コ メ ント を、 福井大学

松岡キャ ンパス （ 医学部・ 附属病院） の教職員メ ーリ ングリ ス ト ［ MATSU-ALL] を 用いて

実施し た。 学生には、 松岡キャ ンパス 学務課から メ ールにて実施し た。  [ MATSU-ALL] に

は、 医学部教職員以外に医学部同窓会組織「 白翁会」、 附属病院医師、 医員、 研修医や薬

剤師、 看護師等のコ メ ディ カル・ ス タ ッ フ も 登録さ れている ため、 学生・ 教職員以外の

幅広い教育の関係者から の意見を聴取し た上で案を策定し た。（ 資料 103）  
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・ アウ ト カム・ コ ンピ テンシーについては、 学外教育関係者（ 関連病院院長、 福井県健康

福祉部、医学教育関係者） を委員と する 教育支援センタ ーのプロ グラ ム評価委員会（ 2018

年度） が承認し ている 。（ 資料 165）  

・ 2021 年度に実施し た福井大学医学部外部評価において、 アウ ト カム基盤型教育に対し て

外部評価者（ 他大学学長・ 教授等教育研究関係者） から 評価を 受ける こ と によ り 、 他大

学医学教育関係者の意見を聴取し ている 。（ 資料 166）  

BB..  質質的的向向上上ののたためめのの水水準準にに関関すするる現現状状分分析析とと自自己己評評価価  
・ 理念の策定は、 パブリ ッ ク ・ コ メ ント によ り 幅広い教育の関係者から の意見を 聴取し た

上で行っている 。  

・ アウ ト カム・ コ ンピ テンシーの策定は、 プロ グラ ム評価委員会や外部評価で学外教育関

係者の意見を聴取し ている 。  

CC.. 現現状状へへのの対対応応  
・ 理念・ アウ ト カム・ コ ンピ テンシー対し て学外に広く 関係者から の意見を聴取し やすい

よ う に、 大学ま たは医学部のホームページ等によ る 広報活動を工夫する 。  

DD.. 改改善善にに向向けけたた計計画画  
・ 卒業生の活動状況や就職先の卒業生に対する 評価、 時代と と も に変化する 社会的ニーズ

や、 医学教育モデル・ コ ア・ カリ キュ ラ ムの動向等に合わせて、 理念・ アウ ト カム・ コ

ンピ テンシーを点検し 、 学内外の教育関係者の意見を 幅広く 聴取し つつ、 長期的な視野

に立って改善を図る 。  

関 連 資 料/
103 医学部「 理念」 原案に対する パブリ ッ ク ・ コ メ ント 募集（ 2016 年度）  

165 教育支援センタ ープロ グラ ム評価委員会議事要旨（ 2018 年度）  

166 福井大学医学部･医学系研究科・ 自己点検・ 外部評価（ 2022 年度）  
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２２ ..   教教育育ププロロ ググララ ムム  
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領域 2 教育プロ グラ ム 

22..11  教教育育ププロロググララムムのの構構成成  

基基本本的的水水準準：：  
医学部は、  

 カリ キュ ラ ムを定めなければなら ない。 （ B 2. 1. 1）  

 学生が自分の学修過程に責任を 持てる よ う に、 学修意欲を 刺激し 、 準備を促し て、 学

生を 支援する よ う なカリ キュ ラ ム や教授方法/学修方法を 採用し なければなら ない。

（ B 2. 1. 2）  

 カリ キュ ラ ムは平等の原則に基づいて提供さ れなければなら ない。 （ B 2. 1. 3）  

質質的的向向上上ののたためめのの水水準準：：  
医学部は、  

 生涯学習につながる カリ キュ ラ ムを設定すべき である 。 （ Q 2. 1. 1）  

注注  釈釈：：  
 [ 教育プロ グラ ムの構成] と は、 カリ キュ ラ ムと 同義と し て使用さ れる 。  

 [ カリ キュ ラ ム] と は、特に教育プロ グラ ムを指し ており 、意図する 学修成果（ 1. 3 参照）、

教育の内容/シラ バス （ 2. 2～2. 6 参照） 、 学修の経験や課程などが含ま れる 。  

カリ キュ ラ ムには、 学生が達成すべき 知識・ 技能・ 態度が示さ れる べき である 。  

 さ ら に[ カリ キュ ラ ム] には、 教授方法や学修方法およ び評価方法を含む（ 3. 1 参照） 。

 カリ キュ ラ ムの記載には、 学体系を基盤と する も の、 臓器・ 器官系を基盤と する も の、

臨床の課題や症例を 基盤と する も ののほか、 学修内容によ っ て構築さ れたユニッ ト 単

位ある いはら せん型（ 繰り 返し ながら 発展する ） など を含むこ と も ある 。  

カリ キュ ラ ムは、 最新の学修理論に基づいても よ い。  

 [ 教授方法/学修方法] には、 講義、 少人数グループ教育、 問題基盤型ま たは症例基盤型

学修、 学生同士によ る 学修（ peer  assi st ed l ear ni ng） 、 体験実習、 実験、 ベッ ド サ

イ ド 教育、 症例提示、 臨床見学、 診療参加型臨床実習、 臨床技能教育（ シミ ュ レ ーシ

ョ ン教育） 、 地域医療実習およ び I CT活用教育など が含ま れる 。  

 [ 平等の原則] と は、 教員およ び学生を 性、 人種、 宗教、 性的指向、 社会的経済的状況

に関わり なく 、 身体能力に配慮し 、 等し く 対応する こ と を意味する 。  
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BB  22..11..11  カリキュラムを定めなければならない。

AA..  基基本本的的水水準準にに関関すするる情情報報  
・ 福井大学医学部では、 医学部の理念である「 愛と 医術で人と 社会を健やかに」 のも と 、 卒

業時に達成すべき 学修成果をアウ ト カムと し て定め、それら を達成する ために卒業ま でに

修得すべき 能力を コ ン ピ テン シーと し て設定する アウ ト カム 基盤型教育( Out come-Based 

Educat i on) に基づいた教育プロ グ ラ ム を 構成し 、 2018 年度から 実施し て いる 。（ 資料

105_ P3）  

・ 医学科のアウ ト カムは３ 項目から なり 、それぞれのアウ ト カムに必要なコ ンピ テンシー大

領域を８ 項目設定し ている 。さ ら に、コ ンピテンシー大領域のそれぞれを具体的な能力と

し て表し た 36 項目の小領域を設定し ている 。 アウ ト カム、 コ ンピテンシー大領域、 小領

域の詳細は、「 学位授与の方針」（ ディ プロ マ・ ポリ シー） と し て示し ている 。（ 資料

105_ P4-20）  

・ アウ ト カム基盤型教育の導入によ り 、 アウ ト カム・ コ ンピ テンシーを、 その達成と 修得に

必要な各学年の科目と 紐づけ、各コ ンピ テンシーの科目での修得レ ベル（ 各科目の当該コ

ンピ テンシーへの寄与度） を示し た科目ロ ード マッ プ「 カリ キュ ラ ム・ マッ プ」、およ び、

それぞれのアウ ト カム・ コ ンピ テンシーの達成と 修得に必要な科目間のつながり と 履修順

序を示し た科目系統樹「 カリ キュ ラ ム・ ツ リ ー」 を設定し た。（ 資料 105_ P4-18）  

・ カリ キュ ラ ム・ マッ プは、 科目のコ ンピ テンシー達成レ ベルと し て「 理解でき る 」「 説明

でき る 」「 実施でき る 」 の３ 段階で示し ている 。 カリ キュ ラ ム・ ツ リ ーは、 縦軸に学年進

行を示し 、 横軸にアウ ト カム・ コ ンピ テンシーを示し ている 。（ 資料 105_ P4-18）  

・ 医学科のカリ キュ ラ ムは、カリ キュ ラ ム・ ツリ ーに基づいた履修順序によ り 必要な科目を

履修する こ と で、カリ キュ ラ ム・ マッ プに基づいたレ ベルのコ ンピ テンシーを卒業ま でに

順次修得し 、最終的にアウ ト カムの達成を評価する こ と で学位を授与する よ う に構成し て

いる 。（ 資料 105_ P4-20）  

・ カリ キュ ラ ムにおける 科目等の構成は、 アウ ト カム・ コ ンピ テンシーと 合わせて、 医学教

育モデル・ コ ア・ カリ キュ ラ ム（ 平成 28 年度改訂版） に準拠する よ う に設定し ている 。

各科目に該当する コ ンピテンシーと モデル・ コ ア・ カリ キュ ラ ムの到達目標は、 それぞれ

のシラ バス に示し ている 。（ 資料 151） ( 資料 201)  

・ なお、 2018 年度のアウ ト カム基盤型教育導入と 改訂モデル・ コ ア・ カリ キュ ラ ム導入に

よ り 、 2018 年度に改訂し たカリ キュ ラ ムが現行カリ キュ ラ ムと なる 。 よ って、 2023 年度

時点では１ 〜６ 年次の全てを現行カリ キュ ラ ムで実施し ている 。（ 資料 105_ P8-18）  

・ 各科目は、 科目ナンバリ ングによ り 、 教育課程表の区分に分類し て示し 、 カリ キュ ラ ム ・

マッ プおよ びカリ キュ ラ ム・ ツ リ ーに併記し 、学生がアウ ト カム基盤型教育の順次性にお

いて具体的能力（ コ ンピテンシー・ 到達目標） と その達成レ ベルの理解に役立てる よ う に

し ている 。（ 資料 105_ P24-25）  

・ 医学科のカリ キュ ラ ムでは、 主に、 １ 〜２ 年次に共通教育科目、 ２ 〜３ 年次に基礎医学科

目、 ３ 〜４ 年次に臨床医学およ び社会医学科目、 ４ 〜６ 年次に臨床実習を配置し ている 。

ただし 、早期に医学へのモチベーショ ンを高める こ と などを目的に１ 年次で基礎医学の一

部（ 人体解剖学） を実施し ている 。 ま たモデル・ コ ア・ カリ キュ ラ ムに従い、 基礎医学科
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目に関連する 臨床医学講義を含める と 同時に、臨床医学科目に関連する 基礎医学講義を含

める 統合型カリ キュ ラ ムを実施し ている 。（ 資料 105_ P23）  

・ さ ら に、 関連する 科目をま と めて「 特色ある カリ キュ ラ ム」 と し て６ つの科目群（ １ . メ

ディ カル・ プロ フ ェ ッ ショ ナリ ズム、 ２ . 医学英語、 ３ . 医科学研究研修、 ４ . 地域医療、

５ . 救急・ 緊急被ばく 医療、 ６ . 感染症） を形成し 、 それぞれの科目群では、 低学年から 高

学年にわたって学年縦断的に一連の科目を配置し ている 。（ 資料 105_ P13-14）  

・ こ れら のカリ キュ ラ ムの構成と 実施の方針は、「 教育課程の編成・ 実施の方針」（ カリ キュ

ラ ム・ ポリ シー） と し て定めている 。（ 資料 150）  

・ 臨床実習については、診療科ごと のロ ーテーショ ン構造をと る「 診療参加型臨床実習Ⅰ」、

およ び、 教育関連病院等の希望診療科を中心に実習を行う 「 診療参加型臨床実習Ⅱ」 の二

段階構造を と っ ている 。 こ れら の実習は、 医学教育モデル・ コ ア・ カリ キュ ラ ム （ 平成

28 年度改訂版第Ｇ 章） を基盤と し ている 。 実習科目についても 、 上述のカリ キュ ラ ム・

マッ プおよ びカリ キュ ラ ム・ ツ リ ー内に体系づけている が、科目詳細は煩雑と なる ため通

常のシラ バス には掲載し ておら ず、「 診療参加型臨床実習Ⅰ」 開始時に、 実習に特化し た

要項を作成し ている 。（ 資料 202）
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【 カリ キュ ラ ム・ ツ リ ー】  
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BB..  基基本本的的水水準準にに関関すするる現現状状分分析析とと自自己己評評価価  
・ 理念・ アウ ト カム・ コ ンピ テンシーによ る アウ ト カム基盤型教育に基づいてカリ キュ ラ ム

を定めている 。  

・ 同時に、 医学教育モデル・ コ ア・ カリ キュ ラ ムに準拠し た科目を構成し ている 。  

CC.. 現現状状へへのの対対応応  
・ 学生の各学年での科目成績と 自己評価によ り 可視化し たコ ンピ テンシー修得状況、卒業時

のアウ ト カム評価の達成状況、およ び学生によ る カリ キュ ラ ム評価アンケート や教員評価

アンケート 、 卒業生のアウ ト カム自己評価アンケート 、 教員によ る カリ キュ ラ ム・ アンケ

ート などの教育プロ グラ ムに関する 種々の教学 I R データ を収集・ 分析する こ と によ り カ

リ キュ ラ ムを点検し 、教学 PDCAサイ ク ルを実働さ せて随時カリ キュ ラ ムの見直し を図る 。 

DD.. 改改善善にに向向けけたた計計画画  
・ 学生や卒業生のアウ ト カム・ コ ンピ テンシー達成・ 修得状況、 医学教育モデル・ コ ア・ カ

リ キュ ラ ムの改訂など刻々と 変化する 医学教育施策の状況を踏ま え、中長期的視野に立っ

たカリ キュ ラ ムの更新・ 改善を図る 。  

関 連 資 料/
105 シラ バス _ 医学科授業要項（ 2023 年度）  

150 教育課程の編成・ 実施の方針（ カリ キュ ラ ム・ ポリ シー）  
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151 2023 年度医学科シラ バス 作成要領（ 2022 年度）  

201 科目に該当する コ ンピテンシーと モデル・ コ ア・ カリ キュ ラ ムの到達目標_ シラ バス

よ り 抜粋 

202 診療参加型臨床実習Ⅰ要項（ 2022 年度）  

BB  22..11..22  学生が自分の学修過程に責任を持てるように、学修意欲を刺激し、準備を促して、学生

を支援するようなカリキュラムや教授方法/学修方法を採用しなければならない。

AA..  基基本本的的水水準準にに関関すするる情情報報  
・ シラ バス において、 教育担当者、 学修目標、 授業の内容、 授業形式・ 形態、 到達目標、 準

備学修（ 予習・ 復習）、 評価、 教科書等、 アク ティ ブ・ ラ ーニングなど について全ての科

目で情報を 示し 、 学生が自身で学修過程を 進める こ と ができ る よ う にし ている 。（ 資料

151）  

・ 教授方法／学修方法と し て、 多く が講義形式である が、 講義に実習・ 演習を組み合わせる

こ と や、定期試験以外に講義中のミ ニテス ト やレ ポート 等を課すこ と によ り 、学生の学修

意欲を刺激し ている 。（ 資料 105）  

・ 授業にアク ティ ブ・ ラ ーニングを用いる こ と を全学的に推進し ている 。シラ バス には授業

で用いている アク ティ ブ・ ラ ーニングの方法を記載し 、 実験／演習、 実習、 プレ ゼンテー

ショ ン、 反転授業、 ミ ニッ ツ ペーパー、 グループワ ーク など 多様な教育手法を導入し てい

る 。（ 資料 151）（ 資料 203）  

・ 授業や学修のツールと し て I CTを活用し ている 。コ ロ ナ禍対応と し て本学医学部が独自で

開発し た遠隔授業支援シス テムである F. MOCE を用いて、 講義動画と 講義資料の配信、 ミ

ニッ ツ ペーパーの提出、ミ ニテス ト の実施やレ ポート の提出など を一貫し てオンラ イ ンで

実施でき る よ う にし た。F. MOCE は、学生と 教員が抵抗なく 使用でき る シンプルな構成で、

学生と 教員双方から 高評価を得ている 。 F. MOCE は対面授業再開後も 継続し て使用し 、 対

面授業を同時録画し た動画を F. MOCE 上で配信する こ と で、 学生が授業後に繰り 返し 視聴

し て復習や学び直し ができ る よ う にし ている 。 F. MOCE によ る ハイ ブリ ッ ド 型学修は、 学

生から 好評を得ている 。（ 資料 137）（ 資料 204）  

・ 臨床実習に特化し た I CTと し て、本学医学部が独自に開発し た臨床教育支援シス テムであ

る F. CESS を用いている 。 F. CESS は、 学生カルテ記載、 指導医と のオンラ イ ンコ ミ ュ ニケ

ーショ ン、 教員によ る 形成的評価、 学生によ る 診療科評価など 多機能を備え、 学生の診療

参加型実習へのモチベーショ ンを高め、それを支える 重要なツ ールと なっている 。学生か

ら は高い評価を得ている 。（ 資料 138）（ 資料 205）  

・ 教育 I CT と し て、 画像医学教育を推進する 本学独自の医学画像学修シス テム F. MI LS を開

発し 教育用組織標本画像や病理画像、放射線画像を学修に用い、学生の学修意欲を高めて

いる 。（ 資料 206）  

・ 低学年での臨床医学への意欲促進を目的に、「 コ ミ ュ ニケーショ ンと チーム医療Ⅰ・ Ⅱ（ １ 、

２ 年次）」 およ び地域医療に関する プロ グラ ムと し て「 地域医療早期体験プロ グラ ム（ １

年次）」「 地域医療学（ ２ 、 ４ 年次）」「 地域医療学実習（ ３ 年次）」「 社会と 医学・ 医療Ⅰ（ 介
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護体験の実習）（ ３ 年次）」「 社会と 医学・ 医療Ⅱ（ 地域保健など の実習）（ ４ 年次）」 を実

施し ている 。（ 資料 105_ P85-89 P132-136 P227-230 P312-317）  

・ 「 特色ある カリ キュ ラ ム」 を６ 項目設け、 学年縦断的に学修でき る 一連の科目群を設け、

学生の特定の医学テーマに対する 意欲を高める よ う にし ている 。 ( 資料 105_ P13-14)  

BB..  基基本本的的水水準準にに関関すするる現現状状分分析析とと自自己己評評価価  
・ 多様な講義・ 学修方法やアク ティ ブ・ ラ ーニングの導入、 I CTの活用、 低学年での早期体

験実習など を実現し ており 、学生の学修意欲を刺激する よ う な教授方法・ 学修方法を十分

に整備し ている 。  

CC.. 現現状状へへのの対対応応  
・ アク ティ ブ・ ラ ーニングや I CT利用によ る 教授・ 学修方法を継続し て実施する 。  

・ 学生によ る 教員評価アンケート など 学生から の意見聴取によ り 、 それぞれの科目での教

授・ 学修方法の改善を図る 。  

DD.. 改改善善にに向向けけたた計計画画  
・ 学生のさ ら なる 学修意欲を刺激する よ う に、アウ ト カム基盤型教育における 適切な教授・

学修方法を検討する 。  

関 連 資 料/
105 シラ バス _ 医学科授業要項（ 2023 年度）  

137 遠隔授業支援シス テム F. MOCE 

138 臨床教育支援シス テム F. CESS 

151 2023 年度医学科シラ バス 作成要領（ 2022 年度）  

203 福井大学医学部附属教育支援センタ ーI R部門報告書（ 2018 年度）  

204 I CTの活用について_ 医学科３ 年次カリ キュ ラ ム評価アンケート （ 2022 年度）  

205 F. CESS の評価について_ 医学科６ 年次カリ キュ ラ ム評価アンケート （ 2022 年度）  

206 医学画像学修シス テム F. MI LS 

BB  22..11..33  カリキュラムは平等の原則に基づいて提供されなければならない。

AA..  基基本本的的水水準準にに関関すするる情情報報  
・ 必修科目においては、施設や情報提供など 全てにおいて学生全員に教育機会を提供でき る

よ う に教育体制を構築し ている 。 ま た、 選択科目では、 個々の学生の学術的関心に合わせ

て自由に選択でき る よ う に開講し ている 。（ 資料 110_ P108-112）  

・ 全ての学生に対し て、自修のために図書館や情報処理演習室など の施設や I CTなどの設備

を利用でき る 環境と し ている 。  

・ 学士編入学制度によ る 編入生は２ 年次前期に編入し 、１ 年次に実施する 科目を含め、専門

科目の学修を保証する カリ キュ ラ ムを提供し ている 。（ 資料 110_ P108-112）  
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・ 学生の学修機会の平等性を保障する ために、個々の障がいや個別の事情に対し て合理的配

慮を提供する 体制を整えている 。（ 資料 207）  

・ 経済的な困難が生じ た学生に対し て各種の奨学金制度を設け、 修学機会を確保し ている 。

（ 資料 208）  

・ １ ～３ 年次ではアド バイ ザー教員によ る 面談によ り 修学上の問題点など を 相談する 場を

設けている 。（ 資料 209）  

・ 学内のバリ アフリ ー化を進め、多様な学生事情に対応し て適切にカリ キュ ラ ムを提供でき

る 環境と し ている 。（ 資料 210）

BB..  基基本本的的水水準準にに関関すするる現現状状分分析析とと自自己己評評価価  
・ 全ての学生に、 カリ キュ ラ ムを平等に提供し ている 。  

・ 障害を 持つ学生に対し て機会の平等性を 担保する よ う に合理的配慮に関する 取り 組みを

実施し ている など 、 平等の原則に基づいてカリ キュ ラ ムを提供し ている 。  

CC.. 現現状状へへのの対対応応  
・ 個々の事例を検討し ながら 、ど のよ う に合理的配慮が具体的に担保でき る のかを検討する 。 

DD.. 改改善善にに向向けけたた計計画画  
・ 変化する 社会情勢や個人認識の多様性を踏ま え、様々な事例に対応でき る よ う に、中長期

的視野に立ったカリ キュ ラ ム提供の平等性について検討する 。  

関 連 資 料/  
110 学生便覧（ 2023 年度）  

207 福井大学における 障がいのある 学生に対する 「 教育上の合理的配慮」 について【 HP】 

208 奨学金一覧（ 2022 年度）  

209 医学科学生支援シス テム実施に係る 申合せ 

210 松岡キャ ンパス バリ アフリ ーマッ プ【 HP】  

QQ  22..11..11  生涯学習につながるカリキュラムを設定すべきである。

AA..  質質的的向向上上ののたためめのの水水準準にに関関すするる情情報報  
・ アウ ト カム・ コ ンピテンシーにおいて、 アウ ト カム２ 「 医療人と し ての知識・ 技能」 と し

て、 コ ンピ テンシー（ ４ ）「 医学及び関連領域の知識と 問題解決能力・ 生涯学修」 と その

小領域⑥「 生涯学修」 を掲げ、 日々進歩する 医学的知識・ 技能を生涯に渡って学修する 能

力を修得する こ と を定めている 。（ 資料 105_ P4-20）  

・ １ 年次の「 大学教育入門セミ ナー」では、本学卒業生の医師によ る キャ リ ア教育において、

医師と し ての生涯学修の重要性を認識でき る よ う にし ている 。（ 資料 105_ P27-29）  

・ 「 特色ある カリ キュ ラ ム」 の「 メ ディ カル・ プロ フ ェ ッ ショ ナリ ズム」 や「 地域医療」 に

含ま れる 科目、さ ら に診療参加型臨床実習において、医師と し て生涯学び続ける 姿勢や態

度の重要性を認識でき る よ う にし ている 。（ 資料 105_ P10-14）  
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・ 「 メ ディ カル・ プロ フ ェ ッ ショ ナリ ズム」 において、 特に５ 年次の「 メ ディ プロ 総合演習

Ⅰ」 では、 医師が臨床現場で体験する 複雑な設定の課題に対し て、 学生がディ ベート 形式

で解決方法を議論する 。その中で将来の医師と し ての自覚を養う こ と によ り 、生涯学修へ

の意欲を含めたプロ フェ ッ ショ ナリ ズムを学ぶこ と と し ている 。（ 資料 105_ P369-371）  

BB..  質質的的向向上上ののたためめのの水水準準にに関関すするる現現状状分分析析とと自自己己評評価価  
・ 生涯学修については、「 コ ンピ テンシー（ ４ ） 小領域⑥」 を定め、 主に特色ある カリ キュ

ラ ムと し てのメ ディ カル・ プロ フ ェ ッ ショ ナリ ズムの系統的な科目において学べる よ う に

し ている 。  

CC.. 現現状状へへのの対対応応  
・ 学生のアウ ト カム・ コ ンピ テンシーの達成・ 修得状況や学生から のフ ィ ード バッ ク に基づ

き 、 生涯学習につながる カリ キュ ラ ムを検討する 。  

DD.. 改改善善にに向向けけたた計計画画  
・ 生涯学習のカリ キュ ラ ムへの設定については、 中長期的視野に立って検討を続ける 。  

関 連 資 料/
105 シラ バス _ 医学科授業要項（ 2023 年度）  
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22..22  科科学学的的方方法法

基基本本的的水水準準：：  
医学部は、  

 カリ キュ ラ ムを通し て以下を教育し なく てはなら ない。  

 分析的で批判的思考を含む、 科学的手法の原理（ B 2. 2. 1）  

 医学研究の手法（ B 2. 2. 2）  

 EBM（ 科学的根拠に基づく 医学） （ B 2. 2. 3）  

質質的的向向上上ののたためめのの水水準準：：  
医学部は、  

 カリ キュ ラ ムに大学独自の、ある いは先端的な研究の要素を含むべき である 。（ Q 2. 2. 1）

注注  釈釈：：  
 [ 科学的手法] 、 [ 医学研究の手法] 、 [ EBM（ 科学的根拠に基づく 医学） ] の教育のために

は、 研究能力に長けた教員が必要である 。 こ の教育には、 カリ キュ ラ ム の中で必修科

目と し て、 医学生が主導ある いは参加する 小規模な研究プロ ジェ ク ト が含ま れる 。  

 [ EBM] と は、 根拠資料、 治験ある いは一般に受け入れら れている 科学的根拠に裏付けら

れた結果に基づいた医療を意味する 。  

 [ 大学独自の、 ある いは先端的な研究] と は、 必修ある いは選択科目と し て分析的で実

験的な研究を 含む。 その結果、 専門家、 ある いは共同研究者と し て医学の科学的発展

に参加でき る 能力を涵養し なければなら ない。  

カリキュラムを通して以下を教育しなくてはならない。

BB  22..22..11  分析的で批判的思考を含む、科学的手法の原理

AA..  基基本本的的水水準準にに関関すするる情情報報  
・ アウ ト カム基盤型教育に基づき 、 分析的で批判的思考を含む科学的手法の原理は、 アウ

ト カム２ 「 医療人と し ての知識・ 技能」 と し て学修成果を定め、 その達成のために修得

すべき 能力と し てコ ンピテンシー大領域のコ ンピテンシー（ ６ ）「 科学的思考」 さ ら にそ

の下位に小領域①「 科学的研究」、 ②「 科学的探究心」、 ③「 医学英語力」 を定めている 。

カリ キュ ラ ムでは、 アウ ト カム・ コ ン ピ テンシーに基づき 、 科学的思考・ 科学的探究心

を 修得する た めに必要な 科目を 低学年から 高学年に縦断的に配置し て いる 。（ 資料

105_ P4-20）  

・ 特に、 科学的研究に関連する 一連の科目群と し て、 特色ある カリ キュ ラ ムの「 医科学研

究研修」 の中に、「 数理・ データ サイ エンス 入門」「 医療統計学」「 研究室配属」 を設定し

ている 。 ま た学年を問わず中長期にわたって医学の現場で研究に取り 組める 科目と し て
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「 アド バンス ト 医科学研究コ ース Ⅰ・ Ⅱ」、「 研究実践初級コ ース ・ 上級コ ース 」 を設定

し ている 。（ 資料 105_ P13-14）  

・ １ 年次の「 基礎物理Ⅰ・ Ⅱ」「 基礎化学」 においては、 講義によ り 物理法則や化学法則へ

の深い理解の醸成を育み、 実験を通し て事実の正確な観察・ 測定に基づいて客観的に解

釈する こ と を学修さ せる 。 さ ら に、 実験ノ ート やレ ポート の作成法を教育し ている 。（ 資

料 105_ P66-72）  

・ １ 年次「 数理･データ サイ エンス 入門」 およ び２ 年次「 医療統計学」 では、 実験や観測結

果等様々なデータ から 、 その特徴を把握し 、 偏り のない客観的な情報を引き 出すための

方法論を 理 解さ せ 、 データ 解析 を 支え る 概 念を 基礎 か ら 教 育し て い る 。（ 資料

105_ P111-113 P185-187）  

・ １ 年次「 生命現象の科学」、 ２ 年次「 生体物質の代謝」「 遺伝情報の維持と 発現制御」「 個

体の調節機構と ホメ オス タ シス 」「 生体と 微生物」 では、 講義や演習に加えて、 実習と レ

ポート 作成指導を通じ 、 分析的・ 批判的思考を含む科学的手法の原理について教育し て

いる 。（ 資料 105_ P100-105 P137-142 P153-160 P170-173）  

・ ３ 年次「 研究室配属」 では、 学生を希望する 研究領域によ り 少人数グループに分けて、

基礎医学領域およ び臨床医学領域の研究室に配属し 、 実際に研究を体験さ せる こ と によ

って、 医科学研究における 科学的手法の原理や、 研究データ を 取り 扱う こ と で分析的・

批判的思考を体得さ せている 。（ 資料 105_ P299）  

・ 入学時から 研究に興味のある 学生や、 将来医学研究者を目指す学生など 研究意欲のある

学生を対象に、 中長期にわたり 研究に取り 組むこ と ができ る 科目と し て、 選択科目「 研

究実践初級・ 上級コ ース（ １ 〜４ 年次生）」 と 「 アド バンス ト 医科学研究コ ース Ⅰ（ １ 〜

４ 年次生）・ Ⅱ（ ３ 年次生）」 を開講し ている 。「 研究実践初級・ 上級コ ース 」 では、 希望

する 研究室に長期間所属し 、 高いレ ベルの科学的手法、 分析的・ 批判的思考について学

べる よ う にし ている 。（ 資料 105_ P300-304）  

・ 高度な科学的知識・ 手法を学部生のう ちに学びたいと いう 意欲ある 学生のために、 福井

大学大学院医学系研究科博士課程授業科目早期履修制度（ ATM プロ グラ ム） と し て、 ３

年次以上の学生に大学院医学研究科博士課程の講義を 早期履修でき る 制度をカリ キュ ラ

ム外と し て設けている 。（ 資料 211）（ 資料 212）  

BB..  基基本本的的水水準準にに関関すするる現現状状分分析析とと自自己己評評価価  
・ 分析的で批判的思考を含む科学的手法の原理について、 講義と 実習を通じ て継続的にか

つ段階的に学ぶこ と のでき る カリ キュ ラ ム体系と なっている 。  

CC.. 現現状状へへのの対対応応  
・ 学生のアウ ト カム・ コ ンピ テンシー達成・ 修得状況や学生から のフ ィ ード バッ ク に基づ

き 、2024 年度に「 研究室配属」の期間を延長する カリ キュ ラ ム改正を行う こ と を決定し 、

よ り 充実し た科学的研究教育が可能と なる よ う にカリ キュ ラ ムを見直す。  

・ よ り 多く の学生が「 研究実践初級・ 上級コ ース 」「 アド バンス ト 医科学研究コ ース Ⅰ・ Ⅱ」

「 ATMプロ グラ ム」 に参加でき る よ う に方法を検討する 。  
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DD.. 改改善善にに向向けけたた計計画画  
・ 学生の学修成果の水準の把握と フ ィ ード バッ ク を定期的・ 継続的に実施し 、 プロ グラ ム

評価委員会等によ る 評価結果を も と に、 カリ キュ ラ ム委員会等およ び担当教員によ る 改

善を検討する 。

・ 科学的手法を理解し 研究に興味を持つ学生や医学研究者を目指す学生が増える よ う に、

中長期的視野に立ってカリ キュ ラ ムや科目のあり 方などを検討し ていく 。

関 連 資 料/
105 シラ バス _ 医学科授業要項（ 2023 年度）  

211 福井大学大学院医学系研究科博士課程授業科目早期履修制度実施要項 

212 ATM（ Advanced Tr ai ni ng of  Medi co-r esear ch） プロ グラ ムポス タ ー 

カリキュラムを通して以下を教育しなくてはならない。

BB  22..22..22  医学研究の手法

AA..  基基本本的的水水準準にに関関すするる情情報報  
・ アウ ト カム基盤型教育に基づき 、 医学研究の手法は、 アウ ト カム２ 「 医療人と し ての知

識・ 技能」 と し て学修成果を 定め、 その達成のために修得すべき 能力と し てコ ンピ テン

シー大領域のコ ンピ テンシー（ ６ ）「 科学的思考」 さ ら にその下位に小領域①「 科学的研

究」、 ②「 科学的探究心」、 ③「 医学英語力」 を定めている 。 カリ キュ ラ ムでは、 アウ ト

カム ・ コ ンピ テンシーに基づき 、 医学研究の手法を修得する ために必要な科目を低学年

から 高学年に縦断的に配置し ている 。（ 資料 105_ P4-20）  

・ 特に、 科学的研究に関連する 一連の科目群については、 特色ある カリ キュ ラ ム の「 医科

学研究研修」 と し て、「 数理・ データ サイ エンス 入門」「 医療統計学」「 研究室配属」、 ま

た学年を問わず中長期にわたって基礎医学の現場で研究に取り 組める 科目と し て「 アド

バンス ト 医科学研究コ ース Ⅰ・ Ⅱ」「 研究実践初級コ ース・ 上級コ ース 」 を設定し ている 。

（ 資料 105_ P13-14）  

・ １ 年次「 医学入門」 では、 基礎と 臨床の様々な担当教員によ り 、 医学およ びその研究手

法の概要について教育し ている 。（ 資料 105_ P77-78）  

・ １ 年次「 数理・ データ サイ エンス 入門」 およ び２ 年次「 医療統計学」 では、 医学研究で

得ら れた様々な実験データ を 適切に評価する ための方法論を理解さ せ、 データ 解析を 支

える 概念を基礎から 教育し ている 。（ 資料 105_ P111-113 P185-187)  

・ ３ 年次「 研究室配属」 では、 少人数で研究室に配属さ せ、 医学研究の手法について実践

的な教育を行っている 。 さ ら に、 希望者を海外研究施設に派遣する 制度も あり 、 医学研

究の手法について国際的視点から 学ぶこ と のでき る 機会を設けている 。（ 資料 105_ P299） 

・ １ ～４ 年次の選択科目「 研究実践初級・ 上級コ ース 」 では、 希望する 研究室で実際に行

っている 第一線の研究に共同研究者と し て参加する こ と によ っ て、 研究課題の着眼から

研究展開、 研究成果のプレ ゼンテーショ ンなど 、 研究についての総合的な教育を行っ て

いる 。（ 資料 105_ P300）  
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・ １ ～４ 年次の選択科目である 「 アド バンス ト 医科学研究コ ース Ⅰ」 では、 医学研究の発

展に大き く 寄与し た論文を教材と し て、 医学研究の課題設定や実験の組み方など 研究を

進める 上で最も 重要な過程を 教育する 。 ま た、 ３ 年次の選択科目である 「 アド バンス ト

医科学研究コ ース Ⅱ」 では、 実習を通し て、 最新の実験技術と 実験機器の原理と 特性を

理解さ せる こ と によ り 、 医学研究の手法を教育する 。（ 資料 105_ P301-304）  

・ 将来に大学院医学研究科博士課程への進学を希望する ３ 年次以上の学生に対し 、 特例措

置と し て早期に大学院教育を 履修でき る 制度「 ATM プロ グラ ム 」 をカリ キュ ラ ム外に設

けている 。 こ れによ り 、 高度な医学研究手法についての教育を受ける 機会を与えている 。

（ 資料 211）（ 資料 212）  

・ 医学研究の手法と し て、 医学や医学研究に必要な英語力を修得する ため、 必修科目の医

学英語の基礎と し て２ 年次「 医学英語Ⅰ・ Ⅱ」 およ び３ 年次「 医学英語Ⅲ・ Ⅳ」、 選択科

目と し てよ り 高度な医学英語を学べる よ う に４ 年次「 実用医学英語Ⅰ」 およ び５ 年次「 実

用医学英語Ⅱ」 を学年縦断的に配置し ている 。 こ れら の一連の医学英語科目群は、 特色

ある カリ キュ ラ ムに「 医学英語」 と し て設定し ている 。（ 資料 105_ P127-131 P217-220）  

BB..  基基本本的的水水準準にに関関すするる現現状状分分析析とと自自己己評評価価  
・ 必修科目の他、 研究意欲のある 学生に向けた選択科目ある いは特例制度を設けており 、

幅広いレ ベルで医学研究手法に関する 教育を実施し ている 。  

・ 全ての学生に一定期間研究に専念さ せる 機会を与える こ と で、 将来医学研究者と し て必

要な素養を獲得でき る 科目を実施し ている 。  

・ 一部の意欲的な学生には、 海外の研究機関への派遣によ って、 国際的に最先端の研究手

法を学ぶこ と も 可能と し ている 。 さ ら に、「 研究実践初級・ 上級コ ース 」 に参加し ている

学生には、 よ り 広い視野を持った医学研究者の素養を培われる よ う にし ている 。  

CC.. 現現状状へへのの対対応応  
・ 学生のアウ ト カム・ コ ンピ テンシー達成・ 修得状況や学生から のフ ィ ード バッ ク によ り 、

2024 年度に「 研究室配属」 の期間を延長する カリ キュ ラ ム改訂を行う こ と を決定し 、 よ

り 充実し た医学研究の手法を取得でき る よ う にカリ キュ ラ ムを見直す。  

・ よ り 多く の学生が「 研究実践初級・ 上級コ ース 」「 アド バンス ト 医科学研究コ ース Ⅰ・ Ⅱ」

「 ATMプロ グラ ム」 に参加でき る よ う に方法を検討する 。  

DD.. 改改善善にに向向けけたた計計画画  
・ 学生の学修成果の水準の把握と フ ィ ード バッ ク を定期的・ 継続的に実施し 、 プロ グラ ム

評価委員会等によ る 評価結果をも と に、 カリ キュ ラ ム 委員会等およ び担当教員によ る 改

善を検討する 。

・ 科学的研究に興味を持つ学生や医学研究者を目指す学生が増える よ う に、 中長期的視野

に立ってカリ キュ ラ ムや科目のあり 方など を検討し ていく 。

 関  連  資  料 /
105 シラ バス _ 医学科授業要項（ 2023 年度）  

211 福井大学大学院医学系研究科博士課程授業科目早期履修制度実施要項 
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212 ATM（ Advanced Tr ai ni ng of  Medi co-r esear ch） プロ グラ ムポス タ ー 

カリキュラムを通して以下を教育しなくてはならない。

BB  22..22..33  EBM（科学的根拠に基づく医学）

AA..  基基本本的的水水準準にに関関すするる情情報報  
・ アウ ト カム基盤型教育に基づき 、 EBM（ 科学的根拠に基づく 医学） は、 アウ ト カム２ 「 医

療人と し ての知識・ 技能」 と し て学修成果を定め、 その達成のために修得すべき 能力と

し てコ ンピ テンシー大領域のコ ンピ テンシー（ ６ ）「 科学的思考」 さ ら にその下位に小領

域①「 科学的研究」、 ②「 科学的探究心」、 ③「 医学英語力」 を 定めている 。 カリ キュ ラ

ムでは、 アウ ト カム・ コ ンピ テンシーに基づき 、 EBM を修得する ために必要な科目を 低

学年から 高学年に縦断的に配置し ている 。（ 資料 105_ P4-20）  

・ １ 年次「 情報処理基礎」 では、 EBM の基礎と なる 情報収集と その利用法について、 演習

を通じ た教育を行っている 。（ 資料 105_ P47-48）  

・ １ 年次「 数理・ データ サイ エンス 入門」 およ び２ 年次「 医療統計学」 では、 数学的理論

を EBMに不可欠なツ ールと 位置付け、 医療データ の合理的な判定や判断の仕組みについ

て教育し ている 。（ 資料 105_ P111-113 P185-187）  

・ ３ 年次「 医の原則」 では EBMの学修項目を掲げ、 ４ 年次「 救急医療・ 緊急被ばく 医療」

では EBMに関する 講義を設定し 、文献検索法や論文の解釈法など について教育し ている 。

（ 資料 105_ P221-223 P333-337）  

・ ４ 年次以降の「 診療参加型臨床実習Ⅰ・ Ⅱ」 では、 実習オリ エンテーショ ンにおいて EBM

の実際を説明し た上で、 附属病院およ び教育関連病院の各診療科において、 診療チーム

の一員と し て患者に対応さ せる こ と で、 実践的な EBM教育を行っている 。（ 資料 213）  

・ 医学図書館では、 学内外から I D/パス ワ ード 認証方式によ って「 UpToDat e Anywhere」 へ

のアク セス を可能と し ており 、 臨床実習中の学生も 的確な EBMを実践でき る 環境を提供

し ている 。（ 資料 214）  

BB..  基基本本的的水水準準にに関関すするる現現状状分分析析とと自自己己評評価価  
・ 入学後の早い時期から EBMを意識し た基礎教育が始ま り 、 臨床実習で EBMを実践でき る

カリ キュ ラ ム構成と なっている 。  

CC.. 現現状状へへのの対対応応  
・ カリ キュ ラ ムに設定し た科目において、 学生の EBMの重要性の理解と 認識を高める よ う

に、 現在のカリ キュ ラ ムにおける 科目を継続し て教育し ていく 。  

・ 学生のアウ ト カム・ コ ンピ テンシー達成・ 修得状況や学生から のフ ィ ード バッ ク に基づ

き 、EBM教育についての課題を把握し 、カリ キュ ラ ムの改善に反映する よ う に検討する 。  

DD.. 改改善善にに向向けけたた計計画画  
・ 学生の学修成果の水準の把握と フ ィ ード バッ ク を定期的・ 継続的に実施し 、 プロ グラ ム
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評価委員会等によ る 評価結果をも と に、 カリ キュ ラ ム 委員会等およ び担当教員によ る 改

善を検討する 。

関 連 資 料/
105 シラ バス _ 医学科授業要項（ 2023 年度）  

213 臨床実習オリ エンテーショ ン資料_ 福井大学医学図書館（ 2022 年度）  

214 リ モート アク セス について _ 福井大学附属図書館【 HP】  

QQ  22..22..11  カリキュラムに大学独自の、あるいは先端的な研究の要素を含むべきである。

AA..  質質的的向向上上ののたためめのの水水準準にに関関すするる情情報報  

・ 特色ある カリ キュ ラ ムと し て「 医科学研究研修」 を掲げ、 １ 〜４ 年次ま で、 医学におけ

る 科学研究への探究心を、 初級レ ベルから 上級レ ベルま で無理なく 涵養する ために必要

な一連の科目を段階的に配置し ている 。 こ のカリ キュ ラ ムは、 １ 〜２ 年次「 数理・ デー

タ サイ エンス 入門」「 医療統計学」、 ３ 年次「 研究室配属」、 １ 〜４ 年次「 研究実践初級・

上級コ ース 」「 アド バンス ト 医科学研究コ ース Ⅰ」、 ３ 年次「 アド バンス ト 医科学研究コ

ース Ⅱ」 によ り 構成し ている 。（ 資料 105_ P4-20）  

・ さ ら に特色ある カリ キュ ラ ム と し て「 医学英語」 を掲げ、 医学およ び医学研究に必要な

英語力と 医学英語の知識を修得でき る よ う に、 １ 〜５ 年次に一連の医学英語科目を学年

縦断的に配置し ている 。（ 資料 105_ P10-14）  

・ １ 年次の「 医学入門」 において、 各研究室で実際に行っている 先端的研究を紹介する こ

と によ って、 医学研究へのリ サーチマイ ンド の育成に努めている 。（ 資料 105_ P77-78）  

・ 国際的に最先端の研究に参加する こ と を希望する 学生には、 海外の大学等に派遣し 研究

に参加する 機会を提供し ている 。 交換留学先と し て、 欧米、 アジアの多く の大学と の間

で学術交流協定を締結し ている 。 実際に、 研究室配属等の機会に学生が海外での研究に

参加し ている 。（ 資料 215_ P24-28）（ 資料 216）  

・ 基礎医学・ 臨床医学の各科目で活用でき る よ う に画像医学教育を推進し ている 。 画像医

学教育のための I CTシス テム「 医学画像学修シス テム F. MI LS」 を本学独自に開発し 、 基

礎から 臨床医学にかけて多種多様な画像データ を収集し 、「 画像解剖総合演習」 など 独自

のカリ キュ ラ ムを作成し ている 。（ 資料 105_ P150-152）（ 資料 206）  

・ 将来に大学院医学系研究科博士課程進学を希望し 、 学部生のう ちに高度な科学的知識・

手法を学びたいと いう 意欲ある 学生のために、 ３ 年次以上の学生に医学研究科博士課程

の講義を早期履修でき る「 ATMプロ グラ ム」 をカリ キュ ラ ム外に設けている 。（ 資料 211）

（ 資料 212）  

BB..  質質的的向向上上ののたためめのの水水準準にに関関すするる現現状状分分析析とと自自己己評評価価  

・ 特色ある カリ キュ ラ ムなど 大学独自のカリ キュ ラ ムによ って、 リ サーチマイ ン ド を涵養

する こ と が可能なプロ グラ ム 構成と なっており 、 特に意欲的な学生には先端的研究を 早

期から 学べる 機会を提供し ている 。  
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CC.. 現現状状へへのの対対応応  
・ 特色ある カリ キュ ラ ムを継続する と と も に、 各科目において先端的研究要素を 含むよ う

に内容を検討する 。  

DD.. 改改善善にに向向けけたた計計画画  
・ 学生の学修成果の水準の把握と フ ィ ード バッ ク を定期的・ 継続的に実施し 、 プロ グラ ム

評価委員会等によ る 評価結果をも と に、 カリ キュ ラ ム 委員会等およ び担当教員によ る 改

善を検討する 。

関 連 資 料/  
105 シラ バス _ 医学科授業要項（ 2023 年度）  

206 医学画像学修シス テム F. MI LS 

211 福井大学大学院医学系研究科博士課程授業科目早期履修制度実施要項 

212 ATM（ Advanced Tr ai ni ng of  Medi co-r esear ch） プロ グラ ムポス タ ー 

215 福井大学基礎資料（ 2023 年度）  

216 海外派遣学生一覧（ 2019 年度）  
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22..33  基基礎礎医医学学  

基基本本的的水水準準：：  
医学部は、  

 以下を 理解する のに役立つよ う 、 カリ キュ ラ ム の中で基礎医学のあり 方を定義し 、 実

践し なければなら ない。  

 臨床医学を修得し 応用する のに必要と なる 基本的な科学的知見（ B 2. 3. 1）  

 臨床医学を修得し 応用する のに必要と なる 基本的な概念と 手法（ B 2. 3. 2）  

質質的的向向上上ののたためめのの水水準準：：  
医学部は、

 カリ キュ ラ ムに以下の項目を反映さ せる べき である 。  

 科学的、 技術的、 臨床的進歩（ Q 2. 3. 1）  

 現在およ び将来的に社会や医療シ ス テ ム において 必要にな る と 予測さ れる こ と

（ Q 2. 3. 2）  

注注  釈釈：：  
 [ 基礎医学] と は、 地域ごと の要請、 関心およ び伝統によ って異なる が、 解剖学、 生化

学、 生物物理学、 細胞生物学、 遺伝学、 免疫学、 微生物学（ 細菌学、 寄生虫学およ び

ウ イ ルス 学を含む）、 分子生物学、 病理学、 薬理学、 生理学などを含む。  

以下を理解するのに役立つよう、カリキュラムの中で基礎医学のあり方を定義し、実践しなければな

らない。

BB  22..33..11  臨床医学を修得し応用するのに必要となる基本的な科学的知見

AA..  基基本本的的水水準準にに関関すするる情情報報  
・ アウ ト カム基盤型教育に基づき 、 基礎医学についての学修成果と し てアウ ト カム２ 「 医

療人と し ての知識・ 技能」 を 定め、 その達成に必要な修得すべき 能力と し てコ ンピ テン

シー大領域のコ ンピ テンシー（ ４ ）「 医学及び関連領域の知識と 問題解決能力・ 生涯学修」

に、「 医学の基盤と なる 基礎・ 臨床・ 社会医学等の知識を持ち、 疾患の病因・ 病態等の理

解に応用でき る 」 と し 、 その具体的能力と し て小領域①「 基礎科学」、 ②「 基礎医学・ 社

会医学」 を定めている 。 こ れに基づき カリ キュ ラ ムには、 臨床医学を修得し 応用する の

に必要と なる 基本的な科学的知見を理解する ための基礎医学科目を１ 〜３ 年次に配置し 、

カリ キュ ラ ム･ツリ ーにおいて関係性を明示し ている 。（ 資料 105_ P4-20）  

・ １ 年次「 基礎生物学」 では、 アク ティ ブ・ ラ ーニングによ って生命科学の基本的知見を

学ぶこ と で、主体的な学修方法や問題解決法を修得でき る よ う にし ている 。本科目では、

複数の基礎系教員が、 グループ分けさ れた少人数の学生を担当する こ と によ っ て学修効

果の向上を図っている 。（ 資料 105_ P96-99）  
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・ １ 年次「 生命現象の科学」 では、 細胞生物学、 生化学、 生体溶液化学と いった、 基礎医

学修得の基盤と なる 広範な知識の涵養を行っている 。（ 資料 105_ P100-105）  

・ こ れと 並行し て１ 年次に「 人体解剖学」 を実施し 、 入学後早期の人体構造の講義と 実習

によ り 、基礎医学と 臨床医学と のつながり を早い段階から 意識さ せる 教育を行っている 。

（ 資料 105_ P106-110）  

・ ２ 年次から ３ 年次前期にかけては、 生理学・ 生化学などの基礎医学各領域に関連する 科

目を 配置し 、 ３ 年次前期か ら 始ま る 臨床医学領域の 科目に つな げて い る 。（ 資料

105_ P10-12）  

・ ２ 年次「 組織・ 各臓器の構成、 機能」 では、 １ 年次の「 人体解剖学」 に続く 基礎医学の

基本と なる 組織学の講義と 実習を実施し ている 。（ 資料 105_ P143-149）  

・ ２ 年次「 生体物質の代謝」 と 「 遺伝情報の維持と 発現制御」 では、 基礎医学領域のう ち

生化学・ 分子生物学・ 遺伝学等の科学的知見について講義し ている 。（ 資料 105_ P137-142） 

・ ２ 年次「 個体の調節機構と ホメ オス タ シス 」 では、 生理学のう ち神経生理学を 除く 部分

全般について、その基礎と なる 細胞生物学と 合わせて講義し ている 。（ 資料 105_ P153-160） 

・ ２ 年次「 中枢神経系の機能と 構造」 では、 神経生理学と 神経解剖学について構造と 機能

を関連づけて講義し ている 。（ 資料 105_ P161-166）  

・ ２ 年次「 個体の発生」 では、 １ 年次の「 人体解剖学」 と 関連し て各器官・ 臓器の発生・

形成過程について講義し ている 。（ 資料 105_ P167-169）  

・ ２ 年次「 生体と 微生物」「 生体と 医動物」 およ び「 免疫と 生体防御」 では、 感染症医学に

関連する 基礎医学と し て必要な微生物学、 医動物学、 免疫学について講義し ている 。（ 資

料 105_ P170-178）  

・ ２ 年次「 画像解剖総合演習」 では、 １ 年次の「 人体解剖学」 と 関連し て人体の主な構造

を医学画像学修シス テム F. MI LS を用いた CT断層画像を用いて講義と 演習を行っている 。

（ 資料 105_ P150-152）  

・ ２ 年次「 ラ イ フ と 放射線」 では、 本学のミ ッ ショ ン再定義で求めら れている 「 救急・ 緊

急被ばく 医療」 に関する 基礎領域と し て放射線の生体影響と 放射線障害について講義し

ている 。（ 資料 105_ P181-184）  

・ ３ 年次「 生体と 薬物」 では、 薬理学において薬物治療の基本と なる 知識を講義し ている 。

（ 資料 105_ P231-233）  

・ ３ 年次「 原因と 病態」 では、 病理学において疾病を科学的に捉える 基本的枠組みを理解

し 、 疾病発生の基本原理の知識と し て総論的内容を講義し ている 。（ 資料 105_ P234-237） 

・ ３ 年次「 研究室配属」 や、 １ 〜４ 年次「 研究実践初級・ 上級コ ース 」 は、 基礎や臨床の

研究室で実際に研究に参加する こ と によ って、 研究手法や新し い科学的知見を 得る だけ

ではなく 、 医学研究における 基礎医学の重要性を 認識する ための学修機会と し ている 。

（ 資料 105_ P299-300）  

・ 基礎医学の全ての科目は、 医学教育モデル・ コ ア・ カリ キュ ラ ムの到達目標を 達成でき

る よ う に準拠し て設定し ており 、 対応する 到達目標を シラ バス に明示し ている 。（ 資料

151）  
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BB..  基基本本的的水水準準にに関関すするる現現状状分分析析とと自自己己評評価価  
・ 入学者の多く が物理・ 化学選択の受験生である こ と に対応する ため、 生命科学の基本的

内容を、 入学初期から 重点的に学修する ための科目を 効果的に配置し たカリ キュ ラ ム と

し ている 。 特に「 基礎生物学」 では、 複数の基礎系教員が参加し アク ティ ブ・ ラ ーニン

グの形態によ る 学修効果の向上を図っている 。  

・ 臨床医学を修得し 応用する ために必要な基礎医学の基本的な科学的知見は全て適切に教

育し ており 、 基礎医学科目では臨床医学と の関連を意識し た項目を含んだ講義内容と し

ている 。  

CC.. 現現状状へへのの対対応応  
・ 現行の基礎医学科目において、 臨床医学に必要な基本的科学的知見を得ら れる よ う に維

持する 。  

・ 学生のアウ ト カム・ コ ンピ テンシーの達成・ 修得状況や学生から のフ ィ ード バッ ク に基

づき 、 基礎医学科目の構成や内容を検討する 。  

・ 医学教育モデル・ コ ア・ カリ キュ ラ ム （ 令和４ 年度改訂版） に対応し て、 各科目の内容

をカリ キュ ラ ム委員会およ び担当教員によ り 調整し 更新する 。

DD.. 改改善善にに向向けけたた計計画画  
・ 学生の学修成果の水準の把握と フ ィ ード バッ ク を定期的・ 継続的に実施し 、 プロ グラ ム

評価委員会等によ る 評価結果をも と に、 カリ キュ ラ ム 委員会等およ び担当教員によ り 、

基礎医学カリ キュ ラ ムの中長期的な改善・ 更新を検討する 。

 関 連 資 料/
105 シラ バス _ 医学科授業要項（ 2023 年度）  

151 2023 年度医学科シラ バス 作成要領（ 2022 年度）  

以下を理解するのに役立つよう、カリキュラムの中で基礎医学のあり方を定義し、実践しなければな

らない。

BB  22..33..22  臨床医学を修得し応用するのに必要となる基本的な概念と手法

AA..  基基本本的的水水準準にに関関すするる情情報報  
・ アウ ト カム基盤型教育に基づき 、 基礎医学についての学修成果と し てアウ ト カム２ 「 医

療人と し ての知識・ 技能」 を 定め、 その達成に必要な修得すべき 能力と し てコ ンピ テン

シー大領域のコ ンピ テンシー（ ４ ）「 医学及び関連領域の知識と 問題解決能力・ 生涯学修」

に、「 医学の基盤と なる 基礎・ 臨床・ 社会医学等の知識を持ち、 疾患の病因・ 病態等の理

解に応用でき る 」 と し 、 その具体的能力と し て小領域①「 基礎科学」、 ②「 基礎医学・ 社

会医学」 を定めている 。 こ れに基づき カリ キュ ラ ムには、 臨床医学を修得し 応用する の

に必要と なる 基本的な概念と 手法を理解する ための基礎医学科目を１ 〜３ 年次に配置し

ている 。（ 資料 105_ P4-20）  
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・ １ 年次「 医学入門」 は様々な専門領域・ 診療科の教員が担当し 、臨床医学の基本概念や、

臨床医学を学ぶ意義などについての教育を行っている 。（ 資料 105_ P77-78）  

・ １ 〜３ 年次の基礎医学科目「 生命現象の科学」「 人体解剖学」「 組織・ 各臓器の構成、 機

能」「 生体物質の代謝」「 遺伝情報の維持と 発現制御」「 個体の調節機構と ホメ オス タ シス 」

「 中枢神経系の機能と 構造」「 個体の発生」「 生体と 微生物」「 生体と 医動物」、 およ び「 原

因と 病態」 では、 講義内容に即し て実習が行われ、 知識に基づいた手法について学んで

いる 。（ 資料 105_ P100-110 P137-149 P153-175 P234-237）  

・ ２ 年次「 生体と 微生物」「 中枢神経系の機能と 構造」、 ３ 年次「 生体と 薬物」「 病因と 病態」

では、 基礎の教員に加え臨床教員が一部を担当する こ と で、 基礎医学の知識を 臨床医学

へつなげる こ と を目指し た教育を行っている 。（ 資料 105_ P161-166 P170-173 P231-237） 

・ ２ 年次「 感染症診断実習」 では、「 生体物質の代謝」「 生体と 微生物」「 生体と 医動物」「 免

疫と 生体防御」 を担当する 教員が感染症学講座教員と 協力し て、 実際の感染症診断に役

立つ実践的な実習を行っている 。（ 資料 105_ P179-180）  

・ ２ 年次「 画像解剖総合演習」、 ３ 年次「 放射線・ 電磁波の医療応用と 防護」 では、 画像診

断の原理と 基礎的画像診断の実際について 演習を 交え て 教育を 行っ て いる 。（ 資料

105_ P150-152 P297-298）  

・ 基礎医学の全ての科目は、 医学教育モデル・ コ ア・ カリ キュ ラ ムの到達目標を 達成でき

る よ う に準拠し て設定し ており 、 対応する 到達目標を シラ バス に明示し ている 。（ 資料

151）  

BB..  基基本本的的水水準準にに関関すするる現現状状分分析析とと自自己己評評価価  
・ 臨床医学に必要な基本的概念について、 入学後の早い段階から 教育を実施し ている 。  

・ 基礎医学科目では、 臨床医学と の関連性を意識し た講義と 実習によ って、 基礎医学と 臨

床医学を関連さ せて理解する こ と を目指し た教育を実施し ている 。  

・ 基礎医学科目の実習では、 臨床医学に必要な手法を意識し た内容と なっており 、 臨床医

学を 修得し 応用する のに必要と なる 基本的な概念と 手法を理解する ために必要な教育を

実施し ている 。  

CC.. 現現状状へへのの対対応応  
・ 現行の基礎医学科目において、 臨床医学に必要な基本的な概念と 手法を修得でき る よ う

に維持する 。  

・ 学生のアウ ト カム・ コ ンピ テンシーの達成・ 修得状況や学生から のフ ィ ード バッ ク に基

づき 、 基礎医学科目の構成や内容を検討する 。  

・ 医学教育モデル・ コ ア・ カリ キュ ラ ム （ 令和４ 年度改訂版） に対応し て、 各科目の内容

をカリ キュ ラ ム委員会およ び担当教員によ り 調整し 更新する 。

DD.. 改改善善にに向向けけたた計計画画  
・ 学生の学修成果の水準の把握と フ ィ ード バッ ク を定期的・ 継続的に実施し 、 プロ グラ ム

評価委員会等によ る 評価結果をも と に、 カリ キュ ラ ム 委員会等およ び担当教員によ り 、

基礎医学カリ キュ ラ ムの中長期的な改善・ 更新を検討する 。
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 関 連 資 料/
105 シラ バス _ 医学科授業要項（ 2023 年度）  

151 2023 年度医学科シラ バス 作成要領（ 2022 年度）  

カリキュラムに以下の項目を反映させるべきである。

QQ  22..33..11  科学的、技術的、臨床的進歩

AA..  質質的的向向上上ののたためめのの水水準準にに関関すするる情情報報  
・ 基礎医学領域の各科目において、 科学的、 技術的、 臨床的進歩を踏ま えた内容を含むよ

う に工夫をし ている 。  

・ １ 年次「 基礎生物学」 では、 アク ティ ブ・ ラ ーニングを導入し 、 基本的知識に加えて最

先端の科学的知識を自ら 調査し 、 発表する 機会を与えている 。（ 資料 105_ P96-99）  

・ ２ 年次「 感染症診断実習」 では、 コ ロ ナ禍における 感染症教育の一環と し て、 感染症診

断に必要な ELI SA、 フ ロ ーサイ ト メ ト リ ー、 定量 PCR について学ぶと と も に実習を実施

し ている 。（ 資料 105_ P179-180）  

・ ３ 年次「 研究室配属」 では、 基礎医学・ 臨床医学の研究室において少人数で研究指導を

受け、 先進医学研究についての理解を 深めている 。 さ ら に、 １ 〜４ 年次の研究意欲のあ

る 学生に対し ては、 中長期的にわたっ て研究室において先進医学研究を継続でき る 選択

科目「 研究実践初級・ 上級コ ース 」 を設定し ている 。（ 資料 105_ P299-300）  

・ さ ら に「 研究室配属」 では、 希望者を 海外研究施設に派遣し 、 国際的に最先端の科学知

識を学ぶこ と のでき る 機会を設けている 。（ 資料 216）  

・ １ 〜４ 年次ま での意欲のある 学生に対し ては、 選択科目「 アド バンス ト 医科学研究コ ー

ス Ⅰ」 を設定し 、 医学研究の発展に大き く 寄与し た論文を教材と し て、 医科学研究にお

ける 課題提案、 研究戦略、 実験手法、 プレ ゼン テーショ ン を 学ぶ機会を 提供し ている 。

（ 資料 105_ P301-302）  

・ ３ 年次の「 アド バンス ト 医科学研究コ ース Ⅱ」 では、 最新の実験技術と 実験機器の原理

と 特性について学ぶこ と ができ る 。（ 資料 105_ P304）  

・ 将来に大学院医学系研究科博士課程への進学を希望する ３ 年次以上の学生に対し 、 特例

措置と し て早期に大学院教育を履修でき る 制度「 ATM プロ グラ ム」 をカリ キュ ラ ム外に

設けている 。 こ れによ り 、 最先端の科学知識を学ぶ機会を与えている 。（ 資料 211）（ 資

料 212）  

・ 基礎医学科目「 遺伝情報の維持と 発現制御」「 生体と 微生物」「 中枢神経系の機能と 構造」

など では、外部の専門家によ る 特別講義によ り 、当該分野の最先端の情報を学ぶ機会や、

発展的内容のオンデマンド 教材を用いた遠隔授業、 ある いは臨床へつながる 発展的講義

を実施し ている 。 例えば「 遺伝情報の維持と 発現制御」 では、「 糖鎖修飾によ る 多様性の

創造」 等の講義を、「 生体と 微生物」 では、「 微生物のゲノ ム解析と 合成生物学」「 感染症

の病因・ 病態に対する 基礎医学的アプロ ーチ」 等の講義を、「 中枢神経系の機能と 構造」

では、「 神経内科への基礎解剖 発展的： 神経解剖学から 神経内科学へ」「 脳神経外科への
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基礎解剖 発展的： 神経解剖学から 脳神経外科学へ」 等の講義を 実施し ている 。（ 資料

105_ P140-142 P161-166 P170-173）  

・ 新型コ ロ ナウ イ ルス 感染拡大に際し て、 感染症専門医を中心に、 関連する 基礎・ 臨床分

野の協力のも と 、 院内感染を 防止し ながら 持続的に高度医療を 提供する こ と を 目指し た

「 感染症の教育と 実習」 の実施を決定し 、 特色ある カリ キュ ラ ム「 感染症」 と し て設置

し た。 １ 年次の「 医学入門」、 ２ 年次の「 生体と 微生物」「 生体と 医動物」「 免疫と 生体防

御」 において感染症対策に特化し た授業を開設し 、 ２ 年次によ り 実践的な「 感染症診断

実習」 を開設し た。 こ れら は４ ～５ 年次において、 臨床に活かせる 実践的な教育と し て

「 感染症」講義およ び「 感染症診断演習」へと 展開する 。（ 資料 105_ P13-14 P77-78 P170-178 

P179-180 P324-327) ( 資料 202_ P25)  

BB..  質質的的向向上上ののたためめのの水水準準にに関関すするる現現状状分分析析とと自自己己評評価価  
・ 基礎医学科目の授業において、 アク ティ ブ・ ラ ーニン グの実践や研究室への配属、 先進

的・ 発展的内容の導入など を 通じ 、 科学的、 技術的、 臨床的進歩を、 主体的に修得でき

る カリ キュ ラ ムと なっている 。  

・ 新型コ ロ ナウ イ ルス 感染症拡大を契機に、 １ ～５ 年次に基礎から 臨床につながる 感染症

教育を取り 入れている 。  

CC.. 現現状状へへのの対対応応  
・ 学生のアウ ト カム・ コ ンピ テンシーの達成・ 修得状況や学生から のフ ィ ード バッ ク に基

づき 、 基礎医学科目の構成や内容を検討する 。  

・ 医学教育モデル・ コ ア・ カリ キュ ラ ム （ 令和４ 年度改訂版） に対応し て、 各科目の内容

をカリ キュ ラ ム委員会およ び担当教員によ り 調整し 更新する 。

DD.. 改改善善にに向向けけたた計計画画  
・ 医学・ 科学の進歩や医学教育の状況に応じ て、 科学的、 技術的、 臨床的進歩について内

容を更新する こ と を検討し ていく 。  

・ 学生の学修成果の水準の把握と フ ィ ード バッ ク を定期的・ 継続的に実施し 、 プロ グラ ム

評価委員会等によ る 評価結果をも と に、 カリ キュ ラ ム 委員会等およ び担当教員によ り 、

基礎医学カリ キュ ラ ムの中長期的な改善・ 更新を検討する 。

関 連 資 料/
105 シラ バス _ 医学科授業要項（ 2023 年度）  

202 診療参加型臨床実習Ⅰ要項（ 2022 年度）  

211 福井大学大学院医学系研究科博士課程授業科目早期履修制度実施要項 

212 ATM（ Advanced Tr ai ni ng of  Medi co-r esear ch） プロ グラ ムポス タ ー 

216 海外派遣学生一覧（ 2019 年度）  
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カリキュラムに以下の項目を反映させるべきである。

QQ  22..33..22  現在および将来的に社会や医療システムにおいて必要になると予測されること

AA..  質質的的向向上上ののたためめのの水水準準にに関関すするる情情報報  
・ 医学科のカリ キュ ラ ムにおいては、 特色ある カリ キュ ラ ムと し て、「 １ . メ ディ カル・ プ

ロ フ ェ ッ ショ ナリ ズム」「 ２ . 医学英語」「 ３ . 医科学研究研修」「 ４ . 地域医療」「 ５ . 救急・

緊急被ばく 医療」「 ６ . 感染症」 の６ 項目を掲げ、 社会や医療シス テムに必要と さ れる 医

師の育成を目指し た教育を行っている 。（ 資料 105_ P13-14）  

・ 「 １ . メ ディ カル・ プロ フ ェ ッ ショ ナリ ズム」 では、 社会が各診療科の医療者に求める プ

ロ フ ェ ッ ショ ナルと し て必要な資質・ 能力を、「 医学入門」 において具体的に学べる よ う

に構成し ている 。（ 資料 105_ P77-78）  

・ 「 ２ . 医学英語」 では、 グロ ーバルな視点に立って医療の国際化に貢献する ため、 科学的

知識、 医学知識を論文等から 修得する ために必要な英語力と 医学英語の知識を１ ～５ 年

次に縦断的に学べる よ う に構成し ている 。（ 資料 105_ P10-12 P30-31）  

・ 「 ５ . 救急・ 緊急被ばく 医療」 では、 本学のミ ッ ショ ン再定義で求めら れている 原発立地

県と し ての社会的ニーズに応える ための一連の科目群を構成し 、 ２ 年次「 ラ イ フ と 放射

線」 において放射線の基本的性質や取り 扱い方、 障害等について学べる よ う にし ている 。

（ 資料 105_ P181-184）（ 資料 159）  

・ 「 ６ . 感染症」 では、 新型コ ロ ナウ イ ルス 感染拡大を受けて、 １ 年次から 始ま る 一連の感

染症カリ キュ ラ ムを 2021 年度に新たに設定し 、 基礎医科学科目の「 生体と 微生物」「 生

体と 医動物」「 免疫と 生体防御」 における 講義と 臨床医学科目の「 感染症診断実習」 を組

み合わせた構成と し ている 。（ 資料 105_ P11 P170-180）  

・ 文部科学省が推進する 、 社会が求める 数理・ データ サイ エンス に強い人材の育成を踏ま

え、 2022 年度に「 数理・ データ サイ エンス 入門」（ １ 年次） をカリ キュ ラ ム に導入し 、

全学と し て「 リ テラ シーレ ベル」 の承認を受けた。 こ れによ り 、 実際のデータ を利用し

た演習を通し て、 数理・ データ サイ エンス・ AI  を日常生活や医療活動等の現場で使いこ

な す こ と が で き る 基 礎 的 素 養 を 主 体 的 に 身 に つ け る こ と と し て い る 。（ 資 料

105_ P111-113）（ 資料 217）  

BB..  質質的的向向上上ののたためめのの水水準準にに関関すするる現現状状分分析析とと自自己己評評価価  
・ 「 特色ある カリ キュ ラ ム」 の設定や数理・ データ サイ エンス 教育の導入によ り 、 現在お

よ び将来的に社会や医療シス テムにおいて必要になる と 予測さ れる こ と を意識し たカリ

キュ ラ ムを構成し 実施し ている 。  

CC.. 現現状状へへのの対対応応  
・ 現状では個々の科目担当者が、 現在およ び将来的に社会や医療シス テムにおいて必要に

なる と 予想さ れる こ と を各自判断し て講義に加えている 。 今後は、 重複や不足等を避け

る ため、 全体と し て調整する こ と を検討する 。  

・ 医学教育モデル・ コ ア・ カリ キュ ラ ム （ 令和４ 年度改訂版） に対応し て、 各科目の内容
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をカリ キュ ラ ム委員会およ び担当教員によ り 調整し 更新する 。  

DD.. 改改善善にに向向けけたた計計画画  
・ 社会が医療に求める ニーズの変化や、 AI など 医療シス テムの発展に応じ て、 基礎医学科

目の構成や内容を、 中長期的視野に立って検討し ていく 。  

・ 学生の学修成果の水準の把握と フ ィ ード バッ ク を定期的・ 継続的に実施し 、 プロ グラ ム

評価委員会等によ る 評価結果をも と に、 カリ キュ ラ ム 委員会等およ び担当教員によ り 、

基礎医学カリ キュ ラ ムの中長期的な改善・ 更新を検討する 。

関 連 資 料/
105 シラ バス _ 医学科授業要項（ 2023 年度）  

159 福井大学医学系分野ミ ッ ショ ン 

217 数理・ データ サイ エンス ・ AI 教育プロ グラ ム（ リ テラ シーレ ベル） 認定【 HP】  
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22..44  行行動動科科学学とと社社会会医医学学、、医医療療倫倫理理学学とと医医療療法法学学  

基基本本的的水水準準：：  
医学部は、  

 カリ キュ ラ ムに以下を定め、 実践し なければなら ない。  

 行動科学（ B 2. 4. 1）  

 社会医学（ B 2. 4. 2）  

 医療倫理学（ B 2. 4. 3）  

 医療法学（ B 2. 4. 4）  

質質的的向向上上ののたためめのの水水準準：：  
医学部は、  

 行動科学、 社会医学、 医療倫理学、 医療法学に関し 以下に従っ てカリ キュ ラ ム を 調整

およ び修正すべき である 。  

 科学的、 技術的そし て臨床的進歩（ Q 2. 4. 1）  

 現在およ び将来的に社会や医療シス テム において必要にな る と 予測さ れる こ と 。

（ Q 2. 4. 2）  

 人口動態や文化の変化（ Q 2. 4. 3）  

注注  釈釈：：  
 [ 行動科学] 、 [ 社会医学] と は、 地域の要請、 関心およ び伝統によ っ て異なる が、 生物

統計学、 地域医療学、 疫学、 国際保健学、 衛生学、 医療人類学、 医療心理学、 医療社

会学、 公衆衛生学およ び狭義の社会医学を含む。  

 [ 医療倫理学] は、 医療において医師の行為や判断上の価値観、 権利およ び責務の倫理

的な課題を取り 扱う 。  

 [ 医療法学] では、 医療、 医療提供シス テム 、 医療専門職と し ての法律およ びその他の

規制を 取り 扱う 。 規制には、 医薬品なら びに医療技術（ 機器や器具など ） の開発と 使

用に関する も のを含む。  

 [ 行動科学、 社会医学、 医療倫理学、 医療法学] は、 健康問題の原因、 範囲、 結果の要

因と し て考えら れる 社会経済的、 人口統計的、 文化的な規定因子、 さ ら にその国の医

療制度およ び患者の権利を理解する のに必要な知識、 発想、 方略、 技能、 態度を 提供

し う る 。 こ の教育を 通じ 、 地域・ 社会の医療における 要請、 効果的な情報交換、 臨床

現場での意思決定、 倫理の実践を学ぶこ と ができ る 。  

日日本本版版注注釈釈：：[ 社会医学] は、 法医学を含む。  

日日本本版版注注釈釈：：[ 行動科学] は、 単なる 学修項目の羅列ではなく 、 体系的に構築さ れる べき

である 。  
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カリキュラムに以下を定め、実践しなければならない。

BB  22..44..11  行動科学

AA..  基基本本的的水水準準にに関関すするる情情報報  
・ 本学の行動科学は、「 行動科学分野」 に専任教員を配置し 、 行動科学関連科目を担当し て

いる 。 高学年における 実践的な科目では、 主に臨床系教員が担当し ている 。  

・ 行動科学関連科目は、 特色ある カリ キュ ラ ム「 メ ディ カル・ プロ フ ェ ッ ショ ナリ ズム 」

の科目群の一つと し て、「 行動科学Ⅰ」（ １ 年次）、「 行動科学Ⅱ」（ １ 年次）、「 コ ミ ュ ニケ

ーショ ンと チーム医療Ⅰ」（ １ 年次）、「 コ ミ ュ ニケーショ ンと チーム医療Ⅱ」（ ２ 年次）、

「 コ ミ ュ ニケーショ ンと チーム医療Ⅲ」（ ４ 年次）、「 メ ディ プロ 総合演習Ⅰ」（ ５ 年次）

を学年縦断的な構成でカリ キュ ラ ムに配置し ている 。（ 資料 105_ P10-12）  

・ 本学の行動科学では、 心理学や行動科学、 脳科学、 神経科学など に基づく 「 人の心と 行

動の働き 」 に関する 知識を医療に関連づけて講義する こ と で、 医学教育に特化し た行動

科学教育を展開し ている 。（ 資料 105_ P10-12）  

・ 「 行動科学Ⅰ」 では、 人の心の働き を 「 行動の科学」 と し て捉え、 患者中心医療の基本

と なる 「 人の心の理解」 と 「 共感」 に必要な心理・ 行動科学的機能の基礎と 、 それら の

医療現場での必要性や実際例などについて理解する 。（ 資料 105_ P90-92）  

・ 「 行動科学Ⅱ」 では、「 行動科学Ⅰ」 を さ ら に展開し 、「 心と 脳の科学」 と し て最新の脳

科学・ 神経科学的知識に基づき 、心理・ 行動機能の脳内メ カニズムを理解する こ と から 、

患者への共感と プロ フ ェ ッ ショ ナル意識をさ ら に深める と と も に、 医学へのモチベーシ

ョ ン向上を促す。（ 資料 105_ P93-95）  

・ 「 行動科学Ⅰ・ Ⅱ」 で修得し た基本的知識を、「 コ ミ ュ ニケーショ ンと チーム医療Ⅰ・ Ⅱ・

Ⅲ」 およ び「 メ ディ プロ 総合演習Ⅰ」 で、 実際の臨床現場を踏ま えた講義や実習・ 演習

によ り さ ら に理解を深める 。（ 資料 105_ P85-87 P90-95 P132-134 P307-308 P369-371）  

・ 「 コ ミ ュ ニケーショ ンと チーム医療Ⅰ」 では、 附属病院での「 患者さ んと のふれあい実

習」 で、 全ての学生が外来患者を一人ずつ担当し て、 病院での受付から 会計ま でエス コ

ート する 体験によ り 実践する 。さ ら に「 看護体験実習」 で、病棟での看護体験を通じ て、

医師―看護師間や医療者―患者間の良好な関係を築く 重要性を 把握する と と も に、 医療

者によ る 患者への治療への動機付けの実際を理解する 。（ 資料 105_ P85-87）  

・ 「 コ ミ ュ ニケーショ ンと チーム医療Ⅱ」 では、 多職種連携教育を通じ て、 医療チーム に

おける 対人関係の重要性を理解し 、「 コ ミ ュ ニケーショ ンと チーム医療Ⅲ」 では、 医師―

患者関係な ど の実際の臨床現場におけ る 重要性を 実例に基づいて 把握する 。（ 資料

105_ P132-134 P307-308）  

・ 「 メ ディ プロ 総合演習Ⅰ」 では、 プロ フ ェ ッ ショ ナリ ズム教育における 行動科学の最終

段階と し て、医療現場で医師が直面する 葛藤など 様々な状況に対する 問題解決について、

シナリ オをも と にし た学生同士でのディ ベート を通じ て多面的に思考する こ と で理解を

深める 。（ 資料 105_ P369-371）  

・ 行動科学関連科目によ り 、 アウ ト カム １ 「 医療人と し ての態度」 と その下位項目のコ ン

ピ テンシー（ ２ ）「 人間性の形成と コ ミ ュ ニケーショ ン」 と （ ３ ）「 チーム医療」、 およ び
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アウ ト カム２ 「 医療人と し ての知識・ 技能」 のコ ンピ テンシー（ ４ ）「 医学及び関連領域

の知識と 問題解決能力・ 生涯学修」、（ ６ ）「 科学的思考」 に定義さ れる 能力が修得でき る 。

（ 資料 105_ P15-18）  

・ 行動科学関連科目は、 モデル・ コ ア・ カリ キュ ラ ム区分の「 人の行動と 心理」「 プロ フ ェ

ッ ショ ナリ ズム」「 コ ミ ュ ニケーショ ン能力」「 チーム医療の実践」「 医療に関連のある 社

会科学領域」 に合致する 。  

BB..  基基本本的的水水準準にに関関すするる現現状状分分析析とと自自己己評評価価  
・ 行動科学専任教員を配置し 、 アウ ト カム・ コ ンピ テン シーに基づいて、 医学教育に適応

し た一連の行動科学教育を実施し ている 。

・ 低学年で基礎を学び、 高学年で臨床での実践を学ぶス タ イ ルによ り 、 メ ディ カル・ プロ

フ ェ ッ ショ ナリ ズムの一環と し て年次進行的に体系化し て実施し ている 。

CC.. 現現状状へへのの対対応応  
・ アウ ト カム・ コ ンピ テンシー達成度調査によ る 学生の学修成果の水準の把握や、 カリ キ

ュ ラ ム評価アンケート や科目評価アン ケート 等によ る 学生のフ ィ ード バッ ク によ り 、 短

期的課題に対する 改善を図る 。

・ 医学教育モデル・ コ ア・ カリ キュ ラ ム （ 令和４ 年度改訂版） に対応し て、 各科目の内容

をカリ キュ ラ ム委員会およ び担当教員によ り 調整し 更新する 。

DD.. 改改善善にに向向けけたた計計画画  
・ 学生の学修成果の水準の把握と フ ィ ード バッ ク を定期的・ 継続的に実施し 、 プロ グラ ム

評価委員会等によ る 評価結果をも と に、 カリ キュ ラ ム 委員会等およ び担当教員によ る 中

長期的な改善を検討する 。

・ アウ ト カム・ コ ンピ テンシーの変更や、 モデル・ コ ア・ カリ キュ ラ ムの改訂に合わせ、

内容を更新する 。

関 連 資 料/
105 シラ バス _ 医学科授業要項（ 2023 年度）  

カリキュラムに以下を定め、実践しなければならない。

BB  22..44..22  社会医学

AA..  基基本本的的水水準準にに関関すするる情情報報  
・ 本学の社会医学は、 衛生学・ 公衆衛生学を担当する 専任教員と し て「 環境保健学分野」

の教員が中心的に行っている 。  

・ 環境保健学分野では、 ３ 年次「 社会と 医学・ 医療Ⅰ」 と ４ 年次「 社会と 医学・ 医療Ⅱ」

を担当し ている 。（ 資料 105_ P229-230 P314-317）  
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・ 「 社会と 医学・ 医療Ⅰ」 では、 介護・ 福祉に関連する 施設における 実習（ 介護体験） と

講義を行い、 地域保健、 高齢者保健およ び障がい者保健の現場における 医師や医療関係

者の役割と 職種間の連携について、 実践的な理解を深める こ と を目標と し ている 。 実習

では介護体験実習を行い、 福井県内の 30 か所以上の施設（ 介護老人福祉施設、 介護老人

保健施設、 通所介護（ デイ サービ ス ） など ） にそれぞれ数人ずつの学生を派遣し 、 施設

の業務の内容に合わせた実習を行っている 。（ 資料 105_ P229-230）（ 資料 218）  

・ 「 社会と 医学・ 医療Ⅱ」 では、 衛生学・ 公衆衛生学全般に関連する 講義と 実習を行っ て

いる 。 医療関連法規、 保健統計・ 健康増進、 疫学、 医療・ 介護保険制度、 医療制度・ 地

域医療、 衛生行政・ 地域保健、 母子保健、 産業保健 、 環境保健 、 国際保健、 環境・ 生

活習慣と 疾病、 食品保健、 学校保健など についての基本的事項を理解する こ と を目標と

し ている 。 実習では、 医師や公衆衛生従事者が勤務する 福井県内の施設において、 地域

保健 （ 保健所・ 保健センタ ーの業務、 地域における 健康増進など ）・ 産業保健（ 産業医

活動、 職域における 健康管理など ）・ 環境保健（ 福井県の環境保全、 建築物衛生など ）・

精神保健・ 障がい者保健（ リ ハビ リ テーショ ンや社会復帰など ）・ 高齢者保健（ 介護予防、

生活支援など ） の実習を数人ずつの班ごと に分かれて行う 。 発表会では各班が実習の成

果を発表し 、 全ての学生がその内容を共有し て理解を深めている 。（ 資料 105_ P314-317）

（ 資料 219）  

・ 社会医学関連科目によ り 、 アウ ト カム ３ 「 医療人と し ての地域性・ 国際性」 と その下位

項目コ ンピ テンシー（ ７ ）「 医療の社会性と 地域医療・ 国際的視点」 に定義さ れる 能力を

修得でき る 。（ 資料 105_ P15-18）  

・ 社会医学関連科目は、 モデル・ コ ア・ カリ キュ ラ ム 区分の「 社会における 医療の実践」

「 集団に対する 医療」「 社会と 医学・ 医療」 に合致する 。  

BB..  基基本本的的水水準準にに関関すするる現現状状分分析析とと自自己己評評価価  
・ 環境保健学分野の教員が、 アウ ト カム ・ コ ンピ テンシーに基づいて、 社会医学関連の科

目を担当し ている 。  

・ 講義と 実習を組み合わせて、 低学年と 高学年で、 衛生・ 公衆衛生学に関する 広い内容の

授業を行っている 。  

CC.. 現現状状へへのの対対応応  
・ アウ ト カム・ コ ンピ テンシー達成度調査によ る 学生の学修成果の水準の把握や、 カリ キ

ュ ラ ム評価アンケート や科目評価アン ケート 等によ る 学生のフ ィ ード バッ ク によ り 、 短

期的課題に対する 改善を図る 。

・ 医学教育モデル・ コ ア・ カリ キュ ラ ム （ 令和４ 年度改訂版） に対応し て、 各科目の内容

をカリ キュ ラ ム委員会およ び担当教員によ り 調整し 更新する 。

DD.. 改改善善にに向向けけたた計計画画  
・ 学生の学修成果の水準の把握と フ ィ ード バッ ク を定期的・ 継続的に実施し 、 プロ グラ ム

評価委員会等によ る 評価結果をも と に、 カリ キュ ラ ム 委員会等およ び担当教員によ る 中

長期的な改善を検討する 。

・ アウ ト カム・ コ ンピ テンシーの変更や、 モデル・ コ ア・ カリ キュ ラ ムの改訂に合わせ、
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内容を更新する 。

関 連 資 料/
105 シラ バス _ 医学科授業要項（ 2023 年度）  

218 社会と 医学・ 医療Ⅰ講義資料（ 2022 年度）  

219 社会と 医学・ 医療Ⅱ実習要領（ 2023 年度）  

カリキュラムに以下を定め、実践しなければならない。

BB  22..44..33  医療倫理学

AA..  基基本本的的水水準準にに関関すするる情情報報  

・ 本学の医療倫理学については、 倫理学を専門と する 専任教員を「 医学教育・ 倫理学分野」

に配置し 、医療倫理学・ 生命倫理学に関連する 科目を担当し ている 。高学年の科目では、

臨床医学領域の教員と と も に講義を担当し ている 。  

・ １ 年次「 生命倫理学Ⅰ」 では、 技術の進歩にと も なっ て生じ る 現代医療における 倫理的

諸問題を取り 上げ、 そこ で問われている 人間観や死生観など と いった人間存在そのも の

に関わる 問いかけや、 死にゆく も のを 看取る と はど のよ う な営みなのか、 ある いはケア

と は何かなど と いった人間独自の営みに関する 問いかけに応えら れる 能力を身につける 。

（ 資料 105_ P79-81）  

・ １ 年次「 生命倫理学Ⅱ」 では、 伝統的な倫理学理論を概観する と と も に、 現在の「 医療」

「 福祉」 の領域で顕著に見受けら れる 諸問題に対し て、 医療倫理学およ び専門職倫理学

の可能性を検討し 、 最終的に個々の学生がそれら に関する 自分自身の考えを倫理学的な

観点から 逞し く でき る よ う にする 。（ 資料 105_ P82-84）  

・ １ 年次「 コ ミ ュ ニケーショ ン と チーム 医療Ⅰ」 では、 医療の現場における コ ミ ュ ニケー

ショ ンの重要性を理解し 、 信頼関係の確立に役立つ能力を修得する 。（ 資料 105_ P85-87） 

・ ３ 年次「 医の原則」 では、 生命倫理・ 医療倫理・ 臨床倫理の現況と 動向を的確に理解し

ながら 、医療・ 医学研究における 倫理に対する 問題意識と 理解を深める と と も に、 医療・

医学の実践で直面する 医療倫理の基本的な諸問題に適切に対処でき る 態度と 考え方を 修

得する 。（ 資料 105_ P221-223）  

・ ４ 年次「 腫瘍」 においては、 腫瘍の診断における 倫理的諸問題およ び課題を概説し 、 そ

れら に対する 具体的な 対応策が修得でき る よ う 、 授業内容を 構成し て いる 。（ 資料

105_ P328-329）  

・ ５ 年次「 メ ディ プロ 総合演習Ⅰ」 では、 選択肢が多様な場合でも 適切に説明を 行い、 患

者の価値観を理解・ 尊重し て（ 患者中心の視点）、 患者の自己決定を支援でき る 能力や資

質を 身につける 。 イ ンフ ォ ームド コ ン セント と イ ンフ ォ ームド アセント の意義と 必要性

について説明でき る 能力はも と よ り 、 その際、 医師に必要と さ れる 社会性（ 医療に関連

のある 社会学領域） についても 修得する 。（ 資料 105_ P369-371）  

・ 医療倫理学関連科目によ り 、 アウ ト カム１ 「 医療人と し ての態度」 における コ ンピ テン

シー（ １ ）「 医の倫理と プロ フ ェ ッ ショ ナリ ズム」、 コ ンピテンシー（ ２ ）「 人間性の形成
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と コ ミ ュ ニケーショ ン」、 およ びアウ ト カム２ 「 医療人と し ての知識・ 技能」 における コ

ンピ テンシー（ ５ ）「 診療の実践と 患者ケア・ 医療安全」 で定義さ れる 能力を修得でき る 。

（ 資料 105_ P15-18）  

・ 医療倫理学関連科目のう ち、「 生命倫理学Ⅰ・ Ⅱ」「 コ ミ ュ ニケーショ ンと チーム医療Ⅰ」

「 医の原則」「 メ ディ プロ 総合演習Ⅰ」 は、 特色ある カリ キュ ラ ムの「 メ ディ カル・ プロ

フ ェ ッ ショ ナリ ズム」 の科目群に含めて、学年縦断的に配置し ている 。（ 資料 105_ P10-12） 

・ 医療倫理学関連科目は、 モデル・ コ ア・ カリ キュ ラ ム区分の「 プロ フェ ッ ショ ナリ ズム」

「 コ ミ ュ ニケーショ ン能力」「 医療に関連のある 社会科学領域」「 集団に対する 医療」「 医

学研究と 倫理」「 医療の質と 安全の管理」 に合致する 。  

BB..  基基本本的的水水準準にに関関すするる現現状状分分析析とと自自己己評評価価  
・ 医療倫理学の教育は、 専任の教員によ り 講義およ び実習から 生命・ 医療倫理に関する 知

識、 医療における 行為や判断上の価値観、 権利およ び責務など について幅広く 行ってい

る 。  

・ １ 年次から ５ 年次ま での縦断的なカリ キュ ラ ムによ り 、 臨床医学における 高い倫理観の

養成を目指し ている 。  

CC.. 現現状状へへのの対対応応  
・ 医療倫理学の教育は、 卒業時のアウ ト カムの「 医療人と し ての態度」 と 「 医療人と し て

の知識・ 技能」 の双方に関わっている ため、今後、こ れら の整合性を図る 必要性がある 。

こ の教育には複数の教員が携わっており 、 整合性およ び系統的な見地から 検討する 。  

・ 医学教育モデル・ コ ア・ カリ キュ ラ ム （ 令和４ 年度改訂版） に対応し て、 各科目の内容

をカリ キュ ラ ム委員会およ び担当教員によ り 調整し 更新する 。

DD.. 改改善善にに向向けけたた計計画画  
・ 学生の学修成果の水準の把握と フ ィ ード バッ ク を定期的・ 継続的に実施し 、 プロ グラ ム

評価委員会等によ る 評価結果をも と に、 カリ キュ ラ ム 委員会等およ び担当教員によ る 中

長期的な改善を検討する 。

・ アウ ト カム・ コ ンピ テンシーの変更や、 モデル・ コ ア・ カリ キュ ラ ムの改訂に合わせ、

内容を更新する 。

関 連 資 料/
105 シラ バス _ 医学科授業要項（ 2023 年度）  
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カリキュラムに以下を定め、実践しなければならない。

BB  22..44..44  医療法学

AA..  基基本本的的水水準準にに関関すするる情情報報  
・ 本学の医療法学については、 主に「 医学教育・ 倫理学分野」 と 「 法医学分野」 の専任教

員が担当し ている 。  

・ １ 年次前期「 生命倫理学Ⅰ」 では、 脳死状態から の臓器移植や安楽死・ 尊厳死の問題、

そし て出生前診断や生殖補助技術の問題など 現代の医療技術の進歩にと も なっ て生じ る

問題群に関わる 事例検討を通じ て、関連する 医療法制を理解し 、医療における 法的責任・

規範を遵守する 能力と 資質を身につける 。（ 資料 105_ P79-81）  

・ １ 年次後期「 生命倫理学Ⅱ」 では、 伝統的な倫理学理論を概観する と と も に、 現在の「 医

療」「 福祉」 の領域で顕著に見受けら れる 倫理的諸問題を医療倫理（ 医療専門職倫理）・

臨床倫理的な観点から 読み解き 、 関連する 医療法規を 参照にし ながら 、 それら に対する

自分自身の考えを言語化でき る 能力を身につける 。（ 資料 105_ P82-84）  

・ １ 年次「 コ ミ ュ ニケーショ ン と チーム 医療Ⅰ」 では、 患者のプラ イ バシーに配慮する と

同時に、 患者情報の守秘義務と 患者等への情報提供の重要性を 理解し 、 適切な取り 扱い

を学ぶ。（ 資料 105_ P85-87）  

・ ２ 年次「 コ ミ ュ ニケーショ ン と チーム 医療Ⅱ」 では、 医療に関わる 法令を扱う 各職種代

表者の講義を受け、 医療における 法令の概要を理解する 。（ 資料 105_ P132-134）  

・ ３ 年次「 医の原則」 では、 医療法制を 理解し 、 医師の法的義務を列挙し 、 例示でき る 能

力と 資質を身につける 。 ま た、 医学研究（ 臨床研究、 臨床試験、 治験、 市販後臨床試験）

に関する 法令や、 薬物に関する 法令を概説でき る よ う にする 。（ 資料 105_ P221-223）  

・ ３ 年次「 社会と 医学・ 医療Ⅰ」 では、 介護保険法に基づく 介護保険制度およ び介護サー

ビ ス の内容について理解する 。（ 資料 105_ P229-230）  

・ ３ 年次「 死と 法」 において、 医師法や死体解剖保存法など法医学に関連する 法規を学ぶ。

（ 資料 105_ P224-226）  

・ ３ 年次「 精神系」 において、 精神保健福祉法の歴史と 現法の要点を知り 、 入院制度を 理

解し 、 地域精神医学の現況や司法精神医学の概要を学ぶ。（ 資料 105_ P292-296）  

・ ４ 年次「 コ ミ ュ ニケーショ ン と チーム 医療Ⅲ」 において、 医療行為が患者と 医師の契約

的な信頼関係に基づいている こ と を説明でき 、 患者情報の守秘義務と 患者等への情報提

供の重要性を理解し 、 適切な取り 扱いができ る よ う にする 。（ 資料 105_ P307-308）  

・ ４ 年次「 社会と 医学・ 医療Ⅱ」 では医療関連法規を概説し 、 特に医師法に規定さ れた医

師と し ての義務や、 医療法に規定さ れた医療関連法規を概説でき 、 医師個人と し ての義

務を 列挙でき る と と も に、 地域の医療シス テムなど の法的基盤を理解する 。 ま た、 個人

情報保護法の趣旨に従って、 医療現場で得た患者情報を適切に管理し て利用する ための

基本的な事項を 学ぶと し て、 個人情報保護法の内容についても 概説し ている 。（ 資料

105_ P314-317）  

・ ４ 年次「 遺伝医療・ ゲノ ム医療」 において、 遺伝医療における 倫理的・ 法的・ 社会的配

慮を説明でき る よ う にする 。（ 資料 105_ P321-323）  
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・ ４ 年次「 感染症」 では、 感染症法を概説でき る よ う にする 。（ 資料 105_ P324-327）  

・ ４ 年次「 診療参加型臨床実習Ⅰ」 の開始時オリ エンテーショ ン で医療情報・ 個人情報の

取り 扱いについて理解し 、 適正な保護に努める よ う にする 。（ 資料 202）（ 資料 213）  

・ ５ 年次「 メ ディ プロ 総合演習Ⅰ」 にて、 医療、 医療提供シス テム、 医療専門職と し ての

責務について議論し ている 。（ 資料 105_ P369-371）  

・ 医療法学関連科目によ り 、 アウ ト カム １ 「 医療人と し ての態度」 における コ ン ピ テン シ

ー（ １ ）「 医の倫理と プロ フ ェ ッ ショ ナリ ズム」、 コ ンピテンシー（ ２ ）「 人間性の形成と

コ ミ ュ ニケーショ ン」、 およ びアウ ト カム２ 「 医療人と し ての知識・ 技能」 における コ ン

ピ テンシー（ ５ ）「 診療の実践と 患者ケア・ 医療安全」 で定義さ れる 能力を修得でき る 。

（ 資料 105_ P15-18）  

・ 医療法学関連科目のう ち、「 生命倫理学Ⅰ・ Ⅱ」「 コ ミ ュ ニケーショ ンと チーム 医療Ⅰ・

Ⅱ・ Ⅲ」「 医の原則」「 死と 法」、「 メ ディ プロ 総合演習Ⅰ」 は、 特色ある カリ キュ ラ ム の

「 メ ディ カル・ プロ フ ェ ッ ショ ナリ ズム」 の科目群に含めて、 学年縦断的に配置し てい

る 。（ 資料 105_ P10-12）  

・ 医療法学関連科目は、 モデル・ コ ア・ カリ キュ ラ ム 区分の「 プロ フ ェ ッ ショ ナリ ズム 」

「 コ ミ ュ ニケーショ ン能力」「 医療に関連のある 社会科学領域」「 集団に対する 医療」「 法

医学と 関連法規」「 人の死」「 医学研究と 倫理」「 医療の質と 安全の管理」 に合致する 。  

BB..  基基本本的的水水準準にに関関すするる現現状状分分析析とと自自己己評評価価  
・ 医療法学の教育は、 専任の教員によ り 、 医療と 法、 法医学、 コ ミ ュ ニケーショ ンと チー

ム医療に関する 講義を通し て、現行の医療制度に関する 法令・ 法規と 医師に必要な法令・

法規を１ 〜５ 年次に縦断的に学修でき る よ う に、 受益者である 国民の健康生活を守る 観

点から 実施し ている 。  

CC.. 現現状状へへのの対対応応  
・ 医療法学の教育は、 卒業時のアウ ト カムの「 医療人と し ての態度」 と 「 医療人と し ての

知識・ 技能」 の双方に関わっ ている ため、 今後、 こ れら の整合性を図る 必要性がある 。

こ の教育には複数の教員が携わっており 、 整合性およ び系統的な見地から 検討する 。  

・ 医学教育モデル・ コ ア・ カリ キュ ラ ム （ 令和４ 年度改訂版） に対応し て、 各科目の内容

をカリ キュ ラ ム委員会およ び担当教員によ り 調整し 更新する 。

DD.. 改改善善にに向向けけたた計計画画  
・ 学生の学修成果の水準の把握と フ ィ ード バッ ク を定期的・ 継続的に実施し 、 プロ グラ ム

評価委員会等によ る 評価結果をも と に、 カリ キュ ラ ム 委員会等およ び担当教員によ る 中

長期的な改善を検討する 。

・ アウ ト カム・ コ ンピ テンシーの変更や、 モデル・ コ ア・ カリ キュ ラ ムの改訂に合わせ、

内容を更新する 。  

関 連 資 料/
105 シラ バス _ 医学科授業要項（ 2023 年度）  

202 診療参加型臨床実習Ⅰ要項（ 2022 年度）  
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213 臨床実習オリ エンテーショ ン資料_ 福井大学医学図書館（ 2022 年度）  

行動科学、社会医学、医療倫理学、医療法学に関し以下に従ってカリ キュラムを調整および修正す

べきである。

QQ  22..44..11  科学的、技術的そして臨床的進歩

AA..  質質的的向向上上ののたためめのの水水準準にに関関すするる情情報報  
・ 行動科学、 社会医学、 医療倫理学、 医療法学について、 それぞれに専任教員が在籍し 、

基本的なカリ キュ ラ ムに責任を持って担当し ており 、 ま たモデル・ コ ア・ カリ キュ ラ ム

の改訂など にも 対応し ている 。  

・ カリ キュ ラ ムの調整・ 修正については教育支援センタ ーで協議し 、 医学科カリ キュ ラ ム

委員会で検討し 、 医学部教育委員会およ び教授会に諮っている 。（ 資料 122）  

・ 行動科学、 社会医学、 医療倫理学、 医療法学に関連する 科目では、 各担当教員がそれぞ

れの授業において、 科学的・ 技術的・ 臨床的進歩に応じ て内容を調整し 修正し ている 。  

・ 行動科学では、人の心の働き を概念的な心理学的知識に留ま ら ず、心と 脳の科学と し て、

最新の脳科学・ 神経科学的研究成果によ る 科学的根拠に基づいた内容に調整し ている 。

（ 資料 105_ P90-95）  

・ 平成 28 年度モデル・ コ ア・ カリ キュ ラ ム改訂によ り 強化さ れた「 プロ フ ェ ッ ショ ナリ ズ

ム」 に合わせ、「 コ ミ ュ ニケーショ ンと チーム医療Ⅱ」「 メ ディ プロ 総合演習Ⅰ」 を加え、

カリ キュ ラ ムを調整し ている 。（ 資料 105_ P132-134 P369-371）  

・ 行動科学、 医療倫理学およ び医療法学に関連する 科目を「 メ ディ カル・ プロ フ ェ ッ ショ

ナリ ズム」 と し て特色ある カリ キュ ラ ムの一つと し ている 。（ 資料 105_ P13-14）  

・ 医療法学では、「 死と 法」 において、 外部の専門家によ る 特別講義を行い、 当該分野の最

先端の情報を学ぶ機会の提供（ 法歯学によ る 個人識別・ 裁判証言に関わる 医療人と し て

の取り 組みなら びに我が国の裁判制度に関する 基本的知識の享受）、ある いは臨床へつな

がる 講義（ 医療用画像の診断のための画像解剖、 公的文書発行の手順と その方法） と し

て座学・ 演習を実施し ている 。（ 資料 105_ P224-226）  

・ 社会医学においては、 科学的、 技術的そし て臨床的進歩は疾病の動向や関連する 法改正

に影響を与える 。「 社会と 医学・ 医療Ⅰ」 では高齢者保健における 介護保険制度の動向、

「 社会と 医学・ 医療Ⅱ」 では、 地域保健、 産業保健、 環境保健など における 最新の話題

（ 人口動態統計など の政府統計や職業病事例など ） を 常に講義内容に反映さ せて質的向

上に努めている 。（ 資料 105_ P229-230 P314-317）  

BB..  質質的的向向上上ののたためめのの水水準準にに関関すするる現現状状分分析析とと自自己己評評価価  
・ 行動科学・ 社会医学・ 医療倫理学・ 医療法学については、 関連する 科目において、 社会の

変化によ る 科学的・ 技術的・ 臨床的進歩に基づいて、 各担当教員の判断によ り 内容を調整

し 修正し ている 。
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CC.. 現現状状へへのの対対応応  
・ アウ ト カム・ コ ンピ テンシー達成度調査によ る 学生の学修成果の水準の把握や、 カリ キ

ュ ラ ム評価アンケート や科目評価アン ケート 等によ る 学生のフ ィ ード バッ ク を 踏ま え、

科学的、 技術的そし て臨床的進歩に基づいて、 講義内容の改善を図る 。

・ 医学教育モデル・ コ ア・ カリ キュ ラ ム （ 令和４ 年度改訂版） に対応し て、 各科目の内容

をカリ キュ ラ ム委員会およ び担当教員によ り 調整し 更新する 。

DD.. 改改善善にに向向けけたた計計画画  
・ 学生の学修成果の水準の把握と フ ィ ード バッ ク を定期的・ 継続的に実施し 、 プロ グラ ム

評価委員会等によ る 評価結果をも と に、 カリ キュ ラ ム 委員会等およ び担当教員によ る 中

長期的な改善を検討する 。

・ アウ ト カム・ コ ンピ テンシーの変更や、 モデル・ コ ア・ カリ キュ ラ ムの改訂、 社会の変

化によ る 科学的、 技術的そし て臨床的進歩に基づき カリ キュ ラ ム内容を更新する 。

関 連 資 料/
105 シラ バス _ 医学科授業要項（ 2023 年度）  

122 医学部教育マネジメ ント ・ 教育内部質保証体制 

行動科学、社会医学、医療倫理学、医療法学に関し以下に従ってカリ キュラムを調整および修正す

べきである。

QQ  22..44..22  現在および将来的に社会や医療システムにおいて必要になると予測されること。

AA..  質質的的向向上上ののたためめのの水水準準にに関関すするる情情報報  
・ 行動科学、 社会医学、 医療倫理学、 医療法学について、 それぞれ専任教員が在籍し 、 基

本的なカリ キュ ラ ムに責任を 持って担当し ており 、 ま たモデル・ コ ア・ カリ キュ ラ ム の

改訂などにも 対応し ている 。  

・ カリ キュ ラ ムの調整・ 修正については教育支援センタ ーで協議し 、 医学科カリ キュ ラ ム

委員会で検討し 、 医学部教育委員会およ び教授会に諮っている 。（ 資料 122）  

・ 行動科学、 社会医学、 医療倫理学、 医療法学に関連する 科目では、 各担当教員がそれぞ

れの授業において社会や医療シス テムの変化に応じ て内容を調整し 修正し ている 。  

・ 行動科学では、 コ ロ ナ禍での勤務形態や医師の働き 方改革を見据えた交代制勤務や、 SNS

など 情報通信機器の発達にと も なう 生活リ ズムの乱れによ る 睡眠障害など の課題対応に

必要な睡眠・ 時間生物学的知識を、 行動科学担当教員が「 行動科学Ⅱ」 およ び「 医学英

語Ⅱ」 で講義し ている 。（ 資料 105_ P93-95 P130-131）  

・ 行動科学・ 医療倫理学では、 社会的情勢にと も ない変化する 医師―患者関係や医師のラ

イ フ・ ワ ーク バラ ンス などの問題に対応する ため、 その時々に医師が抱える 葛藤や倫理的

問題のシナリ オを「 メ ディ プロ 総合演習Ⅰ」 で取り 上げている 。（ 資料 105_ P369-371）  

・ 医療法学において、「 死と 法」 では、 医療関連死亡に対する 適切な対応力と 問題解決なら

びに再発防止に向けた取り 組みに従事でき る よ う 、 現状と その課題を知り 、 医療人と し
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て遵守し なければなら ない法的背景と 心構えについて享受する 機会を提供し ている 。（ 資

料 105_ P224-226）  

・ 社会医学のあり 方は、 既存の疾病の動向や新たな疾病の発生、 およ び関連する 法改正な

ど によ って常に変化する 。「 社会と 医学・ 医療Ⅰ」 およ び「 社会と 医学・ 医療Ⅱ」 の講義

では、 将来の地域保健や地域医療など のあり 方を見据えて、 最新の話題（ 人口動態や国

民医療費など の政府統計、 職業病事例、 医師の働き 方改革、 関連する 法改正など ） を 常

に講義内容に反映さ せて質的向上に努めている 。（ 資料 105_ P229-230 P314-317）  

BB..  質質的的向向上上ののたためめのの水水準準にに関関すするる現現状状分分析析とと自自己己評評価価  
・ 行動科学・ 社会医学・ 医療倫理学・ 医療法学については、 関連する 科目において、 現在

およ び将来の社会や医療シス テムの変化に対応すべく 、 各担当教員の判断によ り 内容を

調整し 修正し ている 。

CC.. 現現状状へへのの対対応応  
・ アウ ト カム・ コ ンピ テンシー達成度調査によ る 学生の学修成果の水準の把握や、 カリ キ

ュ ラ ム評価アンケート や科目評価アン ケート 等によ る 学生のフ ィ ード バッ ク を 踏ま え、

現在およ び将来の社会や医療シス テムについて、 講義内容の改善を図る 。

・ 医学教育モデル・ コ ア・ カリ キュ ラ ム （ 令和４ 年度改訂版） に対応し て、 各科目の内容

をカリ キュ ラ ム委員会およ び担当教員によ り 調整し 更新する 。

DD.. 改改善善にに向向けけたた計計画画  
・ 学生の学修成果の水準の把握と フ ィ ード バッ ク を定期的・ 継続的に実施し 、 プロ グラ ム

評価委員会等によ る 評価結果をも と に、 カリ キュ ラ ム 委員会等およ び担当教員によ る 中

長期的な改善を検討する 。

・ アウ ト カム・ コ ンピ テンシーの変更や、 医学教育モデル・ コ ア・ カリ キュ ラ ム の改訂に

合わせ、 内容を更新する 。

・ 将来の AI や I T を活用し た医療シス テムが導入さ れた場合に必要と 予測さ れる 行動科

学・ 社会医学・ 医療倫理学・ 医療法学に関連する 事項について検討し ていく 。  

関 連 資 料/
105 シラ バス _ 医学科授業要項（ 2023 年度）  

122 医学部教育マネジメ ント ・ 教育内部質保証体制 
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行動科学、社会医学、医療倫理学、医療法学に関し以下に従ってカリ キュラムを調整および修正す

べきである。

QQ  22..44..33  人口動態や文化の変化

AA..  質質的的向向上上ののたためめのの水水準準にに関関すするる情情報報  
・ 行動科学、 社会医学、 医療倫理学、 医療法学については専任教員が在籍し 、 基本的なカ

リ キュ ラ ムに責任を持って担当し ており 、 ま た医学教育モデル・ コ ア・ カリ キュ ラ ム の

改訂などにも 対応し ている 。  

・ カリ キュ ラ ムの調整・ 修正については教育支援センタ ーで協議し 、 医学科カリ キュ ラ ム

委員会で検討し 、 医学部教育委員会およ び教授会に諮っている 。（ 資料 122）  

・ 行動科学、 社会医学、 医療倫理学、 医療法学に関連する 科目では、 各担当教員がそれぞ

れの授業において人口動態や文化の変化に応じ て内容を調整し 修正し ている 。  

・ 行動科学では、 ジェ ンダーや LGBTQ+など に対する 医師と し ての理解の重要性について、

「 行動科学Ⅱ」 の授業に取り 入れている 。（ 資料 105_ P93-95）  

・ 行動科学・ 医療倫理学に関し て、 医療ド ラ マの影響など、 社会の文化的変化にと も なう

患者意識や倫理的意識の変化に対応する ため、「 メ ディ プロ 総合演習Ⅰ」 で取り 上げる シ

ナリ オを設定し ている 。（ 資料 105_ P369-371）  

・ 医療法学については、「 死と 法」 において、 多死社会に対する 客観的死因究明を担当する

医療従事者になり える ため、 基本的に取得し なければなら ない技能なら びに先進技術を

用いる 知識の双方を修得でき る 機会を提供し ている 。（ 資料 105_ P224-226）  

・ 社会医学については、「 社会と 医学・ 医療Ⅰ」 では、 近年の少子高齢化にと も ない、 要介

護・ 要支援の認定者数が増大し 、 介護保険報酬が人口動態など の変化に応じ て改訂さ れ

る ため、 その内容を講義に反映さ せている 。 さ ら に、「 社会と 医学・ 医療Ⅱ」 では、 人口

動態統計について毎年最新の情報を講義に反映さ せており 、 その内容に基づいて将来予

測さ れる 人口構成の変化およ び疾病予防と 健康増進の重要性について解説し ている 。（ 資

料 105_ P229-230 P314-317）  

BB..  質質的的向向上上ののたためめのの水水準準にに関関すするる現現状状分分析析とと自自己己評評価価  
・ 行動科学・ 社会医学・ 医療倫理学・ 医療法学については、 関連する 科目において、 人口

動態や文化の変化に対応すべく 、 各担当教員の判断によ り 内容を調整し 修正し ている 。

CC.. 現現状状へへのの対対応応  
・ アウ ト カム・ コ ンピ テンシー達成度調査によ る 学生の学修成果の水準の把握や、 カリ キ

ュ ラ ム評価アンケート や科目評価アン ケート 等によ る 学生のフ ィ ード バッ ク を 踏ま え、

人口動態や文化の変化について講義内容の改善を図る 。

・ 医学教育モデル・ コ ア・ カリ キュ ラ ム （ 令和４ 年度改訂版） に対応し て、 各科目の内容

をカリ キュ ラ ム委員会およ び担当教員によ り 調整し 更新する 。
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DD.. 改改善善にに向向けけたた計計画画  
・ 学生の学修成果の水準の把握と フ ィ ード バッ ク を定期的・ 継続的に実施し 、 プロ グラ ム

評価委員会等によ る 評価結果をも と に、 カリ キュ ラ ム 委員会等およ び担当教員によ る 中

長期的な改善を検討する 。

・ アウ ト カム・ コ ンピ テンシーの変更や、 モデル・ コ ア・ カリ キュ ラ ムの改訂、 人口動態

や文化の変化、 など を踏ま え、 カリ キュ ラ ム内容を更新する 。

関 連 資 料/
105 シラ バス _ 医学科授業要項（ 2023 年度）  

122 医学部教育マネジメ ント ・ 教育内部質保証体制 
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22..55  臨臨床床医医学学とと技技能能  

基基本本的的水水準準：：  
医学部は、  

 臨床医学について、 学生が以下を 確実に実践でき る よ う にカリ キュ ラ ム を定め実践し

なければなら ない。  

 卒業後に適切な医療的責務を果たせる よ う に十分な知識、 臨床技能、 医療専門職と し

ての技能の修得（ B 2. 5. 1）  

 臨床現場において、計画的に患者と 接する 教育プロ グラ ムを教育期間中に十分持つこ

と （ B 2. 5. 2）  

 健康増進と 予防医学の体験（ B 2. 5. 3）  

 主要な診療科で学修する 時間を定めなく てはなら ない。 （ B 2. 5. 4）  

 患者安全に配慮し た臨床実習を構築し なく てはなら ない。 （ B 2. 5. 5）  

質質的的向向上上ののたためめのの水水準準：：  
医学部は、  

 臨床医学教育のカリ キュ ラ ムを以下に従って調整、 修正すべき である 。  

 科学、 技術およ び臨床の進歩（ Q 2. 5. 1）  

 現在およ び、 将来において社会や医療制度上必要と なる こ と （ Q 2. 5. 2）  

 全ての学生が早期から 患者と 接触する 機会を 持ち、 徐々に実際の患者診療への参画を

深めていく べき である 。 （ Q 2. 5. 3）  

 教育プロ グラ ム の進行に合わせ、 さ ま ざま な臨床技能教育が行われる よ う に教育計画

を構築すべき である 。 （ Q 2. 5. 4）  

注注  釈釈：：  
 [ 臨床医学] は、 地域の要請、 関心およ び伝統によ って異なる が、 麻酔科学、 皮膚科学、

放射線診断学、 救急医学、 総合診療/家庭医学、 老年医学、 産科婦人科学、 内科学（ 各

専門領域を含む） 、 臨床検査医学、 医用工学、 神経内科学、 脳神経外科学、 腫瘍学な

ら びに放射線治療学、 眼科学、 整形外科学、 耳鼻咽喉科学、 小児科学、 緩和医療学、

理学療法学、 リ ハビ リ テーショ ン 医学、 精神医学、 外科学（ 各専門領域を含む） 、 泌

尿器科学、 形成外科学およ び性病学（ 性感染症） など が含ま れる 。 ま た、 臨床医学に

は、 卒後研修・ 専門研修への最終段階の教育を含む。

 [ 臨床技能] には、 病歴聴取、 身体診察、 コ ミ ュ ニケーショ ン 技法、 手技・ 検査、 救急

診療、 薬物処方およ び治療の実践が含ま れる 。  

 [ 医療専門職と し ての技能] には、 患者管理能力、 チーム ワ ーク やリ ーダーシッ プ、 専

門職/多職種連携実践が含ま れる 。  

 [ 適切な医療的責務] は、 健康増進、 疾病予防およ び患者ケアに関わる 医療活動を含む。

 [ 教育期間中に十分] と は、 教育期間の約 3 分の 1 を指す。  

日日本本版版注注釈釈：：臨床技能教育は、 低学年での患者と の接触を伴う 臨床現場での実習から 高
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学年での診療参加型臨床実習を含み、 全体で 6 年教育の 1/3、 概ね 2 年間を指す。

 [ 計画的に患者と 接する ] と は、 学生が学んだこ と を 診療の状況の中で活かすこ と がで

き る よ う 、 目的と 頻度を充分に考慮する こ と を意味する 。  

 [ 主要な診療科で学修する 時間] には、 ロ ーテーショ ンと ク ラ ーク シッ プが含ま れる 。  

日日本本版版注注釈釈：：ロ ーテーショ ンと ク ラ ーク シッ プと は、 それぞれ短期間の臨床実習と 十分

な期間の診療参加型臨床実習を指す。  

 [ 主要な診療科] には、 内科（ 各専門科を含む） 、 外科（ 各専門科を 含む） 、 精神科、

総合診療科/家庭医学、 産科婦人科およ び小児科を含む。  

日日本本版版注注釈釈：：診療参加型臨床実習を効果的に行う ために、 主要な診療科では、 原則と し

て 1 診療科あたり 連続し て 4 週間以上を確保する こ と が推奨さ れる 。  

 [ 患者安全] では、 学生の医行為に対する 監督指導が求めら れる 。  

 [ 早期から 患者と 接触する 機会] と は、 一部はプラ イ マリ ・ ケア診療のなかで行い、 患

者から の病歴聴取や身体診察およ びコ ミ ュ ニケーショ ンを含む。  

 [ 実際の患者診療への参画] と は、 地域医療現場など で患者への検査や治療の一部を 監

督者の指導下に責任を持つこ と を含む。  

臨床医学について、学生が以下を確実に実践できるようにカリ キュラムを定め実践しなければなら

ない。

BB  22..55..11  卒業後に適切な医療的責務を果たせるように十分な知識、臨床技能、医療専門職として

の技能の修得

AA..  基基本本的的水水準準にに関関すするる情情報報

・ アウ ト カム基盤型教育に基づき 、 臨床医学の知識・ 技能についての学修成果と し てアウ

ト カム２ 「 医療人と し ての知識・ 技能」 を定め、 その達成に必要な修得すべき 能力と し

てコ ンピテンシー大領域のコ ンピテンシー（ ４ ）「 医学及び関連領域の知識と 問題解決能

力・ 生涯学修」 に、「 医学の基盤と なる 基礎・ 臨床・ 社会医学等の知識を持ち、 疾患の原

因・ 病態等の理解に応用でき る 」 と し 、 その具体的能力と し て小領域③およ び④に「 臨

床医学」 を定めている 。 さ ら にコ ンピ テンシー（ ５ ）「 診療の実践と 患者ケア・ 医療安全」

において「 医学知識に基づいた基本的臨床手技を用いて、 患者に敬意を示し つつ、 苦痛

や不安感に配慮し た効果的かつ安全な診療を、 指導医の指導・ 監督のも と で実施でき る 」

と し 、 その具体的能力を①〜⑧の小領域に定めている 。 ま た、 医療専門職と し ての技能

については、 アウ ト カム１ 「 医療人と し ての態度」 のコ ンピ テンシー大領域（ ３ ）「 チー

ム医療」 において、 その具体的能力と し て小領域①「 チーム医療」 と ②「 多職種連携実

践」 を定めている 。 こ れら に基づき カリ キュ ラ ムには、 関連する 科目を各学年に配置し

ている 。（ 資料 105_ P4-20）  

・ 臨床医学の知識およ び技能については、 医学教育モデル・ コ ア・ カリ キュ ラ ム の区分に

準じ た科目構成に基づいて３ 年次以降に実施し ている 。 モデル・ コ ア・ カリ キュ ラ ム 区

分の臓器別科目と し て、 ３ 年次に「 血液・ 造血器・ リ ンパ系」「 神経系」「 皮膚系」「 運動

器（ 筋骨格） 系」「 循環器系」「 呼吸器系」「 消化器系」「 腎臓内科」「 泌尿器系」「 女性生
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殖機能・ 乳房」「 内分泌・ 栄養・ 代謝系」「 眼・ 視覚系」「 精神系」、 およ び４ 年次に「 耳

鼻咽喉・ 口腔系」 を実施し ている 。 全身の疾患・ 治療など に関する 科目と し て、 ３ 年次

に「 放射線・ 電磁波の医療応用と 防護」、 ４ 年次に「 遺伝医療・ ゲノ ム 医療」「 感染症」

「 腫瘍」「 免疫・ アレ ルギー疾患」「 救急医療・ 緊急被ばく 医療」「 成長と 発達」「 加齢と

老化」「 画像・ 放射線を用いた診断と 治療」 を実施し ている 。 ま た、 ４ 年次の「 症候・ 病

態から のアプロ ーチ」 において、 主な症候・ 病態の原因、 分類、 診断と 治療の概要を 発

達、 成長、 加齢、 性別と 関連づけて学ぶ科目を実施し ている 。（ 資料 105_ P10-12）

・ さ ら に臨床実習前の基本的知識・ 技能の科目と し て、 ４ 年次に「 基本的診療知識」 と「 基

本的診療技能」 を実施し ている 。「 基本的診療知識」 では臨床検査、 外科的治療と 周術期

管理、 麻酔、 栄養療法、 医用機器と 人工臓器、 内視鏡診断と 治療、 輸血と 移植、 リ ハビ

リ テーショ ン、 およ び緩和医療を理解する 。「 基本的診療技能」 では基本的な医療面接か

ら 診療技能ま でを理解し 、 診断学実習において技能の修得を行う 。 同時に、 臨床実習前

に行われる Pre-CC OSCEに備える ための授業を実施し ている 。（ 資料 105_ P10-12）  

・ ５ 年次後期に「 メ ディ プロ 総合演習Ⅰ」 と し てメ ディ カル・ プロ フ ェ ッ ショ ナリ ズム 教

育の最終段階と し て、 医療現場における 葛藤など 様々な状況を 想定し 、 ディ ベート 形式

での議論を行っている 。 それによ り 、 医療現場での複雑な課題に対し て多面的な思考に

よ り 解決する 力を身につける こ と を目指す。（ 資料 105_ P369-371）  

・ ５ ～６ 年次には「 実践臨床病態学」 と し て、 実際の臨床例に則し て、 臨床例のプレ ゼン

テーショ ン技術を学び、 さ ら には帰納法的推論ができ る よ う になる ための基本を学び、

学生がプラ ク チカント と し て臨床例をま と め、プレ ゼンテーショ ンし 、鑑別診断を考え、

診断に導く ま でのプロ セス を 学ぶ。 具体的には、 担当グループの学生は指導教員と の複

数回の面談を通し 、 担当症例の病歴、 現症の把握、 検査計画の立案、 画像所見、 検査結

果に基づいた鑑別診断に至る 過程と 、 その治療法、 治療経過について理解し 、 グループ

ご と に発表する 。 指導教員は担当症例に関連し た疾患の病態、 治療について解説する 。

（ 資料 105_ P372-374）  

・ ６ 年次には「 メ ディ プロ 総合演習Ⅱ」 と し て主な症候に対する 適切な医療面接を行い、

想定疾患に沿った身体診察を 適切に施行でき る ための演習を行っている 。 適切な身体診

察所見を得た上で、 得ら れた情報から 病態を推測し 鑑別診断を 行い、 教員に適切なプレ

ゼンテーショ ンを行える こ と を目指す。（ 資料 105_ P375-377）  

・ 医療専門職と し ての技能については、 １ 年次「 コ ミ ュ ニケーショ ンと チーム医療Ⅰ」 に

おいて、 コ ミ ュ ニケーショ ン の基礎の講義と と も に附属病院での早期体験実習を行っ て

いる 。 早期体験実習では、 外来患者エス コ ート 体験を 通し た「 患者さ んと のふれあい実

習」 によ り 、 患者と のコ ミ ュ ニケーショ ンの実践、 病棟看護師の日勤と 夜勤を 経験する

「 看護体験実習」 によ り 、 チーム医療およ び多職種連携実践に早期に触れる 授業と し て

いる 。（ 資料 105_ P85-87）  

・ １ 年次ではさ ら に、 地域医療に関わる 職種と 人材や、 地域医療における 医療機関・ 介護

施設・ 行政の役割分担の理解など を学修目標と し て「 地域医療早期体験プロ グラ ム」 を

実施し ている 。 こ れによ り 地域医療学や臨床栄養学の基礎の講義と と も に、「 地域医療現

地見学」 において福井県高浜町の中核病院や公立診療所、 行政機関、 介護施設を見学す

る こ と で地域医療を俯瞰する 視点を育み、「 合同調理実習」 においては管理栄養士を目指
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す仁愛大学の学生と の合同実習から 栄養療法の実践と 管理栄養士の役割を知る こ と で多

職種連携実践をさ ら に理解する 。（ 資料 105_ P88-89）  

・ ２ 年次「 コ ミ ュ ニケーショ ン と チーム 医療Ⅱ」 では、 臨床検査技師や薬剤師、 精神保健

福祉士など 他の職種講師によ る 講義と それぞれの職種の病院での現場を見学する 実習を

実施し 、 チーム医療と 多職種連携実践の重要性を理解する 。（ 資料 105_ P132-134）  

・ ３ 年次「 コ ミ ュ ニケーショ ン と チーム 医療Ⅲ」 では、 患者医師関係や患者行動、 看護か

ら 見た患者など の講義と 実習によ り 、 医療面接やチーム医療およ び多職種連携実践の理

解をさ ら に深める 。（ 資料 105_ P307-308）  

・ ２ 年次と ４ 年次の「 地域医療学」 では、 地域医療の現状と 課題を全国の事例も 交えて把

握し 、 現場で求めら れる 能力を 知り 、 理想の地域医療を 考える 。（ 資料 105_ P227-228 

P312-313）  

・ 推薦入試の地域枠（ 福井健康推進枠） およ び地元出身者枠で入学し た学生は、 ３ 年次に

選択科目である 「 地域医療学実習」 に参加し 、 附属病院総合診療部、 公立丹南病院、 福

井厚生病院、 永平寺町立在宅訪問診療所、 今庄診療所、 高浜和田診療所等において医師

と マンツ ーマンで診療に参画する こ と によ り 、 それぞれの施設の果たす地域医療への役

割や施設間の連携に加え、それぞれの施設の抱える 課題を理解する 。（ 資料 105_ P135-136） 

・ ５ 年次「 地域包括ケア実習」 では、様々な介護現場を想定し たシミ ュ レ ーショ ン演習や、

介護の現場に直結し た病院施設等の見学を通じ て、 チーム医療への理解を深める 。（ 資料

220）  

・ ４ 年次後期の時点で、 総括評価と し て共用試験 CBT・ Pre-CC OSCE を実施し 、 合格者にス

チュ ーデント ・ ド ク タ ーの称号を与えたのち、 ４ 年次後半から ５ 年次前半に「 診療参加

型臨床実習Ⅰ」、５ 年次後半から ６ 年次前半に「 診療参加型臨床実習Ⅱ」 を実施し ている 。

（ 資料 110_ P108-112）（ 資料 202）（ 資料 221）（ 資料 222）  

・ 特色ある カリ キュ ラ ムの「 メ ディ カル・ プロ フ ェ ッ ショ ナリ ズム 」「 地域医療」「 救急・

緊急被ばく 医療」「 感染症」 において、 それぞれの科目群に関連する 臨床医学科目を含め

て、 基礎医学から 臨床医学ま でを低学年から 高学年ま で学年縦断的に学べる よ う にし て

いる 。（ 資料 105_ P13-14）  

BB..  基基本本的的水水準準にに関関すするる現現状状分分析析とと自自己己評評価価  
・ アウ ト カム・ コ ンピ テンシーおよ び医学教育モデル・ コ ア・ カリ キュ ラ ムに準じ た臨床

医学の科目をカリ キュ ラ ムに配置し 、 卒業後に適切な医療的責務を果たせる よ う に、 臨

床医学の知識と 技能およ び医療専門職と し ての技能を 修得でき る カリ キュ ラ ム を実施し

ている 。  

CC.. 現現状状へへのの対対応応  
・ 学生のアウ ト カム・ コ ンピ テンシーの達成・ 修得状況や学生から のフ ィ ード バッ ク に基

づき 、 臨床医学科目の構成や内容を検討する 。  

・ 医学教育モデル・ コ ア・ カリ キュ ラ ム （ 令和４ 年度改訂版） に対応し て、 各科目の内容

をカリ キュ ラ ム委員会およ び担当教員によ り 調整し 更新する 。
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DD.. 改改善善にに向向けけたた計計画画  
・ 学生の学修成果の水準の把握と フ ィ ード バッ ク を定期的・ 継続的に実施し 、 プロ グラ ム

評価委員会等によ る 評価結果をも と に、 カリ キュ ラ ム 委員会等およ び担当教員によ り 、

基礎医学カリ キュ ラ ムの中長期的な改善・ 更新を検討する 。

関 連 資 料/
105 シラ バス _ 医学科授業要項（ 2023 年度）  

110 学生便覧（ 2023 年度）  

202 診療参加型臨床実習Ⅰ要項（ 2022 年度）  

220 地域包括ケア実習要領（ 2023 年度）  

221 共用試験の実施及び合格基準に関する 申合せ 

222 診療参加型臨床実習Ⅱ要項（ 2022 年度）  

臨床医学について、学生が以下を確実に実践できるようにカリ キュラムを定め実践しなければなら

ない。

BB  22..55..22  臨床現場において、計画的に患者と接する教育プログラムを教育期間中に十分持つこと

AA..  基基本本的的水水準準にに関関すするる情情報報  
・ アウ ト カム基盤型教育において、 アウ ト カム２ 「 医療人と し ての知識・ 技能」 を学修成

果と し て定め、 それに基づき 患者と 接する 教育プロ グラ ムを実施でき る よ う に１ 年次か

ら ６ 年次にかけてカリ キュ ラ ムを構成し ている 。（ 資料 105_ P10-12）  

・ 以下のよ う な患者と 接する 教育プロ グラ ムを行っている 。  

1. コ ミ ュ ニケーショ ンと チーム医療Ⅰ（ １ 年次、 ６ 日）  

 コ ミ ュ ニケーショ ンの基本についての行動科学的講義によ る 十分な学修の後、 附属病

院外来において実際の患者をエス コ ート する 「 患者さ んと のふれあい実習」 を行い、

その体験をグループ・ ディ ス カッ ショ ンで共有する 。「 看護体験実習」 においては、 病

棟看護師の日勤・ 夜勤のシフ ト に同行し 、 看護業務を見学する 。 こ れによ り 患者の立

場の理解と 看護師と の多職種連携の重要性を理解する 。（ 資料 105_ P85-87）  

2. 地域医療早期体験プロ グラ ム（ １ 年次、 ６ 日）  

 地域医療学・ 臨床栄養学に関する 基礎講義によ る 学修を行う 。 その後、 福井県高浜町

の地域中核病院を訪問し て見学し 、 高浜町保健福祉センタ ーにおいて公立診療所、 行

政機関、 介護施設の医師・ 職員と 学生が参加する レ ク チャ ー・ ディ ス カッ ショ ンを実

施し 、 地域医療に対する 理解を深める 。 ま た、 管理栄養士の養成学科を擁する 仁愛大

学と 協力し 、 管理栄養士を目指す学生と 共同し て栄養食をつく る 実習を行い、 栄養管

理・ 栄養食の重要性およ び多職種連携・ チーム 医療について理解を 深める 。（ 資料

105_ P88-89）  

3. コ ミ ュ ニケーショ ンと チーム医療Ⅱ（ ２ 年次、 ３ 日）  

 臨床検査技師など 医療チームの他の職種の講師によ る 講義の後、 複数のグループに分

かれ、「 病院見学実習」と し て附属病院のそれぞれのコ メ ディ カルが働く 現場を見学し 、
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イ ンタ ビュ ーや質問を行う 。 学生はその体験をま と め、 発表会形式で互いに共有し 、

ディ ス カッ ショ ンを通じ て、チーム医療における 多職種連携実践の理解を深める 。（ 資

料 105_ P132-134）  

4. 社会と 医学・ 医療Ⅰ（ ３ 年次、 ２ 日）  

 介護・ 在宅医療に関する 基本的講義の後、 複数のグループに分かれ、「 介護体験実習」

と し て学外の複数の介護施設にグループごと に訪問し 、 介護現場を体験する 。 こ れに

よ り 、 チーム医療における 介護・ 看護の重要性を理解する 。（ 資料 105_ P229-230）（ 資

料 218）  

5. 社会と 医学・ 医療Ⅱ（ ４ 年次、 ９ 日）  

 環境保健学に関する 基本的講義の後、 複数のグループに分かれ、「 環境保健学実習」 と

し て保健所や保健センタ ーなど 学外の複数の関連施設にグループごと に訪問し 、 現場

フ ィ ールド を体験する 。 学生は実習の体験について発表会を通じ て共有する 。 こ れに

よ り 、 地域保健・ 産業保健・ 環境保健・ 精神保健・ 高齢者保健など に対する 理解を深

める 。（ 資料 105_ P314-317）（ 資料 219）  

6. 地域包括ケア実習（ ５ 年次、 ２ 週）  

 様々な介護現場を想定し たシミ ュ レ ーショ ン演習や、 介護の現場に直結し た病院施設

等の見学を通じ て、 チーム医療への理解を深める 実習を行う 。（ 資料 220）  

7. 診療参加型臨床実習Ⅰ（ ４ 〜５ 年次、 40 週）  

 本実習では、 患者の病歴を聴取し 、 基本的な身体診察が実践でき る 臨床技能の修得を

目指す。 さ ら に、 検査計画を立案し 、 取得し た検査結果と 疾患の病態を適切に判断す

る こ と によ って、 診断を確定する 能力の修得も 目標と する 。（ 資料 202）  

 共用試験を合格し た学生にス チュ ーデント ・ ド ク タ ーの称号を与え、 附属病院におい

て、 診療参加型臨床実習と し て実際に患者を担当し 、 身体診察・ 学生カルテ記載・ 治

療方針等に関する 指導医と のディ ス カッ ショ ンなど を含めた実習を、 診療科をロ ーテ

ーショ ンする こ と で行っている 。（ 資料 202）  

 原則２ 週間ずつ 20 診療科領域をロ ーテーショ ンする 。 こ のう ち、 内科、 外科、 総合診

療部等の主要診療科については、 異なる 身体部位を担当する 同系統の２ 診療科を連続

し て行い（ 例・ 消化器・ 乳腺外科２ 週間、 心臓血管・ 呼吸器外科２ 週間）、 可能な限り

同系統の診療科実習を４ 週間にま と めている 。（ 資料 223）  

 それぞれの診療科での実習は、 オリ エンテーショ ンを行った上で担当患者を割り 当て

る こ と で開始する 。 担当患者は学生実習への協力同意を得た入院患者の中から 割り 充

てている 。 学生は、 ２ 週間を通じ て担当患者を訪問し 、 コ ミ ュ ニケーショ ンを図り 、

気づいた点等を学生カルテ（ 臨床教育支援シス テム F. CESS の一機能） に記載する 。 実

習の最後には、２ 週間かけて進めた課題発表、提出等を課す診療科が多い。（ 資料 202） 

 病棟実習、 外来実習、 手術見学、 検査参加、 症例検討会、 ミ ニレ ク チャ ー等では、 受

動的に「 受ける 」 のではなく 、 主体的に参加する こ と を求めている 。（ 資料 202）  

 診療参加型臨床実習では、本学が独自に開発し た臨床教育支援シス テム F. CESS を用い

ている 。 F. CESS では、 電子カルテに基づく 学生カルテ記載の他、 指導医と のオンラ イ

ンコ ミ ュ ニケーショ ン（ チャ ッ ト 機能）、患者割り 振り 、経験医行為・ 経験疾患の履歴、

教員によ る 形成的評価、 学生によ る 診療科評価、 ポート フォ リ オなど 実習の計画・ 実

施・ 評価・ 振り 返り など一連の機能が全て一つの端末上ででき る 。 こ れによ り 教員・
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学生と も に臨床実習を効率的かつ計画的に実施する こ と ができ 、 学生にと っては診療

に参加し ている 実感を持つこ と ができ る 。 F. CESS を利用でき る PC端末は、 附属病院

内のス キルラ ボ室に 60 台設置し ている 。 臨床実習学生はこ の部屋を 365 日 24 時間利

用する こ と ができ る 。（ 資料 138）（ 資料 224）  

 「 地域包括ケア実習」 は、 診療参加型臨床実習Ⅰの一部と し て行っている 。 介護施設

等を含めた地域医療の実情を把握し 、 多職種連携（ 言語療法士、 作業療法士等） に必

要な基礎知識を修得し た上で、医療過疎地である 福井県嶺南地域を中心と し た診療所、

介護施設の訪問実習を行い、 地域医療に対する 理解を深める 。 ま た、 作業療法士、 言

語療法士等の養成学科を擁する 福井医療大学の講義に参加し 、 学んだ内容を発表する

機会を設ける こ と によ って、 近接する 他職種の業務内容、 およ び、 チーム医療のあり

方についての理解を深める 。（ 資料 220）  

【 診療参加型臨床実習Ⅰ ロ ーテーショ ン表（ 簡易版）】  
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【 臨床教育支援シス テム F. CESS のシス テム概要】  

8. 診療参加型臨床実習Ⅱ（ ５ 〜６ 年次、 22 週）  

 本実習では、 医学知識に基づいた基本的手技を用いて、 患者の苦痛や不安に配慮し た

効果的かつ安全な診療を、 指導医の指導・ 監督のも と で実施でき る 能力の修得を目指

す。 医療チームのメ ンバーと し て、 診断・ 病態に基づいた適切な治療計画の立案と 、

診療録の作成、 プレ ゼンテーショ ン力の修得も 目指す。 さ ら に、 医療専門職と し ての

技能を修得する こ と を目標と する 。 こ れには、 指導医の監督のも と 、 患者に検査や治

療について説明でき 、 適切に同意を取る こ と ができ る こ と 、 さ ら に患者およ び医療者

の安全を優先し た医療を実践する こ と など を含む。（ 資料 222）  

 診療参加型臨床実習Ⅰを終えた５ 年次の年度末よ り 、 ６ 年次の夏にかけて、 原則２ 週

間×10 プロ グラ ム（ 一部４ 週間のプロ グラ ムあり ） を主と する「 診療参加型臨床実習

Ⅱ」 を行っている 。 診療参加型臨床実習Ⅱでは、 附属病院に加えて教育関連病院（ 約

30 施設） での実習を行う 。 学生は、 約 130（ 附属病院 20、 教育関連病院 110） のプロ

グラ ムから 、 自ら の興味のある も のを原則９ つ選択し 、 実習を行う 。 ケニア、 中国、

アメ リ カ等の海外協定病院での実習希望がある 場合には、 医学科臨床実習委員会にお

いて実施計画の事前審査およ び実施後の実績審査を経て、 診療参加型臨床実習Ⅱの履

修と し て認定し ている 。（ 資料 134）（ 資料 222）（ 資料 225）（ 資料 226）  
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【 診療参加型臨床実習Ⅱ ロ ーテーショ ン表（ 簡易版）】  

・ 以上の各実習によ り 、 合計で 68 週間の患者と 接する 教育プロ グラ ムを、 カリ キュ ラ ム ・

ツ リ ーに示す順序に応じ て計画的に実施し ている 。（ 資料 227）  

BB..  基基本本的的水水準準にに関関すするる現現状状分分析析とと自自己己評評価価  
・ 低学年での早期体験実習から 高学年でのス チュ ーデン ト ・ ド ク タ ーと し ての診療参加型

臨床実習において、 講義・ 見学・ 体験中心の科目から 診療に参加する 実習ま でを、 カリ

キュ ラ ム・ ツ リ ーに基づいて計画的に配置し て実施し ている 。  

・ 患者と 接する 教育プロ グラ ムは合計で 68 週間を実施し ている 。 臨床実習期間は、 2016

年度入学者から 16 週間増加し た。 本学の総授業週数は 186 週である こ と から 、 患者と 接

する 教育プロ グラ ム は教育期間の約 36. 6%を占め、 教育期間の３ 分の１ 以上を確保し 、

十分な期間で実施し ている 。  
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・ 独自に開発し た臨床教育支援シス テム F. CESS によ り 、 臨床実習を効率的・ 計画的に実施

し 、 診療参加型実習を実践し ている 。  

・ 海外協定病院での実習は、 新型コ ロ ナウ イ ルス 流行時には一時期中止し ていたが、 2023

年度から 再開し ている 。  

CC.. 現現状状へへのの対対応応  
・ 2022 年度の医師法改正と それによ る 医学教育モデル・ コ ア・ カリ キュ ラ ム（ 令和４ 年度

改訂版） に対応する ために、 臨床実習の内容と 期間の更新を臨床実習委員会において検

討する 。  

・ F. CESS によ る 学生の形成的評価や学生によ る 診療科評価、 アウ ト カム・ コ ンピ テンシー

達成・ 修得状況、 学生から のフ ィ ード バッ ク など に基づき 、 臨床実習等の患者と 接する

教育プロ グラ ムの改善を検討する 。  

DD.. 改改善善にに向向けけたた計計画画  
・ 学生の学修成果の水準の把握と フ ィ ード バッ ク を定期的・ 継続的に実施し 、 プロ グラ ム

評価委員会等によ る 評価結果をも と に、 カリ キュ ラ ム 委員会・ 臨床実習委員会等およ び

担当教員によ り 、 患者と 接する 教育プロ グラ ムの中長期的な改善・ 更新を検討する 。

関 連 資 料/
105 シラ バス _ 医学科授業要項（ 2023 年度）  

134 教育関連病院一覧（ 2023 年度）  

138 臨床教育支援シス テム F. CESS 

202 診療参加型臨床実習Ⅰ要項（ 2022 年度）  

218 社会と 医学・ 医療Ⅰ講義資料（ 2022 年度）  

219 社会と 医学・ 医療Ⅱ実習要領（ 2023 年度）  

220 地域包括ケア実習要領（ 2023 年度）  

222 診療参加型臨床実習Ⅱ要項（ 2022 年度）  

223 診療参加型臨床実習Ⅰロ ーテーショ ン表（ 2022 年度）  

224 附属病院７ 階ス キルラ ボ室 

225 診療参加型臨床実習Ⅱロ ーテーショ ン表（ 2022 年度）  

226 卒前臨床研修を海外で実施する 場合の流れ 

227 患者と 接する 教育プロ グラ ム一覧 

臨床医学について、学生が以下を確実に実践できるようにカリ キュラムを定め実践しなければなら

ない。

BB  22..55..33  健康増進と予防医学の体験

AA..  基基本本的的水水準準にに関関すするる情情報報  
・ アウ ト カム基盤型教育に基づいて、 アウ ト カム３ 「 医療人と し ての地域性・ 国際性」 を
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学修成果と し て、 その修得すべき 能力と し てコ ンピ テンシー（ ７ ）「 医療の社会性と 地域

医療・ 国際的視点」 の小領域①「 予防・ 健康」 を定めている 。 こ れに基づき 、 健康増進

と 予防医学に関連する 科目を３ 〜４ 年次に配置し ている 。（ 資料 105_ P4-20）  

・ ３ 年次「 社会と 医学・ 医療Ⅰ」 では、 福井県内の介護施設など を訪問し て実習を行い、

地域保健や高齢者保健の現場での健康増進や疾病予防の実際と 、 医療関係者の役割と 連

携について理解する 。（ 資料 105_ P229-230）  

・ ４ 年次「 社会と 医学・ 医療Ⅱ」 では、 最初に講義で集団・ 社会レ ベルの健康増進と 疾病

予防に関する 法制度に関する 基礎的事項を学ぶ。 その後に数人ごと のグループに分かれ

て、 福井県内の公衆衛生に関連する 施設を訪問し 、 地域保健（ 保健所）、 産業保健、 環境

保健、 精神保健、 高齢者保健など の現場での実際の業務に基づいた実習を行い、 知識の

理解を深めている 。 実習の最後には発表会を行い、 各班の実習内容を全ての学生に共有

し ている 。（ 資料 105_ P314-317）  

・ ４ 年次以降の「 診療参加型臨床実習Ⅰ・ Ⅱ」 において、 附属病院各診療科・ 関連病院で

の実習を通じ て、 それぞれの診療科・ 地域に必要な健康増進と 予防医学に関する 事項を

体験する 。（ 資料 202）（ 資料 222）  

・ 例えば診療参加型臨床実習Ⅰの第３ 内科（ 呼吸器内科） においては、 禁煙指導に関する

ミ ニレ ク チャ ーを行い、 健康増進・ 予防医学に対する 理解を深めている 。 総合診療部で

は地域の診療施設（ 永平寺町立在宅訪問診療所など ） で在宅医療を学び、 予防接種や健

康診断、 介護・ 福祉に関わる 他職種と 一緒に診療に参加する こ と を 行っ ている 。（ 資料

228）  

BB..  基基本本的的水水準準にに関関すするる現現状状分分析析とと自自己己評評価価  
・ 社会医学を担当し ている 環境保健学分野を中心に、 健康増進と 予防医学を体験でき る 科

目をカリ キュ ラ ムに構成し 、 診療参加型臨床実習においても 実践し ている 。  

CC.. 現現状状へへのの対対応応  
・ 学生のアウ ト カム・ コ ンピ テンシーの達成・ 修得状況や学生から のフ ィ ード バッ ク に基

づき 、 健康増進・ 予防医学関連科目の構成や内容を検討する 。  

・ 医学教育モデル・ コ ア・ カリ キュ ラ ム （ 令和４ 年度改訂版） に対応し て、 各科目の内容

をカリ キュ ラ ム委員会およ び担当教員によ り 調整し 更新する 。

DD.. 改改善善にに向向けけたた計計画画  
・ 学生の学修成果の水準の把握と フ ィ ード バッ ク を定期的・ 継続的に実施し 、 プロ グラ ム

評価委員会等によ る 評価結果をも と に、 カリ キュ ラ ム 委員会等およ び担当教員によ り 、

健康増進およ び予防医学に関連する カリ キュ ラ ムの中長期的な改善・ 更新を検討する 。  

関 連 資 料/
105 シラ バス _ 医学科授業要項（ 2023 年度）  

202 診療参加型臨床実習Ⅰ要項（ 2022 年度）  

222 診療参加型臨床実習Ⅱ要項（ 2022 年度）  

228 永平寺町立在宅訪問診療所 【 HP】  
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BB  22..55..44  主要な診療科で学修する時間を定めなくてはならない。

AA..  基基本本的的水水準準にに関関すするる情情報報  
1. 診療参加型臨床実習Ⅰ（ ４ 〜５ 年次、 40 週）  

・ 共用試験を合格し た学生にス チュ ーデント ・ ド ク タ ーの称号を与え、附属病院において、

診療参加型臨床実習と し て実際に患者を担当し 、 身体診察・ 学生カルテ記載・ 治療方針

等に関する 指導医と のディ ス カッ ショ ンなど を含めた実習を、 診療科をロ ーテーショ ン

する こ と で行っている 。（ 資料 202）  

・ 原則２ 週間ずつ 20 診療科領域をロ ーテーショ ンする 。 こ のう ち、 内科、 外科等の主要診

療科については、 異なる 身体部位を担当する 同系統の２ 診療科を連続し て行い（ 例・ 消

化器・ 乳腺外科２ 週間、 心臓血管・ 呼吸器外科２ 週間）、 可能な限り 同系統の診療科実習

を４ 週間にま と めている 。重要な診療科での実習期間のま と めは次のと おり 。（ 資料 223） 

【 内科領域】 計 10 週 

・ 血液腫瘍・ 感染症・ 消化器・ 神経内科： ４ 週 

・ 呼吸器・ 内分泌代謝内科： ２ 週 

・ 循環器内科： ２ 週 

・ 腎臓内科： ２ 週 

【 外科領域】 計８ 週 

・ 消化器・ 乳腺・ 心臓血管・ 呼吸器外科： ４ 週 

・ 整形外科学： ２ 週 

・ 脳神経外科学： ２ 週 

【 総合診療部・ 救急領域】 計４ 週 

【 精神科領域】 計２ 週 

【 小児科領域】 計２ 週 

【 産婦人科領域】 計２ 週 

・ それぞれの診療科での実習は、 オリ エンテーショ ンを行った上で担当患者を 割り 当てる

こ と で開始する 。 担当患者は学生実習への協力同意を得た入院患者の中から 割り 充てて

いる 。 学生は、 ２ 週間を通じ て担当患者を訪問し 、 コ ミ ュ ニケーショ ンを図り 、 気づい

た点等を学生カルテ（ 臨床教育支援シス テム F. CESS の一機能） に記載する 。 実習の最後

には、 手術見学、 検査参加、 症例検討会、 ミ ニレ ク チャ ー等に、 受動的に「 受ける 」 の

ではなく 、 主体的に参加する こ と を求めている 。（ 資料 202）  

2. 診療参加型臨床実習Ⅱ（ ５ 〜６ 年次、 22 週）  

・ 診療参加型臨床実習Ⅰを終えた５ 年次の年度末よ り 、 ６ 年次の夏にかけて、 原則２ 週間

×10 プロ グラ ム（ 一部４ 週間のプロ グラ ムあり ） を主と する 「 診療参加型臨床実習Ⅱ」

を行っている 。診療参加型臨床実習Ⅱでは、附属病院に加えて教育関連病院（ 約 30 施設）

での実習を行う 。 学生は、 約 130（ 附属病院 20、 教育関連病院 110） のプロ グラ ムから 、

自ら の興味のある も のを９ つ選択し 実習を行う 。 ケニア、 中国、 アメ リ カ等の海外協定

病院での実習希望がある 場合には、 医学科臨床実習委員会において実施計画の事前審査

およ び実施後の実績審査を経て、 診療参加型臨床実習Ⅱの履修と し て認定し ている 。（ 資

料 222）（ 資料 225）（ 資料 226）  
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BB..  基基本本的的水水準準にに関関すするる現現状状分分析析とと自自己己評評価価  
・ 主要な診療科のう ち、 内科、 外科、 総合診療部・ 救急での臨床実習は４ 週間実施し てい

る こ と から 、 十分な学修期間を確保でき ている 。  

・ 精神科、 産婦人科、 小児科での臨床実習は、 現行では２ 週間にと ど ま っている 。  

CC.. 現現状状へへのの対対応応  
・ 現行カリ キュ ラ ムでの６ 年次の臨床実習の実施は 2023 年度が初年度である こ と から 、臨

床実習に関する アンケート およ びアウ ト カム・ コ ンピ テンシー達成・ 修得状況を調査し 、

主要な診療科での臨床実習時間について検討し 、 必要に応じ て改善を図る 。  

DD.. 改改善善にに向向けけたた計計画画  
・ 学生の学修成果の水準の把握と フ ィ ード バッ ク を定期的・ 継続的に実施し 、 プロ グラ ム

評価委員会等によ る 評価結果をも と に、 カリ キュ ラ ム 委員会・ 臨床実習委員会およ び担

当教員によ り 、 主要な診療科での実習に関連する カリ キュ ラ ム の中長期的な改善・ 更新

を検討する 。  

・ 小児科、 産婦人科、 精神科での臨床実習を４ 週間以上確保する ため、 小児科と 産婦人科

の組み合わせ、 精神科と 脳外科の組み合わせなど で、 学生が連続４ 週間２ 診療科を同時

にラ ウ ンド する 実習の実施可能性について臨床実習委員会で検討する 。  

関 連 資 料/
202 診療参加型臨床実習Ⅰ要項（ 2022 年度）  

222 診療参加型臨床実習Ⅱ要項（ 2022 年度）  

223 診療参加型臨床実習Ⅰロ ーテーショ ン表（ 2022 年度）  

225 診療参加型臨床実習Ⅱロ ーテーショ ン表（ 2022 年度）  

226 卒前臨床研修を海外で実施する 場合の流れ 

BB  22..55..55  患者安全に配慮した臨床実習を構築しなくてはならない。

AA..  基基本本的的水水準準にに関関すするる情情報報  
・ アウ ト カム基盤型教育において、 アウ ト カム２ 「 医療人と し ての知識・ 技能」 を学修成

果と し 、その達成に修得すべき 能力と し てコ ンピテンシー（ ５ ）「 診療の実践と 患者ケア・

医療安全」の小領域⑦「 説明と 同意」およ び⑧「 医療安全」を定めている 。（ 資料 105_ P4-20） 

・ 附属病院医療環境制御センタ ー・ 医療安全管理部に専任教員（ 教授） が配置さ れており 、

医療安全に関する 教育を行っている 。  

・ ４ 年次「 医療における 安全性への配慮と 危機管理」 において、臨床実習前の基本と し て、

医療における 安全性配慮と 危機管理を 理解する こ と を 目標に、 医療の安全性確保や危機

管理、 一般患者の安全対策と 危機管理、 輸血や感染対策およ び薬剤や手術における 安全

対策と 危機管理について学修さ せている 。（ 資料 105_ P309-311）  

・ ３ 年次「 医の原則」 において、 倫理学専任教員から イ ンフ ォ ームド ・ コ ンセン ト に関す

る 授業を行っている 。（ 資料 105_ P221-223）  
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・ さ ら に４ 年次臨床実習前のオリ エンテーショ ンにおいて、 医療安全、 感染対策、 個人情

報保護など に関し 指導し 、 再度学修さ せている 。（ 資料 229）  

・ 臨床実習は患者から 包括同意を取得し た上で行っている 。 各患者の同意取得状況は、 臨

床教育支援シス テム F. CESS 上に表示し 、 学生は、 実習の担当患者の同意の有無を随時確

認する こ と ができ る 。（ 資料 230）  

・ 臨床実習における 医行為施行が可能な場合は、 包括同意を得ら れている 患者のみ、 指導

医監督下で指導医の指示に従い、 十分な知識・ 見学・ シミ ュ レ ーショ ンを終えた場合に

限っ ている 。 学生医行為施行の成立条件についての指導は、 実習前オリ エンテーショ ン

で行い、「 診療参加型臨床実習Ⅰ要項」 で周知し ている 。（ 資料 202）（ 資料 229）  

・ 臨床実習は臨床教育支援シス テム F. CESS を利用し 、学生は搭載さ れている チャ ッ ト 機能

によ り 指導医と 十分なコ ミ ュ ニケーショ ンをと る こ と で、 患者の安全に配慮し て実習し

ている 。（ 資料 138）  

・ 感染症対策については、「 診療参加型臨床実習Ⅰ要項」 において基本的な感染対策、 学生

熱発時の対応、 臨床実習の実施段階判断など について概説し ている 。（ 資料 202）  

・ １ 年次に、 感染症（ 麻疹、 ム ンプス 、 風疹、 水痘） に対する ワ ク チン接種の記録を提出

さ せ、 未接種のワ ク チンを各自追加で接種し 、 松岡地区保健センタ ーに報告する こ と を

義務づけている 。（ 資料 231）  

・ 臨床実習学生には、 B・ C 型肝炎血液検査およ び HB ワ ク チン接種、 イ ンフ ルエンザワ ク

チン接種、 新型コ ロ ナウ イ ルス ワ ク チン接種を行っている 。（ 資料 116_ P27）（ 資料 231）  

・ 学外での実習先病院から 要請がある と き には、 実習学生について、 抗体状況等の証明書

を提供し ている 。

・ コ ロ ナ禍での実習は、 実習内容を段階（ St ep） に分けて、 福井県内の感染状況にあわせ

て柔軟に行っている 。 例えば、 コ ロ ナ禍において大学病院の病棟に学生が入れない時期

には、 模擬患者に関する 情報（ 主訴、 病歴、 現症、 検査結果など ） をグループごと に提

供し 、 ミ ニレ ク チャ ーを Web 上で行った。 その上で、 学生は模擬患者について学んだこ

と を発表する こ と によ って、 病棟実習の代用と し た。（ 資料 202_ P19）  

・ 学生の血液事故発生時対応や学外実習先における 学生の事故等の連絡体制、 針刺し ・ 血

液汚染事故届は、「 診療参加型臨床実習Ⅰ要項」 によ り 周知し ている 。（ 資料 202_ P14-15） 

BB..  基基本本的的水水準準にに関関すするる現現状状分分析析とと自自己己評評価価  
・ 医療安全に関する 科目や臨床実習前のオリ エンテーショ ン等によ り 、 実習開始前から 十

分な教育を行い、 患者の同意を得た上で臨床実習を行っており 、 患者安全に配慮し た臨

床実習を実践し ている 。  

・ 新型コ ロ ナウ イ ルス 感染症に関し て様々な取り 組みによ り 患者安全に配慮し ている 。  

CC.. 現現状状へへのの対対応応  
・ 医療安全に関する 教育を継続し 、 患者の安全に配慮し た臨床実習の実施を維持する 。  

DD.. 改改善善にに向向けけたた計計画画  
・ 臨床実習における 医療安全について、 患者や病院職員等の意見を聴取し 、 改善につなげ

る こ と を検討する 。  
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・ 学生の学修成果の水準の把握と フ ィ ード バッ ク を定期的・ 継続的に実施し 、 プロ グラ ム

評価委員会等によ る 評価結果をも と に、 カリ キュ ラ ム 委員会・ 臨床実習委員会およ び担

当教員によ り 、 実習における 患者の安全への配慮に関連する カリ キュ ラ ムの中長期的な

改善・ 更新を検討する 。  

関 連 資 料/
105 シラ バス _ 医学科授業要項（ 2023 年度）  

116 医学部広報誌く ずり ゅ う （ 2023 年度）  

138 臨床教育支援シス テム F. CESS 

202 診療参加型臨床実習Ⅰ要項（ 2022 年度）  

229 診療参加型臨床実習Ⅰオリ エンテーショ ン資料（ 2022 年度）  

230 診療参加型臨床実習の包括同意書 

231 感染症検査と ワ ク チン接種 

臨床医学教育のカリキュラムを以下に従って調整、修正すべきである。

QQ  22..55..11  科学、技術および臨床の進歩

AA..  質質的的向向上上ののたためめのの水水準準にに関関すするる情情報報  

・ 臨床医学教育のカリ キュ ラ ム における それぞれの科目は、 臨床医学の当該分野の専門家

である 教員が担当し ている 。 担当教員は、 臨床医・ 専門家・ 研究者と し て随時最新の医

学的知識を追求し ている こ と から 、 教育内容にそれら を反映し ている 。  

・ 科学的進歩に基づいて臨床応用が進んでいる 遺伝医療に関し て、「 遺伝医療・ ゲノ ム医療」

を科目と し て設け、 ゲノ ム・ 染色体・ 遺伝子の多様性と 疾患と の関連、 遺伝情報・ ゲノ

ム情報の特性を理解し 、 遺伝情報・ ゲノ ム情報に基づいた診断と 治療、 患者支援につい

て学修でき る よ う にし ている 。（ 資料 105_ P321-323）  

・ がん研究の著し い科学的進展に対応し て、「 腫瘍」 を科目と し て設け、 がん研究やがん診

療の第一線で活躍する 教員によ る 最新のホッ ト な話題や「 がん」を取り 巻く 現状の講義、

各臨床科で実際に行われている がん診療の講義を行い、 次世代の若い人たちが「 がん」

について興味を持ち、「 がん」 克服へ向けての将来の戦力と し て育つこ と を目的と し てい

る 。（ 資料 105_ P328-329）  

BB..  質質的的向向上上ののたためめのの水水準準にに関関すするる現現状状分分析析とと自自己己評評価価  

・ 当該分野の専門家である 担当教員の意見を参考にし て、 カリ キュ ラ ムを調整、 修正し て

いる 。  

CC.. 現現状状へへのの対対応応  

・ 学生のアウ ト カム・ コ ンピ テンシーの達成・ 修得状況や学生から のフ ィ ード バッ ク を 踏

ま え、 科学、 技術およ び臨床の進歩に応じ たカリ キュ ラ ムや科目の構成や内容を検討す

る 。  
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・ 医学教育モデル・ コ ア・ カリ キュ ラ ム （ 令和４ 年度改訂版） に対応し て、 各科目の内容

をカリ キュ ラ ム委員会およ び担当教員によ り 調整し 更新する 。

DD.. 改改善善にに向向けけたた計計画画  
・ 学生の学修成果の水準の把握と フ ィ ード バッ ク を定期的・ 継続的に実施し 、 プロ グラ ム

評価委員会等によ る 評価結果をも と に、 カリ キュ ラ ム 委員会・ 臨床実習委員会およ び担

当教員によ り 、 科学、 技術およ び臨床の進歩に応じ たカリ キュ ラ ムの中長期的な改善・

更新を検討する 。

関 連 資 料/
105 シラ バス _ 医学科授業要項（ 2023 年度）  

臨床医学教育のカリキュラムを以下に従って調整、修正すべきである。

QQ  22..55..22  現在および、将来において社会や医療制度上必要となること

AA..  質質的的向向上上ののたためめのの水水準準にに関関すするる情情報報  
・ 医学科カリ キュ ラ ムにおいて、 特色ある カリ キュ ラ ム と し て、「 １ . メ ディ カル・ プロ フ

ェ ッ ショ ナリ ズム」「 ２ . 医学英語」「 ３ . 医科学研究研修」「 ４ . 地域医療」「 ５ . 救急・ 緊

急被ばく 医療」「 ６ . 感染症」 の６ 項目を 掲げ、 社会や医療制度上必要と さ れる 医師の育

成を目指し た教育を行っている 。（ 資料 105_ P13-14）  

・ 「 ４ . 地域医療」 では、 少子高齢化など福井県の地域事情を踏ま えた社会的ニーズに対応

でき る 指導的医療人の育成のための一連の科目群を構成し 、 その中で１ 年次に「 地域医

療早期体験プロ グラ ム」、 ２ ・ ４ 年次に「 地域医療学」、 ３ ・ ４ 年次に「 社会と 医学・ 医

療Ⅰ・ Ⅱ」、 ３ 年次に「 地域医療学実習」 を実施し 、 ５ 年次の「 地域包括ケア実習」 と 合

わせて、 地域医療に必要な知識・ 技能を修得でき る よ う にし ている 。 ま た、 超高齢化社

会への対応については、 ４ 年次の「 加齢と 老化」 において、 高齢者医療に対する 理解を

深めている 。（ 資料 105_ P88-89 P135-136 P227-230 P312-317）（ 資料 220）  

・ 「 ５ . 救急・ 緊急被ばく 医療」 では、 本学のミ ッ ショ ン再定義で求めら れている 原発立地

県と し ての社会的ニーズに応える ための一連の科目群を構成し 、 ３ 年次に「 放射線・ 電

磁波の医療応用と 防護」、 ４ 年次に「 救急医療・ 緊急被ばく 医療」、 ５ 年次の放射線科に

よ る 診療参加型臨床実習と 合わせて、 原発事故など 被ばく 対応のでき る 医師と し ての知

識・ 技能を修得でき る よ う にし ている 。（ 資料 159）（ 資料 105_ P297-298 P333-337）  

・ 「 ６ . 感染症」 では、 新型コ ロ ナウ イ ルス 感染拡大を 受けて、 2021 年度に新たに一連の

感染症カリ キュ ラ ムを設定し 、 ２ 年次に関連する 基礎医学科目と と も に「 感染症診断実

習」 を実施し 、 ４ 年次の「 感染症」 と ５ 年次の診療参加型臨床実習での「 感染症診療演

習」 によ り 、感染症に対応でき る 医師と し ての知識・ 技能を修得でき る よ う にし ている 。

こ の感染症教育は、福井県から の寄附講座「 感染症学講座」 が大学改革推進等補助金「 感

染症医療人材養成事業」（ 2020 年度採択）の一環と し て実施し ている 。（ 資料 105_ P179-180 

P324-327）（ 資料 222）（ 資料 232）  
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BB..  質質的的向向上上ののたためめのの水水準準にに関関すするる現現状状分分析析とと自自己己評評価価  
・ 現在およ び将来において社会や医療制度上必要と なる 講義や実習を「 特色ある カリ キュ

ラ ム」 など と し てカリ キュ ラ ムに組み込み、 適宜調整・ 修正し ている 。  

CC.. 現現状状へへのの対対応応  
・ 学生のアウ ト カム・ コ ンピ テンシーの達成・ 修得状況や学生から のフ ィ ード バッ ク を 踏

ま え、 現在およ び将来において社会や医療制度上必要と 考えら れる カリ キュ ラ ムや科目

の構成や内容を検討する 。  

・ 医学教育モデル・ コ ア・ カリ キュ ラ ム （ 令和４ 年度改訂版） に対応し て、 各科目の内容

をカリ キュ ラ ム委員会およ び担当教員によ り 調整し 更新する 。

DD.. 改改善善にに向向けけたた計計画画  
・ 学生の学修成果の水準の把握と フ ィ ード バッ ク を定期的・ 継続的に実施し 、 プロ グラ ム

評価委員会等によ る 評価結果をも と に、 カリ キュ ラ ム 委員会・ 臨床実習委員会およ び担

当教員によ り 、 現在およ び将来において社会や医療制度上必要と なる 講義や実習に関連

する カリ キュ ラ ムの中長期的な改善・ 更新を検討する 。

関 連 資 料/
105 シラ バス _ 医学科授業要項（ 2023 年度）  

159 福井大学医学系分野ミ ッ ショ ン 

220 地域包括ケア実習要領（ 2023 年度）  

222 診療参加型臨床実習Ⅱ要項（ 2022 年度）  

232 感染症医療人材養成事業 

QQ  22..55..33  全ての学生が早期から患者と接触する機会を持ち、徐々に実際の患者診療への参画を

深めていくべきである。

AA..  質質的的向向上上ののたためめのの水水準準にに関関すするる情情報報  
・ １ ～２ 年次の「 コ ミ ュ ニケーショ ンと チーム医療Ⅰ・ Ⅱ」 およ び「 地域医療早期体験プ

ロ グラ ム」 において、 患者エス コ ート 体験や看護業務の見学、 地域の医療施設や病院で

の他の職種の見学によ り 、 患者と のふれあいや病院・ 医療施設・ 多職種連携を 体験し 、

３ ～４ 年次の「 社会と 医学・ 医療Ⅰ・ Ⅱ」 において、 学外の種々の医療関連施設への訪

問体験によ り 、 介護や保健行政など についての理解を 深める こ と で、 徐々に４ 年次以降

の 診療参加 型臨床 実習で の 患者 診療へ の 参 画を 深め る よ う に し て い る 。（ 資料

105_ P10-12）  

・ 以下のよ う な早期から 患者と 接する 教育プロ グラ ムを行っている 。  

1. 地域医療早期体験プロ グラ ム（ １ 年次）  

 地域医療学・ 臨床栄養学の基礎講義によ る 十分な学修の後、 福井県高浜町の地域中 

核病院を見学する 。その後、高浜町保健福祉センタ ーにおいて公立診療所、行政機関、

介護施設の医師・ 職員と 双方参加型のレ ク チャ ー・ ディ ス カッ ショ ンを実施し 、 地域

第
２
領
域

領
域
２



109 

医療に対する 理解を深める 。ま た、管理栄養士の養成学科を擁する 仁愛大学と 協力し 、

管理栄養士を 目指す学生から 指導を 受けながら 栄養食を つく る 実習を 行い、 栄養管

理・ 栄養食の重要性およ び多職種連携・ チーム 医療について理解を 深める 。（ 資料

105_ P88-89）  

2. コ ミ ュ ニケーショ ンと チーム医療Ⅰ（ １ 年次）  

 コ ミ ュ ニケーショ ンの基本についての行動科学的講義によ る 十分な学修の後、 附属病

院外来において実際の患者をエス コ ート する 「 患者さ んと のふれあい実習」 を行い、

その体験をグループ・ ディ ス カッ ショ ンで共有する 。「 看護体験実習」 において、 病棟

看護師の日勤・ 夜勤のシフ ト に同行し 、 看護業務を見学する 。 こ れによ り 患者の立場

の理解と 看護師と の多職種連携の重要性を理解する 。（ 資料 105_ P85-87）  

3. コ ミ ュ ニケーショ ンと チーム医療Ⅱ（ ２ 年次）  

 臨床検査技師など 医療チームの他の職種の講師によ る 講義の後、 複数のグループに分

かれ、「 病院見学実習」と し て附属病院のそれぞれのコ メ ディ カルが働く 現場を見学し 、

イ ンタ ビュ ーや質問を行う 。 学生はその体験をま と め、 発表会形式で互いに共有し 、

ディ ス カッ ショ ンを通じ て、チーム医療における 多職種連携実践の理解を深める 。（ 資

料 105_ P132-134）  

4. 社会と 医学・ 医療Ⅰ（ ３ 年次）  

 介護・ 在宅医療に関する 基本的講義の後、 複数のグループに分かれ、「 介護体験実習」

と し て学外の複数の介護施設にグループごと に訪問し 、 介護現場を体験する 。 こ れに

よ り 、 チーム医療における 介護・ 看護の重要性を理解する 。（ 資料 105_ P229-230）（ 資

料 218）  

5. 社会と 医学・ 医療Ⅱ（ ４ 年次）  

 衛生学・ 公衆衛生学全般に関する 基本的講義の後、 複数のグループに分かれ、「 環境保

健学実習」 と し て保健所や保健センタ ーなど 学外の複数の関連施設にグループごと に

訪問し 、 現場フィ ールド を体験する 。 学生は、 それぞれに行った実習の体験を発表会

において共有する 。 こ れによ り 、 地域保健・ 産業保健・ 環境保健・ 精神保健・ 高齢者

保健などに対する 理解を深める 。（ 資料 105_ P314-317）（ 資料 219）  

BB..  質質的的向向上上ののたためめのの水水準準にに関関すするる現現状状分分析析とと自自己己評評価価  
・ 行動科学や地域医療学、 環境保健学の関連する 科目において、 学生が入学後早期から 患

者と 接する 機会を各学年においてカリ キュ ラ ムに設定し 、 円滑に診療参加型臨床実習に

移行でき る カリ キュ ラ ムになっている 。  

CC.. 現現状状へへのの対対応応  
・ 学生のアウ ト カム・ コ ンピ テンシーの達成・ 修得状況や学生から のフ ィ ード バッ ク に基

づき 、 カリ キュ ラ ムや科目の構成や内容を検討する 。  

・ 医学教育モデル・ コ ア・ カリ キュ ラ ム （ 令和４ 年度改訂版） に対応し て、 各科目の内容

をカリ キュ ラ ム委員会およ び担当教員によ り 調整し 更新する 。
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DD.. 改改善善にに向向けけたた計計画画  
・ 学生の学修成果の水準の把握と フ ィ ード バッ ク を定期的・ 継続的に実施し 、 プロ グラ ム

評価委員会等によ る 評価結果をも と に、 カリ キュ ラ ム 委員会・ 臨床実習委員会およ び担

当教員によ り 、 早期体験実習など 関連する カリ キュ ラ ムの中長期的な改善・ 更新を検討

する 。

・ 福井県など の自治体など ス テーク ホルダーから の意見聴取を行い、 必要な改善・ 更新を

検討する 。

関 連 資 料/
105 シラ バス _ 医学科授業要項（ 2023 年度）  

218 社会と 医学・ 医療Ⅰ講義資料（ 2022 年度）  

219 社会と 医学・ 医療Ⅱ実習要領（ 2023 年度）  

QQ  22..55..44  教育プログラムの進行に合わせ、さまざまな臨床技能教育が行われるように教育計画を

構築すべきである。

AA..  質質的的向向上上ののたためめのの水水準準にに関関すするる情情報報  
・ 医学科カリ キュ ラ ムは、 コ ミ ュ ニケーショ ンなど の臨床技能を 低学年から 高学年ま で順

次修得でき る よ う に構成し ている 。（ 資料 105_ P10-12）  

・ １ 年次「 情報処理基礎」 では、 患者診療の基本と なる 診療録（ カルテ） についての基本

的知識を修得する 。（ 資料 105_ P47-48）  

・ １ 年次「 コ ミ ュ ニケーショ ンと チーム医療Ⅰ」 の「 患者さ んと のふれあい実習」、 ２ 年次

「 コ ミ ュ ニケーショ ンと チーム医療Ⅱ」 の「 病院見学実習」 では、 患者や医療チーム の

他の職種と の体験によ り 、 医療面接の基礎と なる コ ミ ュ ニケーショ ン力を修得する 。（ 資

料 105_ P85-87 P132-134）  

・ ３ 年次「 社会と 医学・ 医療Ⅰ」 では介護施設等で体験実習を行い、 ４ 年次「 社会と 医学・

医療Ⅱ」 では地域保健、 産業保健、 環境保健、 精神保健など の現場の業務をテーマにし

た 実習を 行い、 介護・ 看護や保健に関する 技能を 身につけ る 。（ 資料 105_ P229-230 

P314-317）  

・ ４ 年次の共用試験 Pre-CC OSCE 前の「 基本的診療技能」 では、「 診断学実習」 において、

医療面接と 全身状態と バイ タ ルサイ ン・ 頭頚部・ 胸部・ 腹部・ 神経・ 救急・ 四肢と 脊柱・

心電図と 採血・ 縫合など 、 各領域の病歴聴取・ 身体診察・ コ ミ ュ ニケーショ ン 技法・ 手

技・ 検査など の技能を修得する 。（ 資料 105_ P358-362）  

・ ４ 年次後半に共用試験 Pre-CC OSCE を実施し 、 ス チュ ーデント ・ ド ク タ ーの称号を与え

た上で、「 診療参加型臨床実習Ⅰ・ Ⅱ」 に進む。（ 資料 202）（ 資料 222）  

・ 「 診療参加型臨床実習Ⅰ・ Ⅱ」 においては、 本学独自の臨床教育支援シス テム F. CESS を

用いて、 指導医の指導の下での臨床判断と カルテ記載、 さ ら に実施し た医行為の記録お

よ び経験し た疾患を記録し 、 各自の実習ポート フ ォ リ オと し て実習終了後にいつでも 振

り 返り ができ る よ う にし ている 。（ 資料 138）  
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・ ６ 年次の臨床実習後に、主な症候に対する 適切な医療面接、想定疾患に沿った身体診察、

得ら れた情報から 病態を推測し 鑑別診断し 、 適切なプレ ゼンテーショ ンま で、 一連の外

来診察について演習を行い、 Post -CC OSCE の準備のための実習と も なる 「 メ ディ プロ 総

合演習Ⅱ」 を実施し ている 。（ 資料 105_ P375-377）  

BB..  質質的的向向上上ののたためめのの水水準準にに関関すするる現現状状分分析析とと自自己己評評価価  
・ 学年進行に沿った教育プロ グラ ムに従って、 患者と 直接接し 、 様々な臨床技能を修得で

き る よ う にカリ キュ ラ ムにおいて計画的に実施し ている 。  

CC.. 現現状状へへのの対対応応  
・ 学生のアウ ト カム・ コ ンピ テンシーの達成・ 修得状況や学生から のフ ィ ード バッ ク に基

づき 、 カリ キュ ラ ムや科目の構成や内容を検討する 。  

・ 2022 年度の医師法改正と 医学教育モデル・ コ ア・ カリ キュ ラ ム（ 令和４ 年度改訂版） に

対応し て、 必要な臨床技能の修得のための科目や内容をカリ キュ ラ ム委員会や臨床実習

委員会およ び担当教員によ り 調整し 更新する 。

・ 2023 年度に全身シミ ュ レ ータ ー、 呼吸器シミ ュ レ ータ ー等を購入し 、 臨床技能教育の各

講義・ 実習内で運用する 予定と し ている 。  

DD.. 改改善善にに向向けけたた計計画画  
・ 学生の学修成果の水準の把握と フ ィ ード バッ ク を定期的・ 継続的に実施し 、 プロ グラ ム

評価委員会等によ る 評価結果をも と に、 カリ キュ ラ ム 委員会・ 臨床実習委員会およ び担

当教員によ り 、 関連する カリ キュ ラ ムの中長期的な改善・ 更新を検討する 。

 関 連 資 料/
105 シラ バス _ 医学科授業要項（ 2023 年度）  

138 臨床教育支援シス テム F. CESS 

202 診療参加型臨床実習Ⅰ要項（ 2022 年度）  

222 診療参加型臨床実習Ⅱ要項（ 2022 年度）  
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22..66  教教育育ププロロググララムムのの構構造造、、構構成成とと教教育育期期間間  

基基本本的的水水準準：：  
医学部は、  

 基礎医学、 行動科学、 社会医学およ び臨床医学を適切な関連と 配分で構成し 、 教育範

囲、 教育内容、 教育科目の実施順序を明示し なく てはなら ない。 （ B 2. 6. 1）  

質質的的向向上上ののたためめのの水水準準：：  
医学部は、 カリ キュ ラ ムで以下のこ と を確実に実施すべき である 。  

 関連する 科学・ 学問領域およ び課題の水平的統合（ Q 2. 6. 1）  

 基礎医学、 行動科学およ び社会医学と 臨床医学の垂直的統合（ Q 2. 6. 2）  

 教育プロ グラ ム と し て、 中核と なる 必修科目だけでなく 、 選択科目も 、 必修科目と の

配分を考慮し て設定する こ と （ Q 2. 6. 3）  

 補完医療と の接点を持つこ と （ Q 2. 6. 4）  

注注  釈釈：：  
 [ 水平的統合] の例には、 解剖学、 生化学およ び生理学など の基礎医学の統合、 消化器

内科学と 消化器外科学の統合、 腎臓内科学と 泌尿器科学と の統合など 臨床医学間の統

合が挙げら れる 。  

 [ 垂直的統合] の例には、 代謝異常症と 生化学の統合、 循環生理学と 循環器内科学と の

統合などが挙げら れる 。  

 [ 必修科目と 選択科目] と は、 必修科目と 選択必修科目およ び選択科目と の組み合わせ

を意味する 。  

 [ 補完医療] には、 非正統的、 伝統的、 代替医療を含む。

BB  22..66..11  基礎医学、行動科学、社会医学および臨床医学を適切な関連と配分で構成し、教育範

囲、教育内容、教育科目の実施順序を明示しなくてはならない。

AA..  基基本本的的水水準準にに関関すするる情情報報  
・ 医学科の教育プロ グラ ムは、 理念・ アウ ト カム・ コ ンピ テンシーによ る アウ ト カム基盤型

教育に基づいている 。 カリ キュ ラ ムは、 卒業時にアウ ト カムを達成し 、 そのために必要な

能力を コ ン ピ テ ン シ ーと し て 卒業ま で に 修得で き る よ う に 構成し て い る 。（ 資料

105_ P4-20）  

・ 基礎医学、 行動科学、 社会医学、 臨床医学のそれぞれに含ま れる 科目は、 全てコ ンピ テン

シー小領域と 紐づけて、その修得レ ベルと と も にカリ キュ ラ ム・ マッ プと し て示し ている 。

カリ キュ ラ ム・ マッ プは、 コ ンピテンシー小領域の 36 項目それぞれに対し て、 その修得

に必要な基礎医学から 臨床医学ま での科目と その修得レ ベルを示し ている 。各コ ンピ テン

シーの修得レ ベルは、主に低学年の基礎医学から 高学年の臨床医学に進むに従って、レ ベ

第
２
領
域

領
域
２



113 

ル C（ 理解でき る ） から レ ベル B（ 説明でき る ） に進み、 最終的に診療参加型臨床実習に

おいてレ ベル A（ 実施でき る ） を達成でき る よ う に定めている 。（ 資料 105_ P15-18）  

・ 教育プロ グラ ムは、 カリ キュ ラ ム・ マッ プに基づいて、 基礎医学から 臨床医学ま での科目

を関連づけて配分する よ う に構成し ている 。学生はこ れによ り 、卒業ま でに各コ ンピテン

シーをどの科目でど の程度修得でき る のかを知る こ と ができ る 。（ 資料 105_ P15-18）  

・ アウ ト カム・ コ ンピ テンシーの達成・ 修得に必要な科目の関連性と 実施順序はカリ キュ ラ

ム・ ツ リ ーと し て示し ている 。 カリ キュ ラ ム・ ツリ ーは、 カリ キュ ラ ム・ マッ プでコ ンピ

テンシーと 紐づけた科目間関連を、 １ 年次から ６ 年次ま での実施順序によ り 示し ている 。

教育プロ グラ ムは、 こ のカリ キュ ラ ム・ ツ リ ーに基づいて、 基礎医学から 臨床医学ま での

科目を学年進行に沿って順次実施する よ う に構成し ている 。学生はこ れによ り 、各コ ンピ

テン シー修得のためにど の科目を いつど のよ う な順序で履修すれば良いのかを 知る こ と

ができ る 。（ 資料 105_ P10-12）  

・ 各科目の教育範囲と 教育内容およ び実施時期は、シラ バス に記載し 、該当する コ ンピテン

シーと 医学教育モデル・ コ ア・ カリ キュ ラ ムの到達目標と と も に明示し ている 。（ 資料 105） 

・ カリ キュ ラ ム・ マッ プ、 カリ キュ ラ ム・ ツ リ ーは、 シラ バス に掲載し 、 医学部ホームペー

ジ 等でも 公開し 、 教育プ ロ グ ラ ム の構成と 科目の実施順序を 明示し て いる 。（ 資料

105_ P10-12 P15-18）（ 資料 109）  

BB..  基基本本的的水水準準にに関関すするる現現状状分分析析とと自自己己評評価価  
・ アウ ト カム・ コ ンピテンシーに基づき 、 カリ キュ ラ ム・ マッ プと カリ キュ ラ ム・ ツリ ーに

よ り 、 基礎医学・ 行動科学・ 社会医学・ 臨床医学を関連づけて適切に配分し 、 順次実施で

き る よ う に教育プロ グラ ムを構成し ている 。  

・ 科目の教育範囲、 教育内容、 実施時期はシラ バス に明示し 、 カリ キュ ラ ム・ マッ プ、 カリ

キュ ラ ム・ ツ リ ーと と も にホームページ等で公開し ている 。  

CC.. 現現状状へへのの対対応応  
・ 学生や卒業生のアウ ト カム・ コ ンピ テンシー達成・ 修得状況、 学生によ る カリ キュ ラ ム評

価アンケート や科目評価アンケート など教学 I R データ の分析に基づいて、 科目間の関連

性や順次性、 科目の教育範囲や内容の見直し を図る 。  

DD.. 改改善善にに向向けけたた計計画画  
・ 学生や卒業生のアウ ト カム・ コ ンピ テンシー達成・ 修得状況や各種アンケート 分析、 医学

教育モデル・ コ ア・ カリ キュ ラ ムの改訂など 刻々と 変化する 医学教育施策の状況を踏ま え、

中長期的視野に立った教育プロ グラ ムの科目構成およ び教育範囲や内容の更新・ 改善を検

討する 。  

関 連 資 料/
105 シラ バス _ 医学科授業要項（ 2023 年度）  

109 医学部医学科_ 教育プロ グラ ム・ 講座一覧【 HP】  
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医学部は、カリキュラムで以下のことを確実に実施すべきである。

QQ  22..66..11  関連する科学・学問領域および課題の水平的統合

AA..  質質的的向向上上ののたためめのの水水準準にに関関すするる情情報報  
・ アウ ト カム基盤型教育に基づく カリ キュ ラ ム全体については、カリ キュ ラ ム・ マッ プに示

すよ う に、 各アウ ト カム・ コ ンピ テンシーの達成・ 修得に必要な科目が、 関連する 学問領

域の水平的統合と し て連携し ている 。（ 資料 105_ P15-18）  

・ 基礎医学科目においては、 医学教育モデル・ コ ア・ カリ キュ ラ ムの区分に準じ て、 主に学

問体系に基づく 科目構成と なっている 。その理由は、各科目の内容を細分化し て関連する

専門領域に割り 振る こ と が困難である こ と と 、科目内容がモザイ ク 化・ 複雑化する こ と に

よ り 学生にと って理解し づら く なる と 考えら れる ためである 。 ただし 、 科目によ っては、

関連する 複数の基礎医学領域の教員が講義を分担する こ と で水平的統合を実施し ている 。

１ 年次の「 基礎生物学」 では、 生理学、 生化学、 解剖学、 微生物学など 複数の基礎医学系

学問領域を統合し た科目と なっている 。「 生命現象の科学」 では、 細胞生物学、 生化学と

化学（ 生体溶液について） を統合し て実施し ている 。２ 年次の「 中枢神経系の機能と 構造」

では、 神経生理学と 神経解剖学を統合し て実施し ている 。（ 資料 105_ P96-105 P161-166）  

・ 臨床医学科目については、 モデル・ コ ア・ カリ キュ ラ ムの区分に準じ た臓器別科目構成に

基づく ため、多く の科目で関連する 複数の臨床医学領域の教員が講義を分担する こ と で水

平的統合を実施し ている 。 例えば、「 消化器系」 では消化器内科学と 消化器外科学の統合、

「 循環器系」 では循環器内科学と 心臓血管外科学の統合、「 神経系」 では脳神経外科学と

神経内科学、 精神医学の統合、「 血液・ 造血器・ リ ンパ系」 では血液内科学と 小児科学の

統合と し て実施し ている 。（ 資料 105_ P238-245 P256-262 P267-272）  

・ モデル・ コ ア・ カリ キュ ラ ム区分の全身の疾患・ 治療などについての科目は、 関連する 複

数の臨床医学領域の教員が講義を分担する こ と で水平的統合を実施し ている 。例えば「 遺

伝医療・ ゲノ ム医療」 や「 腫瘍」 では内科学・ 外科学など 複数の臨床医学領域の統合、「 免

疫・ アレ ルギー疾患」 では皮膚科学・ 小児科学など 複数の臨床医学領域の統合と し て実施

し ている 。（ 資料 105_ P321-323 P328-332）  

・ 「 医の原則」 などプロ フェ ッ ショ ナリ ズムに関する 科目については、複数の臨床医学領域

の教員が分担する こ と で水平的統合によ り 実施し ている 。（ 資料 105_ P221-223）  

BB..  質質的的向向上上ののたためめのの水水準準にに関関すするる現現状状分分析析とと自自己己評評価価  
・ 基礎医学においては、低学年での学生の理解などへの配慮から 学問体系に基づく 科目構成

と し ている が、 科目によ っては水平的統合を実施し ている 。  

・ 臨床医学においては、臓器別構成によ り 水平的統合を実施し ている 。ま た疾患やテーマご

と の講義と し て水平的統合を実施し ている 。  

CC.. 現現状状へへのの対対応応  
・ 学生によ る カリ キュ ラ ム評価アンケート や科目評価アンケート など の意見聴取に基づき 、

さ ら なる 水平的統合の実施を検討し 、 必要な科目での導入を進める 。  

第
２
領
域

領
域
２



115 

・ 医学教育モデル・ コ ア・ カリ キュ ラ ム（ 令和４ 年度改訂版） に対応し て、 水平的統合を調

整する 。

・ 水平的統合によ り 複数の領域が担当し ている 科目において、コ ーディ ネータ ーを中心に担

当領域の教員によ る 科目内レ ビ ュ ーを実施し 、 内容の調整や見直し を図る 。  

DD.. 改改善善にに向向けけたた計計画画  
・ 学生や卒業生のアウ ト カム・ コ ンピ テンシー達成・ 修得状況や各種アンケート 分析、 医学

教育モデル・ コ ア・ カリ キュ ラ ムの改訂など 刻々と 変化する 医学教育施策の状況を踏ま え、

中長期的視野に立った科目構成について更新・ 改善を図る 。  

関 連 資 料/
105 シラ バス _ 医学科授業要項（ 2023 年度）  

医学部は、カリキュラムで以下のことを確実に実施すべきである。

QQ  22..66..22  基礎医学、行動科学および社会医学と臨床医学の垂直的統合

AA..  質質的的向向上上ののたためめのの水水準準にに関関すするる情情報報  
・ アウ ト カム基盤型教育に基づく カリ キュ ラ ム全体については、カリ キュ ラ ム・ ツリ ーに示

すよ う に、 各アウ ト カム・ コ ンピ テンシーの達成・ 修得に必要な科目が、 基礎医学・ 行動

科学・ 社会医学・ 臨床医学の垂直的統合と し て連携し ている 。（ 資料 105_ P10-12）  

・ 基礎医学科目での臨床医学と の垂直的統合については、科目内容に関連する 疾患など につ

いて臨床医学領域の教員が講義を担当し ている 。それによ り 、「 中枢神経系の機能と 構造」

では生理学・ 解剖学と 神経内科学・ 脳神経外科学、「 生体と 微生物」 では微生物学と 消化

器内科学・ 感染制御学、「 生体と 薬物」 では薬理学と 病院薬剤部など と の統合を実施し て

いる 。（ 資料 105_ P161-166 P170-173 P231-233）  

・ 臨床医学科目での基礎医学と の垂直的統合については、科目内容に関連する 病理など の基

礎的知識を基礎医学領域の教員が講義を担当し ている 。 それによ り 「 神経系」「 循環器系」

「 消化器系」 では病理学、「 呼吸器系」 と 「 耳鼻咽喉・ 口腔系」 では病理学・ 生理学、「 女

性生殖機能・ 乳房」 では病理学・ 生化学と 、 それぞれの臨床医学領域と の統合を実施し て

いる 。（ 資料 105_ P241-245 P256-272 P281-285 P318-320）  

・ 特定の疾患などについての科目は、基礎医学領域と 臨床医学領域の教員が基礎と 臨床の内

容の講義をそれぞれ担当する こ と によ り 垂直的統合を実施し ている 。 例えば「 感染症」 で

は微生物学・ 病理学と 感染症学・ 小児科学・ 皮膚科学、「 免疫・ アレ ルギー疾患」 では病

理学と 皮膚科学・ 小児科学・ 内科学など と の統合を 実施し ている 。（ 資料 105_ P324-327 

P330-332）  

・ 社会医学での垂直的統合については、「 社会と 医学・ 医療Ⅰ・ Ⅱ」 で環境保健学と 地域医

療学と の統合を実施し ている 。（ 資料 105_ P229-230 P314-317）  

・ 行動科学と の垂直的統合については、１ 年次の早期体験実習と し ての「 コ ミ ュ ニケーショ

ンと チーム医療Ⅰ」 で、 行動科学担当教員によ る 基礎的講義の後に内科学・ 地域医療学の
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教員と と も に患者と のふれあい実習と その後の振り 返り ディ ス カッ ショ ン を指導し てい

る 。 ま た「 メ ディ プロ 総合演習Ⅰ」 では、 ５ 年次の臨床実習終了後に、 行動科学担当教員

が内科学など の臨床医学教員と と も に、医師の葛藤など 臨床現場での複雑な問題に関する

ディ ベート において指導し ている 。（ 資料 105_ P85-87 P369-371）  

・ 「 メ ディ カル・ プロ フ ェ ッ ショ ナリ ズム」 や「 地域医療」「 感染症」 などの「 特色ある カ

リ キュ ラ ム」 では、 それぞれ基礎医学・ 行動科学・ 社会医学・ 臨床医学の科目によ り 構成

し 、 学年縦断的な科目群と し て垂直的統合によ り 連携し ている 。（ 資料 105_ P13-14）  

BB..  質質的的向向上上ののたためめのの水水準準にに関関すするる現現状状分分析析とと自自己己評評価価  
・ 基礎医学と 臨床医学と の垂直的統合については、基礎医学科目およ び臨床医学科目におい

て実施し ている 。社会医学、行動科学については臨床医学と の垂直的統合を実施し ている 。 

CC.. 現現状状へへのの対対応応  
・ 学生によ る カリ キュ ラ ム評価アンケート や科目評価アンケート など の意見聴取に基づき 、

さ ら なる 垂直的統合の実施を検討し 、 可能な科目での導入を進める 。  

・ 垂直的統合によ り 複数の領域が担当し ている 科目において、コ ーディ ネータ ーを中心に担

当領域の教員によ る 科目内レ ビ ュ ーを実施し 、 内容の調整や見直し を図る 。  

DD.. 改改善善にに向向けけたた計計画画  
・ 学生や卒業生のアウ ト カム・ コ ンピ テンシー達成・ 修得状況や各種アンケート 分析、 医学

教育モデル・ コ ア・ カリ キュ ラ ムの改訂など 刻々と 変化する 医学教育施策の状況を踏ま え、

中長期的視野に立った科目構成について更新・ 改善を図る 。  

関 連 資 料/
105 シラ バス _ 医学科授業要項（ 2023 年度）  

医学部は、カリキュラムで以下のことを確実に実施すべきである。

QQ  22..66..33  教育プログラムとして、中核となる必修科目だけでなく、選択科目も、必修科目との配分

を考慮して設定すること

AA..  質質的的向向上上ののたためめのの水水準準にに関関すするる情情報報  
・ 医学科カリ キュ ラ ムは、コ ンピ テンシーの修得に対応し ている こ と と 医学教育モデル・ コ

ア・ カリ キュ ラ ムに準拠し ている こ と から 、 ほと んど の科目を必修と し ている 。 ただし 、

共通教育科目と 特色ある カリ キュ ラ ムの「 医学英語」 と 「 医科学研究研修」 の一部の科目

は選択と し ている 。（ 資料 105_ P13-14）  

・ １ 〜２ 年次の共通教育科目は、 必修科目７ 科目（ 10 単位） と 選択科目 16 科目（ 32 単位の

中から 18 単位以上の修得が必要） によ り 構成し ている 。 共通教育科目のう ち、「 哲学」 や

「 社会学」 など 教養教育と し ての科目は、学生が自ら の興味に応じ て選択でき る 。ただし 、
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「 大学教育入門セミ ナー」 など の入門科目や英語科目は必修と し 、物理学と 化学は選択必

修と し ている 。（ 資料 110_ P110）  

・ 特色ある カリ キュ ラ ムの「 医学英語」 科目のう ち、 ２ 〜３ 年次の「 医学英語Ⅰ〜Ⅳ」 は基

礎的な医学英語の修得のため必修と し 、 ４ 〜５ 年次の「 実用医学英語Ⅰ・ Ⅱ」 は USMLE

受験や留学などを目指す学生のために、医学英語の上級ク ラ ス と し て選択科目と し ている 。

（ 資料 110_ P111）  

・ 特色ある カリ キュ ラ ムの「 医科学研究研修」 において、 ３ 年次の「 研究室配属」 は必修で

ある が、 １ 年次から 研究に興味のある 学生や医学研究者を目指す学生のために、「 研究実

践初級・ 上級コ ース 」 と 「 アド バンス ト 医科学研究コ ース Ⅰ・ Ⅱ」 を１ 〜４ 年次の選択科

目と し ている 。（ 資料 105_ P299-304）（ 資料 110）  

・ 特色ある カリ キュ ラ ムの「 地域医療」 において、 ３ 年次の「 地域医療学実習」 は、 推薦入

試の地域枠（ 福井健康推進枠） およ び地元出身者枠で入学し た学生は必修と し ている が、

受け入れ人数に余裕がある 場合は、それ以外の希望する 学生を選択科目と し て受け入れて

いる 。（ 資料 105_ P135-136）  

BB..  質質的的向向上上ののたためめのの水水準準にに関関すするる現現状状分分析析とと自自己己評評価価  
・ 医学教育の特性から 、 カリ キュ ラ ムはほと んどの科目が必修と なる 。 し かし 、 必修科目で

過密になり がちなカリ キュ ラ ムの中で、学生の興味への対応や将来の幅広いキャ リ アの育

成を目的と し て、 関連する 科目を選択科目と し て配分し ている 。  

CC.. 現現状状へへのの対対応応  
・ 学生のカリ キュ ラ ム評価アンケート など意見聴取に基づき 、 学生の興味・ 関心や、 将来へ

の希望など に対応でき る よ う に、カリ キュ ラ ムの可能な範囲において、必要に応じ た選択

科目の導入を検討する 。  

DD.. 改改善善にに向向けけたた計計画画  
・ 医学教育モデル・ コ ア・ カリ キュ ラ ムの改訂など医学教育施策の変化や学生の興味・ 関心

の変化を踏ま え、中長期的な視野に立って必修科目と 選択科目の配分の適切性について検

討し 、 必要に応じ てカリ キュ ラ ムの更新・ 改善を図る 。  

関 連 資 料/
105 シラ バス _ 医学科授業要項（ 2023 年度）  

110 学生便覧（ 2023 年度）  
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医学部は、カリキュラムで以下のことを確実に実施すべきである。

QQ  22..66..44  補完医療との接点を持つこと

AA..  質質的的向向上上ののたためめのの水水準準にに関関すするる情情報報

・ 補完医療と し て、 漢方医学や漢方薬についての講義を３ 年次「 生体と 薬物」 において実施

し ている 。（ 資料 105_ P231-233）  

・ 漢方医学について、 ６ 年次「 実践臨床病態学」 において、 漢方の有用性を知り 、 漢方医学

が有用な症例を例示でき る こ と を目標と し て実施し ている 。（ 資料 105_ P372-374）  

BB..  質質的的向向上上ののたためめのの水水準準にに関関すするる現現状状分分析析とと自自己己評評価価  
・ カリ キュ ラ ムにおいて、 補完医療と し ての漢方医学について実施し ている 。  

・ 科学的根拠や医学的信頼性・ 妥当性に乏し い非正統的・ 伝統的医療についてはカリ キュ ラ

ムに含めていない。  

CC.. 現現状状へへのの対対応応

・ 学生のカリ キュ ラ ム評価アンケート などの意見聴取など に基づき 、必要に応じ て補完医療

と の接点を持った教育を検討する 。  

DD.. 改改善善にに向向けけたた計計画画

・ 補完医療に対する 社会的ニーズや医療における 必要性の変化、学生の補完医療に対する 興

味の変化に対応し て、 補完医療と カリ キュ ラ ムと の接点を検討する 。  

関 連 資 料/
105 シラ バス _ 医学科授業要項（ 2023 年度）  
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22..77  教教育育ププロロググララムム管管理理  

基基本本的的水水準準：：  
医学部は、  

 学修成果を達成する ために、 学長・ 医学部長など 教育の責任者の下で、 教育カリ キュ

ラ ム の立案と 実施に責任と 権限を 持つカ リ キ ュ ラ ム 委員会を 設置し なく てはなら な

い。 （ B 2. 7. 1）  

 カ リ キ ュ ラ ム 委員会の構成委員には、 教員と 学生の代表を 含ま なく てはなら ない。

（ B 2. 7. 2）  

質質的的向向上上ののたためめのの水水準準：：  
医学部は、  

 カリ キュ ラ ム 委員会を 中心にし て、 教育カリ キュ ラ ム の改善を 計画し 、 実施すべき で

ある 。 （ Q 2. 7. 1）  

 カリ キュ ラ ム 委員会に教員と 学生以外の広い範囲の教育の関係者の代表を含むべき で

ある 。 （ Q 2. 7. 2）  

注注  釈釈：：  
 [ 権限を有する カリ キュ ラ ム委員会］ は、 特定の部門や講座における 個別の利権よ り も

優位である べき であり 、 教育機関の管理運営機構や行政当局の管轄権など で定めら れ

ている 規約の範囲内において、 カリ キュ ラ ム を コ ン ト ロ ールでき る 。 カリ キュ ラ ム委

員会は、 教育方法、 学修方法、 学生評価およ びコ ース 評価/授業評価の立案と 実施のた

めに裁量を任さ れた資源について配分を決定する こ と ができ る 。 （ 領域 8. 3 参照）  

日日本本版版注注釈釈：：カリ キュ ラ ム委員会等においては、 学生代表等の参加が望ま し く ない議題

を 含む場合がある 。 その際は学生の代表等が一時的に退席する など の方法を と る こ と

が可能である 。  

 [ 広い範囲の教育の関係者] 注釈 1. 4 参照

BB  22..77..11  学修成果を達成するために、学長・医学部長など教育の責任者の下で、教育カリ キュラ

ムの立案と実施に責任と権限を持つカリキュラム委員会を設置しなくてはならない。

AA..  基基本本的的水水準準にに関関すするる情情報報  
・ アウ ト カム基盤型教育の円滑な遂行のため、 医学部の教育マネジメ ント 体制において、

教育に関する 施策は、 全て医学部教授会の下に置いた、 医学部長を委員長と する 医学部

教育委員会が審議し ている 。 医学部教育委員会の下に、 個々の教育活動に関する 事項の

審議・ 策案を行う 個別の専門委員会を配置し ている 。（ 資料 120）（ 資料 122）  
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・ 医学部教授会・ 医学部教育委員会・ 個別の専門委員会は、 教育マネジメ ント における 教

学 PDCA サイ ク ルにおいて、「 P」（ 計画）、「 D」（ 実施）、 およ び「 A」（ 改善） を担う 。（ 資

料 122）  

・ カリ キュ ラ ムに関する 専門委員会と し て、 医学部教育委員会の下に医学科カリ キュ ラ ム

委員会を置いている 。（ 資料 120）（ 資料 139）  

・ 医学科カリ キュ ラ ム委員会では、 カリ キュ ラ ムの作成と 実施に関わる 全ての事項に対し

て審議・ 策案する 。医学科カリ キュ ラ ム委員会の決定事項は、医学部教育委員会が審議・

承認し たのち、 医学部教授会が審議・ 決定し 、 医学部長が発布する 。  

【 医学部教育マネジメ ント ・ 教育内部質保証体制】  

BB..  基基本本的的水水準準にに関関すするる現現状状分分析析とと自自己己評評価価  
・ 医学部教授会・ 医学部教育委員会の下に医学科カリ キュ ラ ム委員会を設置し 、 医学部長

を責任者と し て教育カリ キュ ラ ムの立案と 実施に責任と 権限を 持つカリ キュ ラ ム・ マネ

ジメ ント 体制を整備し 機能し ている 。  

CC.. 現現状状へへのの対対応応  
・ 医学科カリ キュ ラ ム委員会によ り 、 カリ キュ ラ ムの立案と 実施に責任を持って機能し て

いる 現在の医学部教育マネジメ ント 体制を維持し ていく 。  
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DD.. 改改善善にに向向けけたた計計画画  
・ 医学教育モデル・ コ ア・ カリ キュ ラ ム の改訂など 医学教育施策の変化や医療に対する 社

会的ニーズの変化、 学生から のフ ィ ード バッ ク など に基づき 、 中長期的な視野に立っ て

医学科カリ キュ ラ ム委員会のあり 方について検討する 。  

関 連 資 料/
120 福井大学医学部教育委員会要項 

122 医学部教育マネジメ ント ・ 教育内部質保証体制 

139 医学科カリ キュ ラ ム委員会名簿（ 2023 年度）  

BB  22..77..22  カリキュラム委員会の構成委員には、教員と学生の代表を含まなくてはならない。

AA..  基基本本的的水水準準にに関関すするる情情報報  
・ 医学部教育委員会は、 医学部長を委員長と し て、 共通教育、 基礎医学教育、 臨床医学教

育に関わる 主要な教員を構成委員と し ている 。（ 資料 120）（ 資料 233）  

・ 医学科カリ キュ ラ ム委員会は、 共通教育、 基礎医学教育、 臨床医学教育に関わる 主要な

教員と 医学科の学生代表を構成委員と し ている 。 ただし 学生代表は、 参加が望ま し く な

い議題がある と き は参加し ていない。（ 資料 139）（ 資料 140）  

BB..  基基本本的的水水準準にに関関すするる現現状状分分析析とと自自己己評評価価  
・ 医学科カリ キュ ラ ム委員会の構成委員には、 教員と 学生の代表を含み、 学生の意見を 反

映し ている 。  

CC.. 現現状状へへのの対対応応  
・ 医学科カリ キュ ラ ム委員会では、 教員と 学生の代表によ り 構成する 現在の体制を維持し

ていく 。  

DD.. 改改善善にに向向けけたた計計画画  
・ 本学のカリ キュ ラ ム・ マネジメ ント の状況や学生から のフ ィ ード バッ ク など に基づき 、

医学科カリ キュ ラ ム委員会の委員構成について、 中長期的視野に立って検討する 。  

関 連 資 料/
120 福井大学医学部教育委員会要項 

139 医学科カリ キュ ラ ム委員会名簿（ 2023 年度）  

140 医学科カリ キュ ラ ム委員会議事要旨_ 感染症、 数理・ データ サイ エンス 入門（ 2021 年

度）  

233 福井大学医学部教育委員会名簿（ 2023 年度）  
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QQ  22..77..11  カリキュラム委員会を中心にして、教育カリキュラムの改善を計画し、実施すべきである。

AA..  質質的的向向上上ののたためめのの水水準準にに関関すするる情情報報  
・ 教育マネジメ ント 体制において、 教学 PDCAに基づく 教育内部質保証体制を整備し 、 カリ

キュ ラ ム等教育プロ グラ ムの点検と 改善を随時行っている 。（ 資料 122）  

・ 教育内部質保証体制において、 医学部教授会と その下にある 医学部教育委員会さ ら にそ

の下にある 医学科カリ キュ ラ ム委員会を含む教育に関する 個別の専門委員会は、 PDCAの

「 P」（ 計画）・「 D」（ 実施） を担い、 同時に、「 C」（ 点検） の役割を担う 教育支援センタ ー

において出さ れた教育プロ グラ ムの課題に対し て、 改善を計画・ 実行する PDCA の「 A」

（ 改善） も 担う 。（ 資料 122）  

・ 教育支援センタ ーでは、 プロ グラ ム評価委員会、 医学科専門部会およ び定例ミ ーティ ン

グにおいて、 教学 I Rデータ に基づいて教育プロ グラ ムを点検・ 評価し 、 抽出し た課題を

個別の専門委員会に提示し 改善につなげる 。（ 資料 122）  

・ 教学 I R データ は、 I R 部門が収集し 、 学生によ る カリ キュ ラ ム評価アンケート などのフ

ィ ード バッ ク 、 学生の各学年で可視化し た学修成果、 共用試験の成績、 卒業時のアウ ト

カム評価など 多様な教育活動のデータ を含む。（ 資料 234）  

・ 医学科カリ キュ ラ ム委員会は、 抽出さ れたカリ キュ ラ ム上の課題に対し て、 改善案を 策

定し 実施する 中心的機関である 。（ 資料 120）  

・ 近年の医学部カリ キュ ラ ム委員会によ る カリ キュ ラ ムの改善・ 実施例を以下に記す。  

・ 教学 I R に基づく PDCAによ る 改善例と し て、 プロ グラ ム評価委員会およ び医学科専門部

会において、 学生によ る コ ンピテンシー達成度の自己評価における コ ンピテンシー（ ６ ）

「 科学的思考」 の達成率が低いと いう 分析結果を得た。 医学科カリ キュ ラ ム委員会にお

いてカリ キュ ラ ムの検討を行い、「 研究室配属」 の期間を４ 週間に延長する 改善を決定し

た。（ 資料 235）  

・ 新型コ ロ ナウ イ ルス 感染拡大を受けて、 院内感染を防止し ながら 持続的に高度医療を 提

供する ために必要な知識と 技術の修得を目指し 、 2021 年度に特色ある カリ キュ ラ ムと し

て「 感染症」 を導入し た。（ 資料 105_ P13-14）（ 資料 140）  

・ 文部科学省が推進する 、 社会が求める 数理・ データ サイ エンス に強い人材の育成を踏ま

え、 2022 年度に「 数理・ データ サイ エンス 入門」 をカリ キュ ラ ムに導入し た。 こ れによ

り 、 実際のデータ を利用し た演習を通し て、 数理・ データ サイ エンス・ AI  を日常生活や

医療活動等の現場で使いこ なすこ と ができ る 基礎的素養を主体的に身につける こ と と し

ている 。（ 資料 140）（ 資料 217）  

BB..  質質的的向向上上ののたためめのの水水準準にに関関すするる現現状状分分析析とと自自己己評評価価  
・ 教育マネジメ ント における 教学 PDCAに基づく 教育内部質保証体制を整備し 、医学科カリ

キュ ラ ム委員会を P・ Dと と も に Aの機関と 位置付けている 。 それによ り 、 医学科カリ キ

ュ ラ ム委員会が中心と なって、 カリ キュ ラ ム改善の計画と 実施を行っている 。  

第
２
領
域

領
域
２



123 

CC.. 現現状状へへのの対対応応  
・ 教育マネジメ ント における 教学 PDCAを引き 続き 実働し て、医学科カリ キュ ラ ム委員会を

中心にカリ キュ ラ ムの改善の計画と 実施を継続する 。  

DD.. 改改善善にに向向けけたた計計画画  
・ カリ キュ ラ ムの改善の計画と 実行を確実に行える よ う に、教学 PDCAサイ ク ルの中長期的

なス ケジュ ールを立ててそれを実行でき る よ う に検討を進める 。  

関 連 資 料/
105 シラ バス _ 医学科授業要項（ 2023 年度）  

120 福井大学医学部教育委員会要項 

122 医学部教育マネジメ ント ・ 教育内部質保証体制 

140 医学科カリ キュ ラ ム委員会議事要旨_ 感染症、 数理・ データ サイ エンス 入門（ 2021 年

度）  

217 数理・ データ サイ エンス ・ AI 教育プロ グラ ム（ リ テラ シーレ ベル） 認定【 HP】  

234 福井大学医学部附属教育支援センタ ー医学部教育 I R 部門要項 

235 医学科カリ キュ ラ ム委員会議事要旨_ 研究室配属の期間延長（ 2022 年度）  

QQ  22..77..22  カリ キュラム委員会に教員と学生以外の広い範囲の教育の関係者の代表を含むべきで

ある。

AA..  質質的的向向上上ののたためめのの水水準準にに関関すするる情情報報  
・ 医学科カリ キュ ラ ム委員会は、 共通教育・ 基礎医学・ 臨床医学の教員と 学生代表を構成

委員と し ている が、 それ以外の教育関係者を構成委員に含めていない。（ 資料 139）  

BB..  質質的的向向上上ののたためめのの水水準準にに関関すするる現現状状分分析析とと自自己己評評価価  
・ 医学科カリ キュ ラ ム委員会には、 教員と 学生以外の広い範囲の教育の関係者の代表を 含

めていない。  

CC.. 現現状状へへのの対対応応  
・ ど のよ う な関係者が参加可能か検討し 、 広い範囲の教育の関係者を医学科カリ キュ ラ ム

委員会に参加でき る よ う にする 。  

DD.. 改改善善にに向向けけたた計計画画  
・ 多様な教育関係者が医学科カリ キュ ラ ム委員会に参加でき る よ う に検討を進める 。  

関 連 資 料/
139 医学科カリ キュ ラ ム委員会名簿（ 2023 年度）  

第
２
領
域

領
域
２



124 

22..88  臨臨床床実実践践とと医医療療制制度度のの連連携携  

基基本本的的水水準準：：  
医学部は、  

 卒前教育と 卒後の教育・ 臨床実践と の間の連携を 適切に行われなければなら ない。

（ B 2. 8. 1）  

質質的的向向上上ののたためめのの水水準準：：  
医学部は、  

 カリ キュ ラ ム委員会を通じ て以下のこ と を確実に行う べき である 。  

 卒業生が将来働く 環境から の情報を 得て、 教育プロ グ ラ ム を 適切に改良する こ と

（ Q 2. 8. 1）  

 教育プロ グラ ムの改良には、 地域や社会の意見を取り 入れる こ と （ Q 2. 8. 2）  

注注  釈釈：：  
 [ 連携] と は、 保健医療上の問題点を 特定し 、 それに対し て必要な学修成果を明ら かに

する こ と を意味する 。 こ のためには、 地域、 国、 国家間、 そし て世界的な視点に立脚

し 、 教育プロ グラ ム の要素およ び卒前・ 卒後・ 生涯教育の連携について明確に定める

必要がある 。 連携には、 保健医療機関と の双方向的な意見交換およ び保健医療チーム

活動への教員およ び学生の参画が含ま れる 。 さ ら に卒業生から のキャ リ アガイ ダンス

に関する 建設的な意見提供も 含ま れる 。  

 [ 卒後の教育] には、 卒後教育（ 卒後研修、 専門医研修、 エキス パート 教育[ 注釈 1. 1 参

照] ）およ び生涯教育（ cont i nui ng pr of essi onal  devel opment、 CPD； cont i nui ng medi cal  

educat i on、  CME） を含む。  

BB  22..88..11  卒前教育と卒後の教育・臨床実践との間の連携を適切に行われなければならない。

AA..  基基本本的的水水準準にに関関すするる情情報報  
・ 卒前教育については、 医学部教育マネジメ ント 体制によ り 主に教育支援センタ ーが管理

し 、 卒後の教育・ 臨床実践については、 臨床教育研修センタ ーが管理し ている 。 複数の

教員が両センタ ーの委員を兼務し ている 。（ 資料 158）（ 資料 236）（ 資料 237）  

・ 医学科では、 理念に基づき 、 学生が卒業時に達成すべき 学修成果を「 アウ ト カム」 と し

て掲げ、 それら を達成する ために６ 年間で修得すべき 能力を「 コ ンピ テンシー」 と し て

設定し ており 、 それら を達成・ 修得し たも のに学位を 授与する こ と をディ プロ マ・ ポリ

シーに明記し ている 。 その学位授与さ れたも のが参加し ている 本学附属病院の卒後臨床

研修プロ グラ ムの目的は、「 医師と し て必要な基本的診療能力（ 態度、 技能、 知識） を身

につけ、 患者と のコ ミ ュ ニケーショ ン やチーム医療など医療人と し ての人格を 涵養する

こ と 」 と し ている 。（ 資料 119）（ 資料 158）  

第
２
領
域

領
域
２



125 

・ アウ ト カムおよ びコ ンピ テン シーで定めた卒前教育における 学修成果と それに必要な能

力は、 本学附属病院の卒後臨床研修プロ グラ ムの到達目標と 連携し ている 。 さ ら に、 厚

生労働省が医師臨床研修指導ガイ ド ラ イ ンに定める 到達目標と 連携し ている 。（ 資料 157）

（ 資料 158）  

・ キャ リ ア教育と し て、 １ 年次「 大学教育入門セミ ナー」「 医学入門」 等において、 卒後の

キャ リ アパス について解説をし ている 。（ 資料 105_ P27-29 P77-78）  

・ 卒後に地域医療を目指す学生に対し て「 福井県学生地域夏期研修」 を実施し 、 福井県の

嶺南・ 丹南地区の６ 医療施設の見学や、 体験発表、 医学生と 地域医療関係者と の意見交

換会を行い、 交流を深めている 。 ま た「 福井県奨学生交流会」 を実施し 、 研修医によ る

キャ リ アパス についての話を学生が聞く 機会を設けている 。（ 資料 238）（ 資料 239）  

BB..  基基本本的的水水準準にに関関すするる現現状状分分析析とと自自己己評評価価  
・ 卒前教育を教育支援センタ ーが、 卒後の教育・ 臨床実践を臨床教育研修センタ ーが中心

に教育プロ グラ ムを管理し ており 、 複数の教員が委員を兼務し ている こ と から 、 卒前と

卒後の連携が行われている 。  

・ 卒前教育のコ ンピ テンシーと 卒後臨床研修の到達目標は関連し ており 、 さ ら に臨床実習

の評価項目は卒後臨床研修の評価項目と 合致し ている こ と から 、 卒前と 卒後の連携が行

われている 。  

・ 講義や研修等において、 学生が卒後のキャ リ アや卒業生から の体験談を聞く 機会を設け

る こ と によ り 、 卒業後の研修医への移行をス ムーズにし ている 。  

CC.. 現現状状へへのの対対応応  
・ 卒前教育と 卒後臨床研修と の連携をさ ら に強化する ため、 教育支援センタ ーと 臨床教育

研修センタ ーで合同のミ ーティ ングを定期的に行う など 、 両者の関連を強化し ていく 。  

DD.. 改改善善にに向向けけたた計計画画  
・ 卒前卒後のシームレ ス 化など 本邦の医学教育施策の変化や学生の学修成果やフ ィ ード バ

ッ ク に基づき 、 医学科における 卒前教育と 卒後臨床研修と の適切な連携について、 教育

支援センタ ーと 臨床教育研修センタ ーが協働で検討でき る よ う にし ていく 。  

関 連 資 料/
105 シラ バス _ 医学科授業要項（ 2023 年度）  

119 学位授与の方針（ ディ プロ マ・ ポリ シー）  

157 厚生労働省医師臨床研修指導ガイ ド ラ イ ン_ 抜粋（ 2020 年度）  

158 福井大学医学部附属病院卒後臨床研修プロ グラ ム_ 抜粋 （ 2023 年度）  

236 福井大学医学部附属教育支援センタ ー委員名簿（ 2023 年度）  

237 福井大学医学部附属病院臨床教育研修センタ ー委員名簿【 HP】  

238 福井県学生地域夏期研修（ 2022 年度）  

239 福井県医師確保修学資金奨学生交流会（ 2016 年度～2022 年度）  
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カリキュラム委員会を通じて以下のことを確実に行うべきである。

QQ  22..88..11  卒業生が将来働く環境からの情報を得て、教育プログラムを適切に改良すること

AA..  質質的的向向上上ののたためめのの水水準準にに関関すするる情情報報  
・ 卒業生・ 就職先医療機関への各種アンケート は、 教育支援センタ ーが実施し 、 教学 I Rデ

ータ と し て収集・ 分析し ている 。（ 資料 240）（ 資料 241）  

・ 卒業後１ 年目と ４ 年目の卒業生にアン ケート 調査を行い、 卒業時学生アンケート と 同じ

く 、 本学の教育目標の達成状況およ びカリ キュ ラ ム構成等について継続的に意見聴取を

実施し ている 。（ 資料 240）  

・ 卒業生アンケート と 合わせて、 本学卒業生が２ 名以上就職し ている 医療機関に対し て、

本学卒業生の知識や臨床を含む様々な能力について調査する アン ケート を実施し ている 。

（ 資料 241）  

・ 卒業生に対し ては、 医学科で設定し たアウ ト カム・ コ ンピ テン シーの達成度に対する 自

己評価を目的と し たアンケート を実施し ている 。結果の一部は I R 報告書と し て公表し て

いる 。（ 資料 203）  

BB..  質質的的向向上上ののたためめのの水水準準にに関関すするる現現状状分分析析とと自自己己評評価価  
・ 教育支援センタ ーが、 卒業生およ び就職先医療機関へのアンケート を実施し 、 本学医学

科の教育プロ グラ ムや学修成果など についての意見を聴取し ている 。  

CC.. 現現状状へへのの対対応応  
・ 卒業生およ び就職先に対し て、 定期的なアンケート 調査を実施でき る 体制を整える 。  

・ アウ ト カム基盤型教育導入後のアンケート 調査は、導入後最初の学生が卒業する 2023 年

度以降に卒業生およ び就職先へ意見聴取を実施する 。  

・ 各種アンケート は、 教育支援センタ ーにおいて分析し 、 結果を医学科の教学 PDCAに基づ

く 教育内部質保証に活用する こ と で教育プロ グラ ムの改善につなげる 。  

DD.. 改改善善にに向向けけたた計計画画  
・ 卒業生およ び就職先から の意見や情報は、 本学医学科の教育プロ グラ ムの成果に対する

最終的な教学 I Rデータ と し て、継続し て聴取・ 収集し 、教育内部質保証に活用し ていく 。  

関 連 資 料/
203 福井大学医学部附属教育支援センタ ーI R部門報告書（ 2018 年度）  

240 卒業生アンケート （ 2022 年度）  

241 就職先アンケート （ 2022 年度）  
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カリキュラム委員会を通じて以下のことを確実に行うべきである。

QQ  22..88..22  教育プログラムの改良には、地域や社会の意見を取り入れること

AA..  質質的的向向上上ののたためめのの水水準準にに関関すするる情情報報  
・ 地域から の要望のも と 、ま た国によ る ミ ッ ショ ン再定義に基づいて、コ ンピ テンシー（ ８ ）

と し て「 福井医療力」 を掲げ、「 福井医療事情」「 救急医療」「 緊急被ばく 医療」 をコ ンピ

テン シー小領域に設定し ている 。 カリ キュ ラ ムはコ ン ピテンシーに基づいた科目を設定

し 、 特に特色ある カリ キュ ラ ムと し て「 地域医療」「 救急・ 緊急被ばく 医療」 を取り 入れ

ている 。（ 資料 105_ P4-20）（ 資料 119）（ 資料 159）  

・ 「 地域医療」 については、 2020 年度に「 総合的な診療能力を 持つ医師養成の推進事業」

（ 厚労省） の採択によ り 、 医学部に「 総合診療・ 総合内科センタ ー（ Gl obal  Gener al  Good 

Doct or  Cent er  :  GGGセンタ ー）」 を設置し 、 教育プロ グラ ムと し て「 地域医療早期体験

プロ グラ ム」（ １ 年次） や「 地域包括ケア実習」（ ５ 年次） を導入し た。（ 資料 243）  

・ 新型コ ロ ナウ イ ルス 感染拡大の事態を受け、 2020 年度に「 感染症医療人材養成事業」（ 文

科省） の採択によ り 、 専門的な感染症教育・ 実習をカリ キュ ラ ムに取り 入れ、 特色ある

カリ キュ ラ ムに「 感染症」 を 設定し 、 さ ら に福井県によ る 寄附講座「 感染症学講座」 を

設置し 、 感染症専門医によ る 感染症教育を強化し た。（ 資料 232）（ 資料 242）  

・ 福井県の自治体の要望によ り 、 様々な寄附講座を開設し 、 福井県の医療ニーズに応じ た

地域医療教育を実施し ている 。 2008 年度に福井県高浜町の寄附講座（ 全国初と なる 市町

村によ る 医学部寄附講座） と し て、「 地域プラ イ マリ ケア講座」 を設置し 、 プラ イ マリ ケ

アに関する 教育・ 研究およ び診療を行っている 。 2010 年度に福井県の寄附講座と し て、

「 地域医療推進講座」 を設置し 、 地域に必要な医師の確保等、 福井県の地域医療に寄与

し ている 。 2013 年度に公立小浜病院組合（ 福井県小浜市） の寄附講座と し て「 地域高度

医療推進講座」 を設置し 、 地域医療の組織的な確立を図る こ と に寄与し ている 。 2021 年

度に福井県の寄附講座と し て、「 感染症学講座」 を設置し 、 県内の感染症医療を推進し て

いる 。 2023 年度に「 地域健康学講座」 を設置し 、 健康福祉センタ ー（ 保健所） と 連携し

て地域保健に寄与し ている 。（ 資料 242）  

BB..  質質的的向向上上ののたためめのの水水準準にに関関すするる現現状状分分析析とと自自己己評評価価  
・ 地域や社会のニーズを踏ま えたコ ンピ テンシーを設定し 、カリ キュ ラ ムを作成し ている 。 

・ 福井県の自治体の要望に応じ て寄附講座を開設する こ と で、 地域や社会の意見を取り 入

れている 。  

CC.. 現現状状へへのの対対応応  
・ 実施し ている 地域医療に関する プロ ジェ ク ト や寄附講座と の連携によ る 教育プロ グラ ム

を継続する 。  

・ 学生のアウ ト カム・ コ ンピ テンシーの達成・ 修得状況やフ ィ ード バッ ク に基づき 、 地域

や社会のニーズに応じ た教育プロ グラ ムと なる よ う に点検・ 評価し 、 改善につなげる 。  
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DD.. 改改善善にに向向けけたた計計画画  
・ 医療に関する 地域や社会のニーズの変化に応じ た教育プロ グラ ムを維持する ために、 自

治体など地域や社会と の連携を強化する 方策を検討し ていく 。  

関 連 資 料/
105 シラ バス _ 医学科授業要項（ 2023 年度）  

119 学位授与の方針（ ディ プロ マ・ ポリ シー）  

159 福井大学医学系分野ミ ッ ショ ン 

232 感染症医療人材養成事業 

242 医学部寄附講座 

243 総合医療・ 総合内科センタ ー【 HP】  
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３３ ..   学学生生のの評評価価  
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領域 3 学生の評価 

33..11  評評価価方方法法  

基基本本的的水水準準：：  
医学部は、  

 学生の評価について、 原理、 方法およ び実施を 定め開示し なく てはなら ない。 開示す

べき 内容には、 合格基準、 進級基準、 およ び追再試の回数が含ま れる 。 （ B 3. 1. 1）  

 知識、 技能およ び態度を含む評価を確実に実施し なく てはなら ない。 （ B 3. 1. 2）  

 様々な評価方法と 形式を、 それぞれの評価有用性に合わせて活用し なく てはなら ない。

（ B 3. 1. 3）  

 評価方法およ び結果に利益相反が生じ ないよ う にし なく てはなら ない。 （ B 3. 1. 4）  

 評価が外部の専門家によ って精密に吟味さ れなく てはなら ない。 （ B 3. 1. 5）  

 評価結果に対し て疑義申し 立て制度を用いなければなら ない。 （ B 3. 1. 6）  

質質的的向向上上ののたためめのの水水準準：：  
医学部は、  

 評価方法の信頼性と 妥当性を検証し 、 明示すべき である 。 （ Q 3. 1. 1）  

 必要に合わせて新し い評価法を導入すべき である 。 （ Q 3. 1. 2）  

 外部評価者の活用を進める べき である 。 （ Q 3. 1. 3）  

注注  釈釈：：  
 [ 評価方法] には、 形成的評価と 総括的評価の配分、 試験およ び他の評価の回数、 異な

っ た種類の評価法（ 筆記や口述試験） の配分、 集団基準準拠評価（ 相対評価） と 目標

基準準拠評価（ 絶対評価） 、 そし てポート フ ォ リ オ、 ロ グブッ ク や特殊な目的を 持っ

た 試験（ 例 obj ect i ve st r uct ur ed cl i ni cal  exami nat i ons( OSCE) や mi ni  cl i ni cal  

eval uat i on exerci se( Mi ni CEX) ） の使用を考慮する こ と が含ま れる 。  

 [ 評価方法] には、 剽窃を見つけ出し 、 それを防ぐ ためのシス テムも 含ま れる 。  

 [ 評価有用性] には、 評価方法およ び評価実施の妥当性、 信頼性、 教育上の影響力、 学

生の受容、 効率性が含ま れる 。  

日日本本版版注注釈釈：：[ 外部の専門家によ って精密に吟味] には、 教育と 評価を担当する 当事者以

外の専門家（ 学内外を問わない） によ って吟味さ れる こ と を意味する 。  

  [ 評価方法の信頼性と 妥当性を 検証し 、 明示すべき ］ は、 評価の実施過程に関わる 適

切な質保証が求めら れている 。  

 [ 外部評価者の活用］ によ り 、 評価の公平性、 質およ び透明性が高ま る 。
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BB  33..11..11  学生の評価について、原理、方法および実施を定め開示しなくてはならない。開示すべき

内容には、合格基準、進級基準、および追再試の回数が含まれる。

AA..  基基本本的的水水準準にに関関すするる情情報報  
・ アウ ト カム基盤型教育の導入によ り 、 学修成果と し てのアウ ト カム３ 項目と その達成に

必要な修得能力である コ ンピ テンシー大領域８ 項目、その下に小領域 36 項目を定めてい

る 。 アウ ト カム・ コ ンピ テン シーに基づく 学生の評価指標はアセス メ ント ・ ポリ シーに

定め、 コ ンピ テンシー各小領域に対する 評価方法は「 アウ ト カム・ コ ンピ テン シー・ 評

価対応表」 に明示し 、 シラ バス 等で開示し ている 。（ 資料 105_ P3 P20）  

【 アセス メ ント ・ ポリ シー】  
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・ 学生がアウ ト カム・ コ ンピ テンシー学修進度を自身で確認でき る よ う に、カリ キュ ラ ム・

マッ プに基づいてコ ンピ テン シー大領域８ 項目のそれぞれに関連する 科目成績から 、 各

学年でのコ ンピ テンシーごと の GPA を算出し 、「 コ ンピ テンシー達成度（ コ ン ピテン シ

ー・ マイ ルス ト ーン）」 と し てレ ーダーチャ ート に可視化し 、 e-ポート フ ォ リ オと し て学

生にフ ィ ード バッ ク し ている 。 e-ポート フ ォ リ オには、 その他に、 各学年での科目成績

（ 素点）、 学年内順位、 CBT順位、 コ ンピ テンシー達成度自己評価レ ーダーチャ ート など

を記載し ている 。（ 資料 105_ P21）（ 資料 161）  

・ 全学およ び医学部の規程等において定めた学生の成績評価、 進級要件、 卒業要件等につ

いては、 下記によ り 開示し ている 。  

〈 全学の規程等〉  

・ 全学の成績評価基準等については、「 福井大学学則」 において「 各学部は、 学修の成果に

係る 評価については、 客観性及び厳格性を確保する ため、 学生に対し てその基準をあら

かじ め明示する と と も に、 当該基準に従っ て適切に行う も のと する 」 と 規定し ている 。

（ 資料 301）  

・ 上記学則のも と 、 成績評価は、「 福井大学における 多面的かつ厳格な成績評価のガイ ド ラ

イ ン」 に従って厳格に行っている 。（ 資料 302）  

〈 医学部の規程等〉  

・ 医学部の試験等によ る 成績評価基準等については、「 医学部規程」 において成績の評価と

評価点、 評価基準と 認定について規定し 、「 医学部医学科履修規程」 において試験につい

て規定し ている 。（ 資料 110_ P105-112）  

・ 上記規程等に基づき 、 科目ごと に総合評価割合・ 評価方法、 再試験の有無およ び回数を

定め、 シラ バス に明記し 、 全学生に学年の開始時に周知し ている 。（ 資料 105）  

・ やむを得ない理由によ って定期試験およ び再試験を受験でき なかった場合の対応につい

ても 、「 医学部医学科履修規程」 に規定し ている 。（ 資料 110_ P108-112）  

〈 進級要件〉  

・ 進級要件は、「 医学部医学科履修規程」 に規定し ている 。 進級判定については基準を明確

化し 、「 医学部医学科履修規程」 およ び「 医学部医学科成績提出及び進級判定に関する 申

合せ」 に定めている 。 こ れら は、 学生便覧に明示し 、 入学時に全学生に配付し ている 。

（ 資料 110_ P108-112）（ 資料 303）（ 資料 304）  

・ １ 〜３ 年次は、 課程表で定めた必要単位を取得する こ と によ り 進級でき る 。 ４ 年次は、

必要単位を取得する と と も に共用試験（ CBT、 Pre-CC OSCE） に合格する こ と によ り 進級

でき る 。 必要単位を 満たさ ない場合、 ま たは共用試験に不合格の場合は進級でき ない。

（ 資料 110_ P108-112）（ 資料 221）  

・ 進級判定は、各学年の講義・ 演習や実習を担当する 教員によ る 合否判定懇談会で協議し 、

医学部教育委員会での審議を経て、 教授会で決定し ている 。（ 資料 303）  

〈 卒業要件〉  

・ 卒業に関する 事項について、 卒業およ び学位の授与は「 福井大学学則」 に定め 、 卒業に

必要な履修単位およ び授業時間数は「 医学部規程」 に定めている 。（ 資料 110_ P105-107）

（ 資料 301）  

・ 卒業要件に関し 必要な事項は、「 医学部医学科履修規程」 に基づき 、「 医学部医学科卒業

要件に関する 申合せ」 に定めている 。（ 資料 110_ P108-112）（ 資料 305）  
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・ 卒業は、「 卒業要件に関する 申合せ」 に基づき 、 卒業必要科目の修得と 卒業時学科試験の

合格、 およ び臨床実習評価と Post -CC OSCE によ る 技能試験の合格の要件を満たし た場合

と し ている 。（ 資料 305）  

・ 「 卒業要件に関する 申合せ」 における 卒業要件は、 アウ ト カム 基盤型教育に基づき 、 学

位授与の方針（ ディ プロ マ・ ポリ シー） に定めたアウ ト カム３ 項目の達成を確認する「 ア

ウ ト カム評価」 と し て位置付けている 。（ 資料 105_ P19-20）（ 資料 305）  

・ 卒業時学科試験の合格は、「 卒業時学科試験の合格基準について」 と し て定め、 判定基準

を学生に明示し ている 。（ 資料 306）  

・ 技能試験の合格は、「 診療参加型臨床実習Ⅰ・ Ⅱ」 の評価結果なら びに Post -CC OSCE の

評価結果の総合評価に基づき 決定し 、 合格基準は「 技能試験の合格基準について」 と し

て定め、 学生に明示し ている 。（ 資料 307）  

・ 卒業判定は、 臨床系教授によ る 合否判定懇談会において協議し 、 医学部教育委員会での

審議を経て、 教授会で決定し ている 。（ 資料 303）  

BB..  基基本本的的水水準準にに関関すするる現現状状分分析析とと自自己己評評価価  
・ 学生の評価についての原理、 方法およ び実施に関する 事項は、 成績評価、 合格基準、 進

級基準およ び卒業要件を含め、 大学およ び医学部において定めて開示し 、 学生に周知し

ている 。  

・ 各科目の評価方法や再試験の実施方法など については、 シラ バス に記載し 学生に周知し

ている 。  

CC.. 現現状状へへのの対対応応  
・ 教育プロ グラ ムの点検・ 評価の過程でシラ バス の記載内容を確認し 、 未記載の項目や不

備があれば必要に応じ て改善を図る 。  

DD.. 改改善善にに向向けけたた計計画画  
・ 教育内部質保証体制において、学生の評価に関する 教育プロ グラ ムの実施状況を踏ま え、

必要に応じ た見直し を通じ て、中長期的視野に立った学生評価体制の充実を図っていく 。 

 関  連  資  料 /
105 シラ バス _ 医学科授業要項（ 2023 年度）  

110 学生便覧（ 2023 年度）  

161 e-ポート フ ォ リ オ（ 成績通知表）  

221 共用試験の実施及び合格基準に関する 申合せ 

301 福井大学学則 

302 福井大学における 多面的かつ厳格な成績評価のガイ ド ラ イ ン 

303 福井大学医学部医学科成績提出及び進級判定に関する 申合せ 

304 福井大学医学部医学科成績提出及び進級判定に関する 申合せ（ 1～4 年次用学生周知

掲示）  

305 福井大学医学部医学科卒業要件に関する 申合せ 

306 卒業時学科試験の合格基準について（ 2023 年度）  
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307 技能試験の合格基準について（ 2022 年度～）  

BB  33..11..22  知識、技能および態度を含む評価を確実に実施しなくてはならない。

AA..  基基本本的的水水準準にに関関すするる情情報報  
・ 本学のアウ ト カム基盤型教育に基づく アウ ト カム３ 項目のう ち、 アウ ト カム１ で「 医療

人と し ての態度」、アウ ト カム２ で「 医療人と し ての知識・ 技能」 を定めている 。さ ら に、

こ れら のアウ ト カム に紐づく コ ン ピ テン シーと し て、 アウ ト カム １ はコ ン ピ テン シー

（ １ ） 〜（ ３ ） と それぞれの小領域、 およ びアウ ト カム２ はコ ンピ テンシー（ ４ ） 〜（ ６ ）

と それぞれの小領域を定めている 。アウ ト カムにおける 知識、技能およ び態度の評価は、

こ れら のコ ンピ テンシーに対する 評価と し て、 各コ ン ピテンシー小領域に対する 評価方

法を「 医学科アウ ト カム・ コ ンピテンシー・ 評価対応表」 に示し ている 。（ 資料 105_ P4-20） 

・ 各科目およ び共用試験等の総合試験における 知識・ 技能・ 態度の評価方法は以下に記す。  

〈 知識の評価〉  

・ 各授業科目の知識に対する 評価は、 シラ バス に記載し た方法によ り 行っ ている 。（ 資料

105）  

・ 各科目の評価方法は、 筆記試験、 口述試験、 レ ポート など を用いている 。 科目によ っ て

はディ ス カッ ショ ンやプレ ゼンテーショ ン、 ミ ニテス ト など のアク ティ ブ・ ラ ーニン グ

の手法によ る 評価を実施し ている 。 複数の方法によ り 評価する 場合は、 評価全体に対す

る それぞれの割合を総合評価割合と し てシラ バス に明示し ている 。（ 資料 105）  

・ ４ 年次の臨床実習前に共用試験 CBT を実施し 、 臨床実習に必要な知識の達成レ ベルを確

かめ、 合格者にはス チュ ーデント ・ ド ク タ ーの称号を 与えている 。 CBT 不合格者は５ 年

次に進級でき ない。（ 資料 221）  

・ CBT 合格基準は、 教学 I R 分析を踏ま え、 適切な水準に定めている 。 2017 年度に、 I R 部

門において CBT得点状況を経年比較し た結果、 平均正答率が 80％から 徐々に低下し てい

る 傾向を認め、 ま た CBT 成績と ６ 年次医師国家試験模擬試験の成績と 相関がある こ と か

ら 、 合格基準を、 I RT標準ス コ ア 359 から 420 に厳格化し た。（ 資料 308）  

・ 知識の最終的な評価と し て、 ６ 年次に卒業時学科試験を行っている 。 2019 年度から は、

アウ ト カム評価と 合わせて医師国家試験対策を強化する ために、 卒業時学科試験を３ 回

実施し 、 第１ 回は本学独自作成問題によ り 行い、 第２ 回と 第３ 回は医師国家試験全国統

一模擬試験を活用し 、 それぞれに合格基準を定めて実施し ている 。 卒業時学科試験と し

ての合格判定は、 基準に基づき 、 ３ 回の試験結果の総合判定によ り 決定し ている 。（ 資料

306）  

〈 技能の評価〉  

・ 技能の評価は、 ４ 年次の共用試験 Pre-CC OSCE、 ４ 〜６ 年次の診療参加型臨床実習およ

び６ 年次の Post -CC OSCE によ り 実施し ている 。（ 資料 307）  

・ Pre-CC OSCE 合格者は、 CBT合格と 合わせてス チュ ーデント ・ ド ク タ ーの称号を得て、 臨

床実習に進むこ と ができ る 。 Pre-CC OSCE不合格者は５ 年次に進級でき ない。（ 資料 222） 

・ 診療参加型臨床実習の評価は、「 診療参加型臨床実習Ⅰ・ Ⅱ」 において、「 診療参加型臨

床実習要項」 に定めた方法に基づいて評価し ている 。 学生には、 臨床実習開始前のオリ
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エンテーショ ンにおいて周知し ている 。 なお、「 診療参加型臨床実習Ⅰ」 と 「 診療参加型

臨床実習Ⅱ」 と も に合格する こ と によ り 、臨床実習は合格と なる 。（ 資料 202）（ 資料 222） 

・ ４ ～５ 年次の「 診療参加型臨床実習Ⅰ」 では、 本学が独自に開発し た臨床教育支援シス

テム F. CESS を用いて、 ルーブリ ッ ク 形式で診療科ごと に学生評価を行っている 。 各診療

科では、 複数の指導医によ る 評価を当該診療科の実習責任者が総合的に評価する こ と で

合否を決定し ている 。「 診療参加型臨床実習Ⅰ」 と し ての最終的な評価は、 全ての診療科

の評価で合格する こ と によ り 合格と なる 。（ 資料 138）（ 資料 307）  

・ ５ ～６ 年次の「 診療参加型臨床実習Ⅱ」 では、「 診療参加型臨床実習Ⅰ」 と 同じ 評価項目

に対し て、 F. CESS（ 附属病院診療科） およ び臨床実習評価票（ 教育関連病院等） によ り 、

ルーブリ ッ ク 形式で評価し ている 。「 診療参加型臨床実習Ⅱ」 と し ての最終的な評価は、

実習を行った診療科およ び病院等での評価に全て合格する こ と によ り 合格と なる 。（ 資料

138）（ 資料 307）（ 資料 309）  

・ １ 〜４ 年次の授業科目における 技能については、 各科目の実習においてシラ バス に記載

し た方法によ り 評価し ている 。（ 資料 105）  

〈 態度の評価〉  

・ 態度については、「 行動科学」 など メ ディ カル・ プロ フ ェ ッ ショ ナリ ズムに関する 低学年

での科目において、 医療者と し て必要な態度に関する 知識の理解レ ベルを評価し 、 ４ 年

次での実施レ ベルを Pre-CC OSCE で、 臨床実習での実施レ ベルを４ 〜６ 年次の診療参加

型臨床実習で、 卒業時の達成レ ベルを ６ 年次の Post -CC OSCE で評価し ている 。（ 資料

105_ P4-20）  

・ 診療参加型臨床実習では F. CESS を用いて評価し ている 。（ 資料 138）  

BB..  基基本本的的水水準準にに関関すするる現現状状分分析析とと自自己己評評価価  
・ 目標と する 学修成果と し ての知識、 技能、 態度について、 医学部医学科のアウ ト カム ・

コ ンピ テンシーと し て定め、「 医学科アウ ト カム・ コ ンピ テンシー・ 評価対応表」 によ る

方法によ り 評価し ている 。  

・ 知識については、各科目で定めた方法・ 基準によ り 評価し 、技能およ び態度については、

Pre-CC OSCE、 診療参加型臨床実習およ び Post -CC OSCE によ り 、 定めた評価項目に基づ

き 実施し ている 。  

・ 診療参加型臨床実習の評価は、 F. CESS によ り 、 各診療科での実習責任者と 指導医によ り

実施し ている 。  

CC.. 現現状状へへのの対対応応  
・ アウ ト カム基盤型教育に基づき 、 知識、 技能、 態度と し て定めたアウ ト カム・ コ ンピ テ

ンシーの達成・ 修得状況を、 それぞれに対応し た方法・ 基準によ る 評価を継続し て実施

する 。  

・ 医学教育モデル・ コ ア・ カリ キュ ラ ム （ 令和４ 年度改訂版） を 踏ま え、 必要に応じ て評

価方法・ 基準の見直し を図る 。  
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DD.. 改改善善にに向向けけたた計計画画  
・ 教育内部質保証体制において、 学生の成績など の教学 I R データ 分析に基づき 、 知識、 技

能、 態度評価の妥当性を検討し 、 必要に応じ て中長期的視野に立った評価方法・ 基準の

改善を図る 。  

・ 医学教育施策の変化に対応し 、 社会が医療に求める 要請に応える こ と ができ る よ う に、

適切な評価方法や基準についてさ ら に検討し ていく 。  

関 連 資 料/
105 シラ バス _ 医学科授業要項（ 2023 年度）  

138 臨床教育支援シス テム F. CESS 

202 診療参加型臨床実習Ⅰ要項（ 2022 年度）  

221 共用試験の実施及び合格基準に関する 申合せ 

222 診療参加型臨床実習Ⅱ要項（ 2022 年度）  

306 卒業時学科試験の合格基準について（ 2023 年度）  

307 技能試験の合格基準について（ 2022 年度～）  

308 CBT合格基準の厳格化（ 2017 年度）  

309 臨床実習評価票（ 学外教育関連病院等）  

BB  33..11..33  様々な評価方法と形式を、それぞれの評価有用性に合わせて活用しなくてはならない。

AA..  基基本本的的水水準準にに関関すするる情情報報  
・ アウ ト カム基盤型教育と し て定めたアウ ト カムと コ ン ピテンシーのそれぞれに対する 評

価は、「 アウ ト カム・ コ ンピ テンシー・ 評価対応表」 に示す方法によ り 実施し ている 。（ 資

料 105_ P20）  

・ 各授業科目での筆記試験は、 記述式問題、 多肢選択式問題、 語句記入問題など の多様な

形式によ り 実施し ている 。（ 資料 310）  

・ 授業科目によ っては内容に応じ て、レ ポート や小テス ト によ り 評価し ている 。（ 資料 310） 

・ PBL など 小グループによ る 授業では、 ディ ス カッ ショ ンへの参加態度やプレ ゼンテーシ

ョ ンを評価し ている 。（ 資料 105）（ 資料 310）  

・ 附属病院での臨床実習（ 診療参加型臨床実習Ⅰ） では、 臨床教育支援シス テム F. CESS を

用いて、 ルーブリ ッ ク 形式で形成的評価を実施し ている 。（ 資料 138）  

・ 卒業時学科試験は、 2019 年度から 知識のアウ ト カム評価と と も に医師国家試験対策の強

化を 目的と し て実施回数を３ 回に変更し 、 第１ 回は本学独自問題によ る 試験、 第２ 回と

第３ 回は医師国家試験模擬試験を活用し て実施し ている 。 こ の変更によ り 、 学生の成績

が３ 回の試験を経て徐々に向上する 傾向があり 、医師国家試験の合格率が向上し た（ 2019

年度の新卒者合格率 100%達成、 その後も 高い合格率を維持）。（ 資料 306）（ 資料 311）  

・ 臨床実習前の知識・ 技能およ び態度が全国水準に達し ている かを、４ 年次の共用試験( CBT、

Pre-CC OSCE) で客観的に評価し 、 ５ 年次への進級要件と し ている 。 ま た診療参加型臨床

実習の終了後の臨床技能・ 態度を評価する ため、 Post -CC OSCE の成績を卒業要件に組み

入れている 。（ 資料 221）（ 資料 305）  
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・ I R 部門において、 １ 〜４ 年次の各科目の成績分布、 １ 〜４ 年次累積 GPAと ６ 年次生の卒

業時学科試験成績と の相関、１ 〜４ 年次累積 GPAと 医師国家試験模擬試験成績と の相関、

４ 年次 CBT と 卒業時学科試験成績と の相関、 医師国家試験と 試験成績と の相関など、 成

績分布や各種試験間の相関を分析する こ と によ り 、 評価の有用性を確認し ている 。（ 資料

203）  

・ ま た教育支援センタ ーでは、「 医学部学生統合データ ベース 」 を用いて学生の学修成果を

把握し 、 学生への多様なアン ケート を 実施する こ と で、 学生の評価方法を改善し 、 厳格

な成績評価に基づく 教育の質保証をし ている 。（ 資料 312）  

・ 評価の有用性に関し て、 教育支援センタ ーでの成績評価に対する 多様な分析結果を、「 教

育 I R 部門報告書」 と し てま と める と と も に、 医学部ホームページの「 教育プロ グラ ムダ

ッ シュ ボード 」 において公開し ている 。（ 資料 203）（ 資料 313）  

BB..  基基本本的的水水準準にに関関すするる現現状状分分析析とと自自己己評評価価  
・ 学生の評価は、 多様な評価方法と 形式によ り 実施し ている 。  

・ 教育支援センタ ーにおいて、 評価間の相関など の教学 I R データ 分析に基づき 、 評価有用

性を検討し 、 必要に応じ て評価方法を改善し ている 。  

CC.. 現現状状へへのの対対応応  
・ 教育支援センタ ーにおいて、 教学 I R データ 分析や学生から のフ ィ ード バッ ク に基づき 、

それぞれの授業科目や学年等の特性に応じ た評価方法と 形式を検討する 。  

・ 医学教育モデル・ コ ア・ カリ キュ ラ ム （ 令和４ 年度改訂版） を 踏ま え、 必要に応じ て評

価方法・ 形式の見直し を図る 。  

DD.. 改改善善にに向向けけたた計計画画  
・ 教育内部質保証体制において、 学生や教員から のフ ィ ード バッ ク や学生の成績など の教

学 I R データ 分析に基づき 、 評価方法や形式の有用性を検討し 、 必要に応じ て中長期的視

野に立った改善を図る 。  

関 連 資 料/
105 シラ バス _ 医学科授業要項（ 2023 年度）  

138 臨床教育支援シス テム F. CESS 

203 福井大学医学部附属教育支援センタ ーI R部門報告書（ 2018 年度）  

221 共用試験の実施及び合格基準に関する 申合せ 

305 福井大学医学部医学科卒業要件に関する 申合せ 

306 卒業時学科試験の合格基準について（ 2023 年度）  

310 学生の評価およ び学修成果の各科目における 実施状況調査（ 2022 年度）  

311 医師国家試験合格率の推移 

312 医学部学生統合データ ベース  

313 教育支援センタ ー・ 教育プロ グラ ムダッ シュ ボード  
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BB  33..11..44  評価方法および結果に利益相反が生じないようにしなくてはならない。

AA..  基基本本的的水水準準にに関関すするる情情報報  
・ 学生の評価については、 学則や「 福井大学における 多面的かつ厳格な成績評価のガイ ド

ラ イ ン」 など 全学およ び医学部の定める 試験・ 成績に係る 規程等、 およ びシラ バス に記

載し た方法・ 基準に基づいて、 全ての学生に対し て公平に実施し ている 。（ 資料 105）（ 資

料 301）（ 資料 302）  

・ 進級・ 卒業判定については、 各学年の医学科合否判定懇談会、 ６ 年次の臨床系教授によ

る 医学科合否判定懇談会の判定結果を 受け、 医学部教育委員会において協議し 、 進級・

卒業判定案を作成し たのち、 医学部教授会における 審議・ 決定を経て、 学長が卒業を 認

定する こ と によ り 、 全ての学生に対し て公平に実施し ている 。（ 資料 303）（ 資料 305）  

・ 成績評価に関連する 文書（ 答案用紙、 レ ポート 、 小テス ト 、 採点表など ） は、 公的文書

に類する も のと し て「 福井大学法人文書管理規程」 に基づき 管理し ている 。（ 資料 314）  

・ ４ 年次の共用試験( CBT、 Pre-CC OSCE) 、 ６ 年次の Post -CC OSCE には、 外部評価委員と し

て CATOの派遣する 機構派遣監督が参加し 、 試験運営や評価の適切性・ 公平性などに対し

て監査を受けている 。（ 資料 315）  

・ 学生が成績評価の公平性など に疑義がある 場合は、「 福井大学における 成績評価基準等に

関する 規程」 およ び「 福井大学における 成績評価異議申立てに関する 要項」 に基づき 疑

義申立てを行える よ う に定めている 。（ 資料 110_ P76-78）  

BB..  基基本本的的水水準準にに関関すするる現現状状分分析析とと自自己己評評価価  
・ 学生の評価は、 学則や規程等に則り 、 全ての学生に対し て公平に実施し ている 。  

CC.. 現現状状へへのの対対応応  
・ 教員の親族等、 利益相反関係にある 関係者が学生と し て在籍する 場合の評価における 取

り 扱いについて検討する 。  

DD.. 改改善善にに向向けけたた計計画画  
・ 複数の評価者によ る 評価や第三者によ る 評価の点検など、 評価における 利益相反の排除

について検討し ていく 。  

関 連 資 料/
105 シラ バス _ 医学科授業要項（ 2023 年度）  

110 学生便覧（ 2023 年度）  

301 福井大学学則 

302 福井大学における 多面的かつ厳格な成績評価のガイ ド ラ イ ン 

303 福井大学医学部医学科成績提出及び進級判定に関する 申合せ 

305 福井大学医学部医学科卒業要件に関する 申合せ 

314 国立大学法人福井大学法人文書管理規程 

315 共用試験等の外部評価委員参加（ 2022 年度）  
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BB  33..11..55  評価が外部の専門家によって精密に吟味されなくてはならない。

AA..  基基本本的的水水準準にに関関すするる情情報報  
・ 医学部の教育内部質保証体制において、 教育支援セン タ ーのプロ グラ ム評価委員会およ

び医学科専門部会で、 教育プロ グラ ム の点検・ 評価を 実施し ている 。 プロ グラ ム評価委

員会には外部委員と し て福井県健康福祉部の代表、医学教育有識者、看護学教育有識者、

教育関連病院院長、 学内の教育専門家と し て教育担当理事（ 副学長） が参画し ている 。

医学科専門部会には医学科教員の他、 附属病院副病院長、 学生の代表と 卒業生の代表を

委員と し て含めている 。 学生の評価については、 こ れら の委員会において、 外部の専門

家の点検・ 評価を受けている 。（ 資料 143）（ 資料 144）  

・ 第３ 期中期目標期間に係る 法人評価（ ４ 年目終了時評価） の教育に関する 現況調査（ 2020

年度実施） において、 学生の評価について成績分布表などによ り 評価を受けている 。（ 資

料 316）  

・ 医学部外部評価（ 2021 年度実施） では、他大学学長、学外病院関係者、学外医学研究者、

他大学看護学教員など が評価委員と し て参画し 、 成績分布表など に基づいて学生の評価

に関し て点検・ 評価を受けている 。（ 資料 166）  

・ 大学改革支援・ 学位授与機構によ る 大学機関別認証評価（ 2022 年度実施） では、 成績評

価に関する 評価基準「 教育課程方針に則し て、 公正な成績評価が厳格かつ客観的に実施

さ れている こ と 」 に対し て「 満たし ている 」 と の評価を得ている 。（ 資料 317）  

BB..  基基本本的的水水準準にに関関すするる現現状状分分析析とと自自己己評評価価  
・ 教育支援センタ ーによ る 教育プロ グラ ムの内部質保証体制において、 学生の評価につい

て外部の専門家によ る 点検・ 評価を受けている 。  

・ 機関別認証評価や外部評価等の第三者評価によ り 、 学生の評価について外部の専門家に

よ る 点検・ 評価を受けている 。  

CC.. 現現状状へへのの対対応応  
・ 教育内部質保証体制において、 教育支援センタ ーのプロ グラ ム 評価委員会の外部委員に

よ る 学生の評価を含めた教育プロ グラ ムの点検・ 評価を継続し ていく 。  

・ 第三者評価によ る 学生の評価を含めた教育プロ グラ ムの点検・ 評価を継続し て実施する 。 

DD.. 改改善善にに向向けけたた計計画画  
・ 教育内部質保証体制およ び第三者評価において、 学外評価者等によ る 学生の評価を含む

教育プロ グラ ムの点検・ 評価に基づき 、 必要に応じ て改善を図っていく 。  

関 連 資 料/
143 福井大学医学部附属教育支援センタ ープロ グラ ム評価委員会名簿（ 2022 年度）  

144 福井大学医学部附属教育支援センタ ープロ グラ ム評価委員会医学科専門部会名簿 

166 福井大学医学部･医学系研究科・ 自己点検・ 外部評価（ 2022 年度）  

316 医学部の教育に関する 現況分析結果（ 2020 年度）  
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317 大学機関別認証評価・ 評価報告書（ 2022 年度）  

BB  33..11..66  評価結果に対して疑義申し立て制度を用いなければならない。

AA..  基基本本的的水水準準にに関関すするる情情報報  
・ 学生の成績評価に対する 疑義申し 立てに関し て、 大学の規程等と し て定め、 学生便覧に

おいて学生に周知し ている 。（ 資料 110_ P76-78）  

・ 成績評価に対し 疑義がある 場合は、 大学の定める 「 福井大学における 成績評価基準等に

関する 規程」 およ び「 福井大学における 成績評価異議申立てに関する 要項」 に従い、 成

績開示日から ７ 日以内に学務課へ所定の様式を提出する 。（ 資料 110_ P76-78）  

・ 成績評価に対する 疑義申し 立ての際に学生はま ず、 科目担当教員など に相談し 、 解決し

ない場合に手続き に従って申し 立てを 行い、 医学部長が関連する 委員会等と 協議し 、 関

係者へのヒ アリ ングなどを経て、 申し 立てへの回答をする 。（ 資料 318）  

・ 大学機関別認証評価( 2022 年度) において、 評価基準「 全ての学部・ 研究科において成績

評価に対する 疑義申立て制度を組織的に設けている 」 に対し て「 満たし ている 」 と の評

価を得ている 。（ 資料 317）  

BB..  基基本本的的水水準準にに関関すするる現現状状分分析析とと自自己己評評価価  
・ 成績評価に関する 疑義申し 立て制度を定めている 。  

CC.. 現現状状へへのの対対応応  
・ 成績評価に関する 疑義申し 立て制度の運用を継続し 、 学生への周知を図る 。  

DD.. 改改善善にに向向けけたた計計画画  
・ 疑義申し 立て制度の運用において改善点等がある 場合に対し 、 必要に応じ て改善を図っ

ていく 。  

・ 疑義申し 立ての内容を分析し 、 評価結果に疑義が生じ ないよ う 適宜改善を図っていく 。  

関 連 資 料/
110 学生便覧（ 2023 年度）  

317 大学機関別認証評価・ 評価報告書（ 2022 年度）  

318 成績評価異議申立て手続き のフ ロ ー図 

QQ  33..11..11  評価方法の信頼性と妥当性を検証し、明示すべきである。

AA..  質質的的向向上上ののたためめのの水水準準にに関関すするる情情報報  
・ I R 部門において、 学生の科目成績や各種試験結果など の教学 I R データ を分析する こ と

によ り 、 評価方法の信頼性と 妥当性を検証し ている 。  
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・ 各科目の成績評価の信頼性と 妥当性は、 各科目の成績分布、 GPA の学年間の相関性、 各

科目試験（ １ ～４ 年次累計） や GPA と 学外試験（ 共用試験 CBT、 医師国家試験模試） の

成績と の相関性によ り 確認し ている 。（ 資料 203）  

・ こ れら の分析結果は、 I R 部門報告書にま と め医学部附属教育支援センタ ーのホームペー

ジで公開し ている 。 さ ら に 2022 年度に、 医学部の教育内部質保証における 教学 I R に基

づく 教学 PDCAを一元化する ポータ ルサイ ト「 教育プロ グラ ムダッ シュ ボード 」を開設し 、

分析結果を教育支援センタ ー教員に公開し ている 。（ 資料 203）（ 資料 313）（ 資料 319）  

・ 卒業時学科試験に関し ては、 全３ 回の試験のう ち第１ 回（ 第１ 試験） については、 診療

科・ 分野ごと に作問数を割り 当て、 必修問題、 総論問題、 およ び各論問題、 計 400 問を

作成し ている 。 作成し た問題は、 以下の手順によ り 精査し 妥当性を 高めている 。（ 資料

320）  

 各診療科等は作問にあたり 、 前年度の問題と 正答率を参考と し て、 問題の適切性など

を卒業時学科試験問題作成チェ ッ ク リ ス ト に基づいて確認する 。（ 資料 320）  

 各診療科等の責任者（ 教授や診療科長） が問題の適切性を確認し た後、 医学科試験委

員会に提出する 。  

 作問診療科等よ り 、 各 1 名程度のブラ ッ シュ アッ プ教員を選出する 。 ブラ ッ シュ アッ

プ教員は、 原則と し て、 作問と 異なる 教員から 選出する 。 試験委員会委員よ り 、 ブラ

ッ シュ アッ プ教員への説明会を行い、その上で全ての問題のブラ ッ シュ アッ プを行い、

内容の適正を検討する 。 不適切と 判定し た問題については、 修正ある いは差し 替えを

出題者に依頼する 。 試験問題は、 ブラ ッ シュ アッ プを２ 回実施する こ と によ り 完成す

る 。  

 試験終了後に解答と 解説を学生に配付し 、 学生は問題や解答に疑問がある 場合は出題

者に質問でき る 。 学生から の質問によ り 、 出題者が問題に不適切な点がある と 判断し

た場合、 削除問題と する 。  

 さ ら に、 問題ごと に正答率と 識別指数を検討し 、 医学科試験委員会で削除問題を決定

し ている 。 正答率と 識別指数は各診療科等にフ ィ ード バッ ク し 、 次年度問題作成のた

めの資料と し ている 。  

・ 第１ 試験の信頼性は、 試験結果と ４ 年次 CBT 成績と の有意な相関がある こ と から 確認し

ている 。（ 資料 203）  

・ 第２ 試験およ び第３ 試験は、 業者によ る 医師国家試験模擬試験を利用する こ と で、 信頼

性と 妥当性を担保し ている 。（ 資料 321）  

BB..  質質的的向向上上ののたためめのの水水準準にに関関すするる現現状状分分析析とと自自己己評評価価  
・ 教育支援センタ ーI R 部門において、 各科目成績と 各種試験と の相関など を分析する こ と

で、 成績評価の信頼性・ 妥当性を検証し ている 。  

・ 卒業時学科試験において、 学生から のフ ィ ード バッ ク や試験間の分析によ り 信頼性・ 妥

当性を確認し ている 。  

CC.. 現現状状へへのの対対応応  
・ 教育支援センタ ーI R 部門において、 科目成績や各種試験の相関関係など の分析によ る 信

頼性・ 妥当性の検証を継続し て実施し ていく 。  
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DD.. 改改善善にに向向けけたた計計画画  
・ 教育内部質保証体制において、 教学 I R データ の分析から 成績評価の信頼性・ 妥当性の向

上を図っていく 。  

関 連 資 料/
203 福井大学医学部附属教育支援センタ ーI R部門報告書（ 2018 年度）  

313 教育支援センタ ー・ 教育プロ グラ ムダッ シュ ボード  

319 医学部附属教育支援センタ ーホームページ【 HP】  

320 第 1 回卒業時学科試験のブラ ッ シュ アッ プ及び学生から のフ ィ ード バッ ク （ 2022 年

度）  

321 卒業時学科試験について（ 2022 年度）  

QQ  33..11..22  必要に合わせて新しい評価法を導入すべきである。

AA..  質質的的向向上上ののたためめのの水水準準にに関関すするる情情報報  
・ アウ ト カム基盤型教育の導入に伴い、 学修成果を可視化する ため、 各学年でのアウ ト カ

ム・ コ ンピ テンシーの達成・ 修得度を、 コ ンピ テンシー８ 項目ごと のGPAによ る レ ーダー

チャ ート （ GPAレ ーダーチャ ート ） に示し 、 e-ポート フ ォ リ オと し て学生にフ ィ ード バッ

ク し ている 。 e-ポート フ ォ リ オには、 各学年でのコ ン ピテンシー自己評価によ る レ ーダ

ーチャ ート （ 自己評価レ ーダーチャ ート ） も 合わせて表示し 、 GPAによ る 客観的評価と 自

己評価によ る 主観的評価の違いから 、 学生が自身の学修進度のギャ ッ プを認識でき る よ

う にし ている 。さ ら に、科目のコ ンピ テンシー寄与度によ り 各学年のGPAに重み付けをし 、

コ ンピ テンシーGPAレ ーダーチャ ート の学年間比較によ り 、学生が自身の学年進行に伴う

学修の進捗を認識でき る よ う にし ている 。 （ 資料105_ P21） （ 資料161） （ 資料162）  

・ 医学部では、 コ ロ ナ禍で本学独自に開発し た遠隔授業支援シス テム F. MOCEを 対面授業再

開後も 併用し ている 。 各科目では、 対面授業においても F. MOCEを用いて、 ミ ニッ ツペー

パーによ る 出席管理や授業の要約提出、 レ ポート 提出、 小テス ト など の多様な評価を 実

施し ている 。 （ 資料137）  

・ 「 診療参加型臨床実習Ⅰ」 では、 臨床教育支援シス テム F. CESSを用いて、 ルーブリ ッ ク

形式の評価を実施し ている 。 さ ら に、 学生によ る 診療科評価も F. CESSによ り 実施し てい

る 。 （ 資料138）  

・ ５ 年次において、 業者によ る ５ 年次生対象の医師国家試験模擬試験を実施し 、 卒業試験

の約１ 年前の学修到達度を学生が自覚でき る よ う にし ている 。 （ 資料322）  

BB..  質質的的向向上上ののたためめのの水水準準にに関関すするる現現状状分分析析とと自自己己評評価価  
・ 医学教育モデル・ コ ア・ カリ キュ ラ ム 等の教育施策の変化に応じ て必要な評価方法を 導

入し ている 。  

・ I CTなどを活用し て、 必要に応じ て新たな評価方法を導入し ている 。  
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CC.. 現現状状へへのの対対応応  
・ 科目における 評価方法の検証から 、 必要に応じ て新たな評価方法を導入する よ う に、 科

目コ ーディ ネータ ー等に促す。  

DD.. 改改善善にに向向けけたた計計画画  
・ 教育支援センタ ーによ る 教学 I R に基づく 教育内部質保証体制において、学生の評価方法

を点検・ 評価し 、 新たな評価方法の導入など 、 中長期的視野に立った改善を図る 。  

・ 臨床実習における 技能と 態度の評価に関し て、 他職種等によ る 360°評価の導入を検討

する 。  

関 連 資 料/
105 シラ バス _ 医学科授業要項（ 2023 年度）  

137 遠隔授業支援シス テム F. MOCE 

138 臨床教育支援シス テム F. CESS 

161 e-ポート フ ォ リ オ（ 成績通知表）  

162 アウ ト カム達成度自己評価票（ 2022 年度）  

322 テコ ムチャ レ ンジ模試（ ５ 年生） の実施について（ 2022 年度）  

QQ  33..11..33  外部評価者の活用を進めるべきである。

AA..  質質的的向向上上ののたためめのの水水準準にに関関すするる情情報報  
・ 教育支援センタ ープロ グラ ム評価委員会には、外部委員と し て福井県健康福祉部の代表、

医学教育有識者、 看護学教育有識者、 教育関連病院院長、 学内の教育専門家と し て教育

担当理事（ 副学長） が参画し ている 。 こ れら の外部評価者によ り 学生の評価を 含む教育

プロ グラ ムの点検・ 評価を受け、 その提言を教学 PDCAに活用し ている 。（ 資料 143）（ 資

料 323）  

・ 医学部外部評価（ 2021 年度実施） において、 他大学学長、 学外病院関係者、 学外医学研

究者、 他大学看護学教員など が評価委員と し て参画し 、 学生の評価を含む医学部教育全

般にわたり 点検・ 評価を受け、 その結果を外部評価報告書にま と めて活用し ている 。（ 資

料 166）  

・ 大学の国際ベンチマーク と し て、 2019 年度に本学の国際アド バイ ザーである 米国・ メ リ

ーラ ンド 大学の Dr . Kat hy M. Takayama によ る 教育評価を受けた。 医学部教育について高

評価を得たこ と など の評価結果は報告書にま と めて活用し ている 。（ 資料 324）  

・ ６ 年次「 診療参加型臨床実習Ⅱ」 は学外の教育関連病院でも 実施し ており 、 当該病院の

指導医が学生評価を行っている 。（ 資料 222）  

・ ４ 年次の共用試験( CBT、 Pre-CC OSCE) 、 ６ 年次の Post -CC OSCE には、 外部評価委員と し

て CATOから の機構派遣監督が参加し 、 試験の運営や評価の適切さ の監査を 受けている 。 

（ 資料 315）  
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BB..  質質的的向向上上ののたためめのの水水準準にに関関すするる現現状状分分析析とと自自己己評評価価  
・ 教育支援センタ ーの教育内部質保証体制や、 外部評価など の第三者評価において、 外部

評価者によ る 学生の評価を含む教育プロ グラ ムの点検・ 評価を受けて活用し ている 。  

・ 臨床実習評価、 CBT、 Pre-CC OSCE、 Post -CC OSCE において、 外部評価者によ る 評価を活

用し ている 。  

CC.. 現現状状へへのの対対応応  
・ 学生の評価における 外部評価者の活用方法について、 教育支援センタ ー等においてさ ら

に検討する 。  

DD.. 改改善善にに向向けけたた計計画画  
・ 学生の評価をよ り 客観的に行う ための外部評価者の活用について、教学 I R に基づく 教育

内部質保証体制において、 中長期的視野に立った方策を検討し ていく 。  

 関 連 資 料  

143 福井大学医学部附属教育支援センタ ープロ グラ ム評価委員会名簿（ 2022 年度）  

166 福井大学医学部･医学系研究科・ 自己点検・ 外部評価（ 2022 年度）  

222 診療参加型臨床実習Ⅱ要項（ 2022 年度）  

315 共用試験等の外部評価委員参加（ 2022 年度）  

323 教育支援セン タ ープロ グラ ム 評価委員会議事要旨_ コ ン ピ テン シー達成度と アウ ト

カム評価の分析結果と 提言（ 2022 年）  

324 Dr . Takayama 国際ベンチマーク 報告書（ 2019 年度）  
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33..22  評評価価とと学学修修ととのの関関連連  

基基本本的的水水準準：：  
医学部は、  

 評価の原理、 方法を用いて以下を実現する 評価を実践し なく てはなら ない。  

 目標と する 学修成果と 教育方法に整合し た評価である 。 （ B 3. 2. 1）  

 目標と する 学修成果を学生が達成し ている こ と を保証する 評価である 。 （ B 3. 2. 2）

 学生の学修を促進する 評価である 。 （ B 3. 2. 3）  

 形成的評価と 総括的評価の適切な比重によ り 、学生の学修と 教育進度の判定の指針と

なる 評価である 。 （ B 3. 2. 4）  

質質的的向向上上ののたためめのの水水準準：：  
医学部は、  

 基本的知識の修得と 統合的学修を 促進する ために、 カリ キュ ラ ム （ 教育） 単位ごと に

試験の回数と 方法（ 特性） を適切に定める べき である 。 （ Q 3. 2. 1）  

 学生に対し て、 評価結果に基づいた時機を 得た、 具体的、 建設的、 そし て公正なフ ィ

ード バッ ク を行う べき である 。 （ Q 3. 2. 2）  

注注  釈釈：：  
 [ 評価の原理、 方法およ び実践] は、 学生の到達度評価に関し て知識・ 技能・ 態度の全

ての観点を評価する こ と を意味する 。  

 [ 学生の学修と 教育進度の判定の指針] では、 進級の要件と 評価と の関連に関わる 規程

が必要と なる 。  

 [ 試験の回数と 方法（ 特性） を 適切に定める ] には、 学修の負の効果を 避ける 配慮が含

ま れる 。 学生に膨大な量の暗記やカリ キュ ラ ム での過剰な負担を 求めない配慮が含ま

れる 。  

 [ 統合的学修の促進] には、 個々の学問領域や主題ごと の知識の適切な評価だけでなく 、

統合的評価を使用する こ と を含む。

評価の原理、方法を用いて以下を実現する評価を実践しなくてはならない。

BB  33..22..11  目標とする学修成果と教育方法に整合した評価である。

AA..  基基本本的的水水準準にに関関すするる情情報報  
・ 「 愛と 医術で人と 社会を健やかに」 の理念のも と 、 医療人と し ての「 態度」、「 知識・ 技

能」、「 地域性・ 国際性」 の３ つのアウ ト カムを中心に据えたアウ ト カム基盤型教育を展

開し ている 。 それぞれのアウ ト カムに必要なコ ンピ テンシー大領域を８ 項目設定し てい

る 。 さ ら に、 コ ンピ テンシー大領域のそれぞれを具体的な能力と し て表し た 36 項目の小
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領域を設定し ている 。こ れら のアウ ト カム・ コ ンピ テンシーの達成・ 修得をディ プロ マ・

ポリ シーと し て定めている 。（ 資料 119）  

・ アウ ト カム基盤型教育の教育プロ グラ ムでは、 卒業ま でにコ ン ピ テンシーを順次修得で

き る よ う カリ キュ ラ ム・ ポリ シーを定めてカリ キュ ラ ムを構成し 、 医学教育モデル・ コ

ア・ カリ キュ ラ ムに準拠する と と も に、 本学の特色ある 教育を 含めている 。 コ ンピ テン

シーを修得する ために必要な体系的な教育課程を編成・ 実施し ている 。（ 資料 150）  

・ ディ プロ マ・ ポリ シーと カリ キュ ラ ム ・ ポリ シーに基づき 、 科目間の連携がある カリ キ

ュ ラ ムを作成し 、 カリ キュ ラ ム・ ツ リ ーによ る 体系性を学生に明示し ている 。 ま た、 カ

リ キュ ラ ムを構成する それぞれの科目と コ ンピ テンシーの対応およ び達成レ ベルは、 カ

リ キュ ラ ム・ マッ プによ り 明確化し ている 。（ 資料 105_ P10-12 P15-18）  

・ 学生の評価は、 アウ ト カム基盤型教育に基づく アセス メ ント ・ ポリ シーにおいて科目レ

ベルでの学生評価指標と し て記述し 、 各コ ンピ テンシー小領域の評価方法を「 アウ ト カ

ム・ コ ンピ テンシー・ 評価対応表」 に明示する こ と で、 目標と する 学修成果である アウ

ト カム・ コ ンピテンシーと の整合性を図っている 。（ 資料 105_ P6-7 P20）  

・ 各科目は、 コ ンピ テンシー修得のために必要な教育方法（ 講義、 演習、 実習など ） によ

り 実施し 、 それに応じ た評価を行っている 。 科目の教育方法と 評価方法はシラ バス に明

示し ている 。（ 資料 105）  

BB..  基基本本的的水水準準にに関関すするる現現状状分分析析とと自自己己評評価価  
・ アウ ト カム基盤型教育に基づき 、 目標と する 学修成果である アウ ト カム・ コ ン ピ テン シ

ーと の整合性を図る 評価と なっている 。  

・ 各科目の評価は、 それぞれのコ ンピ テンシー修得に必要な教育方法に応じ て実施し てい

る 。  

CC.. 現現状状へへのの対対応応  
・ 学生、 卒業生のアウ ト カム・ コ ンピ テンシー達成・ 修得状況によ り 、 学修成果や教育方

法と 評価と の整合性についての点検・ 評価を行い、 必要に応じ て改善を図る 。  

・ アウ ト カム・ コ ンピ テンシーに基づく 一貫性のある 教育と 評価の実現に向けて、 FD で教

職員の理解を共有する 。  

DD.. 改改善善にに向向けけたた計計画画  
・ 教育内部質保証体制において、 学生・ 卒業生の達成度やフ ィ ード バッ ク など の教学 I R デ

ータ に基づき 、 アウ ト カム・ コ ンピ テンシーおよ びその達成のための教育方法と 評価の

整合性について点検・ 評価し 、 中長期的視野に立った改善を検討する 。  

関 連 資 料/
105 シラ バス _ 医学科授業要項（ 2023 年度）  

119 学位授与の方針（ ディ プロ マ・ ポリ シー）  

150 教育課程の編成・ 実施の方針（ カリ キュ ラ ム・ ポリ シー）  
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評価の原理、方法を用いて以下を実現する評価を実践しなくてはならない。

BB  33..22..22  目標とする学修成果を学生が達成していることを保証する評価である。

AA..  基基本本的的水水準準にに関関すするる情情報報  
・ アウ ト カム基盤型教育の導入に伴い、 アセス メ ント ・ ポリ シーを定め、 在学中およ び卒

業時における 教育プロ グラ ム レ ベル、 科目レ ベルでの進捗を確認し 、 達成状況を評価し

ている 。（ 資料 105_ P22）  

・ 目標と する 学修成果の達成状況は、各学年でのコ ンピ テンシー達成度と し て可視化し（ コ

ンピ テンシー・ マイ ルス ト ーン）、 e-ポート フ ォ リ オと し て学生にフ ィ ード バッ ク し てい

る 。（ 資料 161）  

・ 各学年でのコ ンピ テンシー達成度は、 カリ キュ ラ ム・ マッ プに基づく コ ンピ テンシー８

項目ごと の科目成績のGPAによ り レ ーダーチャ ート （ GPAレ ーダーチャ ート ） に可視化し

ている 。 合わせて、 各学年での自己評価によ る コ ンピ テンシー達成度をレ ーダーチャ ー

ト （ 自己評価レ ーダーチャ ート ） に可視化し ている 。 （ 資料161）  

・ さ ら にカリ キュ ラ ム・ マッ プの各科目のコ ンピ テンシー寄与度（ 達成レ ベル） によ る 重

み付けをし て、 各学年の分布を一つのレ ーダーチャ ート （ コ ンピ テンシーGPAレ ーダーチ

ャ ート ） に示し 、 学年進行に伴う コ ン ピ テンシー達成度の変化を可視化し ている 。 （ 資

料161）  

・ e-ポート フ ォ リ オには、 レ ーダーチャ ート の他に、 各学年での科目別得点、 学年内GPA

順位、 CBT順位など も 表示し 、 学修成果の状況を一覧でき る 。（ 資料105_ P21） （ 資料161） 

・ 臨床実習前の学修成果の達成は、 共用試験（ CBT、 Pre-CC OSCE） によ り 確認し ている 。

合格者にはス チュ ーデント ・ ド ク タ ーの称号を授与し ている 。 （ 資料221）  

・ 卒業時の学修成果の達成は、 アウ ト カム評価によ り 確認し 、 合格者には学位を 授与し て

いる 。 アウ ト カム 評価は、 科目の単位取得状況、 臨床実習評価、 Post -CC OSCE、 卒業時

学科試験によ り 確認し ている 。 （ 資料305）  

・ 各科目では、 シラ バス に記載し た学修目標の達成状況を、 それぞれの評価方法によ り 確

認し ている 。 （ 資料105）  

・ 臨床実習では、 F. CESSを用いた指導医によ る 評価によ り 、 技能およ び態度の達成状況を

確認し ている 。 （ 資料138）  

・ 卒業時学科試験は、 本学独自の試験と 医師国家試験模擬試験を 合わせた３ 回の試験によ

り 、 知識の達成状況を確認し ている 。（ 資料 306）  

BB..  基基本本的的水水準準にに関関すするる現現状状分分析析とと自自己己評評価価  
・ アウ ト カム基盤型教育に基づき 、 目標と する 学修成果をアウ ト カム・ コ ンピ テンシーと

し て定め、 コ ンピ テンシー達成度およ びアウ ト カム評価によ り 、 学修成果の達成を保証

し ている 。  

CC.. 現現状状へへのの対対応応  
・ e-ポート フ ォ リ オに対する 学生や教員から の意見を聴取し 、 必要に応じ て改善を図る 。  
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・ コ ンピ テンシー達成度およ びアウ ト カム評価を継続し て実施し 、教学 I R データ と し て今

後の学修成果の評価改善に活用し ていく 。  

・ 教員がアウ ト カム評価と コ ン ピ テンシー達成度について理解を 深め、 よ り 適切に学修成

果を評価でき る よ う に FDを実施し ていく 。  

DD.. 改改善善にに向向けけたた計計画画  
・ 教育内部質保証体制において、 アウ ト カム・ コ ンピ テンシー達成・ 修得状況の評価の妥

当性を、 教育支援センタ ープロ グラ ム 評価委員会等で点検・ 評価し 、 中長期的視野に立

った改善を図っていく 。  

関 連 資 料/
105 シラ バス _ 医学科授業要項（ 2023 年度）  

138 臨床教育支援シス テム F. CESS 

161 e-ポート フ ォ リ オ（ 成績通知表）  

221 共用試験の実施及び合格基準に関する 申合せ 

305 福井大学医学部医学科卒業要件に関する 申合せ 

306 卒業時学科試験の合格基準について（ 2023 年度）  

評価の原理、方法を用いて以下を実現する評価を実践しなくてはならない。

BB  33..22..33  学生の学修を促進する評価である。

AA..  基基本本的的水水準準にに関関すするる情情報報  
・ 学年ごと のコ ンピ テン シー達成度や科目別得点、 学年内順位、 CBT 順位など を 一括し て

表示する e-ポート フ ォ リ オを学生にフィ ード バッ ク する こ と によ り 、 学生の学修を促し

ている 。（ 資料 161）  

・ e-ポート フ ォ リ オでは、 コ ン ピ テンシー達成度の GPA（ 客観的評価） と 自己評価（ 主観

的評価） によ る ２ つのレ ーダーチャ ート の比較から 、 学生が自身の学修進度のギャ ッ プ

を認識でき る よ う にし ている 。（ 資料 105_ P21）（ 資料 161）  

・ さ ら に、 学年ごと に重み付けし たコ ン ピ テンシーGPA レ ーダーチャ ート の学年比較によ

り 、 学生が自身の学年進行に伴う 学修の進捗状況を 認識でき る よ う にし ている 。（ 資料

105_ P21）（ 資料 161）  

・ こ れら によ り 、 学生は修得の遅れている コ ンピ テンシーを認識し 、 関連する 科目への学

修をよ り 進める こ と ができ る よ う に、 学生の学修を 促し ている 。（ 資料 105_ P21）（ 資料

161）  

・ e-ポート フ ォ リ オは父母等にも 配付し 、 家族等によ る 当該学生の学修進捗状況の理解と

修学指導の協力を得る こ と で、 学生の学修を促進し ている 。（ 資料 161）  

・ アド バイ ザー教員に e-ポート フォ リ オを資料と し て提供し 、 面談時の修学指導に活用す

る こ と で学生の学修を促進し ている 。（ 資料 325）  
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・ 臨床実習では、 学生は F. CESS によ り 、 担当患者記録や経験医行為、 経験症例（ 症候） な

ど の実習録、 指導教員と のコ ミ ュ ニケーショ ンなど 、 各診療科での臨床実習の記録およ

び評価について各自で全ての内容を振り 返る こ と ができ 、 実習へのモチベーショ ンを 高

めている 。（ 資料 138）  

・ ６ 年次の卒業時学科試験について、 試験を３ 回実施する こ と によ り 、 卒業と 医師国家試

験に向けた学生の学修意欲を 高めている 。 実際に、 学生の成績が３ 回の試験を 経て徐々

に向上する 傾向があり 、 医師国家試験の合格率が向上し た（ 2019 年度の新卒者合格率

100%達成、 その後も 高い合格率を維持し ている ）。（ 資料 311）  

・ 成績優秀者に、 卒業時に学長表彰およ び医学部長表彰など 大学およ び医学部の表彰を 授

与する こ と によ り 、 学生の学修への意欲を高めている 。（ 資料 326）（ 資料 327）  

BB..  基基本本的的水水準準にに関関すするる現現状状分分析析とと自自己己評評価価  
・ e-ポート フ ォ リ オによ る フ ィ ード バッ ク や I CT の活用によ り 、 学生の学修を促進し てい

る 。  

・ 成績優秀者への表彰などによ り 、 学生の学修への意欲を高めている 。  

CC.. 現現状状へへのの対対応応  
・ e-ポート フ ォ リ オによ る フ ィ ード バッ ク 、 およ びそれを活用し たアド バイ ザーによ る 指

導を継続する 。  

・ FDなど によ り 、 教員の e-ポート フォ リ オに対する 理解を深め、 学生指導にさ ら に活用で

き る よ う にする 。  

DD.. 改改善善にに向向けけたた計計画画  
・ 教育内部質保証体制において、 可視化し た学修成果等について教育支援センタ ープロ グ

ラ ム評価委員会等で点検・ 評価し 、 必要に応じ て改善を図る 。  

・ 臨床実習において学生がよ り 意欲的に取り 組める よ う に、 F. CESS のさ ら なる 開発を進め

る 。  

関 連 資 料/
105 シラ バス _ 医学科授業要項（ 2023 年度）  

138 臨床教育支援シス テム F. CESS 

161 e-ポート フ ォ リ オ（ 成績通知表）  

311 医師国家試験合格率の推移 

325 医学科学生支援シス テムアド バイ ザー面談について（ 2023 年度）  

326 福井大学学生表彰要項 

327 福井大学医学部学生表彰制度要項 
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評価の原理、方法を用いて以下を実現する評価を実践しなくてはならない。

BB  33..22..44  形成的評価と総括的評価の適切な比重により、学生の学修と教育進度の判定の指針と

なる評価である。

AA..  基基本本的的水水準準にに関関すするる情情報報  
・ １ 〜４ 年次の授業科目においては、定期試験やレ ポート 提出によ る 総括的評価を実施し 、

科目成績評価に用いている 。（ 資料 151）（ 資料 302）  

・ 科目によ っては、 科目途中での中間試験、 小テス ト 、 ミ ニレ ポート やミ ニッ ツ ペーパー

等によ る 形成的評価を行い、 学生の学修進度を判定し ている 。（ 資料 310）  

・ 科目によ っては、 中間試験や小テス ト など を、 科目終了後の試験やレ ポート と 組み合わ

せて成績評価に用いている 。 その場合は、 シラ バス に評価の割合を明示し ている 。（ 資料

105）  

・ 2022 年度に行った評価実施状況調査（ 複数回答可） では、 回答のあった 81 科目のう ち、

科目終了後に実施する 総括的評価は、 試験が 70%、 レ ポート 提出が 34%であった。 一方、

科目途中で実施する 形成的評価は、 中間試験が 10%、 講義中の小テス ト が 22％、 複数回

行う ミ ニレ ポート が 11％であった。 ま た、 ミ ニッ ツ ペーパー提出は 55%であった。（ 資料

310）  

・ 臨床実習前の学修達成度の評価と し ての共用試験（ CBT、 Pre-CC OSCE）、 およ び卒業時の

アウ ト カム評価と し ての卒業時学科試験と Post -CC 0SCE は、 総合的学修の総括的評価を

行っている 。（ 資料 221）（ 資料 305）  

・ 臨床実習では、 F. CESS を用いて、 各診療科でルーブリ ッ ク 形式によ る 形成的評価を実施

し ている 。（ 資料 138）  

・ 臨床実習の最終的評価は、 各診療科での評価を 総括し て合否判定を 行っ ている 。（ 資料

307）  

BB..  基基本本的的水水準準にに関関すするる現現状状分分析析とと自自己己評評価価  
・ 多く の科目で定期試験等によ る 総括的評価が成績評価の中心と なっている 。 形成的評価

に関し ては、 各授業科目での実施状況が異なっている 。  

CC.. 現現状状へへのの対対応応  
・ 学生が自身の学修進度を認識でき る よ う に、 各科目での形成的評価の実施を促すと と も

に、 シラ バス 作成時などにおいて、 各科目での形成的評価の実施状況を調査する 。  

DD.. 改改善善にに向向けけたた計計画画  
・ 教員に対し て、 評価の多様な実施方法やその教育的意義に関する FDなどによ り 、 形成的

評価の実施を促進し ていく 。  

関 連 資 料/
105 シラ バス _ 医学科授業要項（ 2023 年度）  
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138 臨床教育支援シス テム F. CESS 

151 2023 年度医学科シラ バス 作成要領（ 2022 年度）  

221 共用試験の実施及び合格基準に関する 申合せ 

302 福井大学における 多面的かつ厳格な成績評価のガイ ド ラ イ ン 

305 福井大学医学部医学科卒業要件に関する 申合せ 

307 技能試験の合格基準について（ 2022 年度～）  

310 学生の評価およ び学修成果の各科目における 実施状況調査（ 2022 年度）  

QQ  33..22..11  基本的知識の修得と統合的学修を促進するために、カリキュラム（教育）単位ごとに試験

の回数と方法（特性）を適切に定めるべきである。

AA..  質質的的向向上上ののたためめのの水水準準にに関関すするる情情報報  
・ 科目評価は試験を含めた総合評価と し 、 全ての科目が評価方法と 総合評価における 評価

方法の割合をシラ バス に明記し ている 。 試験に関し ては、 定期試験およ び再試験の回数

をシラ バス に明示し ている 。（ 資料 105）  

・ １ ～４ 年次の定期試験に関し ては、 学生への負担を考慮し て試験が短期間に集中し ない

よ う に試験日程を設定し 、 年間の講義日程と と も に試験日程を 時間割表によ り 学生に周

知し ている 。 再試験についても 、 日程が集中し ないよ う に設定し 、 時間割表によ り 学生

に周知し ている 。（ 資料 328）（ 資料 329）  

・ ４ 年次の共用試験（ CBT、 Pre-CC OSCE） は、 必要なカリ キュ ラ ム終了後の 10～11 月に実

施し ている 。 日程およ び試験方法は、 年度開始時に学生に周知し ている 。 追試験・ 再試

験も 同じ く 日程を公表し ている 。（ 資料 330）（ 資料 331）  

・ ６ 年次の Post -CC OSCE は、 臨床実習終了後の９ 月に実施し ている 。 卒業時学科試験は、

Post -CC OSCE 終了後の 10〜１ 月にかけて３ 回の試験（ 第１ 回は本学独自問題、 第２ ・ ３

回は医師国家試験全国統一模試） を実施し ている 。 試験の日程は、 臨床実習終了後のア

ウ ト カム評価と 医師国家試験対策を踏ま えた適切な時期に定め、 試験方法と と も に年度

開始時に学生に周知し ている 。（ 資料 321）（ 資料 332）  

・ 共用試験、 Post -CC OSCE、 卒業時学科試験の日程は、 医学部の年間授業日程と し て医学

部教育委員会での審議を経て教授会で決定し ている 。（ 資料 333）（ 資料 334）  

BB..  質質的的向向上上ののたためめのの水水準準にに関関すするる現現状状分分析析とと自自己己評評価価  
・ １ ～４ 年次の各授業科目で行われる 試験に関し ては、 方法をシラ バス に明示し 、 学生の

学修進度を踏ま えた適切な時期に日程を定め、 時間割表によ り 年度開始時に学生に周知

し ている 。  

・ 共用試験、 卒業時学科試験、 Post -CC OSCE に関し ては、 カリ キュ ラ ムの適切な時期に日

程を定め、 試験方法と と も に年度開始時に学生に周知し ている 。  

CC.. 現現状状へへのの対対応応  
・ 試験の日程や方法に関し て、 継続し て学生から の意見・ 要望等を聴取し 、 試験委員会で

改善案を検討し 、 カリ キュ ラ ムに反映し ていく 。  
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・ 卒業時学科試験と し ての３ 回の試験は、 継続的な学修を促すこ と での成果が上がってい

る こ と から 継続し て実施する 。  

DD.. 改改善善にに向向けけたた計計画画  
・ 教育内部質保証体制のも と で、学生から のフ ィ ーバッ ク や教学 I R データ の分析結果を踏

ま え、 教育支援センタ ーにおいて試験日程や方法について点検・ 評価し 、 必要に応じ て

中長期的視野に立った改善を図っていく 。  

関 連 資 料/
105 シラ バス _ 医学科授業要項（ 2023 年度）  

321 卒業時学科試験について（ 2022 年度）  

328 医学部医学科時間割表_ １ ～４ 年次（ 2023 年度）  

329 福井大学松岡キャ ンパス 授業日程（ 2023 年度）  

330 共用試験 CBT本試験について（ 2023 年度）  

331 共用試験医学系 OSCE の実施について（ 2022 年度）  

332 Post -CC OSCE の受験に当たって（ 2022 年度）  

333 医学部教育委員会議事要旨（ 2022 年度）  

334 医学部教授会議事要旨（ 2022 年度）  

QQ  33..22..22  学生に対して、評価結果に基づいた時機を得た、具体的、建設的、そして公正なフィード

バックを行うべきである。

AA..  質質的的向向上上ののたためめのの水水準準にに関関すするる情情報報  
・ 学生は、 各学年の学期末( ９ 月、 ３ 月) に、 履修し た各科目の成績を LMS（ 学生ポータ ル）

で確認する こ と ができ る 。 こ のこ と は、 学生便覧で学生に周知し ている 。（ 資料 110_ P11）

（ 資料 335）  

・ 各学年のコ ンピ テンシー達成度（ レ ーダーチャ ート によ る 客観的評価と 主観的評価の比

較、 学年間比較）、 科目成績、 学年内順位、 CBT順位などを一括し て e-ポート フォ リ オに

表示し 、 学生にフ ィ ード バッ ク し ている 。 こ れによ り 学生は、 自身の振り 返り から 、 学

修進捗状況を認識する こ と ができ る 。（ 資料 105_ P21）（ 資料 161）  

・ アド バイ ザー教員に e-ポート フォ リ オを面談資料と し て提供し 、 面談時に担当する 学生

の学修状況について教員から フ ィ ード バッ ク し ている 。（ 資料 325）  

・ ４ 年次 CBT およ び５ 年次医師国家試験模試の成績下位の５ 年次生に対し て、 国試サポー

ト チームによ る 面談を行い、 担当教員から 当該学生の学修状況をフ ィ ード バッ ク し てい

る 。（ 資料 336）  

・ ５ 年次と ６ 年次に実施する 医師国家試験模擬試験では、 実施後早期に成績を通知する と

と も に、 成績下位者に対し て、 国試サポート チームによ る 面談によ り 、 担当教員から 当

該学生の学修状況をフィ ード バッ ク し ている 。（ 資料 336）  

・ 臨床実習では、 F. CESS によ り 、 各診療科での評価結果をリ アルタ イ ムで確認でき る 。（ 資

料 138）  
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・ 各科目で形成的評価として実施している小テストは、その都度結果をフィードバックしている。評

価実施状況調査において、レポートやミニレポート、プレゼンテーションに対してコメント等を付

して返却を行う科目は、回答のあった 81 科目中の約 30%であった。（資料 310） 

 

B. 質的向上のための水準に関する現状分析と自己評価 

・ 学期末の定期的な成績通知により、自身の学修到達度や進級要件の達成度を把握できるよう

にしている。 

・ 学年を超えた過去の成績の振り返りを可能とする e-ポートフォリオにより、コンピテンシーの達成

度も確認可能であり、アウトカム基盤型教育に基づく具体的、建設的なフィードバックを行って

いる。 

 

C. 現状への対応 

・ 現行の成績評価に基づく学生へのフィードバックを継続する。 

 

D. 改善に向けた計画 

・ 学生からの意見等を踏まえ、教育支援センターにおいて、学生への適正な評価およびフィード

バックの方法についてさらに検討していく。 

・ 各科目での適切なフィードバックやそれに基づく学修指導について、FD 等により実施を促進し

ていく。 

 

 関 連 資 料/ 

105 シラバス_医学科授業要項（2023 年度） 

110 学生便覧（2023 年度） 

138 臨床教育支援システム F.CESS 

161 e-ポートフォリオ（成績通知表） 

310 学生の評価および学修成果の各科目における実施状況調査（2022 年度） 

325 医学科学生支援システムアドバイザー面談について（2023 年度） 

335 学習支援システム（学生ポータル・WebClass）利用の手引き 

336 国試サポートチームによる学生面談（2022 年度） 
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４４ ..   学学生生  
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領域 4 学生 

44.. 11  入入学学方方針針とと 入入学学選選抜抜  

基基本本的的水水準準：：  
医学部は、  

 学生の選抜方法についての明確な記載を含め、 客観性の原則に基づいて入学方針を策

定し 、 履行し なければなら ない。（ B 4. 1. 1）  

 身体に不自由がある 学生の受け入れについて、 方針を定めて対応し なければなら ない。

（ B 4. 1. 2）  

 国内外の他の学部や機関から の学生の転編入については、 方針を定めて対応し なけれ

ばなら ない。（ B 4. 1. 3）  

質質的的向向上上ののたためめのの水水準準：：  
医学部は、  

 選抜と 、 医学部の使命、 教育プロ グラ ムなら びに卒業時に期待さ れる 能力と の関連を

述べる べき である 。（ Q 4. 1. 1）  

 アド ミ ッ ショ ン・ ポリ シー（ 入学方針） を定期的に見直すべき である 。（ Q 4. 1. 2）  

 入学決定に対する 疑義申し 立て制度を採用すべき である 。（ Q 4. 1. 3）  

注注  釈釈：：  
 [ 入学方針] は、 国の規制を遵守する と と も に、 地域の状況に合わせて適切なも のにす

る 。 医学部が入学方針を調整し ない場合は、 結果と し て起こ り う る 入学者数と 教育能

力のアンバラ ンス などについて説明する 責任を負う こ と になる 。  

日日本本版版注注釈釈：：一般選抜枠以外の入学枠（ 推薦枠、 指定校枠、 附属校枠、 地域枠、 学士入

学枠など） についても 、 その選抜枠の特性と と も に入学者選抜方法を開示する 。  

 [ 学生の選抜方法についての明確な記載] には、 高等学校の成績、 その他の学術的ま た

は教育的経験、 入学試験、 医師になる 動機の評価を含む面接など 、 理論的根拠と 選抜

方法が含ま れる 。 実践医療の多様性に応じ て、 種々の選抜方法を選択する 必要性を考

慮し ても 良い。  

 [ 身体に不自由がある 学生の受け入れの方針と 対応] は、 国の法規に準じ る 必要がある 。

日日本本版版注注釈釈：： 身体に不自由がある 学生の受け入れの方針と 対応は、 入学後のカリ キュ

ラ ムの実施に必要な事項を踏ま える 必要がある 。  

 [ 学生の転編入] には、 他の医学部や、 他の学部から の転編入学生が含ま れる 。  

 [ アド ミ ッ ショ ン・ ポリ シーの定期的な見直し ]は、 地域や社会の健康上の要請に応じ

て関連する 社会的・ 専門的情報に基づいて行う 。 さ ら に、 経済的・ 社会的に恵ま れな

い学生やマイ ノ リ ティ のための特別な募集枠や受け入れに向けた指導対策など の潜在
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的必要性など 、 性別、 民族性、 およ びその他の社会的要件（ その人種の社会文化的お

よ び言語的特性） に応じ て、 入学者数を検討する こ と が含ま れる 。

BB  44..11..11  学生の選抜方法についての明確な記載を含め、客観性の原則に基づいて入学方針を策

定し、履行しなければならない。

AA..  基基本本的的水水準準にに関関すするる情情報報  
〈 入学者選抜の実施〉  

・ 福井大学の入学者選抜に関し ては、 全学委員会である 入学試験委員会において、（ １ ） 入

学者選抜の基本方針に関する 事項、（ ２ ） 入学試験の実施に関する 事項、（ ３ ） 大学入学

共通テス ト の実施に関する 事項について全学的に審議し 、「 入学試験実施規程」 に沿って

実施し ている 。（ 資料 401）（ 資料 402）  

・ 医学部の入学者選抜に関し ては、 医学部入学試験委員会において、（ １ ） 募集要項及び入

学者選抜方法に関する 事項、（ ２ ） 入学試験の計画及び実施に関する 事項、（ ３ ） 合格者

の判定に関する 事項、（ ４ ） 大学入試センタ ー試験の実施に関する 事項等について審議・

策案し たのち、 教授会で審議・ 決定し 、 実施し ている 。（ 資料 403）  

・ 入学者選抜の実施にあたっては、 本学で定めた学力検査における 試験監督要領や面接実

施要領に基づいている 。  

〈 選抜方針・ アド ミ ッ ショ ン・ ポリ シー〉  

・ 学生受け入れの方針と し てアド ミ ッ ショ ン・ ポリ シーを医学部の理念に基づいて定め、

入学者選抜要項およ び学生募集要項に記載し 、 ホームページに公開し ている 。 そこ には、

「 医学部で養成する 人物像」「 求める 学生像」「 入学前に学習し ておく こ と が期待さ れる

内容」 およ び「 入学者選抜の基本方針」 を定めている 。（ 資料 404_ P33-37）（ 資料 405 

_ P6-10）  

・ アド ミ ッ ショ ン・ ポリ シーは、 ホームページで公開し 広く 周知し ている 。（ 資料 406）  

〈 入試区分〉  

・ 入学者選抜において、 一般選抜（ 前期日程、 後期日程）、 学校推薦型選抜Ⅱ（ 全国枠、 地

元出身者枠、 地域枠（ 福井健康推進枠）） およ び学士編入学入試を入試区分と し ている 。

（ 資料 404_ P1）（ 資料 407）（ 資料 408）  

・ 各入試区分の募集定員は、 医学科入学定員 115 名のう ち、 一般選抜は 80 名（ 前期日程

55 名、 後期日程 25 名）、 学校推薦型選抜Ⅱは 30 名（ 全国枠 10 名程度、 地元出身者枠 10

名程度、 地域枠（ 福井健康推進枠） 10 名程度）、 医学科学士編入学は５ 名である 。（ 資料

404_ P1）（ 資料 407_ P5）（ 資料 408_ P6）  

・ 学校推薦型選抜Ⅱでは、 地元出身者枠と 地域枠（ 福井健康推進枠） を設け、 医師不足の

福井県の現状に対応し ている 。 地元出身者枠は、 卒業後に福井大学医学部附属病院で連

続し た３ 年間の研修に従事する こ と を要件と し ている 。 地域枠（ 福井健康推進枠） は、

卒業後に福井県内の臨床研修病院およ び指定医療機関において９ 年間勤務する こ と を要

件と し ている 。 こ れに対し 福井県の医師確保修学資金の貸与がある 。（ 資料 408）（ 資料

409）  
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・ なお 2022 年度に示さ れた文部科学省の方針「 令和５ 年度以降の地域枠等の定義につい

て」 にある 地域枠等の名称に基づき 、 学校推薦型選抜Ⅱの旧「 地域枠」 を「 地元出身者

枠」、 旧「 福井健康推進枠」 を「 地域枠（ 福井健康推進枠）」 に名称変更し た。 ただし 、

各枠の定員や要件等は変更し ていない。（ 資料 408）  

〈 入学者選抜方法〉  

・ 入試区分ごと に、 学力の３ 要素を多面的・ 総合的に評価する 方法を定め、 それぞれの方

法で重視し て評価する 要素を示し ている 。 ま た、 全ての入試区分において面接試験を行

い、 アド ミ ッ ショ ン・ ポリ シーの「 求める 学生像」 を評価し ている 。（ 資料 404）  

・ 一般選抜では、 大学入学共通テス ト の成績と 調査書の審査に加え、 前期日程では個別学

力検査と 面接試験、後期日程では小論文と 面接試験を行っている 。（ 資料 404）（ 資料 406） 

・ 学校推薦型選抜Ⅱでは、 大学入学共通テス ト の成績と 調査書、 推薦書、 志願理由書を審

査し ている 。 志願理由書では、 医学科への入学を希望する 理由や医学・ 医療に携わる に

あたっての適性等を評価し ている 。 面接試験では、「 求める 学生像」 の評価に加えて、 卒

業後に福井県内で医療に従事する 強い意志を有し ている こ と を確認し ている 。（ 資料 408） 

・ 学士編入学入試では、 第１ 次選考では、 個別学力検査と 志望理由書（「 大学ま たは大学院

で学んだ専門知識の概略」「 専門知識を医学にどう 生かし たいか」「 医師・ 医学研究者と

し ての資質・ 意欲」 を含む） を審査し ている 。 最終選考では、 面接試験によ り 、 こ れま

での実績と 「 求める 学生像」 を評価し ている 。（ 資料 407）  

〈 選抜実施状況の公表〉  

・ 入学者選抜の実施状況については、 入学志願者資料集と し て入学者状況、 得点状況、 志

願倍率等をま と め、 ホームページにおいて公開し ている 。（ 資料 410）  

〈 入学者選抜情報の周知〉  

・ アド ミ ッ ショ ン・ ポリ シー、 入試区分、 選抜方法等の入学者選抜に関する 情報は、 入学

者選抜要項と 学生募集要項に記載し 、 ホームページで公開する こ と によ り 広く 周知し て

いる 。（ 資料 404）（ 資料 405）（ 資料 406）（ 資料 407）（ 資料 408）  

・ オープンキャ ンパス 、 進学説明会、 オンラ イ ン交流会を開催し 、 医学部の概要紹介と と

も にアド ミ ッ ショ ン・ ポリ シーや入学者選抜に関する 情報を提供し ている 。（ 資料 411）

（ 資料 412）（ 資料 413）  
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【 入試枠毎の定員・ 入試形態等一覧】  

BB..  基基本本的的水水準準にに関関すするる現現状状分分析析とと自自己己評評価価  
・ 学生の選抜に関し て、 全学入学試験委員会、 医学部入学試験委員会およ び教授会におい

て、 アド ミ ッ ショ ン・ ポリ シーや選抜方法等の入学者選抜に関する 事項を定め、 多様な

機会を通じ て公開し 、 客観性の原則に基づいて履行し ている 。  

CC.. 現現状状へへのの対対応応  
・ アド ミ ッ ショ ン・ ポリ シー等、 定めた選抜方針や方法に沿った学生の選抜を行う 体制を

維持する 。  

・ アド ミ ッ ショ ン・ ポリ シーに合致する 学生を選抜でき る よ う に、 入学者選抜に関わる 事

項について継続的に検討し ていく 。  

DD.. 改改善善にに向向けけたた計計画画  
・ 学生のアウ ト カム・ コ ンピ テンシー達成・ 修得状況等の教学 I R データ 分析結果や変化す

る 社会や地域の実情を踏ま え、 選抜方針や方法等入学者選抜に関わる 事項を点検・ 評価

し 、 必要に応じ て改善を図っていく 。  
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関 連 資 料/
401 福井大学委員会規程 

402 福井大学入学試験実施規程 

403 福井大学医学部入学試験委員会要項 

404 一般選抜学生募集要項_ 前期日程・ 後期日程（ 2022 年度）  

405 入学者選抜要項（ 2023 年度）  

406 医学部アド ミ ッ ショ ン・ ポリ シー（ 2021 年度～）【 HP】  

407 医学部医学科学士編入学学生募集要項（ 2023 年度）  

408 学校推薦型選抜Ⅱ（ 医学部医学科） 学生募集要項（ 2022 年度）  

409 福井県医師確保修学資金 奨学生の卒後勤務に関する 考え方（ 2022 年度）  

410 入学志願者資料集（ 2023 年度）  

411 福井大学オープンキャ ンパス  （ 2023 年度）【 HP】  

412 学外進学相談会（ 2023 年度）【 HP】  

413 オンラ イ ン交流会（ 2023 年度）【 HP】  

BB  44..11..22  身体に不自由がある学生の受け入れについて、方針を定めて対応しなければならない。

AA..  基基本本的的水水準準にに関関すするる情情報報  

・ 本学では「 福井大学における 障害を理由と する 差別の解消の推進に関する 規程」に従い、

全学的に障がいがある こ と を理由に受験を拒否する こ と や障がいがある こ と を理由に入

学を拒否する こ と 等は不当な差別的取り 扱いにあたる と し ており 、 障がいのある 入学志

願者等の受け入れについて方針を定めている 。（ 資料 110_ P190-192）  

・ 障がいのある 入学志願者等の事前相談の申請制度を設け、 入学者選抜要項およ び学生募

集要項に明記し 、 ホームページで公表し 、 事前相談を受け付けている 。 そこ では病気・

負傷や障がい等のために、 受験上およ び修学上の配慮を希望する 者の事前相談、 ある い

は父母等（ 保護者） や高校の先生から の相談を受け付けている 。 具体的な申請方法や配

慮の一例等については、ホームページで公開し ている 。（ 資料 404）（ 資料 405）（ 資料 414） 

・ 事前相談をも と に、 医学部入学試験委員会およ び医学部教授会にて対応を協議し 、 入学

試験時の座席指定、 医療器具装着、 医薬品服用、 個室での受験、 試験時間の延長等、 受

験上の合理的な配慮によ り 対応し ている 。（ 資料 415）  

・ 過去５ 年間で、 障がいによ る 受験およ び修学上の配慮を必要と する 学生の事前相談は 18

件あり 、 入学試験で配慮、 ま たは入学後に修学上の配慮を実施し た。（ 資料 416）  

・ こ れま でに、 強迫性障害を有する 学生、 聴力障害を有する 学生およ び過敏性腸症候群の

学生が入学し ている 。 そのう ち、 修学上の配慮申請のあった学生には課題と 要望につい

てヒ アリ ングをし 、 入学後は合理的配慮のも と で修学し ている 。（ 資料 110_ P190-192）  

BB..  基基本本的的水水準準にに関関すするる現現状状分分析析とと自自己己評評価価  

・ 障がいのある 学生の受け入れについて、 方針を定めて公表し ている 。  

・ 受験およ び修学上の配慮を必要と する 学生に対し ての合理的配慮について規程を定め、

こ れま でに複数の事例に対応し ている 。  
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CC.. 現現状状へへのの対対応応  
・ 身体に不自由がある 等の障がいのある 学生の受け入れについて、 今後も 方針の下、 対応

を行っていく 。  

DD.. 改改善善にに向向けけたた計計画画  
・ 障がいのある 学生ついて、 それぞれに適し た対応方針を全学的およ び医学部において検

討し ていく 。  

・ 受験およ び修学上の配慮を必要と する 学生に対し ての合理的配慮については、 社会や環

境等の状況変化に対応でき る よ う に継続し て検討し ていく 。  

関 連 資 料/
110 学生便覧（ 2023 年度）  

404 一般選抜学生募集要項_ 前期日程・ 後期日程（ 2022 年度）  

405 入学者選抜要項（ 2023 年度）  

414 障がいのある 入学志願者等の事前相談【 HP】  

415 出願前相談に対する 医学部対応の流れ（ 受験上・ 修学上の配慮希望）  

416 入試事前相談の実績（ 過去５ 年間）  

BB  44..11..33  国内外の他の学部や機関からの学生の転編入については、方針を定めて対応しなけれ

ばならない。

AA..  基基本本的的水水準準にに関関すするる情情報報  
・ 学士編入学制度を設け、 学士編入学学生募集要項に従って実施し ている 。 制度について

はホームページにおいて公表し ている 。（ 資料 407）（ 資料 417）  

・ 学士編入学の入試出願の基準と し ては、 修業年限４ 年以上の大学を卒業し た者ま たは卒

業見込みの者、 その他であり 、 個別学力検査、 書類審査およ び面接試験の成績を総合的

に評価し て選抜を行っている 。（ 資料 407）  

・ 学士編入学の個別学力検査では、 理系大学教養課程修了に相当する 基礎学力（ 生命科学

を含む自然科学関連、 英語等） を評価し 、 面接試験では学士と し ての見識と 経験およ び

医学を学ぶ目的と 強い意欲を評価し ている 。（ 資料 407）  

・ 学士編入学入試の合格者（ ５ 名） は、 ２ 年次前期（ ４ 月） に編入する 。（ 資料 407）  

・ 再入学、 編入学およ び転入学については、 医学部規程において、 本学ま たは他大学医学

科を中途退学し た者およ び他大学医学科に在学する 者で、 本学医学科に入学を志願する

者がある と き は、 欠員のある 場合に限り 、 選考の上、 医学科の相当の年次に入学を許可

する こ と を定めている 。（ 資料 110_ P105-107）  

BB..  基基本本的的水水準準にに関関すするる現現状状分分析析とと自自己己評評価価  
・ 学士編入学の制度を設け実施し ている 。  

・ 再入学、 編入学およ び転入学について、 制度を定めている 。  
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・ 学士編入学生が入学時から 系統立てて専門科目を学ぶこ と ができ る よ う に、 2017 年度か

ら 、 入学時期を従前の２ 年次後期入学（ 10 月） から 前期入学（ ４ 月） に変更し た。  

CC.. 現現状状へへのの対対応応  
・ 学士編入学制度を維持し 、 その上で学士編入学生のアウ ト カム･コ ンピ テンシー達成・ 修

得状況を調べ、 アド ミ ッ ショ ン･ポリ シーと の整合性について検討を行っていく 。  

DD.. 改改善善にに向向けけたた計計画画  
・ 学士編入学の受験者数、 学士編入学生のアウ ト カム･コ ンピテンシー達成・ 修得状況や卒

後の進路を分析し 、 選抜の方針について検討し 、 必要に応じ て改善を図っていく 。  

関 連 資 料/
110 学生便覧（ 2023 年度）  

407 医学部医学科学士編入学学生募集要項（ 2023 年度）  

417 医学部医学科学士編入学_ 入試情報（ 2023 年度）【 HP】  

QQ  44..11..11  選抜と、医学部の使命、教育プログラムならびに卒業時に期待される能力との関連を述

べるべきである。

AA..  質質的的向向上上ののたためめのの水水準準にに関関すするる情情報報  
・ 医学科では、 大学およ び医学部の理念に基づき 、 学生が卒業時に達成すべき 学修成果を

「 アウ ト カム」 と し て掲げ、 それら を達成する ために６ 年間で修得すべき 能力を「 コ ン

ピ テンシー」 と し て設定し 、 教育プロ グラ ムを実施し ている 。 その上で入学者の選抜に

おいてはアド ミ ッ ショ ン・ ポリ シーを定め、 医学科で「 養成する 人物像①～③」 と 「 求

める 学生像①～⑥」 を示し ている 。（ 資料 404_ P33-37）  

・ 「 養成する 人物像」 について、 人物像①「 高い倫理観・ 責任感、 優れた共感力と コ ミ ュ

ニケーショ ン力を備えた患者中心の医療を実践でき る 臨床医を育成する 」 はコ ンピテン

シー（ １ ） ～（ ３ ） を、 人物像②「 医学およ び関連領域の知識と 技能を応用し て、 医療

における 高度専門職業人と し て活躍でき る 医師・ 医学研究者を育成する 」 はコ ンピテン

シー（ ４ ） ～（ ６ ） を、 人物像③「 地域のニーズを踏ま えた地域医療を実践でき る と と

も に、 グロ ーバルな視点に立って医療の国際化に貢献でき る 臨床医を育成する 」 はコ ン

ピ テンシー（ ７ ） ～（ ８ ） を修得する こ と に関連し ている 。（ 資料 119）  

・ 「 求める 学生像」 について、 学生像①「 医師と なる にふさ わし い豊かな人間性、 周囲と

の協調性、 コ ミ ュ ニケーショ ン力、 責任感を有する 人」 およ び学生像②「 奉仕の精神を

持ち、 人を思いやり 、 尊重する こ と のでき る 人」 は主にコ ンピ テンシー（ １ ） ～（ ３ ）

を、 学生像③「 医学教育内容を十分理解する ために必要な幅広い基礎学力と 応用能力に

富み、 自ら 学び続ける 学修意欲のある 人」 およ び学生像⑥「 医学・ 生命科学に強い関心

をも ち医学研究者になる こ と を望む人」 は主にコ ンピ テンシー（ ４ ） ～（ ６ ） を、 学生

像④「 医学・ 医療を通じ て地域社会や国際社会に貢献し よ う と する 強い情熱と 意欲を持
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つ人」 およ び学生像⑤「 地域を愛し 、 医師と し て地域医療に貢献する こ と を望む人」 は

主にコ ンピ テンシー（ ７ ） ～（ ８ ） を修得でき る 学生と し ている 。（ 資料 119）  

・ コ ンピ テンシー修得の前提と なる 学力については、 学力３ 要素である「 知識・ 技能」、「 思

考力・ 判断力・ 表現力」 およ び「 主体性を持って多様な人々と 協働し て学ぶ態度」 を評

価する こ と と し 、 入学者選抜要項と 学生募集要項において、 入試区分ごと に、 各試験形

式がど の要素を重視し ている かについて明示し ている 。（ 資料 404）（ 資料 405）  

BB..  質質的的向向上上ののたためめのの水水準準にに関関すするる現現状状分分析析とと自自己己評評価価  
・ アド ミ ッ ショ ン･ポリ シーにおいて、医学部で養成する 人物像およ び求める 学生像を示し 、

理念やアウ ト カム・ コ ンピ テンシーと の関連を示し た上で、 学生の選抜を行っている 。   

CC.. 現現状状へへのの対対応応  
・ 教育支援センタ ーにおける 入試成績や入学後のアウ ト カム・ コ ンピ テンシー達成・ 修得

状況等の教学 I Rデータ 分析に基づき 、 入学者選抜について、 プロ グラ ム評価委員会や医

学部入学試験委員会において検討を行っていく 。  

DD.. 改改善善にに向向けけたた計計画画  
・ 学生や卒業生のアウ ト カム・ コ ンピ テンシー達成・ 修得状況、 刻々と 変化する 医学教育施

策の状況を踏ま え、 理念・ アウ ト カム・ コ ンピ テンシーと 入学者選抜と の関係を点検・ 評

価し 、 必要に応じ て改善を図っていく 。  

関 連 資 料/
119 学位授与の方針（ ディ プロ マ・ ポリ シー）  

404 一般選抜学生募集要項_ 前期日程・ 後期日程（ 2022 年度）  

405 入学者選抜要項（ 2023 年度）  

QQ  44..11..22  アドミッション・ポリシー（入学方針）を定期的に見直すべきである。

AA..  質質的的向向上上ののたためめのの水水準準にに関関すするる情情報報  
・ 2010 年度にアド ミ ッ ショ ン･ポリ シーを定め、 その後 2018 年度に、 新たに制定し た医学

部の理念およ びアウ ト カム基盤型教育の導入に併せて、「 医学部の理念」「 教育目的」「 人

材育成目標」「 特色」「 求める 学生像」「 入学者選抜の基本方針」 から なる アド ミ ッ ショ ン・

ポリ シーに改訂し た。（ 資料 418）  

・ さ ら に 2021 年度に、 全学教育改革推進機構「 ポリ シー作成作業部会」 によ る 文部科学省

ガイ ド ラ イ ンに基づく 全学的な３ ポリ シーの確認と 見直し に併せて、医学部のアド ミ ッ シ

ョ ン･ポリ シーの確認と 見直し を行い、全学のポリ シーと 整合性をと り つつ、「 医学部での

養成する 人物像」「 求める 学生像」「 入学者選抜の基本方針」 から なる 現行のポリ シーに改

訂し た。 こ の改訂は、 医学部入学試験委員会での策案、 ポリ シー作成作業部会での全学的

な内容の検討、 医学部入学試験委員会での修正案の策案、 医学部教授会での協議を経て、
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全学入学試験委員会で最終的に決定し た。（ 資料 404_ P33-37）（ 資料 408）（ 資料 419）（ 資

料 420）  

・ 全学の「 福井大学における 教育の内部質保証に関する 要項」 に基づき 、「 全学テーマ別自

己点検・ 評価」 において、 医学部のアド ミ ッ ショ ン・ ポリ シーを含む学生の受け入れの自

己点検・ 評価を実施し 、 改善点がある 場合には、 改善策を検討し 適宜実施する こ と と し て

いる 。 2023 年度から は「 教育課程の自己点検・ 評価（ モニタ リ ングおよ びプロ グラ ム・

レ ビ ュ ー）」 において実施し ている 。（ 資料 421）（ 資料 422）（ 資料 423）（ 資料 424）（ 資料

425）  

BB..  質質的的向向上上ののたためめのの水水準準にに関関すするる現現状状分分析析とと自自己己評評価価  
・ アド ミ ッ ショ ン･ポリ シーは定期的に見直し を行っている 。  

・ アド ミ ッ ショ ン･ポリ シー（ 2018 年度制定、 2021 年度改訂） は、 大学改革支援・ 学位授与

機構によ る 大学機関別認証評価（ 2022 年度） において認定さ れている 。  

・ 全学の教育内部質保証体制のも と で、 アド ミ ッ ショ ン･ポリ シーを含めた学生の受け入れ

についての定期的な点検・ 評価と それに基づく 改善を行う こ と を定め、 実施し ている 。  

CC.. 現現状状へへのの対対応応  
・ 全学およ び医学部の教育内部質保証体制によ り 、アド ミ ッ ショ ン・ ポリ シーの定期的な点

検と 見直し を継続し て実施し ていく 。  

DD.. 改改善善にに向向けけたた計計画画  
・ 学生・ 卒業生のアウ ト カム・ コ ンピ テンシー達成・ 修得状況等の教学 I Rデータ 分析結果

や、 社会が医療に求める ニーズの変化等を踏ま え、 アド ミ ッ ショ ン・ ポリ シーを点検・ 評

価し 、 必要に応じ て見直し を検討し ていく 。  

関 連 資 料/
404 一般選抜学生募集要項_ 前期日程・ 後期日程（ 2022 年度）  

408 学校推薦型選抜Ⅱ（ 医学部医学科） 学生募集要項（ 2022 年度）  

418 医学部アド ミ ッ ショ ン・ ポリ シー（ 2018 年度）  

419 第１ ～３ 回ポリ シー作成作業部会資料（ 2021 年度）  

420 福井大学全学教育改革推進機構規程 

421 福井大学における 教育の内部質保証に関する 要項 

422 教育課程の自己点検・ 評価（ モニタ リ ングと プロ グラ ム・ レ ビ ュ ー） に関する ガイ

ド ラ イ ン 

423 国立大学法人福井大学内部質保証に関する 基本方針 

424 福井大学内部質保証規程 

425 内部質保証【 HP】  
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QQ  44..11..33  入学決定に対する疑義申し立て制度を採用すべきである。

AA..  質質的的向向上上ののたためめのの水水準準にに関関すするる情情報報  
・ 入試に関する 情報公開制度と し て、イ ンタ ーネッ ト 出願時に成績開示を希望する 受験者に

対し て、 入学試験個人成績を開示し ている 。 本制度については、 学生募集要項等において

公開し 周知し ている 。（ 資料 426）  

・ 個別学力検査の過去問題と その解答例について大学ホームページで公開し ている 。ただし

面接の内容は非公開と し ている 。（ 資料 427）  

・ 医学部入試において疑義の申し 出がある 場合は、松岡キャ ンパス 学務課入試担当が窓口と

なり 、 医学部入学試験委員会で対応を審議する 。 必要に応じ て調査委員会を立ち上げ、 そ

の結果を踏ま えて医学部入学試験委員会で対応を検討する 。  

BB..  質質的的向向上上ののたためめのの水水準準にに関関すするる現現状状分分析析とと自自己己評評価価  
・ 入試に関する 情報公開と し て、 合否に問わず成績開示を行っている 。  

・ 医学部入試において疑義の申し 出がある 場合は、問い合わせ窓口を設け、対応でき る よ う

にし ている 。  

CC.. 現現状状へへのの対対応応  
・ 医学部入試において疑義の申し 出がある 場合の対応について、現在の体制を継続し て実施

し ていく 。  

DD.. 改改善善にに向向けけたた計計画画  
・ 入学決定に対する 、 大学ま たは医学部と し ての疑義申し 立て制度について検討し ていく 。 

関 連 資 料/
426 入学者選抜要項_ 入学試験個人成績の開示（ 2023 年度）  

427 過去問題・ 解答例【 HP】  
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44.. 22  学学生生のの受受けけ入入れれ  

基基本本的的水水準準：：  
医学部は、  

 入学者数を明確にし 、 教育プロ グラ ムの全段階における 教育能力と 関連づけなければ

なら ない。（ B 4. 2. 1）  

質質的的向向上上ののたためめのの水水準準：：  
医学部は、  

 他の教育関係者と も 協議し て入学者の数と 資質を定期的に見直すべき である 。 そし て、

地域や社会から の健康に対する 要請に合う よ う に調整すべき である 。（ Q 4. 2. 1）

注注  釈釈：：  
 [ 入学者数] の決定は、 国によ る 医師数確保の要件に応じ て調整する 必要がある 。 医学

部が入学者数を調整し ない場合は、 結果と し て起こ り う る 入学者数と 教育能力のアン

バラ ンス など に対し て説明する 責任を負う こ と になる 。

 [ 他の教育関係者] と は、 領域 1. 4 の注釈を参照

 [ 地域や社会から の健康に対する 要請] には、 経済的・ 社会的に恵ま れない学生やマイ

ノ リ ティ のための特別な募集枠や受け入れに向けた指導対策などの潜在的必要性な

ど 、 性別、 民族性、 およ びその他の社会的要件（ その人種の社会文化的およ び言語的

特性） を考慮する こ と が含ま れる 。 地域や社会から の健康に対する 要請に応じ た医師

必要数を予測する には、 医学の発展と 医師の移動に加え、 様々な医療需要や人口動態

の推計も 考慮する 必要がある 。

BB  44..22..11  入学者数を明確にし、教育プログラムの全段階における教育能力と関連づけなければな

らない。

AA..  基基本本的的水水準準にに関関すするる情情報報  
・ 医学科の入学者数は 115 名で、 そのう ち各選抜によ る 入学者数は、 一般選抜 80 名（ 前期

日程 55 名、 後期日程 25 名）、 学校推薦型選抜Ⅱ30 名（ 全国枠 10 名程度、 地元出身者枠

10 名程度、地域枠（ 福井健康推進枠） 10 名程度）、学士編入学５ 名である 。（ 資料 404）（ 資

料 407）  

・ 一般選抜と 学校推薦型選抜Ⅱによ る 入学者 110 名は、共通教育を含むアウ ト カム基盤型教

育に基づく ６ 年間の教育プロ グラ ムを、カリ キュ ラ ム・ ツ リ ーで示す順序によ り 履修する 。

それによ り 、教育プロ グラ ムの各段階において定めたコ ンピ テンシーを修得し 、卒業時の

アウ ト カム達成を目指す。（ 資料 105_ P10-12）  
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・ 学校推薦型選抜Ⅱの地元出身者枠およ び地域枠（ 福井健康推進枠） によ る 入学者に対し て

は、 福井県の地域医療に貢献する 医師の育成を目的と し て、「 地域医療学実習」（ ３ 年次選

択科目） を履修する 教育プロ グラ ムと し ている 。（ 資料 105_ P135-136）  

・ 学士編入学によ る 入学者は、２ 年次前期に編入し 、共通教育を除く アウ ト カム基盤型教育

に基づく ５ 年間の教育プロ グラ ムを、 カリ キュ ラ ム・ ツ リ ーで示す順序によ り 履修する 。

それによ り 、教育プロ グラ ムの各段階において定めたコ ンピ テンシーを修得し 、卒業時の

アウ ト カム達成を目指す。なお、一般選抜と 学校推薦型選抜Ⅱによ る 入学者が１ 年次で履

修する 専門科目については、 学士編入学によ る 入学者は２ 年次に履修する 。（ 資料 105_ P 

10-12）  

・ 教員は、 専任教員 213 名およ び非常勤講師 86 名、 寄附講座教員 24 名を含め、 教育プロ グ

ラ ムの各段階で必要な専門性を備えた人材を十分に確保し ている 。（ 資料 428）  

・ 講義室は、 大・ 中・ 小合わせて 10 室あり 、 各年次で全員を収容でき る 固定し た講義室を

確保する と と も に、 科目の様式や人数に併せた利用をし ている 。 実習室は５ 室あり 、 解剖

学実習室等それぞれの年次で必要な実習室を整備し ている 。ま た、自修のための施設を整

備し 、講義棟や医学図書館に自修室や自修ス ペース 、臨床実習学生用にも 附属病院に自修

室やラ ーニングコ モンズを設置し ている 。（ 資料 132）（ 資料 135）  

・ 臨床実習については、医学部附属病院と 教育関連病院によ り 、十分に実施可能な実習環境

を整備し ている 。 さ ら に、 診療参加型臨床実習の実践のため、 臨床実習に特化し た I CT

である 臨床教育支援シス テム F. CESS を整備し ている 。（ 資料 138）  

・ 教育プロ グラ ムの各段階で必要な教育のための経費は、教育研究経費と し て各講座・ 分野

等に配分し 、 担当科目の講義や実習等で十分に活用し ている 。（ 資料 127）  

BB..  基基本本的的水水準準にに関関すするる現現状状分分析析とと自自己己評評価価  
・ 各入試区分での入学者に対し て、アウ ト カム基盤型教育に基づいた教育プロ グラ ムをそれ

ぞれ設定し ている 。  

・ 教育プロ グラ ムの各段階において、 教員、 教育施設や教育経費等を十分に確保し 、 必要な

教育能力を関連づけて整備し ている 。  

CC.. 現現状状へへのの対対応応  
・ 入学者数に関連し た教育プロ グラ ムを各段階で実施でき る よ う 、教員、教育施設や経費等

の教育能力を維持する 。  

DD.. 改改善善にに向向けけたた計計画画  
・ 学生から のフ ィ ード バッ ク 等を踏ま え、入学者数に関連し た教育プロ グラ ムの各段階にお

ける 教育能力の状況を点検・ 評価し 、 必要に応じ て改善を図っていく 。  

関 連 資 料/
105 シラ バス _ 医学科授業要項（ 2023 年度）  

127 医学部予算配分方針（ 案）（ 2023 年度）  

132 講義室等一覧 

135 MI LC（ Medi cal  I nf i ni t y Learni ng Commons）（ 2022 年度）  
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138 臨床教育支援シス テム F. CESS 

404 一般選抜学生募集要項_ 前期日程・ 後期日程（ 2022 年度）  

407 医学部医学科学士編入学学生募集要項（ 2023 年度）  

428 分野別教員数（ 2023 年度）  

QQ  44..22..11  他の教育関係者とも協議して入学者の数と資質を定期的に見直すべきである。そして、

地域や社会からの健康に対する要請に合うように調整すべきである。

AA..  質質的的向向上上ののたためめのの水水準準にに関関すするる情情報報  
〈 入学者数の主な見直し 〉  

・ 1980 年度に旧福井医科大学が開学し た当時の入学定員は 100 名であった。 その後の主な

定員の改訂を下記に記す。 なお、 現行の学校推薦型選抜Ⅱ（ 旧推薦入試） における 「 地

元出身者枠」（ 旧・ 地域枠） と 「 地域枠（ 福井健康推進枠）」（ 旧・ 福井健康推進枠） は、

名称変更前の旧名称で記載し てある 。（ 資料 429）  

・ 1991 年度に、入試日程を前期と 後期に設定し 、各定員を 80 名と 20 名と し た。（ 資料 429） 

・ 1999 年度に、 推薦入試（ 全国枠） を導入し 、 定員 15 名と し た（ 前期日程の 10 名と 後期

日程の５ 名を振り 替え）。（ 資料 429）  

・ 2001 年度に、 学士編入学制度を導入し 、 定員５ 名と し た（ 前期日程の５ 名を振り 替え）。

（ 資料 429）  

・ 2008 年度に、 福井県内の医師不足に鑑み、 福井県と の協議によ り 、 地域医療に貢献する

医師の輩出を目的と し て、 推薦入試に地域枠を設定し 、 定員５ 名と し た。（ 資料 429）  

・ 2009 年度に、 政府によ る「 緊急医師確保対策（ 2007 年）」「 経済財政改革の基本方針 （ 骨

太の方針） 2008」 およ び文部科学省「 緊急医師確保対策に関する 取組について」 に基づ

き 、 福井県と の協議によ り 、 推薦入試に福井健康推進枠５ 名を 新設し 、 後期日程に５ 名

を増員し た。 こ れによ り 入学定員は 10 名増員し 110 名と し た。 以降、 福井健康推進枠等

の県内医師確保について、 福井県健康福祉部地域医療課と の協議を継続し ている 。（ 資料

429）（ 資料 430）（ 資料 431）  

・ 2010 年度に、「 経済財政改革の基本方針（ 骨太の方針）  2009」 に基づき 、 前期日程の定

員を５ 名増員し 、 入学定員を 115 名と し た。（ 資料 429）  

・ 2011 年度に、 地域医療への貢献のため福井健康推進枠の定員を５ 名増員し （ 前期日程の

５ 名を振り 替え） 10 名と し た。（ 資料 429）  

・ 2020 年度に、 推薦入試の地域枠の定員を 10 名程度に増員し 、 全国枠の定員を５ 名削減

し た。 こ の改訂は、 県内の医師不足が喫緊の課題と なっている 福井県から の要請で、 本

学卒業生によ る 県内医師の確保を目的と し て行った。 その際、 入試改革ワ ーキング・ グ

ループ等での卒業生の教学 I R データ 分析に基づき 、県内就職率の向上を見込める よ う に

入試枠間で定員を調整し た。（ 資料 429）（ 資料 432）  

〈 個人的・ 社会的特性等に関し て〉  

・ 入学者選抜において、 ジェ ン ダーや民族性等の学生の個人的・ 社会的特性に起因する 選

別は行っていない。  

・ 最近３ 年間の入学者の性別の割合は、 2021 年度は男性 58％、 女性 42％、 2022 年度は男
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性 63％、 女性 37％、 2023 年度は男性 56％、 女性 44％である 。（ 資料 433）  

BB..  質質的的向向上上ののたためめのの水水準準にに関関すするる現現状状分分析析とと自自己己評評価価  
・ 政府・ 文部科学省の施策に沿って、 入学定員を改訂し ている 。  

・ 特に緊急医師確保対策等、 地域医療の改善に大き く 関わる 施策については、 福井県等と

の協議に基づき 、 入試枠や定員の改訂を行っている 。  

・ 緊急医師確保対策によ る 増員については、 福井県健康福祉部と の協議を継続し て行って

おり 、 福井県の方針等と 調整し た上で文部科学省に増員延長を申請し ている 。  

CC.. 現現状状へへのの対対応応  
・ 国およ び県から の要請等に基づき 、 入学者数と 資質等を定期的に見直す体制を維持し て

いく 。  

DD.. 改改善善にに向向けけたた計計画画  
・ 福井県における 医師確保は喫緊の課題である 。 本学は県内唯一の医学部と し て、 継続し

て福井県と の協議を行う こ と で、 入学者数や資質等の入試体制の調整・ 改善を図り 、 福

井県の医療問題の解決に貢献し ていく 。  

関 連 資 料/
429 医学部医学科入学定員推移 

430 福井県と の打合せ要旨（ 2008 年度）  

431 医学科定員増の予告（ 2008 年度）  

432 入試改革ワ ーキング資料（ 2018 年度）  

433 学生数（ 過去５ 年間）  
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44.. 33  学学生生ののカカウウ ンン セセリリ ンンググとと 支支援援  

基基本本的的水水準準：：  
医学部およ び大学は、  

 学生を対象と し た学修上の問題に対する カウ ンセリ ング制度を設けなければなら な

い。（ B 4. 3. 1）  

 社会的、 経済的、 およ び個人的事情に対応し て学生を支援する 仕組みを提供し なけれ

ばなら ない。（ B 4. 3. 2）  

 学生の支援に必要な資源を配分し なければなら ない。（ B 4. 3. 3）  

 カウ ンセリ ングと 支援に関する 守秘を保障し なければなら ない。（ B 4. 3. 4）  

質質的的向向上上ののたためめのの水水準準：：  
医学部は、  

 学生の教育進度に基づいて学修上のカウ ンセリ ングを提供すべき である 。（ Q 4. 3. 1）

 学修上のカウ ンセリ ングを提供する には、 キャ リ アガイ ダンス と プラ ンニングも 含め

る べき である 。（ Q 4. 3. 2）  

注注  釈釈：：  
 [ 学修上のカウ ンセリ ング] には、 履修科目の選択、 住居の準備、 キャ リ アガイ ダンス

に関連する 課題にも 対応する 。 カウ ンセリ ング組織には、 個々の学生ま たは少人数グ

ループの学生に対する 学修上のメ ンタ ーが含ま れる 。  

 [ 社会的、 経済的、 およ び個人的事情への対応]と は、 社会的およ び個人的な問題や出

来事、 健康問題、 経済的問題などに関連し た専門的支援を意味する も ので、 奨学金、

給付金、 ロ ーンなど経済的支援や健康管理、 予防接種プロ グラ ム、 健康/身体障害保険

を受ける 機会など が含ま れる 。  

日日本本版版注注釈釈：：学生カウ ンセリ ングの体制（ 組織と し ての位置づけ）、カウ ンセラ ーの 職

種・ 専門性・ 人数、 責務、 権限、 受付法、 相談内容、 フ ォ ロ ーアッ プ法を含む。  

BB  44..33..11  学生を対象とした学修上の問題に対するカウンセリング制度を設けなければならない。

AA..  基基本本的的水水準準にに関関すするる情情報報  
〈 全学の規程等〉  

・ 本学の学生が学生生活を送る 上で、修学およ び生活面で起こ る 種々の問題解決のために教

員が行う 指導助言について必要な事項は「 福井大学学生指導助言要項」 において定めてい

る 。（ 資料 434）  

〈 医学部学生委員会・ 学生支援医学科部会〉  

・ 医学部において学生支援等について全般的に扱う のは医学部学生委員会である 。医学部学

生委員会では、学生の修学支援及び厚生補導に関する 事項、医学部学生支援シス テムに関
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する 事項、 奨学金、 授業料免除に関する 事項、 学生の課外授業に関する 事項、 学生団体に

関する 事項、 学生の福利厚生に関する 事項等を協議し ている 。（ 資料 435）  

・ 医学部学生委員会の下に、学生支援医学科部会を設置し 、全学年の学年主任と カウ ンセラ

ーや学校医を中心に学生の修学状況、支援状況等の情報を共有し 、問題の把握と 解決のた

めの相談を行っている 。（ 資料 436）  

〈 カウ ンセラ ー〉  

・ 松岡地区保健センタ ーと 学生総合相談室に、 カウ ンセラ ー（ 臨床心理士・ 公認心理師） 各

１ 名（ 合計２ 名： 女性１ 名・ 男性１ 名） を配置し 、 主にメ ンタ ルヘルス 相談を中心に、 学

修・ 生活面での相談を含む様々な学生の相談に対応し ている 。（ 資料 437）（ 資料 438）（ 資

料 439）（ 資料 440）  

〈 松岡キャ ンパス 学務課・ 学生担当〉  

・ 松岡キャ ンパス 学務課に学生相談の担当者を１ 名配置し 、学生の最初のゲート キーパーと

し て相談を受け付け、 必要に応じ てカウ ンセラ ーに紹介し ている 。（ 資料 439）  

〈 学年主任・ 助言教員制度〉  

・ １ 〜６ 年次の各学年に、その学年で科目を受け持つ教員の中から 学年主任と 助言教員を各

１ 名定めて、 教員によ る 学生の相談窓口と し て、 主に学修面のサポート をし ている 。 精神

面に問題を抱える 学生については、 必要に応じ てカウ ンセラ ーに紹介し ている 。（ 資料

434）（ 資料 436）（ 資料 441）  

・ 学年主任は、年度初めにガイ ダンス を行い、各学年の学修上の特性や諸問題への対応方法、

履修方法について説明を行っている 。 助言教員は学年主任の補助を担っている 。（ 資料

442）  

〈 学生支援シス テム： アド バイ ザー制度〉  

・ 学生へのき め細かい支援を行う ため、 医学部学生委員会のも と 、 学生の学修・ 精神・ 生活

面でのサポート を教員・ 松岡キャ ンパス 学務課およ び学生総合相談室・ 松岡地区保健セン

タ ーで協力し て行う 医学科学生支援シス テム（ アド バイ ザー制度） を構築し ている 。（ 資

料 116_ P18）（ 資料 441）  

・ 「 アド バイ ザー制度」 では、 医学科の教授が、 学生数人で構成し た小グループのアド バイ

ザー教員と なり 、 １ 年次から ３ 年次ま でを一貫し てサポート し ている 。（ 資料 325）（ 資料

441）  

・ アド バイ ザー教員は、 年に数回、 グループある いは個別に面談を実施し 、 面談の際には

e-ポート フ ォ リ オを利用し て、過年度ま での学修状況やコ ンピ テンシー達成度について確

認し ている 。（ 資料 441）  

・ ま たアド バイ ザー教員は、各学年の学年主任・ 助言教員と 連携し ながら 修学面のみなら ず

生活面についても 対応し 、精神面に問題を抱える 学生については必要に応じ てカウ ンセラ

ーに紹介し ている 。（ 資料 441）  

・ ４ 年次については、 ３ 年次ま での成績不振学生（ 概ね下位 30 名） に対し て、 当該アド バ

イ ザー教員が継続し てサポート し ている 。（ 資料 441）  

・ アド バイ ザー教員向けに「 アド バイ ザー・ ガイ ド ブッ ク 」 を作製・ 配付し 、 学生と の面談

や相談の際に必要な手順や注意事項等を参照でき る よ う にし ている 。（ 資料 443）  
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〈 新入生支援〉  

・ 新入生には入学時のオリ エンテーショ ンを実施し 、学生総合相談室、松岡地区保健センタ

ーおよ び医学科学生支援シス テム等の学生相談体制について説明し 、併せて科目履修方法

等の教務関係、 学内ネッ ト ワ ーク 関係、 課外活動関係、 学生生活関係、 奨学金や留学につ

いての説明を行っている 。 さ ら に、 学年主任によ り 、 学年主任・ 助言教員の役割と 学修・

生活上の注意事項について説明し ている 。（ 資料 112）（ 資料 442）  

・ １ 年次「 大学教育入門セミ ナー」 において、 松岡地区保健センタ ーと 学生総合相談室のカ

ウ ンセラ ーによ り 、「 学生生活について」 と し て学生のメ ンタ ルヘルス と 支援に関する 講

義を行っている 。（ 資料 105_ P27-29）  

・ 「 大学教育入門セミ ナー」 において、 教育担当副医学部長によ り 、「 医学部生と し ての心

構え」と し て医学部教育の意義と 社会的責任およ び医学生に必要な礼儀と マナーについて

講義し ている 。（ 資料 105_ P27-29）  

・ １ 年次の学年主任は、 コ ロ ナ禍以降、 新入生全員と 個別面談を行い、 個々の状況把握と ア

ド バイ ス を行っている 。 特にコ ロ ナ禍において、 入学後に登校ができ ないこ と （ 2020 年

度） や、登校可能後でも 部活動制限等で学生同士のコ ミ ュ ニケーショ ンが十分にと れない

こ と （ 2021 年度） を考慮し て、 学年主任によ る 新入生全員への個別面談をオンラ イ ンで

実施し 、 学生の孤立を防止し た。 2022 年度以降も 、 全員面談は、 学生支援の一環と し て

継続し て対面で実施し ている 。（ 資料 444）  

・ 新入生全員と 教職員によ る「 新入生研修」 を４ 月およ び５ 月に実施し 、 新入生が医学部の

理念を認識し 、新入生相互およ び教職員と の親睦を深める こ と で、早期に大学生活に適応

する こ と を目的と する と と も に、学修を含めた学生生活全般の支援の機会と し ている 。（ 資

料 445）  

〈 ５ ・ ６ 年次支援、 国試サポート 〉  

・ ５ 〜６ 年次の精神面・ 生活面に問題を抱える 学生に対し ては、学生支援体制において松岡

キャ ンパス 学務課を窓口と し て松岡地区保健センタ ーおよ び学生総合相談室のカウ ンセ

ラ ーが随時対応し ている 。（ 資料 437）（ 資料 438）（ 資料 439）  

・ 臨床系教員によ る 国試対策サポート チームを結成し 、５ 年次について、４ 年次の共用試験

CBTおよ び５ 年次の医師国家試験模擬試験の成績下位の学生に対し て個別面談を 実施し 、

学修指導によ る サポート を実施し ている 。（ 資料 446）  

・ ６ 年次については、国試対策サポート チームが、５ 年次ま での成績下位学生およ び６ 年次

の医師国家試験模擬試験の成績下位学生に対し て個別面談を実施し 、学修指導によ る サポ

ート を実施し ている 。（ 資料 336）  

〈 留年生支援〉  

・ 留年生には、学年主任やアド バイ ザー教員が面談を随時行う 他、留年生の父母等を交えた

面談を行い、 家族等の協力を得つつ学修や生活の支援を行っている 。（ 資料 447）  

〈 その他〉  

・ 学生総合相談室、松岡地区保健センタ ーおよ び松岡キャ ンパス 学務課では、メ ール相談や

オンラ イ ン相談も 実施し 常時相談を受け付ける 体制と し ている 。（ 資料 437）（ 資料 438）  

・ 学生総合相談室ではホームページを開設し 、相談室の紹介や相談のヒ ント 、はじ めて相談

室を利用する 学生へのアド バイ ス 等を掲載し ている 。（ 資料 437）  
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・ 保健管理センタ ー、 学生総合相談室、 高等教育推進センタ ーの主催によ り 、 全学の教職員

を対象と し た学生支援講演会（ FD・ SD研修会） を毎年度実施し ている 。 2022 年度は、 第

10 回講演会「“ 成年年齢引下げ” に関する 学生支援のポイ ント ～成年年齢引下げによ って

生じ る 学生生活の変化・ 問題と その対応～」 を対面と Web 形式で実施し た。（ 資料 448）  

BB..  基基本本的的水水準準にに関関すするる現現状状分分析析とと自自己己評評価価  
・ 医学部学生委員会、 医学科学生支援シス テムを中心と し て様々な関係者によ る 支援体制

を整備し 、 学修上のカウ ンセリ ングを行っている 。  

・ 問題を抱える 学生については、 学年主任、 アド バイ ザー教員、 松岡地区保健センタ ー、

学生総合相談室、 松岡キャ ンパス 学務課と 連携体制をと り 、 本人およ び父母等と 面談を

行う 等、 個別の事例に即し た柔軟な対応で指導を行っている 。  

・ 学生総合相談室・ 松岡地区保健センタ ーでの相談件数は年間 400～600 件（ 学部学生・ 大

学院生全体） であり 、 多く の相談に対応し ている 。  

CC.. 現現状状へへのの対対応応  
・ 医学科学生支援シス テムを中心と し た支援体制を維持し ていく 。   

DD.. 改改善善にに向向けけたた計計画画  
・ 学生から のフ ィ ード バッ ク 等によ り 、 学生が求める 支援について検討し 、 学生支援シス

テムの改善につなげていく 。  

関 連 資 料/
105 シラ バス _ 医学科授業要項（ 2023 年度）  

112 福井大学医学部 新入生オリ エンテーショ ン日程（ 2023 年度）  

116 医学部広報誌く ずり ゅ う （ 2023 年度）  

325 医学科学生支援シス テムアド バイ ザー面談について（ 2023 年度）  

336 国試サポートチームによる学生面談（2022 年度）

434 福井大学学生指導助言要項 

435 福井大学医学部学生委員会要項 

436 福井大学医学部学生支援医学科部会及び学生支援看護学科部会申合せ 

437 福井大学学生総合相談室（ 松岡キャ ンパス ）【 HP】  

438 保健管理センタ ー（ 松岡キャ ンパス ）【 HP】  

439 保健管理センタ ー（ 松岡地区） 及び学生総合相談室 

440 福井大学保健管理センタ ー規程 

441 医学科学生支援シス テム実施に係る 申合せ 

442 １ 年生次対象学年主任ガイ ダンス 資料( 2022 年度）  

443 学生支援シス テム アド バイ ザー・ ガイ ド ブッ ク  

444 医学科 1 年面談日時（ 2023 年度）  

445 福井大学医学部新入生研修要項（ 2023 年度）  

446 国試対策サポート チーム会議名簿（ 2023 年度）  

447 保護者懇談会（ 学習相談の実施状況）（ 2018～2019 年度）  
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448 福井大学 FD・ SD研修会_ 第 10 回学生支援講演会（ 2022 年度）  

BB  44..33..22  社会的、経済的、および個人的事情に対応して学生を支援する仕組みを提供しなければ

ならない。

AA..  基基本本的的水水準準にに関関すするる情情報報  
〈 早期発見対策〉  

・ 松岡地区保健センタ ーおよ び学生総合相談室では、 新入生研修時に行う 「 大学生精神健

康調査（ UPI ）」 およ び「 困り ごと に関する セルフチェ ッ ク リ ス ト （ 発達障がいのス ク リ

ーニングテス ト ）」、 各学年での定期健康診断受診カード によ る 問診等の結果に基づき 、

大学への適応に困難を抱える 学生を早期に発見し 、 面談等によ る 支援を行える よ う にし

ている 。（ 資料 449）（ 資料 450）  

〈 オンラ イ ンサポート 〉  

・ コ ロ ナ禍において、 メ ンタ ルヘルス 関連の相談を電話やオンラ イ ンで行える よ う 体制を

整え、 登校可能と なった後も オンラ イ ンの相談体制を継続し てし ている 。  

・ コ ロ ナ禍において、 コ ミ ュ ス ペ・ オンラ イ ンと し て毎週金曜日に開設し たオンラ イ ンオ

ープンス ペース では、 学生総合相談室のカウ ンセラ ーが常駐し 、 登校自粛中の学生同士

等によ る 交流の場を設けた。（ 資料 451）  

〈 障がい学生支援〉  

・ 障がいのある 学生に対する 差別解消を目的と し て「 福井大学における 障害を理由と する

差別の解消の推進に関する 規程」 およ び「 障害を理由と する 差別の解消の推進に関する

規程における 留意事項」 を定めている 。（ 資料 110_ P190-192）（ 資料 452）  

・ 「 福井大学障がいのある 学生及び教職員のための相談室要項」 を定め、「 障がいのある 学

生教職員のための相談室」 を松岡地区保健センタ ーおよ び学生総合相談室に設置し てい

る 。 そこ では障がい者手帳の有無、 障がいの種類や程度、「 障がい」 と いう 名称の有無に

関わら ず、大学生活を送る なかで何ら かの不自由を抱える 学生やその関係者が、入学前・

後のそれぞれの段階で相談でき る よ う にし ている 。（ 資料 453）（ 資料 454）  

・ 履修上特別な支援を要する 学生に対し て、合理的配慮申請の手続き 体制を整備し ている 。

承認を受けた学生は、 松岡地区保健センタ ーや学生総合相談室のカウ ンセラ ーが相談対

応し 、 合理的配慮を受けながら 修学し ている 。（ 資料 455）  

・ 大学ホームページに「 障がいのある 学生への支援」 のページを設け、 学生に向けた合理

的配慮の申請についての説明と 、 教職員に向けた支援者と し ての合理的配慮の必要な学

生に対する 支援の方法等を説明し ている 。（ 資料 207）  

・ こ れま でに、 強迫性障害を有する 学生、 聴力障害を有する 学生およ び過敏性腸症候群の

学生が入学し ている 。 そのう ち、 修学上の配慮申請のあった学生には問題点と 必要な対

応についてヒ アリ ングをし 、 入学後は合理的配慮のも と で修学し ている 。  

・ 過去５ 年間で、 障がいによ る 受験およ び修学上の配慮を必要と する 学生の事前相談は 18

件あり 、 入学試験で配慮、 ま たは入学後に修学上の配慮を実施し た。（ 資料 416）  
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〈 学生保険〉  

・ 大学在学中の事件事故に備え、「 傷害保険」「 賠償責任保険」 への加入を学生に周知し て

いる 。「 傷害保険」 は全員加入と し 、 保険料は医学部後援会から 支払っている 。「 賠償責

任保険」 は自由加入と し ている が、 臨床実習を開始する ま でには必ず加入する よ う に指

導し ている 。 ま た、 運動系の課外活動を行う 場合には、 低学年から 加入する よ う に指導

し ている 。（ 資料 456）  

〈 健康診断・ 予防接種〉  

・ 毎年度、 松岡地区保健センタ ーによ り 学生定期健康診断を行っている 。（ 資料 457）  

・ 感染症への対策と し て血液検査と 各種ワ ク チンの接種を行っている 。 B・ C型肝炎血液検

査およ び HBワ ク チン接種、 イ ンフ ルエンザワ ク チン接種、 新型コ ロ ナウ イ ルス ワ ク チン

接種を行っている 。（ 資料 116_ P27）  

〈 健康相談、 心理相談〉  

・ 松岡地区保健センタ ーでは、 内科医、 整形外科医、 産婦人科医、 精神科医、 歯科口腔外

科医を学校医と し て配置し 、 医師や常駐する 看護師によ る 健康相談を行っている 。（ 資料

116_ P28）（ 資料 438）  

・ 学生総合相談室およ び松岡地区保健センタ ーでは、 カウ ンセラ ー（ 臨床心理士・ 公認心

理師２ 名） によ る カウ ンセリ ングを行っている 。（ 資料 437）  

〈 奨学金、 授業料等免除制度〉  

・ 大学独自の奨学金と し て、「 福井大学学生修学支援奨学金」 と 「 福井大学生協奨学金」 お

よ び入学前に応募可能な「 福井大学基金予約型奨学金」 を整備し ている 。（ 資料 208）（ 資

料 458）（ 資料 459）（ 資料 460）  

・ 医学部独自の奨学金と し て、「 福井大学医学部基金学生支援奨学金」 を整備し ている 。（ 資

料 461）  

・ 外部奨学金と し て、 独立行政法人日本学生支援機構の各種奨学金や都道府県・ 公益法人

等の奨学金に対し て、募集案内の周知や申請の補助等を積極的に行っている 。（ 資料 462） 

・ コ ロ ナ禍における 経済的学生支援と し て、 大学では「 新型コ ロ ナウ イ ルス 感染症の影響

によ る 緊急学生修学支援給付型奨学金」 およ び「 新型コ ロ ナウ イ ルス 感染症の影響によ

る アルバイ ト 収入減学生への福井大学基金修学等奨学金」 を整備し 、 医学部では臨床実

習中の学生に対し て「 医学部臨床・ 臨地実習学生への緊急学生修学支援給付型奨学金」

を整備し ている 。（ 資料 463）（ 資料 464）（ 資料 465）  

・ 大学と し て、 入学料免除およ び授業料免除制度を整備し 、 それぞれ要項を定めて選考し

ている 。（ 資料 466）  

〈 留学支援制度〉  

・ 海外機関等と の学生交流を促進する ための支援金・ 奨学金と し て、「 日本学生支援機構

（ JASSO） 海外留学支援制度奨学金」「 福井大学学生海外派遣支援金」「 福井大学交換留学

生等奨学金」 を整備し ている 。（ 資料 467）（ 資料 468）  

・ 医学部独自の留学支援と し て、「 福井大学医学部及び大学院医学系研究科海外留学奨励

金」 を整備し ている 。（ 資料 469）  

〈 その他〉  

・ 学生支援シス テムによ り 、学生個人に対し て学修と 生活両面でのサポート を行っている 。

学年主任は担当学年全体を見渡し 、 特に新入生には全員の個人面談を行い、 個人的な事
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情に配慮し ている 。 アド バイ ザー制度においても 、 個人面談が可能であり 、 各学生の事

情に応じ た支援を行っている 。（ 資料 441）（ 資料 444）  

・ 学生支援の内容について、 新入生オリ エンテーショ ンや医学部広報誌「 く ずり ゅ う 」、 学

年主任によ る ガイ ダンス で説明を行っている 。（ 資料 116）（ 資料 442）  

BB..  基基本本的的水水準準にに関関すするる現現状状分分析析とと自自己己評評価価  
・ 社会的、 経済的、 およ び個人的事情のある 学生に対し 、 それぞれに応じ て支援する 仕組

みを整えている 。  

・ 松岡地区保健センタ ー・ 学生総合相談室では、 呼び出し 、 教職員から の紹介、 父母等（ 保

護者） から の勧めやホームページ経由等によ り 多数の相談があり 、 年間数百件の相談に

応じ ている 。  

・ コ ロ ナ禍においては通常と は異なる 支援が必要と なり 、 医学部を挙げて学生支援に取り

組んだ。  

CC.. 現現状状へへのの対対応応  
・ 学生に対し て、 学年ガイ ダンス 、 メ ンタ ルヘルス 関連の講義、 ポス タ ー掲示やホームペ

ージ等によ り 、 学生支援シス テムにおいて相談窓口と し てのゲート キーパーがいる こ と

を周知し ていく 。    

DD.. 改改善善にに向向けけたた計計画画  
・ 定期的に実施し ている 学生生活実態調査等から 情報収集を行い、 必要に応じ て学生支援

プロ グラ ムの内容の見直し と 改善を行っていく 。  

・ コ ロ ナ禍での経験を踏ま え、 今後の時代や社会の変化に対し て、 必要に応じ た支援体制

の整備を検討する 。  

関 連 資 料/
110 学生便覧（ 2023 年度）  

116 医学部広報誌く ずり ゅ う （ 2023 年度）  

207 福井大学における 障がいのある 学生に対する 「 教育上の合理的配慮」 について【 HP】 

208 奨学金一覧（ 2022 年度）  

416 入試事前相談の実績（ 過去５ 年間）  

437 福井大学学生総合相談室（ 松岡キャ ンパス ）【 HP】  

438 保健管理センタ ー（ 松岡キャ ンパス ）【 HP】  

441 医学科学生支援シス テム実施に係る 申合せ 

442 １ 年生次対象学年主任ガイ ダンス 資料( 2022 年度）  

444 医学科 1 年面談日時（ 2023 年度）  

449 大学生精神健康調査（ UPI ）  

450 困り ごと に関する セルフチェ ッ ク リ ス ト （ 発達障がいのス ク リ ーニングテス ト ）  

451 コ ミ ュ ス ペ・ オンラ イ ン 

452 障害を理由と する 差別の解消の推進に関する 規程における 留意事項 （ 学生関係）  

453 福井大学障がいのある 学生及び教職員のための相談室要項 
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454 障がいのある 学生への支援【 HP】  

455 医学部における 合理的配慮決定の流れ 

456 新入生オリ エンテーショ ン学生生活系ガイ ダンス 資料（ 2023 年度）  

457 定期健康診断の案内（ 2023 年度）  

458 福井大学学生修学支援奨学金取扱要項 

459 福井大学生協奨学金取扱要項 

460 福井大学基金予約型奨学金実施要項 

461 福井大学医学部基金学生支援要項 

462 日本学生支援機構奨学金の募集について（ 2023 年度）  

463 新型コ ロ ナウ イ ルス 感染症の影響によ る 緊急学生修学支援給付型奨学金取扱要項 

464 新型コ ロ ナウ イ ルス 感染症の影響によ る アルバイ ト 収入減学生への福井大学基金修

学等奨学金募集要項 

465 臨床・ 臨地実習中学生への福井大学医学部緊急学生修学支援給付型奨学金募集要項 

466 福井大学入学料、 授業料及び寄宿料の免除等に関する 規程 

467 海外留学のための奨学金 

468 福井大学交換留学生等奨学金取扱要項 

469 福井大学医学部及び大学院医学系研究科海外留学奨励金に関する 取扱要項 

BB  44..33..33  学生の支援に必要な資源を配分しなければならない。

AA..  基基本本的的水水準準にに関関すするる情情報報  
・ 人的支援と し ては、 医学科学生支援シス テムを整備し 、「 福井大学学生指導助言要項」 に

従い、 学年主任やアド バイ ザー教員が学生を支援し ている 。（ 資料 434）

・ 松岡地区保健センタ ーと 学生総合相談室に、 専用の相談室およ び診察室を設置し 、 随時

個別の面談や診察を可能と し ている 。 そこ で支援に関わる 人員は、 松岡地区保健センタ

ー教員２ 名（ う ちカウ ンセラ ー１ 名）、 学校医６ 名、 看護師と 保健師各１ 名、 学生総合相

談室カウ ンセラ ー１ 名、 松岡キャ ンパス 学務課学生担当職員１ 名が随時対応し ている 。

（ 資料 437）（ 資料 438）（ 資料 439）

・ 経済的支援と し ては、 全学的な学生修学支援奨学金等によ る 経済的支援と 、 医学部独自

の学生支援奨学金制度を整えている 。（ 資料 208）

・ 福井大学医学部後援会の会費は、 新入生研修や学外実習、 健康管理、 留学、 部活動等の

学生の修学や大学生活に関連し た事項に使用し ている 。（ 資料 470）  

・ 医学部予算やふる さ と 納税によ る 収入を用いて、 医師国家試験対策のための費用や駐車

場整備、 学修用ス ペース 整備を行い、 学生への支援を実施し ている 。（ 資料 116_ P47）  

・ 物的支援と し ては、 修学に必要な、 講義室、 実習室、 自修室、 図書館、 ネッ ト ワ ーク お

よ び LMS や I CT等の環境を整えている 。 加えて課外活動に必要な、 体育館やグラ ウ ンド

等の練習施設、 部室、 器具等を整えている 。（ 資料 132）（ 資料 135）（ 資料 138）  

・ 学生の支援に必要な点や意見を聴取する 場と し て、 ３ 年ごと に学生生活実態調査（ 高等

教育推進センタ ーが実施） を行っている 。 その中では経済的事項、 所有する 情報機器や

イ ンタ ーネッ ト 環境、 大学の授業や教員、 課外活動、 キャ ンパス 内での安全、 新設・ 改
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修等を実施し た施設、 大学へのソ フ ト 面およ びハード 面での要望等をアンケート 形式で

調査し 、 必要な点については改善を行っている 。 さ ら に、 学生と の懇談会を実施し 、 意

見聴取を行っている 。（ 資料 471）   

BB..  基基本本的的水水準準にに関関すするる現現状状分分析析とと自自己己評評価価  
・ 学修、 経済、 健康等、 学生の支援に必要な資源を十分に配分し ている 。  

・ 学生に必要な資源について、 アンケート 等によ り 学生の意見を聴取し ている 。  

CC.. 現現状状へへのの対対応応  
・ 学生の支援に必要な資源の配分を継続する 。  

・ 資源が有効に使われている か、 適切に配分さ れている かについて、 学生生活実態調査や

懇談会等の意見を参考に検証を継続する 。  

DD.. 改改善善にに向向けけたた計計画画  
・ 学生支援のあり 方を今後も 継続的に見直し 、 合理性と 実効性を伴う よ り 良い制度と なる

よ う 改善に努める 。  

関 連 資 料/
116 医学部広報誌く ずり ゅ う （ 2023 年度）  

132 講義室等一覧 

135 MI LC（ Medi cal  I nf i ni t y Learni ng Commons）（ 2022 年度）  

138 臨床教育支援シス テム F. CESS 

208 奨学金一覧（ 2022 年度）  

434 福井大学学生指導助言要項 

437 福井大学学生総合相談室（ 松岡キャ ンパス ）【 HP】  

438 保健管理センタ ー（ 松岡キャ ンパス ）【 HP】  

439 保健管理センタ ー（ 松岡地区） 及び学生総合相談室 

470 福井大学医学部後援会会則 

471 学生生活実態調査（ 2022 年度）  

BB  44..33..44  カウンセリングと支援に関する守秘を保障しなければならない。

AA..  基基本本的的水水準準にに関関すするる情情報報  
・ 「 福井大学の保有する 個人情報の保護に関する 規程」 において個人情報の守秘を保障す

る ための規則を整備し ている 。 カウ ンセリ ングと 支援で取り 扱われる 情報の守秘はこ の

規則に則り 保障し ている 。 カウ ンセリ ングと 支援に関する 文書資料は、 施錠可能なキャ

ビ ネッ ト に保管し ており 、 電子情報には、 パス ワ ード を設定し ている 。（ 資料 472）（ 資料

473）（ 資料 474）  

・ 学生相談室ホームページにカウ ンセラ ーの守秘義務について記載し 、 安心し てカウ ンセ

リ ングが受けら れる こ と を学生に周知し ている 。（ 資料 475）  
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・ ハラ ス メ ント 防止対策委員会を設け、 ハラ ス メ ント の防止等に関する 規程において、 プ

ラ イ バシー等への配慮およ び守秘義務を規定し 、 パワ ハラ やセク ハラ 等の対策を行って

いる 。（ 資料 476）（ 資料 477）（ 資料 478）  

・ 学生に対し て、 ハラ ス メ ント の防止について、 大学ホームページ、 パンフレ ッ ト やポス

タ ーによ り 周知し ている 。 さ ら に、 １ 年次「 大学教育入門セミ ナー」 の講義およ び２ 年

次以降の学年ガイ ダンス において、 守秘義務を含めたハラ ス メ ント 防止に関する 注意喚

起を行っている 。（ 資料 105_ P27-29）（ 資料 116_ P26）（ 資料 477）（ 資料 478）  

・ 全教職員に対し て、 個人情報取り 扱いと 守秘義務等について、「 個人情報保護制度につい

て」 と する  e-l ear ni ng コ ンテンツ によ る オンラ イ ン研修を実施し ている 。（ 資料 479）  

BB..  基基本本的的水水準準にに関関すするる現現状状分分析析とと自自己己評評価価  
・ 規則に則り 、 カウ ンセリ ングと 支援に対する 守秘を保証し ている 。  

・ カウ ンセリ ングと 支援における 守秘について、 学生に周知し ている 。  

・ 教職員は個人情報取り 扱いと 守秘義務について研修を受けている 。   

CC.. 現現状状へへのの対対応応  
・ 個人情報の守秘を保障する ための規則に則った体制を今後も 継続する 。  

・ すべの教職員に対し て守秘義務について周知し 、 研修の受講を継続する 。  

DD.. 改改善善にに向向けけたた計計画画  
・ 法制度や社会の変化に対応し 、 個人情報の守秘を保障する ための規則の見直し を随時行

い、 教職員への周知を徹底し ていく 。  

関 連 資 料/
105 シラ バス _ 医学科授業要項（ 2023 年度）  

116 医学部広報誌く ずり ゅ う （ 2023 年度）  

472 国立大学法人福井大学の保有する 個人情報の保護に関する 規程 

473 国立大学法人福井大学特定個人情報等取扱要項 

474 国立大学法人福井大学個人情報の開示等に関する 規程 

475 福井大学学生総合相談室_ 守秘義務について【 HP】  

476 国立大学法人福井大学における ハラ ス メ ント の防止等に関する 規程 

477 ハラ ス メ ント の防止【 HP】  

478 福井大学における ハラ ス メ ント の防止・ 対策に関する ガイ ド ラ イ ン 

479 「 個人情報保護制度について」 e-ラ ーニング資料 

QQ  44..33..11  学生の教育進度に基づいて学修上のカウンセリングを提供すべきである。

AA..  質質的的向向上上ののたためめのの水水準準にに関関すするる情情報報  
・ 医学科学生支援シス テムにおいて、 １ ～３ 年次全員に対し て、 定期的にアド バイ ザー教

員と の面談を行っている 。 アド バイ ザー教員と の面談の際には、 過年度ま での学生統合
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データ ベース に基づく 学修記録をま と めた個人記録 e-ポート フ ォ リ オを参照し て指導し

ている 。e-ポート フ ォ リ オは、科目履修状況（ 得点）、学年内でのおおよ その順位（ GPA）、

CBT順位、学修成果を可視化し たコ ンピテンシー別 GPA取得状況、コ ンピテンシー別自己

評価およ びコ ンピ テンシー別各年次での GPA取得状況を示す３ 種類のレ ーダーチャ ート

が記載さ れ、個々の学生の学修進度が把握でき る 資料と し ている 。（ 資料 105）（ 資料 161）

（ 資料 441）  

・ １ ～３ 年次に留年し た学生については、 学年主任やアド バイ ザー教員によ る 面談を随時

行い、 学修およ び生活面でのカウ ンセリ ングや指導を行っている 。 必要に応じ て松岡キ

ャ ンパス 学務課職員やカウ ンセラ ーが同席する 。 さ ら に、 留年生の父母等（ 保護者） を

交えた面談を行い、 家庭での状況を踏ま えた学修およ び生活面での指導やカウ ンセリ ン

グを行っている 。（ 資料 441）（ 資料 447）  

・ ４ 年次では、 ３ 年次ま での成績をも と に成績不振者（ 概ね 30 名） を対象に、 アド バイ ザ

ー教員によ る 修学上の支援を行う 。（ 資料 441）  

・ ４ 年次では、CBT模擬試験を行い、試験結果について点数と 学内順位をフィ ード バッ ク し

ている 。（ 資料 480）  

・ ５ 年次では、 医師国家試験模試を行い、 試験結果について点数と 学内順位をフ ィ ード バ

ッ ク し ている 。 ま た、 模擬試験や CBT（ ４ 年次） の下位学生については、 国試対策サポー

ト チームによ る 面談を行い、 学修状況について指導を行っている 。（ 資料 481）  

・ ６ 年次では、 医師国家試験模試を行い、 試験結果について点数と 学内順位をフ ィ ード バ

ッ ク し ている 。 ま た、 ５ 年次ま での成績や模試での成績下位者に対し ては、 国試対策サ

ポート チームによ る 面談と 学修についての指導を行っている 。（ 資料 481）  

・ 修学上の相談機会と し て、 科目担当教員のオフィ ス アワ ーを設定し 、 授業に応じ た個別

面談等を可能と し ている 。 各教員のオフィ ス アワ ーはシラ バス に記載し ている 。（ 資料

105）（ 資料 151）  

・ 上記の他、医学科学生支援シス テムの実施によ り 、修学面・ 精神面に問題のある 学生を、

教員と 松岡キャ ンパス 学務課等と の密接な連携のも と 早期に発見・ 対応し 、 当該学生の

修学生活を支援し ている 。 学修に問題を抱える 学生に対し ては、 学年主任やアド バイ ザ

ー教員が積極的に関与し 、 学生と の面談を通じ て学修進度についての相談に乗り 、 必要

に応じ て学生総合相談室や松岡地区保健センタ ーのカウ ンセラ ーに紹介し ている 。（ 資料

116_ P18）（ 資料 441）  

BB..  質質的的向向上上ののたためめのの水水準準にに関関すするる現現状状分分析析とと自自己己評評価価  
・ 医学科学生支援シス テムおよ び国試サポート チームによ り 、 全学年にわたり 学修進度に

応じ たカウ ンセリ ングを実施し ている 。 留年者や成績下位者に対し ては、 よ り 綿密な面

談等によ る カウ ンセリ ングを行っている 。  

・ e-ポート フ ォ リ オに記載し たデータ に基づき 、 学修進度に応じ た面談を実施し ている 。  

CC.. 現現状状へへのの対対応応  
・ 現在の体制を維持し 、 データ に基づいた学修進度に応じ た面談と カウ ンセリ ングを行っ

ていく 。  

・ 留年者や成績下位者に対し て、 細やかな対応を行っていく 。  
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・ リ メ ディ アル教育を推進する ための方策について検討する 。  

DD.. 改改善善にに向向けけたた計計画画  
・ アウ ト カム・ コ ンピ テンシー達成・ 修得状況等の教学 I R データ 分析結果や学生から のフ

ィ ード バッ ク 等を踏ま え、 学修上のカウ ンセリ ングを含む支援体制について改善を図っ

ていく 。  

関 連 資 料/
105 シラ バス _ 医学科授業要項（ 2023 年度）  

116 医学部広報誌く ずり ゅ う （ 2023 年度）  

151 2023 年度医学科シラ バス 作成要領（ 2022 年度）  

161 e-ポート フ ォ リ オ（ 成績通知表）  

441 医学科学生支援シス テム実施に係る 申合せ 

447 保護者懇談会（ 学習相談の実施状況）（ 2018～2019 年度）  

480 医学科 4 年次生 CBT 模試（ テコ ム） の実施について（ 2023 年度）  

481 国試サポート 予定表（ 2023 年度）  

QQ  44..33..22  学修上のカウンセリングを提供するには、キャリアガイダンスとプランニングも含めるべき

である。

AA..  質質的的向向上上ののたためめのの水水準準にに関関すするる情情報報  
・ アド バイ ザー制度によ り 、 学生が面談の際にアド バイ ザー教員と 将来のキャ リ アについ

て相談でき る よ う にし ている 。（ 資料 441）  

・ １ 年次「 大学教育入門セミ ナー」 において、 医学生のキャ リ アパス と し て、 卒業生の体

験談によ る 医師の職務や、多様な医師職と し て医系技官や矯正医官について学んでいる 。

（ 資料 105_ P27-29）  

・ １ 年次「 医学入門」 では、 医学部各領域の学問内容に加え、 医師を目指す上での各学問

領域の意義や研究への誘いを行う 内容を含んでいる 。 ま た「 リ サーチマッ チング」 と し

て基礎医学およ び臨床医学の研究者と し てのキャ リ アを学んでいる 。（ 資料 105_ P77-78） 

・ ３ 年次「 研究室配属」 では、 全ての学生が基礎系臨床系研究室に所属し 、 教員と と も に

研究活動を行い、その中で研究者と し てのキャ リ アについて学んでいる 。（ 資料 105_ P299） 

・ 地域枠等の学生に向けたキャ リ ア教育と し て、 福井県奨学生交流会と 福井県学生地域夏

期研修を開催し 、 低学年から 高学年の医学生同士の交流、 研修医によ る キャ リ アパス に

ついての話を学生が聞く こ と ができ る 。（ 資料 238）（ 資料 239）  

・ ４ ～６ 年次向けのキャ リ ア教育と し て、 臨床教育研修センタ ーにおいて、 福井県臨床研

修病院合同説明会（ 福井県臨床研修病院連絡協議会主催） を開催し 、 先輩研修医等によ

る 臨床研修についての説明を聞く 機会を設けている 。（ 資料 482）  
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BB..  質質的的向向上上ののたためめのの水水準準にに関関すするる現現状状分分析析とと自自己己評評価価  
・ キャ リ アガイ ダンス およ びプラ ンニングに関する 様々な情報提供を学修進度の時期に応

じ て提供し ている 。  

CC.. 現現状状へへのの対対応応  
・ キャ リ アガイ ダンス およ びプラ ンニングの時期、 内容等について、 アンケート 調査等に

よ り 分析を行う 。  

DD.. 改改善善にに向向けけたた計計画画  
・ 学生の卒後およ びその後のキャ リ アを含めたデータ を基に、 入学時から 継続的にでき る

キャ リ アガイ ダンス ・ プラ ンニング体制を検討し ていく 。  

関 連 資 料/
105 シラ バス _ 医学科授業要項（ 2023 年度）  

238 福井県学生地域夏期研修（ 2022 年度）  

239 福井県医師確保修学資金奨学生交流会（ 2016 年度～2022 年度）  

441 医学科学生支援シス テム実施に係る 申合せ 

482 福井県臨床研修病院合同説明会開催のお知ら せ（ 2023 年度）  
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44.. 44  学学生生のの参参加加  

基基本本的的水水準準：：  
医学部は、 学生が下記の事項を審議する 委員会に学生の代表と し て参加し 、 適切に議論に加

わる こ と を規定し 、 履行し なければなら ない。  

 使命の策定（ B 4. 4. 1）  

 教育プロ グラ ムの策定（ B 4. 4. 2）  

 教育プロ グラ ムの管理（ B 4. 4. 3）  

 教育プロ グラ ムの評価（ B 4. 4. 4）  

 その他、 学生に関する 諸事項（ B 4. 4. 5）  

質質的的向向上上ののたためめのの水水準準：：  
医学部は、  

 学生の活動と 学生組織を奨励する べき である 。（ Q 4. 4. 1）

注注  釈釈：：  
 [ 学生の参加] には、 学生自治、 カリ キュ ラ ム委員会や関連教育委員会への参加、 およ

び社会的活動や地域での医療活動への参加が含ま れる 。（ B 2. 7. 2 を参照）  

日日本本版版注注釈釈：：カリ キュ ラ ム委員会等においては、 学生代表等の参加が望ま し く ない議題

を含む場合がある 。 その際は学生の代表等が一時的に退席する など の方法をと る こ と

が可能である 。  

 [ 学生の活動と 学生組織を奨励] には、 学生組織への技術的およ び経済的支援の提供を

検討する こ と も 含ま れる 。  

日日本本版版注注釈釈：学生組織は、 いわゆる ク ラ ブ活動ではなく 、 社会的活動や地域での医療活

動など に係る 組織を指す。

医学部は、学生が下記の事項を審議する委員会に学生の代表として参加し、適切に議論に加わる

ことを規定し、履行しなければならない。

BB  44..44..11  使命の策定

AA..  基基本本的的水水準準にに関関すするる情情報報  
・ 福井大学医学部の理念「 愛と 医術で人と 社会を健やかに」 については、 2016 年度に学生

を含む教育に関わる 主要な構成者に対し てパブリ ッ ク ・ コ メ ント を２ 回（ 原案・ 修正案）

実施し 、 幅広く 意見を聴取し た上で案を策定し た。 その後、 2017 年度に、 医学部教育委

員会で審議・ 承認し たのち、 医学部教授会で審議・ 決定し 、 医学部長よ り 発布し た。（ 資

料 103）  
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・ 2022 年度の新入生研修において、 学生が理念「 愛と 医術で人と 社会を健やかに」 の理解

を深める こ と を目的と し て、理念の実現に向けた方策や心構えを議論する 機会を設けた。

（ 資料 483）  

BB..  基基本本的的水水準準にに関関すするる現現状状分分析析とと自自己己評評価価  
・ 医学部の使命である 「 理念」 の策定には学生が参画し ている 。 その後は、 理念の周知や

理解の機会を新入生オリ エンテーショ ンや新入生研修、 各学年のオリ エンテーショ ンの

際に設けている 。

CC.. 現現状状へへのの対対応応  
・ 医学部の使命である 「 理念」 の浸透に勤める 。  

・ 学生のカリ キュ ラ ム評価アンケート 等で、 アウ ト カム・ コ ンピ テンシーに対する 意見を

随時聴取し 、 更新時に学生の意見を反映でき る よ う にする 。  

DD.. 改改善善にに向向けけたた計計画画  
・ 医学部「 理念」 やアウ ト カム・ コ ンピ テンシーの修正・ 変更の際は、 学生代表が加わる

委員会を設け、 その場において議論を行う 。  

関 連 資 料/
103 医学部「 理念」 原案に対する パブリ ッ ク ・ コ メ ント 募集（ 2016 年度）  

483 新入生研修（ 2022 年度）【 HP】  

医学部は、学生が下記の事項を審議する委員会に学生の代表として参加し、適切に議論に加わる

ことを規定し、履行しなければならない。

BB  44..44..22  教育プログラムの策定

AA..  基基本本的的水水準準にに関関すするる情情報報  
・ 医学科の教育プロ グラ ムにおける カリ キュ ラ ム作成に関わる 全ての事項に対し て審議・

策案する 専門委員会と し て、 医学科カリ キュ ラ ム委員会を設置し ている 。（ 資料 120）  

・ 医学科カリ キュ ラ ム委員会は、 医学科の教員と と も に、 学生代表が参加する こ と を規定

し ている 。（ 資料 120）  

・ 学生代表は、 医学科カリ キュ ラ ム委員会において、 カリ キュ ラ ムの策定に関わる 議論に

参加し ている 。 ただし 、 参加が望ま し く ない議題の際は参加し ていない。（ 資料 139）（ 資

料 140）
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【 医学部教育マネジメ ント ・ 教育内部質保証体制】  

BB..  基基本本的的水水準準にに関関すするる現現状状分分析析とと自自己己評評価価  
・ 医学科カリ キュ ラ ム委員会の構成委員には、 教員と 学生の代表を含み、 カリ キュ ラ ム の

策定において学生の意見を反映する 体制と し ている 。  

CC.. 現現状状へへのの対対応応  
・ 教員と 学生の代表が構成委員と なる 医学科カリ キュ ラ ム委員会の現在の体制を 維持し て

いく 。  

DD.. 改改善善にに向向けけたた計計画画  
・ 学生から のフ ィ ード バッ ク 等に基づき 、医学科カリ キュ ラ ム委員会の委員構成について、

中長期的視野に立って検討し ていく 。  

関 連 資 料/
120 福井大学医学部教育委員会要項 

139 医学科カリ キュ ラ ム委員会名簿（ 2023 年度）  

140 医学科カリ キュ ラ ム委員会議事要旨_ 感染症、 数理・ データ サイ エンス 入門（ 2021 年

度）  
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医学部は、学生が下記の事項を審議する委員会に学生の代表として参加し、適切に議論に加わる

ことを規定し、履行しなければならない。

BB  44..44..33  教育プログラムの管理

AA..  基基本本的的水水準準にに関関すするる情情報報  
・ 医学科の教育プロ グラ ムにおける カリ キュ ラ ムの実施に関わる 全ての事項に対し て審

議・ 策案する 専門委員会と し て、 医学科カリ キュ ラ ム委員会を設置し ている 。（ 資料 120） 

・ 医学科カリ キュ ラ ム委員会は、 医学科の教員と と も に、 学生代表が参加する こ と を規定

し ている 。（ 資料 120）  

・ 学生代表は、 カリ キュ ラ ム委員会において、 カリ キュ ラ ムの実施に関わる 議論に参加し

ている 。ただし 、参加が望ま し く ない議題の際は参加し ていない。（ 資料 139）（ 資料 140） 

BB..  基基本本的的水水準準にに関関すするる現現状状分分析析とと自自己己評評価価  
・ 医学科カリ キュ ラ ム委員会の構成委員には、 教員と 学生の代表を含み、 カリ キュ ラ ム の

管理において学生の意見を反映する 体制と し ている 。  

CC.. 現現状状へへのの対対応応  
・ 教員と 学生の代表が構成委員と なる 医学科カリ キュ ラ ム委員会の現在の体制を 維持し て

いく 。  

DD.. 改改善善にに向向けけたた計計画画  
・ 学生から のフ ィ ード バッ ク 等に基づき 、医学科カリ キュ ラ ム委員会の委員構成について、

中長期的視野に立って検討し ていく 。  

関 連 資 料/
120 福井大学医学部教育委員会要項 

139 医学科カリ キュ ラ ム委員会名簿（ 2023 年度）  

140 医学科カリ キュ ラ ム委員会議事要旨_ 感染症、 数理・ データ サイ エンス 入門（ 2021 年

度）  

医学部は、学生が下記の事項を審議する委員会に学生の代表として参加し、適切に議論に加わる

ことを規定し、履行しなければならない。

BB  44..44..44  教育プログラムの評価

AA..  基基本本的的水水準準にに関関すするる情情報報  
・ 教育プロ グラ ムの評価は、教育支援センタ ーの運営委員会、センタ ー定例ミ ーティ ング、

プロ グラ ム評価委員会およ び医学科専門部会において実施し ている 。（ 資料 122）（ 資料

141）  
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・ 教育支援センタ ー運営委員会は、 セン タ ー構成員の他に、 議題に応じ て学生代表が参加

する こ と を規定し ている 。定例ミ ーティ ングは、運営委員会と 同じ 構成員によ り 実施し 、

議題に応じ て学生代表が参加し ている 。（ 資料 141）  

・ プロ グラ ム評価委員会医学科専門部会は、 医学科の教員等の他に、 学生代表が参加する

こ と を規定し ている 。（ 資料 142）  

・ 学生の代表は、 教育支援セン タ ー運営委員会、 定例ミ ーティ ン グおよ びプロ グラ ム評価

委員会医学科専門部会に参加し て、 カリ キュ ラ ム等教育プロ グラ ムの点検と 評価の議論

に参加し ている 。 ただし 、 参加が望ま し く ない議題の際は参加し ていない。（ 資料 146）

（ 資料 484）  

BB..  基基本本的的水水準準にに関関すするる現現状状分分析析とと自自己己評評価価  
・ 教育プロ グラ ムの点検・ 評価を行う 教育支援センタ ー運営委員会、 定例ミ ーティ ングお

よ びプロ グラ ム評価委員会医学科専門部会には、 学生が参加し 、 議論に加わる 体制と し

ている 。  

CC.. 現現状状へへのの対対応応  
・ 教育プロ グラ ムの点検・ 評価を行う 委員会等に学生が参加し 議論に加わる 体制を維持す

る 。  

DD.. 改改善善にに向向けけたた計計画画  
・ 学生から のフ ィ ード バッ ク 等に基づき 、 教育プロ グラ ムの点検・ 評価を行う 委員会等の

構成員について、 中長期的視野に立って検討し ていく 。  

関 連 資 料/
122 医学部教育マネジメ ント ・ 教育内部質保証体制 

141 福井大学医学部附属教育支援センタ ー規程 

142 福井大学医学部附属教育支援センタ ープロ グラ ム評価委員会要項 

146 定例ミ ーティ ング議事メ モ_ 学生参加時（ 2020 年度）  

484 教育支援センタ ープロ グラ ム評価委員会医学科専門部会議事要旨（ 2022 年度）  

医学部は、学生が下記の事項を審議する委員会に学生の代表として参加し、適切に議論に加わる

ことを規定し、履行しなければならない。

BB  44..44..55  その他、学生に関する諸事項

AA..  基基本本的的水水準準にに関関すするる情情報報  
・ 充実し た学生生活を送る こ と を目的に、 医学部学生と 医学部職員が協議を行う 場と し て

学年代表連絡会を設置し ている 。 各学年の学年代表が毎月１ 回程度の連絡会を開催し 、

学生が委員長と し て連絡会を統括し ている 。（ 資料 148）  
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・ 学年代表連絡会では、 各学年で集約し た学生の意見およ び要望の聴取、 学生生活に関す

る 指導や連絡の周知、 学生が行う 行事の企画立案等を行っている 。（ 資料 148）  

・ 年に１ 回、 学年代表と 、 医学部長、 看護学科長およ び副医学部長と の懇談会を開催し 、

教員が学生から の要望を直接聞く こ と で、 意見交換を行う 場を設けている 。（ 資料 149）  

・ 教育活動に対する 学生の意見聴取の場と し て、「 福井大学の教育・ 研究に対する 意識・ 満

足度調査」 や「 学生生活実態調査」 等のアンケート を 全学的に定期的に実施し 、 学生か

ら の意見を踏ま え、 状況を把握し た上で必要に応じ て改善を行っている 。（ 資料 471）（ 資

料 485）  

・ 「 福井大学の教育・ 研究に対する 意識・ 満足度調査」 は、学生が在学中およ び卒業時に、

本学の教育・ 研究に対し てど のよ う な意識や満足感を 持っている かを、 教育課程、 施設

設備、 学生支援の観点から 毎年度調査し 、 今後の福井大学に必要な教育・ 研究環境等を

整備・ 充実し ていく ための基礎資料と し ている 。（ 資料 485）  

・ 「 学生生活実態調査」 は、 学生生活全般に関し て教育課程、 施設設備、 学生支援の観点

から ３ 年ごと に調査し 、 学生の学修環境や支援を整備・ 充実し ていく ための基礎資料と

し ている 。（ 資料 471）  

BB..  基基本本的的水水準準にに関関すするる現現状状分分析析とと自自己己評評価価  
・ 学生に関する 事項について、 学年代表連絡会や懇談会において学生が参加し 協議する 場

を設けている 。  

・ 学生の生活面や課外活動等についての多様なアンケート によ り 、 学生の意見を聴取し て

いる 。  

CC.. 現現状状へへのの対対応応  
・ 学生に関する 諸事項について議論する ため、 学生と の協議の場や意見聴取の機会を継続

し ていく 。  

DD.. 改改善善にに向向けけたた計計画画  
・ 学生から のフ ィ ード バッ ク 等を踏ま え、 学生に関する 諸事項を議論する 場や機会等につ

いて改善を図っていく 。  

関 連 資 料/
148 国立大学法人福井大学医学部学年代表連絡会会則 

149 学年代表と 医学部長およ び副医学部長と の懇談会案内メ ール（ 2022 年度）  

471 学生生活実態調査（ 2022 年度）  

485 意識・ 満足度調査結果（ 2021 年度）  
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QQ  44..44..11  学生の活動と学生組織を奨励するべきである。

AA..  質質的的向向上上ののたためめのの水水準準にに関関すするる情情報報  
・ 医学部の課外活動を行う 学生団体と し て、 運動系 23 団体およ び文化系 17 団体を承認し

ている 。（ 資料 486）  

・ 学生団体の活動を支援する ために、 医学部後援会よ り 毎年度活動費を支給し ている 。 ま

た、 活動のための部屋・ 練習場等の学内各種施設の利用を許可し ている 。 医療系の活動

については、 AEDや訓練用シミ ュ レ ータ ーを大学から 貸し 出し ている 。（ 資料 470）（ 資料

486）  

・ 学生団体には、 医学部の特性を生かし た下記団体も ある 。（ 資料 486）  

 熱帯医学研究会： チェ ンマイ 大学医学部と の学生の派遣や受け入れ等の交流や、 熱

帯特有の感染症に関する 研修に参加する 等の活動を行う 。  

 救急医療サーク ル ALFA： 救急ワ ーク ショ ッ プと し て様々な救急の実践についての活

動を行う 。  

 小児ボラ ンティ アサーク ル： 附属病院小児病棟の入院患児へのボラ ンティ ア活動を

行う 。  

 地域医療サーク ルぷちぷら ： 地域医療やプラ イ マリ ケアについて勉強会や交流会を

行う 。  

 東洋医学研究会： 漢方についての勉強会を行う 。  

 留学生交流サーク ル EXCHANGE： 学生によ る 国際交流と 海外から の留学生のサポート

等を行う 。  

・ 医学部独自の大学祭「 暁祭」 は、 学生が主体と なり 企画、 展示等を行っており 、 こ れま

でに 42 回開催さ れ、 医学部から の資金補助や施設提供等がある 。（ 資料 487）  

・ 医学図書館では学生図書委員制度を組織し 、 学生が参加する Web ミ ーティ ングの開催を

通し て学生のニーズをく み上げる 仕組みを構築し 、 貸出冊数の増数、 利用頻度の高い図

書の購入、 図書委員お薦め本の展示、 図書館コ ンセント 増設、 講義棟およ び看護学科棟

へのカフェ ボード 設置を実現し た。（ 資料 488）  

・ 学生の国際交流活動と し て下記の実施と 支援を行っている 。  

 F. GMES（ Fukui  Gl obal  Medi cal  Educat i on Semi nar）：  海外で活躍する 日本人医師

から 提供さ れた海外での臨床活動等の動画コ ンテンツ をオンデマンド 配信する オン

ラ イ ンセミ ナーを行っている 。（ 資料 489）  

 FACCE（ Fukui  and Cl emson Cul t ural  Exchange）： ク レ ムソ ン大学（ アメ リ カ） の

Pre-Heal t h の学生（ 将来メ ディ カルス ク ール等に進学希望の学生） と 本学医学部生

と のオンラ イ ン学生交流プロ グラ ムを行っている 。（ 資料 116_ P33）  

 留学生交流サーク ル EXCHANGE： 課外活動の一環と し て、 海外から の留学生のサポー

ト 等のボラ ンティ ア活動を行っている 。（ 資料 116_ P44）  

 I FMSA（ I nt er nat i onal  Feder at i on of  Medi cal  St udent s’ Associ at i ons）： 交換留

学を行い、 ま たアジア太平洋地域の学生と のオンラ イ ンイ ベント 等も 行っている 。

（ 資料 490）  
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・ 学生独自の活動と し て、「 学生団体 Toget her」 は、 福井県内の小〜高校生を対象に、 子

ど も たちの居場所と なり 、 将来の選択肢を広げる こ と を目的と し て、 学習教室やワ ーク

ショ ッ プを行う 活動をし ている 。 医学部広報誌「 く ずり ゅ う 」 に記事を掲載し ている 。

（ 資料 491）  

・ 大学生防災サポータ ーと し て、 医学部のある 永平寺町の消防本部に消防団員と し て登録

し 、 大規模災害発生時には避難所における 傷病者等の応急救護と 消防機関、 医療機関と

の連携等を行う こ と や、 そのための訓練等への参加を行っている 。 学生には、 学年ガイ

ダンス の際に周知し て、 参加学生を募っている 。（ 資料 492）  

・ 大学の学生表彰と し て、 学術研究活動において顕著な業績、 課外活動において特に優秀

な成績、 社会活動において特に顕著な功績等を挙げた学生を表彰する こ と を「 福井大学

学生表彰要項」 に定めている 。（ 資料 326）（ 資料 327）  

BB..  質質的的向向上上ののたためめのの水水準準にに関関すするる現現状状分分析析とと自自己己評評価価  
・ 学生の活動と 学生組織に対し て、 情報や資金、 場所を提供し 、 必要に応じ て活動内容に

ついての相談に応じ る こ と によ り 、 学生の活動を支援し ている 。  

CC.. 現現状状へへのの対対応応  
・ 引き 続き 学生の活動と 学生組織に対し て支援を行っていく 。  

DD.. 改改善善にに向向けけたた計計画画  
・ 学生の活動と 学生組織に対し て、 支援を続け、 ま た学生の要望に随時対応し ていく 。  

関 連 資 料/
116 医学部広報誌く ずり ゅ う （ 2023 年度）  

326 福井大学学生表彰要項 

327 福井大学医学部学生表彰制度要項 

470 福井大学医学部後援会会則 

486 学生団体一覧（ 2023 年度）  

487 暁祭実行委員一覧（ 2022 年度）  

488 学生図書委員制度 

489 F. GMES（ Fukui  Gl obal  Medi cal  Educat i on Semi nar）  

490 I FMSA（ I nt er nat i onal  Feder at i on of  Medi cal  St udent s’ Associ at i ons）  

491 学生団体「 Toget her」  

492 永平寺町消防本部大学生サポータ ー 
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領域 5 教員 

55.. 11  募募集集とと 選選抜抜方方針針  

基基本本的的水水準準：：  
医学部は、  

 教員の募集と 選抜方針を策定し て履行し なければなら ない。 その方針には下記が含ま

れる 。  

 医学と 医学以外の教員間のバラ ンス 、 常勤およ び非常勤の教員間のバラ ンス 、 教員と

一般職員間のバラ ンス を含め、適切にカリ キュ ラ ムを実施する ために求めら れる 基礎

医学、 行動科学、 社会医学、 臨床医学の教員のタ イ プ、 責任、 バラ ンス を概説し なけ

ればなら ない。（ B 5. 1. 1）  

 教育、 研究、 診療の役割のバラ ンス を含め、 学術的、 教育的、 およ び臨床的な業績の

判定水準を明示し なければなら ない。（ B 5. 1. 2）  

 基礎医学、 行動科学、 社会医学、 臨床医学の教員の責任を明示し 、 その活動をモニタ

し なければなら ない。（ B 5. 1. 3）  

質質的的向向上上ののたためめのの水水準準：：  
医学部は、  

 教員の募集およ び選抜の方針において、 以下の評価基準を考慮すべき である 。  

 その地域に固有の重大な問題を含め、 医学部の使命と の関連性（ Q 5. 1. 1）  

 経済的事項（ Q 5. 1. 2）  

注注  釈釈：：  
 [ 教員の募集と 選抜方針] には、 カリ キュ ラ ムと 関連し た学科ま たは科目において、 高

い能力を備えた基礎医学者、 行動科学者、 社会医学者、 臨床医を十分な人数で確保す

る こ と と 、 関連分野での高い能力を備えた研究者をも 十分な人数で確保する こ と が含

ま れる 。  

 [ 教員間のバラ ンス ] には、 大学や病院の基礎医学、 行動科学、 社会医学、 臨床医学に

おいて共同し て責任を負う 教員と 、 大学と 病院から 二重の任命を受けた教員が含ま れ

る 。  

日日本本版版注注釈釈：教員の男女間のバラ ンス の配慮が含ま れる 。  

 [ 医学と 医学以外の教員間のバラ ンス ] と は、 医学以外の学識のある 教員の資格につい

て十分に医学的な見地から 検討する こ と を意味する 。  

 [ 業績] は、 専門資格、 専門の経験、 研究業績、 教育業績、 同僚評価によ り 測定する 。  

 [ 診療の役割] には、 医療シス テムにおける 臨床的使命のほか、 統轄や運営への参画が

含ま れる 。  
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 [ その地域に固有の重大な問題] には、 医学部やカリ キュ ラ ムに関連し た性別、 民族性、

宗教、 言語、 およ びその他の問題が含ま れる 。  

 [ 経済的事項] と は、 教員人件費や資源の有効利用に関する 大学の経済的状況への配慮

が含ま れる 。

教員の募集と選抜方針を策定して履行しなければならない。その方針には下記が含まれる。

BB  55..11..11  医学と医学以外の教員間のバランス、常勤および非常勤の教員間のバランス、教員と一

般職員間のバランスを含め、適切にカリキュラムを実施するために求められる基礎医

学、行動科学、社会医学、臨床医学の教員のタイプ、責任、バランスを概説しなければな

らない。

AA..  基基本本的的水水準準にに関関すするる情情報報  
〈 福井大学における 教員組織の設置概要〉  

・ 本学に教員組織と し て学術研究院を置き 、「 教育・ 人文社会系部門、 医学系部門、 工学系

部門、 先進部門、 基盤部門、 先端研究推進特区」 の各部門等がある 。 そのう ち、 医学系

部門は、 医学領域と 看護学領域の２ 領域から 成り 立っている 。（ 資料 501）  

・ 医学系部門の教員組織は図５ -１ のと おり であり 、 それぞれの講座に各研究室と なる「 分

野」 を置いている 。  

図５ -１ ． 福井大学医学系部門教員組織図 

＜教員組織＞
学術研究院 令和5年5月1日現在

部門 領域 講座等 専門分野

医学系部門 医学領域 形態機能医科学講座 行動科学、運動・スポーツ医学、解剖学、

脳形態機能学、統合生理学、生物数学

病因病態医学講座 腫瘍病理学、分子病理学、

ゲノム 科学･微生物学、医動物学

生命情報医科学講座 生命物質科学、分子遺伝学、分子生体情報学、

薬理学、医療統計学、

分子神経科学、血管統御学

国際社会医学講座 医学教育・倫理学、応用言語学（医学英語）、

高次脳機能、放射線基礎医学、

環境保健学、法医学

病態制御医学講座 内科学（１）、内科学（２）、

内科学（３）、腎臓病態内科学、循環器内科学、

小児科学、精神医学、救急医学

器官制御医学講座 外科学（１）、外科学（２）、

整形外科学、麻酔・蘇生学、

産科婦人科学、泌尿器科学、腫瘍病態治療学

感覚運動医学講座 皮膚科学、脳神経外科学、

眼科学、耳鼻咽喉科・頭頸部外科学、

歯科口腔外科学

病態解析医学講座 放射線医学、検査医学

（寄附講座） 地域プライマリ ケア講座

（寄附講座） 地域医療推進講座

（寄附講座） 地域高度医療推進講座

（寄附講座） 心臓血管病先進治療学講座

（寄附講座） 不整脈・心不全先端医療講座

（寄附講座） 感染症学講座

（寄附講座） 難治性呼吸器疾患診断・治療学講座

（寄附講座） 地域健康学講座

附属病院部
福井大学医学部附属病院規程に定める、診療科、

中央診療施設、特殊診療施設、薬剤部等

看護学領域 看護学講座 基盤看護学、臨床看護学、

コミュニティ看護学、育成期看護学
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〈 福井大学医学系部門医学領域における 教員の配置概要〉  

・ 医学領域は「 福井大学人事基本方針」 のも と 、「 福井大学職員人事規程」「 福井大学学術

研究院医学系部門教員選考基準」「 福井大学学術研究院医学系部門教員選考要項」 によ り

教員の配置を定めている 。（ 資料 128）（ 資料 129）（ 資料 130）（ 資料 131）  

・ 医学系部門長は「 医学系部門企画調整会議（ 2022 年度ま では教員組織等検討委員会）」

を開催し 、 医学系部門全体における 教育、 研究、 診療のバラ ンス を考慮し た上で、 分野

の編成について審議し 、 教授職の継続や廃止、 分野の再編を決定し ている 。（ 資料 124）  

・ 2023 年５ 月１ 日現在の医学部医学科専任教員数は表５ -１ のと おり であり 、 大学設置基

準に基づき 、 学生収容定員に応じ た教員数を確保し ている 。  

表５ -１ ． 医学部医学科専任教員数 （ 2023 年５ 月１ 日）  

男 女 男 女 男 女 男 女

医学科 35 0 22 3 5 1 38 15 119

医学科（ 附属病院） 5 0 9 0 23 5 37 15 94

総計 40 0 31 3 28 6 75 30 213

総計区分＼職名（ 性別）
教授 准教授 講師 助教

・ 分野別の教員数は表５ -２ のと おり であり 、高い能力を有する 、基礎医学者、社会医学者、

臨床医学者を十分数確保し 、 適切にカリ キュ ラ ムを実施し ている 。  

・ 行動科学の分野については、 専任の教員を配置し ている 。  

・ 専任教員の専門外である 分野の教育をよ り 充実する ため、 授業内容に応じ た専門家を、

「 福井大学パート 職員就業規則」 に則り 、 非常勤講師と し て招聘し ている 。 2023 年５ 月

１ 日現在の非常勤講師は 86 名である 。（ 資料 502）  

・ 招聘し た非常勤講師に対し 、 本学医学部の教育体制についての理解をさ ら に深め、 教育

プロ グラ ムの質向上につなげる ために、「 医学部教育体制について」 をテーマと し た FD・

SD動画コ ンテンツ を案内し ている 。（ 資料 115）  

表５ -２ ． 分野別の教員数 （ 2023 年５ 月１ 日）  

教授 准教授 講師 助教

基礎医学 12 7 1 13 33 10

行動科学 1 1

社会医学 2 1 2 1 6 6

臨床医学 23 24 27 89 163 44

共通教育 2 1 2 5 26

医学研究支援セン タ ー 2 2

教育支援センタ ー 1 1

医療情報部 1 1 2

総計 40 34 34 105 213 86

区分＼職名
常勤 常勤

集計
非常勤

〈 医学部医学科臨床教授等〉  

・ 臨床教育（ 主に臨床実習） に協力する 学内外の医療機関等の優れた医療人に対し 、「 福井

大学医学部臨床教授等称号付与要項」 およ び「 福井大学医学部医学科臨床教授等選考基
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準」 に則り 、 臨床教授等の称号を付与し ている 。 2023 年４ 月１ 日現在、 医学部医学科の

臨床教授は 95 名、 臨床准教授 16 名、 臨床講師 12 名である 。（ 資料 503）（ 資料 504）  

・ 称号を付与し た臨床教授等に対し 、本学医学部の教育体制についての理解をさ ら に深め、

教育プロ グラ ムの質向上につなげる ために、「 医学部教育体制について」 をテーマと し た

FD・ SD動画コ ンテンツを案内し ている 。（ 資料 115）  

〈 寄附講座教員〉  

・ 寄附講座を「 福井大学寄附講座及び寄附研究部門規則」 に基づき 設置し ており 、 所属教

員の選考については、 医学系部門の教員選考を踏ま えて行っている 。（ 資料 242）（ 資料

505）  

・ 2023 年度に設置し ている 寄附講座と 教員数は表５ -３ のと おり である 。  

表５ -３ ． 寄附講座教員数 （ 2023 年５ 月１ 日）  

講座名＼職名 教授 講師 助教 特命教授 特命講師 特命助教 総計

地域プラ イ マリ ケア講座 1 3 4

地域医療推進講座 1 1 1 1 1 5

地域高度医療推進講座 2 2

心臓血管病先進治療学講座 3 3

不整脈・ 心不全先端医療講座 3 3

感染症学講座 1 1 2

難治性呼吸器疾患診断・ 治療学講座 1 1 2

地域健康学講座 1 1 1 3

総計 4 3 7 1 1 8 24

〈 女性教員増加への取り 組み〉  

・ 本学では、 男女共同参画推進センタ ーを設置し 、 ラ イ フ イ ベント 期間中の女性研究者等

に対し「 研究支援者配置」「 病児保育施設等利用助成」 等の支援を行っている 。（ 資料 506）

（ 資料 507）  

・ 本学は男女共同参画を推進し ており 、 教員の選考にあたり 業績の評価において同等と 認

めら れた場合には、 女性を積極的に採用する 旨を明示し ている 。（ 資料 508）  

・ 2023 年５ 月１ 日現在、 専任教員数 213 名のう ち女性教員は 39 名で、 女性比率は 18. 3％

である 。 こ れに寄附講座およ び附属病院の特命教員等を合わせる と 、 全教員 285 名のう

ち女性教員は 65 名で、 女性比率は 22. 8％である 。 女性教員の比率は、 表５ -４ のと おり

増加の傾向にある 。  

表５ -４ ． 女性教員比率の推移 

2016 2017 2018 2019 2020 2021 2022 2023

(名) 259 269 278 270 274 279 282 285

医学領域 (名) 22 25 25 23 22 21 23 25

医学領域（ 附属病院部） (名) 24 26 30 34 34 36 39 40

計 (名) 46 51 55 57 56 57 62 65

(％) 17.8% 19.0% 19.8% 21.1% 20.4% 20.4% 22.0% 22.8%

全教員数

女性教員数

（ 内数）

女性教員比率
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〈 ダイ バーシティ 推進の取り 組み〉  

・ 男女共同参画や若手教員の確保、 教員組織のダイ バーシティ の推進を目的と し て、 学長

主導で「 若手・ 外国人・ 女性研究者雇用支援」 を行っている 。 医学系部門においても 、

本支援を利用し 、 2023 年度よ り 特命教員１ 名を採用し ている 。（ 資料 509）  

〈 ティ ーチング・ アシス タ ント 〉  

・ ティ ーチング・ アシス タ ント は、「 福井大学ティ ーチング・ アシス タ ント 実施要項」 に基

づき 採用し ている 。（ 資料 510）  

〈 一般職員〉  

・ 医学部のある 松岡キャ ンパス には、 医学系部門の管理運営や各分野の事務等を担う 松岡

キャ ンパス 運営管理課、 医学部の教育プロ グラ ム運営等を担う 松岡キャ ンパス 学務課、

学術研究支援等を担う 松岡キャ ンパス 研究推進課など を設置し ており 、 事務職員やパー

ト 職員など が所属し ている 。（ 資料 511）  

・ 解剖学、 法医学、 病理学など 、 医学部と し て必要と する 分野等に技術職員を配置し 、 教

員と 協働し て学生教育にあたっている 。  

BB..  基基本本的的水水準準にに関関すするる現現状状分分析析とと自自己己評評価価  
・ 教員の募集と 選考はカリ キュ ラ ム実施に必要な教員のタ イ プ、責任、バラ ンス を考慮し 、

規程に則り 実施し ている 。  

・ 行動科学については専任の教員を配置し ている 。  

・ 「 医学系部門企画調整会議」 において、 医学系部門全体における 教育、 研究、 診療のバ

ラ ンス を考慮し た上で、 分野の編成について審議し 、 教授職の継続や廃止、 選考分野の

再編を決定し ている 。   

・ 男女共同参画や若手教員の確保、 教員組織のダイ バーシティ の推進を目的と し て若手・

外国人・ 女性研究者雇用支援を行っている 。  

・ 全教員数における 女性教員の比率は、 増加傾向にある 。  

CC.. 現現状状へへのの対対応応  
・ 教員の募集と 選考については、 教育研究の変化に合わせ「 医学系部門企画調整会議」 で

十分検討し 、 カリ キュ ラ ムを円滑に実施でき る 体制を維持する 。  

・ 非常勤講師、 臨床教授等を適切に招聘し 、 カリ キュ ラ ムを円滑に実施でき る 体制を維持

する 。  

DD.. 改改善善にに向向けけたた計計画画  
・ カリ キュ ラ ムの変更等に際し ては、 実施に支障が出ないよ う 教員の募集と 選考を行って

いく 。  

関 連 資 料/
115 医学部 FD・ SD非常勤講師等への案内（ 2022 年度）  

124 福井大学学術研究院医学系部門企画調整会議要項 

128 国立大学法人福井大学人事基本方針 

129 国立大学法人福井大学職員人事規程 
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130 福井大学学術研究院医学系部門教員選考基準 

131 福井大学学術研究院医学系部門教員選考要項 

242 医学部寄附講座 

501 福井大学学術研究院規程 

502 国立大学法人福井大学パート 職員就業規則 

503 福井大学医学部臨床教授等称号付与要項 

504 福井大学医学部医学科臨床教授等選考基準 

505 福井大学寄附講座及び寄附研究部門規則 

506 国立大学法人福井大学男女共同参画推進センタ ー規程 

507 福井大学男女共同参画推進センタ ー【 HP】  

508 教員募集要項 

509 若手・ 外国人・ 女性研究者雇用支援の照会文書 

510 福井大学ティ ーチング・ アシス タ ント 実施要項 

511 松岡キャ ンパス 事務局組織図 

教員の募集と選抜方針を策定して履行しなければならない。その方針には下記が含まれる。

BB  55..11..22  教育、研究、診療の役割のバランスを含め、学術的、教育的、および臨床的な業績の判

定水準を明示しなければならない。

AA..  基基本本的的水水準準にに関関すするる情情報報  
・ 本学の教員選考は、「 福井大学人事基本方針」 のも と 、「 福井大学職員人事規程」「 福井大

学学術研究院医学系部門教員選考基準」「 福井大学学術研究院医学系部門教員選考要項」

「 福井大学学術研究院医学系部門教員選考要項に関する 申合せ」 等に基づき 、 原則と し

て公募によ る 選考を行っている 。（ 資料 128）（ 資料 129）（ 資料 130）（ 資料 131）（ 資料

512）  

・ 「 福井大学学術研究院医学系部門教員選考基準に関する 申合せ」 には、 教授、 准教授、

講師、 助教それぞれについて、 専門分野に関する 論文数、 研究教育歴等についての基準

を示し ている 。（ 資料 513）  

・ 公募要項には必要と さ れる 教育、 研究、 診療における 能力や経験など の職務内容、 応募

資格（ 学位や専門医、 教育研究能力等） を明記し ている 。（ 資料 508）  

〈 教授選考方法〉  

・ 教授の選考においては、 選考に先立ち、 医学系部門長が「 医学系部門企画調整会議」 を

開催し 、 医学系部門全体における 教育、 研究、 診療のバラ ンス を考慮し た上で、 当該選

考分野の編成について審議し 、 教授職の継続や廃止、 選考分野の再編を決定し ている 。

（ 資料 124）  

・ 企画調整会議の決定を受け、 医学系部門会議で教授職の選考について審議し 、 承認し た

場合は、 教員の採用およ び昇格に関する 事項を審議する「 人事会議」 に諮る 。（ 資料 514） 
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・ 人事会議での決定を受け、 医学系部門会議にて会議構成員から 選出し た委員によ る 「 教

授候補者選考委員会」 を設置する 。 教授候補者選考委員会では、 公募要項を作成し 、 医

学領域会議およ び人事会議での承認を経て、 公募を開始する 。（ 資料 131）  

・ 教授候補者選考委員会は、 候補者の経歴や教育、 研究、 診療実績（ 分野によ っては手術

見学を含む） 等を基に検討を行い、 教授と し ての人格・ 適性等を調査の上で、 候補者を

３ 名以内に選考し 、 医学領域会議に附議する 。（ 資料 131）  

・ 選考し た候補者によ る 研究、 教育、 診療に関する 講演会（ 分野によ っては模擬授業を含

む） の後、 医学領域会議にて単記無記名投票を行い、 出席者の過半数の票を得た者が最

終教授候補者と なる 。 最終教授候補者は、 医学系部門会議の信認を経て、 最終的に学長

が採用を決定する 。（ 資料 131）（ 資料 515）  

〈 准教授以下の教員の選考方法〉  

・ 准教授以下の選考については、 採用・ 昇格に関する 事項を人事会議に諮り 、 原則と し て

公募によ る 選考を行う 。（ 資料 131）（ 資料 515）  

・ 公募結果を受けて当該募集講座・ 分野等の長（ 教授） が候補者を推薦し 、医学系部門長、

副部門長（ ま たは病院長）、 各分野等教授で構成さ れる 選考会の承認を経て、 医学領域会

議で審議し 、 最終的に学長が採用を決定する 。（ 資料 131）（ 資料 515）  

BB..  基基本本的的水水準準にに関関すするる現現状状分分析析とと自自己己評評価価  
・ 教授の選考においては、 選考に先立ち、 医学系部門長が「 医学系部門企画調整会議」 を

開催し 、 医学系部門全体における 教育、 研究、 診療のバラ ンス を考慮し た上で、 当該選

考分野の編成について審議し 、 教授職の継続や廃止、 選考分野の再編を決定し ている 。  

・ 教授、 准教授、 講師、 助教の職階に応じ た採用方針を立てた上で公募し 、 学術的、 教育

的、 およ び臨床的な業績等を考慮し た総合的評価によ り 、 選考し ている 。  

CC.. 現現状状へへのの対対応応  
・ 募集する 教員の教育、 研究、 診療の役割のバラ ンス をと り つつ、 医学系部門全体におい

て必要と する 教員の公募によ る 募集を継続する 。  

DD.. 改改善善にに向向けけたた計計画画  
・ 医学教育や研究、 診療について、 社会状況の変化も 見据えつつ、 教員に求める 役割の変

化に対応する 募集と 選考を行う 事ができ る よ う 検討と 改善を行っていく 。  

関 連 資 料/
124 福井大学学術研究院医学系部門企画調整会議要項 

128 国立大学法人福井大学人事基本方針 

129 国立大学法人福井大学職員人事規程 

130 福井大学学術研究院医学系部門教員選考基準 

131 福井大学学術研究院医学系部門教員選考要項 

508 教員募集要項 

512 福井大学学術研究院医学系部門教員選考要項に関する 申合せ 

513 福井大学学術研究院医学系部門教員選考基準に関する 申合せ 
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514 国立大学法人福井大学人事会議要項 

515 教員選考の流れ（ 教授・ 准教授・ 講師・ 助教）  

教員の募集と選抜方針を策定して履行しなければならない。その方針には下記が含まれる。

BB  55..11..33  基礎医学、行動科学、社会医学、臨床医学の教員の責任を明示し、その活動をモニタし

なければならない。

AA..  基基本本的的水水準準にに関関すするる情情報報  
・ 医学科では、 アウ ト カム基盤型教育に基づき 、 医学教育モデル・ コ ア・ カリ キュ ラ ムに

準じ た教育プロ グラ ムを構成し 、 基礎医学、 行動科学、 社会医学、 臨床医学それぞれの

教員が責任を持って科目を担当し ている 。 各教員の担当科目における 責任は、 シラ バス

に明示し ている 。（ 資料 105）  

・ 教員公募の際には、 公募要項に、 募集する 分野の教員に求めら れる 研究、 教育、 診療、

学部運営など 職務内容を明記し ている 。 採用さ れた教員は、 責任を持って、 その内容に

基づく 職務を遂行する 。（ 資料 508）  

〈 教員活動状況評価〉  

・ 本学の質保証のため、 教員個人の諸活動について点検・ 評価を行う 「 教員活動状況評価」

を３ 年毎に実施し ている 。 対象期間中に１ 年以上在籍し ている 教授、 准教授、 講師、 助

教、 助手が自身の教育、 研究、 社会貢献・ 国際交流、 管理運営、 診療等の諸活動を点検

し 、 評価する こ と によ り 、 自身の改善や意識改革を促すと と も に、 本学の教育研究活動

等の活性化を促進し ている 。（ 資料 516）  

・ 活動状況を適切に把握する ため、 教育活動、 研究活動、 社会貢献・ 国際交流活動、 管理

運営活動およ び診療活動（ 臨床系のみ） の各活動領域における エフ ォ ート を毎年度、 総

合データ ベース シス テムから 申請し ており 、 そのエフ ォ ート を教員活動状況評価に活用

し ている 。（ 資料 517）  

・ 各教員のエフ ォ ート 決定には、 主任教員と の話し 合いによ り 、 職務間のバラ ンス を重視

し 、 その職務の特性に合わせたも のと なる よ う 行っている 。  

・ 教員活動状況評価において、 各教員が行った自己評価は、 医学系部門内で全教員の評価

結果案を作成し 、 全学内部質保証委員会に附議し 、 最終的に学長が評価結果を決定し て

いる 。 評価結果は各教員に通知さ れ、 顕著な成果を上げた教員は公表し ている 。（ 資料

516）  

〈 教員業績評価〉  

・ 2023 年度よ り 全教員が、 毎年度、 教育活動、 研究活動、 社会貢献・ 国際交流活動、 管理

運営活動およ び診療活動（ 臨床系のみ） の各活動領域における 業績確認調書を作成し 、

前年度における 自ら の業績、 活動を自己評価する 「 教員業績評価」 を行っている 。 各教

員の自己評価に主任教員から の意見を加えたも のを踏ま えて、 医学系部門長が業績評価

案を作成し 、 最終的には学長が業績評価結果を決定し ている 。（ 資料 518）  
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〈 活動状況の公開〉  

・ 各教員は自身の活動内容を総合データ ベース シス テムに記録し 、 モニタ し ており 、 登録

さ れたデータ は全学的に管理し ている 。 こ れら のデータ を基に、 福井大学研究者総覧お

よ び医学部研究活動一覧を作成し 、 本学の教育、 研究活動の業績を広く 社会に公開し て

いる 。（ 資料 519）（ 資料 520）（ 資料 521）  

〈 再任資格審査〉  

・ 医学系部門の助教は全て任期制（ ５ 年） と なっており 、 任期中の教育研究活動や診療活

動等を総合的に判断し 、 再任資格審査を行っている 。（ 資料 522）（ 資料 523）  

BB..  基基本本的的水水準準にに関関すするる現現状状分分析析とと自自己己評評価価  
・ 教員の活動およ び業績評価を定期的に行い、 基礎医学、 行動科学、 社会医学、 臨床医学

の教員の責任に基づいた活動を適切にモニタ リ ングし ている 。  

・ 教員の活動状況は総合データ ベース シス テムに集約さ れ、 福井大学研究者総覧や医学部

研究活動一覧によ り 、 業績を広く 社会に公開し ている 。  

CC.. 現現状状へへのの対対応応  
・ 全教員が「 教員活動状況評価」 およ び「 教員業績評価」 を定期的に行い、 自己の教育活

動の点検・ 評価をし 、 その上で全学的な点検・ 評価を行う 体制を今後も 継続する 。  

DD.. 改改善善にに向向けけたた計計画画  
・ 原則と し て全教員が３ 年毎に実施し ている 「 教員活動状況評価」（ 2021 年度実施） は、

2023 年度から 毎年度「 教員業績評価」 を実施する こ と と なったため、 今後、 評価の方法

や内容について、 全学的な質保証の観点から 、 よ り 適切なも のと なる よ う 検討する 。  

関 連 資 料/
105 シラ バス _ 医学科授業要項（ 2023 年度）  

508 教員募集要項 

516 国立大学法人福井大学教員活動状況評価規程 

517 国立大学法人福井大学教育職員等のエフォ ート 管理に関する 規程 

518 国立大学法人福井大学教員業績評価規程 

519 福井大学研究者総覧【 HP】  

520 福井大学医学部研究活動一覧【 HP】  

521 福井大学総合データ ベース （ 学内専用）【 HP】  

522 福井大学学術研究院医学系部門等における 任期付助教の再任資格審査要項 

523 福井大学学術研究院医学系部門等における 任期付助教の再任資格審査委員会要項 
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教員の募集および選抜の方針において、以下の評価基準を考慮すべきである。

QQ  55..11..11  その地域に固有の重大な問題を含め、医学部の使命との関連性

AA..  質質的的向向上上ののたためめのの水水準準にに関関すするる情情報報  
・ 教員の募集に際し ては、 医学部理念を踏ま え、 必要な教育、 研究、 臨床における 能力や

経験、 ま た応募資格と し ての条件を公募要項に明示する こ と によ り 、 医学部の使命や社

会から の要請が果たせる 人材を求めている 。 近年の例と し ては、 県内唯一の司法解剖施

設の運営に必須と なる 法医学分野教授や、 腎臓内科学およ び検査医学、 透析医学の分野

に優れた腎臓病態内科学分野教授の選考が挙げら れる 。（ 資料 508）  

・ 県内の地域医療の充実や必要と さ れる 医療人の育成を目的と し て、 福井県や高浜町等自

治体の助成によ り 寄附講座を設置し 、 それぞれの目的に沿った教員選考を行っている 。

（ 資料 242）  

・ 医学部における 教育改善およ び教育の内部質保証に資する こ と を目的に、 教育支援セン

タ ーを設置し ている 。 本センタ ーは、 医学部における 教育の点検・ 評価を担う 組織であ

り 、 専任教員と 兼任教員を配置し ている 。（ 資料 141）  

・ 臨床教育に協力する 学内外の医療機関等の優れた医療人に対し 、 臨床教授等の称号を付

与し ている 。（ 資料 503）  

・ 幅広い領域の疾患等を総合的に診る こ と ができ る 総合診療医・ 総合内科医を養成・ 確保

し 、 地域医療の現場での総合診療体制の充実を図る こ と を目的と し て、 総合診療・ 総合

内科センタ ーを設置し ている 。 本センタ ーでは、 経験豊富な指導力のある 指導医を集約

し 、 シームレ ス な実習・ 研究プロ グラ ムを策定し て、 卒前教育、 専門研修およ びその後

のキャ リ アパス の構築等を行う 一貫し た指導体制を確立し ている 。（ 資料 243）  

BB..  質質的的向向上上ののたためめのの水水準準にに関関すするる現現状状分分析析とと自自己己評評価価  
・ 教員の募集と 選考においては、 福井県における 医学部の特性や診療の視点から 必要と す

る 教員の選考を行っている 。  

・ 福井県等の自治体と 連携を図り 、 県内の地域医療や感染症医療の充実・ 人材育成等、 地

域の固有問題に対応し た寄附講座を設置し 、 目的に沿った教員を選考し ている 。  

CC.. 現現状状へへのの対対応応  
・ 医学部の使命、 地域から の要請など に応じ た教員の募集と 選考を行う 事ができ る 体制を

維持する 。  

DD.. 改改善善にに向向けけたた計計画画  
・ 地域に固有の問題に対応でき る よ う 、 さ ら なる 寄附講座の設置に努め、 適切な人材を確

保でき る よ う 検討する 。  

関 連 資 料/
141 福井大学医学部附属教育支援センタ ー規程 
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242 医学部寄附講座 

243 総合医療・ 総合内科センタ ー【 HP】  

503 福井大学医学部臨床教授等称号付与要項 

508 教員募集要項 

教員の募集および選抜の方針において、以下の評価基準を考慮すべきである。

QQ  55..11..22  経済的事項

AA..  質質的的向向上上ののたためめのの水水準準にに関関すするる情情報報  
・ 教員の給与は、「 福井大学職員給与規程」「 福井大学年俸制給与の適用に関する 規程」「 福

井大学職員年俸制給与規程」 に基づいて決定し ており 、 教員募集に係る 公募要項に明示

し ている 。（ 資料 524）（ 資料 525）（ 資料 526）  

・ 定数枠内の常勤教員の人件費については、 基本的に運営費交付金にて措置し ている 。 医

学教育を適切に実施する ために不足する 人員については、 医学部や附属病院に配分さ れ

る 予算や外部資金等を活用し 、 特命教員や非常勤職員等と し て雇用し ている 。  

・ 「 福井大学教員業績評価規程」 に基づき 、 教員業績評価結果に応じ て、 給与に反映する

こ と ができ る 体制を整えている 。（ 資料 518）  

・ 教員の募集と 選考の際には応募書類に科学研究費等の取得状況を求め、 選考の重要な要

素と し ている 。 教員には科学研究費補助金への応募を義務づけており 、 科研費獲得に向

け医学研究推進室によ る 様々なサポート がある 。（ 資料 527）  

・ 研究者等の意欲を高め、 研究の活性化を図る こ と を目的と し 、「 福井大学における 研究活

動によ る 間接経費等獲得者に対する 報奨金支給要項」 に則り 、 研究活動によ り 外部資金

の間接経費等を獲得し た者に対し て報奨金を支給し ている 。（ 資料 528）  

BB..  質質的的向向上上ののたためめのの水水準準にに関関すするる現現状状分分析析とと自自己己評評価価  
・ 運営費交付金およ び外部資金等を有効に活用し 、 医学教育を適切に実施する ために必要

な教員を採用し ている 。  

・ 教員の募集およ び選考は、 外部資金獲得実績などの経済的事項を考慮し ている 。  

CC.. 現現状状へへのの対対応応  
・ 限ら れた予算の中で適切な教員の募集と 選考を行う 事ができ る よ う 、 経済的な事情につ

いて検討を続けていく 。  

DD.. 改改善善にに向向けけたた計計画画  
・ 限ら れた予算の中で、 教員の研究教育活動に対する 経済的支援、 およ び共有する 経済的

資源のさ ら なる 有効利用・ 効果的配分に向けての議論を進める 。  

関 連 資 料/
518 国立大学法人福井大学教員業績評価規程 
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524 国立大学法人福井大学職員給与規程 

525 国立大学法人福井大学職員年俸制給与規程 

526 国立大学法人福井大学年俸制給与の適用に関する 規程 

527 科研費獲得に向けたサポート  

528 福井大学における 研究活動によ る 間接経費等獲得者に対する 報奨金支給要項 
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55.. 22  教教員員のの活活動動とと 能能力力開開発発  

基基本本的的水水準準：：  
医学部は、  

 教員の活動と 能力開発に関する 方針を策定し て履行し なければなら ない。 その方針に

は下記が含ま れる 。  

 教育、 研究、 診療の職務間のバラ ンス を考慮する 。（ B 5. 2. 1）  

 教育、 研究、 診療の活動における 学術的業績の認識を行う 。（ B 5. 2. 2）  

 診療と 研究の活動が教育活動に活用さ れている 。（ B 5. 2. 3）  

 個々の教員はカリ キュ ラ ム全体を十分に理解し なければなら ない。（ B 5. 2. 4）  

 教員の研修、 能力開発、 支援、 評価が含ま れている 。（ B 5. 2. 5）  

質質的的向向上上ののたためめのの水水準準：：   

医学部は、  

 カリ キュ ラ ムのそれぞれの構成に関連し て教員と 学生の比率を考慮すべき である 。  

（ Q 5. 2. 1）  

 教員の昇進の方針を策定し て履行する べき である 。（ Q 5. 2. 2）  

注注  釈釈：：   

 [ 教育、 研究、 診療の職務間のバラ ンス ] には、 医学部が教員に求める 教育にかかる 時

間と 、 教員が自分の専門性を維持する ために各職務に専念する 時間が確保さ れる 方策

が含ま れる 。  

 [ 学術的業績の認識] は、 報奨、 昇進や報酬を通し て行われる 。  

 [ カリ キュ ラ ム全体を十分に理解] には、 教育方法/学修方法や、 共働と 統合を促進する

ために、 カリ キュ ラ ム全体に占める 他学科およ び他科目の位置づけを理解し ておく こ

と が含ま れる 。  

 [ 教員の研修、 能力開発、 支援、 評価] は、 新規採用教員だけではなく 、 全教員を対象

と し 、 病院や診療所に勤務する 教員も 含ま れる 。

教員の活動と能力開発に関する方針を策定して履行しなければならない。その方針には下記が含

まれる。

BB  55..22..11  教育、研究、診療の職務間のバランスを考慮する。

AA..  基基本本的的水水準準にに関関すするる情情報報  
・ 全ての教員は、 活動状況を適切に把握する ため、 教育活動、 研究活動、 社会貢献・ 国際

交流活動、 管理運営活動およ び診療活動（ 臨床系のみ） の各活動領域における エフォ ー

ト を毎年度、 総合データ ベース シス テムから 申請し ており 、 そのエフ ォ ート を教員活動

状況評価に活用し ている 。（ 資料 517）  
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・ エフ ォ ート の決定には主任教員と の話し 合いによ り 、 職務間のバラ ンス を重視し 、 その

職務の特性に合わせたも のと なる よ う 行っている 。  

BB..  基基本本的的水水準準にに関関すするる現現状状分分析析とと自自己己評評価価  
・ 全ての教員が各活動領域の状況に従ったエフ ォ ート を話し 合いの上で管理し ており 、 教

育、 研究、 診療の職務間のバラ ンス を考慮し ている 。  

CC.. 現現状状へへのの対対応応  
・ 各教員に求めら れる 教育、 研究、 診療の職務間の比重は異なる こ と から 、 実態に即し た

適正なエフ ォ ート バラ ンス と なる よ う 調整を続ける 。  

DD.. 改改善善にに向向けけたた計計画画  
・ 医師の働き 方改革を念頭に、 医学部全体の業務と し て、 教育、 研究、 診療の職務間のバ

ラ ンス の設定を検討する 。  

・ 過剰業務になら ないよ う に、 よ り 適正な教員配置と 適切な評価を検討する 。  

関 連 資 料/
517 国立大学法人福井大学教育職員等のエフォ ート 管理に関する 規程 

教員の活動と能力開発に関する方針を策定して履行しなければならない。その方針には下記が含

まれる。

BB  55..22..22  教育、研究、診療の活動における学術的業績の認識を行う。

AA..  基基本本的的水水準準にに関関すするる情情報報  
・ 各教員は３ 年毎に行う 「 教員活動状況評価」 およ び毎年度行う 「 教員業績評価」 におい

て、 自ら の教育活動、 研究活動、 社会貢献・ 国際交流活動、 管理運営活動およ び診療活

動（ 臨床系のみ） に対する 活動状況、 業績を自己評価し ている 。 最終的に学長が決定し

た評価結果は、 本人にフィ ード バッ ク し ている 。（ 資料 516）（ 資料 518）  

・ 各教員の活動業績は、 総合データ ベース シス テムにおいて管理し ており 、 こ のデータ に

基づき 、 福井大学研究者総覧と し て公開し ている 。 ま た、 各分野の医学部研究活動一覧

も 毎年度作成し 、 公開し ている 。（ 資料 519）（ 資料 520）（ 資料 521）  

・ 助教の採用については任期制をと っている 。 再任には、 研究活動、 診療活動（ 臨床系）、

教育活動の分野において評価基準が設けら れており 、 こ れら の業績審査なら びに再任後

の計画に関し 、 総合的評価を行っている 。（ 資料 522）（ 資料 529）  

・ 次世代の研究シーズの育成や発掘を目的と し た研究実績のある 中堅研究者への支援や、

外部競争的資金の獲得を目指す若手研究者への支援など 、 研究評価に基づく 大学独自の

研究支援を行っている 。（ 資料 530）  
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・ 医学系部門教員に対する 研究助成制度と し て、 中期計画に則し た研究に対し 、「 ラ イ フ サ

イ ク ル医学」 推進学部長裁量経費がある 。 医学研究推進室会議にて審査を行い、 助成金

を配分し ており 、 次年度には、 成果発表会を開催し ている 。（ 資料 531）  

・ 医学系部門優秀論文表彰制度を設け、優秀論文賞およ び最優秀論文賞の表彰をし ており 、

最優秀論文賞表彰者には副賞を授与し ている 。（ 資料 532）  

・ 各年度において、 教育、 研究、 その他顕著な実績を上げた教員（ 教授を除く ） に対し 、

医学系部門長奨励賞およ び副賞を授与し ている 。（ 資料 533）  

BB..  基基本本的的水水準準にに関関すするる現現状状分分析析とと自自己己評評価価  
・ 各教員は教員活動状況評価およ び教員業績評価において、 自ら の活動、 業績を自己評価

し ている 。 こ れら を主任教員、 医学系部門長、 学長が評価を行い、 結果をフ ィ ード バッ

ク する と と も に給与等の処遇に反映さ せる 体制を整えている 。  

・ 各教員の業績を福井大学研究者総覧や医学部研究活動一覧に掲載し 、 外部に広く 公開し

ている 。  

・ 研究者のモチベーショ ンを上げる ために、 学術的業績を評価し 、 成果に応じ た研究費の

補助や各賞の表彰などを積極的に行っている 。  

CC.. 現現状状へへのの対対応応  
・ 教員の教育、 社会貢献、 管理運営、 研究、 診療（ 臨床系） に関する 業績と 活動実態を把

握し 、 学内の基準に従って適正かつ公平に評価する 体制を維持し ていく 。  

・ 毎年実施さ れる 教員業績確認調書の作成を省力化でき る よ う なオンラ イ ン化を 検討する 。 

DD.. 改改善善にに向向けけたた計計画画  
・ 教員の学術的業績の評価をよ り 適切に行う 事ができ る よ う 、 評価項目や評価方法につい

て改善の検討を行う 。  

関 連 資 料/
516 国立大学法人福井大学教員活動状況評価規程 

518 国立大学法人福井大学教員業績評価規程 

519 福井大学研究者総覧【 HP】  

520 福井大学医学部研究活動一覧【 HP】  

521 福井大学総合データ ベース （ 学内専用）【 HP】  

522 福井大学学術研究院医学系部門等における 任期付助教の再任資格審査要項 

529 国立大学法人福井大学大学教育職員の任期に関する 規程 

530 学内競争的研究経費一覧（ 2023 年度）  

531 「 ラ イ フサイ ク ル医学」 推進学部長裁量経費公募通知（ 2023 年度）  

532 福井大学医学系部門優秀論文表彰要項 

533 福井大学学術研究院医学系部門優秀教員表彰要項 
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教員の活動と能力開発に関する方針を策定して履行しなければならない。その方針には下記が含

まれる。

BB  55..22..33  診療と研究の活動が教育活動に活用されている。

AA..  基基本本的的水水準準にに関関すするる情情報報  
・ 教員は、 自身の専門領域に関する 教育を担当する こ と で、 診療・ 研究の活動を教育活動

に活用する と と も に、 その状況を教員活動状況評価およ び教員業績評価において評価を

受け認識し ている 。（ 資料 516）（ 資料 518）  

・ シラ バス には各教員の実務経験や研究経験を記載し 、 各研究室ホームページや福井大学

研究者総覧にはそれぞれの教員の教育と 診療や研究の内容を記載し 、 それら の関連を明

ら かにし ている 。（ 資料 105）（ 資料 519）  

・ 各分野に教育研究基盤経費およ び教員旅費等を配分し 、 学会参加に伴う 旅費等と し て使

用し ている 。 各教員は診療や研究に関連する 学会に参加し 、 専門領域での活動や能力の

幅を広げる と と も に最新の知見を得る こ と で、 それら を教育活動に活用でき る 。（ 資料

127）  

・ ３ 年次必修科目と し て「 研究室配属」 を取り 入れており 、 基礎系・ 臨床系ほぼ全ての分

野から 学生が選択し て所属し 、 各分野の教員が行っている 研究に学生が参加でき る 。（ 資

料 105_ P299）  

・ ４ 年次から 始ま る 診療参加型臨床実習では、 附属病院およ び教育関連病院において実際

に行っている 診療活動に参加する こ と で臨床教育を行っている 。（ 資料 202）（ 資料 222）  

BB..  基基本本的的水水準準にに関関すするる現現状状分分析析とと自自己己評評価価  
・ 各科目や臨床実習では、 各教員が自身の診療や研究に密接に関連し た教育分野を担当し

ている ため、 診療や研究活動を教育活動へ反映・ 活用し ている 。  

CC.. 現現状状へへのの対対応応  
・ 個々の教員の研究や診療活動を教育に反映でき る 教員の配置と 教育カリ キュ ラ ムを継続

する 。  

DD.. 改改善善にに向向けけたた計計画画  
・ 各教員が診療や研究の活動を教育活動に活かすこ と ができ る よ う に、 医学教育モデル・

コ ア・ カリ キュ ラ ムと のバラ ンス など を含めて、 その方策を検討し ていく 。  

関 連 資 料/
105 シラ バス _ 医学科授業要項（ 2023 年度）  

127 医学部予算配分方針（ 案）（ 2023 年度）  

202 診療参加型臨床実習Ⅰ要項（ 2022 年度）  

222 診療参加型臨床実習Ⅱ要項（ 2022 年度）  

516 国立大学法人福井大学教員活動状況評価規程 

第
５
領
域

領
域
５



212 

518 国立大学法人福井大学教員業績評価規程 

519 福井大学研究者総覧【 HP】  

教員の活動と能力開発に関する方針を策定して履行しなければならない。その方針には下記が含

まれる。

BB  55..22..44  個々の教員はカリキュラム全体を十分に理解しなければならない。

AA..  基基本本的的水水準準にに関関すするる情情報報  
・ 教員が医学科のカリ キュ ラ ム全体を理解でき る よ う に、 教育プロ グラ ムに関する 事項を

医学科ホームページやシラ バス に記載し 、 さ ら に FDにおいて周知し ている 。（ 資料 105）

（ 資料 109）  

・ シラ バス は、 臨床実習を除く ６ 学年分を１ 冊にま と め、 アウ ト カム基盤型教育に基づく

医学科教育プロ グラ ムに関する 事項（ 理念、 教育目的・ 人材育成目標、 ディ プロ マ・ ポ

リ シー： アウ ト カム・ コ ンピ テンシー、 カリ キュ ラ ム・ ポリ シー、 カリ キュ ラ ム・ ツ リ

ー、 カリ キュ ラ ム・ マッ プ、 特色ある カリ キュ ラ ム、 コ ンピ テンシー達成度と アウ ト カ

ム評価、 e-ポート フ ォ リ オ、 科目ナンバリ ング） と 、 各学年次での授業科目の要項を記

載し ている 。（ 資料 105）  

・ シラ バス の各授業科目の要項には、 担当教員名と と も に、 学修目標、 授業内容、 授業の

形式・ 形態、 到達目標、 準備学修（ 予習・ 復習） 等の内容と 分量、 総合評価割合、 評価

の方法、 教科書・ 参考書、 アク ティ ブ・ ラ ーニングなど を記載し ている 。（ 資料 105）  

・ シラ バス は、 年度開始時に教員に冊子体を配付する と と も に、 ホームページでも 閲覧で

き る よ う にし ている 。（ 資料 534）  

・ 診療参加型臨床実習については、「 診療参加型臨床実習要項Ⅰ・ Ⅱ」 において実施内容や

ス ケジュ ールなど を記載し 、 教員に配付し ている 。（ 資料 202）（ 資料 222）  

・ 教職員対象の FD・ SD講演会を実施し 、 カリ キュ ラ ムを含めた医学科教育プロ グラ ムの全

体と 、 教育内部質保証体制を含めた医学部教育マネジメ ント について説明し 、 教職員の

カリ キュ ラ ム全体に対する 理解を深めている 。 FD・ SD講演会の実施後に、 アンケート に

よ り 理解度を確認し ている 。（ 資料 114）（ 資料 535）  

BB..  基基本本的的水水準準にに関関すするる現現状状分分析析とと自自己己評評価価  
・ 個々の教員は、 シラ バス およ び FDによ り 、 カリ キュ ラ ム全体を把握し 理解する 体制を整

えている 。  

CC.. 現現状状へへのの対対応応  
・ シラ バス やホームページでの公開と 定期的な FDによ り 、カリ キュ ラ ムを含む医学科教育

プロ グラ ムの教員への周知と 理解を図る 。 特に新任の教員に対する 周知と 理解を図る 。  
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DD.. 改改善善にに向向けけたた計計画画  
・ シラ バス やホームページでの効果的な周知の方法や、 FDへの参加を促す方法など、 教員

によ る フィ ード バッ ク を踏ま え、カリ キュ ラ ム全体の理解を高める 方策を検討し ていく 。 

関 連 資 料/
105 シラ バス _ 医学科授業要項（ 2023 年度）  

109 医学部医学科_ 教育プロ グラ ム・ 講座一覧【 HP】  

114 医学部 FD・ SD講演会実施要項・ ポス タ ー・ 周知メ ール・ ス ラ イ ド 資料（ 2022 年度）  

202 診療参加型臨床実習Ⅰ要項（ 2022 年度）  

222 診療参加型臨床実習Ⅱ要項（ 2022 年度）  

534 教員掲示板_ シラ バス データ 掲載 

535 医学部 FD・ SD「 医学教育体制について」 参加後アンケート 結果（ 2022 年度）  

教員の活動と能力開発に関する方針を策定して履行しなければならない。その方針には下記が含

まれる。

BB  55..22..55  教員の研修、能力開発、支援、評価が含まれている。

AA..  基基本本的的水水準準にに関関すするる情情報報  
〈 研修と 能力開発〉   

・ 福井大学では、「 福井大学職員就業規則」「 福井大学職員研修規程」 に基づき 教職員に研

修や能力開発の機会を整備し ている 。（ 資料 536）（ 資料 537）  

・ 全学およ び医学部において、 教職員を対象と し た様々な内容の研修や能力開発に関する

講習会など を開催し ている 。  

・ 教育に関連する FDと し ては、教育支援センタ ーが主催する 医学部教育に特化し た内容の

FDを毎年開催し ている 。 ま た、 全学的に高等教育推進センタ ー、 保健管理センタ ー、 学

生総合相談室など の主催する 教育関連の講演会やシンポジウ ムを開催し 、 全教員にメ ー

ル等によ る 周知を行っている 。（ 資料 538）

（ 表） 最近３ 年間の教育関連 FD 一覧

実施日 タ イ ト ル 主催 

2020 年４ 月 24 日 

＜医学部 FD＞ 
医学部における オン ラ イ ン授業の導入に関する 説明会 教育支援センタ ー 

2020 年９ 月４ 日 

＜医学部 FD＞ 
医学部における 後期授業実施に関する 説明会 教育支援センタ ー 

2021 年３ 月 16 日 

＜全学 FD＞ 
学修成果・ 教育成果の把握・ 可視化について考える  高等教育推進セン タ ー 

2021 年４ 月５ 日 

＜医学部 FD＞ 
医学部における 令和３ 年度授業実施に関する 説明会 教育支援センタ ー 

2021 年９ 月 14～30 日 みんなで考える オン ラ イ ン授業～よ り 良い大学教育を 高等教育推進セン タ ー 
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＜全学 FD＞ 目指し て～ 

2021 年９ 月 29 日 

＜全学 FD＞ 
大学における 学生ト ラ ブルと その解決のあり 方 

保健管理セン タ ー・ 学生総合相

談室・ 高等教育推進セン タ ー 

2021 年 10 月 21 日 

＜医学科 FD＞ 
医学教育分野別評価受審に向けて 教育支援センタ ー 

2022 年３ 月１ 日 

＜全学 FD＞ 
「 発達障がい学生に対する 就労移行支援の在り 方」 ～卒

後フ ォ ロ ーアッ プ支援から 見えてき たこ と ～ 

障がいのあ る 学生及び教職員

のための相談室・ 保健管理セン

タ ー・ 学生総合相談室 

2022 年３ 月 16 日 

＜全学 FD＞ 

全学 FD・ SDシンポジウ ム  

学修成果・ 教育成果の把握・ 可視化について考える  
高等教育推進セン タ ー 

2022 年７ 月４ 日 

＜医学科 FD＞ 
Post -CC OSCE 対策講義説明会 教育支援センタ ー 

2022 年８ 月 23 日 

＜全学 FD＞ 

「“ 成年年齢引下げ” に関する 学生支援のポイ ン ト 」 ～

成年年齢引下げによ っ て生じ る 学生生活の変化・ 問題と

その対応～ 

保健管理セン タ ー・ 学生総合相

談室・ 高等教育推進セン タ ー 

2022 年 12 月 13 日 

＜医学部 FD＞ 
医学部教育体制について 教育支援センタ ー 

2023 年３ 月 20 日 

＜医学科 FD＞ 

最新の医師国家試験の傾向と 対策～福井大学医学科医

の学修状況・ 成績の傾向から 考える ～ 
教育支援セン タ ー 

2023 年３ 月 29 日 

＜全学 FD＞ 

教員と 職員が共に考える 「 教職協働」 -全国的な動向と

福井大学の取り 組みについて- 
高等教育推進セン タ ー 

・ 情報に関する 内容と し て「 情報セキュ リ ティ 研修会」 や「 個人情報の保護に関する 研修」

「 ハラ ス メ ント 防止に関する 研修」、 研究に関する 内容と し て「 科研費に関する 研修会」

「 安全保障輸出管理に関する研修」「研究に関する秘密情報管理研修」「臨床研究講習会」、

その他、図書館による論文についての講演会や研究倫理教育に関する e ラーニングなどを実

施している。（資料 539） 

・ 全学的には、「福井大学の現状と将来～第４期を迎えて～」とする大学運営に関する内容や国

際課による海外危機管理に関する内容のセミナーも随時開催している。（資料 539）

〈 支援〉  

・ 全学的に研究者支援と し て学内外で募集する 様々な研究費等の一覧を検索し 申請手続き

ま で行う ための「 研究者支援ポータ ルサイ ト anchor」 を作成し ている 。 研究分野や国際

交流、 外国人研究者招聘、 年齢など で検索し 、 それぞれの研究者に必要な情報へのアク

セス を容易にし ている 。（ 資料 540）  

・ 医学部では、 研究に関する 情報をま と めたページをホームページ内に作り 、 研究実施に

必要な手続き 、 研究費、 医学研究、 共同研究、 研究員制度、 研究倫理など必要な情報を

掲載し ている 。（ 資料 541）  

・ 科学研究費補助金獲得を支援する ために、「 科学研究費助成事業教員対象説明会」を実施

する と と も に、 希望者に向けて科研費獲得実績のある 学内講師ま たは学外講師が、 申請

書提出前にチェ ッ ク を行う 個別指導を行っている 。（ 資料 542）  
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・ 研究計画に基づく 大学独自の研究支援や医学系部門教員に対する「 ラ イ フサイ ク ル医学」

推進学部長裁量経費などの研究助成を行っている 。（ 資料 531）  

・ 中期計画の指標の一つである 英文論文数の増加を図る ために、 英文校正経費の支援や生

物統計家によ る 統計相談会や講義動画視聴によ る 基礎から 学ぶ医療統計学セミ ナーを行

っている 。（ 資料 543）  

・ 男女共同参画推進センタ ーでは、 仕事と 家庭の両立支援と し て、 研究支援者配置、 病児

保育施設等利用助成、メ ンタ ー制度（ 女性研究者対象）、学内保育園「 はなみずき 保育園」

（ 附属病院に隣接し て設置） などを整備し ている 。 ま た、 男女共同参画推進センタ ーシ

ンポジウ ムを開催し 、 男女共同参画推進およ び研究者支援に関する 啓発を行っている 。

（ 資料 544）（ 資料 545）  

・ 教員を含む全職員の安全衛生管理のために、 法令で定める 数の産業医を置き 、 安全衛生

委員会を中心に、 労働時間の管理や定期健診の受診状況の確認を適切に行っている 。 教

員を含む全職員の各月の労働時間を把握し 、 長時間労働と なった職員には通知し 、 健康 

管理を提示し ている 。（ 資料 546）（ 資料 547）  

〈 評価〉  

・ 教員の活動業績は総合データ ベース シス テムに登録し て、 自ら の活動を可視化する と と

も に、 毎年度行う 教員業績評価や定期的に実施する 活動状況評価によ り 自己評価を行っ

ている 。 （ 資料 516） （ 資料 518） （ 資料 521）  

・ 特に優れた教育成果を上げた教員（ グループを含む） に対し て「 学長賞」「 学長奨励賞」

の功労表彰を設けており 、 学長から 表彰状と 副賞を贈呈し ている 。（ 資料 548）  

・ 学生によ る 「 教員評価アンケート 」 に基づき 、 各年度の上位評価教員を決定し 、 上位評

価教員に５ 回選ばれた教員に対し ては、 Best  Teacher  Award と し て表彰し ている 。（ 資料

153）（ 資料 549）  

・ 医学系部門優秀論文表彰制度を設け、 優秀論文賞およ び最優秀論文賞の表彰をし ており 、

最優秀論文賞表彰者には副賞を授与し ている 。（ 資料 532）  

・ 各年度において、 教育、 研究、 その他顕著な実績を上げた教員（ 教授を除く ） に対し 、

医学系部門長奨励賞およ び副賞を授与し ている 。（ 資料 533）  

BB..  基基本本的的水水準準にに関関すするる現現状状分分析析とと自自己己評評価価  
・ 各種の研修や支援は、 全ての教員を対象と し て実施し 、 対面実施の際はアンケート 等に

よ る 参加確認、オンラ イ ンの場合も 視聴確認を行っている 。受講が必須の取り 組みには、

メ ール等によ る 確認も 行い、 必要な取り 組みに参加でき る 体制を整えている 。  

・ 研究者支援と し て、 事務的サポート の他、 経済的な支援体制を整えている 。  

・ 教員の評価を制度と し て定期的に実施し ている 。  

CC.. 現現状状へへのの対対応応  
・ 教員の研修、 能力開発、 支援、 評価を推進する ための FDや講習会を、 定期的に開催し て

いく 。  

・ FD開催の周知を行う のみなら ず、 オンラ イ ンを利用し て出席率の向上に努める 。  
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DD.. 改改善善にに向向けけたた計計画画  
・ 教員の研修、 能力開発、 支援、 評価について、 教員アンケート など によ り 、 今後の活動

に必要と なる 内容を取り 入れる よ う 各担当部署において検討する 。  

関 連 資 料/
153 教員評価アンケート （ 2022 年度）  

516 国立大学法人福井大学教員活動状況評価規程 

518 国立大学法人福井大学教員業績評価規程 

521 福井大学総合データ ベース （ 学内専用）【 HP】  

531 「 ラ イ フサイ ク ル医学」 推進学部長裁量経費公募通知（ 2023 年度）  

532 福井大学医学系部門優秀論文表彰要項 

533 福井大学学術研究院医学系部門優秀教員表彰要項 

536 国立大学法人福井大学職員就業規則 

537 国立大学法人福井大学職員研修規程 

538 FD 研修一覧_ 教育関連 

539 FD 研修一覧_ 教育関連以外 

540 研究者支援ポータ ルサイ ト anchor【 HP】  

541 福井大学医学部 研究に関する 情報【 HP】  

542 科学研究費助成事業（ 科研費） 教員対象説明会について（ 2023 年度）  

543 英語論文作成に係る 英文校正支援経費について（ 2022 年度）  

544 女性研究者研究活動支援事業 – 福井大学男女共同参画推進センタ ー 

545 国立大学法人福井大学保育施設利用要項 

546 国立大学法人福井大学職員安全衛生管理規程 

547 国立大学法人福井大学松岡地区職員安全衛生管理細則 

548 福井大学における 優れた教育成果を挙げた者に対する 表彰実施細則 

549 福井大学医学部「 学生によ る 授業評価アンケート 」 評価上位教員選考に関する 申合

せ 

QQ  55..22..11  カリキュラムのそれぞれの構成に関連して教員と学生の比率を考慮すべきである。

AA..  質質的的向向上上ののたためめのの水水準準にに関関すするる情情報報  
・ 各学年次の通常の講義では、 教員１ 名が１ ク ラ ス に対する 授業を実施する 。 １ ク ラ ス の

学生数は、 １ 年次は 110 名、 ２ 年次以降は学士編入学生を含めて 115 名である が、 留年

者数によ り 変動する 。（ 資料 433）  

・ 英語（ １ 年次共通教育科目「 英語Ⅰ〜Ⅳ」 およ び２ 年次以降「 医学英語Ⅰ・ Ⅲ」） ではク

ラ ス 分けを行い、 １ ク ラ ス に１ 名の教員が担当し ている 。「 英語Ⅰ・ Ⅱ」 およ び「 医学英

語Ⅰ」 では３ ク ラ ス 、「 英語Ⅲ・ Ⅳ」 およ び「 医学英語Ⅲ」 では４ ク ラ ス に分けて講義を

行っている 。（ 資料 105_ P30-43）  

・ １ 年次「 基礎生物学」 では、 11 グループに分けてグループ演習を行い、 各グループに１

名の教員が担当し ている 。（ 資料 550）  
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・ １ ～３ 年次の共通教育科目の実習（ 化学・ 物理学） およ び基礎医学科目の実習では、 そ

れぞれ２ ～３ 名の教員が担当し 、 内容によ り 技術職員などの補助がある 。（ 資料 105）  

・ ３ 年次の「 研究室配属」 では、 学生は、 医学科の基礎系およ び臨床系分野に加えて、 高

エネルギー医学研究センタ ーや子ど も のこ こ ろの発達研究センタ ーなどの附属施設の研

究室に数名ずつ所属し 、 当該研究室の教員が指導し ている 。（ 資料 551）  

・ ４ 〜５ 年次「 診療参加型臨床実習Ⅰ」 では、 附属病院各診療科等において、 学生５ ～６

名のグループにつき 複数の教員が指導し ている 。（ 資料 223）  

・ ５ 〜６ 年次「 診療参加型臨床実習Ⅱ」 では、 附属病院各診療科では学生２ 名、 教育関連

病院診療科等では１ ～２ 名を担当する 教員が、 指導し ている 。（ 資料 225）  

BB..  質質的的向向上上ののたためめのの水水準準にに関関すするる現現状状分分析析とと自自己己評評価価  
・ カリ キュ ラ ムを構成する 講義、 実習、 臨床実習など に必要な教員を確保し ている 。  

・ 臨床実習においては、 一つの診療科で同時期に複数の学年を担当する 場合があり 、 その

際には一診療科最大８ 名程度ま でと し 、 教員の指導が可能な学生数と なる よ う 調整し て

いる 。  

CC.. 現現状状へへのの対対応応  
・ カリ キュ ラ ムの実施に支障がないよ う に、 教員と 学生の比率を適切に維持する 。  

DD.. 改改善善にに向向けけたた計計画画  
・ 学生数増加と 教員数削減によ る 教員への負担増加対策と し て、 I CTやオンデマンド 型遠

隔授業を活用する などの方策を検討し ていく 。  

関 連 資 料/
105 シラ バス _ 医学科授業要項（ 2023 年度）  

223 診療参加型臨床実習Ⅰロ ーテーショ ン表（ 2022 年度）  

225 診療参加型臨床実習Ⅱロ ーテーショ ン表（ 2022 年度）  

433 学生数（ 過去５ 年間）  

550 基礎生物学_ グループ表（ 2023 年度）  

551 研究室配属 配属先一覧（ 2022 年度）  

QQ  55..22..22  教員の昇進の方針を策定して履行するべきである。

AA..  質質的的向向上上ののたためめのの水水準準にに関関すするる情情報報  
・ 教員の昇進に際し ては、 公募を原則と する 教員の採用選考を行う 方針を実施し ている た

め、 教授、 准教授、 講師、 助教全ての職階において、 選考基準等に基づき 公募を実施し

ている 。（ 資料 130）  

・ 任期を付し て雇用し ている 教員（ 助教は全員が対象） が再任を希望する 場合は、 任期満

了前に再任資格審査を受ける 。 再任には、 任期中の研究活動、 診療活動、 教育活動等に
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ついて審査の基準を設けており 、 再任資格審査委員会において業績評価等を行い、 医学

系部門会議での審査を経て、 学長によ り 再任の可否を決定する 。（ 資料 522）（ 資料 523）  

・ 助教については、 所定の基準を満たし 、 所属分野の教授の推薦を受けた者に対し て、 教

育研究歴およ び業績を審議し て「 学内講師」 の称号を付与し ている 。（ 資料 552）  

BB..  質質的的向向上上ののたためめのの水水準準にに関関すするる現現状状分分析析とと自自己己評評価価  
・ 昇進の基準はなく 、 公募を原則と する 教員選考を実施し ており 、 結果的に昇進と なる 場

合においても 公正さ を確保し ている 。  

・ 任期付教員の場合は、 再任審査を行った上で、 任期の定めのない教員と し て再任し てい

る 。  

CC.. 現現状状へへのの対対応応  
・ 教員の採用は、 公募を経た選考の実施を原則と する 方針を維持する 。  

DD.. 改改善善にに向向けけたた計計画画  
・ 教員選考の評価について、 公平で公正なも のと なる よ う 選考基準や評価項目の改善を図

っていく 。  

関 連 資 料/
130 福井大学学術研究院医学系部門教員選考基準 

522 福井大学学術研究院医学系部門等における 任期付助教の再任資格審査要項 

523 福井大学学術研究院医学系部門等における 任期付助教の再任資格審査委員会要項 

552 福井大学学術研究院医学系部門等学内講師に関する 申合せ 
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６６ ..   教教育育資資源源  
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領域 6 教育資源 

66.. 11  施施設設・・ 設設備備  

基基本本的的水水準準：：  
医学部は、  

 教職員と 学生のための施設・ 設備を十分に整備し て、 カリ キュ ラ ムが適切に実施さ れ

る こ と を保障し なければなら ない。（ B 6. 1. 1）  

 教職員、 学生、 患者と その家族にと って安全な学修環境を確保し なければなら ない。

（ B 6. 1. 2）  

質質的的向向上上ののたためめのの水水準準：：  
医学部は、  

 教育実践の発展に合わせて施設・ 設備を定期的に更新、 改修、 拡充し 、 学修環境を改

善すべき である 。（ Q 6. 1. 1）  

注注  釈釈：：  
 [ 施設・ 設備] には、 講堂、 教室、 グループ学修およ びチュ ート リ アル室、 教育およ び

研究用実習室、 臨床技能訓練室（ シミ ュ レ ーショ ン設備）、 事務室、 図書室、 I CT施設

に加えて、 十分な自習ス ペース 、 ラ ウ ンジ、 交通機関、 学生食堂、 学生住宅、 病院内

の宿泊施設、 個人用ロ ッ カー、 ス ポーツ施設、 レ ク リ エーショ ン施設などの学生用施

設・ 設備が含ま れる 。  

 [ 安全な学修環境] には、 有害な物質、 試料、 微生物についての必要な情報提供と 安全

管理、 研究室の安全規則と 安全設備が含ま れる 。

日日本本版版注注釈釈：：［ 安全な学修環境］ には、 防災訓練の実施など が推奨さ れる 。

BB  66..11..11  教職員と学生のための施設・設備を十分に整備して、カリキュラムが適切に実施されるこ

とを保障しなければならない。

AA..  基基本本的的水水準準にに関関すするる情情報報  
・ ６ 年間のカリ キュ ラ ム実施に必要な施設・ 設備は松岡キャ ンパス 内に纏ま っており 、 １

～４ 年次向けの施設（ 講義棟、 基礎実習棟、 医学図書館） はキャ ンパス の西側、 ５ ～６

年次向けの臨床実習施設（ 附属病院） は東側に配置し ている 。（ 資料 110_ 巻頭）  

〈 講堂、 教室〉  

・ １ ～４ 年次は、 講義棟の第１ ～３ 中講義室（ 収容定員各 144 名）、 およ び基礎実習棟の多

目的講義室（ 収容定員 135 名） をメ イ ンの教室と し て利用する 。（ 資料 132）  
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・ 臨床実習を開始する ４ 年次１ 月以降は、 附属病院東２ 階にある 臨床大講義室（ 収容定員

270 名） をメ イ ンの教室と し て利用する 。 こ の教室およ び隣接する 臨床小講義室（ 収容

定員 156 名） は、 大人数での講義・ 講演会・ セミ ナーでも 利用する 。（ 資料 132）  

・ その他、 小グループでの講義用と し て講義棟内に第１ ～３ 小講義室（ 収容定員各 40 名）

や語学学修用の ECLNC（ 収容定員 54 名）、 大人数での講義・ 講演会・ セミ ナー用と し て

講義棟内に合併講義室（ 収容定員 237 名） がある 他、 臨床教育研修センタ ー内の白翁会

ホール（ 収容定員 120 名） も 利用でき る 。（ 資料 132）  

〈 グループ学修およ び PBL テュ ート リ アル室〉  

・ PBL テュ ート リ アル学修や学生グループでの自学自修の場と し て医学図書館内にグルー

プラ ボを 14 室（ 収容定員各８ 名程度） 設けている 。（ 資料 132）  

〈 教育用実習室〉  

・ 生物学、 物理学、 人体解剖学、 組織学、 病理学、 生理学、 微生物学、 生化学、 感染症学

など の実習のため、 講義棟内に、 生命科学実習室、 物理学実験室、 基礎実習棟に、 解剖

学実習室、 組織病理実習室、 基礎医学実習室を設け、 それぞれの実習室には十分な実習

機材を備えている 。（ 資料 132）  

〈 臨床技能訓練室 シミ ュ レ ーショ ン設備〉

・ 附属病院の福井メ ディ カルシミ ュ レ ーショ ンセンタ ーに、 学生も 利用でき る シミ ュ レ ー

ショ ンルーム等を 10 室設置し 、模擬病室、ウ エッ ト ラ ボ、超音波診断、内視鏡、I CU/NI CU、

緊急被ばく 医療、 災害医療など に対応し た機器を整備し ている 。（ 資料 601）  

〈 事務室〉  

・ 学部教務、 大学院教務、 学生生活支援（ 各種相談や奨学金、 就職支援、 学生団体活動支

援）、 留学、 入試等、 全ての教育関連の事務機能を集約する 松岡キャ ンパス 学務課を医学

部講義棟と 附属病院の中間地点である 管理棟１ 階に設置し ている 。（ 資料 110_ 巻頭）  

・ 管理棟には松岡キャ ンパス 運営管理課、 松岡キャ ンパス 研究推進課、 経理課、 人事労務

課、 環境整備課、 施設企画課なども あり 、 医学部内での様々な事務的作業や手続き を行

う こ と ができ る 。（ 資料 602）  

〈 図書館〉  

・ 医学図書館は医学部講義棟に隣接し 、 総延面積 3, 307 ㎡、 蔵書数 138, 912 冊、 電子ブッ

ク 12, 107 冊、 電子ジャ ーナル 12, 759 タ イ ト ル、 閲覧座席数 427 席を有し ている 。 医学

図書館は入館ゲート を I C化し 、 学生は学生証を利用し て 24 時間利用でき 、 自学自修の

場と し ても 利用でき る 。（ 資料 603）  

〈 I CT施設〉  

・ 講義棟内の情報処理演習室（ 収容定員 131 名） にはパソ コ ン 130 台を設置し 、 授業・ 演

習で利用する 他、 各自の I Dと パス ワ ード を用い、 自学自修を目的に 24 時間利用でき る 。

（ 資料 132）  

・ 附属病院のス キルラ ボ（ 収容定員 60 名） にはパソ コ ン 60 台を設置し 、 臨床実習学生は

電子カルテと 臨床教育支援シス テム（ F. CESS） を 24 時間利用でき る 。（ 資料 224）  

・ 松岡キャ ンパス 内の施設には無線 LANを整備し 、 学生は入学から 卒業ま での全期間接続

でき る 学内専用アカウ ント と メ ールアド レ ス 持ち、 学生個人のパソ コ ンやタ ブレ ッ ト 、
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ス マート フ ォ ンから 無線 LANに接続し 、 イ ンタ ーネッ ト を用いた学修ができ る 。（ 資料

136）（ 資料 604）  

〈 自修ス ペース 〉  

・ 自修専用の施設と し ては、 主に１ ～４ 年次向けと し て講義棟２ 階にマルチラ ーニングス

ペース （ 自由席約 30 席、 ス ペース 内グループ学修室１ 室８ ～10 名使用可能）、 ま た、 ５

～６ 年次向けと し て附属病院７ 階にメ ディ カル・ イ ンフ ィ ニティ ・ ラ ーニング・ コ モン

ズ（ MI LC）（ 席数 164） がある 。（ 資料 132）（ 資料 135）  

・ 他の目的と 兼用する 自修施設と し て、 医学図書館内の閲覧座席（ 427 席、 一部 PC設置）、

医学図書館内のグループラ ボ（ 14 室）、 情報処理演習室（ 130 席、 全席 PC設置）、 ス キル

ラ ボ室（ 60 席、 全席 PC設置） がある 。（ 資料 132）（ 資料 603）  

・ 自修施設の運用は、 利用時間を学生のニーズに合わせ調整し 、 医学図書館（ 閲覧室）、 マ

ルチラ ーニングス ペース 、 情報処理演習室、 ス キルラ ボは 24 時間利用可能である 。 医学

図書館（ グループラ ボ） は 20 時ま で、 MI LCは 24 時ま で利用可能である 。（ 資料 132）（ 資

料 135）（ 資料 224）（ 資料 603）  

〈 ラ ウ ンジ〉  

・ 主に１ ～４ 年次向けのラ ウ ンジと し て、 医学部講義棟の１ 階に、 コ ミ ュ ニケーショ ンス

ペース があり 、 ボッ ク ス 席やソ フ ァ ー、 自動販売機を備えたく つろげる 空間と し て 24 時

間利用可能である 。（ 資料 605）  

・ ５ ～６ 年次向けのラ ウ ンジと し て、 附属病院７ 階のメ ディ カル・ イ ンフ ィ ニティ ・ ラ ー

ニン グ・ コ モンズ（ MI LC） 内にアク ティ ブ・ ラ ーニング・ ハブ、 臨床大講義室の付近に

談話ス ペース を設けている 。（ 資料 135）（ 資料 606）  

〈 交通機関〉〈 学生住宅〉  

・ 医学部周辺の徒歩圏内に十分な数の学生用アパート がある 。 遠方から 自動車での通学が

必要な学生は、 登録によ り キャ ンパス 内の駐車場（ 教職員･学生駐車場 1, 475 台） を利用

でき る 。 ま た、 附属病院前には公共バス が運行さ れている 。（ 資料 607）（ 資料 608）  

・ 松岡キャ ンパス と 文京キャ ンパス を結ぶキャ ンパス 便が１ 日８ 便運航し 、 教職員や学生

が無料で利用でき る 。（ 資料 609）  

・ 外国人留学生（ 主に大学院生） や外国人研究者向けの寄宿施設と し て、 徒歩圏内に国際

交流会館（ 単身棟10室、 世帯棟６ 室） がある 。 入居者の生活上の諸問題に関する 相談等

に対応する ため、 レ ジデント ・ アシス タ ント （ 本学の医学部ま たは医学系研究科の正規

課程に在籍する 学生） が入居可能である 。 （ 資料610）  

〈 学生食堂〉  

・ 大学生協が運営する 学生食堂（ 292 席、 売店あり ） が講義棟に隣接し て１ 店舗、 附属病

院内に学生も 利用可能な職員食堂（ 106 席） が１ 店舗ある 。（ 資料 611）（ 資料 612）  

・ 附属病院内に、 コ ンビ ニエンス ス ト アが２ 店舗、 コ ーヒ ーショ ッ プが１ 店舗ある 。（ 資料

613）  

〈 病院内の宿泊施設〉

・ 松岡キャ ンパス 内のく ずり ゅ う 会館（ ８ 室） には、 非常勤講師や教育研究等のための来

学者が宿泊でき る 。（ 資料 614）  

第
６
領
域

領
域
６



225 

〈 学生用ロ ッ カー〉  

・ １ ～４ 年次向けの個人用ロ ッ カーは講義棟およ び隣接する 福利棟内、 ５ ～６ 年次向けの

個人用ロ ッ カーは附属病院内の３ か所にあり 、 併せて学生数を上回る 825 名分を整備し

ている 。（ 資料 605）（ 資料 606）  

〈 ス ポーツ 施設、 レ ク リ エーショ ン施設〉  

・ 松岡キャ ンパス 敷地内に授業や学生団体活動で使用する グラ ウ ンド 、 体育館、 テニス コ

ート 、 武道場、 弓道場等の施設がある 。 ま た、 それら に隣接し て筋力ト レ ーニング施設

（ ス チュ ーデント ・ アク ティ ビ ティ ・ プラ ザ） を設置し ている 。（ 資料 110_ 巻頭）  

・ ス ポーツ施設と 講義棟の間には、 学生団体活動等の部室と し て福利棟を配置し 、 音楽練

習室や茶道室等、 学生の志向に対応でき る 機能を有し ている 。（ 資料 615）

BB..  基基本本的的水水準準にに関関すするる現現状状分分析析とと自自己己評評価価  
・ 教職員と 学生が使用する ための施設・ 設備は整備し てあり 、 医学教育のカリ キュ ラ ムが

適切に実施でき る 状況にある 。  

・ 通常の運営上は、 十分な施設を保有し ている が、 予備教室が少ないため、 予定外の行事

や不測の事態など への対応が困難になる 場合も ある 。

CC.. 現現状状へへのの対対応応  
・ 施設については順次改修や機能強化が図ら れ、 今後は基礎実習棟、 臨床大講義室、 臨床

小講義室、 院生研究棟、 基礎研究棟、 事務棟の改修を行う 。 改修時には、 不測の事態に

対応でき る よ う フ レ キシブルな講義室、 実習室を設計する 。  

・ 学生から のフ ィ ード バッ ク 等に基づき 、 講義室や実習室等の施設・ 設備の利用状況や要

望を把握し 、 必要に応じ て整備の拡充や改善を図っていく 。  

DD.. 改改善善にに向向けけたた計計画画  
・ 定期的な施設や設備の更新、 カリ キュ ラ ム運営に必要な施設や設備の確保を計画的に検

討し 、 実施でき る よ う にする 。  

関 連 資 料/
110 学生便覧（ 2023 年度）  

132 講義室等一覧 

135 MI LC（ Medi cal  I nf i ni t y Learni ng Commons）（ 2022 年度）  

136 学生無線 LANサービ ス 【 HP】  

224 附属病院７ 階ス キルラ ボ室 

601 福井メ ディ カルシミ ュ レ ーショ ンセンタ ー【 HP】  

602 管理棟１ ～３ 階平面図（ 2023 年度）  

603 医学図書館概要（ 2022 年度・ 2023 年度）  

604 福井大学総合情報基盤センタ ー資料 

605 講義棟改修パンフ レ ッ ト （ 2012 年度）  

606 附属病院東棟２ 階平面図（ 2023 年度）  
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607 松岡キャ ンパス 駐車場配置図（ 2022 年度）  

608 入構許可申請書 

609 キャ ンパス 便（ 2023 年度）  

610 福井大学国際交流会館規程 

611 学生食堂・ 売店（ 2023 年度）  

612 職員食堂（ 2023 年度）  

613 附属病院サービス 施設案内（ 2023 年度）  

614 く ずり ゅ う 会館パンフレ ッ ト  

615 部室割り 当て 

BB  66..11..22  教職員、学生、患者とその家族にとって安全な学修環境を確保しなければならない。

AA..  基基本本的的水水準準にに関関すするる情情報報

〈 施設・ 設備の安全管理〉  

・ 安全な学修環境を確保する ため、 大学の基本的な方針である 「 キャ ンパス マス タ ープラ

ン」 に基づき 、 施設企画課およ び環境整備課が中心と なって施設の整備、 維持、 運用を

進めている 。 老朽化の対応は「 イ ンフ ラ 長寿命化計画（ 個別施設計画）」 に基づき 、 施設

の劣化・ 老朽状況を的確に把握し た上で、 優先順位をつけ、 効果的・ 効率的に施設の長

寿命化を図っている 。（ 資料 616）（ 資料 617）

・ 学生が利用する 講義棟は 2012 年度に全面改修を行った。基礎実習棟は旧耐震基準で建設

し ている が、 2005 年度に実施し た耐震診断において現行の耐震基準をク リ アし ている こ

と を確認し ている 。 医学図書館は建設当初よ り 新耐震基準で建設し ている 。 教職員が利

用する 基礎研究棟は 2009 年度、臨床研究棟は 2019 年度に耐震改修を行っている 。学生、

教職員、 患者が利用する 附属病院は 2014 年度に新病棟が竣工（ 新築） し た。 こ れら によ

り 、 計画的に全ての建物における 新耐震基準に沿った耐震化を達成し ており 、 引き 続き

老朽化への対策も 進めている 。  

・ 防犯への対応は、 警備員が校内全体を 定期的に巡回し 、 併せて要所に設置し た防犯カメ

ラ によ る 監視、 外灯の増設、 講義棟女子更衣室のカード キー設置等、 追加の対策を行っ

ている 。  

〈 身体的・ 精神的安全管理〉  

・ 学生、 教職員の身体的な安全管理は、 主に医師や保健師・ 看護師によ って組織する 松岡

地区保健センタ ーが担っている 。（ 資料 437）（ 資料 438）（ 資料 439）  

・ 学生に対し ては、 学校保健安全法に基づき 、 入学時や毎年の健康診断など を実施し てい

る 。 麻疹・ 風疹・ 水痘・ ムン プス 抗体検査およ びワ ク チン接種は入学時にその履歴を 確

認し 、 未接種の場合は各自で接種する よ う に促し 、 全ての接種が完了する ま で確認を 行

っている 。 B・ C型肝炎血液検査、 HBワ ク チン接種、 イ ンフ ルエンザワ ク チン接種は全学

生対象に行っている 。 ま た、 松岡地区保健センタ ーは、 常時、 学生の健康相談や応急処

置など の窓口にも なっている 。（ 資料 116_ P27）（ 資料 231）  

・ 臨床実習時の一般感染症への対策と し て、 臨床実習要項に「 医学部生の血液事故発生時

対応マニュ アル」 を定めている 。（ 資料 202_ P14-15）  

第
６
領
域

領
域
６



227 

・ 臨床実習時の事故等の受付窓口は、 松岡キャ ンパス 学務課が管理し 、 同時に附属病院の

医療安全部、 感染制御部も 協力し ている 。（ 資料 202_ P14-15）  

・ 学生団体活動については、 医学部学生委員会が管理し 、 事故等への対応は、 松岡キャ ン

パス 学務課が受付窓口と なっている 。（ 資料 110_ P6）（ 資料 435）  

・ 教職員に対し ては、 安全衛生法に基づく 「 福井大学職員安全衛生管理規程」 を 定め、 定

期健康診断、 ワ ク チン接種、 薬品管理等を行っている 。 薬品管理に対し てはこ の規程に

よ り 実習室毎の安全管理者の指定や作業環境の測定が行われ、 福井大学松岡地区安全衛

生委員会によ る 巡回点検がなさ れている 。 研究室の安全管理と し て「 病原性微生物等の

保管・ 管理の徹底およ び保有状況等の調査」「 毒劇物の管理状況等の報告」「 向精神薬管

理状況実施調査」「 遺伝子組換え実験に係る「 第二種使用等拡散防止措置確認申請書」 等」

「 動物実験計画書」「 動物実験結果報告書」「 濃厚廃液、 廃試薬処分」 等を 行っ ている 。

（ 資料 546）（ 資料 547）  

・ 基礎医学実習においては、 実習室毎に安全管理者を定め、 それぞれ安全規則を周知し て

いる 。 作業環境測定と し て、 解剖学実習室等ではホルマリ ン濃度測定を定期的に実施し

ている 。 安全衛生担当衛生面でも 各部署の責任者、 委託業者によ る 清掃を行い、 講義室

内を含む構内環境の維持に配慮し ている 。  

・ 学生、 教職員の精神的な安全管理は、 主にカウ ンセラ ーが常駐する 松岡地区保健セン タ

ーと 学生総合相談室が担っている 。（ 資料 437）（ 資料 438）（ 資料 439）  

・ ハラ ス メ ント 防止対策専門委員会を設け、ハラ ス メ ント の防止等に関する 規程において、

プラ イ バシー等への配慮およ び守秘義務を規定し 、 パワ ハラ やセク ハラ 等の対策を行っ

ている 。（ 資料 476）  

・ 学生に対し て、 ハラ ス メ ント の防止について、 大学ホームページ、 パンフレ ッ ト やポス

タ ー等によ り 周知し ている 。（ 資料 116_ P26）（ 資料 477）（ 資料 478）  

〈 患者の安全管理〉  

・ 患者の安全管理（ 臨床実習の管理） は、 主に医学部の臨床実習委員会が担い、 患者の安

全を目的と し た医行為リ ス ト を 作成し 、 実習要項にて学生、 教職員に周知する こ と で、

実習内容を制限し ている 。（ 資料 120）（ 資料 202）（ 資料 222）  

・ コ ロ ナ禍の期間は、 臨床実習要項に、 コ ロ ナ禍における 臨床実習における 注意事項を明

記し 、 患者への感染対策と し て St ep 判断制度を導入し 、 臨床実習段階を４ 段階に分け実

施し た。 St ep1 はオンラ イ ン実習（ 学生は在宅で実習へ参加）、 Step2 は学内実習（ 患者

に接する 実習を行わない）、 St ep3 は病院見学型（ 患者と 密接し ない形での実習）、 Step4

は病院内参加型と し て従来の臨床実習と し た。 （ 資料 202） （ 資料 222）  

〈 災害対策〉  

・ 災害対策と し て「 福井大学リ ス ク マネジメ ント 基本規則」 等に基づき リ ス ク と 危機を定

義し リ ス ク 管理と 危機管理を行う こ と と し ており 、 災害時の基本的な対応について具体

的に定めた「 災害対策マニュ アル」 において、 災害発生時の対応や連絡体制、 自衛消防

活動や危機対策本部、 災害応急・ 緊急対応、 災害復旧、 平常時における 対応など を定め

ている 。 学生に対し ては、「 災害発生時対応マニュ アル（ 学生編）」「 大地震対応マニュ ア

ル（ 松岡キャ ンパス 版）」 を明示し 、教職員と と も に毎年防火・ 防災訓練を実施し ている 。

ま た大規模災害等の危機発生時における 安否確認を迅速かつ確実に実施する ため、「 安否
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確認シス テム( ANPI C) 」 を導入し 、ANPI Cを用いた安否確認に関する 訓練を実施し ている 。

（ 資料 618）（ 資料 619）（ 資料 620）（ 資料 621）  

〈 学生保険〉  

・ 大学在学中の事件事故に備え、「 傷害保険」 と 「 賠償責任保険」 への加入を学生に周知し

ている 。「 傷害保険」 は全員加入と し 、 保険料は医学部後援会から 支払っている 。「 賠償

責任保険」 は自由加入と し ている が、 臨床実習を開始する ま でには必ず加入する よ う に

指導し ている 。 ま た、 運動系の課外活動を行う 場合には、 低学年から 加入する よ う に指

導し ている 。（ 資料 456）  

BB..  基基本本的的水水準準にに関関すするる現現状状分分析析とと自自己己評評価価  
・ キャ ンパス マス タ ープラ ンやイ ンフ ラ 長寿命化計画等の施設整備計画に基づき 、 耐震化

対応、 老朽化・ 狭隘化対応、 附属病院の整備予定等、 施設・ 設備の改修・ 増築を順次進

めている 。  

・ 教職員、 学生、 患者と その家族にと って安全な学修環境を、 ハード 面およ びソ フ ト 面に

おいて確保し ている 。  

CC.. 現現状状へへのの対対応応  
・ 現在の安全な学修環境を維持し 、 よ り 適切になる よ う 取り 組みを充実さ せる 。  

DD.. 改改善善にに向向けけたた計計画画  
・ 関連法規の改正や社会状況の変化等については関連する 部署において検討を行い対応す

る 。  

関 連 資 料/
110 学生便覧（ 2023 年度）  

116 医学部広報誌く ずり ゅ う （ 2023 年度）  

120 福井大学医学部教育委員会要項 

202 診療参加型臨床実習Ⅰ要項（ 2022 年度）  

222 診療参加型臨床実習Ⅱ要項（ 2022 年度）  

231 感染症検査と ワ ク チン接種 

435 福井大学医学部学生委員会要項 

437 福井大学学生総合相談室（ 松岡キャ ンパス ）【 HP】  

438 保健管理センタ ー（ 松岡キャ ンパス ）【 HP】  

439 保健管理センタ ー（ 松岡地区） 及び学生総合相談室 

456 新入生オリ エンテーショ ン学生生活系ガイ ダンス 資料（ 2023 年度）  

476 国立大学法人福井大学における ハラ ス メ ント の防止等に関する 規程 

477 ハラ ス メ ント の防止【 HP】  

478 福井大学における ハラ ス メ ント の防止・ 対策に関する ガイ ド ラ イ ン 

546 国立大学法人福井大学職員安全衛生管理規程 

547 国立大学法人福井大学松岡地区職員安全衛生管理細則 
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616 キャ ンパス マス タ ープラ ン 2018（ 2023 年度）  

617 福井大学イ ンフラ 長寿命化計画（ 個別施設計画）（ 2023 年度）  

618 国立大学法人福井大学リ ス ク マネジメ ント 基本規則 

619 災害発生時対応マニュ アル【 学生編】  

620 大地震対応マニュ アル（ 松岡キャ ンパス 版）  

621 安否確認シス テム ANPI Cの導入について（ 2019 年度）  

QQ  66..11..11  教育実践の発展に合わせて施設・設備を定期的に更新、改修、拡充し、学修環境を改善

すべきである。

AA..  質質的的向向上上ののたためめのの水水準準にに関関すするる情情報報  
・ 講義・ 臨床実習の DX化（ F. MOCE、 F. MI LS、 F. CESS） を進めている 。（ 資料 137）（ 資料 138）

（ 資料 206）  

・ 学生が講義中に F. MOCEを用いる ための I CT機器を利用し やすいよ う 、 無線 LAN機器の更

新を行い、 各学年で主に使用する 講義室で半分程度の座席に学生所有の端末が利用でき

る 電源設備を設置し 、 ま た教室後方に充電場所を設置し た。（ 資料 622）  

・ 学生が臨床実習期間に F. CESS をス ムーズに利用でき る よ う 、2018 年度に附属病院内に専

用の施設と し て PC60 台を有する ス キルラ ボを新設し た。（ 資料 224）

BB..  質質的的向向上上ののたためめのの水水準準にに関関すするる現現状状分分析析とと自自己己評評価価  
・ 施設・ 設備は、「 意識・ 満足度調査」、「 学生生活実態調査」 等の定期的アンケート や、「 学

年代表懇談会」 のヒ アリ ングなどによ る 学生から のフ ィ ード バッ ク に基づいて、 定期的

に更新、 改修、 拡充し ている 。  

CC.. 現現状状へへのの対対応応

・ 施設・ 設備の運用状況など については、 拡充の際のみなら ず、 運用後も 継続し てデータ

収集を行う 。

DD.. 改改善善にに向向けけたた計計画画  
・ 教育実践の発展に合わせる ため、 定期的な施設・ 設備の更新、 改修、 拡充を継続し て図

り 、 そのための予算確保に努めていく 。   

関 連 資 料/
137 遠隔授業支援シス テム F. MOCE 

138 臨床教育支援シス テム F. CESS 

206 医学画像学修シス テム F. MI LS 

224 附属病院７ 階ス キルラ ボ室 

622 令和５ 年度から の講義資料( 紙) 削減のお知ら せ及び F. MOCEの利用に関する 誓約書提

出のお願い（ 2023 年度）  
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66.. 22  臨臨床床実実習習のの資資源源  

基基本本的的水水準準：：  
医学部は、  

 学生が適切な臨床経験を積める よ う に以下の必要な資源を十分に確保し なければなら

ない。  

 患者数と 疾患分類（ B 6. 2. 1）  

 臨床実習施設（ B 6. 2. 2）  

 学生の臨床実習の指導者（ B 6. 2. 3）  

質質的的向向上上ののたためめのの水水準準：：  
医学部は、  

 医療を受ける 患者や地域住民の要請に応えている かど う かの視点で、 臨床実習施設を

評価、 整備、 改善すべき である 。（ Q 6. 2. 1）  

注注  釈釈：：  
 [ 患者] には補完的に標準模擬患者やシミ ュ レ ータ など の有効なシミ ュ レ ーショ ンを含

むこ と が妥当な場合も ある が、 臨床実習の代替にはなら ない。  

 [ 臨床実習施設] には、 臨床技能研修室に加えて病院（ 第一次、 第二次、 第三次医療が

適切に経験でき る ）、 十分な患者病棟と 診断部門、 検査室、 外来（ プラ イ マリ ・ ケアを

含む）、 診療所、 在宅など のプラ イ マリ ・ ケア、 保健所、 およ びその他の地域保健に関

わる 施設など が含ま れる 。 こ れら の施設での実習と 全ての主要な診療科の臨床実習と

を組合せる こ と によ り 、 系統的な臨床ト レ ーニングが可能になる 。  

 [ 評価] には、 保健業務、 監督、 管理に加えて診療現場、 設備、 患者の人数およ び疾患

の種類など の観点から みた臨床実習プロ グラ ムの適切性なら びに質の評価が含ま れ

る 。  

日日本本版版注注釈釈：：[ 疾患分類] は、 「 経験すべき 疾患・ 症候・ 病態（ 医学教育モデル・ コ ア・

カリ キュ ラ ム-教育内容ガイ ド ラ イ ン-、 平成28年度改訂版に収載さ れている ） 」 につい

ての性差、 年齢分布、 急性・ 慢性、 臓器別頻度等が参考になる 。

学生が適切な臨床経験を積めるように以下の必要な資源を十分に確保しなければならない。

BB  66..22..11  患者数と疾患分類

AA..  基基本本的的水水準準にに関関すするる情情報報  
・ 福井大学医学部附属病院の病床数は 600 床（ 一般病床： 559 床、 精神病床： 41 床） で、

2022 年度の延べ入院患者数は 173, 139 人（ １ 日平均： 474 人）、延べ外来患者数は 341, 867

人（ １ 日平均： 1, 407 人） である 。（ 資料 215_ P35）（ 資料 623_ P17-19）  
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・ 附属病院には６ 部門（ 内科部門、 外科部門、 感覚・ 皮膚・ 運動部門、 成育・ 女性医療部

門、 脳・ 神経・ 精神部門、 総合診療部門） があり 、 それぞれの部門に計 29 の診療科を配

置し ている 。 内科部門には血液・ 腫瘍内科、 感染症・ 膠原病内科、 脳神経内科、 消化器

内科、 内分泌・ 代謝内科、 呼吸器内科、 腎臓内科、 循環器内科、 外科部門には消化器外

科、 乳腺・ 内分泌外科、 心臓血管外科、 呼吸器外科、 小児外科、 泌尿器科、 感覚・ 皮膚・

運動部門には皮膚科、 形成外科、 整形外科、 リ ハビ リ テーショ ン科、 眼科、 耳鼻咽喉科・

頭頸部外科、 歯科口腔外科、 成育・ 女性医療部門には小児科、 産科婦人科、 脳・ 神経精

神部門には神経科精神科、 脳神経外科、 麻酔科蘇生科、 総合診療部門には放射線科、 救

急科、 病理診断科がある 。（ 資料 215_ P35）（ 資料 623_ P15-16）  

・ 診療参加型臨床実習のう ち４ ～５ 年次の診療参加型臨床実習Ⅰは附属病院で行い、 全学

生は原則２ 週間ずつ 20 診療科領域をロ ーテーショ ンする 。 ５ ～６ 年次の診療参加型臨床

実習Ⅱは附属病院およ び教育関連病院で行う 。（ 資料 223）（ 資料 225）（ 資料 227）  
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【 教育関連病院一覧】  

BB..  基基本本的的水水準準にに関関すするる現現状状分分析析とと自自己己評評価価  
・ 福井大学医学部附属病院は、患者数、疾患分類と も に十分臨床経験を積める 施設である 。  

CC.. 現現状状へへのの対対応応  
・ 附属病院およ び関連病院において今後も 十分な患者数と 疾患分類を確保し ていく 。  

・ 学生が臨床経験を積んでいる 患者数と 疾患分類について十分なデータ を集める 。  
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DD.. 改改善善にに向向けけたた計計画画  
・ 学生が臨床経験を積んでいる 患者数と 疾患分類について十分なデータ に基づき 、 必要に

応じ て教育関連病院と の連携を進め、 臨床実習の充実を図る 。

・ 学生の学修成果の水準の把握と フ ィ ード バッ ク を定期的・ 継続的に実施し 、 プロ グラ ム

評価委員会等によ る 評価結果をも と に、 カリ キュ ラ ム 委員会・ 臨床実習委員会等およ び

担当教員によ り 、 患者数と 疾患分類がよ り 充実する よ う 改善・ 更新を検討する 。

関 連 資 料/
215 福井大学基礎資料（ 2023 年度）  

223 診療参加型臨床実習Ⅰロ ーテーショ ン表（ 2022 年度）  

225 診療参加型臨床実習Ⅱロ ーテーショ ン表（ 2022 年度）  

227 患者と 接する 教育プロ グラ ム一覧 

623 福井大学医学部附属病院_ 病院のご案内（ 2023 年度）  

学生が適切な臨床経験を積めるように以下の必要な資源を十分に確保しなければならない。

BB  66..22..22  臨床実習施設

AA..  基基本本的的水水準準にに関関すするる情情報報  
〈 臨床実習病院等〉  

・ 附属病院は高度急性期・ 急性期医療に特化し た県内唯一の特定機能病院であり 、 初期の

診断・ 治療を担う 一次医療圏の病院、 一般的な入院・ 治療を担う 二次医療圏の病院、 高

度・ 特殊な医療を担う 三次医療圏の病院でも 臨床経験が十分積める よ う 、 学外に教育関

連病院（ 約 30 施設） を確保し ている 。（ 資料 134）（ 資料 222）（ 資料 623）  

・ ３ ～４ 年次「 社会と 医学・ 医療Ⅰ・ Ⅱ」 では、 福井県内の保健所等医療・ 福祉施設で実

習を実施し ている 。 ま た５ 年次「 診療参加型臨床実習Ⅰ」 の一部診療科では、 学外施設

において地域医療に関する 実習を実施し ている 。（ 資料 202）（ 資料 218）（ 資料 219）  

・ 海外に学術交流協定を締結し ている 医学部関連の協定校が 12 校あり 、希望する 学生は臨

床実習期間を利用し て、 海外の病院等施設での臨床実習に参加する こ と ができ る 。（ 資料

215_ P25）  

・ 2014 年度に、 福井県の支援によ り 「 福井メ ディ カルシミ ュ レ ーショ ンセンタ ー」 を設置

し 、 医療シミ ュ レ ータ ーによ り 、 学内外の医療従事者だけでなく 医学部学生が基本的医

療手技を修得する 場と し て整備し 、 多種多様のシミ ュ レ ータ ーやモデルを利用し て、 各

種技能ト レ ーニングやシミ ュ レ ーショ ント レ ーニングができ る 。（ 資料 601）  

〈 臨床教育支援シス テム: F. CESS〉  

・ 診療参加型臨床実習では、 教育支援センタ ーが独自に産学連携によ り 開発し た臨床教育

支援シス テム F. CESS を用いている 。 F. CESS では、 電子カルテに基づく 学生カルテ記載

の他、 指導医と のオンラ イ ンコ ミ ュ ニケーショ ン（ チャ ッ ト 機能）、 患者割り 振り 、 経験

医行為・ 経験疾患の履歴、 教員によ る 形成的評価、 学生によ る 診療科評価、 学生の実習

履歴と なる ポート フ ォ リ オなど 実習の計画・ 実施・ 評価・ 振り 返り など一連の機能が全
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て一つの端末上ででき る 。 こ れによ り 教員・ 学生と も に臨床実習を効率的かつ計画的に

実施する こ と ができ 、 学生にと っては診療に参加し ている 実感を持つこ と ができ る 。

F. CESS を利用でき る PC端末は、 附属病院内のス キルラ ボ室に 60 台設置し ている 。 臨床

実習学生はこ の部屋を 365 日 24 時間利用する こ と ができ る 。（ 資料 138）（ 資料 224）  

・ F. CESS は、 当初は教育支援センタ ーと 福井大学ベンチャ ー（ 株式会社日本医学教育技術

研究所） が共同で、 2017 年度に BS-LMS（ Bed-Si de Learni ng Management  Syst em） と し

て開発し 、 2018 年度から 運用を開始し た。 その後、 福井県内のシス テム開発業者（ 株式

会社永和シス テムマネジメ ント ） と 産学連携し て、 2019 年度に F. CESS と し て製品化し

た。 F. CESS は、 臨床実習改革で求めら れる 「 実習時間数の増加」「 診療参加型臨床実習

の導入」「 確実な実習評価」に伴う 課題を解決でき る 多様な機能を整備し ている 。利点は、

ポート フォ リ オや実習評価など 従来の紙媒体のも のを I CT化でき る こ と と 、 I CT化によ

る 教員の負担軽減、 学生の実習意欲向上、 学生の実習関連データ を教学 I R データ と し て

蓄積し 活用でき る こ と など にある 。 学生・ 教員には好評で、 学生から は「 診療に参加し

ている 実感が持てる 」、教員から は「 空き 時間にでき る ので、診療業務の妨げになら ない」

など の評価を得ている 。 ま た、 2017 年度の文部科学省「 医学・ 歯学教育指導者のための

ワ ーク ショ ッ プ」 において「 最も 参考にし たい取り 組み」 と し て参加 77 校中第１ 位に選

出さ れる など 、 学内外で高い評価を得ている 。（ 資料 624）（ 資料 625）  

BB..  基基本本的的水水準準にに関関すするる現現状状分分析析とと自自己己評評価価  
・ 臨床実習施設と し ての医学部附属病院と 教育関連病院において、 概ね全ての領域の疾患

の実習を可能と し ている 。  

・ 教育関連病院についても 、 １ 次～３ 次医療圏を担う 病院で構成さ れており 、 様々な段階

の臨床経験を積むこ と ができ る 。  

・ 臨床実習に特化し た I CTシス テム F. CESS を独自に開発し 、診療参加型臨床実習において

活用し ている 。  

CC.. 現現状状へへのの対対応応  
・ 教育内部質保証体制において、 学生のアウ ト カム・ コ ンピテンシーの達成・ 修得状況な

ど の教学 I R データ に基づき 、適切な臨床経験を積むための十分な臨床実習施設の確保の

状況を点検・ 評価し 、 必要に応じ て改善を図る 。  

・ F. CESS 利用についての学生から のフ ィ ード バッ ク によ り 、 機能の改善やさ ら なる 開発を

行っていく 。  

DD.. 改改善善にに向向けけたた計計画画  
・ 学生の学修成果の水準の把握と フ ィ ード バッ ク を定期的・ 継続的に実施し 、 プロ グラ ム

評価委員会等によ る 評価結果をも と に、 カリ キュ ラ ム 委員会・ 臨床実習委員会等およ び

担当教員によ り 、 臨床実習施設がよ り 充実する よ う 改善・ 更新を検討する 。

・ F. CESS の利用状況や利用内容について蓄積さ れたデータ を教学 I Rデータ と し て分析し 、

その結果を教育成果と し て今後の臨床実習の改善に活用し ていく 。  
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関 連 資 料/
134 教育関連病院一覧（ 2023 年度）  

138 臨床教育支援シス テム F. CESS 

202 診療参加型臨床実習Ⅰ要項（ 2022 年度）  

215 福井大学基礎資料（ 2023 年度）  

218 社会と 医学・ 医療Ⅰ講義資料（ 2022 年度）  

219 社会と 医学・ 医療Ⅱ実習要領（ 2023 年度）  

222 診療参加型臨床実習Ⅱ要項（ 2022 年度）  

224 附属病院７ 階ス キルラ ボ室 

601 福井メ ディ カルシミ ュ レ ーショ ンセンタ ー【 HP】  

623 福井大学医学部附属病院_ 病院のご案内（ 2023 年度）  

624 臨床教育支援シス テム F. CESS の導入期の資料 

625 文部科学省「 医学・ 歯学教育指導者のためのワ ーク ショ ッ プ」 の資料（ 2017 年度）  

学生が適切な臨床経験を積めるように以下の必要な資源を十分に確保しなければならない。

BB  66..22..33  学生の臨床実習の指導者

AA..  基基本本的的水水準準にに関関すするる情情報報  

〈 教員の配置〉  

・ 医学領域は、 16 講座（ う ち寄附講座８ 講座） およ び附属病院部で構成し 、 講座の下に共

通系・ 基礎医学系 23 分野、 臨床医学系 22 分野を有する 。 各分野等には、 教授 35 名、

准教授 25 名、 講師６ 名、 助教 53 名を配置し ている 。 附属病院部は、 29 診療科およ び 19

診療施設等を有し 、 教授５ 名、 准教授９ 名、 講師 28 名およ び助教 52 名を配置し ている 。

（ 資料 626）（ 資料 627）  

・ 専任教員のう ち、 臨床医学系およ び附属病院部に属する 教員は臨床教育に携わり 、 臨床

実習において学生指導を担当し ている 。  

〈 臨床教授等〉  

・ 教育関連病院等学外の医療施設に所属する 医師等に臨床教授・ 准教授の称号を与え、 学

内外での臨床実習において学生指導を担当し ている 。 臨床教授等については、「 福井大学

医学部臨床教授等称号付与要項」 において「 福井大学医学部における 臨床教育に協力す

る 学内外の医療機関等の優れた医療人に対する 称号の付与等に関し 必要な事項を定め、

も って臨床教育の指導体制の充実を図る こ と を目的と する 」 と 定めている 。（ 資料 503）  

・ 臨床教授は 95 名、 臨床准教授は 16 名、 臨床講師は 12 名である （ 2023 年度）。  

・ 臨床教授等については毎年度、 資格の更新を行っている 。 更新時には、 医学部の教育マ

ネジメ ント 体制を周知する ため、 FD・ SD講演会の動画を視聴する よ う に案内し ている 。

（ 資料 115）  

BB..  基基本本的的水水準準にに関関すするる現現状状分分析析とと自自己己評評価価  

・ 臨床実習を行う 全ての学生に対応でき る 教員や指導者を確保し ている 。  

第
６
領
域

領
域
６



236 

CC.. 現現状状へへのの対対応応  
・ 教育内部質保証体制において、 学生のアウ ト カム・ コ ンピテンシーの達成・ 修得状況な

ど の教学 I R データ に基づき 、適切な臨床経験を積むための十分な実習指導者の確保の状

況を点検・ 評価し 、 必要に応じ て改善を図る 。  

DD.. 改改善善にに向向けけたた計計画画  
・ 学生の学修成果の水準の把握と フ ィ ード バッ ク を定期的・ 継続的に実施し 、 プロ グラ ム

評価委員会等によ る 評価結果をも と に、 カリ キュ ラ ム 委員会・ 臨床実習委員会等およ び

担当教員によ り 、 臨床実習の指導者がよ り 充実する よ う 改善・ 更新を検討する 。

関 連 資 料/
115 医学部 FD・ SD非常勤講師等への案内（ 2022 年度）  

503 福井大学医学部臨床教授等称号付与要項 

626 福井大学医学系部門教員組織図（ 2023 年度）  

627 医学部医学科専任教員数（ 2023 年度）  

QQ  66..22..11  医療を受ける患者や地域住民の要請に応えているかどうかの視点で、臨床実習施設を

評価、整備、改善すべきである。

AA..  質質的的向向上上ののたためめのの水水準準にに関関すするる情情報報  
・ 大学病院では経験する こ と ができ ない慢性期医療・ 在宅診療を学ぶ場と し て、 2019 年度

に福井大学が指定管理者と し て運営する 「 永平寺町立在宅訪問診療所」 が開設さ れた。

（ 資料 228）  

・ 医療過疎である 嶺南地方で活躍でき る 医師の育成を目的に、 １ 年次の「 地域医療早期体

験プロ グラ ム」 では嶺南の医療施設で実習を行っている 。 ま た、 推薦入試の地元枠およ

び地域枠（ 福井健康推進枠） で入学し た学生については、 ３ 年次の「 地域医療学実習」

において、 嶺南の医療施設で実習を行っている 。（ 資料 105_ P88-89、 P135-136）  

・ 附属病院の開院 30 年を期に、 福井県の医療状況を踏ま えた再整備を行い、 臓器・ 疾患機

能別病棟センタ ーを新たに設置し た。その後、患者総合支援センタ ー、がんゲノ ム外来、

小児外科、 高度生殖医療センタ ーを設置し 、 さ ら なる 医療体制の充実を図っている 。 ま

た、 がんゲノ ム医療連携病院、 小児がん連携拠点病院、 福井県アレ ルギー疾患医療拠点

病院の指定を受け、 福井県内唯一の特定機能病院と し て、 新規医療技術の開発・ 評価と

と も に、 地域住民への高度医療の提供を行っている 。 臨床実習において、 こ れら の施設

での実習も 一部で実施し ている 。（ 資料 623）  

BB..  質質的的向向上上ののたためめのの水水準準にに関関すするる現現状状分分析析とと自自己己評評価価  
・ 医療を受ける 患者や地域住民から の要請に応じ て、 施設の整備を行い、 学生を含めた学

内外の医療従事者の教育の場と し ている 。  

・ 患者の意見収集や地域医療機関と の意見交換の場を設けている 。  
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CC.. 現現状状へへのの対対応応  
・ 現状の取り 組みを継続し つつ、 地域住民の要請に応えている かについて、 患者満足度や

県と の対話の中で検討する 。  

DD.. 改改善善にに向向けけたた計計画画  
・ 医療を受ける 患者や地域住民の要請に応えている かど う かの視点で、 臨床実習のための

施設等を点検・ 評価し 、 必要に応じ て整備・ 改善を図っていく 。  

関 連 資 料/
105 シラ バス _ 医学科授業要項（ 2023 年度）  

228 永平寺町立在宅訪問診療所 【 HP】  

623 福井大学医学部附属病院_ 病院のご案内（ 2023 年度）  
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66.. 33  情情報報通通信信技技術術  

基基本本的的水水準準：：  
医学部は、  

 適切な情報通信技術の有効かつ倫理的な利用と 、 それを評価する 方針を策定し て履行

し なければなら ない。（ B 6. 3. 1）  

 イ ンタ ーネッ ト やその他の電子媒体へのアク セス を確保し なければなら ない。    

（ B 6. 3. 2）  

質質的的向向上上ののたためめのの水水準準：：  
医学部は、  

 教員およ び学生が以下の事項についての既存の I CTや新し く 改良さ れた I CTを使える

よ う にすべき である 。  

 自己学習（ Q 6. 3. 1）  

 情報の入手（ Q 6. 3. 2）  

 患者管理（ Q 6. 3. 3）  

 保健医療提供シス テムにおける 業務（ Q 6. 3. 4）  

 担当患者のデータ と 医療情報シス テムを、 学生が適切に利用でき る よ う にすべき であ

る 。（ Q 6. 3. 5）  

注注  釈釈：：  
 [ 情報通信技術の有効かつ倫理的な利用] には、 図書館サービ ス と と も にコ ンピ ュ ータ 、

携帯電話、 内外のネッ ト ワ ーク 、 およ びその他の手段の利用が含ま れる 。 方針には、 学

修管理シス テムを介する 全ての教育アイ テムへの共通アク セス が含ま れる 。 情報通信技

術は、 継続的な専門職ト レ ーニングに向けて EBM（ 科学的根拠に基づく 医学） と 生涯学習

の準備を学生にさ せる のに役立つ。  

 [ 倫理的な利用] は、 医学教育と 保健医療の技術の発展に伴い、 医師と 患者のプラ イ バシ

ーと 守秘義務の両方に対する 課題にま で及ぶ。 適切な予防手段は新し い手段を利用する

権限を与えながら も 医師と 患者の安全を助成する 関連方針に含ま れる 。  

日日本本版版注注釈釈：：[ 担当患者のデータ と 医療情報シス テム] と は、 電子診療録など 患者診療に関

わる 医療シス テム情報や利用でき る 制度へのアク セス を含む。  

BB  66..33..11  適切な情報通信技術の有効かつ倫理的な利用と、それを評価する方針を策定して履行

しなければならない。

AA..  基基本本的的水水準準にに関関すするる情情報報  
・ 教育のための I CTと し ては、 臨床実習に特化し て独自に開発し た F. CESS、 コ ロ ナ禍にお

いて独自に開発し た遠隔授業支援シス テム F. MOCE、 およ び蓄積し た画像データ を画像医
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学教育に活用でき る よ う に独自にシス テム化し た F. MI LS を利用し ている 。 加えて、 医学

図書館の電子ジャ ーナル等の医学関連の情報検索 I CTを利用し ている 。（ 資料 137）（ 資

料 138）（ 資料 206）（ 資料 214）  

・ 学生は、 学内ネッ ト ワ ーク を用いて F. MOCE、 F. CESS、 F. MI LS、 電子ジャ ーナル等にアク

セス し 、 自学自修を含め、 効率的な学修を行う こ と ができ る 。（ 資料 137）（ 資料 138）（ 資

料 206）（ 資料 214）  

・ 学生個人の PCやタ ブレ ッ ト 、 ス マート フ ォ ン等から 学内ネッ ト ワ ーク への接続は、「 福

井大学キャ ンパス 無線 LAN サービス 学生利用要項」 に基づいて、 総合情報基盤センタ ー

の「 全学生対象セキュ リ ティ 研修」 を受講し 、 理解度のテス ト の合格者に対し てのみ許

可し ている 。（ 資料 628）（ 資料 629）

・ 学生がアク セス でき る 教育コ ンテンツ には患者・ 家族等の個人情報も あり 、 その保護に

十分配慮し 、 守秘義務を遵守する 目的で１ 年次「 情報処理基礎」 において、 ネッ ト ワ ー

ク 、 セキュ リ ティ に関する 教育や、 電子カルテおよ び部門シス テム（ 検体検査・ 放射線

画像・ 医薬品情報・ 感染管理など） の医療情報シス テムの利用、 カルテの記録方法、 個

人情報保護に関する 講義（「 松岡キャ ンパス 情報シス テム運用管理要項」「 附属病院医療

情報シス テム運用管理要項」 に沿った「 機密性 A」 の情報の適切・ 安全な取り 扱い） を

修得し ている 。（ 資料 105_ P47-48）（ 資料 630）（ 資料 631）  

・ さ ら に、 臨床実習を行う 際には、「 誓約書」「 病院情報シス テム使用許可願」 に署名し 、

倫理的配慮への意識を高めた上で F. CESS の利用を許可し ている 。（ 資料 202_ P12-13）

・ 教職員へは FD・ SDと し て、 情報セキュ リ ティ 研修会、 リ ス ク マネジメ ント 研修、 個人情

報の保護に関する 研修など を実施し ている 。（ 資料 539）  

BB..  基基本本的的水水準準にに関関すするる現現状状分分析析とと自自己己評評価価  
・ 情報通信技術について、 全学を挙げてシス テム構築、 セキュ リ ティ 管理を実施し 、 学内

における ネッ ト ワ ーク 利用を全ての学生およ び教職員に提供し ている 。  

・ 情報リ テラ シー教育を１ 年次から 始め、 臨床実習を行う 際にも 電子カルテ利用の遵守事

項を周知し ている 。  

CC.. 現現状状へへのの対対応応  
・ 情報通信技術の安定でかつ有効な運用を継続する 。 倫理的な利用についても 継続的に教

育を実施する 。  

・ 情報通信技術の利用が拡大し ており 、 医学部と し て教育プロ グラ ムの運営が円滑にでき

る イ ンフラ 整備を計画的に行う 。  

DD.. 改改善善にに向向けけたた計計画画  
・ 情報通信技術の基盤を整え、 時代や医学教育環境の変化に応じ て、 適切な環境を整備す

る 。  

・ イ ンフ ラ 整備、 PC端末整備などの予算措置について全学およ び医学部において必要な整

備を検討する 。  
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関 連 資 料/
105 シラ バス _ 医学科授業要項（ 2023 年度）  

137 遠隔授業支援シス テム F. MOCE 

138 臨床教育支援シス テム F. CESS 

202 診療参加型臨床実習Ⅰ要項（ 2022 年度）  

206 医学画像学修シス テム F. MI LS 

214 リ モート アク セス について _ 福井大学附属図書館【 HP】  

539 FD 研修一覧_ 教育関連以外 

628 福井大学キャ ンパス 無線 LANサービ ス 学生利用要項 

629 全学生対象情報セキュ リ ティ 研修 

630 福井大学松岡キャ ンパス 情報シス テム運用管理要項 

631 福井大学医学部附属病院医療情報シス テム運用管理要項 

BB  66..33..22  インターネットやその他の電子媒体へのアクセスを確保しなければならない。

AA..  基基本本的的水水準準にに関関すするる情情報報  

・ 学外（ イ ンタ ーネッ ト やメ ール） や学内のネッ ト ワ ーク （ 学修支援シス テム や電子カル

テ） へのアク セス 管理は、 福井大学総合情報基盤センタ ーが全ての学生およ び教職員に

与える ユーザ識別コ ード （ 統一認証 I D） によ って行われ、 全ての教育資源はこ の統一認

証 I Dと 連携する こ と によ り 利用でき る 。（ 資料 604）  

・ 学内ネッ ト ワ ーク において、 キャ ンパス 内の教育・ 学修施設に学生専用の無線 LAN 環境

（ UF st udent ） を整備し 、 常時アク セス を可能と し ている 。（ 資料 136）  

・ 講義棟情報演習室に 130 台の端末、 図書館には 11 台の端末と ６ 台の貸出端末、 病棟に接

し たス キルラ ボには、 電子カルテと F. CESS が同時に動作する 60 台の端末を設置し てい

る 。（ 資料 132）  

・ セキュ リ ティ レ ベルは「 研究・ 教育系」 と 「 病院系」 のネッ ト ワ ーク 領域に区分さ れ、

電子カルテおよ び F. CESS へのアク セス は、病院系にある ス キルラ ボでのみ可能にし てい

る 。（ 資料 224）

・ 情報シス テムについては、「 福井大学情報シス テム運用基本規則」 およ び「 福井大学情報

シス テム実施基本規程」 によ り 、 管理運営部局と し て総合情報基盤センタ ーを設置し 、

運用・ 管理については全学情報セキュ リ ティ 委員会や部局情報セキュ リ ティ 管理員会が

行う こ と を定めている 。（ 資料 632）（ 資料 633）  

・ 総合情報基盤センタ ーのホームページにおいて、 学内ネッ ト ワ ーク 利用についてサービ

ス 内容を明示し 、 統一認証 I D、 ネッ ト ワ ーク 、 メ ール、 ク ラ ウ ド サービ ス 、 フ ァ イ ル授

受サーバ、 端末室･演習室・ プリ ンタ 、 Googl e Workspace など について説明し ている 。 ま

たセキュ リ ティ 情報と し て、 メ ールや USBメ モリ についての注意点、 標的型攻撃やウ イ

ルス への注意喚起、 I D・ パス ワ ード 管理、 ソ フト ウ エアラ イ センス 利用など について情

報提供し ている 。（ 資料 634）
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・ 国立情報学研究所（ NI I ） が運用する 学術認証フェ デレ ーショ ン（ 学認） に参加し ており 、

学認に参加し ている 学外の電子書籍（ 丸善電子書籍など ） やデータ ベース サービ ス を、

学内外から アク セス し 利用でき る 。（ 資料 214）  

BB..  基基本本的的水水準準にに関関すするる現現状状分分析析とと自自己己評評価価  
・ 総合情報基盤センタ ー統一認証I Dのも と 全ての学生およ び教職員はネッ ト ワ ーク シス テ

ムを利用する こ と ができ る 。  

・ 医学図書館を含めた全学において統一認証 I Dや学認（ NI I ） を利用し 、 最新の教育コ ン

テンツ を利用する こ と ができ る 。  

・ 無線 LANは、 講義棟、 医学図書館、 研究棟、 附属病院など教育・ 学修施設に設置さ れて

おり 、 学生が学内・ 外の様々な教育資源に接続する こ と ができ る 。  

CC.. 現現状状へへのの対対応応  
・ 2022～23 年度において総合情報基盤センタ ーによ る 情報基盤の全面的な更新を行う 予定

であり 、 講義棟における 無線 LAN のアク セス ポイ ント の増強によ り 、 よ り 良いネッ ト ワ

ーク 環境を構築する 。  

DD.. 改改善善にに向向けけたた計計画画  
・ 安定し たネッ ト ワ ーク 環境の維持を行いつつ、 I CT技術の変化に対応し ていく 。  

関 連 資 料/
132 講義室等一覧 

136 学生無線 LANサービ ス 【 HP】  

214 リ モート アク セス について _ 福井大学附属図書館【 HP】  

224 附属病院７ 階ス キルラ ボ室 

604 福井大学総合情報基盤センタ ー資料 

632 国立大学法人福井大学情報シス テム運用基本規則 

633 国立大学法人福井大学情報シス テム実施基本規程 

634 福井大学総合情報基盤センタ ー【 HP】  

教員および学生が以下の事項についての既存の ICT や新しく改良された ICT を使えるようにすべき

である。

QQ  66..33..11  自己学習

AA..  質質的的向向上上ののたためめのの水水準準にに関関すするる情情報報  
〈 遠隔授業支援シス テム F. MOCE〉

・ コ ロ ナ禍に際し 、2020 年度よ り 医学部は独自に Googl e Workspace を I CT教育基盤と し た

F. MOCE を開発し 、 それ以降、 LMS と し て全学年で利用し ている 。（ 資料 137）  
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・ F. MOCE には事前に講義資料をアッ プロ ード し 、 講義後には授業動画の配信と 授業毎に用

意する ミ ニッ ツペーパー（ 小テス ト やミ ニレ ポート と し て利用） を提出する こ と で、 事

前・ 事後学修の機能を果たし ている 。（ 資料 137）  

・ F. MOCE は対面授業再開後も 継続し て活用し 、対面授業を同時録画し て F. MOCE によ り オン

デマンド 配信し ている 。 こ れによ り 学生は、 授業後にも 動画を視聴する こ と によ り 復習

する こ と ができ る 。（ 資料 137）  

・ F. MOCE は、ほぼ全ての科目で利用し 、学生は 24 時間いつでも 学内外を問わず自己学修が

でき る 。（ 資料 137）  

〈 臨床教育支援シス テム F. CESS〉  

・ 学生は、 臨床教育支援シス テムと し て開発し た F. CESS の、 電子カルテと 連携し た学生用

カルテへの記載、 各診療科で過去に記載し た学生用カルテの振り 返り 、 経験医行為や経

験疾患の記録によ る 振り 返り 、 各診療科での教員と のオンラ イ ンコ ミ ュ ニケーショ ンの

振り 返り 、 ポート フ ォ リ オによ る 振り 返り など 、 学生個人レ ベルでの実習 PDCAができ る

機能によ り 、 各診療科での実習中ま たは実習後の自己学修が可能である 。（ 資料 138）  

・ 教員は、 F. CESS の学生と のオンラ イ ンコ ミ ュ ニケーショ ン機能において、 学生のカルテ

記載内容を確認し 、 コ メ ント を返すと と も に、 質問や課題を学生に提示し てそれに対す

る 解答を学修さ せて F. CESS 上で回答さ せる など 、双方向機能を活用し て学生の自己学修

を促進する こ と ができ る 。（ 資料 138）  

〈 医学画像学修シス テム F. MI LS〉  

・ 医学画像教育の充実を目的に、 F. MI LS を 12 年間運用し ている 。 F. MI LS では、 １ 万以上

の病理画像や放射線画像を蓄積し 、画像解剖演習や組織病理実習に利用し ている 。ま た、

コ ロ ナ禍での医学画像教育の質の低下を防ぐ ため、 F. MI LS に蓄積し た医学画像症例を学

外から 参照でき る 仕組みと し て RCR（ Remot e Cl ass Room） を実現し た。（ 資料 206）  

BB..  質質的的向向上上ののたためめのの水水準準にに関関すするる現現状状分分析析とと自自己己評評価価  
・ I CTを用いて自己学修を行う ための学修環境の整備と 安定運用が実現でき ている 。  

・ F. CESS は医学部独自に開発し た臨床教育支援シス テムであり 、 診療参加型臨床実習に必

要な機能を備え、 学生のカルテ記載や各診療科での実習振り 返り など の学生自身の実習

PDCAを動かせる 機能によ り 、 実習の自己学修ができ る シス テムと し ている 。  

・ F. MOCE は医学部独自に開発し た学修シス テムであり 、 コ ロ ナ禍においては完全遠隔授業

実施を実現し た。 現在は授業資料の公開、 授業動画の公開、 ミ ニッ ツ ペーパーによ り 学

修支援、 出欠管理のみなら ず、 復習用コ ンテンツと し てのリ メ ディ アル用途や先進的授

業内容の補完など と し ても 学内外を問わず 24 時間利用可能なシス テムと し ている 。  

・ F. MI LS は医学部独自に開発し た画像学修シス テムであり 、 主に顕微鏡画像と 放射線画像

を中心に他に類を見ない数のコ ンテンツを有し 、 授業時間外においても 学修を行う こ と

ができ る シス テムと し ている 。

CC.. 現現状状へへのの対対応応  
・ 現在の I CTシス テムを継続し て運用し 、 自学自修を推進する 。
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・ F. CESS、 F. MOCE、 F. MI LS に対する 学生のフ ィ ード バッ ク 等によ り 、 必要に応じ て機能の

改善を図っていく 。

DD.. 改改善善にに向向けけたた計計画画  
・ I CTを用いた学修環境がよ り 安定し て利用でき る よ う I CT環境の整備に努める 。  

・ F. CESS、 F. MOCE、 F. MI LS のアク セス ロ グなど 、 利用状況や利用内容について蓄積さ れた

データ を教学 I Rデータ と し て分析し 、その結果を教育成果と し て今後の医学教育の改善

に活用し ていく 。  

関 連 資 料/
137 遠隔授業支援シス テム F. MOCE 

138 臨床教育支援シス テム F. CESS 

206 医学画像学修シス テム F. MI LS 

教員および学生が以下の事項についての既存の ICT や新しく改良された ICT を使えるようにすべき

である。

QQ  66..33..22  情報の入手

AA..  質質的的向向上上ののたためめのの水水準準にに関関すするる情情報報  
・ 教員およ び学生は学内ネッ ト ワ ーク を利用可能であり 、学内に整備し ている 学生用端末、

無線 LANに接続し た個人 PC、 タ ブレ ッ ト 、 ス マート フォ ンなど の情報端末、 電子カルテ

用の端末によ り 情報の入手が可能である 。（ 資料 604）  

・ 学内ネッ ト ワ ーク を用いて F. MOCE、  F. CESS、  F. MI LS と し て本学独自に開発し たシス テ

ムを利用し て、 教育コ ンテンツ 、 電子カルテ、 医学画像コ ンテンツ などの情報の入手が

可能である 。（ 資料 137）（ 資料 138）（ 資料 206）  

・ 医学図書館では、電子ジャ ーナル（ Sci enceDi r ect、Spr i ngerLi nk、Wi l ey Onl i ne Journal 、

New Engl and Journal  of  Medi ci ne など ） や電子ブッ ク （ Sci enceDi r ect  eBooks、 Maruzen 

eBook Li br ar y）、 データ ベース （ 医中誌 Web、 Vi si bl e Body、 UpToDat e Anywher e） など

学認（ NI I ） を介し て学内・ 外から のアク セス を可能と し ている 。 図書館蔵書検索や図書

貸借依頼など 図書館 Web サービ ス は、総合情報基盤センタ ーの統一認証 I Dと 連携し てい

る ため、 学生各自の I Dで利用でき る 。（ 資料 214）  

BB..  質質的的向向上上ののたためめのの水水準準にに関関すするる現現状状分分析析とと自自己己評評価価  
・ 学内ネッ ト ワ ーク 利用によ り 無線およ び有線 LANに接続し た学生個人端末、タ ブレ ッ ト 、

ス マート フ ォ ンや、 200 台の学生用端末、 電子カルテ端末から 安全・ 高速にイ ンタ ーネ

ッ ト 接続でき 、 多く の教育資源にアク セス でき る 環境を整備・ 運用し ている 。  

・ 学外においても F. MOCEなど の本学教育コ ン テンツ に接続し 、 情報の利用が可能である 。 
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CC.. 現現状状へへのの対対応応  
・ 現在の I CT環境を維持し 、 教育シス テムの安定し た運用を継続する 。

DD.. 改改善善にに向向けけたた計計画画  
・ 全学およ び医学部において情報への十分なアク セス 環境を維持する 。  

関 連 資 料/
137 遠隔授業支援シス テム F. MOCE 

138 臨床教育支援シス テム F. CESS 

206 医学画像学修シス テム F. MI LS 

214 リ モート アク セス について _ 福井大学附属図書館【 HP】  

604 福井大学総合情報基盤センタ ー資料 

教員および学生が以下の事項についての既存の ICT や新しく改良された ICT を使えるようにすべき

である。

QQ  66..33..33  患者管理

AA..  質質的的向向上上ののたためめのの水水準準にに関関すするる情情報報  
・ 附属病院では、 共用試験（ CBT、 Pre-CC OSCE） に合格し た学生に対し 、 臨床実習上で必

要な患者データ のみに限定し 、電子カルテ内の全ての情報への参照権限を付与し ている 。

（ 資料 138）  

・ 学生には、 電子カルテ内の全ての情報への参照権限を付与し ている が、 書き 換え更新権

限を付与し ていない。 学生によ る カルテ記載は、 臨床教育支援シス テム F. CESS 上の「 学

生カルテ画面」 を用いて行い、 直接電子カルテへの記載は行わない。（ 資料 138）  

・ F. CESS は、 附属病院の電子カルテと 連動し 、 患者情報に合わせてリ アルタ イ ムに更新す

る こ と で診療情報を学生と 共有する こ と によ り 、 学生は担当患者の診療を学生用カルテ

に記載する こ と ができ る 。（ 資料 138）  

・ 臨床実習学生には、 病棟に F. CESS にアク セス でき る ス キルラ ボ室を整備し 、 カルテ参照

可能な臨床実習専用端末 60 台を設置し ている 。 ス キルラ ボ室は、 学生証（ 附属病院内施

設入室可能と する セキュ リ ティ 登録を行う ） で開錠でき る ため、 365 日 24 時間利用可能

と し ている 。 ス キルラ ボ室には、 監視カメ ラ を設置し ており 、 専用端末では USB使用不

可設定を行い、 個人情報の印刷・ 持ち出し も 禁止し ている 。（ 資料 224）  

・ 学外の教育関連病院では、 それぞれの病院の医療情報シス テムを用いて、 臨床に直結す

る 実践的な内容で教育を実施し 、 各病院の方針に基づいた患者情報管理を行っている 。

（ 資料 202_ P5）（ 資料 222_ P135-136）

BB..  質質的的向向上上ののたためめのの水水準準にに関関すするる現現状状分分析析とと自自己己評評価価  
・ 教員およ び学生は、 F. CESS およ び電子カルテ等のシス テムによ り 、 I CTを用いた適切な

患者管理を実施し ている 。
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CC.. 現現状状へへのの対対応応  
・ 医療情報の安全管理に常に留意し 、 F. CESS 等 I CTを用いた患者管理を継続する 。  

DD.. 改改善善にに向向けけたた計計画画  
・ F. CESS 等 I CTによ る 患者管理や診療参加型臨床実習のさ ら なる 充実のため、 それぞれの

機能強化を図っていく 。  

関 連 資 料/
138 臨床教育支援シス テム F. CESS 

202 診療参加型臨床実習Ⅰ要項（ 2022 年度）  

222 診療参加型臨床実習Ⅱ要項（ 2022 年度）  

224 附属病院７ 階ス キルラ ボ室 

教員および学生が以下の事項についての既存の ICT や新しく改良された ICT を使えるようにすべき

である。

QQ  66..33..44  保健医療提供システムにおける業務

AA..  質質的的向向上上ののたためめのの水水準準にに関関すするる情情報報  
・ 学生は電子カルテが扱う 全ての情報の参照権限を有し ており 、 指導教員が必要と 認めた

保健医療情報や地域医療情報も 参照可能と し ている 。（ 資料 138）  

BB..  質質的的向向上上ののたためめのの水水準準にに関関すするる現現状状分分析析とと自自己己評評価価  
・ 学生には電子カルテ情報を全て開示し ており 、 保健医療提供シス テムにおける 業務に教

員と 同等に参照する こ と ができ る 。  

CC.. 現現状状へへのの対対応応  
・ 医療情報の安全管理に常に留意し 、 F. CESS 等 I CTを用いた保健医療提供シス テムにおけ

る 業務を継続する 。  

DD.. 改改善善にに向向けけたた計計画画  
・ 保健医療提供シス テムの更新・ 改変に合わせて、 診療参加型臨床実習における F. CESS 等

I CTの機能強化を図っていく 。  

関 連 資 料/
138 臨床教育支援シス テム F. CESS 
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QQ  66..33..55  担当患者のデータと医療情報システムを、学生が適切に利用できるようにすべきである。

AA..  質質的的向向上上ののたためめのの水水準準にに関関すするる情情報報

・ 学生は、 臨床実習で担当する 患者について、 附属病院の電子カルテ内の全ての情報への

参照権限を有し ている 。（ 資料 138）  

・ ただし 、学生は電子カルテの書き 換え更新権限を有し ていないため、カルテ記載は F. CESS

によ る 「 学生カルテ画面」 を用いて実施し ている 。（ 資料 138）  

・ 学生が臨床実習において、電子カルテおよ び F. CESS 等医療情報シス テムを適切に利用す

る ための、 個人情報保護等の I CTリ テラ シーに関する 措置は、 上記項目で述べたと おり

である 。（ 資料 138）  

BB..  質質的的向向上上ののたためめのの水水準準にに関関すするる現現状状分分析析とと自自己己評評価価  
・ 学生は、 担当患者のデータ と 医療情報シス テムを F. CESS によ り 利用する こ と ができ る 。 

・ 学生が臨床実習で診療情報を適切に扱う ための I CTリ テラ シー醸成に必要な教育を行っ

ている 。  

CC.. 現現状状へへのの対対応応  
・ 現状の環境を維持でき る よ う 、学生に電子カルテおよ び F. CESS の利用における セキュ リ

ティ 面、 個人情報保護面に関する 周知を継続的に徹底し ていく 。  

DD.. 改改善善にに向向けけたた計計画画  
・ 診療参加型臨床実習のさ ら なる 充実を目指し F. CESS 等 I CTの機能強化を図っていく 。  

関 連 資 料/
138 臨床教育支援シス テム F. CESS 
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66.. 44  医医学学研研究究とと 学学識識  

基基本本的的水水準準：：  
医学部は、  

 教育カリ キュ ラ ムの作成においては、 医学研究と 学識を利用し なければなら ない。

（ B 6. 4. 1）  

 医学研究と 教育が関連する よ う に育む方針を策定し 、 履行し なければなら ない。

（ B 6. 4. 2）  

 研究の施設・ 設備と 重要性を明示し なければなら ない。（ B 6. 4. 3）  

質質的的向向上上ののたためめのの水水準準：：  
医学部は、  

 以下の事項について医学研究と 教育と の相互関係を担保すべき である 。  

 現行の教育への反映（ Q 6. 4. 1）  

 学生が医学の研究開発に携わる こ と の奨励と 準備（ Q 6. 4. 2）  

注注  釈釈：：  
 [ 医学研究と 学識] は、 基礎医学、 臨床医学、 行動科学、 社会医学の学術研究を網羅す

る も のである 。 医学の学識と は、 高度な医学知識と 探究の学術的成果を意味する 。 カ

リ キュ ラ ムにおける 医学研究の部分は、 医学部内ま たはその提携機関における 研究活

動およ び指導者の学識や研究能力によ って担保さ れる 。  

 [ 現行の教育への反映] は、 科学的手法や EBM（ 科学的根拠に基づく 医学） の学修を促進

する （ B 2. 2 を参照） 。

BB  66..44..11  教育カリキュラムの作成においては、医学研究と学識を利用しなければならない。

AA..  基基本本的的水水準準にに関関すするる情情報報  
・ 医学部では様々な生命医科学研究や臨床研究が行われており 、 教育カリ キュ ラ ムの作成

において、 講義内容に関連し た研究を行っている 教員を科目担当と し て配置し 、 教育と

研究を関連づける よ う にし ている 。（ 資料 105）  

・ 科目担当者は生命医科学研究や臨床研究に従事し ており 、 教員の主たる 実務経験をシラ

バス に記載し 、 基礎医学系においては研究職、 臨床医学系においては臨床実務経験を有

する 教員が大多数である 。 教員は、 必ずエフ ォ ート と し て教育と 研究の両者に取り 組む

こ と と し ている 。 各教員の研究の実施内容等については「 福井大学研究者総覧」 に掲載

し ている 。（ 資料 105）（ 資料 517）（ 資料 519）  

・ 教育には、 医学系部門教員のみでなく 、 高エネルギー医学研究センタ ーおよ び子ども の

こ こ ろの発達研究センタ ーの教員も 参加し 、 それぞれの専門における 研究成果や学識に
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よ り 、 医学部の理念・ アウ ト カム・ コ ンピテンシーに基づく 教育に関与し ている 。（ 資料

105）  

・ １ 年次「 医学入門」 の講義では、「 リ サーチマッ チング」 と し て学内の医学研究を紹介す

る プロ グラ ムを実施し て医学研究へ誘う 機会を設けている 。（ 資料 105_ P77-78）  

・ ３ 年次には研究室に所属し て医学研究に触れる 科目である 「 研究室配属」 を設けてお

り 、 基礎医学、 臨床医学、 社会医学の各研究室や関連施設において配属先の研究室で

テーマを決めて研究を行う 機会を設けている 。（ 資料 105_ P299）  

BB..  基基本本的的水水準準にに関関すするる現現状状分分析析とと自自己己評評価価  
・ 教育カリ キュ ラ ムの作成において、 教員の医学研究と 学識を利用し ている 。  

・ カリ キュ ラ ムにおいて、 教員の医学研究に直接触れる 機会を設けている 。   

CC.. 現現状状へへのの対対応応  
・ 学生のアウ ト カム・ コ ンピ テンシーの達成・ 修得状況や学生から のフ ィ ード バッ ク に基

づき 、 医学研究のカリ キュ ラ ムへの利用状況を点検し 、 必要に応じ て改善を検討する 。  

・ 医学教育モデル・ コ ア・ カリ キュ ラ ム （ 令和４ 年度改訂版） に対応し て、 各科目の研究

についての内容をカリ キュ ラ ム委員会およ び担当教員によ り 調整し 更新する 。

DD.. 改改善善にに向向けけたた計計画画  
・ 医学・ 科学の進歩や医学教育の状況に応じ て、 科学的、 技術的、 臨床的進歩について内

容を更新し ていく こ と を検討し ていく 。  

関 連 資 料/
105 シラ バス _ 医学科授業要項（ 2023 年度）  

517 国立大学法人福井大学教育職員等のエフォ ート 管理に関する 規程 

519 福井大学研究者総覧【 HP】  

BB  66..44..22  医学研究と教育が関連するように育む方針を策定し、履行しなければならない。

AA..  基基本本的的水水準準にに関関すするる情情報報  
・ 医学部の理念・ アウ ト カム・ コ ンピ テンシーにおいて、 医学研究への涵養について定め

ている 。 アウ ト カム２ 「 医療人と し ての知識・ 技能」 において、 医学研究に関する 修得

能力と し てコ ンピ テンシー（ ６ ）「 科学的思考」 を設定し 、 科学的根拠に基づいた医療実

践のため、医学における 科学的研究の意義を理解し 、情報の収集と 評価のための論理的・

批判的思考ができ る 能力を定めている 。 さ ら に、 医学科の教育目標と 人材育成目標にお

いても 、 医療における 高度専門職業人と し ての医学研究者の育成について定めている 。

（ 資料 105_ P1-7）  

・ そのため、 カリ キュ ラ ムでは、 アウ ト カム・ コ ンピ テンシーに基づき 、 科学的思考・ 科

学的探究心を修得する ために必要な科目を低学年から 高学年に縦断的に配置し ている 。

特に、 科学的研究に関連する 一連の科目群については、 特色ある カリ キュ ラ ム の「 医科
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学研究研修」 と し て、「 数理・ データ サイ エンス 入門」「 医療統計学」「 研究室配属」、 ま

た学年を問わず中長期にわたって基礎医学の現場で研究に取り 組める 科目と し て「 アド

バンス ト 医科学研究コ ース Ⅰ・ Ⅱ」「 研究実践初級コ ース・ 上級コ ース 」 を設定し ている 。

（ 資料 105_ P8-18）  

・ ３ 年次の「 研究室配属」 では、 希望する 研究室に所属し て研究活動を行う 。 さ ら に、 研

究志向が強い学生に対し ては、 １ 〜４ 年次に継続し て研究に参加でき る 環境と し て、 選

択科目「 研究実践初級・ 上級コ ース 」 およ び「 アド バンス ト 医科学研究コ ース Ⅰ・ Ⅱ」

を設けている 。（ 資料 105_ P299-304）  

・ 研究に意欲のある 学生に対し て、 大学院医学系研究科への進学を促す目的で、 早期に大

学院博士課程科目を履修でき る ATMプロ グラ ム「 博士課程科目早期履修コ ース 」 を整備

し ている 。（ 資料 211）（ 資料 212）

BB..  基基本本的的水水準準にに関関すするる現現状状分分析析とと自自己己評評価価  
・ 研究涵養についてのアウ ト カム・ コ ンピテンシーを定め、 医学研究を教育に関連づける

カリ キュ ラ ムを実施し ている 。  

CC.. 現現状状へへのの対対応応  
・ 学生のアウ ト カム・ コ ンピ テンシー達成・ 修得状況や学生から のフ ィ ード バッ ク によ り 、

2024 年度に「 研究室配属」 の期間を延長する カリ キュ ラ ム改正を行う こ と を決定し 、 よ

り 充実し た科学的研究教育が可能と なる よ う にカリ キュ ラ ムを見直す。  

DD.. 改改善善にに向向けけたた計計画画  
・ 学生の学修成果の水準の把握と フ ィ ード バッ ク を定期的・ 継続的に実施し 、 プロ グラ ム

評価委員会等によ る 評価結果を も と に、 カリ キュ ラ ム委員会等およ び担当教員によ る 改

善を検討する 。

関 連 資 料/
105 シラ バス _ 医学科授業要項（ 2023 年度）  

211 福井大学大学院医学系研究科博士課程授業科目早期履修制度実施要項 

212 ATM（ Advanced Tr ai ni ng of  Medi co-r esear ch） プロ グラ ムポス タ ー 

BB  66..44..33  研究の施設・設備と重要性を明示しなければならない。

AA..  基基本本的的水水準準にに関関すするる情情報報  
・ 医学部の施設において、 教育施設・ 設備と 研究施設・ 設備はエリ アで明確に区分し てい

る 。（ 資料 110_ 巻頭）  

・ 医学部において研究活動は主要な実務の一つであり 、 教員は、 教育活動や診療活動など

と と も に研究活動について、エフォ ート と し て実務割合を必ず設定し なければなら ない。

そのため、 研究活動のための施設・ 設備の整備は医学部と し て極めて重要であり 、 医学

部予算において、 研究に関する 施設・ 設備の整備費を重点的に配分し ている 。（ 資料 127） 
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・ 生命科学分野での基礎・ 臨床研究を支える 全学的な支援組織「 ラ イ フ サイ エンス イ ノ ベ

ーショ ン機構」 において、 医学部が主体と なって「 ラ イ フサイ エンス イ ノ ベーショ ンセ

ンタ ー」 と 「 ラ イ フ サイ エンス 支援センタ ー」 を設置し 、 教員・ 研究者に加えて学生も

利用可能と し ている 。（ 資料 635）（ 資料 636）（ 資料 637）（ 資料 638）  

・ 「 ラ イ フサイ エンス イ ノ ベーショ ンセンタ ー」 は、「 ラ イ フ サイ エンス 分野が関連する 幅

広い分野の研究の高い水準での実施（ 先端的ラ イ フ サイ エンス 研究の遂行）」「 ラ イ フ サ

イ エンス を知る 複合的なバッ ク グラ ウ ンド を持つ人材の育成（ 大学院教育）」「 ラ イ フ サ

イ エンス の生物・ 理科教育への還元（ 社会貢献およ び地域での人材育成）」 をミ ッ ショ ン

と し ている 。 学生は、 研究室での研究や高校生生命医科学研究プロ グラ ム（ 高大連携活

動） でのアシス タ ント 等を通じ て、 センタ ーの活動に参画し ている 。（ 資料 639）  

・ 「 ラ イ フサイ エンス 支援センタ ー」 は、 生物資源部門、 バイ オ実験機器部門、 放射性同

位元素実験部門の３ 部門から なる 。 動物実験施設や研究機器など ハード 面だけでなく 、

技術職員等の支援と し て受託技術サービ ス 等のマン パワ ーを含めた研究支援体制によ り 、

生命科学の研究や教育を支援し ている 。 学生が研究に参加する 際には、 動物実験に関す

る 講習会や機器利用の説明やサポート など を行っている 。（ 資料 637）（ 資料 638）  

BB..  基基本本的的水水準準にに関関すするる現現状状分分析析とと自自己己評評価価  
・ 医学部において、 研究の施設･設備の重要性を認識し 、 予算・ 設備・ 人員など において恒

常的にサポート を行っている 。  

・ 2022 年度の医学部予算重点配分によ り 、 院生研究棟実験室の再配分やラ イ フ サイ エンス

支援センタ ーの改修を行った。 2019 年度から は概算要求事項と し て老朽化し た生物資源

部門動物実験施設の改修を行い、 研究環境の整備を進めた。  

・ 動物実験施設の改修によ る 動物実験環境の整備や、 利用者の意見を踏ま えた新たな受託

技術サービ ス や機器の導入は、 医学研究における 研究支援拡充につながっている 。  

CC.. 現現状状へへのの対対応応  
・ 医学部において研究の施設･設備の重要性を認識し た上で、新たな施設等の整備や更新に

ついて、 計画的な概算要求等の予算措置を行っていく 。  

DD.. 改改善善にに向向けけたた計計画画  
・ 研究のための施設・ 設備のさ ら なる 充実を進め、 学生が教育の機会で研究によ り 携わり

やすい環境を整備し ていく 。  

関 連 資 料/
110 学生便覧（ 2023 年度）  

127 医学部予算配分方針（ 案）（ 2023 年度）  

635 福井大学ラ イ フサイ エンス イ ノ ベーショ ン推進機構規程 

636 福井大学ラ イ フサイ エンス イ ノ ベーショ ンセンタ ー規程 

637 福井大学ラ イ フサイ エンス 支援センタ ー規程 

638 福井大学ラ イ フサイ エンス 支援センタ ー【 HP】  

第
６
領
域

領
域
６



251 

639 高校生が生命医科学に触れる ２ 日間“ Fukui  Medi cal  Hi gh School ”（ 2022 年度）  

以下の事項について医学研究と教育との相互関係を担保すべきである。

QQ  66..44..11  現行の教育への反映

AA..  質質的的向向上上ののたためめのの水水準準にに関関すするる情情報報  
・ アウ ト カム基盤型教育において、 医学研究に関し ては、 アウ ト カム２ 「 医療人と し ての

知識・ 技能」 にコ ンピ テンシー（ ６ ）「 科学的思考」 を設定し 、 科学的根拠に基づいた医

療実践のため、 医学における 科学的研究の意義を理解し 、 情報の収集と 評価のための論

理的・ 批判的思考ができ る 能力を定めている 。 それに基づき 、 カリ キュ ラ ムに科学的思

考・ 科学的探究心を修得する ために必要な科目を低学年から 高学年に縦断的に配置し て

いる 。（ 資料 105_ P4-18）  

・ 教員は、 全員が研究活動をエフ ォ ート と し て時間配分し ており 、 その上で自ら の研究に

近い分野の医学教育を担当し ている 。 ま た医学研究の先端的な分野については非常勤講

師の招聘を積極的に行っている 。（ 資料 517）  

・ 一部の科目はシラ バス の到達目標に、 アド バンス ト の内容と し て最新の研究情報を加え

ている 。（ 資料 105）  

BB..  質質的的向向上上ののたためめのの水水準準にに関関すするる現現状状分分析析とと自自己己評評価価  
・ アウ ト カム基盤型教育において、 医学研究への涵養をアウ ト カム・ コ ンピテンシーに定 

め、 その修得のための科目をカリ キュ ラ ムに反映し ている 。  

・ 教員が医学研究を実践し 、 その専門性を担当する 科目において反映し ている 。  

CC.. 現現状状へへのの対対応応

・ 学生のアウ ト カム・ コ ンピ テンシー達成・ 修得状況等を調査し 、 各科目における 医学研 

究と 教育の相互関係について改善を図っていく 。  

DD.. 改改善善にに向向けけたた計計画画  
・ 教育内部質保証体制において、 学生から のフィ ード バッ ク 等教学 I R データ に基づき 、 医 

学研究の教育への反映状況について点検・ 評価し 、 必要に応じ て改善を図っていく 。  

関 連 資 料/
105 シラ バス _ 医学科授業要項（ 2023 年度）  

517 国立大学法人福井大学教育職員等のエフォ ート 管理に関する 規程 
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以下の事項について医学研究と教育との相互関係を担保すべきである。

QQ  66..44..22  学生が医学の研究開発に携わることの奨励と準備

AA..  質質的的向向上上ののたためめのの水水準準にに関関すするる情情報報  
・ アウ ト カム・ コ ンピ テンシーにおいて、 コ ンピテンシー（ ６ ）「 科学的思考」 を定め、 特

色ある カリ キュ ラ ム「 医科学研究研修」 において、 学生が医学研究に接する 機会を設け

ている 。そこ では、科学的知識や医学知識を論文等から 修得する 英語力を身に付ける「 医

学英語」 や、 研究において必要な分析能力を身につける 「 医療統計学」 を必修と し て行

っている 。（ 資料 105_ P4-18）  

・ カリ キュ ラ ムにおいて、 学生が実際に研究に触れる 機会と し て３ 年次に「 研究室配属」

を実施し ている 。 さ ら に研究に意欲のある 学生に対し ては、 １ 〜４ 年次に継続し て研究

室での研究を行う 「 研究実践初級・ 上級コ ース 」「 アド バンス ト 医科学研究コ ース Ⅰ・ Ⅱ」

を選択科目と し て設けている 。（ 資料 105_ P4-18）  

・ 研究に意欲のある 学生に対し て、 大学院医学系研究科への進学を促す目的で、 早期に大

学院博士課程科目を履修でき る 「 博士課程科目早期履修コ ース 」（ ATMプロ グラ ム） を整

備し 、 履修を奨励し ている 。（ 資料 211）（ 資料 212）  

・ 医学部ホームページに各研究室の研究内容や研究業績を記載し 、 研究内容を具体的に知

る こ と ができ る よ う にし ている 。（ 資料 109）  

・ 研究室では、 実験アルバイ ト 等を通じ て、 研究に興味ある 学生に研究に接する 機会を提

供し ている 。（ 資料 640）  

・ 医学図書館において、「 研究室リ レ ー紹介」 と し て学生に向けた医学部の研究室で行って

いる 研究紹介を、 それぞれの研究室が展示し ている 。 2022 年 11 月には「 研究室リ レ ー

紹介総集編」 と 題し て過去３ 年間（ 21 研究室） の紹介ポス タ ーを再展示し 、 同時に各研

究室の教員が学生と 膝をつき あわせて討論する 「 研究ミ ニト ーク 」 を開催し 、 教員・ 研

究者と 直接触れ合う こ と によ り 個々の研究室の研究内容について深く 学ぶ機会を設けた。

（ 資料 641）  

BB..  質質的的向向上上ののたためめのの水水準準にに関関すするる現現状状分分析析とと自自己己評評価価  
・ コ ンピ テンシーにおいて「 科学的思考」 を定め、 そのための科目をカリ キュ ラ ムに設定

し 、 学生が医学研究に携わる 機会を設けている 。  

・ 学生が研究に携わる 際に参考と なる 研究情報や研究者と 触れ合う 機会を設けている 。  

CC.. 現現状状へへのの対対応応  
・ 特色ある カリ キュ ラ ムや ATMプロ グラ ムなど、 医学の研究開発に携わる こ と を奨励し 準

備する ための取り 組みを継続する 。  

DD.. 改改善善にに向向けけたた計計画画  
・ 教育内部質保証体制において、 学生から のフィ ード バッ ク 等教学 I R データ に基づき 、 医

学の研究開発への奨励と 準備について点検・ 評価し 、 必要に応じ て改善を図っていく 。  
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関 連 資 料/
105 シラ バス _ 医学科授業要項（ 2023 年度）  

109 医学部医学科_ 教育プロ グラ ム・ 講座一覧【 HP】  

211 福井大学大学院医学系研究科博士課程授業科目早期履修制度実施要項 

212 ATM（ Advanced Tr ai ni ng of  Medi co-r esear ch） プロ グラ ムポス タ ー 

640 学生アルバイ ト 募集（ 2022 年）  

641 医学図書館企画展示『 研究室リ レ ー紹介』  – 福井大学附属図書館（ 2019 年～）  
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66.. 55  教教育育専専門門家家  

基基本本的的水水準準：：  
医学部は、  

 必要な時に教育専門家へアク セス でき なければなら ない。（ B 6. 5. 1）  

 以下の事項について、 教育専門家の利用についての方針を策定し 、 履行し なければな

ら ない。  

 カリ キュ ラ ム開発（ B 6. 5. 2）  

 教育技法およ び評価方法の開発（ B 6. 5. 3）  

質質的的向向上上ののたためめのの水水準準：：  
医学部は、  

 教職員の教育能力向上において学内外の教育専門家が実際に活用さ れている こ と を示

すべき である 。（ Q 6. 5. 1）  

 教育評価や医学教育分野の研究における 最新の専門知識に注意を払う べき である 。

（ Q 6. 5. 2）  

 教職員は教育に関する 研究を遂行すべき である 。（ Q 6. 5. 3）  

注注  釈釈：：  
 [ 教育専門家] と は、 医学教育の導入、 実践、 問題に取り 組み、 医学教育の研究経験の

ある 医師、 教育心理学者、 社会学者を含む。 こ のよ う な専門家は医学部内の教育開発

ユニッ ト や教育機関で教育に関心と 経験のある 教員チームや、 他の国内外の機関から

提供さ れる 。  

 [ 医学教育分野の研究] では、 医学教育の理論的、 実践的、 社会的問題を探究する 。

BB  66..55..11  必要な時に教育専門家へアクセスできなければならない。

AA..  基基本本的的水水準準にに関関すするる情情報報  
・ 医学部教育の中核機関と し て、教育支援センタ ーを設置し ている 。教育支援センタ ーは、

医学部の教育内部質保証の中心的役割を担う と と も に、 医学部の教育マネジメ ント の全

体を統括し ている 。（ 資料 141）  

・ 教育支援センタ ーには、 センタ ー長（ 教育担当副学部長） の他に、 専任教員と 兼任教員

が所属し ている 。専任教員には、医学教育に学識のある 臨床医学系教員を配置し ている 。

兼任教員には、 基礎医学系、 臨床医学系およ び共通教育を担当する 教員を配置し 、 加え

て看護学科教員と 情報通信技術担当教員を含めている 。（ 資料 236）  

・ 専任教員と 一部の兼任教員は、 日本医学教育学会に所属し ている 。 さ ら に、 医学教育や

大学教育に係る 組織・ 機構等に関与し ている 。（ 資料 642）  
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・ 全ての専任・ 兼任教員は、 医学教育共同利用拠点・ 岐阜大学医学教育開発センタ ーの「 医

学教育ユニッ ト の会」 に登録し ている 。（ 資料 643）  

・ 専任教員は、 医学部の教育専門家と し て、 医学教育に学識の高い兼任教員と と も に、 医

学部の教育マネジメ ント における 必要時に常に対応でき る よ う にし ている 。（ 資料 236）  

・ 特に専任教員は、 教育支援センタ ーが主催する 各種会議（ 定例ミ ーティ ングや教育主任

会等） の主要構成員と し ての他に、 教育関連委員会のオブザーバー、 共用試験・ Post -CC 

OSCE や卒業時学科試験、 国試サポート など の医学部教育活動に係る 教員チームやワ ーキ

ンググループの主要構成員と し ての業務を担っている 。（ 資料 644）  

BB..  基基本本的的水水準準にに関関すするる現現状状分分析析とと自自己己評評価価  
・ 教育支援センタ ーに専任およ び兼任教員が所属し 、 特に専任教員が、 医学教育の専門家

と し て兼任教員と と も に医学部教育における 立案・ 実施に関与する こ と によ り 、 必要時

にアク セス でき る よ う にし ている 。

CC.. 現現状状へへのの対対応応  
・ 教育支援センタ ーを中心と し た体制を維持し 、 教育に係る 課題解決等の必要時に常時ア

ク セス でき る 体制を確保し ていく 。  

DD.. 改改善善にに向向けけたた計計画画  
・ 教育支援センタ ーの活動状況等を点検し 、 専任教員・ 兼任教員の役割や人選など 、 必要

に応じ て改善を図っていく 。  

関 連 資 料/
141 福井大学医学部附属教育支援センタ ー規程 

236 福井大学医学部附属教育支援センタ ー委員名簿（ 2023 年度）  

642 医学教育学会会員・ 教育組織関連教員一覧 

643 医学教育ユニッ ト の会（ 2023 年度）  

644 専任教員所属委員会等一覧（ 2023 年度）  

以下の事項について、教育専門家の利用についての方針を策定し、履行しなければならない。

BB  66..55..22  カリキュラム開発

AA..  基基本本的的水水準準にに関関すするる情情報報  
・ 教育支援センタ ーの主要な業務である 教育内部質保証の一環と し て、 定例ミ ーティ ング

と プロ グラ ム評価委員会においてカリ キュ ラ ムの点検と 評価を行っている 。 そこ で抽出

し た改善点等をカリ キュ ラ ム委員会に提示し 、カリ キュ ラ ム委員会が改善を図っている 。

カリ キュ ラ ム開発は、教育支援センタ ーと カリ キュ ラ ム委員会によ る 教学 PDCAサイ ク ル

を実働する こ と で、 有機的に実施し ている 。（ 資料 122）  
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・ 教育支援センタ ーの専任教員と 兼任教員は、 定例ミ ーティ ング等において、 カリ キュ ラ

ムの点検と 課題の解決から 、 新たなカリ キュ ラ ム開発に資する 立案を主導し ている 。 例

えば、医学教育モデル・ コ ア・ カリ キュ ラ ムの改訂や、臨床実習改革、共用試験・ Post -CC 

OSCE などの医学教育施策の改変に対し て、 カリ キュ ラ ム改訂案や新カリ キュ ラ ム作成案

を検討し 、 カリ キュ ラ ムの最適化を主導する 役割を果たし ている 。（ 資料 145）  

・ 教育支援センタ ーに I R部門を設置し 、 学生の成績や各種アンケート 結果など の教学 I R

データ を収集・ 分析し 、 教学 PDCAにおける カリ キュ ラ ムの点検・ 評価と 、 カリ キュ ラ ム

改訂・ 開発に資する 根拠と し て活用し ている 。（ 資料 234）  

・ 教育支援センタ ーは、 兼任教員に情報通信技術担当の教員と 職員を配属し 、 F. CESS、

F. MOCE など の独自に開発し た教育 I CTの運用と 継続開発によ り 、 カリ キュ ラ ム開発と し

ての教育活動の DX化を図っている 。（ 資料 236）  

BB..  基基本本的的水水準準にに関関すするる現現状状分分析析とと自自己己評評価価  
・ 教育支援センタ ーが、 教学 PDCAサイ ク ルの中核機関と し て、 カリ キュ ラ ムの点検・ 評価

と と も に開発において主要な役割を担っている 。  

・ 教育支援センタ ーの専任・ 兼任教員が、 カリ キュ ラ ムを開発する 上で、 主導的な役割を

果たし ている 。  

CC.. 現現状状へへのの対対応応  
・ 教育支援センタ ーを中心と し て、 教学 I R データ に基づき 、 カリ キュ ラ ム委員会と 連携し

たカリ キュ ラ ム開発を継続し て行っていく 。  

DD.. 改改善善にに向向けけたた計計画画  
・ 教育支援センタ ーを中心と し た教学 PDCAサイ ク ルにおける カリ キュ ラ ム開発の状況を

把握し 、 問題点があれば必要に応じ て改善を図っていく 。  

関 連 資 料/
122 医学部教育マネジメ ント ・ 教育内部質保証体制 

145 定例ミ ーティ ング議題一覧（ 2015 年度～）  

234 福井大学医学部附属教育支援センタ ー医学部教育 I R 部門要項 

236 福井大学医学部附属教育支援センタ ー委員名簿（ 2023 年度）  

以下の事項について、教育専門家の利用についての方針を策定し、履行しなければならない。

BB  66..55..33  教育技法および評価方法の開発

AA..  基基本本的的水水準準にに関関すするる情情報報  
・ 教育支援センタ ーでは、 教育内部質保証の一環と し て、 全学で実施する 「 教育課程の自

己点検・ 評価」 における 「 モニタ リ ング」 と 「 プロ グラ ム・ レ ビュ ー」 において、 教育
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技法と 評価方法の点検・ 評価を定期的に行い、 課題がある 場合は、 教学 PDCAサイ ク ルに

おいて改善を図っている 。（ 資料 645）（ 資料 646）（ 資料 647）（ 資料 648）  

・ アク ティ ブ・ ラ ーニングや PBL テュ ート リ アルなど 、 科目によ って必要な新たな教育技

法については、 教育支援センタ ーの定例ミ ーティ ングで手法を検討し 、 各科目担当教員

によ り 実施する など の方策を行っている 。（ 資料 145）  

・ アウ ト カム基盤型教育に基づき 、 教育支援センタ ーにおいて「 アセス メ ント ・ ポリ シー」

を策定し 、 各アウ ト カムと コ ンピ テンシーを評価する ための方法を明示し ている 。（ 資料

105_ P22）  

・ 評価方法については、 教育支援センタ ーの I R 部門において、 各科目の成績分布を教学

I R データ と し て分析し 、 必要に応じ て科目担当教員に適切な評価方法への改善を提案す

る など を行っている 。（ 資料 203）  

・ 臨床実習については、 教育支援センタ ーの独自の I CTである F. CESS を用いて、 学生カル

テ記載を通じ た学生と 指導医のオンラ イ ン・ コ ミ ュ ニケーショ ンによ る 指導や、 経験手

技・ 経験疾患の記録などによ る 振り 返り 、 ルーブリ ッ ク 形式での学生実習評価、 学生に

よ る 診療科評価など を一つのオンラ イ ンシス テムに一元化する こ と で、 診療参加型をよ

り 実感でき る 実習の技法と 評価方法を開発・ 実践し ている 。（ 資料 138）  

・ 卒業時学科試験について、「 知識」 に関する アウ ト カム評価と し ての位置付けを明確にす

る と と も に、 医師国家試験対策と し ての改善を図る こ と を目的に、 その方法について教

育支援センタ ーで検討し 、 ３ 回の試験を実施する 方法に変更し た。 こ れによ り 、 学生の

成績が向上し 、 医師国家試験の合格率も 向上し た。（ 資料 145）  

・ 教育支援センタ ーにおいて、コ ロ ナ禍対策と し て独自の遠隔授業支援シス テム F. MOCE を

産学連携によ り 開発し 、 対面授業再開後も LMS ツールと し て活用し ている 。 さ ら に、

F. MOCEでは、教員評価アンケート や科目評価アンケート などの各種アンケート を実施し 、

教育評価のための教学 I R データ 収集ツールと し ても 活用し ている 。（ 資料 137）  

BB..  基基本本的的水水準準にに関関すするる現現状状分分析析とと自自己己評評価価  
・ 教育支援センタ ーが中心と なり 教育技法や評価方法の開発を行っている 。  

CC.. 現現状状へへのの対対応応  
・ 今後も 教育支援センタ ーが中心と なり 教育技法や評価方法の開発を継続し ていく 。  

・ 教育技法や評価方法の開発の際には、 アウ ト カム・ コ ンピテンシーの達成・ 修得状況等

の教学 I Rデータ に基づき 、適切な方法について、教育支援センタ ーを中心に検討し ていく 。

DD.. 改改善善にに向向けけたた計計画画  
・ 教育支援センタ ーにおいて、医学教育モデル・ コ ア・ カリ キュ ラ ムや医学教育学会など 、

医学教育関係機関が推奨する 教育技法・ 評価方法について検討し 、 必要に応じ て改善を

図っていく 。  

関 連 資 料/
105 シラ バス _ 医学科授業要項（ 2023 年度）  
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137 遠隔授業支援シス テム F. MOCE 

138 臨床教育支援シス テム F. CESS 

145 定例ミ ーティ ング議題一覧（ 2015 年度～）  

203 福井大学医学部附属教育支援センタ ーI R部門報告書（ 2018 年度）  

645 自己点検・ 評価シート （ 教育課程 レ ビュ ー）（ 2021 年度）  

646 医学部 教育に係る 自己点検・ 評価（ モニタ リ ング） 実施結果（ 2022 年度）  

647 教育支援センタ ー運営委員会議事要旨_ プロ グラ ム・ レ ビュ ー（ 2021 年度）  

648 教育支援センタ ー運営委員会議事要旨_ モニタ リ ング（ 2022 年度）  

QQ  66..55..11  教職員の教育能力向上において学内外の教育専門家が実際に活用されていることを示

すべきである。

AA..  質質的的向向上上ののたためめのの水水準準にに関関すするる情情報報  
・ 教育支援センタ ーが主体と なり 、 教職員の教育能力向上を目的と し た FD・ SDを実施し て

いる 。（ 資料 538）  

・ 教育支援センタ ーの FD・ SDは、 教育支援センタ ーが立案し 、 教育委員会、 医学部教授会

での報告を経て開催し ている 。  

・ 全学の高等教育推進センタ ーが主催する 、 教職員の能力向上を目的と し た全学 FD・ SDへ

の医学部教職員の参加を促し ている 。（ 資料 538）  

・ 教育支援センタ ー主催の FD・ SDの講師は、 教育支援センタ ーの教員の他、 学外の教育専

門家も 招聘し ている 。全学の FD・ SDについても 、学外の教育専門家が講師を務めている 。

（ 資料 649）  

・ 学外の非常勤講師や臨床教授等に対し ては、 FD・ SDを録画し た動画を配信し 、 視聴する

よ う に周知し ている 。（ 資料 115）  

・ コ ロ ナ禍では、独自に開発し た遠隔授業支援シス テム F. MOCE の利用方法についての FD・

SDを毎年度開催し た。（ 資料 650）  

BB..  質質的的向向上上ののたためめのの水水準準にに関関すするる現現状状分分析析とと自自己己評評価価  
・ 教育支援センタ ーおよ び全学主催の FD・ SDによ り 、 学内外の教育専門家を活用し て、 教

職員の教育能力向上に努めている 。  

CC.. 現現状状へへのの対対応応  
・ 教育支援センタ ーおよ び全学主催の FD・ SDを定期的に開催し 、 学内外の教育専門家を招

聘し て、 教職員の能力向上を継続し て図っている 。  

・ FD・ SDの対面と リ アルタ イ ム配信の同時開催やオンデマンド 配信などによ り 、 教職員が

FD・ SDをよ り 受講し やすい方策を検討し ていく 。  
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DD.. 改改善善にに向向けけたた計計画画  
・ 定期開催だけでなく 、 文部科学省等が定める 大学教育改革の方針や医学教育施策の改訂

等への対応などの必要に応じ て FD・ SDを開催し 、 学内外の教育専門家を活用し た教職員

の教育能力の向上を図っていく 。

関 連 資 料/
115 医学部 FD・ SD非常勤講師等への案内（ 2022 年度）  

538 FD 研修一覧_ 教育関連 

649 医学部 FD・ SDポス タ ー_ 医師国家試験対策（ 2022 年度）  

650 医学部 FD開催通知_ 令和３ 年度授業実施に関する 説明会（ 2021 年度）  

QQ  66..55..22  教育評価や医学教育分野の研究における最新の専門知識に注意を払うべきである。

AA..  質質的的向向上上ののたためめのの水水準準にに関関すするる情情報報  
・ 教育支援センタ ーの専任教員と 一部の兼任教員は、 日本医学教育学会に所属し 、 毎年の

学術大会に参加し ている 。（ 資料 642）（ 資料 651）  

・ 教育支援センタ ーの全ての専任・ 兼任教員は、 医学教育共同利用拠点・ 岐阜大学医学教

育開発センタ ーの「 医学教育ユニッ ト の会」 に登録し 、 ユニッ ト の会メ ーリ ングリ ス ト

を通じ て、 最新の医学教育に関する 知識を得ている 。（ 資料 643）  

・ 文部科学省主催「 医学・ 歯学教育指導者のためのワ ーク ショ ッ プ」 およ び医学教育振興

財団主催「 医学教育指導者フ ォ ーラ ム」 に、 教育支援センタ ーの専任・ 兼任教員等が毎

年度出席し 、 教育評価や医学教育に関する 最新の情報を得ている 。（ 資料 652）  

BB..  質質的的向向上上ののたためめのの水水準準にに関関すするる現現状状分分析析とと自自己己評評価価  
・ 教育支援センタ ーの教員を中心と し て、 日本医学教育学会等への参加を通し て、 教育評

価や医学教育分野の研究における 最新の専門知識の収集に努めている 。  

CC.. 現現状状へへのの対対応応  
・ 教育支援センタ ーの教員が、 日本医学教育学会等によ り 得た教育評価や医学教育に関す

る 最新の専門知識や情報を、 教育関連委員会や FD・ SDによ り 、 広く 教職員に周知し てい

く 。  

DD.. 改改善善にに向向けけたた計計画画  
・ 学会や文科省等が主催する 教育評価や医学教育に関する セミ ナー等に、 よ り 多く の教員

が参加する よ う な体制や方法を検討し ていく 。  

関 連 資 料/
642 医学教育学会会員・ 教育組織関連教員一覧 

643 医学教育ユニッ ト の会（ 2023 年度）  

651 日本医学教育学会発表資料（ 2019 年度）  
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652 医学・ 歯学教育指導者のためのワ ーク ショ ッ プ【 医学】 _ グループ別名簿（ 2022 年度） 

QQ  66..55..33  教職員は教育に関する研究を遂行すべきである。

AA..  質質的的向向上上ののたためめのの水水準準にに関関すするる情情報報  
・ 教育支援センタ ーの教員が、 医学教育に関する 研究を実施し 、 日本医学教育学会等で発

表し ている 。（ 資料 651）  

・ 特に、 F. CESS や F. MOCE、 F. MI LS など の独自に開発し た教育 I CTに関する テーマで、 学

会や学会誌等で発表し ている 。（ 資料 651）  

・ 教育支援センタ ーの教員が、 医学教育関係の研究テーマで科学研究費（ 小区分： 医療管

理学およ び医療系社会学関連） を取得し 、 関連する 学会で成果を発表し ている 。（ 資料

653）  

BB..  質質的的向向上上ののたためめのの水水準準にに関関すするる現現状状分分析析とと自自己己評評価価  
・ 教育支援センタ ーの教員が中心と なって、 医学教育に関する テーマで研究を行い、 学会

等で発表し ている 。  

CC.. 現現状状へへのの対対応応  
・ 教育支援センタ ーを中心と し て、 教育をテーマと し た研究の科学研究費取得や関連する

学会等での発表を奨励し ていく 。  

DD.. 改改善善にに向向けけたた計計画画  
・ 教育をテーマと し た研究の成果を、 ホームページ等で公表し 、 実際のカリ キュ ラ ム策定

等の教育活動に反映でき る よ う に努めていく 。  

関 連 資 料/
651 日本医学教育学会発表資料（ 2019 年度）  

653 科学研究費交付内定一覧（ 2020 年度）  
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66.. 66  教教育育のの交交流流  

基基本本的的水水準準：：  
医学部は、  

 以下の方針を策定し て履行し なければなら ない。  

 教職員と 学生の交流を含め、 国内外の他教育機関と の協力（ B 6. 6. 1）  

 履修単位の互換（ B 6. 6. 2）  

質質的的向向上上ののたためめのの水水準準：：  
医学部は、  

 適切な資源を提供し て、 教職員と 学生の国内外の交流を促進すべき である 。（ Q 6. 6. 1）

 教職員と 学生の要請を考慮し 、 倫理原則を尊重し て、 交流が合目的に組織さ れる こ と

を保障すべき である 。（ Q 6. 6. 2）  

注注  釈釈：：  
 [ 他教育機関] には、 他の医学部だけではなく 、 公衆衛生学、 歯学、 薬学、 獣医学の大

学等の医療教育に携わる 学部や組織も 含ま れる 。  

 [ 履修単位の互換] と は、 他の機関から 互換でき る 学修プロ グラ ムの比率の制約につい

て考慮する こ と を意味する 。 履修単位の互換は、 教育分野の相互理解に関する 合意形

成や、 医学部間の積極的な教育プロ グラ ム調整によ り 促進さ れる 。 ま た、 履修単位が

誰から も 分かる シス テムを採用し たり 、 課程の修了要件を柔軟に解釈し たり する こ と

で推進さ れる 。  

 [ 教職員] には、 教育、 管理、 技術系の職員が含ま れる 。

日日本本版版注注釈釈：：[ 倫理的原則を尊重し て] と は、 年齢、 性別、 民族、 宗教、 経済力などによ

る 差別がないこ と をいう 。

以下の方針を策定して履行しなければならない。

BB  66..66..11  教職員と学生の交流を含め、国内外の他教育機関との協力

AA..  基基本本的的水水準準にに関関すするる情情報報  
〈 国外の教育機関と の交流〉  

・ 福井大学では「 福大ビ ジョ ン 2040」 と し て世界に通じ る 地方総合大学を未来像と し 、 大

学を挙げたミ ッ ショ ンと し て国際化（ 国際的な交流促進と 展開など ） や地域共創（ 自治

体、 企業、 他大学等と の連携） を挙げている 。（ 資料 654）  

・ 国際交流に関する 全学組織と し て、 国際化推進機構を設置し ている 。 機構は、 国際セン

タ ーおよ び語学センタ ーの２ つの関連施設を有し 、 本学の国際化に資する 事業等を統合

的に推進し 、 国際通用性の高い世界に開かれた大学創り を目的と し ている 。（ 資料 655）  
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・ 国際センタ ーは、 教育およ び研究の国際交流に関する 活動の一体的実施、 国際化に関す

る 施策等の企画・ 立案を実施し ている 。（ 資料 656）   

・ 医学部においては、 医学部等国際交流委員会を設置し 、 学術およ び教育の国際交流に関

する 事項を審議し 、 その推進を図る こ と を目的と し 、 外国の教育・ 研究機関と の学術交

流や教職員・ 学生の交流に関する こ と について協議し ている 。（ 資料 657）  

・ 現在の海外大学等の協定は、 大学間 97 大学・ 機関、 学部間 66 大学・ 機関（ う ち医学部、

医学系部門、 附属病院と の部局間協定 12 大学・ 機関）（ 2023 年５ 月１ 日現在） であり 、

ラ ト ガース 大学ロ バート ・ ウ ッ ド・ ジョ ンソ ン・ メ ディ カルス ク ール（ RWJMS、アメ リ カ）、

オタ ワ 大学（ カナダ）、 アイ ルラ ンガ大学（ イ ンド ネシア）、 カス ティ ーリ ャ ・ ラ マンチ

ャ 大学（ ス ペイ ン）、 イ ルク ーツ ク 州立医科大学（ ロ シア） 等の世界中の施設と 協定を締

結し 、 学生の交流、 研究交流を深めている 。（ 資料 215_ P24-28）  

・ 学生の海外留学に関し ては、 留学学生全員を対象に、 渡航前説明会・ オリ エンテーショ

ンを実施し 、 現地の学修内容や安全情報、 危険回避・ 緊急時対応について説明し 、 学生

に父母等（ 保護者） と 情報共有する よ う 指導し ている 。 ま た本学指定の海外旅行保険へ

の加入を義務づけ、 病院見学や実習に参加する 場合には賠償責任保険の加入やワ ク チン

接種状況、 抗体検査結果の確認等を行っている 。 派遣先大学には現地でのサポート を依

頼する 他、 学修面や生活面、 健康・ メ ンタ ル等で問題が生じ た場合には、 適切に解決で

き る よ う に連絡体制を整えている 。 学生向けおよ び教職員向けの「 海外留学・ 研修危機

管理マニュ アル」 を作製し 、 学内者向け Web サイ ト にも 掲載し ている 。（ 資料 658）  

・ コ ロ ナ禍においてはオンラ イ ンでの交流を進めた。 ク レ ムソ ン大学（ アメ リ カ） の

Pre-Heal t h（ 今後メ ディ カルス ク ール等に進学予定の学生） の学生と 本学医学部生と の

学生交流プロ グラ ム「 FACCE（ Fukui  and Cl emson Cul t ur al  Exchange）」 と し てオンラ イ

ンでの交流を行っている 。 アメ リ カと ド イ ツ で活躍する 日本人医師から 提供さ れた海外

での臨床活動など の動画コ ンテンツ をオンデマンド 配信する オンラ イ ンセミ ナー

「 F. GMES（ Fukui  Gl obal  Medi cal  Educat i on Semi nar）」 を実施し 、「 オンラ イ ン質問会」

をラ イ ブで行った。 海外大学の研修プロ グラ ムと し てレ ス タ ー大学（ イ ギリ ス ） で行わ

れた「 模擬医療面接等が実施さ れる 医療英語サマープロ グラ ム」（ 2021 年） へ参加し た。

こ れら の取り 組みは、 コ ロ ナ禍以降も 継続し て実施する 。（ 資料 116_ P33）（ 資料 489）  

・ 海外から の留学生には、 英語によ る オリ エンテーショ ン、 日本語教育講座の開講、 医学

部の学生サーク ルによ る 日常生活のサポート 活動等を行っている 。（ 資料 116_ P44）  

・ 医学部に隣接し た福井大学国際交流会館のレ ジデント ・ アシス タ ント 制度を導入し てい

る 。 医学部の学生がアシス タ ント と し て入居し 、 外国人留学生や研究者等の日常生活を

支援する と と も に、 学生の国際交流活動の場と し ている 。（ 資料 659）  

【 国外教育機関と の交流実績】  
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〈 国内の教育機関と の交流〉  

・ 県内教育機関と の協力関係「 ふく いアカデミ ッ ク アラ イ アンス 」 を構築し ている 。 こ れ

は福井県の協力のも と 、 福井県内の全ての高等教育機関が参加し た協議体と し て、 福井

における 様々な地域課題に各高等教育機関が持つ特色ある 知を 活かし た取り 組みを展開

し 、 人材の育成･輩出や医療などの発展に寄与する こ と を理念と し ている 。（ 資料 660）  

・ 福井医療大学や仁愛大学と の間で交流と 協力を推進し 、 教育研究の充実を図る ため、 学

生が相互に必要な講義等を受ける ための協定を結び、 学生が相互の大学において講義実

習等の教育を受けている 。 2022 年度には「 地域医療早期体験プロ グラ ム」（ １ 年次） と

し て仁愛大学と の合同プロ グラ ム、「 地域包括ケア実習」（ ５ 年次） と し て福井医療大と

の合同プロ グラ ムを実施し た。（ 資料 661）（ 資料 662）  

BB..  基基本本的的水水準準にに関関すするる現現状状分分析析とと自自己己評評価価  
・ 全学およ び医学部に国際交流を統括する 組織・ 委員会を設置し 、 学生と 教職員が円滑に

国際交流を行える 体制を整備し ている 。  

・ 広く 国内外の教育機関と 協定を締結し 、それに基づき 学生と 教職員が交流を行っている 。 

・ コ ロ ナ禍において海外教育機関と のオンラ イ ン交流を実施し 、 以降も 継続し ている 。  

CC.. 現現状状へへのの対対応応  
・ 国内外の他教育機関と の協定を継続し 、 学生・ 教職員によ り 活発な交流を行っていく 。  

・ 海外へ留学し た学生によ る 報告会を開催し 、 他学生の国際交流や留学への興味・ 関心や

意欲を高めていく 。  

DD.. 改改善善にに向向けけたた計計画画  
・ 世界の様々な国や地域の教育機関と の学術協定締結を進め、 学生・ 教職員がよ り グロ ー

バルに活躍でき る 国際交流の方針や方策を検討し ていく 。  

関 連 資 料/
116 医学部広報誌く ずり ゅ う （ 2023 年度）  

215 福井大学基礎資料（ 2023 年度）  

489 F. GMES（ Fukui  Gl obal  Medi cal  Educat i on Semi nar）  

654 f ukudai  vi si on2040（ 2023 年度）  

655 福井大学国際化推進機構規程 

656 福井大学国際センタ ー規程 

657 福井大学医学部等国際交流委員会要項 

658 海外留学・ 研修危機管理マニュ アル（ 2023 年度）  

659 レ ジデント ・ アシス タ ント 実施要項 

660 ふく いアカデミ ッ ク アラ イ アンス 【 HP】  

661 福井医療大学と 福井大学医学部と の間における 講義等の受講に関する 協定書（ 2022

年度）  
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662 福井大学医学部と 仁愛大学人間生活学部と の間における 講義等の受講に関する 協定

書（ 2022 年度）  

以下の方針を策定して履行しなければならない。

BB  66..66..22  履修単位の互換

AA..  基基本本的的水水準準にに関関すするる情情報報  
・ 福井県内の８ 大学等が大学等間単位互換を制定し 、「 単位互換に関する 実施要項」 およ び

「 福井県内大学等間単位互換に関する 協定についての申合せ」 に基づき 、 希望者は入学

願書およ び特別聴講派遣学生願書の提出によ り 実施し ている 。 大学等間単位互換につい

ては大学ホームページ上で案内し ている 。（ 資料 663）（ 資料 664）  

・ 福井大学学則に基づき 、 共通教育科目について、 １ 年次に入学し た学生が、 入学前に他

大学等において修得し た単位を既修得単位と し て認定する 「 既修得単位認定制度」 を設

けている 。 希望者は、 既修得単位認定願に成績証明書等を添えて提出し 、 医学部共通教

育委員会およ び教育委員会の審議を経て単位認定を行っている 。（ 資料 110_ P117）（ 資料

665）  

・ 海外派遣プロ グラ ムに参加し 、所定の課程を修了し た学生に、「 海外短期研修」 ま たは「 海

外医療研修」 と し ての単位を認定する 制度を設けている 。（ 資料 110_ 120）  

BB..  基基本本的的水水準準にに関関すするる現現状状分分析析とと自自己己評評価価  
・ 福井県内大学と の大学等間単位互換の制度や既修得単位認定制度を設けて、 履修単位の

互換を認定し ている 。  

CC.. 現現状状へへのの対対応応  
・ 福井県内大学と の履修単位の互換制度について、 積極的な活用を促進し ていく 。  

DD.. 改改善善にに向向けけたた計計画画  
・ 他大学と の単位互換について、 地域等の社会的ニーズや学生の要望等によ り 、 必要に応

じ て拡充を進め、 改善を図っていく 。  

関 連 資 料/
110 学生便覧（ 2023 年度）  

663 単位互換に関する 実施要項 

664 福井県内大学等単位互換に関する 協定についての申合せ 

665 福井大学共通教育科目における 「 他の大学等において修得し た単位、 大学以外の教

育施設等における 学修、 入学前の既修得単位等」 に対する 単位の認定手続に関する 申合せ 
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QQ  66..66..11  適切な資源を提供して、教職員と学生の国内外の交流を促進すべきである。

AA..  質質的的向向上上ののたためめのの水水準準にに関関すするる情情報報  
・ 国際交流に関する 予算と し て、 国際センタ ーおよ び語学センタ ーに配分さ れる 教育研究

基盤経費、 特定事項経費、 学長裁量経費を基盤と し ている 。（ 資料 655）（ 資料 656）  

・ 国際交流など に必要な経費の支援を目的に、 国際関係経費一覧を作成し 、 教職員や学生

へ情報提供を行っている 。（ 資料 666）  

・ 全学の海外留学支援制度と し て、 日本学生支援機構海外留学支援制度（ JASSO）、 福井大

学学生海外派遣支援金を軸に、 文部科学省「 ト ビタ テ！留学 JAPAN」 制度など を整備し

ており 、 国際課で相談を受け付けている 。 医学部では、 JASSOや福井大学学生海外派遣

支援金の支援対象外と なった留学に対し て、 医学部およ び大学院医学系研究科海外留学

奨励金など を整備し ている 。（ 資料 469）（ 資料 666）  

・ 海外留学する 学生全員を対象に、 渡航前説明会・ オリ エンテーショ ン、 海外旅行保険、

病院見学や実習に参加する 場合には賠償責任保険の加入やワ ク チン接種状況、 抗体検査

結果の確認等を行っている 。 学生向けおよ び教職員向けに海外留学・ 研修危機管理マニ

ュ アルを作成し 、 Web サイ ト に掲載し ている 。（ 資料 658）  

・ 学生の国際活動の奨励を目的と し て、 福井大学学生国際貢献認定制度を規定し ている 。

こ の制度では、学生が、①留学等を行った先で国際親善にかかる 活動を行っている こ と 、  

②留学等の成果が論文等の優れた研究業績と なっている こ と 、 ③留学等の経験を生かし

留学生の世話を自発的に行っている こ と 、 ④留学等を通し て国際交流に特記すべき 貢献

があったこ と を基準に、国際貢献学生を認定し ている 。医学部では、2018 年度４ 名、2019

年度３ 名、 2020 年度３ 名、 2021 年度３ 名、 2022 年度１ 名の学生を認定し ている 。（ 資料

667）  

・ 海外の学生や研究者等に対し て、 英語およ び中国語のホームページ、 英文パンフ レ ッ ト

VI EW BOOK UNI VERSI TY OF FUKUI （ 英語版 大学案内）、 医学部や医学部附属病院に関する

英語のホームページ、 パンフ レ ッ ト 等を作成し ている 。（ 資料 668）（ 資料 669）  

BB..  質質的的向向上上ののたためめのの水水準準にに関関すするる現現状状分分析析とと自自己己評評価価

・ 学生およ び教職員の国際交流のために予算措置や奨学金など の支援を行っている 。  

CC.. 現現状状へへのの対対応応  
・ コ ロ ナ禍において途絶えていた国内外と 交流を活性化する ため、 様々な制度の周知を図

る 。

DD.. 改改善善にに向向けけたた計計画画  
・ 学生の地域医療への意欲や国際的医療活動への要望等を踏ま え、 国内外の交流を促進す

る ための組織強化と 資源の提供を図っていく 。  
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関 連 資 料/
469 福井大学医学部及び大学院医学系研究科海外留学奨励金に関する 取扱要項 

655 福井大学国際化推進機構規程 

656 福井大学国際センタ ー規程 

658 海外留学・ 研修危機管理マニュ アル（ 2023 年度）  

666 国際関係経費一覧 

667 福井大学学生国際貢献認定制度要項 

668 VI EW BOOK-UNI VERSI TY OF FUKUI  （ 2022 年度）  

669 Engl i sh ｜ Uni ver si t y of  Fukui  School  of  Medi cal  Sci ences【 HP】  

QQ  66..66..22  教職員と学生の要請を考慮し、倫理原則を尊重して、交流が合目的に組織されることを

保障すべきである。

AA..  質質的的向向上上ののたためめのの水水準準にに関関すするる情情報報  

・ 医学部における 国際交流に関し ては、 医学部等国際交流委員会において審議し ている 。

審議内容は、 外国の教育・ 研究機関と の学術交流に関する こ と 、 外国の高等教育機関と

の学生の交流に関する こ と 、 国際交流会館に関する こ と 等である 。 学生の留学に関する

事項や海外と の協定、コ ロ ナ禍における 国際交流など を含め幅広い内容について審議し 、

交流の推進を図っている 。（ 資料 657）  

・ 大学ホームページに国際交流・ 留学の専用ページを設け、 福井大学から 海外へ、 福井大

学への留学、 国際交流の取り 組み、 国際連携・ ネッ ト ワ ーク の項目について情報発信を

行っている 。 そこ では英語およ び中国語のホームページを公開し ている 。（ 資料 669）  

・ 医学部およ び大学院医学系研究科では、 イ ス ラ ム諸国を含めた各国から の医学生・ 大学

院生の受け入れ実績があり 、 今後は看護学生・ 教員の受け入れや大学院生の受け入れ増

加を計画し ている こ と を踏ま え、 様々な文化やバッ ク グラ ウ ンド を持つ留学生の礼拝ス

ペース 等と し て使用可能な多目的室を整備し ている 。（ 資料 670）

BB..  質質的的向向上上ののたためめのの水水準準にに関関すするる現現状状分分析析とと自自己己評評価価  

・ 福井大学医学部等国際交流委員会が中心と なり 、 国際交流が、 教職員と 学生の要請を考

慮し 、 倫理原則を尊重し て行われる よ う に、 合目的な組織を整備し ている 。

CC.. 現現状状へへのの対対応応  

・ 国内外と 交流を活性化する ため、 教職員と 学生の要請をつのり 、 交流の制度について周

知を図る 。

DD.. 改改善善にに向向けけたた計計画画  

・ 教職員と 学生のフ ィ ード バッ ク 等によ り 、 国内外における 交流に対する 状況や要望を把

握し 、 必要に応じ て交流のための組織・ 体制の拡充や改善を図っていく 。
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関 連 資 料/ 

657 福井大学医学部等国際交流委員会要項 

669 Engl i sh ｜ Uni ver si t y of  Fukui  School  of  Medi cal  Sci ences【 HP】  

670 多目的室_ 礼拝ス ペース （ 2023 年度）  
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７７ ..   教教育育ププロロ ググララ ムム評評価価  

第
７
領
域

領
域
７



269 



270 

領域 7 教育プロ グラ ム評価 

77.. 11  教教育育ププロロ ググララ ムムののモモニニタタ とと 評評価価  

基基本本的的水水準準：：  
医学部は、  

 カリ キュ ラ ム の教育課程と 学修成果を 定期的にモニタ する 仕組みを 設けなければなら

ない。（ B 7. 1. 1）  

 以下の事項について教育プロ グラ ム を 評価する 仕組みを確立し 、 実施し なければなら

ない。  

 カリ キュ ラ ムと その主な構成要素（ B 7. 1. 2）  

 学生の進歩（ B 7. 1. 3）  

 課題の特定と 対応（ B 7. 1. 4）  

 評価の結果をカリ キュ ラ ムに確実に反映し なければなら ない。（ B 7. 1. 5）  

質質的的向向上上ののたためめのの水水準準：：  
医学部は、  

 以下の事項について定期的に、 教育プロ グラ ムを包括的に評価する べき である 。  

 教育活動と それが置かれた状況（ Q 7. 1. 1）  

 カリ キュ ラ ムの特定の構成要素（ Q 7. 1. 2）  

 長期間で獲得さ れる 学修成果（ Q 7. 1. 3）  

 社会的責任（ Q 7. 1. 4）  

注注  釈釈：：  
 [ 教育プロ グラ ムのモニタ ］ と は、 カリ キュ ラ ムの重要な側面について、 データ を定期

的に集める こ と を 意味する 。 その目的は、 確実に教育課程が軌道に乗っ ている こ と を

確認し 、 介入が必要な領域を 特定する こ と にある 。 データ の収集は多く の場合、 学生

の入学時、 評価時、 卒業時に事務的に行われる 。  

日日本本版版注注釈釈：：教育プロ グラ ムのモニタ を行う 組織を明確にする こ と が望ま れる 。  

 [ 教育プロ グラ ム評価］ と は、 教育機関と 教育プロ グラ ムの効果と 適切性を判断する 情

報について系統的に収集する プロ セス である 。 データ の収集には信頼性と 妥当性のあ

る 方法が用いら れ、 教育プロ グラ ム の質や、 大学の使命、 カリ キュ ラ ム 、 教育の学修

成果など中心的な部分を明ら かにする 目的がある 。  

他の医学部等から の外部評価者と 医学教育の専門家が参加する こ と によ り 、 各機関に

おける 医学教育の質向上に資する こ と ができ る 。  

日日本本版版注注釈釈：：教育プロ グラ ム評価を行う 組織は、 カリ キュ ラ ムの立案と 実施を行う 組織

と は独立し ている べき である 。  

第
７
領
域

領
域
７



271 

日日本本版版注注釈釈：：教育プロ グラ ム評価は、 授業評価と 区別し て実施さ れなく てはなら ない。

 [ カリ キュ ラ ムと その主な構成要素］ には、 カリ キュ ラ ムモデル（ B 2. 1. 1 を参照）、 カ

リ キュ ラ ムの構造、 構成と 教育期間（ 2. 6 を参照）、 およ び中核と なる 必修教育内容と

選択的な教育内容（ Q 2. 6. 3 を参照） が含ま れる 。  

 [ 特定さ れる べき 課題］ と し ては、 目的と し た医学教育の成果が思う ほどには達成さ れ

ていないこ と が含ま れる 。 教育の成果の弱点や問題点など についての評価なら びに情

報は、 介入、 是正、 教育プロ グラ ム 開発、 カリ キュ ラ ム 改善など へのフ ィ ード バッ ク

に用いら れる 。 教育プロ グラ ム に対し て教員と 学生がフ ィ ード バッ ク する と き には、

彼ら にと って安全かつ十分な支援が行われる 環境が提供さ れなければなら ない。  

 [ 教育活動と それが置かれた状況］ には、 医学部の学修環境や文化のほか、 組織や資源

が含ま れる 。  

 [ カリ キュ ラ ムの特定の構成要素］ には、 課程の記載、 教育方法、 学修方法、 臨床実習

のロ ーテーショ ン、 およ び評価方法が含ま れる 。  

日日本本版版注注釈釈：医学教育モデル・ コ ア・ カリ キュ ラ ムの導入状況と 、 成果（ 共用試験の結

果を含む） を評価し ても よ い。  

BB  77..11..11  カリ キュラムの教育課程と学修成果を定期的にモニタする仕組みを設けなければならな

い。

AA..  基基本本的的水水準準にに関関すするる情情報報  
・ カリ キュ ラ ムの教育課程と 学修成果は、 教育支援センタ ーI R 部門で定期的にモニタ し て

いる 。 I R 部門は、 医学教育の改善に寄与し 、 医学部教育の内部質保証およ び大学改革に

資する こ と を目的と し て、 医学部教育活動のモニタ の役割を担っている 。（ 資料 234）  

・ 教育マネジメ ント 体制において、 教学 PDCAに基づく 教育内部質保証体制を整備し 、 教学

I R データ に基づく カリ キュ ラ ム等教育プロ グラ ムの点検・ 評価と 改善を行っている 。（ 資

料 122）  

・ 教育内部質保証体制において、 カリ キュ ラ ムを含む教育プロ グラ ムの点検・ 評価（ PDCA

の「 C」） を主に担う 機関と し て、 2015 年度に医学部の附属組織と し て教育支援センタ ー

を設置し た。 教育支援センタ ーは、 教育担当副医学部長をセン タ ー長と し 、 その下にカ

リ キュ ラ ムの点検・ 評価を行う プロ グラ ム評価委員会と 医学科専門部会を設置し ている 。

こ れら は、 医学部長を責任者と する 教授会と その下にある 教育委員会およ び医学科カリ

キュ ラ ム委員会等教育に関する 専門委員会などの PDCAの「 P」（ 計画）・「 D」（ 実施）・「 A」

（ 改善） を担う 機関と は独立し て機能し ている 。（ 資料 122）（ 資料 141）  

・ 教育支援センタ ーに、 センタ ー長を委員長と し てセン タ ー専任・ 兼任教員を構成委員と

する 運営委員会を設置し 、教育支援センタ ー運営に係る 業務に関し て審議を行っている 。

（ 資料 141）  

・ 教育支援センタ ーに、 教育課程と 学修成果を含む教育プロ グラ ムの点検に必要な教学 I R

データ を収集・ 管理・ 分析およ び公表する こ と を業務と し て、 I R 部門を 2017 年度に設

置し た。（ 資料 234）  
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・ I R部門でモニタ する 教育課程と 学修成果を含む教学 I Rデータ は、下記のと おり である 。

こ れら は教育課程レ ベルと 科目レ ベルでの評価指標と し て、「 アセス メ ント ・ ポリ シー」

に明示し ている 。（ 資料 105_ P22）  

 入学前・ 入学直後： 入学試験、 入学者アンケート  

 在学中（ 科目レ ベル）： 各科目成績（ 講義・ 演習・ 実習）、 科目別単位取得率、 授業

評価アンケート 、 実習評価アンケート  

 在学中（ 教育課程レ ベル）： GPA（ 個人およ び学年平均）、 進級率、 休学率、 退学率、

カリ キュ ラ ム評価アンケート 、 アウ ト カム自己評価アンケート 、 共用試験（ Pre-CC 

OSCE、 CBT） 成績 

 卒業時・ 卒後（ 科目レ ベル）： 各科目成績（ 講義・ 演習・ 実習）  

 卒業時・ 卒後（ 教育課程レ ベル）： 卒業試験成績、 卒業生へのアンケート 、 アウ ト カ

ム 自己評価アン ケート 、 共用試験（ Post -CC OSCE） 成績、 医師国家試験模試、 医師

国家試験合格率、 就職先へのアンケート  

・ 教学 I R データ のう ち主要なも のは、 I R 部門において「 医学部学生統合データ ベース 」

と し て一元管理し 、随時分析し て、教育活動の点検と 改善に活用でき る よ う にし ている 。

ま た、 教育支援センタ ー・ 医学部の各委員会や個々の教員から の要請に応じ て、 I R 部門

の事務担当者がすぐ に分析し 結果を示すこ と ができ る シス テムと し ている 。（ 資料 312）  

・ 医学部学生統合データ ベース では、 以下のデータ を継続し て管理し ている 。（ 資料 312）  

 入学試験成績（ 2004 年度～）、学生成績（ 各科目成績）（ 2004 年度～）、共用試験 CBT・

Pre-CC OSCE（ 2007 年度～）、 卒業試験・ 医師国家試験模試成績（ 2019 年度～）、 医

師国家試験合格率（ 2004 年度～）、 アウ ト カム自己評価（ 2018 年度～）、 カリ キュ ラ

ム評価アンケート （ 2004 年度～）、 授業評価アンケート （ 2015 年度～）  

・ 2022 年度に、 教学 I R データ の主な分析結果を一つのポータ ルサイ ト にま と め、 ダッ シ

ュ ボード 化し て教育支援セン タ ーのホームページに整備し た（ 教育プロ グラ ム ダッ シュ

ボード ）。 こ のダッ シュ ボード では、 教学 I R データ の分析と それによ る 教育活動の他、

学内外の教育に関する 各種自己点検・ 評価や大学評価に関わる 種々の資料も 掲載し 、 デ

ータ を随時更新する こ と によ り 、医学部の教学 PDCAの全体を把握でき る よ う に設計し て

いる 。こ のダッ シュ ボード は、現在は教育支援センタ ー教職員に限る 公開と し ている が、

公開可能なデータ およ び分析結果の選別によ り 学生用、 教職員用、 一般用を将来的に整

備し ていく 。（ 資料 313）  
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【 医学部教育マネジメ ント ・ 教育内部質保証体制】  

BB..  基基本本的的水水準準にに関関すするる現現状状分分析析とと自自己己評評価価  
・ 教育プロ グラ ムの点検・ 評価のために必要な、 教学 I R データ に基づく 教学 PDCA を実働

する 医学部教育内部質保証体制を整備し ている 。  

・ 医学部教育内部質保証体制において、 教育支援センタ ーに I R 部門を設置し 、 カリ キュ ラ

ムの教育課程と 学修成果を含む教育活動に関わる 教学 I R データ を定期的・ 経年的に収集

し 、 一元管理する と と も に関係者に公表する モニタ ・ シス テムを整備し ている 。  

・ モニタ し た教学 I R データ は、 教育支援センタ ーでの教育プロ グラ ムの点検・ 評価に活用

し ている 。  

CC.. 現現状状へへのの対対応応  
・ 整備し た教育内部質保証体制において、 教学 I Rデータ を継続し て収集・ 分析し 、 随時発

生する カリ キュ ラ ム等に関する 課題に対する 教学 PDCAサイ ク ルの実働に寄与する 。  

・ 教育プロ グラ ムダッ シュ ボード を拡充し 、 モニタ し たデータ に基づく 教育活動情報を 、

学生などに広く 公開でき る よ う にする 。  

DD.. 改改善善にに向向けけたた計計画画  
・ I R 部門のデータ と 内部質保証に関する データ を合わせて、 カリ キュ ラ ムの教育課程と 学

修成果を定期的にモニタ する 体制を維持する 。  
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関 連 資 料/
105 シラ バス _ 医学科授業要項（ 2023 年度）  

122 医学部教育マネジメ ント ・ 教育内部質保証体制 

141 福井大学医学部附属教育支援センタ ー規程 

234 福井大学医学部附属教育支援センタ ー医学部教育 I R 部門要項 

312 医学部学生統合データ ベース  

313 教育支援センタ ー・ 教育プロ グラ ムダッ シュ ボード  

以下の事項について教育プログラムを評価する仕組みを確立し、実施しなければならない。

BB  77..11..22  カリキュラムとその主な構成要素

AA..  基基本本的的水水準準にに関関すするる情情報報  

・ 教育マネジメ ント 体制において教学 PDCA に基づく 教育内部質保証体制を整備し 、 教学

I R データ に基づく カリ キュ ラ ムと その構成要素等教育プロ グラ ムの点検・ 評価と 改善を

行っている 。（ 資料 122）  

・ カリ キュ ラ ムと その主な構成要素についての評価は、 教育支援センタ ーにプロ グラ ム 評

価委員会およ びその下に設置し た医学科専門部会で実施し ている 。（ 資料 142）（ 資料 143）

（ 資料 144）  

・ 医学科専門部会は、 I R 部門での教学 I R データ の分析結果を基に、 カリ キュ ラ ムを含む

教育プロ グラ ムの課題点を審議・ 抽出し 、 結果をプロ グラ ム評価委員会に提示する 。 プ

ロ グラ ム評価委員会は、 医学科専門部会の抽出し た課題を中心に、 医学部教育活動全体

の点検・ 評価を実施する 。 医学部教育委員会およ び医学科カリ キュ ラ ム委員会等の専門

委員会に提示する 。 専門委員会は、 その提示をも と に改善案を 検討・ 策定し 、 それら を

医学部教育委員会・ 教授会が決定し 、 改善を実行に移すこ と でカリ キュ ラ ム等教育プロ

グラ ムの見直し を行っている 。 こ れによ り 、 カリ キュ ラ ムを含む教育プロ グラ ムの中長

期的な PDCAサイ ク ルを実働し ている 。（ 資料 235）（ 資料 323）（ 資料 484）（ 資料 701）（ 資

料 702）（ 資料 703）  

・ プロ グラ ム評価委員会は、 教育支援センタ ー長を委員長と し 、 学内委員と し て全学の教

育・ 評価担当理事（ 副学長）、 医学部教員と 学務課職員、 学外委員と し て福井県の健康福

祉部、 医学教育に詳し い他大学教員、 教育関連病院長の代表を 構成委員と し ている 。 そ

の下にある 医学科専門部会は、 医学科教員、 学務課職員、 学生およ び卒業生の代表を 構

成委員と し ている 。（ 資料 143）  

・ カリ キュ ラ ムを含む教育プロ グラ ムの日常的な点検は、 教育支援センタ ーの定例ミ ーテ

ィ ングで行っている 。定例ミ ーティ ングは、原則週１ 回ま たは協議事項起案時に開催し 、

セン タ ー専任・ 兼任教員およ び学務課職員が参加し 、 教育期間中に発生する 教育活動の

種々の課題などについて、 教学 I R データ を活用し て、 教職協働で協議・ 検討し ている 。

定例ミ ーティ ングで抽出さ れた課題点等は、 医学科カリ キュ ラ ム委員会等専門委員会に

提示する 。 当該専門委員会はその提示を受けて改善案を審議・ 策定し 、 医学部教育委員

会・ 教授会で決定し 実行に移すこ と で、 日常的なカリ キュ ラ ム 等教育プロ グラ ムの見直
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し を行っている 。 こ れによ り 、 カリ キュ ラ ムを含む教育プロ グラ ムの短期的な PDCAサイ

ク ルを実働し ている 。（ 資料 145）  

・ 定例ミ ーティ ングには、 議題に応じ て学生の代表が参加し 、 学生の意見を聞き つつ協議

し ている 。（ 資料 146）  

・ カリ キュ ラ ムと その構成要素等教育プロ グラ ムの評価は、 全学の教育内部質保証体制に

おいても 実施し ている 。 全学の「 教育内部質保証委員会」 が各部局に求める 「 教育課程

の自己点検・ 評価」 において、「 モニタ リ ング」 と 「 プロ グラ ム・ レ ビュ ー」 を定期的に

実施し ている 。（ 資料 421）（ 資料 422）（ 資料 423）  

・ 全学教育内部質保証委員会によ る モニタ リ ングは、 学修成果を 含め教育課程が健全な状

態にある こ と を点検・ 評価する ため、 主に３ つのポリ シーに係る 基本的な事項について

根拠に基づいて毎年度実施する 。 プロ グラ ム・ レ ビ ュ ーは、 ３ つのポリ シーのも と 教育

課程が効果的に実施さ れている こ と を 根拠に基づいて定期的（ ６ 年毎） に評価する 。 そ

れぞれの課題点は、 医学部の PDCAにおいて改善策を検討し 改善を実施する 。（ 資料 421）

（ 資料 422）（ 資料 423）（ 資料 645）（ 資料 646）  

・ 全学教育内部質保証委員会によ る 医学部における モニタ リ ングと プロ グラ ム・ レ ビ ュ ー

は、 教育支援センタ ーが実施し 、 結果等を教育支援センタ ー運営委員会で審議し た後、

全学教育内部質保証委員会に報告する 。（ 資料 647）（ 資料 648）（ 資料 704）（ 資料 705）  

・ 教育支援センタ ーが関与する 教育プロ グラ ム等に関する 定期的な点検・ 評価は、 定例ミ

ーティ ングによ る 点検・ 評価、プロ グラ ム評価委員会およ び医学科専門部会によ る 点検・

評価、 全学教育内部質保証委員会によ る モニタ リ ングおよ びプロ グラ ム・ レ ビ ュ ーによ

る 点検・ 評価と 、 それぞれに連携する 医学部専門委員会と 合わせて、 点検・ 評価ロ ード

マッ プと し て数年先ま での実施ス ケジュ ールを作成し て計画的に実施する よ う にし てい

る 。（ 資料 706）  

BB..  基基本本的的水水準準にに関関すするる現現状状分分析析とと自自己己評評価価  
・ 医学部教育内部質保証体制において、 教育プロ グラ ム の点検・ 評価は、 教育支援セン タ

ーにおいて実施し 、 立案と 実施を行う 教授会・ 教育委員会およ び医学科カリ キュ ラ ム 委

員会等専門委員会と は独立し て機能する こ と で、 教学 PDCA体制を整備し ている 。  

・ カリ キュ ラ ムと その主な構成要素については、 医学部教育内部質保証体制において、 教

育支援センタ ーによ る 小ま めな点検を 実施する と と も に、 よ り 包括的評価を受ける ため

に、 学外の有識者を加えたプロ グラ ム 評価委員会およ び医学科生と 卒業生が参加する 医

学科専門部会において評価する 仕組みを整えている 。  

・ さ ら に、 全学の教育内部質保証体制においても 、 教育課程の自己点検・ 評価（ モニタ リ

ング、 プロ グラ ム・ レ ビ ュ ー） によ り 、 医学科のカリ キュ ラ ム と その主な構成要素につ

いて点検・ 評価し ている 。  

・ こ れら の評価は、 ス ケジュ ールに従い、 計画的に実施する こ と と し ている 。  

CC.. 現現状状へへのの対対応応  
・ 教育支援センタ ーのプロ グラ ム評価委員会およ び医学科専門部会を、 毎年度定期的に実

施する 。  
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・ 教育支援センタ ーの定例ミ ーティ ングを継続し て実施し ていく 。  

・ 全学の「 教育課程の自己点検・ 評価」 において、 プロ グラ ム・ レ ビ ュ ーは 2021 年度に、

モニタ リ ングは 2022 年度にはじ めて実施さ れた。 今後、 モニタ リ ングは毎年度、 プロ グ

ラ ム・ レ ビ ュ ーは原則６ 年毎に実施し ていく 。  

DD.. 改改善善にに向向けけたた計計画画  
・ 整備し た教育内部質保証体制によ る カリ キュ ラ ムと その主な構成要素に関する 教育プロ

グラ ムの評価実施状況を踏ま え、 必要に応じ た見直し を通じ て、 中長期的視野に立っ た

評価体制の充実を図っていく 。  

 関 連 資 料/
122 医学部教育マネジメ ント ・ 教育内部質保証体制 

142 福井大学医学部附属教育支援センタ ープロ グラ ム評価委員会要項 

143 福井大学医学部附属教育支援センタ ープロ グラ ム評価委員会名簿（ 2022 年度）  

144 福井大学医学部附属教育支援セン タ ープロ グ ラ ム 評価委員会医学科専門部会名簿

145 定例ミ ーティ ング議題一覧（ 2015 年度～）  

146 定例ミ ーティ ング議事メ モ_ 学生参加時（ 2020 年度）  

235 医学科カリ キュ ラ ム委員会議事要旨_ 研究室配属の期間延長（ 2022 年度）  

323 教育支援セン タ ープロ グラ ム 評価委員会議事要旨_ コ ン ピ テン シー達成度と アウ ト

カム評価の分析結果と 提言（ 2022 年）  

421 福井大学における 教育の内部質保証に関する 要項 

422 教育課程の自己点検・ 評価（ モニタ リ ン グと プロ グラ ム ・ レ ビ ュ ー） に関する ガイ

ド ラ イ ン 

423 国立大学法人福井大学内部質保証に関する 基本方針 

484 教育支援センタ ープロ グラ ム評価委員会医学科専門部会議事要旨（ 2022 年度）  

645 自己点検・ 評価シート （ 教育課程 レ ビュ ー）（ 2021 年度）  

646 医学部 教育に係る 自己点検・ 評価（ モニタ リ ング） 実施結果（ 2022 年度）  

647 教育支援センタ ー運営委員会議事要旨_ プロ グラ ム・ レ ビュ ー（ 2021 年度）  

648 教育支援センタ ー運営委員会議事要旨_ モニタ リ ング（ 2022 年度）  

701 プロ グラ ム評価委員会医学科専門部会_ 資料（ 2022 年度）  

702 教育委員会議事要旨_ プロ グラ ム評価委員会結果報告（ 2023 年度）  

703 教授会議事要旨_ プロ グラ ム評価委員会結果報告（ 2023 年度）  

704 全学教育内部質保証委員会議事要旨_ プロ グラ ム・ レ ビ ュ ー（ 2021 年度）  

705 全学教育内部質保証委員会議事要旨_ モニタ リ ング（ 2022 年度）  

706 点検・ 評価ロ ード マッ プ_ PDCAサイ ク ル方針（ 2022 年度）  
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以下の事項について教育プログラムを評価する仕組みを確立し、実施しなければならない。

BB  77..11..33  学生の進歩

AA..  基基本本的的水水準準にに関関すするる情情報報  
・ 学生の進歩については、 医学部教育内部質保証体制において教育支援センタ ーがアウ ト

カム・ コ ンピテンシーに基づいて点検・ 評価し 、 教育プロ グラ ムの評価を実施し ている 。

（ 資料 122）  

・ 本学のアウ ト カム基盤型教育に基づき 、 学修成果である アウ ト カム３ 項目と 、 それを 達

成する ために修得すべき 能力をコ ンピ テンシー大領域８ 項目と その具体的能力と し てコ

ンピ テンシー小領域 36 項目を定めている 。 アウ ト カム・ コ ンピ テンシーに対する 学生の

進歩は、 各学年でのコ ンピ テンシー修得状況と 、 卒業時のアウ ト カム達成状況によ り 評

価し ている 。（ 資料 105_ P4-20）  

・ コ ンピ テンシー修得状況は、カリ キュ ラ ム・ マッ プと カリ キュ ラ ム・ ツ リ ーに基づいて、

各学年でコ ンピテンシー大領域８ 項目ごと に、 それぞれに関わる 科目成績の平均 GPA と

し て算出し 、 レ ーダーチャ ート （ GPA レ ーダーチャ ート ） で可視化し ている 。 こ の GPA

によ る 可視化は、 学生個人のも のと 学年全体で平均し たも のを 作成し ている 。 学生個人

の GPAは、 学生個々の学修成果と し て e-ポート フ ォ リ オによ り フ ィ ード バッ ク し 、 学生

自身が学修進捗状況を把握でき る よ う にし ている 。 学年全体の平均 GPA は教育成果と し

て、 各コ ンピ テンシーの GPA の学年間の比較によ り 学生の進歩を確認する こ と で、 教育

プロ グラ ムの点検・ 評価に活用し ている 。（ 資料 161）（ 資料 701）  

・ コ ン ピ テンシー修得状況は、 GPA と は別に、 各学年でのアウ ト カム自己評価アンケート

によ り 、学生自身がコ ンピ テンシーごと に自己評価を行い、結果をレ ーダーチャ ート （ 自

己評価レ ーダーチャ ート ） で可視化し ている 。 こ れについても 、 学生個人のも のと 学年

全体で平均し たも のを作成し ている 。 学生個人の自己評価は e-ポート フ ォ リ オによ り 学

生にフ ィ ード バッ ク し 、 GPA によ る 客観的状況と 比較する こ と で、 自身の学修進捗の認

識における ギャ ッ プを把握でき る よ う にし ている 。 学年全体の平均自己評価は教育成果

と し て、 学年間の比較によ り 学生の進歩を確認する こ と で、 教育プロ グラ ムの点検・ 評

価に活用し ている 。（ 資料 161）（ 資料 701）  

・ 実際例と し ては、 2022 年度の医学科専門部会およ びプロ グラ ム評価委員会において、 コ

ンピ テンシー修得状況によ る 教育プロ グラ ムの点検・ 評価を実施し た。 その結果、 コ ン

ピ テンシー（ ６ ）「 科学的思考」 の修得状況が低いと の評価に基づき 、 医学科カリ キュ ラ

ム委員会にそれに関わる カリ キュ ラ ムの改善を求める 提言を行った。（ 資料 701）  

・ アウ ト カム達成状況は、アウ ト カム評価と し て、卒業時学科試験、臨床実習評価、Post -CC 

OSCE 成績によ り 確認し 、 教育プロ グラ ムの点検・ 評価に活用する 。 アウ ト カム基盤型教

育導入（ 2018 年度） 後、 最初の学生が 2023 年度に卒業する ため、 アウ ト カム達成状況

によ る 教育プロ グラ ムの評価はそれ以降に実施する 。（ 資料 105_ P19-20）  

・ 学生の進歩については上記以外に、 進級率、 退学率、 各学年次科目成績（ 素点・ GPA）、

共用試験 CBT 成績、 医師国家試験模試成績、 卒業時学科試験成績などを用いて、 各学年

での科目成績と 進級・ 退学と の関係、 CBT 成績と の関係、 医師国家試験模試と の関係、
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卒業時学科試験と の関係など を分析する こ と で、 教育プロ グラ ムの点検・ 評価を行っ て

いる 。（ 資料 203）（ 資料 313）  

・ 実際例と し て、 2019 年度に教育支援センタ ーにおいて、 学年間 GPAの相関、 １ 〜４ 年次

の累積 GPAと 卒業時学科試験と の相関、 １ 〜４ 年次累積 GPAと CBT 成績（ 正答率） と の

相関、 卒業時累積 GPA と 医師国家試験模試成績（ 偏差値） と の相関についてデータ を基

に検証し 、 各学年での進級率と 合わせて、 学生の学修進歩に基づく 教育プロ グラ ムの検

証を行った。（ 資料 203）  

・ 上記分析から 、 2018 年度卒業生の１ ～４ 年次累計 GPAと CBT、 卒業時学科試験と 医師国

家試験模試に正の相関を認め、 学内試験等によ る 成績が外部試験と 相関する こ と を確認

し た。（ 資料 203）  

・ 以上の学生の進歩に関わる 教学 I Rデータ は、教育支援センタ ーホームページの教育プロ

グラ ムダッ シュ ボード にま と めて掲載し 、 進級率の年度変動など 学生の学修成果に関す

る 種々のデータ の年次変化を即座に把握でき る よ う に関係者に公開し ている 。（ 資料 313） 

BB..  基基本本的的水水準準にに関関すするる現現状状分分析析とと自自己己評評価価  
・ 教育支援センタ ーにおいて、 アウ ト カム基盤型教育のも と で、 学生のコ ンピ テンシー修

得状況およ びアウ ト カム達成状況を各学年・ 卒業時に可視化し 、 それに基づく 学生の進

歩を点検する こ と によ り 教育プロ グラ ムを評価する 体制を整備し ている 。  

・ 教育支援センタ ーにおいて、 I R 部門が収集し た学生の科目成績や CBT、 卒業時学科試験

成績などの教学 I R データ 用いて、学生の学修状況の年次推移など を分析し 評価し ている 。 

・ 学生の進歩に関する 教学 I R データ と 分析結果は、教育プロ グラ ムダッ シュ ボード におい

て関係者に公開し 、 随時更新し ている 。  

CC.. 現現状状へへのの対対応応  
・ アウ ト カム基盤型教育のも と で、 学生のアウ ト カム・ コ ンピ テンシーの達成・ 修得状況

に基づく 教育プロ グラ ムの評価を継続し て実施する 。  

・ 整備し た教育内部質保証体制において、学生の進歩に関わる 教学 I Rデータ の経年的収集

と 解析を継続し 、 それに基づいた教育プロ グラ ムの評価を実施する 。  

・ 教育プロ グラ ムダッ シュ ボード において、 学生の進歩に関わる 分析結果のデータ 更新と

関係者への公開を継続する 。  

DD.. 改改善善にに向向けけたた計計画画  
・ 整備し た教育内部質保証体制によ る 学生の進歩に関する 教育プロ グラ ムの評価実施状況

を踏ま え、 必要に応じ た見直し を通じ て、 中長期的視野に立っ た評価体制の充実を図っ

ていく 。  

 関  連  資  料 /
122 医学部教育マネジメ ント ・ 教育内部質保証体制 

105 シラ バス _ 医学科授業要項（ 2023 年度）  

161 e-ポート フ ォ リ オ（ 成績通知表）  
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203 福井大学医学部附属教育支援センタ ーI R部門報告書（ 2018 年度）  

313 教育支援センタ ー・ 教育プロ グラ ムダッ シュ ボード  

701 プロ グラ ム評価委員会医学科専門部会_ 資料（ 2022 年度）  

以下の事項について教育プログラムを評価する仕組みを確立し、実施しなければならない。

BB  77..11..44  課題の特定と対応

AA..  基基本本的的水水準準にに関関すするる情情報報  
・ 教育プロ グラ ムにおける 課題の特定については、 医学部教育内部質保証体制において教

育支援センタ ーがカリ キュ ラ ム等の点検・ 評価によ り 実施し ている 。（ 資料 122）  

・ 課題の特定に必要な情報は、 アセス メ ント ・ ポリ シーに教学 I R データ と し て示し 、 教育

支援センタ ーI R部門が主体と なって収集・ 分析を行っている 。 こ れら の情報の分析結果

に基づき 、 教育支援センタ ーの定例ミ ーティ ングにおいて、 日常的な教育プロ グラ ム の

課題特定など の小ま めな点検を行い、 さ ら にプロ グラ ム評価委員会およ び医学科専門部

会において包括的な教育プロ グラ ムの評価によ る 課題の特定を 行っている 。（ 資料 145）

（ 資料 234）（ 資料 323）（ 資料 701）  

・ 特定さ れた課題については、 教育支援センタ ーと は独立し た医学部教育委員会およ びそ

の下に置かれた個別専門委員会（ 医学科カリ キュ ラ ム 委員会、 医学科臨床実習委員会、

医学科試験委員会等） に提示し 、 対応を協議し て、 改善を行っている 。（ 資料 120）  

・ 近年に具体的に特定し た主な課題と その対応の例は以下のと おり である 。  

・ 2022 年度の医学科専門部会およ びプロ グラ ム評価委員会において、 コ ンピテンシー修得

状況によ る 教育プロ グラ ム の点検・ 評価を 実施し た。 その結果、 コ ン ピ テン シー（ ６ ）

「 科学的思考」 の修得状況が低いと の評価に基づき 、 医学科カリ キュ ラ ム委員会にそれ

に関わる カリ キュ ラ ムの改善を求める 提言を行った。（ 資料 701）  

・ I R 部門において CBT得点状況を経年比較し た結果、平均正答率が 80％から 徐々に低下し

ている 傾向を認め、 ま た CBT 成績と ６ 年次医師国家試験模試成績と の相関がある こ と か

ら 、 定例ミ ーティ ングで CBT 対策が必要と 判断し た。 こ れを受け、 医学科試験委員会で

協議し 、CBTの合格基準を、I RT標準ス コ ア 359 から 420 に変更し 厳格化し た。その結果、

平均正答率が 80％以上に上昇し た。（ 資料 308）（ 資料 707）  

・ 2018 年度医師国家試験合格率が国立大学の中で最低と 低迷し たため、 定例ミ ーティ ング

において対策が必要と 判断し 、 累積 GPA 成績下位者の医師国家試験合格率やカリ キュ ラ

ム評価アンケート によ る 自学自修時間調査、 科目ごと に実施し ていた卒業試験のあり 方

など を総合的に検討し た。 こ れを受け、 医学部教育委員会において改善案を策定し 、 教

授会での審議・ 決定を経て、 卒業試験を医師国家試験と 同じ 総合試験形式で実施する 方

法に変更し た。 新たな卒業試験は「 卒業時学科試験」 と し て、 学内の教員が独自に作成

し た問題によ る 試験( 第１ 試験) に加え、 業者によ る 試験( 第２ 試験、 第３ 試験) の計３ 回

によ り 実施し 、 学修の継続と 進歩をモニタ し つつ卒業時の学力を確認する こ と と し た。

その結果、 2019 年度の医師国家試験では、 新卒者全員合格を達成し 、 2020 年度以降も 高
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い水準を維持し ている（ 新卒者合格率 2020 年度： 96. 5%、 2021 年度： 97. 2%、 2022 年度：

96. 0%）。（ 資料 708）  

BB..  基基本本的的水水準準にに関関すするる現現状状分分析析とと自自己己評評価価  
・ 教育プロ グラ ムの課題の特定と 対応は、 整備し た医学部教育内部質保証体制において実

施し ている 。  

・ 課題の特定に必要な教学 I R 情報の収集・ 解析は、 I R 部門で行われ、 それら に基づき 、

教育支援センタ ーの定例ミ ーティ ングで小ま めな点検と 、 カリ キュ ラ ム評価委員会およ

び医学科専門部会で包括的な評価を行う 仕組みを確立し ている 。  

・ 特定さ れた課題への対応に関し ては、 教育支援センタ ーから の提示によ り 、 医学部教育

委員会およ び個別専門委員会（ 医学科カリ キュ ラ ム委員会、 医学科臨床実習委員会、 医

学科試験委員会等） で改善策を協議し 実行する 仕組みが確立し 、 課題への対応を実施し

ている 。  

CC.. 現現状状へへのの対対応応  
・ 課題の特定と 対応について、 教育プロ グラ ムを評価する 現行の仕組みを継続し て実施す

る こ と で課題を特定し 対応する 。  

DD.. 改改善善にに向向けけたた計計画画  
・ 整備し た教育内部質保証体制によ る 教育プロ グラ ムに関する 課題の特定と 対応の実施状

況を 踏ま え、 必要に応じ た見直し を通じ て、 中長期的視野に立った評価体制の充実を 図

っていく 。  

関 連 資 料/
120 福井大学医学部教育委員会要項 

122 医学部教育マネジメ ント ・ 教育内部質保証体制 

145 定例ミ ーティ ング議題一覧（ 2015 年度～）  

234 福井大学医学部附属教育支援センタ ー医学部教育 I R 部門要項 

308 CBT合格基準の厳格化（ 2017 年度）  

323 教育支援セン タ ープロ グラ ム 評価委員会議事要旨_ コ ン ピ テン シー達成度と アウ ト

カム評価の分析結果と 提言（ 2022 年）  

701 プロ グラ ム評価委員会医学科専門部会_ 資料（ 2022 年度）  

707 定例ミ ーティ ング議事メ モ_ 共用試験 CBTの合格規準について（ 2016 年度）  

708 定例ミ ーティ ン グ議事メ モ_ 卒試・ 国試合格プロ ジェ ク ト について（ 2018 年～2019

年度）  
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BB  77..11..55  評価の結果をカリキュラムに確実に反映しなければならない。

AA..  基基本本的的水水準準にに関関すするる情情報報  
・ 教育マネジメ ント 体制において、 教育支援センタ ーで教育プロ グラ ムを点検・ 評価し 、

教育委員会と 医学科カリ キュ ラ ム委員会等の専門委員会で改善案を策定し 実施する 、 教

学 PDCAに基づく 医学部教育内部質保証体制を確立し た。（ 資料 122）  

・ 教育支援センタ ーでは、I R部門においてカリ キュ ラ ムに関する 情報の収集と 解析を行い、

それに基づき 定例ミ ーティ ン グにおいてカリ キュ ラ ム の小ま めな点検を行い、 プロ グラ

ム評価委員会およ び医学科専門部会において教育プロ グラ ムの包括的な評価を 行う 。 そ

こ で特定さ れた課題等をカリ キュ ラ ム 委員会に提示し 、 医学科カリ キュ ラ ム委員会は、

その対応について審議を行い、 必要に応じ てカリ キュ ラ ムと その構成要素の改善案の策

定など の見直し を行う 。 その結果を、 医学部教育委員会およ び教授会で審議・ 決定し 、

以降のカリ キュ ラ ムに改善と し て反映する 。（ 資料 122）  

・ 2022 年度、医学科専門部会およ びプロ グラ ム評価委員会において、コ ンピ テンシー別 GPA

と 学生の自己評価に基づく コ ンピ テン シー修得状況によ る 教育プロ グラ ムの点検・ 評価

を実施し た。 その結果、 コ ンピ テンシー（ ６ ）「 科学的思考」 の修得状況が低いと の評価

に基づき 、 カリ キュ ラ ムの改善を求める 提言を行った。 医学科カリ キュ ラ ム委員会では、

「 科学的思考」 についてカリ キュ ラ ム を協議し 、 ３ 年次「 研究室配属」 の期間の延長を

決定し 、 2024 年度入学生のカリ キュ ラ ムから 反映する こ と と し た。（ 資料 701）  

・ 2014 年度に、 教育支援センタ ーの定例ミ ーティ ングにおいて臨床実習期間について点検

し 、 全教育期間の３ 分の１ に満たないこ と を確認し た。 それに基づき 、 医学科カリ キュ

ラ ム 委員会、 医学科臨床実習委員会およ び教育委員会において、 臨床実習期間を延長す

る こ と を決定し 、 さ ら に、 その時間を 確保する ために科目のコ マ数削減や２ 年次の基礎

医学科目の一部を１ 年次で実施する こ と など カリ キュ ラ ム全体の調整を行い、 2016 年度

から 始ま る カリ キュ ラ ム改訂を行った。（ 資料 709）  

・ 2016 年度に、 上記のカリ キュ ラ ム改訂を実施し たと こ ろ、 １ 年次での留年生が急激に増

加し た。 教育支援センタ ーの定例ミ ーティ ングにおいて、 基礎医学科目の１ 年次への移

行が原因である こ と を認め、 それを受けて医学科カリ キュ ラ ム 委員会およ び医学部教育

委員会において、一部を２ 年次に戻すこ と と し 、2018 年度にカリ キュ ラ ムを再改訂し た。

（ 資料 710）  

・ 2020 年度に、 ２ 年次の基礎医学科目の留年生が多いこ と に対し て、 教育支援センタ ーの

定例ミ ーティ ングにおいて科目成績分布を点検し 、 一部の基礎医学科目の負担が大き い

こ と を認めた。 そこ で２ 年次カリ キュ ラ ムについて科目担当者間でのミ ーティ ングを 行

い、 学生の負担軽減を目的に２ 年次科目での発展的・ 応用的内容をオンデマン ド 型遠隔

授業で実施する こ と を決定し 、 次年度のカリ キュ ラ ムから 実施し た。（ 資料 711）

BB..  基基本本的的水水準準にに関関すするる現現状状分分析析とと自自己己評評価価  
・ 教育内部質保証体制において、 教育支援センタ ーと 医学部教育委員会およ び医学科カリ

キュ ラ ム委員会と の連携に基づく 教学 PDCAサイ ク ルを構築し 、カリ キュ ラ ムの評価に資
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する 情報の収集・ 分析と それに基づく 点検・ 評価によ り 、 カリ キュ ラ ムの改善およ び学

修成果の向上を図っている こ と から 、 評価の結果をカリ キュ ラ ムに反映し ている 。  

CC.. 現現状状へへのの対対応応  
・ 教学 PDCAを実働し 、教育支援センタ ーと 医学部教育委員会およ び医学科カリ キュ ラ ム委

員会の連携をさ ら に密にし 、 評価体制を強化し て結果をカリ キュ ラ ムに確実に反映し て

いく 。  

DD.. 改改善善にに向向けけたた計計画画  
・ 整備し た教育内部質保証体制によ る カリ キュ ラ ムの評価結果のカリ キュ ラ ムへの反映状

況を 踏ま え、 必要に応じ た見直し を通じ て、 中長期的視野に立った評価・ 改善体制の充

実を図っていく 。  

関 連 資 料/
122 医学部教育マネジメ ント ・ 教育内部質保証体制 

701 プロ グラ ム評価委員会医学科専門部会_ 資料（ 2022 年度）  

709 定例ミ ーティ ング議事メ モ等_ 2014 年度臨床実習期間変更（ 2014 年度）  

710 定例ミ ーティ ング議事メ モ等_ 2016 年度カリ キュ ラ ム改訂によ る 弊害対策（ 2018 年

度）  

711 定例ミ ーティ ングメ モ_ 2 年次留年対策（ 2020 年度）  

以下の事項について定期的に、教育プログラムを包括的に評価するべきである。

QQ  77..11..11  教育活動とそれが置かれた状況

AA..  質質的的向向上上ののたためめのの水水準準にに関関すするる情情報報  
・ 医学部の教育活動全般については、 医学部教育内部質保証体制において、 教育支援セン

タ ーを中心に、 定期的かつ包括的に点検・ 評価し ている 。（ 資料 122）  

・ 医学部の教育活動およ び学修環境や教育資源など の状況についての包括的な評価は、 全

学の教育内部質保証体制において定めている 各種の自己点検・ 評価によ り 実施し ている 。

各自己点検・ 評価の結果については、 全学教育内部質保証委員会が評価する 。（ 資料 423）

（ 資料 424）  

・ 全学の教育内部質保証体制の定める 自己点検・ 評価（ 直近の実施年） は下記のと おり で

ある 。  

 外部評価に伴う 自己点検・ 評価（ 2021 年度実施）（ 資料 166）  

 機関別認証評価に伴う 自己点検・ 評価（ 2022 年度実施）（ 資料 317）  

 国立大学法人評価に伴う 自己点検・ 評価（ 2021 年度実施）（ 資料 316）（ 資料 712）  

 教育課程の自己点検・ 評価（ モニタ リ ング、プロ グラ ム・ レ ビ ュ ー）（ 2021 年度、2022

年度実施）（ 資料 647）（ 資料 648）  

 全学テーマ別自己点検・ 評価（ 2021 年度実施）（ 資料 713）  
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・ 教育の提供者である 教員については、 医学系部門教員活動状況評価を３ 年ごと に、 医学

部、 附属病院等に所属する 教授、 准教授、 専任の講師、 助教およ び助手を対象に実施し

ている 。 教育活動の全般を含む、 研究活動、 社会貢献・ 国際交流活動、 管理運営活動お

よ び診療活動の５ 領域に対し て自己評価を行っている 。（ 資料 516）  

・ 教育活動に対する 学生によ る 評価と し て、「 福井大学の教育・ 研究に対する 意識・ 満足度

調査」 や「 学生生活実態調査」 など の定期的なアンケート 、 およ び毎年度実施する 学生

の代表と 医学部長・ 教育担当副医学部長と の懇談会を 通し て、 学生から の意見聴取を 行

い、 状況を把握し た上で必要に応じ て改善し ている 。（ 資料 149）（ 資料 471）（ 資料 485） 

BB..  質質的的向向上上ののたためめのの水水準準にに関関すするる現現状状分分析析とと自自己己評評価価  
・ 教育活動と それが置かれた状況についての包括的な評価は、 教育支援センタ ーおよ び全

学教育内部質保証委員会のも と で、 医学部およ び全学の教育内部質保証体制において実

施し ている 。  

CC.. 現現状状へへのの対対応応  
・ 教育活動と それが置かれた状況について、 医学部およ び全学の教育内部質保証体制によ

る 点検・ 評価を継続する 。  

DD.. 改改善善にに向向けけたた計計画画  
・ 整備し た教育内部質保証体制によ る 教育活動と それが置かれた状況に関する 評価状況を

踏ま え、 必要に応じ た見直し を通じ て、 中長期的視野に立った評価・ 改善体制の充実を

図っていく 。  

 関  連  資  料 /
122 医学部教育マネジメ ント ・ 教育内部質保証体制 

149 学年代表と 医学部長およ び副医学部長と の懇談会案内メ ール（ 2022 年度）  

166 福井大学医学部･医学系研究科・ 自己点検・ 外部評価（ 2022 年度）  

316 医学部の教育に関する 現況分析結果（ 2020 年度）  

317 大学機関別認証評価・ 評価報告書（ 2022 年度）  

423 国立大学法人福井大学内部質保証に関する 基本方針 

424 福井大学内部質保証規程 

471 学生生活実態調査（ 2022 年度）  

485 意識・ 満足度調査結果（ 2021 年度）  

516 国立大学法人福井大学教員活動状況評価規程 

647 教育支援センタ ー運営委員会議事要旨_ プロ グラ ム・ レ ビュ ー（ 2021 年度）  

648 教育支援センタ ー運営委員会議事要旨_ モニタ リ ング（ 2022 年度）  

712 国立大学法人評価に伴う 自己点検・ 評価（ 2020 年度）  

713 全学テーマ別自己点検・ 評価（ 2021 年度）  
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以下の事項について定期的に、教育プログラムを包括的に評価するべきである。

QQ  77..11..22  カリキュラムの特定の構成要素

AA..  質質的的向向上上ののたためめのの水水準準にに関関すするる情情報報  
・ 教育課程、 教育方法、 学修方法、 およ び評価方法についてはシラ バス に記載し ている 。

シラ バス の記載内容は、 毎年度の更新時に点検し ている 。 加えて、 全学の教育内部質保

証においても 点検し ている 。（ 資料 105）（ 資料 151）  

・ シラ バス には、 各科目の学修目標、 授業の内容、 授業の形式、 到達目標、 準備学修（ 予

習・ 復習） 等の内容と 分量、 総合評価割合、 評価方法、 教科書・ 参考図書、 履修上の注

意事項や学修上の助言等、 アク ティ ブラ ーニング（ 主体的・ 対話的教育手法） の導入状

況、 担当教官名、 オフ ィ ス アワ ー（ 質問、 相談への対応） を記載し ている 。（ 資料 105）

（ 資料 151）  

・ 全学の教育内部質保証と し て毎年度実施する モニタ リ ングと ６ 年ごと に実施する プロ グ

ラ ム・ レ ビ ュ ーにおいて、 シラ バス の状況を点検し ている 。（ 資料 704）（ 資料 705）  

・ カリ キュ ラ ムについては、 各学年末に学生を対象にカリ キュ ラ ム評価アンケート を実施

し 、I R部門において分析し 、プロ グラ ム評価委員会およ び医学科専門部会において点検・

評価し ている 。（ 資料 147）  

・ 各授業の内容については、 学生によ る 科目評価アンケート およ び教員評価アン ケート を

行い、 結果を担当教員にフ ィ ード バッ ク し ている 。（ 資料 152）（ 資料 153）  

・ 2018 年度に現行のカリ キュ ラ ムを実施する にあたり 、 医学教育モデル・ コ ア・ カリ キュ

ラ ム（ 平成 28 年度改訂版） の導入状況を教育支援センタ ーによ り 調査し 、 科目に対応す

る モデル・ コ ア・ カリ キュ ラ ムの学修内容をシラ バス に明示し た。（ 資料 203_ P23）  

・ 教育支援センタ ーにおいて CBT 成績と ６ 年次医師国家試験模試成績と の相関を認め、 学

生の学修を促進する 目的で、 2017 年度に CBTの合格基準を引き 上げて進級要件の厳格化

を行った。（ 資料 308）  

BB..  質質的的向向上上ののたためめのの水水準準にに関関すするる現現状状分分析析とと自自己己評評価価  
・ 課程の記載、 教育内容、 教育方法、 評価方法など のカリ キュ ラ ムの特定の構成要素につ

いては、 定期的に点検を実施し 、 それに基づく 評価によ り 次年度以降の改善に活用し て

いる 。  

CC.. 現現状状へへのの対対応応  
・ シラ バス の点検等によ り 、 カリ キュ ラ ムの特定の構成要素についての点検を継続する 。  

・ 学生から のフ ィ ード バッ ク を 踏ま え、 カリ キュ ラ ムの特定の構成要素に関する 改善を 検

討する 。  
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DD.. 改改善善にに向向けけたた計計画画  
・ 整備し た教育内部質保証体制によ る カリ キュ ラ ムの特定の構成要素についての評価状況

を踏ま え、 必要に応じ た見直し を通じ て、 中長期的視野に立っ た評価・ 改善体制の充実

を図っていく 。  

 関 連 資 料/
105 シラ バス _ 医学科授業要項（ 2023 年度）  

147 カリ キュ ラ ム評価アンケート （ 2022 年度）  

151 2023 年度医学科シラ バス 作成要領（ 2022 年度）  

152 科目評価アンケート （ 2022 年度）  

153 教員評価アンケート （ 2022 年度）  

203 福井大学医学部附属教育支援センタ ーI R部門報告書（ 2018 年度）  

308 CBT合格基準の厳格化（ 2017 年度）  

704 全学教育内部質保証委員会議事要旨_ プロ グラ ム・ レ ビ ュ ー（ 2021 年度）  

705 全学教育内部質保証委員会議事要旨_ モニタ リ ング（ 2022 年度）  

以下の事項について定期的に、教育プログラムを包括的に評価するべきである。

QQ  77..11..33  長期間で獲得される学修成果

AA..  質質的的向向上上ののたためめのの水水準準にに関関すするる情情報報  
・ アウ ト カム基盤型教育に基づき 、 学修成果である アウ ト カム３ 項目と 、 それを 達成する

ために修得すべき 能力をコ ン ピ テンシー大領域８ 項目に定め、 さ ら にその具体的能力と

し てコ ンピ テンシー小領域 36 項目を定めている 。教育プロ グラ ム全体の学修成果は卒業

時のアウ ト カム評価と し て、在学中の各学年での学修成果はコ ンピ テンシー修得状況（ コ

ンピ テンシー・ マイ ルス ト ーン） と し て、 アセス メ ン ト ・ ポリ シーに基づき 評価し てい

る 。（ 資料 105 P4-22）  

・ 卒業時のアウ ト カム評価は、 卒業時学科試験、 臨床実習評価、 Post -CC OSCE によ り 評価

し ている 。 コ ンピ テンシー修得状況は、 コ ンピ テンシー大領域８ 項目に対し て、 科目成

績 GPA によ る も のと 学生の自己評価によ る も ので可視化し て評価し ている 。 こ れら の学

生の学修成果を教育成果と し て、 学年間や入学年度によ り 比較する こ と で教育プロ グラ

ムを評価し ている 。（ 資料 105_ P4-22）（ 資料 701）（ 資料 706）  

・ 卒業生に対し て、 卒業時およ び卒後に卒前教育で修得し た学修成果に対する 自己評価ア

ンケート を実施し ている （ 直近では 2022 年度）。 さ ら に卒後研修病院に対し て、 本学卒

業生の能力についてのアンケート を実施し ている（ 直近では 2022 年度）。こ れら によ り 、

本学の教育プロ グラ ム によ り 得ら れる 長期的な学修成果について評価し ている 。（ 資料

240）（ 資料 241）  

・ 学修成果の全国的に標準化さ れた試験と し て、 共用試験 CBT と Pre-CC OSCE を実施し 、

他大学と 比較し た客観的評価を行っている 。さ ら に、医師国家試験の合格状況を分析し 、

教育プロ グラ ムの改善に活用し ている 。（ 資料 311）  
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・ 以上のデータ は I R 部門で収集・ 分析し 、 教育支援センタ ーの定例ミ ーティ ングおよ びプ

ロ グラ ム評価委員会と 医学科専門部会において点検・ 評価し ている 。（ 資料 122）  

BB..  質質的的向向上上ののたためめのの水水準準にに関関すするる現現状状分分析析とと自自己己評評価価  
・ アウ ト カム基盤型教育に基づき 、 学生・ 卒業生のアウ ト カム・ コ ンピ テンシーの達成・

修得状況、 卒後研修病院によ る 卒業生の活動状況、 共用試験・ 医師国家試験等を、 教育

支援センタ ーにおいて分析・ 点検する こ と によ り 、 長期間で獲得さ れる 学修成果を評価

し ている 。  

CC.. 現現状状へへのの対対応応  
・ 学生のアウ ト カム・ コ ンピ テンシー達成・ 修得状況に基づく 学修成果・ 教育成果の評価

を継続する 。  

・ 卒業生およ び就職先に対し て、 定期的なアンケート 調査を実施でき る 体制を整える 。  

・ アウ ト カム基盤型教育導入後（ 2018 年度導入） のアンケート 調査は、 導入後最初の学生

が卒業する 2023 年度以降に実施する 。  

DD.. 改改善善にに向向けけたた計計画画  
・ 整備し た教育内部質保証体制によ る 長期的な学修成果に基づく 教育プロ グラ ム の評価状

況を 踏ま え、 必要に応じ た見直し を通じ て、 中長期的視野に立った評価・ 改善体制の充

実を図っていく 。  

関 連 資 料/  
105 シラ バス _ 医学科授業要項（ 2023 年度）  

122 医学部教育マネジメ ント ・ 教育内部質保証体制 

240 卒業生アンケート （ 2022 年度）  

241 就職先アンケート （ 2022 年度）  

311 医師国家試験合格率の推移 

701 プロ グラ ム評価委員会医学科専門部会_ 資料（ 2022 年度）  

706 点検・ 評価ロ ード マッ プ_ PDCAサイ ク ル方針（ 2022 年度）  

以下の事項について定期的に、教育プログラムを包括的に評価するべきである。

QQ  77..11..44  社会的責任

AA..  質質的的向向上上ののたためめのの水水準準にに関関すするる情情報報  
・ アウ ト カム基盤型教育において、学修成果と し てアウ ト カム３「 医療人と し ての地域性・

国際性」 において医師の社会的役割と し ての理解と 、 その修得能力と し てコ ン ピ テン シ

ー（ ７ ）「 医療の社会性と 地域医療・ 国際的視点」 と （ ８ ）「 福井医療力」 を定めている 。

こ れら の達成・ 修得状況は、 教育支援センタ ーにおいてアウ ト カム評価およ びコ ンピ テ

ンシー修得状況を把握する こ と によ り 評価し ている 。（ 資料 105_ P19-20）（ 資料 119）  
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・ 卒業生に対し ては、 卒業生アンケート において、 卒後の医療活動において医師と し ての

社会的責任についての自己評価によ り 評価し ている 。（ 資料 240）  

・ 医師国家試験の合格状況を毎年度分析し 、 医師輩出を 担う 医学部と し ての社会的責任を

評価し ている 。（ 資料 311）  

・ 福井大学が県内４ 大学と 連携する「 地（ 知） の拠点大学によ る 地方創生推進事業（ COC+）」

において、 医学部では、 地域医療に関する 科目を修得し た学生に対し て「 ふく い地域創

生士®」 を認定し ている 。 こ の修得状況によ り 福井県の地域医療に対する 社会的責任を評

価し ている 。（ 資料 714）  

・ 2020 年度に採択さ れた国の補助金事業「 総合的な診療能力を持つ医師養成の推進事業」

およ び「 感染症医療人養成事業」 によ り 、 特色ある カリ キュ ラ ムの「 地域医療」 につい

ては科目の増設を、「 感染症」 については特色ある カリ キュ ラ ムと し て新設し 、 社会的ニ

ーズに応じ てカリ キュ ラ ムを 強化し た。 こ れら に関する 学生のアウ ト カム・ コ ンピ テン

シ ー達成・ 修得状況によ り 、 ニ ーズ に対応し た 社会的責任を 評価し て いる 。（ 資料

105_ P13-14）（ 資料 232）（ 資料 243）  

BB..  質質的的向向上上ののたためめのの水水準準にに関関すするる現現状状分分析析とと自自己己評評価価  
・ 医学部の教育内部質保証体制において、 アウ ト カム基盤型教育に基づき 設定し た社会的

責任に関する アウ ト カム・ コ ンピ テン シーの達成・ 修得状況を 、 教育支援セン タ ーで点

検・ 評価する こ と によ り 、 社会的責任に関する 教育プロ グラ ムの評価を実施し ている 。  

CC.. 現現状状へへのの対対応応  
・ 社会的責任に関する アウ ト カム・ コ ン ピ テンシーの達成・ 修得状況について継続し て点

検し 評価を行っていく 。  

・ 卒業生およ び就職先に対し て、 定期的なアンケート 調査を実施でき る 体制を整える 。  

DD.. 改改善善にに向向けけたた計計画画  
・ 整備し た教育内部質保証体制によ る 社会的責任に関する 教育プロ グラ ムの評価状況を 踏

ま え、 必要に応じ た見直し を 通じ て、 中長期的視野に立った評価・ 改善体制の充実を 図

っていく 。  

 関  連  資  料 /
105 シラ バス _ 医学科授業要項（ 2023 年度）  

119 学位授与の方針（ ディ プロ マ・ ポリ シー）  

232 感染症医療人材養成事業 

240 卒業生アンケート （ 2022 年度）  

243 総合医療・ 総合内科センタ ー【 HP】  

311 医師国家試験合格率の推移 

714 ふく い地域創生士パンフレ ッ ト  
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77.. 22  教教員員とと 学学生生かからら ののフフ ィィ ーードド ババッッ クク   

基基本本的的水水準準：：  
医学部は、  

 教員と 学生から のフ ィ ード バッ ク を系統的に求め、 分析し 、 対応し なければなら ない。

（ B 7. 2. 1）  

質質的的向向上上ののたためめのの水水準準：：  
医学部は、  

 フ ィ ード バッ ク の結果を利用し て、 教育プロ グラ ムを開発すべき である 。（ Q 7. 2. 1）  

注注  釈釈：：  
 [ フ ィ ード バッ ク ］ には、 教育プロ グラ ムの課程や学修成果に関わる 学生レ ポート やそ

の他の情報が含ま れる 。 ま た、 法的措置の有無に関わら ず、 教員ま たは学生によ る 不

正ま たは不適切な行為に関する 情報も 含ま れる 。

BB  77..22..11  教員と学生からのフィードバックを系統的に求め、分析し、対応しなければならない。

AA..  基基本本的的水水準準にに関関すするる情情報報  
・ 医学部では、 アセス メ ント ・ ポリ シーに基づき 、 教育支援セン タ ーにおいて教員と 学生

から のフィ ード バッ ク をアンケート などの教学 I R データ と し て収集・ 分析し 対応し てい

る 。（ 資料 105_ P22）  

・ さ ら に、全学的に実施する アンケート によ り 学生から のフィ ード バッ ク を収集・ 分析し 、

教育支援センタ ーにおいて対応し ている 。（ 資料 485）  

・ ま た、 アンケート 以外の機会に学生・ 教員から のフ ィ ード バッ ク を得て対応し ている 。  

・ 学生およ び教員から のフィ ード バッ ク は I R 部門において分析を行い、教育支援センタ ー

の定例ミ ーティ ングにおける 点検と 、 プロ グラ ム評価委員会およ び医学科専門部会にお

ける 評価によ り 、 次年度以降の教育プロ グラ ムの改善に役立てている 。（ 資料 122）  

【 学生から のフィ ード バッ ク 】  

〈 医学部が実施する アンケート によ る 意見聴取〉  

・ 入学者アンケート ： 入学直後の新入生に対し て実施し ている 。（ 資料 715）  

・ カリ キュ ラ ム評価アンケート ： １ 〜６ 年次の学生に各年度末に実施し ている 。（ 資料 147） 

・ 科目評価アンケート ： １ 〜５ 年次の学生に各科目終了時に実施し ている 。（ 資料 152）  

・ 教員評価アンケート ： １ 〜５ 年次の学生に科目を担当する 教員の授業終了後に実施し て

いる 。（ 資料 153）  

・ 臨床実習学生によ る 診療科評価： ５ 年次の学生に「 診療参加型臨床実習Ⅰ」 の各診療科

終了時に F. CESS 上で実施し ている 。（ 資料 138）（ 資料 716）  
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・ 臨床実習アンケート ： ６ 年次の学生に「 診療参加型臨床実習Ⅱ」 の終了後に実施し てい

る 。（ 資料 717）  

・ アウ ト カム達成度自己評価票： １ 〜５ 年次の学生に各年度末に実施し ている 。（ 資料 162）

（ 資料 701）  

・ 卒業時アウ ト カム達成度自己評価票： ６ 年次の学生に、 卒業時に実施する 。 2023 年度

実施予定。  

・ 卒業生アンケート ： 卒業生（ 卒後１ 年目と ４ 年目） に毎年度実施する 。（ 資料 240）  

〈 全学が実施する アンケート によ る 意見聴取〉  

・ 福井大学の教育・ 研究に対する 意識・ 満足度調査： １ 〜６ 年次の学生に適宜実施し てい

る 。（ 資料 485）  

・ 学生生活実態調査： １ 〜６ 年次の学生に３ 年ごと に実施し ている 。（ 資料 471）  

・ 在学生調査： 大学 I R コ ンソ ーシアムの教育内容・ 教育環境・ 大学生活に関する 調査の

本学版を１ 年次と ３ 年次の学生に毎年度実施し ている 。（ 資料 718）  

〈 アンケート 以外の意見聴取〉  

・ 医学部長と の懇談会： １ 〜６ 年次の学年代表と 医学部長およ び教育担当副医学部長によ

る 懇談会を毎年度実施し ている 。（ 資料 149）  

・ 学年代表連絡会： １ 〜６ 年次の学年代表と 学務課によ る 連絡会を毎年度複数回実施し て

いる 。（ 資料 148）  

【 教員から のフィ ード バッ ク 】  

〈 アンケート によ る 意見聴取〉  

・ 教育プロ グラ ムに関する 教員アンケート ： 医学科教員に対し て 2022 年度から 実施し て

いる 。（ 資料 163）  

〈 アンケート 以外の意見聴取〉  

・ 教育支援センタ ー・ 定例ミ ーティ ング： センタ ー教員と 学務課職員によ る 教職協働ミ

ーティ ングで原則週１ 回ま たは起案時に開催し 、自由討議によ る 意見を聴取し ている 。

（ 資料 145）（ 資料 709）（ 資料 710）（ 資料 711）  

・ 教育委員会およ び教育関連の個別専門委員会での教員の意見： 教育関連会議での参加

教員から 意見を聴取し ている 。（ 資料 120）  

BB..  基基本本的的水水準準にに関関すするる現現状状分分析析とと自自己己評評価価  
・ 医学部およ び全学において、 各種アン ケート を通じ て学生の意見を聴取し 、 さ ら に医学

部長など と の懇談会など において学生の意見を直接聞く こ と で、 学生から のフ ィ ード バ

ッ ク を系統的・ 定期的に求め、 教育支援センタ ーにおいて分析し 対応し ている 。  

・ 教員によ る 教育プロ グラ ムに対する アンケート を実施し 、 ま た教育支援センタ ーの定例

ミ ーティ ング等で直接意見を 聞く こ と で、 教員から の系統的なフ ィ ード バッ ク を求め、

教育支援センタ ーにおいて分析し 対応し ている 。  

CC.. 現現状状へへのの対対応応  
・ 各種アンケート を継続し て実施し 、 学生・ 教員から のフィ ード バッ ク を系統的・ 定期的

に実施する 。  
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・ 教員から のフ ィ ード バッ ク について、 さ ら に方法・ 内容を検討する 。  

・ アンケート の回収率向上を図り 、 よ り 質の高いフィ ード バッ ク を得る 方法を検討する 。  

DD.. 改改善善にに向向けけたた計計画画  
・ アン ケート 調査を継続し ながら 、 その結果を分析し て、 さ ら によ り 良いフ ィ ード バッ ク

が得ら れる よ う な調査方法を検討し ていく 。  

・ カリ キュ ラ ム、 講義等に対する フ ィ ード バッ ク をさ ら に充実さ せる ため、 必要に応じ て

アンケート 内容を更新する 。  

関 連 資 料/
105 シラ バス _ 医学科授業要項（ 2023 年度）  

120 福井大学医学部教育委員会要項 

122 医学部教育マネジメ ント ・ 教育内部質保証体制 

138 臨床教育支援シス テム F. CESS 

145 定例ミ ーティ ング議題一覧（ 2015 年度～）  

147 カリ キュ ラ ム評価アンケート （ 2022 年度）  

148 国立大学法人福井大学医学部学年代表連絡会会則 

149 学年代表と 医学部長およ び副医学部長と の懇談会案内メ ール（ 2022 年度）  

152 科目評価アンケート （ 2022 年度）  

153 教員評価アンケート （ 2022 年度）  

162 アウ ト カム達成度自己評価票（ 2022 年度）  

163 医学部 FD・ SD「 医学部教育体制について」 教員、 事務職員、 学生アンケート （ 2022

年度）  

240 卒業生アンケート （ 2022 年度）  

471 学生生活実態調査（ 2022 年度）  

485 意識・ 満足度調査結果（ 2021 年度）  

701 プロ グラ ム評価委員会医学科専門部会_ 資料（ 2022 年度）  

709 定例ミ ーティ ング議事メ モ等_ 2014 年度臨床実習期間変更（ 2014 年度）  

710 定例ミ ーティ ング議事メ モ等_ 2016 年度カリ キュ ラ ム改訂によ る 弊害対策（ 2018 年

度）  

711 定例ミ ーティ ングメ モ_ ２ 年次留年対策（ 2020 年度）  

715 入学者アンケート （ 2022 年度）  

716 臨床実習生によ る 診療科評価 

717 臨床実習アンケート （ 2021 年度）  

718 在学生調査（ 2022 年度）  
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QQ  77..22..11  フィードバックの結果を利用して、教育プログラムを開発すべきである。

AA..  質質的的向向上上ののたためめのの水水準準にに関関すするる情情報報  
・ こ れま での学生・ 教員によ る 各種アン ケート の結果では、 ほと んど の項目において改善

を要する ほど 低く 評価さ れる こ と がなかった。 そのため、 アン ケート 結果に基づく 教育

プロ グラ ムの開発・ 改善例は現在ま でのと こ ろ特にはない。  

・ ただし 、アンケート の自由記述や懇談会、定例ミ ーティ ング等での学生・ 教員の個人的・

直接的な意見に基づく 教育プロ グラ ムの改善は実施し ている 。  

・ 実際例と し て、 ２ 年次に基礎医学科目が集中し て過密と なっていたカリ キュ ラ ムが過度

の負担と なっている こ と に対する 学生の意見に基づいて、 医学科カリ キュ ラ ム 委員会で

の審議の後、 基礎医学科目の一部（ 人体解剖学、 遺伝と 遺伝子、 生体物質の代謝） を １

年次に移行し た（ 2016 年度）。 なお、 こ れは臨床実習を４ 年次後期から 開始する ための

実習時間の確保と 合わせ、基礎医学科目の前倒し 実施と し ての改善策と 合わせて行った。

（ 資料 710）  

・ ま た、 １ 年次の基礎科学系の一部の必修科目が過剰状態にある と いう 学生およ び教員の

意見に基づいて、 医学科カリ キュ ラ ム 委員会での審議ののち、 その科目の時間数を削減

し 、 選択必修科目に変更し た（ 2016 年度）。（ 資料 710）  

BB..  質質的的向向上上ののたためめのの水水準準にに関関すするる現現状状分分析析とと自自己己評評価価  
・ 教育支援センタ ーおよ び医学科カリ キュ ラ ム委員会において、 学生・ 教員のフ ィ ード バ

ッ ク に基づいたカリ キュ ラ ム等、 教育プロ グラ ムの開発・ 改善を実施し ている 。  

・ アン ケート の自由記述や学生代表と の懇談会など での少数派の意見を、 ど こ ま で改善に

反映すべき か課題がある 。  

CC.. 現現状状へへのの対対応応  
・ アン ケート 等によ る 学生・ 教員から のフ ィ ード バッ ク を継続し て実施し 、 それをカリ キ

ュ ラ ム等教育プロ グラ ムの開発・ 改善に反映する 体制を維持する 。  

・ アン ケート の自由記述や学生代表と の懇談会など での少数派の意見に対する 対応につい

て、 議論し ていく 。  

DD.. 改改善善にに向向けけたた計計画画  
・ 学生およ び教員に対する 各種アンケート の質問項目の内容等を 必要に応じ て見直し 、 教

育プロ グラ ムの開発・ 改善に有効に活用でき る よ う に、中長期的視野に立って検討する 。  

関 連 資 料/
710 定例ミ ーティ ング議事メ モ等_ 2016 年度カリ キュ ラ ム改訂によ る 弊害対策（ 2018 年

度）  
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77.. 33  学学生生とと 卒卒業業生生のの実実績績  

基基本本的的水水準準：：  
医学部は、  

 次の項目に関連し て、 学生と 卒業生の実績を分析し なければなら ない。  

 使命と 意図し た学修成果（ B 7. 3. 1）  

 カリ キュ ラ ム（ B 7. 3. 2）  

 資源の提供（ B 7. 3. 3）  

質質的的向向上上ののたためめのの水水準準：：  
医学部は、  

 以下の項目に関連し て、 学生と 卒業生の実績を分析する べき である 。  

 背景と 状況（ Q 7. 3. 1）  

 入学資格（ Q 7. 3. 2）  

 学生の実績の分析を 使用し 、 以下の項目について責任がある 委員会へフ ィ ード バッ ク

を提供すべき である 。  

 学生の選抜（ Q 7. 3. 3）  

 カリ キュ ラ ム立案（ Q 7. 3. 4）  

 学生カウ ンセリ ング（ Q 7. 3. 5）  

注注  釈釈：：  
 [ 学生の実績］ の測定と 分析には、 教育期間、 試験成績、 合格率およ び不合格率、 進級

率と 留年率およ び理由、 各課程における レ ポート など の情報のほか、 学生が興味を示

し ている 領域や選択科目の履修期間など も 含ま れる 。 留年を 繰り 返し ている 学生に対

する 面接、 退学する 学生の最終面接を含む。

 [ 卒業生の実績］ の測定基準には、 国家試験の結果、 進路選択、 卒業後の実績における

情報を 含み、 教育プロ グラ ム が画一になる こ と を避ける こ と によ り 、 カリ キュ ラ ム改

善のための基盤を提供する 。

 [ 背景と 状況］ には、 学生を取り 巻く 社会的、 経済的、 文化的環境が含ま れる 。

日日本本版版注注釈釈：：[ 入学資格] と は、 日本において学校教育法や学校教育法施行規則に、 大学

資格や編入学が定めら れている 。
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次の項目に関連して、学生と卒業生の実績を分析しなければならない。

BB  77..33..11  使命と意図した学修成果

AA..  基基本本的的水水準準にに関関すするる情情報報  
・ 使命と 意図し た学修成果に関連し た学生と 卒業生の実績は、 アウ ト カム基盤型教育に基

づき 、 医学部の理念のも と に定めた学修成果「 アウ ト カム」 と その達成のために修得す

べき 能力「 コ ンピ テンシー」 の達成・ 修得度を評価する こ と によ り 、 教育支援センタ ー

において分析し ている 。（ 資料 105_ P4-20）  

・ コ ンピ テンシー修得状況は、カリ キュ ラ ム・ マッ プと カリ キュ ラ ム・ ツ リ ーに基づいて、

各学年でコ ンピテンシー大領域８ 項目ごと に、 それぞれに関わる 科目成績の平均 GPA と

し て算出し 、 レ ーダーチャ ート で可視化し ている 。 こ の GPA レ ーダーチャ ート は、 学生

個人のも のと 学年全体で平均し たも のを作成し ている 。 学生個人の GPA レ ーダーチャ ー

ト は、 学生個々の学修成果と し て e-ポート フ ォ リ オによ り フ ィ ード バッ ク し 、 学生自身

が学修進捗状況を把握でき る よ う にし ている 。 学年全体の平均によ る GPA レ ーダーチャ

ート は教育成果と し て、 各コ ンピ テン シーの GPA の学年間の比較によ り 分析し ている 。

（ 資料 161）（ 資料 701）  

・ コ ン ピ テンシー修得状況は、 GPA と は別に、 各学年でのアウ ト カム自己評価アンケート

によ り 、 学生自身がコ ンピ テンシーごと に自己評価し 、 自己評価レ ーダーチャ ート と し

て可視化し ている 。 こ れについても 、 学生個人のも のと 学年全体で平均し たも のを作成

し ている 。 学生個人の自己評価レ ーダーチャ ート は e-ポート フ ォ リ オによ り 学生にフ ィ

ード バッ ク し 、 GPA レ ーダーチャ ート によ る 客観的評価と 比較する こ と で、 自身の学修

進捗の認識における ギャ ッ プを把握でき る よ う にし ている 。 学年全体の平均によ る 自己

評価レ ーダーチャ ート は教育成果と し て、学年間の比較によ り 分析し ている 。（ 資料 161）

（ 資料 701）  

・ アウ ト カム達成状況は、アウ ト カム評価と し て、卒業時学科試験、臨床実習評価、Post -CC 

OSCE 成績によ り 確認し 、 学生の学修成果と し て分析する 。 アウ ト カム 基盤型教育導入

（ 2018 年度） 後、 最初の学生が 2023 年度に卒業する ため、 アウ ト カム達成状況によ る

学生の学修成果の分析はそれ以降に実施する 。（ 資料 105_ P19-20）  

・ 学生の学修成果については上記以外に、 アセス メ ント ・ ポリ シーに定める 進級率、 退学

率、 各学年次科目成績（ 素点・ GPA）、 共用試験 CBT・ Pre-CC OSCE 成績、 医師国家試験模

試成績、卒業時学科試験成績などを用いて、各学年での科目成績と 進級・ 退学と の関係、

CBT 成績と の関係、 医師国家試験模試と の関係、 卒業時学科試験と の関係など を多岐に

わたって分析し ている 。（ 資料 105_ P22）  

・ 卒業生の学修成果については、 医師国家試験の合格率等の結果、 進路選択・ 就職状況等

の情報、卒業時のアウ ト カム自己評価アンケート を分析し ている 。（ 資料 215）（ 資料 311） 

・ さ ら に、 卒業生アンケート を 卒後１ 年目と ４ 年目の卒業生に行い、 卒前のアウ ト カム ・

コ ンピ テンシーに対する 実績の卒後の状況を調査し ている 。（ 資料 240）  

・ 以上の学生およ び卒業生の学修成果の実績と し てのデータ は、 I R部門において収集・ 管

理し 分析し ている 。 分析結果は、 教育支援センタ ーホームページの I R 部門報告書や教育
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プロ グラ ムダッ シュ ボード に一括し て掲載し 、 関係者に公開し ている 。（ 資料 203）（ 資

料 313）  

BB..  基基本本的的水水準準にに関関すするる現現状状分分析析とと自自己己評評価価  
・ アウ ト カム・ コ ンピ テンシーの達成・ 修得状況や、 学生と 卒業生の共用試験・ 医師国家

試験等の多様な教学 I Rデータ によ り 、学生と 卒業生について使命と 意図し た学修成果の

実績を分析し ている 。  

CC.. 現現状状へへのの対対応応  
・ 学生のアウ ト カム・ コ ンピ テンシーの達成・ 修得状況、 およ び多様な教学 I Rデータ によ

り 、 学生について使命と 意図し た学修成果の分析を継続し て実施する 。  

・ 卒業生については、 卒業生アンケート の回収率を向上でき る よ う に方法等を検討する 。  

DD.. 改改善善にに向向けけたた計計画画  
・ アウ ト カム基盤型教育の維持・ 発展のため、 整備し た教育内部質保証体制によ る 学生と

卒業生の使命と 意図し た学修成果に関する 実績の分析状況を踏ま え、 必要に応じ た見直

し を通じ て、 中長期的視野に立った評価体制の充実を図っていく 。  

 関  連  資  料 /
105 シラ バス _ 医学科授業要項（ 2023 年度）  

161 e-ポート フ ォ リ オ（ 成績通知表）  

203 福井大学医学部附属教育支援センタ ーI R部門報告書（ 2018 年度）  

215 福井大学基礎資料（ 2023 年度）  

240 卒業生アンケート （ 2022 年度）  

311 医師国家試験合格率の推移 

313 教育支援センタ ー・ 教育プロ グラ ムダッ シュ ボード  

701 プロ グラ ム評価委員会医学科専門部会_ 資料（ 2022 年度）  

次の項目に関連して、学生と卒業生の実績を分析しなければならない。

BB  77..33..22  カリキュラム

AA..  基基本本的的水水準準にに関関すするる情情報報  
・ カリ キュ ラ ムは、 アウ ト カム 基盤型教育に基づき 、 定めた学修成果「 アウ ト カム」 と 修

得能力「 コ ンピ テンシー」 を 達成・ 修得する 教育課程と し て構成し ている 。 そのため、

カリ キュ ラ ムに関する 学生の実績は、 アウ ト カム・ コ ンピ テン シーの達成・ 修得状況を

教育支援センタ ーにおいて分析する こ と によ り 実施し ている 。（ 資料 105_ P4-20）  

・ コ ンピ テンシー修得状況は、カリ キュ ラ ム・ マッ プと カリ キュ ラ ム・ ツ リ ーに基づいて、

各学年でコ ンピテンシー大領域８ 項目ごと に、 それぞれに関わる 科目成績の平均 GPA と

し て算出し 、 GPA レ ーダーチャ ート で可視化し ている 。 合わせて、 各学年でのアウ ト カ
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ム自己評価アンケート によ り 、 学生自身がコ ンピ テン シーごと に自己評価し 、 自己評価

レ ーダーチャ ート と し て可視化し ている 。（ 資料 161）  

・ アウ ト カム達成状況は、アウ ト カム評価と し て、卒業時学科試験、臨床実習評価、Post -CC 

OSCE 成績によ り 確認し 、 学生の学修成果と し て分析し ている 。（ 資料 105_ P19-20）  

・ こ れら のアウ ト カム・ コ ンピ テンシー達成・ 修得状況によ り 、 例えば、 修得状況の低い

コ ン ピ テンシーに関連する 科目等を見直すなど によ り カリ キュ ラ ムの改善を図る 。 実際

例と し て、 2022 年度の医学科専門部会およ びプロ グラ ム評価委員会において、 コ ンピ テ

ンシー修得状況によ る 教育プロ グラ ム の点検・ 評価を 実施し た。 その結果、 コ ンピ テン

シー（ ６ ）「 科学的思考」 の修得状況が低いと の評価に基づき 、 医学科カリ キュ ラ ム委員

会にそれに関わる カリ キュ ラ ムの改善を求める 提言を行った。（ 資料 701）  

・ 学生の学修成果と し てアセス メ ント ・ ポリ シーに定める 進級率、 退学率、 各学年次科目

成績（ 素点・ GPA）、 共用試験 CBT・ Pre-CC OSCE成績、 医師国家試験模試成績、 卒業時学

科試験成績など を用いて、 データ 間の関係など の分析結果によ り 、 カリ キュ ラ ムを分析

し ている 。（ 資料 105_ P22）（ 資料 313）  

・ １ 〜６ 年次の各学年で、 年度末にカリ キュ ラ ム評価アンケート を実施し 、 当該学年のカ

リ キュ ラ ムに対する 学生によ る 評価を フ ィ ード バッ ク し 、 カリ キュ ラ ムの分析に活用し

ている 。（ 資料 147）  

・ 卒業生に対し ては、 医師国家試験の合格率等の結果、 進路選択・ 就職状況等の情報、 卒

業時のアウ ト カム自己評価アンケート 、 カリ キュ ラ ム 評価アン ケート によ り 、 ６ 年間の

学修成果と カリ キュ ラ ムに対する 評価をフ ィ ード バッ ク し 、 カリ キュ ラ ムの分析に用い

ている 。 加えて、 卒後１ 年目と ４ 年目の卒業生に対し て卒業生アンケート を実施し 、 本

学で修得し た学修成果の活用状況など の情報分析によ り 、 カリ キュ ラ ムを分析する こ と

にし ている 。（ 資料 240）（ 資料 311）（ 資料 313）  

BB..  基基本本的的水水準準にに関関すするる現現状状分分析析とと自自己己評評価価  
・ アウ ト カム・ コ ンピ テンシーの達成・ 修得状況や、 共用試験・ 医師国家試験結果、 カリ

キュ ラ ム評価アンケート など 、 学生と 卒業生の多様な教学 I R データ によ り 、 カリ キュ ラ

ムに関連する 学生と 卒業生の実績を分析し ている 。  

・ 分析の結果を用いてカリ キュ ラ ム改善への提言につなげている 。  

CC.. 現現状状へへのの対対応応  
・ 学生のアウ ト カム・ コ ンピ テンシーの達成・ 修得状況、 およ び多様な教学 I Rデータ によ

り 、 カリ キュ ラ ムの分析を継続し て実施する 。  

・ 卒業生については、 卒業生アンケート の回収率を向上でき る よ う に方法等を検討する 。  

DD.. 改改善善にに向向けけたた計計画画  
・ アウ ト カム基盤型教育の維持・ 発展のため、 整備し た教育内部質保証体制によ る 学生と

卒業生のカリ キュ ラ ムに関する 実績の分析状況を踏ま え、必要に応じ た見直し を通じ て、

中長期的視野に立った評価体制の充実を図っていく 。  
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 関  連  資  料 /
105 シラ バス _ 医学科授業要項（ 2023 年度）  

147 カリ キュ ラ ム評価アンケート （ 2022 年度）  

161 e-ポート フ ォ リ オ（ 成績通知表）  

240 卒業生アンケート （ 2022 年度）  

311 医師国家試験合格率の推移 

313 教育支援センタ ー・ 教育プロ グラ ムダッ シュ ボード  

701 プロ グラ ム評価委員会医学科専門部会_ 資料（ 2022 年度）  

次の項目に関連して、学生と卒業生の実績を分析しなければならない。

BB  77..33..33  資源の提供

AA..  基基本本的的水水準準にに関関すするる情情報報  
・ 資源の提供に関連する 学生と 卒業生の実績は、 主に学生へのアンケート 回答や施設・ 制

度の利用状況によ り 分析し ている 。（ 資料 122）  

・ 講義室等の修学環境については、カリ キュ ラ ム評価アンケート およ び意識・ 満足度調査、

学生生活実態調査、 在学生調査など のアンケート において、 それに関連する 質問項目を

設定し 、 意見聴取によ り 分析し ている 。（ 資料 147）（ 資料 471）（ 資料 485）（ 資料 718）  

・ 医学部長と 学生代表と の懇談会およ び学年代表連絡会議において、 施設・ 設備等の意見

聴取を行って分析し ている 。（ 資料 148）（ 資料 149）  

・ こ れら の対応例と し て、 講義棟の改修（ 講義室の拡充と 美化、 空調整備、 机や椅子など

機器・ 設備の更新、 情報処理室の充実、 学生用会議室の設置、 コ ミ ュ ニケーショ ン・ ス

ペース やマルチラ ーニング・ ス ペース など のラ ーニング・ コ モンズの整備など ）、 医学図

書館に情報工房（ グループラ ボ 14 室） の整備、 講義室学生机の電源設置、 Wi -Fi 環境の

向上、 臨床実習学生用の自修ス ペース と ラ ーニング・ コ モンズの整備など、 がある 。（ 資

料 135）（ 資料 605）  

・ 教育の提供者である 教員について、学生によ る 教員評価アンケート によ り 分析し ている 。

（ 資料 153）  

・ 卒業生に対し ては、 卒業時のカリ キュ ラ ム評価アンケート およ び卒後１ 年目と ４ 年目に

実施する アンケート によ り 調査し 分析し ている 。（ 資料 240）  

・ 医学図書館において、 学生の利用者数・ 利用図書数、 情報工房（ グループラ ボ） の利用

状況、 電子図書等 I CTメ ディ アの利用状況などを分析し ている 。（ 資料 215）  

・ コ ロ ナ禍で整備し た本学医学部独自の遠隔授業支援シス テム F. MOCE（ コ ロ ナ後も 対面・

遠隔ハイ ブリ ッ ド 型教育と し て継続し て活用中） の利用状況（ 授業動画視聴状況、 ミ ニ

ッ ツ ペーパー提出状況など ） を分析し ている 。（ 資料 719）  

・ 本学医学部独自に開発し た臨床教育支援シス テム F. CESS の利用状況など を分析し てい

る 。（ 資料 716）  

・ 経済的背景に応じ た各種奨学金およ び学費免除等の申請・ 採択状況を分析し ている 。（ 資

料 720）  
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・ 学生の留学等国際交流支援のための助成金等の申請・ 採択状況を 分析し ている 。（ 資料

721）  

BB..  基基本本的的水水準準にに関関すするる現現状状分分析析とと自自己己評評価価  
・ 資源の提供に関連する 学生・ 卒業生の実績は、 学生・ 卒業生のアンケート 等によ る フ ィ

ード バッ ク や、 各施設・ 設備の利用状況など から 分析し 対応し ている 。  

CC.. 現現状状へへのの対対応応  
・ 学生およ び卒業生から の各種アンケート 等によ る フ ィ ード バッ ク 、 およ び各施設・ 設備

の利用状況の把握を継続し て実施し 分析する 。  

・ 卒業生については、 卒業生アンケート の回収率を向上でき る よ う に方法等を検討する 。  

DD.. 改改善善にに向向けけたた計計画画  
・ 整備し た教育内部質保証体制によ る 学生と 卒業生の資源の提供に関する 実績の分析状況

を踏ま え、 必要に応じ た見直し を通じ て、 中長期的視野に立っ た評価体制の充実を図っ

ていく 。  

関 連 資 料/
122 医学部教育マネジメ ント ・ 教育内部質保証体制 

135 MI LC（ Medi cal  I nf i ni t y Learni ng Commons）（ 2022 年度）  

147 カリ キュ ラ ム評価アンケート （ 2022 年度）  

148 国立大学法人福井大学医学部学年代表連絡会会則 

149 学年代表と 医学部長およ び副医学部長と の懇談会案内メ ール（ 2022 年度）  

153 教員評価アンケート （ 2022 年度）  

215 福井大学基礎資料（ 2023 年度）  

240 卒業生アンケート （ 2022 年度）  

471 学生生活実態調査（ 2022 年度）  

485 意識・ 満足度調査結果（ 2021 年度）  

605 講義棟改修パンフ レ ッ ト （ 2012 年度）  

716 臨床実習生によ る 診療科評価 

718 在学生調査（ 2022 年度）  

719 遠隔授業支援シス テム F. MOCE の利用状況 

720 奨学金・ 学費免除の申請・ 採択状況 

721 国際交流助成金の申請・ 採択状況 
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以下の項目に関連して、学生と卒業生の実績を分析するべきである。

QQ  77..33..11  背景と状況

AA..  質質的的向向上上ののたためめのの水水準準にに関関すするる情情報報  
・ 背景と 状況に関連し た学生と 卒業生の実績は、 入試情報や入学生アンケート 等によ り 教

育支援センタ ーにおいて分析し ている 。（ 資料 313）  

・ 新入生については、 入学試験受験時の出願書類およ び面接試験において、 性別、 年齢、

出身地、 出身校、 必要に応じ て経歴等を確認し ている 。 同時に、 医学部の志望動機、 福

井大学を志望し た理由等についても 確認し ている 。（ 資料 404）  

・ 学生の在学中の生活状況等については、「 学生生活実態調査」 によ り 聴取し ている 。 同時

に、 アド バイ ザーによ る 面談時に確認し ている 。（ 資料 471）  

・ 学生の精神的・ 身体的状況については、 入学時に松岡地区保健センタ ーおよ び学生総合

相談室が実施する 心理検査・ 身体検査によ り 分析し 、 問題のある 学生は面談によ り さ ら

に取り 巻く 状況を分析する こ と と し ている 。（ 資料 445）  

・ 学生の経済的・ 社会的状況については、 各種奨学金およ び学費免除の申請状況によ り 分

析し ている 。（ 資料 720）  

・ 卒業生については、 卒業生アンケート によ り 現況についての回答を得る こ と で分析し て

いる 。（ 資料 240）  

BB..  質質的的向向上上ののたためめのの水水準準にに関関すするる現現状状分分析析とと自自己己評評価価  
・ 背景と 状況に関連し た学生と 卒業生の実績は、 学生情報やアン ケート ・ 調査およ び面談

等によ り 情報を得て分析し ている 。  

CC.. 現現状状へへのの対対応応  
・ 背景と 状況に関連する 情報を継続し て収集し て分析し ていく 。  

・ 卒業生については、 卒業生アンケート の回収率を向上でき る よ う に方法等を検討する 。  

DD.. 改改善善にに向向けけたた計計画画  
・ 整備し た教育内部質保証体制によ る 学生と 卒業生の背景と 状況に関する 実績の分析状況

を踏ま え、 必要に応じ た見直し を通じ て、 中長期的視野に立っ た評価体制の充実を図っ

ていく 。  

 関  連  資  料 /
240 卒業生アンケート （ 2022 年度）  

313 教育支援センタ ー・ 教育プロ グラ ムダッ シュ ボード  

404 一般選抜学生募集要項_ 前期日程・ 後期日程（ 2022 年度）  

445 福井大学医学部新入生研修要項（ 2023 年度）  

471 学生生活実態調査（ 2022 年度）  

720 奨学金・ 学費免除の申請・ 採択状況 
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以下の項目に関連して、学生と卒業生の実績を分析するべきである。

QQ  77..33..22  入学資格

AA..  質質的的向向上上ののたためめのの水水準準にに関関すするる情情報報  
・ 入学資格に関する 学生と 卒業生の実績は、 学校教育法等に基づき 定めた本学医学部の出

願資格によ る 入学試験の実施状況等の情報によ り 教育支援セン タ ーにおいて分析し てい

る 。（ 資料 313）（ 資料 404）（ 資料 407）（ 資料 408）  

・ 学生の入学資格は、 受験出願時の出願資格を募集要項に定めている 。 医学科学校推薦型

選抜Ⅱでは、 全国枠、 地元出身者枠、 地域枠（ 福井健康推進枠） があり 、 それぞれに出

願資格を規定し ている 。 医学科一般選抜では、 前期日程と 後期日程と も に同じ 出願資格

を規定し ている 。 学士編入学制度（ ２ 年次編入） については、 そのための出願資格を 定

めている 。（ 資料 404）（ 資料 407）（ 資料 408）  

・ 学生およ び卒業生の入学資格は、 入学試験受験時の出願書類およ び面接試験において確

認し ている 。（ 資料 404）（ 資料 407）（ 資料 408）  

BB..  質質的的向向上上ののたためめのの水水準準にに関関すするる現現状状分分析析とと自自己己評評価価  
・ 入学資格を定め、 受験時の受験情報や面接試験によ り 、 受験生の入学資格を確認する な

ど によ り 学生およ び卒業生の実績を分析し ている 。  

CC.. 現現状状へへのの対対応応  
・ 入学資格と 入学後や卒業後の学生のアウ ト カム・ コ ン ピテンシー達成・ 修得状況と の関

係の分析によ り 、 各入試枠の入学資格の妥当性など を検討し 、 必要に応じ て改善する 。  

DD.. 改改善善にに向向けけたた計計画画  
・ 整備し た教育内部質保証体制によ る 学生と 卒業生の入学資格に関する 実績の分析状況を

踏ま え、 必要に応じ た見直し を通じ て、 中長期的視野に立った評価体制の充実を図っ て

いく 。  

関 連 資 料/
313 教育支援センタ ー・ 教育プロ グラ ムダッ シュ ボード  

404 一般選抜学生募集要項_ 前期日程・ 後期日程（ 2022 年度）  

407 医学部医学科学士編入学学生募集要項（ 2023 年度）  

408 学校推薦型選抜Ⅱ（ 医学部医学科） 学生募集要項（ 2022 年度）  
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学生の実績の分析を使用し、以下の項目について責任がある委員会へフィードバックを提供すべき

である。

QQ  77..33..33  学生の選抜

AA..  質質的的向向上上ののたためめのの水水準準にに関関すするる情情報報  
・ 教育支援センタ ーI R部門およ び松岡キャ ンパス 学務課入試担当において入試成績等の学

生の実績を分析し 、必要に応じ て結果を医学部入学試験委員会へ提示し て対応し ている 。

（ 資料 313）  

・ 緊急医師確保対策と し ての医学部定員増加に伴う 入試改革など 、 重要な改革が必要な場

合において、 I R部門での過去の入試成績に基づいた分析を行い、 入試改革ワ ーキンググ

ループを設けて、 推薦入試における 各枠の定員など の方策を策案し 、 改革案を 医学部入

学試験委員会へ提示・ 審議を経て教授会で決定し ている 。（ 資料 432）  

・ 推薦入試出願枠の検討において入学後の成績など の分析を行い、 福井県内出身者は入学

後の成績が県外出身者よ り 良好で、 かつ県内就職率が高い結果に基づき 、 2020 年度推薦

入試よ り 県内出身者のみが出願でき る「 地域枠」 定員を５ 名から 10 名程度へ増加する と

と も に、 出身地の指定のない「 全国枠」 定員を５ 名削減する こ と を決めた。（ 資料 432）

・ 医学科の入学者選抜は、 学生受け入れ方針（ アド ミ ッ ショ ン・ ポリ シー） に定めた各入

試枠の受け入れ方針およ び選抜方法に基づき 実施し ている 。 入学後の学生が、 アド ミ ッ

ショ ン・ ポリ シーに適合し ている こ と の確認は、 入学後の成績やアウ ト カム・ コ ンピ テ

ンシー達成・ 修得状況等によ る も のの他に、 アド バイ ザーと の面談においても 実施し て

いる 。課題が生じ ている 場合は内容に応じ て、医学部学生委員会、学生支援医学科部会、

松岡地区保健センタ ー、 学生総合相談室に情報を提供し 、 対応する こ と と し ている 。（ 資

料 443）  

BB..  質質的的向向上上ののたためめのの水水準準にに関関すするる現現状状分分析析とと自自己己評評価価  
・ 学生の選抜については、 定めたアド ミ ッ ショ ン・ ポリ シーに基づき 、 教育支援センタ ー

や入試改革ワ ーキンググループにおいて入試情報・ 入試成績、 入学後の成績や面談情報

等の学生の実績を分析し 、結果を医学部入学試験委員会に提供する こ と で対応し ている 。 

CC.. 現現状状へへのの対対応応  
・ 学生の選抜に関し て、 I R 部門での学生の入試成績等のデータ 収集・ 分析と 、 それに基づ

く 教育支援センタ ーや入試改革ワ ーキンググループでの改革案の策定、 およ びその結果

の医学部入学試験委員会への提供によ る 対応を継続する 。  

DD.. 改改善善にに向向けけたた計計画画  
・ 整備し た教育内部質保証体制によ る 学生の選抜に関する 実績の分析状況を踏ま え、 必要

に応じ た見直し を通じ て、 中長期的視野に立った評価体制の充実を図っていく 。  
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 関  連  資  料 /
313 教育支援センタ ー・ 教育プロ グラ ムダッ シュ ボード  

432 入試改革ワ ーキング資料（ 2018 年度）  

443 学生支援シス テム アド バイ ザー・ ガイ ド ブッ ク  

学生の実績の分析を使用し、以下の項目について責任がある委員会へフィードバックを提供すべき

である。

QQ  77..33..44  カリキュラム立案

AA..  質質的的向向上上ののたためめのの水水準準にに関関すするる情情報報  
・ I R 部門において、 アウ ト カム基盤型教育に基づく 学生のアウ ト カム・ コ ンピ テンシー達

成・ 修得状況や多様な教学 I R データ を分析し 、教育支援センタ ープロ グラ ム評価委員会、

医学科専門部会およ び定例ミ ーティ ン グにおいて点検・ 評価し 、 結果を教育プロ グラ ム

の計画と 実行に責任を持つ医学科カリ キュ ラ ム委員会等にフ ィ ード バッ ク し て改善策を

立案し 対応し ている 。（ 資料 122）  

・ 学生のカリ キュ ラ ム評価アン ケート など のアンケート 回答や、 医学部長と 学生代表と の

懇談会など の意見聴取を分析し 、 課題点等を医学科カリ キュ ラ ム委員会や医学部学生委

員会等にフ ィ ード バッ ク する こ と によ り カリ キュ ラ ム の改善策を 立案し 対応し ている 。

（ 資料 149）（ 資料 701）  

・ 実際例と し て、 基礎医学科目の１ 年次への移行や、 高校時代に生物学を十分に学んでい

ない学生が大多数である こ と への対応と し て、 １ 年次必修科目「 基礎生物学」 を PBL 形

式に変更し たこ と などがある 。（ 資料 105_ P96）（ 資料 550）  

BB..  質質的的向向上上ののたためめのの水水準準にに関関すするる現現状状分分析析とと自自己己評評価価  
・ アウ ト カム基盤型教育と それを維持する ための教育内部質保証体制のも と で、 アウ ト カ

ム・ コ ンピ テンシー達成・ 修得状況など の学生の実績を分析し 、 それを点検・ 評価し た

結果を、医学科カリ キュ ラ ム委員会等の教学 PDCAの計画と 実行に責任を持つ委員会にフ

ィ ード バッ ク し ている 。  

CC.. 現現状状へへのの対対応応  
・ 医学部の教育内部質保証体制のも と で、多様な学生の実績である 教学 I R データ を分析す

る こ と で教学 PDCAサイ ク ルを実働さ せて、 カリ キュ ラ ムの立案・ 改善を実施し ていく 。 

DD.. 改改善善にに向向けけたた計計画画  
・ 整備し た教育内部質保証体制によ る 学生の実績分析に基づく カリ キュ ラ ムの立案状況を

踏ま え、 必要に応じ た見直し を通じ て、 中長期的視野に立った評価体制の充実を図っ て

いく 。  
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 関  連  資  料 /
105 シラ バス _ 医学科授業要項（ 2023 年度）  

122 医学部教育マネジメ ント ・ 教育内部質保証体制 

149 学年代表と 医学部長およ び副医学部長と の懇談会案内メ ール（ 2022 年度）  

550 基礎生物学_ グループ表（ 2023 年度）  

701 プロ グラ ム評価委員会医学科専門部会_ 資料（ 2022 年度）  

学生の実績の分析を使用し、以下の項目について責任がある委員会へフィードバックを提供すべき

である。

QQ  77..33..55  学生カウンセリング

AA..  質質的的向向上上ののたためめのの水水準準にに関関すするる情情報報

・ 医学部では松岡地区保健セン タ ー・ 学生総合相談室・ 松岡キャ ンパス 学務課と アド バイ

ザー制度によ り 、 手厚い学生支援体制を整備し ている 。 アド バイ ザーおよ び学務課にお

いて抽出し た問題を抱える 学生は、 必要に応じ て松岡地区保健センタ ーま たは学生総合

相談室に紹介し ている 。（ 資料 116_ P18）（ 資料 437）（ 資料 438）  

・ 松岡地区保健センタ ーおよ び学生総合相談室には、 カウ ンセラ ーを各１ 名配置し 、 主に

修学やメ ンタ ルヘルス 等に問題を抱える 学生へのカウ ンセリ ング対応を行っている 。（ 資

料 437）（ 資料 438）  

・ 松岡地区保健センタ ーおよ び学生総合相談室のカウ ン セラ ーによ る 学生カウ ン セリ ン グ

の状況を分析し 、 守秘義務の範囲外の情報については必要に応じ て医学部学生委員会に

フ ィ ード バッ ク し ている 。（ 資料 437）（ 資料 438）  

・ 障がいをも つ学生に対する 合理的配慮は、 松岡地区保健センタ ーおよ び学生総合相談室

のカウ ンセラ ーが窓口と なり 、 医学部教育委員会・ 教授会で審議し 決定し ている 。（ 資料

454）（ 資料 455）  

・ ハラ ス メ ント 事項については、 松岡地区保健センタ ーおよ び学生総合相談室のカウ ン セ

ラ ーやハラ ス メ ント 相談員が窓口と なり 、 必要に応じ てハラ ス メ ント 防止対策委員会に

報告し 対応し ている 。（ 資料 116_ P26）（ 資料 476）  

・ 学生の身体的相談については、 松岡地区保健センタ ーが窓口と なり 、 学校医が対応し 、

必要に応じ て附属病院に紹介し ている 。（ 資料 438）  

・ 松岡地区保健センタ ーおよ び学生総合相談室カウ ンセラ ーの心理相談件数と 相談内容、

およ び松岡地区保健センタ ーの身体的相談件数と 相談内容は、 毎年度集計し 、 医学部学

生委員会で報告し ている 。 福井大学保健管理センタ ーと し て全学的な状況を年報と し て

公表し ている 。（ 資料 722）（ 資料 723）  

BB..  質質的的向向上上ののたためめのの水水準準にに関関すするる現現状状分分析析とと自自己己評評価価  
・ 学生カウ ンセリ ングに関し ては、 松岡地区保健センタ ーおよ び学生総合相談室等におけ

る 学生の精神・ 身体面や修学面での相談、 合理的配慮の申請やハラ ス メ ント 相談等の学
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生支援の利用状況等を分析し 、 医学部教育委員会・ 学生委員会等の当該責任委員会にフ

ィ ード バッ ク し ている 。  

CC.. 現現状状へへのの対対応応  
・ 医学部学生支援体制のも と 、 問題を抱える 学生を漏れなく 抽出し 、 早期に松岡地区保健

セン タ ーま たは学生総合相談室で対応でき る よ う に、 医学部学生委員会等の責任ある 当

該委員会と 連携し ていく 。  

DD.. 改改善善にに向向けけたた計計画画  
・ 整備し た学生支援体制によ る 学生カウ ンセリ ングの実績分析と 当該委員会等と の連携状

況を 踏ま え、 必要に応じ た見直し を通じ て、 中長期的視野に立った支援体制およ び評価

体制の充実を図っていく 。  

関 連 資 料/
116 医学部広報誌く ずり ゅ う （ 2023 年度）  

437 福井大学学生総合相談室（ 松岡キャ ンパス ）【 HP】  

438 保健管理センタ ー（ 松岡キャ ンパス ）【 HP】  

454 障がいのある 学生への支援【 HP】  

455 医学部における 合理的配慮決定の流れ 

476 国立大学法人福井大学における ハラ ス メ ント の防止等に関する 規程 

722 教授会資料_ 相談件数と 相談内容（ 2023 年度）  

723 保健管理センタ ー年報_ No42（ 2022 年度）  
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77.. 44  教教育育のの関関係係者者のの関関与与  

基基本本的的水水準準：：  
医学部は、  

 教育プロ グ ラ ム のモニタ と 評価に教育に関わる 主要な構成者を 含ま なければなら な

い。 ( B 7. 4. 1)  

質質的的向向上上ののたためめのの水水準準：：  
医学部は、  

 広い範囲の教育の関係者に、  

 課程およ び教育プロ グラ ム の評価の結果を 閲覧する こ と を 許可する べき であ る 。

（ Q 7. 4. 1）  

 卒業生の実績に対する フィ ード バッ ク を求める べき である 。（ Q 7. 4. 2）  

 カリ キュ ラ ムに対する フィ ード バッ ク を求める べき である 。（ Q 7. 4. 3）  

注注  釈釈：：  
 [ 教育に関わる 主要な構成者]   1. 4 注釈参照

 [ 広い範囲の教育の関係者]   1. 4 注釈参照

日日本本版版注注釈釈：日本の大学教員はすべてが学生の教育に関わる のが基本ではある が、 付設

研究所など の教員で教育には直接関与し ていない者が参加し ても 良い。

BB  77..44..11  教育プログラムのモニタと評価に教育に関わる主要な構成者を含まなければならない。

AA..  基基本本的的水水準準にに関関すするる情情報報  
・ 教育プロ グラ ムのモニタ と 評価は、 教育支援センタ ーにおいて実施し ている 。 教学 I Rデ

ータ によ る モニタ は、 教育支援センタ ーI R 部門で実施し 、 教育プロ グラ ムの点検と 評価

は、 教育支援センタ ーのプロ グラ ム評価委員会、 医学科専門部会、 およ び定例ミ ーティ

ングで実施し ている 。 教育支援センタ ーの運営およ び業務に関わる 事項は、 教育支援セ

ンタ ー運営委員会で審議し ている 。（ 資料 122）（ 資料 141）（ 資料 142）（ 資料 144）（ 資料

145）  

・ 教育支援センタ ー運営委員会は、 センタ ー長（ 教育担当副学部長）、  副センタ ー長（ 医

学科教員３ 名、 看護学科教員１ 名）、 専任教員（ 講師）、 兼任教員（ 医学科・ 看護学科教

員）、 学生代表、 松岡キャ ンパス 学務課課長、 その他委員会が認めたも のと し て附属病院

職員（ I CT担当）、 客員教員を構成委員と し ている 。（ 資料 724）  

・ 定例ミ ーティ ングは、 運営委員会と 同じ 構成員によ り 実施し ている 。（ 資料 724）  

・ I R 部門は、 部門長（ 副センタ ー長）、 副部門長（ センタ ー専任ま たは兼任教員）、 センタ

ー兼任教員およ び事務職員（ 学務課職員）、 その他必要な職員（ 現在は学生総合相談室カ

ウ ンセラ ー） によ り 構成し ている 。（ 資料 725）  
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・ プロ グラ ム評価委員会は、 委員長（ センタ ー長）、 理事/副学長（ 教育・ 評価担当）、 医学

系部門評価対策室室長、 医学科専門部会と 看護学科専門部会の部会長、 医学図書館長、

福井県健康福祉部地域医療課長、委員長が委嘱する 学外の有識者３ 名（ 医学教育有識者、

看護学教育有識者、 教育関連病院院長）、 松岡キャ ンパス 運営管理課長、 松岡キャ ンパス

学務課長、 その他委員会が必要と 認めた者を構成委員と し ている 。（ 資料 143）  

・ 医学科専門部会は、 部会長（ センタ ー長）、 附属病院副病院長（ 教育・ 研究担当）、 医学

科教員、 学生代表２ 名、 卒業生１ 名、 その他部会長が必要と 認めた者を構成委員と し て

いる 。（ 資料 144）  

BB..  基基本本的的水水準準にに関関すするる現現状状分分析析とと自自己己評評価価  
・ 教育プロ グラ ムのモニタ と 評価には、 学生、 学外有識者を含む医学教育に関わる 主要な

関係者が参加する 体制が整っている 。  

CC.. 現現状状へへのの対対応応  
・ 教育プロ グラ ムのモニタ と 評価に関し て、 教育に関わる 主要な関係者が関わる 体制を 維

持する 。  

DD.. 改改善善にに向向けけたた計計画画  
・ 整備し た教育内部質保証体制における 教育プロ グラ ム のモニタ と 評価の状況を 踏ま え、

教育に関わる 主要な関係者の構成員への参画について、 必要に応じ た見直し を 通じ て、

中長期的視野に立った評価体制の充実を図っていく 。  

関 連 資 料/
122 医学部教育マネジメ ント ・ 教育内部質保証体制 

141 福井大学医学部附属教育支援センタ ー規程 

142 福井大学医学部附属教育支援センタ ープロ グラ ム評価委員会要項 

143 福井大学医学部附属教育支援センタ ープロ グラ ム評価委員会名簿（ 2022 年度）  

144 福井大学医学部附属教育支援センタ ープロ グラ ム評価委員会医学科専門部会名簿 

145 定例ミ ーティ ング議題一覧（ 2015 年度～）  

724 福井大学医学部附属教育支援センタ ー運営委員会名簿（ 2023 年度）  

725 福井大学医学部附属教育支援センタ ー教育 I R 部門名簿（ 2023 年度）  

広い範囲の教育の関係者に、

QQ  77..44..11  課程および教育プログラムの評価の結果を閲覧することを許可するべきである。

AA..  質質的的向向上上ののたためめのの水水準準にに関関すするる情情報報  
・ 教育支援センタ ーでの教学 I R データ に基づく 点検・ 評価は、「 教育 I R 部門報告書」 を作

成し 、 ホームページで公開し ている 。（ 資料 203）  
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・ プロ グラ ム評価委員会およ び医学科専門部会の議事要旨およ び教育支援センタ ー運営委

員会の議事要旨と 定例ミ ーティ ングの議事メ モは、 全教員に閲覧可能と し ている 。（ 資料

726）  

・ 2022 年度に教育支援センタ ーホーム ページに教育プロ グラ ム ダッ シュ ボード を開設し 、

教育プロ グラ ムの点検・ 評価に必要な教学 I R データ などの情報や分析結果、 プロ グラ ム

評価委員会、 医学科専門部会、 教育支援センタ ー運営委員会の議事録など を掲載し 、 医

学部の教育内部質保証体制における 教学 PDCA活動を一元化し て、教育支援センタ ー関係

者が閲覧でき る よ う にし た。 現在はセンタ ー関係者に限定し た公開である が、 今後、 内

容を選別し て学生用、 教員用、 一般用を開設し て公開する こ と と し ている 。（ 資料 313）  

・ 全学的に実施する 教育に関する 評価である 国立大学法人評価およ び大学機関別認証評価、

外部評価、 教育課程の自己点検・ 評価（ モニタ リ ング、 プロ グラ ム・ レ ビ ュ ー） など の

評価情報等は、 全学の「 内部質保証に関する 基本方針」 において、「 社会に対する 説明責

任を 果たすため、 自己点検・ 評価等の結果は広く 周知を図る こ と のでき る 方法によ っ て

積極的に学内外に公表する 」 と 定め、 大学ホーム ページにおいて公開し ている 。（ 資料

313）（ 資料 423）（ 資料 425）  

BB..  質質的的向向上上ののたためめのの水水準準にに関関すするる現現状状分分析析とと自自己己評評価価  
・ 教育支援センタ ーおよ び全学が実施する 評価情報等は、 報告書やホームページ等で教育

の関係者に広く 公開し ている 。  

CC.. 現現状状へへのの対対応応  
・ 教育プロ グラ ムダッ シュ ボード の学生用、 教員用、 一般用を開設し 、 さ ら に広い範囲の

教育関係者に公開する 。  

DD.. 改改善善にに向向けけたた計計画画  
・ 教育プロ グラ ムの評価結果の公表状況を踏ま え、 さ ら に効果的な公表の方法を 検討し て

いく 。  

関 連 資 料/
203 福井大学医学部附属教育支援センタ ーI R部門報告書（ 2018 年度）  

313 教育支援センタ ー・ 教育プロ グラ ムダッ シュ ボード  

423 国立大学法人福井大学内部質保証に関する 基本方針 

425 内部質保証【 HP】  

726 議事要旨等の公開 
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広い範囲の教育の関係者に、

QQ  77..44..22  卒業生の実績に対するフィードバックを求めるべきである。

AA..  質質的的向向上上ののたためめのの水水準準にに関関すするる情情報報  
・ 教育支援センタ ーにおいて卒業生に対し て、 卒後１ 年目およ び４ 年目に卒業生アンケー

ト を実施し 、 卒後の活動状況などについてフ ィ ード バッ ク を求めている 。（ 資料 240）  

・ 教育支援センタ ーにおいて卒後研修病院に対し て、 本学卒業生に対する 評価のアンケー

ト を実施し ている （ 直近では 2022 年度）。（ 資料 241）  

・ 教育関連病院に対し て、毎年度実施する「 福井大学医学部・ 関連病院長会議」 において、

卒業生に関する 報告と と も に質問・ 意見を受けている 。（ 資料 727）  

BB..  質質的的向向上上ののたためめのの水水準準にに関関すするる現現状状分分析析とと自自己己評評価価  
・ 就職先への本学卒業生の実績に関する フィ ード バッ ク を求めている 。  

CC.. 現現状状へへのの対対応応  
・ 卒業生の実績に対する フィ ード バッ ク を、 体系的に行う 方策について検討する 。  

DD.. 改改善善にに向向けけたた計計画画  
・ よ り 広い範囲の教育の関係者に対し て、 本学卒業生の実績に関する フ ィ ード バッ ク を 求

める 方策を検討し ていく 。  

関 連 資 料/
240 卒業生アンケート （ 2022 年度）  

241 就職先アンケート （ 2022 年度）  

727 福井大学医学部・ 関連病院長会議議事要旨（ 2021 年度）  

広い範囲の教育の関係者に、

QQ  77..44..33  カリキュラムに対するフィードバックを求めるべきである。

AA..  質質的的向向上上ののたためめのの水水準準にに関関すするる情情報報  
・ 医学部のカリ キュ ラ ムを含む教育プロ グラ ムについては、 ホームページで一般に公開し

ており 、 それに対する 質問や意見等の問い合わせを随時受け付けている 。（ 資料 109）  

・ 教育支援センタ ーにおいて卒業生に対し て、 卒後１ 年目およ び４ 年目に卒業生アンケー

ト を 実施し 、 卒前の本学でのカリ キュ ラ ムなど 教育プロ グラ ム に関し てフ ィ ード バッ ク

を求めている 。 直近では 2022 年度に卒業生アンケート を実施し ている 。（ 資料 240）  

・ 教育支援センタ ーにおいて卒後研修病院に対し て、 就職先アン ケート を実施し 、 本学の

教育プロ グラ ムに対する 意見を聴取し ている 。直近では 2022 年度に就職先へのアンケー

ト を実施し ている 。（ 資料 241）  
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・ 教育関連病院に対し て、 毎年度実施する 「 福井大学医学部・ 関連病院長会議」 において、

卒業生に関する 報告と と も に質問・ 意見を受けている 。（ 資料 727）  

・ プロ グラ ム評価委員会において、 福井県健康福祉部地域医療課の代表、 教育関連病院の

病院長、 他大学学長、 本学看護学科教員、 他大学看護学教員が構成員と し て参画し 、 カ

リ キュ ラ ムを含む教育プロ グラ ムの評価によ り フィ ード バッ ク を得ている 。（ 資料 143）  

・ 医学部外部評価において、 他大学学長、 学外病院関係者、 学外医学研究者、 他大学看護

学教員など が評価委員と し て参画し 、 カリ キュ ラ ムを 含む教育プロ グラ ムの評価によ り

フ ィ ード バッ ク を得ている 。（ 資料 166）  

BB..  質質的的向向上上ののたためめのの水水準準にに関関すするる現現状状分分析析とと自自己己評評価価  
・ カリ キュ ラ ムを含む教育プロ グラ ムに対し て、 多様な方法・ 機会によ り 広い範囲の教育

の関係者にフ ィ ード バッ ク を求めている 。  

CC.. 現現状状へへのの対対応応  
・ 広い範囲の教育の関係者によ る カリ キュ ラ ムに対する フィ ード バッ ク を継続し て求めて

いく 。  

DD.. 改改善善にに向向けけたた計計画画  
・ よ り 広い範囲の教育の関係者に対し て、 本学のカリ キュ ラ ムに関する フ ィ ード バッ ク を

求める 方策を検討し ていく 。  

 関  連  資  料 /
109 医学部医学科_ 教育プロ グラ ム・ 講座一覧【 HP】  

143 福井大学医学部附属教育支援センタ ープロ グラ ム評価委員会名簿（ 2022 年度）  

166 福井大学医学部･医学系研究科・ 自己点検・ 外部評価（ 2022 年度）  

240 卒業生アンケート （ 2022 年度）  

241 就職先アンケート （ 2022 年度）  

727 福井大学医学部・ 関連病院長会議議事要旨（ 2021 年度）  
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８８ ..   統統轄轄おおよよ びび管管理理運運営営  
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領域 8 統轄およ び管理運営 

88.. 11  統統轄轄  

基基本本的的水水準準：：  
医学部は、  

 その統轄する 組織と 機能が、 大学内での位置づけを含み、 規定さ れていなければなら

ない。（ B 8. 1. 1）  

質質的的向向上上ののたためめのの水水準準：：  
医学部は、  

 統轄する 組織と し て、 委員会組織を設置し 、 下記の意見を反映さ せる べき である 。  

 主な教育の関係者（ Q 8. 1. 1）  

 その他の教育の関係者（ Q 8. 1. 2）  

 統轄業務と その決定事項の透明性を確保する べき である 。（ Q 8. 1. 3）  

注注  釈釈：：  
 [ 統轄] と は、 医学部を統治する 活動およ び組織を意味する 。 統轄には、 主に方針決定、

全般的な組織や教育プロ グラ ムの方針（ ポリ シー） を確立する 過程、 およ びその方針

を実行・ 管理する こ と が含ま れる 。 組織と 教育プロ グラ ムの方針（ ポリ シー） には通

常、 医学部の使命、 カリ キュ ラ ム、 入学者選抜方針、 教員の募集およ び選抜方針、 実

践さ れている 医療や保健医療機関と の交流や連携も 含ま れる 。  

 医学部が大学の一部である 場合、 ま たは大学と 連携し ている 場合、 統轄組織における

[ 大学内での位置づけ] が明確に規定さ れている 。  

 カリ キュ ラ ム委員会を含む[ 委員会組織]はその責任範囲を明確にする 。（ B 2. 7. 1 参照）。

 [ 主な教育の関係者] は 1. 4 注釈参照 

 [ その他の教育の関係者] は 1. 4 注釈参照 

 [ 透明性] の確保は、 広報、 web 情報、 議事録の開示などで行う 。

BB  88..11..11  その統轄する組織と機能が、大学内での位置づけを含み、規定されていなければならな

い。

AA..  基基本本的的水水準準にに関関すするる情情報報  
【 全学の組織およ び機能】  

・ 本学は、「 福井大学法人規則」 によ り 、 役員と し て学長、 監事２ 人、 理事６ 人（ う ち非常

勤２ 人） を置き 、 役員会、 経営協議会、 教育研究評議会を置いている 。（ 資料 801）  

第
８
領
域

領
域
８



313 

〈 理事およ び副学長の業務〉  

・ 常勤の理事４ 人は、 それぞれ以下の担当業務を掌理し 、 非常勤の理事２ 人は、 法人の運営

全般に関する こ と を担当する 。（ 資料 802）  

( 1) 教育、 評価担当： 教務、 学生支援、 就職、 入試、 評価、 I R、 その他 

( 2) 研究、 産学・ 社会連携、 ダイ バーシティ 担当： 研究、 産学官・ 社会連携、 地域貢献、 ダ

イ バーシティ 、 その他 

( 3) 企画戦略担当： 企画戦略、 広報、 その他 

( 4) 総務・ 財務担当： 総務、 財務、 施設、 事務局統括、 その他 

・  副学長は、 学長を助け、 命を受けて校務を掌る 。（ 資料 301）  

〈 役員会〉  

・ 役員会は、 学長およ び理事で構成し 、 以下の項目を審議する 。（ 資料 803）  

( 1) 中期目標について、 本法人が文部科学大臣に対し 述べる 意見に関する 事項 

( 2) 国立大学法人法によ り 文部科学大臣の認可又は承認を受けなければなら ない事項 

( 3) 予算の作成及び執行並びにに決算に関する 事項 

( 4) 大学、 学部、 学科、 その他の重要な組織の設置又は廃止に関する 事項 

( 5) その他役員会が定める 重要事項 

〈 経営協議会〉  

・ 経営協議会は、 学長の指名する 委員で構成し 、 以下の経営に関する 重要事項を 審議する 。

ま た、 委員には学外有識者を半数含み、 他大学の教員や副知事など を含めている 。（ 資料

804）  

( 1) 中期目標についての意見に関する 事項のう ち、 本法人の経営に関する も の 

( 2) 中期計画に関する 事項のう ち、 本法人の経営に関する も の 

( 3) 学則（ 大学の経営に関する 部分に限る ）、 会計規程、 役員に対する 報酬及び退職手当の

支給の基準、 職員の給与及び退職手当の支給の基準、 その他の経営に係る 重要な規則の

制定又は改廃に関する 事項 

( 4) 予算の作成及び執行並びに決算に関する 事項 

( 5) 組織及び運営の状況について自ら 行う 点検及び評価に関する 事項 

( 6) その他本法人の経営に関する 重要事項 

〈 教育研究評議会〉  

・ 教育研究評議会は、 学長の指名する 理事、 副学長、 職員およ び学部、 研究科、 その他の教

育研究上の重要な組織の長で構成し 、 以下の教育研究に関する 重要事項を審議する 。（ 資

料 805）  

( 1) 中期目標についての意見に関する 事項（ 経営に関する 事項を除く ）  

( 2) 中期計画に関する 事項（ 経営に関する 事項を除く ）  

( 3) 学則（ 経営に関する 部分を除く ）、 その他の教育研究に係る 重要な規則の制定又は改廃

に関する 事項 

( 4) 教員人事に関する 事項 

( 5) 教育課程の編成に関する 方針に係る 事項 

( 6) 学生の円滑な修学等を支援する ために必要な助言、 指導、 その他の援助に関する 事項 
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( 7) 学生の入学、 卒業又は課程の修了、 その他学生の在籍に関する 方針及び学位の授与に関

する 方針に係る 事項 

( 8) 教育及び研究の状況について自ら 行う 点検及び評価に関する 事項 

( 9) その他、 本学の教育研究に関する 重要事項 

【 福井大学医学部の組織およ び機能】  

・ 「 福井大学学則」 によ り 、 本学は４ 学部を置く こ と を規定し 、 医学部はその一つと し て位

置づけ、 医学科と 看護学科の２ 学科を設置し ている 。 医学部は、 教育組織と し て位置づけ

ている 。（ 資料 301）  

・ 「 福井大学学則」 によ り 教員組織と し て学術研究院を置き 、 学術研究院長は、 学長をも っ

て充てる 。学術研究院には、教育・ 人文社会系部門、医学系部門、工学系部門、先進部門、

基盤部門およ び先端研究推進特区を置き 、 教員は、 いずれかの部門に所属し 、 領域を置く

場合は、 その専門分野に応じ 、 当該一つの領域の構成員と なる 。 学術研究院長は、 教育組

織である 医学部に、必要な教員を専任教員、兼任教員ま たは兼担教員と し て配置し ている 。

（ 資料 301）（ 資料 501）  

・ 医学部には医学部長を置き 、 医学部長は学部の校務を掌り 、 所属職員を監督する 。 ま た、

医学部教育委員会、医学部入学試験委員会の委員長と し て、医学部の教育と 入試を統括す

る 。（ 資料 120）（ 資料 301）（ 資料 403）  

・ 医学部長は、 全学組織において、「 福井大学教育研究評議会」 の構成員である 他、「 全学運

営委員会」「 全学内部質保証委員会」「 学長選考・ 監察会議」「 情報セキュ リ ティ 委員会」

「 入学試験委員会」 などの構成員と し て福井大学の運営に関わっている 。 さ ら に、 学長、

理事、 各学部長、 研究科長等を構成員と する「 役員・ 部門長等懇談会」 において、 医学部

と 学長と の連携、 医学部と 他学部と の連携を密にする 体制を確立し ている 。（ 資料 806）  

・ 医学部には「 福井大学教授会規則」 に基づき 教授会を置き 、 医学部長およ び本学部の専任

教授、 さ ら に、 学長の了承を得た先進部門の教授をも って構成する 。 医学部教授会は、 原

則と し て毎月１ 回開催し 、教授会規則に基づいて決定ま たは審議し ている 。（ 資料 121）（ 資

料 807）  

【 医学部附属教育支援センタ ー】  

・ 「 福井大学学則」 に基づき 、 教育支援センタ ーを置き 、 医学部における 医学・ 看護学教育

の点検・ 評価を行い、 教育改善およ び教育の内部質保証に資する こ と を目的と し 、 新たな

教育方法の開発・ 導入、 教育の改善のための企画立案を支援する 教育 I R等、 医学部にお

ける 教育に係る 諸問題への対応を行う 。（ 資料 141）  
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BB..  基基本本的的水水準準にに関関すするる現現状状分分析析とと自自己己評評価価  
・ 医学部を統括する 組織と 機能は、 福井大学全体での位置づけを含め学内規則等で明確に

規定し ており 、 基本的な情報は「 福井大学規程集」 と し て公開し ている 。  

・ 福井大学ホームページに、「 組織図、 管理運営組織（ 経営協議会、 教育研究評議会、 副学

長、 学長補佐等）、 事務組織」 と し て公表し ており 、 教育研究上の基本組織も 公表し てい

る 。  

・ 医学部の教育は、 教授会が統括し ている 。  

CC.. 現現状状へへのの対対応応  
・ 統括する 組織と 機能が最適に機能し ている かを常に検証する 。

DD.. 改改善善にに向向けけたた計計画画  
・ 統括する 組織と 機能が最適に機能し ている かを検証し 、 必要に応じ て改善や見直し を図

っていく 。  

関 連 資 料/
120 福井大学医学部教育委員会要項 

121 福井大学医学部教授会規程 

141 福井大学医学部附属教育支援センタ ー規程 

301 福井大学学則 

403 福井大学医学部入学試験委員会要項 

501 福井大学学術研究院規程 

801 国立大学法人福井大学法人規則 

802 国立大学法人福井大学理事に関する 規則 

803 国立大学法人福井大学役員会規則 

804 国立大学法人福井大学経営協議会規則 

805 国立大学法人福井大学教育研究評議会規則 

806 国立大学法人福井大学の円滑な運営に関する 会議等に関する 要項 

807 福井大学教授会規則 

統轄する組織として、委員会組織を設置し、下記の意見を反映させるべきである。

QQ  88..11..11  主な教育の関係者

AA..  質質的的向向上上ののたためめのの水水準準にに関関すするる情情報報  
・ 医学部には教育に関する 委員会等を統括し 、 教育の円滑な実施を図る と と も に教育改革

を推進する ために、 医学部教育委員会を置いている 。 医学部教育委員会の委員長は、 医

学部長をも って充て、 医学部教授会の承認を得た教員で構成し 、 医学・ 看護学教育全般

の統括、 管理運営およ び教育改革、 教育課程の編成、 学生の退学、 進級およ び卒業等医

学部の教育に関する 重要事項について協議し ている 。（ 資料 120）  
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・ 医学部教育委員会には、 教務・ 学生支援・ 入学試験に関する 事項およ びその他必要事項

を協議する ために、 医学部学生委員会、 医学部入学試験委員会、 医学科カリ キュ ラ ム委

員会、 医学科臨床実習委員会、 医学科試験委員会等の個別問題委員会や専門委員会を置

いている 。（ 資料 120）  

・ 医学科カリ キュ ラ ム委員会では、 医学科の学生代表２ 名が委員と し て、 医学科のカリ キ

ュ ラ ム編成およ び実施に関する 事項等の協議に参画し ている 。（ 資料 139）  

・ 医学部学生委員会では、 松岡キャ ンパス 学務課長が委員と し て、 学生の修学支援およ び

厚生補導、 医学部学生支援シス テム、 奨学金、 授業料免除に関する 事項等の協議に参画

し ている 。（ 資料 435）  

・ 教育支援センタ ーには、 I R 部門、 臨床教育支援シス テム運営委員会、 教育主任会、 プロ

グラ ム評価委員会を置いており 、 医学教育の点検・ 評価を行い、 教育改善およ び教育の

内部質保証に資する こ と を目的と し ている 。（ 資料 141）（ 資料 142）（ 資料 234）  

BB..  質質的的向向上上ののたためめのの水水準準にに関関すするる現現状状分分析析とと自自己己評評価価  
・ 教育に関する 委員会等を設置し ており 、そこ には教員・ 職員・ 学生が委員と し て加わり 、

意見を反映さ せる 体制と し ている 。

CC.. 現現状状へへのの対対応応  
・ 現在の各種委員会において、 主な教育の関係者の意見を反映さ せる 運営を継続し て行っ

ていく 。  

DD.. 改改善善にに向向けけたた計計画画  
・ 委員構成がよ り 適切になる よ う 検討し 、 必要に応じ てさ ら なる 教育の関係者が意見を反

映でき る よ う 改善や見直し を図っていく 。  

関 連 資 料/
120 福井大学医学部教育委員会要項 

139 医学科カリ キュ ラ ム委員会名簿（ 2023 年度）  

141 福井大学医学部附属教育支援センタ ー規程 

142 福井大学医学部附属教育支援センタ ープロ グラ ム評価委員会要項 

234 福井大学医学部附属教育支援センタ ー医学部教育 I R 部門要項 

435 福井大学医学部学生委員会要項 

統轄する組織として、委員会組織を設置し、下記の意見を反映させるべきである。

QQ  88..11..22  その他の教育の関係者

AA..  質質的的向向上上ののたためめのの水水準準にに関関すするる情情報報  
・ 大学全体の経営に関する 事項を審議する 「 経営協議会」 には、 学長や理事の他に、 委員

と し て他大学教員や教育関係者、副知事など の学外有識者を含めている 。（ 資料 215_ P15） 
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・ 教育支援センタ ーの「 プロ グラ ム評価委員会」 には、 大学理事、 教育関連委員（ 看護学

科教員を含む）、 事務職員に加え学外委員と し て福井県健康福祉部地域医療課長、 他大学

学長などを含めている 。 医学科専門部会には、 医学科の学生と 卒業生を委員と し て含め

ている 。（ 資料 143）（ 資料 144）  

・ 福井県における 医療従事者の確保や自治体や地域医療の確保に関する 事項を協議する た

め、「 福井県地域医療対策協議会」 を設置し 、医学部長を会長と し ている 。会議の委員は、

医学部長、 福井県健康福祉部長、 福井県医師会長、 福井市長、 県立病院長、 基幹病院の

病院長や地域の診療所等の院長など 18 名で構成し 、 地域枠の医学科生の医学教育・ 実習

についての意見交換や、 福井県や二次医療圏の医師の確保およ び県外流出を抑え県内定

着に関する 事項、 産科、 小児科、 総合診療・ 総合内科医の養成について検討を行ってい

る 。（ 資料 808）（ 資料 809）  

・ 医学部長を顧問と する 「 福井大学医学部・ 関連病院長会議」 を設置し ており 、 医学部に

関連する 県内外の病院と の連携を深め、 地域医療発展についての意見交換を目的と し て

毎年開催し ている 。（ 資料 810）  

BB..  質質的的向向上上ののたためめのの水水準準にに関関すするる現現状状分分析析とと自自己己評評価価  
・ 教学 PDCAサイ ク ルを構成する 委員会と し てプロ グラ ム評価委員会を置き 、 学外者の委員

など その他の教育の関係者が参加し 意見を反映でき る 場と し ている 。  

・ 関連病院等の学外の医療機関や自治体等の意見を聞く 場を設け、 毎年開催し ている 。 会

議には医師以外も 参加し ており 、 意見や提案を広く 集める こ と ができ る 体制を作ってい

る 。

CC.. 現現状状へへのの対対応応  
・ 会議で出さ れた意見や提案を、 教育関係の委員会で検討し 医学教育に反映でき る 体制を

維持する 。

DD.. 改改善善にに向向けけたた計計画画  
・ 医師以外の意見や提案を反映でき る 体制の構築を検討する 。  

・ 多様な教育の関係者の意見が反映でき る よ う に委員会組織の改善を図っていく 。  

関 連 資 料/
143 福井大学医学部附属教育支援センタ ープロ グラ ム評価委員会名簿（ 2022 年度）  

144 福井大学医学部附属教育支援センタ ープロ グラ ム評価委員会医学科専門部会名簿 

215 福井大学基礎資料（ 2023 年度）  

808 福井県地域医療対策協議会開催要領 

809 福井県地域医療対策協議会委員名簿 

810 福井大学医学部・ 関連病院長会議会則 
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QQ  88..11..33  統轄業務とその決定事項の透明性を確保するべきである。

AA..  質質的的向向上上ののたためめのの水水準準にに関関すするる情情報報  
・ 全学の管理運営組織である 役員会、 経営協議会、 教育研究評議会において審議し た事項

は、 議事要旨と し て大学ホームページ上で公開し ている 。 そのう ち、 教育課程、 入学、

卒業、 学位授与に関する 方針、 学生の学修支援、 教育についての点検・ 評価に関する 事

項は、 教育研究評議会の議事要旨において大学ホームページ上で公開し ている 。（ 資料

811）  

・ 医学部の統括業務については、 規程等によ り 明確に示し ており 、 全教職員は学内事務用

電子掲示板「 eOf f i ce」 において「 福井大学規程集」 と し て閲覧・ ダウ ンロ ード する こ と

ができ る 。 福井大学規程集は大学ホームページにおいて、 必要に応じ て一般公開し てい

る 。（ 資料 812）（ 資料 813）  

・ 医学部の教育に関する 委員会の審議事項については、 担当事務部門が議事要旨を作成し 、

各委員会で承認後、 委員に配付し ている 。 委員以外の教員に対し ては、 担当事務部門に

依頼があれば議事要旨を閲覧でき る よ う にし ている 。  

・ 医学部教授会の議事要旨は、 担当事務部門が作成し 、 教授会で承認後、 医学部教員にメ

ール配信する と と も に、 eOf f i ce から 閲覧・ ダウ ンロ ード でき る よ う にし ている 。（ 資料

814）  

・ 「 eOf f i ce」 は本学独自開発グループウ ェ アの学内事務用電子掲示板で、 教職員全員が利

用可能と なっており 、 職員録をはじ め、 各種お知ら せや注意喚起、 電話帳やキャ ンパス

配置図など の必要な資料が掲載さ れている 。 ま た、 統括業務と し て、 委員会等の開催か

ら 議事要旨ま での会議管理、 起案から 法人文書管理、 最終承認ま での電子決裁が可能と

なっており 、 他に、 中期目標・ 中期計画進捗状況管理、 就労管理等も 行う こ と が可能で

ある 。（ 資料 815）  

BB..  質質的的向向上上ののたためめのの水水準準にに関関すするる現現状状分分析析とと自自己己評評価価  
・ 統括業務と その決定事項について、 ホームページや eOf f i ce 等において資料・ 議事要旨

等の閲覧が可能であり 、 透明性を確保し ている 。  

CC.. 現現状状へへのの対対応応  
・ 資料や議事要旨等の公開範囲は、 会議等の関係者を対象と し ており 全ての教職員ではな

い。 透明性確保をど の範囲ま で広げる かについて検討する 。  

DD.. 改改善善にに向向けけたた計計画画  
・ 統括業務と その決定事項に関する 透明性の確保について、 国や大学の方針、 医学教育施

策や社会的ニーズの変化に応じ て改善を図っていく 。  

関 連 資 料/
811 役員会、 経営協議会、 教育研究評議会の議事要旨の公開【 HP】  

812 eOf f i ce リ ンク 先一覧 
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813 福井大学規程集_ 外部者用【 HP】  

814 医学部教授会議事要旨のメ ール配信 

815 学内事務用電子掲示板 eOf f i ce 
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88.. 22  教教学学ににおおけけるる 執執行行部部  

基基本本的的水水準準：：  
医学部は、  

 医学教育プロ グラ ムの策定と 管理に関する 教学における 執行部の責務を明確に示さ な

ければなら ない。（ B 8. 2. 1）  

質質的的向向上上ののたためめのの水水準準：：

医学部は、  

 教学における 執行部の評価を、 医学部の使命と 学修成果に照合し て、 定期的に行う べ

き である 。（ Q 8. 2. 1）  

注注  釈釈：：  
[ 教学における 執行部] と は、 教育、 研究、 診療における 教学の事項の決定に責任を担う 役

職を指し 、 学長、 学部長、 学部長代理、 副学部長、 講座の主宰者、 教育課程責任者、 機構

およ び研究センタ ーの責任者のほか、 常置委員会の委員長（ 例： 学生の選抜、 カリ キュ ラ

ム立案、 学生のカウ ンセリ ング） など が含ま れる 。  

BB  88..22..11  医学教育プログラムの策定と管理に関する教学における執行部の責務を明確に示さな

ければならない。

AA..  基基本本的的水水準準にに関関すするる情情報報  
〈 学長〉  

・ 学長は、 学校教育法に規定する 職務を行う と と も に、 本法人を代表し 、 その業務を総理

する 。（ 資料 816）  

・ 学長は、 当該学部、 学科ま たは課程ごと の人材の養成に関する 目的、 その他の教育研究

上の目的を定める にあたり 当該学部教授会の意見を聴く 。（ 資料 301）  

・ 学長は、 公正かつ妥当な方法によ り 、 適正な体制を整えて実施し た入学者選抜の合格者

を決定する にあたり 、 当該学部教授会の意見を聴く 。（ 資料 301）  

・ 学長は、 教育課程を編成し およ び教育課程の実施について必要な事項を定める にあたり 、

当該学部教授会の意見を聴く 。（ 資料 301）  

・ 学長は、 卒業を認定する にあたり 、 当該学部教授会の意見を聴く 。 ま た、 卒業を認定し

た者に対し て学士の学位を授与する にあたり 、当該学部教授会の意見を聴く 。（ 資料 301） 

・ 学長は、 学生に表彰に値する 行為があったと き は、 当該学部教授会の意見を聴き 、 学部

長の推薦によ り 学長が表彰する 。（ 資料 301）  

・ 学長は、 本学の規則に違反し ま たは学生の本分に反する 行為がある 学生を懲戒する にあ

たり 、 当該学部の教授会の意見を聴く 。（ 資料 301）  
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〈 医学部長〉  

・ 医学部長は、 医学教育についての最高決定機関である 教授会を主宰し 、 その議長と なる 。

（ 資料 807）  

・ 医学部長は、 人格が高潔で、 学識が優れ、 本学が定めた運営方針を執行する と と も に、

責任を持って適切かつ効果的な学部、 研究科の運営を行う こ と ができ る 者であり 、 医学

部の校務を掌り 、 所属職員を監督する 。（ 資料 817）  

〈 医学部副学部長〉  

・ 医学部副学部長は、 医学部長の指示に基づき 医学部長の職務を補佐し 、 教授会の構成員

の中から ３ 名を医学部長が指名する 。 副学部長の担う 業務と し て、 教育・ 評価担当、 学

生担当、 入試・ 大学院担当と 定めている 。（ 資料 818）（ 資料 819）  

〈 教育支援センタ ー長〉  

・ 医学部に、 医学部教育の点検・ 評価を行い、 情報を提供する こ と によ り 、 教育改善およ

び教育の内部質保証に資する こ と を目的と する 教育支援センタ ーを置き 、 医学部教育委

員会なら びに関連する 委員会、 教育研究施設等と 連携をと り つつ業務を行う 。 教育支援

センタ ー長は、 医学部教授会の議を経て医学部長が指名する 。（ 資料 141）  

・ 教育支援センタ ー長は、 教育プロ グラ ムの点検・ 評価を行う プロ グラ ム評価委員会の委

員長を務める 。（ 資料 142）  

〈 教育関連委員会委員長〉  

・ 医学部の教育に関連する 委員会である 医学部教育委員会、 医学部学生委員会、 医学部入

学試験委員会、 医学科カリ キュ ラ ム委員会、 医学科臨床実習委員会、 およ び医学科試験

委員会の委員長と 委員は、 医学部教授会が決定する 。 各委員会の委員長は委員会を主催

し 、 それぞれが所轄する 事項について責務を負う 。（ 資料 121）  

・ 医学部の教育関連委員会を統括する 医学部教育委員会委員長、 およ び医学部の入学試験

を統括する 医学部入学試験委員会委員長は、 その業務の重要性に基づき 医学部長が務め

ている 。（ 資料 120）（ 資料 403）  

BB..  基基本本的的水水準準にに関関すするる現現状状分分析析とと自自己己評評価価  
・ 医学部の教学における 執行部と し て、 学長、 学部長、 副学部長、 教育支援センタ ー長、

およ び委員会委員長の役割と 責務を規定し 明示し ている 。  

CC.. 現現状状へへのの対対応応  
・ 教学における 執行部の責務に基づき 、 教育マネジメ ント ・ 教育内部質保証体制のも と で

の教育プロ グラ ムの確実な遂行を継続する 。  

DD.. 改改善善にに向向けけたた計計画画  
・ 教学における 執行部の役割と 責務を点検・ 評価し 、 必要に応じ て改善を図る 。  

関 連 資 料/
120 福井大学医学部教育委員会要項 

121 福井大学医学部教授会規程 
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141 福井大学医学部附属教育支援センタ ー規程 

142 福井大学医学部附属教育支援センタ ープロ グラ ム評価委員会要項 

301 福井大学学則 

403 福井大学医学部入学試験委員会要項 

807 福井大学教授会規則 

816 国立大学法人福井大学役員規則 

817 福井大学学部長等任命等に関する 規程 

818 福井大学医学部及び大学院医学系研究科の組織等に関する 規程 

819 福井大学医学部副学部長に関する 要項 

QQ  88..22..11  教学における執行部の評価を、医学部の使命と学修成果に照合して、定期的に行うべき

である。

AA..  質質的的向向上上ののたためめのの水水準準にに関関すするる情情報報  
・ 医学部長は任期２ 年（ 再任可） であり 、「 福井大学学部長等任命等に関する 規程」 に則り 、

医学部教授会で「 医学部長適任候補者実施要項」 に定める 手続き によ り 学長の求める 人

数の候補者を選考し 、 医学部長が学長に推薦する 。 学長は、 医学部長から 提出さ れた推

薦書およ び候補者の所信表明書と 、 あら かじ め提示し たテーマによ る 学長と 常任理事か

ら なる 面談を実施し 、 最終的に大学およ び医学部の理念等を踏ま え、 医学部長を任命す

る 。（ 資料 817）（ 資料 820）

・ 医学部副学部長は、「 福井大学医学部副学部長に関する 要項」 に基づき 、 教授会構成員の

中から 教育・ 学生・ 入試の各担当の適任者を、 医学部の理念等を踏ま えて医学部長が指

名し 、 医学部長と 同じ 任期２ 年と し ている 。（ 資料 819）  

・ 教育支援センタ ー長は、「 福井大学医学部附属教育支援センタ ー規程」 に基づき 、 医学部

の教育内部質保証を担当する 適任者を選考し ている 。任期は２ 年と し ている 。（ 資料 141） 

・ 教育関連委員会の委員長は、 要項等に基づき 、 各委員会を担う 適任者を選考し 、 任期を

２ 年と し ている 。（ 資料 120）  

・ 全学の教育活動の評価は、「 福井大学における 教育の内部質保証に関する 要項」に基づき 、

教育研究活動の質や学修成果等を継続的に保証し 、 その改善・ 向上を図る 諸活動に関し

定期的に点検・ 評価を行っている 。 全学の教育内部質保証委員会は、 全学と し ての教育

研究活動について自己点検・ 評価を実施する と と も に、 教育研究等の有効性を検証する

ため、 法人評価およ び機関別認証評価を受審し 、 それら の結果を全学の教育研究活動の

改善・ 向上に活用する こ と によ り 、 全学の内部質保証シス テムや自己点検・ 評価等の適

切性の確保に努めている 。（ 資料 421）  

・ 医学部の教育活動の評価は、 教育研究上の目的や３ つのポリ シーに則し 、 その教育課程

における 教育研究活動への取り 組み状況、 学修成果について定期的に自己点検・ 評価を

実施し 、 その結果に基づいて継続的に教育研究活動の改善・ 向上を図っている 。 ま た、

教育研究活動について、 外部評価を実施する と と も に、 必要に応じ て分野別第三者評価

を受審し ている 。（ 資料 166）  
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BB..  質質的的向向上上ののたためめのの水水準準にに関関すするる現現状状分分析析とと自自己己評評価価  
・ 医学部長は、 公正な選挙によ り 選出する こ と で、 教学のリ ーダーシッ プの評価を受けて

いる 。

・ 医学部長以外の教学における 執行部は、 規程等に基づき それぞれの担当のリ ーダーにふ

さ わし い適任者を選考する こ と で評価を受けている 。

・ 自己点検・ 評価や外部評価およ び全学内部質保証委員会の検証において、 教学のリ ーダ

ーシッ プを含む教育活動の点検・ 評価を実施し ている 。  

CC.. 現現状状へへのの対対応応  
・ 医学部長等の教学における リ ーダーシッ プの評価が、 医学部の使命と 学修成果に沿って

行われている か、 定期的に検証を行っていく 。  

DD.. 改改善善にに向向けけたた計計画画  
・ 医学部の教育内部質保証体制において、 教学のリ ーダーシッ プを点検・ 評価し 、 必要に

応じ て改善を図っていく 。  

関 連 資 料/
120 福井大学医学部教育委員会要項 

141 福井大学医学部附属教育支援センタ ー規程 

166 福井大学医学部･医学系研究科・ 自己点検・ 外部評価（ 2022 年度）  

421 福井大学における 教育の内部質保証に関する 要項 

817 福井大学学部長等任命等に関する 規程 

819 福井大学医学部副学部長に関する 要項 

820 福井大学医学部長適任候補者選考実施要項 

第
８
領
域

領
域
８



326 

88.. 33  教教育育予予算算とと 資資源源配配分分  

基基本本的的水水準準：：  
医学部は、  

 カリ キュ ラ ムを遂行する ための教育関係予算を含み、 責任と 権限を明示し なければな

ら ない。（ B 8. 3. 1）  

 カリ キュ ラ ムの実施に必要な資源を配分し 、 教育上の要請に沿って教育資源を分配し

なければなら ない。（ B 8. 3. 2）  

質質的的向向上上ののたためめのの水水準準：：  
医学部は、  

 意図し た学修成果を達成する ために、 教員の報酬を含む教育資源配分の決定について

適切な自己決定権をも つべき である 。（ Q 8. 3. 1）  

 資源の配分においては、 医学の発展と 社会の健康上の要請を考慮すべき である 。

（ Q 8. 3. 2）  

注注  釈釈：：  
 [ 教育予算] はそれぞれの機関と 国の予算の執行に依存し 、 医学部での透明性のある 予

算計画にも 関連する 。  

日日本本版版注注釈釈：[ 教育資源] には、 予算や設備だけでなく 、 人的資源も 含む。  

 [ 資源配分] は組織の自律性を前提と する （ 1. 2 注釈参照）。  

 [ 教育予算と 資源配分] は学生と 学生組織への支援をも 含む（ B 4. 3. 3 およ び 4. 4 の注釈

参照）。

BB  88..33..11  カリキュラムを遂行するための教育関係予算を含み、責任と権限を明示しなければなら

ない。

AA..  基基本本的的水水準準にに関関すするる情情報報  
・ 学長は、 当該年度における 収支計画およ び資金計画を作成する と と も に、 予算実施計画

を作成する 。 全学運営委員会、 経営協議会、 およ び役員会は、 予算編成方針（ 案） およ

び予算配分書（ 案） を審議・ 議決し 、 各部局に通知する 。（ 資料 123）（ 資料 401）（ 資料

803）（ 資料 804）  

・ 医学部長は、 学長から の通知に基づき 、 医学部予算配分方針（ 案） およ び医学部予算配

分（ 案） を作成し 、 医学系部門企画調整会議（ 医学系部門等の将来計画・ 基本方針等の

策定や重要な諸施策・ 方針等の企画立案・ 実施に関する こ と 等を協議する ）、 およ び医学

系部門会議での審議を経て決定する 。（ 資料 124）（ 資料 125）（ 資料 126）（ 資料 127）  
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・ 長期的な視点に立った教育経費については、 担当課から の要求書を各種委員会に諮り 予

算化し ている が、 緊急的に発生する 教育経費については、 医学部長の裁量によ り 、 学部

長裁量経費で予算措置し ている 。（ 資料 127）  

・ 予算事項と し て学部長裁量経費、 特定事項経費、 教育研究基盤経費（ 学部管理経費、 教

育・ 研究経費） およ び非常勤講師経費を配分し ている 。 その中で教育に関連する 人件費

（ 特命教員や非常勤職員）、 各分野へ配分する 講座配分経費や医学図書館への経費、 施設

整備費等に加え、 重点事項と し て 2023 年度では医学教育分野別評価関連経費、 ネッ ト ワ

ーク 環境強化経費、F. CESS や F. MOCE のための管理運営費など 、その時々に必要な経費を

検討の上で配分し ている 。（ 資料 127）  

・ 施設や設備の大規模な改修や教育機器の導入に関わる 概算要求については、 具体的内容

を医学部において検討し 、 全学における 関連委員会で検討の上、 全学運営委員会と 役員

会での審議を経て文部科学省へ要求する こ と と し ている 。  

・ 医学部長の発案で、 2021 年４ 月から 、 医学部が設置さ れている 福井県永平寺町と 「 永平

寺町ふる さ と 納税大学等支援事業」 を利用し たふる さ と 納税を開始し た。 こ の財源を医

学部の教育・ 研究活動の支援や魅力ある 医学部・ 松岡キャ ンパス 作り のための環境整備

等に活用し 、 こ れま でに学生の修学環境の整備や駐車場等の整備、 教員の教育・ 研究経

費の補助を行っている 。（ 資料 821）（ 資料 822）  

BB..  基基本本的的水水準準にに関関すするる現現状状分分析析とと自自己己評評価価  
・ 教育関係予算を含む医学部の予算は、 毎年度の全学から 配分さ れる 予算に基づき 医学部

長およ び医学系部門会議の最終的な責任と 権限のも と で執行し ている 。  

CC.. 現現状状へへのの対対応応  
・ カリ キュ ラ ムを遂行する ための教育予算について、 責任と 権限の明示と と も に、 適切に

配分する こ と を継続する 。

DD.. 改改善善にに向向けけたた計計画画  
・ 単年度予算、 長期的な計画に沿った予算、 緊急的に発生する 予算について、 妥当性と 責

任・ 権限を適宜見直し 、 よ り 適切な予算と なる よ う に検討し ていく 。  

関 連 資 料/
123 役員会議事要旨_ 学内予算配分（ 案）（ 2023 年度）  

124 福井大学学術研究院医学系部門企画調整会議要項 

125 福井大学学術研究院医学系部門会議規程 

126 企画調整会議議事要旨・ 医学系部門会議議事要旨_ 医学部予算（ 2023 年度）  

127 医学部予算配分方針（ 案）（ 2023 年度）  

401 福井大学委員会規程 

803 国立大学法人福井大学役員会規則 

804 国立大学法人福井大学経営協議会規則 

821 国立大学法人福井大学会計規則 
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822 永平寺町ふる さ と 納税大学等支援事業補助金交付要綱 

BB  88..33..22  カリキュラムの実施に必要な資源を配分し、教育上の要請に沿って教育資源を分配しな

ければならない。

AA..  基基本本的的水水準準にに関関すするる情情報報  
・ 教育のための資源確保に必要な予算措置は、 医学部予算配分方針（ 案） およ び医学部予

算配分（ 案） に基づき 規程等の定めた手順で審議し 、 配分し ている 。（ 資料 127）  

・ 教育のための施設は、 十分に整備し 、 予算措置が必要な場合は医学系部門会議で審議し

ている 。 さ ら に老朽化や機能向上ための施設設備の整備に必要な予算は、 概算要求やふ

る さ と 納税の利用等を含めて様々な手段によ り 確保し ている 。（ 資料 822）  

・ 文部科学省や厚生労働省から の公募型プロ ジェ ク ト （ 補助金事業） は、 医学部長を中心

に、 関連する 教員と 担当事務部門において計画を立て申請し ている 。 採択さ れた文部科

学省の補助金事業では、 臨床実習や共用試験で使用する 各種シミ ュ レ ータ ーの導入、 厚

生労働省の補助金事業では、 1 年次「 地域医療早期体験プロ グラ ム」 を実施する など 、 医

学教育の充実に貢献し ている 。（ 資料 823）（ 資料 824）（ 資料 825）   

BB..  基基本本的的水水準準にに関関すするる現現状状分分析析とと自自己己評評価価  
・ カリ キュ ラ ムの実施に必要な予算、 施設、 人員等の教育資源を適切に分配し ている 。

CC.. 現現状状へへのの対対応応  
・ カリ キュ ラ ム実施状況を踏ま え、 必要性に基づいて教育資源を確保し 、 適切に分配でき

る よ う 予算措置を含めて検討する 。  

DD.. 改改善善にに向向けけたた計計画画  
・ 教育の内部質保証体制のも と で、 カリ キュ ラ ムの実施状況等の点検・ 評価に基づき 、 中

長期的な視点で教育資源を確保し 、 適切に分配でき る よ う 予算措置を含めて検討し てい

く 。  

関 連 資 料/
127 医学部予算配分方針（ 案）（ 2023 年度）  

822 永平寺町ふる さ と 納税大学等支援事業補助金交付要綱 

823 【 選定通知】 感染症医療人材養成事業 

824 【 選定通知】 医学部等教育・ 働き 方改革支援事業 

825 【 選定通知】 令和５ 年度総合的な診療能力を持つ医師養成の推進事業 
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QQ  88..33..11  意図した学修成果を達成するために、教員の報酬を含む教育資源配分の決定について

適切な自己決定権をもつべきである。

AA..  質質的的向向上上ののたためめのの水水準準にに関関すするる情情報報  
・ 医学部における 教育資源の予算配分については、 医学系部門会議において決定し ている 。

教育に関する 概算要求など の予算要求は、 医学部長の指示に基づき 、 関連する 教員と 事

務が計画し 、 医学部と し て申請し ている 。（ 資料 127）  

・ 教員については、 教員の配置などを医学系部門会議において審議し 、 その結果をも と に

学長が最終決定する 。ま た寄附講座については、医学系部門会議において設置を審議し 、

その結果をも と に学長が最終決定する 。（ 資料 121）  

・ 教員の報酬は、 基本的には国家公務員に準じ た扱いと し ている が、 年俸制によ る 雇用形

態も 含め、「 職員給与規程」、「 職員年俸制給与規程」 およ び「 年俸制給与の適用に関する

規程」 に基づいて決定し ている 。 ま た、「 福井大学教員業績評価規程」 に基づき 、 教員業

績評価結果に応じ て、 給与に反映する こ と ができ る 体制を整えている 。（ 資料 518）（ 資料

524）（ 資料 525）（ 資料 526）  

・ 学生アンケート や臨床実習の際に学生から の要望が多かった自学自修室やラ ウ ンジの設

置について、 医学部長を中心に医学系部門企画調整会議で審議し 、 教授会の議を経てふ

る さ と 納税大学等支援事業補助金を用いて整備し た。（ 資料 135）  

・ 特に優れた教育成果を挙げた教育職員（ グループを含む） に対し て「 学長賞」「 学長奨励

賞」 の功労表彰を設けており 、 学長から 表彰状と 副賞を贈呈し ている 。（ 資料 548）  

・ 医学部では、 学生によ る 教員評価アンケート に基づいて選ぶ Best  Teacher  Award（ 各年

度の上位評価教員に５ 回選出） の制度、 およ び教員が選ぶ医学系部門優秀教員の制度を

設け、 表彰状と 副賞を贈呈し ている 。（ 資料 533）（ 資料 549）  

BB..  質質的的向向上上ののたためめのの水水準準にに関関すするる現現状状分分析析とと自自己己評評価価  
・ 教員の報酬や教育資源の配分決定については、 学修成果を達成する ために現実的な範囲

で、 医学部と し て自己決定権を有し ている 。  

・ 医学部と し て教育プロ グラ ムを実施する ために必要な教育資源を適切に配分し ている 。  

CC.. 現現状状へへのの対対応応  
・ 学修成果達成のための教育資源の配分について、 現状の体制を継続し つつ、 よ り 適切な

資源配分について検討する 。

DD.. 改改善善にに向向けけたた計計画画  
・ 教育資源の配分について、 医学部と し て自己決定権を有し た上で、 全学的な視点から 必

要な資源配分について検討する 。  

関 連 資 料/
121 福井大学医学部教授会規程 

127 医学部予算配分方針（ 案）（ 2023 年度）  
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135 MI LC（ Medi cal  I nf i ni t y Learni ng Commons）（ 2022 年度）  

518 国立大学法人福井大学教員業績評価規程 

524 国立大学法人福井大学職員給与規程 

525 国立大学法人福井大学職員年俸制給与規程 

526 国立大学法人福井大学年俸制給与の適用に関する 規程 

533 福井大学学術研究院医学系部門優秀教員表彰要項 

548 福井大学における 優れた教育成果を挙げた者に対する 表彰実施細則 

549 福井大学医学部「 学生によ る 授業評価アンケート 」 評価上位教員選考に関する 申合

せ 

QQ  88..33..22  資源の配分においては、医学の発展と社会の健康上の要請を考慮すべきである。

AA..  質質的的向向上上ののたためめのの水水準準にに関関すするる情情報報  
・ 医学部における 教育改善およ び教育の内部質保証に資する こ と を目的と し て、 教育支援

センタ ーを置いており 、 専任教員１ 名を配置し ている 。 教育支援センタ ーでは、 医学部

の教育に関する 学内外の様々な情報を収集・ 分析し 、 教育の改善のための企画立案を支

援する 教学 I R を行っており 、 FD活動を含め、 医学部の教育プロ グラ ム全般の点検・ 評価

を行っている 。（ 資料 141）  

・  文部科学省およ び厚生労働省の人材養成の補助金事業や福井県と の福井県地域医療支援

センタ ー運営事業などの受託事業は、 社会から の健康上の要請を考慮し た取り 組みと な

っている 。（ 資料 826）  

・  福井県の地域医療の向上のため、「 地域医療推進講座」「 感染症学講座」「 地域健康学講座」

「 地域プラ イ マリ ケア講座」「 地域高度医療推進講座」 の５ 寄附講座を設置し 、 講座教員

の確保を行っている 。 ま た、 地域的に多い疾患や難治性疾患について、 企業や同窓生から

の寄附金をも と に「 心臓血管病先進治療学講座」「 不整脈・ 心不全先端医療講座」「 難治

性呼吸器疾患診断・ 治療学講座」 の３ 寄附講座を設置し 、 講座教員の確保を行っている 。

（ 資料 242）（ 資料 505）（ 資料 827）  

・ 2009 年度に、 医学部同窓会（ 白翁会）、 医学部関連病院、 学内教職員等から の募金を含む

資金によ り 、 臨床教育研修センタ ーを設置し 、 研修医用のス ペース に加え、 講堂「 白翁

会ホール」 を整備し ている 。 白翁会ホールでは、 学生や学内外の医療従事者が参加する

講演会等を開催し ている 。（ 資料 828）  

・ 2014 年度に、 福井県の支援によ り 「 福井メ ディ カルシミ ュ レ ーショ ンセンタ ー」 を設置

し 、 最新の医療シミ ュ レ ータ ーによ り 、 学生や医療従事者の技術向上及び臨床研修の充

実を図る と と も に、 福井県内の医療従事者の確保を図る 場と し て整備し 、 福井県内医療

機関の医療従事者も 利用でき る よ う にし ている 。（ 資料 601）  

BB..  質質的的向向上上ののたためめのの水水準準にに関関すするる現現状状分分析析とと自自己己評評価価  
・ 医学の発展と 社会の健康上の要請を考慮し た資源の配分と し て、 教育支援センタ ーや県

や病院と の協力のも と 、 臨床教育研修センタ ー等を設置し ている 。
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・ 自治体や企業・ 同窓生など の寄附金によ る 寄附講座の設置によ り 、 医学の発展と 社会の

健康上の要請に即し 教員の確保を行っている 。

CC.. 現現状状へへのの対対応応  
・ 医学の発展と 社会の健康上の要請を考慮し た資源の配分を 継続し て行える よ う に努める 。

DD.. 改改善善にに向向けけたた計計画画  
・ 教育の内部質保証体制のも と で、 教育資源の配分を点検・ 評価し 、 医学の発展と 社会の

健康上の要請を考慮し た資源の配分と なる よ う に、 必要に応じ て改善・ 見直し を図って

いく 。  

 関  連  資  料 /
141 福井大学医学部附属教育支援センタ ー規程 

242 医学部寄附講座 

505 福井大学寄附講座及び寄附研究部門規則 

601 福井メ ディ カルシミ ュ レ ーショ ンセンタ ー【 HP】  

826 福井県地域医療支援センタ ー運営事業委託契約書 

827 福井大学学術研究院医学系部門の組織等に関する 規程 

828 白翁会ホール 
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88.. 44  事事務務とと 運運営営  

基基本本的的水水準準：：  
医学部は、  

 以下を行う のに適し た事務職員およ び専門職員を配置し なければなら ない。  

 教育プロ グラ ムと 関連の活動を支援する 。（ B 8. 4. 1）  

 適切な運営と 資源の配分を確実に実施する 。（ B 8. 4. 2）  

質質的的向向上上ののたためめのの水水準準：：  
医学部は、  

 定期的な点検を含む管理運営の質保証のための制度を作成し 、 履行すべき である 。

（ Q 8. 4. 1）  

注注  釈釈：：  
 [ 運営] と は、 組織と 教育プロ グラ ムの方針（ ポリ シー） に基づく 執行に主に関わる 規

則およ び体制を意味し 、 こ れには経済的、 組織的な活動、 すなわち医学部内の資源の

実際の配分と 使用が含ま れる 。 組織と 教育プロ グラ ムの方針（ ポリ シー） に基づく 執

行は、 使命、 カリ キュ ラ ム、 入学者選抜、 教員募集、 およ び外部と の関係に関する 方

針と 計画を実行に移すこ と を含む。  

 [ 事務職員およ び専門職員] と は、 方針決定と 方針なら びに計画の履行を支援する 管理

運営組織の職位と 人材を意味し 、 運営上の組織的構造によ って異なる が、 学部長室・

事務局の責任者およ びス タ ッ フ 、 財務の責任者およ びス タ ッ フ 、 入試事務局の責任者

およ びス タ ッ フ、 企画、 人事、 I CTの各部門の責任者およ びス タ ッ フ が含ま れる 。  

 [ 事務組織の適切性] と は、 必要な能力を備えた事務職の人員体制を意味する 。  

 [ 管理運営の質保証のための制度] には、 改善の必要性の検討と 運営の検証が含ま れる 。

以下を行うのに適した事務職員および専門職員を配置しなければならない。

BB  88..44..11  教育プログラムと関連の活動を支援する。

AA..  基基本本的的水水準準にに関関すするる情情報報  
・ 全学の事務組織である 事務局のも と に、 医学部での各専門業務を担う 松岡キャ ンパス の

事務組織を設置し 、 事務職員を配置し ている 。（ 資料 829）  

・ 医学部の事務組織は、 以下の６ つの部と 13 の課の専門組織から なる 。  

１ ． 総務部に、松岡キャ ンパス 運営管理課およ び人事労務課があり 、主に医学部等の庶務、

予算、 人事およ び労務等に関する 業務を掌る 。  

２ ． 学務部に、 松岡キャ ンパス 学務課およ び国際課があり 、 主に医学部の教務、 学生支援

およ び入学試験に関する 業務を掌る 。  
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３ ． 研究・ 地域連携推進部に、 松岡キャ ンパス 研究推進課があり 、 主に医学部等の学術研

究に関する 支援業務を掌る 。  

４ ． 財務部に、 経理課、 施設企画課およ び環境整備課があり 、 主に会計およ び施設等管理

に関する 業務を掌る 。  

５ ． 経営企画部に、 情報企画課があり 、 主に附属図書館およ び情報ネッ ト ワ ーク に関する

業務を掌る 。  

６ ． 病院部に、 総務課、 経営企画課、 医療支援課およ び医療サービ ス 課があり 、 主に医学

部附属病院に関する 業務を掌る 。  

・ 医学部の教育プロ グラ ムの実施・ 管理に関連する 業務を中心的に担う のは松岡キャ ンパ

ス 学務課で、 教務担当、 学生担当、 およ び入試担当が「 福井大学事務局組織規程」 に定

めた業務を担っている 。 加えて、 松岡キャ ンパス 運営管理課や国際課等が教育プロ グラ

ムに関連する 活動を支援し ている 。（ 資料 829）  

・ 医学部附属病院における 卒後臨床研修の円滑な実施を図る こ と を目的に臨床教育研修セ

ンタ ーを設置し 、 臨床研修プロ グラ ムの管理およ び見直し 、 研修医の修了認定およ び指

導医の評価など卒後臨床研修に係る 業務を掌る 。（ 資料 830）  

・ 医学図書館は、 医学図書館長を委員長と する 医学図書館運営小委員会で運営さ れており 、

情報企画課が業務を担当し ている 。（ 資料 831）  

・ 医学教育に携わる 技術職員と し て、 解剖学に２ 名、 病理学と 法医学などにそれぞれ 1 名

を配置し 授業や実習が円滑かつ効率的に実施でき る よ う に支援を行っている 。 解剖学の

技術職員は、 解剖用献体の業務にも 携わっており 、 解剖学の教員や担当の事務職員と と

も にご遺体の受け入れから ご遺骨返還ま での業務を担っている 。  

BB..  基基本本的的水水準準にに関関すするる現現状状分分析析とと自自己己評評価価  
・ 医学部の教育プロ グラ ムと 関連する 活動を支援する ための事務組織およ び専門組織を設

置し 、 それぞれに職員を配置し ている 。

CC.. 現現状状へへのの対対応応  
・ 医学部の教育プロ グラ ム実施に関わる 事務組織・ 専門組織の業務を点検し 、 必要に応じ

て見直し と さ ら なる 業務の効率化・ 合理化を進める 。  

DD.. 改改善善にに向向けけたた計計画画  
・ SD等によ り 事務職員の能力向上を図り 、教育関連業務の教職協働を推進する こ と によ り 、

教育実施体制の強化を図っていく 。  

関 連 資 料/
829 国立大学法人福井大学事務局組織規程 

830 福井大学医学部附属病院臨床教育研修センタ ー要項 

831 福井大学附属図書館規程 
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以下を行うのに適した事務職員および専門職員を配置しなければならない。

BB  88..44..22  適切な運営と資源の配分を確実に実施する。

AA..  基基本本的的水水準準にに関関すするる情情報報  
・ 松岡キャ ンパス 運営管理課が、 医学部運営の全般に関わる 業務を行っている 。 運営管理

課には、 医学部の適切な運営を確実に実施する ための総務担当、 予算や人的・ 物的資源

配分を確実に行う ための人事財務担当を設置し 、 それぞれに事務職員を配置し て「 福井

大学事務局組織規程」 に定めた専門業務を担っている 。 ま た運営管理課は、 医学部教授

会や諸会議を担当し ている 。（ 資料 829）

・ 教授会で決定し た事項を確実に実行する ための事務組織と し て、 松岡キャ ンパス 運営管

理課、 松岡キャ ンパス 学務課、 松岡キャ ンパス 研究推進課が中心と なり その任にあたっ

ている 。（ 資料 829）  

・ 医学部における 卒前教育・ 卒後教育を包括的に行う 組織と し て、 教育支援センタ ーおよ

び臨床教育研修センタ ーを設置し 、 包括的に教育・ 研修を行っており 、 それぞれの事務

も 担当課で行っている 。（ 資料 141）（ 資料 830）  

・ 「 福井大学教職協働推進ポリ シー」 に基づき 、 職員と 教員が適切な役割分担のも と で連

携し 、 医学部運営を行っている 。（ 資料 832）  

BB..  基基本本的的水水準準にに関関すするる現現状状分分析析とと自自己己評評価価  
・ 適切な運営と 資源の配分を確実に実施する ための事務組織・ 専門組織を設置し 、 それぞ

れに事務職員を配置し て専門業務を担っている 。  

・ 2018 年度に、 事務組織体制を従前の「 係」 制から 「 担当」 制に改変し 、 係長級の職員を

各担当に複数配置する こ と で事務体制の強化を図った。  

CC.. 現現状状へへのの対対応応  
・ 適切な運営と 資源の配分を確実に実施する ための事務職員や専門職員の配置である か常

に検証を行う 。  

・ 事務職員の定期的な異動に際し 、 業務の引き 継ぎが円滑にでき る よ う に努める 。  

・ 職員と 教員が適切な役割分担のも と で連携する こ と で、 よ り 良い医学部運営を推進する 。 

DD.. 改改善善にに向向けけたた計計画画  
・ SD等によ り 事務職員の能力向上を図り 、教育関連業務の教職協働を推進する こ と によ り 、

教育実施体制の強化を図っていく 。  

関 連 資 料/
141 福井大学医学部附属教育支援センタ ー規程 

829 国立大学法人福井大学事務局組織規程 

830 福井大学医学部附属病院臨床教育研修センタ ー要項 

832 福井大学教職協働推進ポリ シー 
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QQ  88..44..11  定期的な点検を含む管理運営の質保証のための制度を作成し、履行すべきである。

AA..  質質的的向向上上ののたためめのの水水準準にに関関すするる情情報報  
・ 全学およ び部局の管理運営を含む諸活動の内部質保証については、「 福井大学内部質保証

規程」 に規定し 、 そこ に定めた各種点検・ 評価を定期的に実施し ている 。（ 資料 424）  

・ 医学部を含む大学全体と し て、 2022 年度に独立行政法人大学改革支援・ 学位授与機構が

実施し た「 大学機関別認証評価」 において「 大学評価基準を構成する 27 の基準をすべて

満たし ている 」 と 認定さ れた。 特に、 ３ 巡目の大学機関別認証評価において「 重点評価

項目」 と さ れている “ 内部質保証” については、「 内部質保証が優れて機能し ている 」 と

高い評価を受けた。（ 資料 317）  

・ 2021 年度に、 第３ 期中期目標期間における 国立大学法人評価を実施し 、 管理運営を含む

大学およ び医学部の諸活動の点検・ 評価を行った。（ 資料 712）  

・ 「 福井大学における 教育の内部質保証に関する 要項」 に基づき 、 教育研究上の基本組織

およ び教育課程なら びにその点検・ 評価実施体制を定めており 、 医学部では自己点検・

評価およ び外部評価を受審し ている 。（ 資料 421）  

・ こ れま での外部評価報告書や自己点検・ 評価報告書、 全学の自己点検評価結果などは、

本学のホームページにおいて公表し ている 。（ 資料 425）  

BB..  質質的的向向上上ののたためめのの水水準準にに関関すするる現現状状分分析析とと自自己己評評価価  
・ 管理運営の質保証のための制度を整備し 、 国立大学法人評価、 大学機関別認証評価など

を受審する と と も に、 大学・ 医学部の各種自己点検・ 評価を行い、 制度に則った定期的

な内部質保証を実施し ている 。  

CC.. 現現状状へへのの対対応応  
・ 管理運営の質保証のため、 制度に定めた定期的な内部質保証体制を維持し 、 継続し て実

施し ていく 。  

DD.. 改改善善にに向向けけたた計計画画  
・ 整備し た内部質保証体制を継続し ていく と と も に、 常に点検を行い、 必要に応じ て改善

を図っていく 。  

関 連 資 料/
317 大学機関別認証評価・ 評価報告書（ 2022 年度）  

421 福井大学における 教育の内部質保証に関する 要項 

424 福井大学内部質保証規程 

425 内部質保証【 HP】  

712 国立大学法人評価に伴う 自己点検・ 評価（ 2020 年度）  
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88.. 55  保保健健医医療療部部門門とと のの交交流流  

基基本本的的水水準準：：  
医学部は、  

 地域社会や行政の保健医療部門や保健医療関連部門と 建設的な交流を持たなければな

ら ない。（ B 8. 5. 1）  

質質的的向向上上ののたためめのの水水準準：：  
医学部は、  

 ス タ ッ フと 学生を含め、 保健医療関連部門のパート ナーと の協働を構築すべき である 。

（ Q 8. 5. 1）  

注注  釈釈：：  
 [ 建設的な交流] と は、 情報交換、 協働、 組織的な決断を含む。 こ れによ り 、 社会が求

めている 能力を持った医師の供給が行える 。  

 [ 保健医療部門] には、 国公私立を問わず、 医療提供シス テムや、 医学研究機関が含ま

れる 。  

 [ 保健医療関連部門] には、 課題や地域特性に依存する が、  健康増進と 疾病予防（ 例：

環境、 栄養なら びに社会的責任） を行う 機関が含ま れる 。  

 [ 協働を構築する ] と は、 正式な合意、 協働の内容と 形式の記載、 およ び協働のための

連絡委員会や協働事業のための調整委員会の設立を意味する 。

BB  88..55..11  地域社会や行政の保健医療部門や保健医療関連部門と建設的な交流を持たなければ

ならない。

AA..  基基本本的的水水準準にに関関すするる情情報報  
・ 福井県の寄附講座と し て 2010 年４ 月に医学部に「 地域医療推進講座」 を設置し 、 地域医

療の充実、 魅力ある 教育研修シス テムの構築等を行う と と も に、 地域に必要な医師の確

保や、 福井県の地域医療の推進に寄与し ている 。 ま た、 県と 協力し て各医療圏内の病院

への医師派遣にも 関与し ている 。（ 資料 242）  

・ 県と 「 福井県地域医療対策協議会」 を設置し 、 医学部長が会長と なっている 。 会議の委

員は、 医学部長、 福井県健康福祉部長、 福井県医師会長、 福井市長、 県立病院長、 基幹

病院の病院長や地域の診療所等の院長など 18 名で構成さ れ、 地域枠の医学科生の医学教

育・ 実習についての意見交換や、 福井県や二次医療圏の医師の確保およ び県外流出を抑

え県内定着に関する 事項、 産科、 小児科、 総合診療・ 総合内科医の養成について検討を

行っている 。（ 資料 808）（ 資料 809）  

・ 医学部長を顧問と する 「 福井大学医学部・ 関連病院長会議」 を設置し ており 、 附属病院

長を会長と し 、 毎年理事会と 総会を開催し ている 。 医学部に関連する 県内外の病院と の
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連携を深め、 地域医療連携等の現状や卒後臨床研修等について意見交換を行い、 ま た医

学部の理念や F. CESS についての情報提供も 行っている 。（ 資料 810）  

・ 福井県の寄附講座と し て「 地域医療推進講座」「 感染症学講座」「 地域健康学講座」 を、

高浜町の寄附講座と し て「 地域プラ イ マリ ケア講座」 を開設し ている 。 それぞれの寄附

講座は、 設置の目的や使命を協定書等で交わし ており 、 地域から の医療ニーズに応えて

いる 。（ 資料 242）  

・ 本学と 福井県が連携し 、 地域に必要な医師の確保を図る と と も に、 医師のキャ リ ア形成

支援、 地域偏在の解消等に取り 組むこ と を目的と し て、 2013 年４ 月に「 福井県地域医療

支援センタ ー」 を設置し た。 地域の病院の指導医師不足に対応する ため、 若手医師等の

研修・ 指導を行う 医師を派遣し 、各医療機関への出張指導や勉強会等を実施し ている 。（ 資

料 833）  

・ 高浜町から の要請で、 医学部と 若狭高浜病院およ び高浜町の３ 者間で「 たかはま 地域医

療イ ノ ベーショ ンセンタ ー」 を設置し 、 高浜町での「 新たな地域医療連携モデルの構築」

と 「 先駆的な健康のま ちづく り 活動の推進」 を目指し 「 新たかはま 地域医療モデル」 と

し て次の３ つの取り 組みを行っている 。 ①医学教育と し て、 以前から ある 「 総合診療医」

の概念をイ ノ ベート し 、 病院・ 診療所・ 地域社会における 総合診療を体得し た医師を、

「 新・ 総合診療医」 と し て育成する と と も に、 地域包括ケア推進のさ ら なる 発展を目指

す。 ②医療連携と し て、 病院と 診療所が相互に教育・ 人材や、 患者の病状など の情報を

共有する こ と で病診連携の強化と 機能分化を効率的に行う 。 ③健康増進・ 健康のま ちづ

く り と し て、 こ れま で行ってき た健康増進への取り 組みを病院・ 診療所・ 地域社会が総

出で行い、 地域住民が健やかで心豊かに生活ができ 、  活力ある 社会を目指す。 こ の３ つ

の取り 組みを達成すべく センタ ーが中心と なり 、 互いに協働、 連携し 活動し ている 。（ 資

料 834）  

・ 教育支援センタ ーのプロ グラ ム評価委員会には、 大学関係者に加え、 福井県健康福祉部

地域医療課長や学外の有識者３ 名（ 福井医療大学学長、 福井赤十字病院長、 他） が学外

委員と し て参加し 、 医学部教育プロ グラ ムの評価を行っている 。（ 資料 142）（ 資料 143）  

BB..  基基本本的的水水準準にに関関すするる現現状状分分析析とと自自己己評評価価  
・ 福井県の自治体、 県内の医療機関、 県およ び医師会等と の交流を継続的に行っており 、

地域社会や行政の保健医療部門、 保健関連部門と の建設的な交流がなさ れている 。

CC.. 現現状状へへのの対対応応  
・ 福井県の課題である 慢性的な医師不足を解消する ために、 地域社会や行政の保健医療部

門、 保健医療関連部門と の連携を継続する 。

DD.. 改改善善にに向向けけたた計計画画  
・ 医学部のアウ ト カム・ コ ンピ テンシーに定めた地域医療への貢献を達成でき る よ う に、

福井県の地域社会や行政の保健医療部門、 保健医療関連部門と のさ ら なる 連携を図って

いく 。  
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関 連 資 料/
142 福井大学医学部附属教育支援センタ ープロ グラ ム評価委員会要項 

143 福井大学医学部附属教育支援センタ ープロ グラ ム評価委員会名簿（ 2022 年度）  

242 医学部寄附講座 

808 福井県地域医療対策協議会開催要領 

809 福井県地域医療対策協議会委員名簿 

810 福井大学医学部・ 関連病院長会議会則 

833 福井県地域医療支援センタ ー【 HP】  

834 たかはま 地域医療イ ノ ベーショ ンセンタ ー 

QQ  88..55..11  スタッフと学生を含め、保健医療関連部門のパートナーとの協働を構築すべきである。

AA..  質質的的向向上上ののたためめのの水水準準にに関関すするる情情報報  

・ 福井県高浜町と の協働で「 たかはま 地域医療イ ノ ベーショ ンセンタ ー」 を設置し 、 積極

的な事業連携等の活動を行っている 。 １ 年次「 地域医療早期体験実習」 では、 高浜町で

の地域医療教育において地域住民と の交流を行っている 。（ 資料 834）  

・ ３ 年次「 社会と 医学・ 医療Ⅰ」 では、 福井県内の介護施設など を訪問し 、 ４ 年次「 社会

と 医学・ 医療Ⅱ」 では、 福井県内の公衆衛生に関連する 施設を訪問し 、 地域保健（ 保健

所）、 産業保健、 環境保健、 精神保健などの現場での実際の業務に基づいた実習を行って

いる 。（ 資料 105_ P229-230 P314-316）  

・ ５ 年次生は、 臨床実習の一環と し て「 地域包括ケア実習」 を県内の医療系大学の学生と

の実習や演習、 医療機関、 事業所、 施設等の現場見学・ 体験、 健康保健センタ ー（ 保健

所） での実習を行い、地域医療を支える 医療・ 介護・ 看護・ 福祉資源を理解し ている 。（ 資

料 220）  

・ 2019 年度から 、 福井県永平寺町に、 福井大学が指定管理者と し て運営する 「 永平寺町立

在宅訪問診療所」 を開設し ている 。 学生の診療所での実習によ り 、 地域住民の医療ニー

ズを様々な角度から 把握し 、課題を持ち、生活環境の向上に反映でき る 能力を備えた「 総

合診療医」 の育成を行っている 。（ 資料 228）  

・ 2020 年度から 、 厚生労働省「 総合的な診療能力を持つ医師養成の推進事業」 の採択によ

り 、 医学部に「 総合診療・ 総合内科センタ ー」 を設置し た。 こ のセンタ ーを中心に、 地

域医療を担う 公的公立病院およ び公立診療所と 教育プロ グラ ムを構築し 、 医学科１ 年次

生から 初期研修医、 専攻医ま での地域医療教育を行い「 総合診療医・ 総合内科医」 の育

成を行っている 。（ 資料 243）  

・ 地域医療推進講座が福井県から 受託し ている 「 福井県地域医療支援センタ ー運営事業」

と し て「 福井県医師確保修学資金奨学生交流会」 を開催し 、 福井県医師確保修学資金奨

学生と 福井県担当者、 医学部長、 地域医療推進講座教員、 学務課職員等が参加し 、 将来

の目的を同じ く する 者同士、学年の枠を超えて意見交換を行い、交流を深める と と も に、

修学上の諸問題や進路相談に応じ る こ と で、 将来の県内勤務へのモチベーショ ンの向上

を図っている 。（ 資料 239）  
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BB..  質質的的向向上上ののたためめのの水水準準にに関関すするる現現状状分分析析とと自自己己評評価価  
・ 福井県の保健医療関連部門と パート ナーと し ての組織を構築し 、 地域医療現場での学生

やス タ ッ フ によ る 交流や協働を実施し ている 。  

CC.. 現現状状へへのの対対応応  
・ 保健医療関連部門のパート ナーと の交流や協働を継続し て実施する 。

DD.. 改改善善にに向向けけたた計計画画  
・ 地域の保健医療関連部門のパート ナーと の交流や協働を継続し て実施する と と も に、 地

域社会の健康福祉へのニーズに応じ て、 協働体制の改善を図っていく 。  

関 連 資 料/
105 シラ バス _ 医学科授業要項（ 2023 年度）  

220 地域包括ケア実習要領（ 2023 年度）  

228 永平寺町立在宅訪問診療所 【 HP】  

239 福井県医師確保修学資金奨学生交流会（ 2016 年度～2022 年度）  

243 総合医療・ 総合内科センタ ー【 HP】  

834 たかはま 地域医療イ ノ ベーショ ンセンタ ー 
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９９ ..   継継続続的的改改良良  
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領域 9 継続的改良 

基基本本的的水水準準：：  

医学部は、 活力を持ち社会的責任を果たす機関と し て 

 教育プロ グラ ムの教育課程、 構造、 内容、 学修成果/コ ンピテンシー、 評価なら びに学

修環境を定期的に見直し 、 改善する 方法を策定し なく てはなら ない。 （ B 9. 0. 1）

 明ら かになった課題を修正し なく てはなら ない。 （ B 9. 0. 2）

 継続的改良のための資源を配分し なく てはなら ない。 （ B 9. 0. 3）

質質的的向向上上ののたためめのの水水準準：：  

医学部は、  

 教育改善を前向き 調査と 分析、 自己点検の結果、 およ び医学教育に関する 文献に基づ

いて行う べき である 。 （ Q 9. 0. 1）  

 教育改善と 再構築は過去の実績、 現状、 そし て将来の予測に基づく 方針と 実践の改定

と なる こ と を保証する べき である 。 （ Q 9. 0. 2）  

 改良のなかで以下の点について取り 組むべき である 。  

 使命や学修成果を社会の科学的、 社会経済的、 文化的発展に適応さ せる 。 （ Q 9. 0. 3）

（ 1. 1 参照）  

 卒後の環境に必要と さ れる 要件に従って目標と する 卒業生の学修成果を修正する 。修

正には卒後研修で必要と さ れる 臨床技能、公衆衛生上の訓練、患者ケアへの参画を

含む。 （ Q 9. 0. 4） （ 1. 3 参照）  

 カリ キュ ラ ムモデルと 教育方法が適切であり 互いに関連付けら れている よ う に調整

する 。 （ Q 9. 0. 5） （ 2. 1 参照）  

 基礎医学、 臨床医学、 行動およ び社会医学の進歩、 人口動態や集団の健康/疾患特性、

社会経済およ び文化的環境の変化に応じ てカリ キュ ラ ムの要素と 要素間の関連を

調整する 。 最新で適切な知識、 概念そし て方法を用いて改訂し 、 陳旧化し たも のは

排除さ れる べき である 。 （ Q 9. 0. 6） （ 2. 2 から 2. 6 参照）  

 目標と する 学修成果や教育方法に合わせた評価の方針や試験回数を調整し 、評価方法

を開発する 。 （ Q 9. 0. 7） （ 3. 1 と 3. 2 参照）  

 社会環境や社会から の要請、求めら れる 人材、初等中等教育制度およ び高等教育を受

ける 要件の変化に合わせて学生選抜の方針、 選抜方法そし て入学者数を調整する 。

（ Q 9. 0. 8） （ 4. 1 と 4. 2 参照）  

 必要に応じ た教員の採用と 教育能力開発の方針を調整する 。 （ Q 9. 0. 9） （ 5. 1 と 5. 2

参照）  

 必要に応じ た（ 例えば入学者数、 教員数や特性、 そし て教育プロ グラ ム） 教育資源の

更新を行う 。 （ Q 9. 0. 10） （ 6. 1 から 6. 3 参照）  

 教育プロ グラ ムのモニタ と 評価の過程を改良する 。（ Q 9. 0. 11） （ 7. 1 から 7. 4 参照）

 社会環境およ び社会から の期待の変化、時間経過、そし て教育に関わる 多方面の関係
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者の関心に対応する ために、 組織や管理・ 運営制度を開発・ 改良する 。（ Q 9. 0. 12）

（ 8. 1 から 8. 5 参照）  

注注  釈釈：：  
 [ 前向き 調査] には、 その国に特有な最良の実践の経験に基づいたデータ と 証拠を研究

し 、 学ぶこ と が含ま れる 。  

医学部は、活力を持ち社会的責任を果たす機関として 

BB  99..00..11  教育プログラムの教育課程、構造、内容、学修成果/コンピテンシー、評価ならびに学修

環境を定期的に見直し、改善する方法を策定しなくてはならない。

AA..  基基本本的的水水準準にに関関すするる情情報報  
・ 教育マネジメ ント 体制において、 教学 PDCAに基づく 教育内部質保証体制を整備し 、 カリ

キュ ラ ム等教育プロ グラ ムの点検と 改善を随時行っている 。（ 資料 122）  

・ 教育内部質保証体制において、 教授会と その下にある 医学部教育委員会さ ら にその下に

ある 医学科カリ キュ ラ ム委員会を含む教育に関する 個別の専門委員会は、PDCAの「 P」（ 計

画）・「 D」（ 実施） を担い、 同時に、「 C」（ 点検） の機関である 教育支援センタ ーにおいて

出さ れた教育プロ グラ ムの課題に対し て、 改善を計画・ 実行する PDCAの「 A」（ 改善） も

担う 。（ 資料 122）  

・ 教育支援センタ ー医学科専門部会は、 I R 部門での教学 I R データ の分析結果を基に、 カ

リ キュ ラ ムを含む教育プロ グラ ムの課題点を審議・ 抽出し 、 結果をプロ グラ ム 評価委員

会に提示する 。 プロ グラ ム評価委員会は、 医学科専門部会の抽出し た課題を中心に、 医

学部教育活動全体の点検・ 評価を実施する 。 プロ グラ ム評価委員会での評価結果は、 医

学部教育委員会およ び医学科カリ キュ ラ ム委員会等の専門委員会に提示する 。 専門委員

会は、 その提示を下に改善案を検討・ 策定し 、 それら を医学部教育委員会・ 教授会が決

定し 、 改善を実行に移すこ と でカリ キュ ラ ム等教育プロ グラ ム の見直し を行っ ている 。

こ れによ り 、カリ キュ ラ ムを含む教育プロ グラ ムの中長期的な PDCAサイ ク ルを実働し て

いる 。（ 資料 122）（ 資料 141）（ 資料 142）（ 資料 234）  

・ 教学 I R データ には、 学生によ る カリ キュ ラ ム評価アンケート など のフィ ード バッ ク 、 学

生の各学年で可視化し た学修成果、 共用試験の成績、 卒業時のアウ ト カム評価など 多様

な教育活動のデータ を含む。 こ れら 教学 I R データ は、 医学科の「 アセス メ ント ・ ポリ シ

ー」 と し て明示し ている 。（ 資料 105_ P22）（ 資料 312）（ 資料 313）  

・ カリ キュ ラ ムと その構成要素等教育プロ グラ ムの評価は、 全学の教育内部質保証体制に

おいても 実施し ている 。 全学教育内部質保証委員会が各部局に求める 「 教育課程の自己

点検・ 評価」 において、「 モニタ リ ング」 を毎年度実施し 、「 プロ グラ ム・ レ ビ ュ ー」 は

６ 年ごと に実施し ている 。（ 資料 421）（ 資料 422）（ 資料 423）（ 資料 424）（ 資料 425）  

・ 教育支援センタ ーによ る 教育プロ グラ ム等に関する 定期的な点検・ 評価は、 定例ミ ーテ

ィ ン グによ る 点検・ 評価、 プロ グラ ム 評価委員会およ び医学科専門部会によ る 点検・ 評

価、 全学のモニタ リ ングおよ びプロ グラ ム・ レ ビ ュ ーによ る 点検・ 評価と 、 それぞれに
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連携する 各専門委員会と 合わせて、 点検・ 評価ロ ード マッ プと し て数年先ま での実施ス

ケジュ ールを作成し て計画的に実施する よ う にし ている 。（ 資料 706）  

BB..  基基本本的的水水準準にに関関すするる現現状状分分析析とと自自己己評評価価  
・ 教育マネジメ ント における 教学 PDCAに基づく 教育内部質保証体制を整備し ている 。  

・ そこ では教育プロ グラ ムの教育課程、 構造、 内容、 学修成果/コ ンピ テンシー、 評価なら

びに学修環境について、 教学 I R データ を踏ま え、 点検を定期的に行っている 。  

・ 教育支援センタ ー医学科専門部会、 プロ グラ ム評価委員会おいて得ら れた点検結果や評

価は、 教育委員会およ びカリ キュ ラ ム委員会等の専門委員会において改善がなさ れる 。  

CC.. 現現状状へへのの対対応応  
・ 整備し た教育内部質保証体制において、 教学 I Rデータ を継続し て収集・ 分析し 、 随時発

生する カリ キュ ラ ム等に関する 課題に対し て教学 PDCAサイ ク ルの実働を定期的に行う 。 

DD.. 改改善善にに向向けけたた計計画画  
・ I R 部門のデータ と 内部質保証に関する データ を合わせて、 カリ キュ ラ ムの教育課程と 学

修成果を定期的にモニタ する 教育内部質保証体制を維持し 、必要に応じ た見直し によ り 、

中長期的視野に立った評価体制の充実を図っていく 。  

関 連 資 料/
105 シラ バス _ 医学科授業要項（ 2023 年度）  

122 医学部教育マネジメ ント ・ 教育内部質保証体制 

141 福井大学医学部附属教育支援センタ ー規程 

142 福井大学医学部附属教育支援センタ ープロ グラ ム評価委員会要項 

234 福井大学医学部附属教育支援センタ ー医学部教育 I R 部門要項 

312 医学部学生統合データ ベース  

313 教育支援センタ ー・ 教育プロ グラ ムダッ シュ ボード  

421 福井大学における 教育の内部質保証に関する 要項 

422 教育課程の自己点検・ 評価（ モニタ リ ングと プロ グラ ム・ レ ビ ュ ー） に関する ガイ

ド ラ イ ン 

423 国立大学法人福井大学内部質保証に関する 基本方針 

424 福井大学内部質保証規程 

425 内部質保証【 HP】  

706 点検・ 評価ロ ード マッ プ_ PDCAサイ ク ル方針（ 2022 年度）  第
９
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医学部は、活力を持ち社会的責任を果たす機関として 

BB  99..00..22  明らかになった課題を修正しなくてはならない。

AA..  基基本本的的水水準準にに関関すするる情情報報  

・ 教育プロ グラ ムにおける 課題の特定については、 医学部教育内部質保証体制において教

育支援センタ ーがカリ キュ ラ ム等の点検・ 評価を実施し ている 。（ 資料 122）（ 資料 141）  

・ 課題の特定に必要な情報は、 教学 I Rデータ と し てアセス メ ント ・ ポリ シーで示し 、 教育

支援センタ ーI R 部門が主体と なって収集・ 分析を行っている 。 こ れら の情報の分析結果

に基づき 、 教育支援センタ ーの定例ミ ーティ ングにおいて、 日常的な教育プロ グラ ム の

課題特定など の小ま めな点検を 行い、 さ ら にプロ グラ ム 評価委員会およ び医学科専門部

会において 定期的な 教育プロ グ ラ ム の評価によ る 課題の特定を 行っ て いる 。（ 資料

105_ P22）（ 資料 122）（ 資料 142）（ 資料 234）  

・ 特定さ れた課題については、 教育支援センタ ーと は独立し た医学部教育委員会およ びそ

の下に置かれた専門委員会（ 医学科カリ キュ ラ ム委員会、 医学科臨床実習委員会、 医学

科試験委員会等） に提示し 、 対応を協議し て、 改善を行っている 。（ 資料 120）  

BB..  基基本本的的水水準準にに関関すするる現現状状分分析析とと自自己己評評価価  

・ 教育プロ グラ ムの課題の特定と 対応は、 整備し た教育内部質保証体制において教学 PDCA

を実施し ている 。  

・ 課題の特定に必要な教学 I R 情報の収集・ 解析は、 I R 部門で行われ、 それら に基づき 、

教育支援センタ ーの定例ミ ーティ ングで小ま めな点検と 、 カリ キュ ラ ム評価委員会およ

び医学科専門部会で包括的な評価を行う 仕組みを確立し ている 。  

・ 特定さ れた課題への対応は、 教育支援センタ ーから の提示によ り 、 教育委員会およ び各

専門委員会で改善策を協議し 実行する 仕組みが確立し ている 。  

CC.. 現現状状へへのの対対応応  

・ 課題の特定と 修正について、 教育プロ グラ ムを評価し 対応する 現行の仕組みを 継続し て

実施する 。  

DD.. 改改善善にに向向けけたた計計画画  

・ 整備し た教育内部質保証体制によ る 教育プロ グラ ムに関する 課題の特定と 対応の実施状

況を 踏ま え、 必要に応じ た見直し によ り 、 中長期的視野に立っ た評価体制の充実を図っ

ていく 。  

関 連 資 料/
105 シラ バス _ 医学科授業要項（ 2023 年度）  

120 福井大学医学部教育委員会要項 

122 医学部教育マネジメ ント ・ 教育内部質保証体制 

141 福井大学医学部附属教育支援センタ ー規程 
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142 福井大学医学部附属教育支援センタ ープロ グラ ム評価委員会要項 

234 福井大学医学部附属教育支援センタ ー医学部教育 I R 部門要項 

医学部は、活力を持ち社会的責任を果たす機関として 

BB  99..00..33  継続的改良のための資源を配分しなくてはならない。

AA..  基基本本的的水水準準にに関関すするる情情報報  

・ 教育マネジメ ント 体制において、教学 PDCAに基づく 教育内部質保証体制を整備し ている 。

（ 資料 122）  

・ 医学部長を責任者と する 教授会と その下にある 医学部教育委員会およ び医学科カリ キュ

ラ ム委員会等教育に関する 専門委員会など の PDCAの「 P」（ 計画）・「 D」（ 実施）・「 A」（ 改

善） を担う 機関と し て実働し ている 。 そこ には教職員等の教育に関わる 関係者が参画し

ている 。（ 資料 120）（ 資料 122）（ 資料 139）（ 資料 807）  

・ 医学部長を責任者と する 教授会は、 人的資源、 教育経費、 施設や設備などの教育に必要

な資源の配分について協議し 、 決定し ている 。（ 資料 807）  

BB..  基基本本的的水水準準にに関関すするる現現状状分分析析とと自自己己評評価価  

・ 医学科における 継続的改良のための体制を整備し 、 必要な資源配分を行っている 。  

CC.. 現現状状へへのの対対応応  

・ 医学科における 継続的改良のための体制と 適切な資源配分を継続し て行っていく 。  

・ 継続的改良のための意見聴取を教職員・ 学生を含め随時行っていく 。  

DD.. 改改善善にに向向けけたた計計画画  

・ 中長期的視野に立った継続的改良の方策を検討し ていく 。  

関 連 資 料/
120 福井大学医学部教育委員会要項 

122 医学部教育マネジメ ント ・ 教育内部質保証体制 

139 医学科カリ キュ ラ ム委員会名簿（ 2023 年度）  

807 福井大学教授会規則 
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QQ  99..00..11  教育改善を前向き調査と分析、自己点検の結果、および医学教育に関する文献に基づ

いて行うべきである。

AA..  質質的的向向上上ののたためめのの水水準準にに関関すするる情情報報  
・ 教育マネジメ ント 体制において、 教学 PDCAに基づく 教育内部質保証体制を整備し 、 カリ

キュ ラ ム 等教育プロ グラ ム の自己点検を 行い、 点検に基づいて改善を 随時行っ ている 。

（ 資料 122）  

・ 教育内部質保証体制において、 教授会と その下にある 医学部教育委員会さ ら にその下に

ある 医学科カリ キュ ラ ム委員会を含む教育に関する 専門委員会は、 PDCAの「 P」（ 計画）・

「 D」（ 実施） を担い、 同時に、「 C」（ 点検） の機関である 教育支援センタ ーにおいて出さ

れた教育プロ グラ ムの課題に対し て、 改善を計画・ 実行する PDCAの「 A」（ 改善） も 担う 。

（ 資料 120）（ 資料 122）（ 資料 807）  

・ 教育支援センタ ーでは、 プロ グラ ム評価委員会およ び定例ミ ーティ ングにおいて、 教学

I R データ に基づいて教育プロ グラ ムを点検・ 評価し 、 抽出し た課題を個別の専門委員会

に提示し 改善につなげる 。（ 資料 122）（ 資料 141）  

・ 教学 I R データ と し て、 学生によ る カリ キュ ラ ム評価アンケート など のフィ ード バッ ク 、

学生の各学年で可視化し た学修成果、 共用試験の成績、 卒業時のアウ ト カム評価など 多

様な教育活動のデータ を収集し 、教育支援センタ ーにおいて分析を行う 。（ 資料 234）（ 資

料 312）（ 資料 313）  

・ 教育支援センタ ーの教員は、 医学教育関連学会に所属し 、 ま た医学教育に関連する 文献

調査を 行っ ている 。 得ら れた知見はセン タ ーの活動を 通し て教育改善に役立てら れる 。

（ 資料 642）  

・ 全学の教育内部質保証体制において「 教育課程の自己点検・ 評価」 と し て、 毎年度「 モ

ニタ リ ング」、 ６ 年ごと に「 プロ グラ ム・ レ ビュ ー」 を実施し 、 教育プロ グラ ム評価を行

っている 。（ 資料 421）（ 資料 422）（ 資料 423）（ 資料 424）（ 資料 425）  

BB..  質質的的向向上上ののたためめのの水水準準にに関関すするる現現状状分分析析とと自自己己評評価価  
・ 教育改善につながる 調査、 分析、 自己点検を教学 PDCAに基づく 教育内部質保証において

実施し ている 。  

CC.. 現現状状へへのの対対応応  
・ 教学 PDCAに基づく 教育内部質保証体制のも と で、 教育改善を継続し て行う 。  

・ 教育改善に必要な医学教育に関する 文献調査を教育支援センタ ーが中心と なり 行う 。  

DD.. 改改善善にに向向けけたた計計画画  
・ 前向き 調査と 分析、 自己点検の結果、 およ び医学教育に関する 文献に基づいて教育改善

を行う 体制を向上さ せる 。  

関 連 資 料/
120 福井大学医学部教育委員会要項 
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122 医学部教育マネジメ ント ・ 教育内部質保証体制 

141 福井大学医学部附属教育支援センタ ー規程 

234 福井大学医学部附属教育支援センタ ー医学部教育 I R 部門要項 

312 医学部学生統合データ ベース  

313 教育支援センタ ー・ 教育プロ グラ ムダッ シュ ボード  

421 福井大学における 教育の内部質保証に関する 要項 

422 教育課程の自己点検・ 評価（ モニタ リ ングと プロ グラ ム・ レ ビ ュ ー） に関する ガイ

ド ラ イ ン 

423 国立大学法人福井大学内部質保証に関する 基本方針 

424 福井大学内部質保証規程 

425 内部質保証【 HP】  

642 医学教育学会会員・ 教育組織関連教員一覧 

807 福井大学教授会規則 

QQ  99..00..22  教育改善と再構築は過去の実績、現状、そして将来の予測に基づく方針と実践の改定と

なることを保証するべきである。

AA..  質質的的向向上上ののたためめのの水水準準にに関関すするる情情報報  
・ 教育マネジメ ント 体制において、 教学 PDCAに基づく 教育内部質保証体制を整備し 、 カリ

キュ ラ ム 等教育プロ グラ ム の自己点検を 行い、 点検に基づいて改善を 随時行っ ている 。

（ 資料 122）  

・ 教育改善に必要な教学 I R データ を教育支援センタ ーI R 部門によ り 定期的に収集し 、 分

析を行っている 。 教学 I R データ の主要なも のは、「 医学部学生統合データ ベース 」 と し

て一元管理し ている 。 入学試験成績や学生成績（ 各科目成績）、 カリ キュ ラ ム評価アンケ

ート 等は 2004 年度から 管理し ている 。 こ れら は随時分析し て、 教育活動の点検と 改善に

活用でき る よ う にし ている 。（ 資料 234）（ 資料 312）  

・ 教学 I R データ の主要なも のは教育プロ グラ ムダッ シュ ボード において、関係者が過去か

ら 現在ま での情報を閲覧する こ と ができ る 。（ 資料 313）  

BB..  質質的的向向上上ののたためめのの水水準準にに関関すするる現現状状分分析析とと自自己己評評価価  
・ 教育改善と 再構築に必要な教学 I Rデータ を系統的かつ定期的に収集し 、過去から 現状ま

での分析を行っている 。  

・ 教学 PDCAに基づく 教育内部質保証体制によ り 教育改善と 再構築を行っている 。  

CC.. 現現状状へへのの対対応応  
・ 教育改善と 再構築のための教学 PDCAに基づく 教育内部質保証体制を維持し ていく 。  

DD.. 改改善善にに向向けけたた計計画画  
・ 教育改善と 再構築のための教学 PDCAに基づく 教育内部質保証体制を充実し 、過去、現状、

未来について検討し ていく 。  
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関 連 資 料/
122 医学部教育マネジメ ント ・ 教育内部質保証体制 

234 福井大学医学部附属教育支援センタ ー医学部教育 I R 部門要項 

312 医学部学生統合データ ベース  

313 教育支援センタ ー・ 教育プロ グラ ムダッ シュ ボード  

改良のなかで以下の点について取り組むべきである。

QQ  99..00..33  使命や学修成果を社会の科学的、社会経済的、文化的発展に適応させる。（1.1 参照）

AA..  質質的的向向上上ののたためめのの水水準準にに関関すするる情情報報  

・ 理念「 愛と 医術で人と 社会を健やかに」 は、「 真理を探究する 知への愛」 と 「 人命を尊重

し 人間に共感する 人への愛」 の意味を 包含し 、 福井県およ び福井大学（ 前身の福井医科

大学を含む） の歴史を踏ま えたも のと し て制定し た。（ 資料 105_ P1）  

・ 医学部教育において理念を具現化さ せる ための「 卒業時に身につける べき 学修成果」 と

し ての「 アウ ト カム」（ ３ 項目） と 、 そのアウ ト カムを身につける ために「 ６ 年間で修得

すべき 能力」 と し ての「 コ ンピ テンシー」（ 大領域８ 項目、 小領域 36 項目） を定めてい

る 。（ 資料 105_ P3-20）  

・ 理念・ アウ ト カム・ コ ンピ テンシーは、 理念を頂点と し た階層的構造によ り 連携し 、 理

念にある ５ つのキーワ ード 「 愛」、「 医術」、「 人」、「 社会」、「 健やか」 がそれぞれ学修成

果と し てのアウ ト カムと コ ンピ テンシーに演繹する よ う に定めている 。（ 資料 108）  

BB..  質質的的向向上上ののたためめのの水水準準にに関関すするる現現状状分分析析とと自自己己評評価価  

・ 理念・ アウ ト カム・ コ ンピ テンシーは、 社会の科学的、 社会的、 文化的発展に対応し た

も のと なっている 。  

CC.. 現現状状へへのの対対応応  

・ 学生と 卒業生のアウ ト カム・ コ ンピ テンシー達成状況等の教学 I Rデータ に基づき 、 ま た

社会の科学的、 社会経済的、 文化的発展に応じ て、 理念・ アウ ト カム・ コ ンピ テンシー

を随時点検・ 評価する 。  

DD.. 改改善善にに向向けけたた計計画画  

・ 理念・ アウ ト カム・ コ ンピ テンシーを 随時点検・ 評価し 、 必要に応じ て社会の科学的、

社会経済的、文化的発展に適応し たも のと なる よ う 長期的視野に立った改訂を検討する 。 

関 連 資 料/
105 シラ バス _ 医学科授業要項（ 2023 年度）  

108 理念、 アウ ト カム・ コ ンピ テンシー相関図 

第
９
領
域

領
域
９



350 

改良のなかで以下の点について取り組むべきである。

QQ  99..00..44  卒後の環境に必要とされる要件に従って目標とする卒業生の学修成果を修正する。修

正には卒後研修で必要とされる臨床技能、公衆衛生上の訓練、患者ケアへの参画を含

む。（1.3 参照）

AA..  質質的的向向上上ののたためめのの水水準準にに関関すするる情情報報  
・ 「 卒業時に身につける べき 学修成果」 と し ての「 アウ ト カム」（ ３ 項目） と 、 そのアウ ト

カムを修得する ために「 ６ 年間で修得すべき 能力」 を「 コ ンピテンシー」（ 大領域８ 項目、

小領域 36 項目） と し て定めている 。（ 資料 105_ P3-20）（ 資料 108）  

・ 全てのアウ ト カム・ コ ンピ テンシーが、 卒後研修において必要な卒前に修得すべき 能力

と 達成すべき 学修成果である 。（ 資料 156）  

・ 教育支援センタ ーでは、 卒業生のアウ ト カム・ コ ンピ テンシー達成状況調査、 およ び卒

後研修病院の本学卒業生に対する アウ ト カム達成状況調査を行い、 学部アウ ト カム・ コ

ンピ テンシーと 卒後研修と の整合性を点検・ 評価し ている 。（ 資料 706）  

BB..  質質的的向向上上ののたためめのの水水準準にに関関すするる現現状状分分析析とと自自己己評評価価  
・ 卒前教育の学修成果である アウ ト カム と 、 それに必要な修得すべき 能力である コ ンピ テ

ンシーを定め、 卒後研修の到達目標と する 学修成果と 関連づけている 。  

CC.. 現現状状へへのの対対応応  
・ 卒業生のアウ ト カム・ コ ンピ テンシー達成・ 修得状況調査、 およ び卒後研修病院の本学

卒業生に対する アウ ト カム達成状況調査によ り 、 学部アウ ト カム・ コ ンピ テン シーと 卒

後研修と の整合性を点検・ 評価し ていく 。  

・ 卒後研修の変化に応じ てアウ ト カム・ コ ンピ テンシーの修正を 検討する 。 特に卒後研修

で必要と さ れる 臨床技能、 公衆衛生上の訓練、 患者ケアへの参画について検討する 。  

DD.. 改改善善にに向向けけたた計計画画  
・ 学生や卒業生およ び卒後研修病院のアウ ト カム・ コ ン ピテンシー達成・ 修得状況調査の

結果や、 刻々と 変化する 医学教育施策や卒後研修施策の状況を 踏ま え、 長期的視野に立

ってアウ ト カム・ コ ンピテンシーの更新・ 改善を図る 。  

関 連 資 料/
105 シラ バス _ 医学科授業要項（ 2023 年度）  

108 理念、 アウ ト カム・ コ ンピ テンシー相関図 

156 卒前教育アウ ト カム・ コ ンピ テンシーと 卒後研修到達目標の関連 

706 点検・ 評価ロ ード マッ プ_ PDCAサイ ク ル方針（ 2022 年度）  
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改良のなかで以下の点について取り組むべきである。

QQ  99..00..55  カリキュラムモデルと教育方法が適切であり互いに関連付けられているように調整する。

（2.1 参照）

AA..  質質的的向向上上ののたためめのの水水準準にに関関すするる情情報報  
・ アウ ト カム・ コ ンピテンシーを、 その達成と 修得に必要な各学年の科目と 紐づけ、 各コ ン

ピ テンシーの科目での修得レ ベル（ 各科目の当該コ ンピ テンシーへの寄与度） を示し た科

目ロ ード マッ プ「 カリ キュ ラ ム・ マッ プ」、 およ び、 それぞれのアウ ト カム・ コ ンピテン

シーの達成と 修得に必要な科目間のつながり と 履修順序を示し た科目系統樹「 カリ キュ ラ

ム・ ツ リ ー」 を設定し ている 。（ 資料 105_ P8-18）  

・ カリ キュ ラ ムにおける 科目等の構成は、 本学のアウ ト カム・ コ ンピ テンシーと 合わせて、

医学教育モデル・ コ ア・ カリ キュ ラ ムに準拠する よ う に設定し ている 。 各科目に該当する

コ ンピ テンシーと モデル・ コ ア・ カリ キュ ラ ムの到達目標は、 それぞれのシラ バス に示し

ている 。（ 資料 105） ( 資料 151)  

・ シラ バス において、 教育担当者、 学修目標、 授業の内容、 授業形式・ 形態、 到達目標、 準

備学修（ 予習・ 復習）、 評価、 教科書等、 アク ティ ブ・ ラ ーニングなど について全ての科

目で情報を 示し 、 学生が自身で学修過程を 進める こ と ができ る よ う にし ている 。（ 資料

105）  

・ 学生の各学年での科目成績と 自己評価によ り 可視化し たコ ンピ テンシー修得状況、卒業時

のアウ ト カム評価の達成状況、およ び学生によ る カリ キュ ラ ム評価アンケート 、卒業生の

アウ ト カム自己評価アンケート など の教育プロ グラ ムに関する 種々の教学 I R データ を収

集・ 分析し ている 。（ 資料 147）（ 資料 161）（ 資料 234）  

BB..  質質的的向向上上ののたためめのの水水準準にに関関すするる現現状状分分析析とと自自己己評評価価  
・ カリ キュ ラ ムと 教育方法を適切に関連づけている 。  

CC.. 現現状状へへのの対対応応  
・ 教学 I R データ に基づく 教学 PDCAサイ ク ルを実働さ せ、カリ キュ ラ ムと 教育方法の改善を

図る 。  

DD.. 改改善善にに向向けけたた計計画画  
・ 学生や卒業生のアウ ト カム・ コ ンピ テンシー達成・ 修得状況、 医学教育モデル・ コ ア・ カ

リ キュ ラ ムの改訂など刻々と 変化する 医学教育施策の状況を踏ま え、中長期的視野に立っ

たカリ キュ ラ ムと 教育方法の更新・ 改善を図る 。  

関 連 資 料/
105 シラ バス _ 医学科授業要項（ 2023 年度）  

147 カリ キュ ラ ム評価アンケート （ 2022 年度）  

151 2023 年度医学科シラ バス 作成要領（ 2022 年度）  
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161 e-ポート フ ォ リ オ（ 成績通知表）  

234 福井大学医学部附属教育支援センタ ー医学部教育 I R 部門要項 

改良のなかで以下の点について取り組むべきである。

QQ  99..00..66  基礎医学、臨床医学、行動および社会医学の進歩、人口動態や集団の健康/疾患特

性、社会経済および文化的環境の変化に応じてカリキュラムの要素と要素間の関連を調

整する。最新で適切な知識、概念そして方法を用いて改訂し、陳旧化したものは排除さ

れるべきである。（2.2 から 2.6 参照）

AA..  質質的的向向上上ののたためめのの水水準準にに関関すするる情情報報  
・ 学修成果と し てアウ ト カム２ 「 医療人と し ての知識・ 技能」 を 定め、 その達成に必要な

修得すべき 能力と し てコ ンピ テンシー大領域のコ ンピ テンシー（ ４ ）「 医学及び関連領域

の知識と 問題解決能力・ 生涯学修」 に、「 医学の基盤と なる 基礎・ 臨床・ 社会医学等の知

識を 持ち、 疾患の病因・ 病態等の理解に応用でき る 」 と 定めている 。 こ れに基づき カリ

キュ ラ ムには、 基礎医学、 臨床医学、 行動科学、 社会医学を配置し 、 カリ キュ ラ ム･ツ リ

ーにおいて関係性を明示し ている 。（ 資料 105_ P10-12）（ 資料 119）  

・ 医学教育モデル・ コ ア・ カリ キュ ラ ム の改訂に沿って教育支援センタ ーにおいて検討を

行い、医学科カリ キュ ラ ム委員会等によ り カリ キュ ラ ムの変更を行っている 。（ 資料 120）

（ 資料 141）  

・ 医学の進歩、 科学的、 技術的、 臨床的進歩等に応じ て、 カリ キュ ラ ムを担当する 当該分

野の専門家である 教員が、 適切な内容と なる よ う 更新を行っている 。（ 資料 105）  

BB..  質質的的向向上上ののたためめのの水水準準にに関関すするる現現状状分分析析とと自自己己評評価価  
・ 医学の進歩、 社会の変化に応じ て、 カリ キュ ラ ムと その内容を更新し ている 。  

CC.. 現現状状へへのの対対応応  
・ 医学の進歩、 社会の変化に応じ て、 カリ キュ ラ ムと その内容について担当する 教員によ

る 更新を随時行っていく 。  

・ 医学教育モデル・ コ ア・ カリ キュ ラ ムの変更などに応じ てカリ キュ ラ ムの調整を行う 。  

DD.. 改改善善にに向向けけたた計計画画  
・ 医学の進歩、 社会の変化、 医学教育施策の状況、 地域や国際など 医療保健に対する 社会

的ニーズを踏ま え、 長期的視野に立ったカリ キュ ラ ムの更新・ 改善を図る 。  

関 連 資 料/

105 シラ バス _ 医学科授業要項（ 2023 年度）  

119 学位授与の方針（ ディ プロ マ・ ポリ シー）  

120 福井大学医学部教育委員会要項 

141 福井大学医学部附属教育支援センタ ー規程 
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改良のなかで以下の点について取り組むべきである。

QQ  99..00..77  目標とする学修成果や教育方法に合わせた評価の方針や試験回数を調整し、評価方法

を開発する。（3.1 と 3.2 参照）

AA..  質質的的向向上上ののたためめのの水水準準にに関関すするる情情報報  
・ アウ ト カム・ コ ンピ テンシーの達成・ 修得をディ プロ マ・ ポリ シーと し 、 卒業ま でにコ

ンピ テンシーを順次修得でき る よ う カリ キュ ラ ム・ ポリ シーを 定めてカリ キュ ラ ムを 構

成し 、 体系性をカリ キュ ラ ム ・ ツ リ ーによ り 、 科目と コ ンピ テンシーの対応およ び達成

レ ベルをカリ キュ ラ ム・ マッ プによ り 明確化し ている 。（ 資料 105_ P4-20）（ 資料 119）（ 資

料 150）  

・ 評価は、 アセス メ ント ・ ポリ シーにおいて科目レ ベルでの学生評価指標と し て記述し 、

各コ ンピ テンシー小領域の評価方法を 「 アウ ト カム・ コ ンピ テンシー・ 評価対応表」 に

明示し ている 。（ 資料 105_ P4-22）  

・ 科目評価や共用試験、 卒業時学科試験等は、 年間の予定に基づき 調整を行い、 具体的内

容をシラ バス 等に明示し て実施し ている 。（ 資料 105）（ 資料 321）  

・ アウ ト カム・ コ ンピ テンシーの達成・ 修得およ び評価方法について、 医学部教育内部質

保証体制のも と で、 教学 I R データ の分析結果を踏ま え、 教育支援センタ ーにおいて検討

し ている 。（ 資料 141）（ 資料 234）  

BB..  質質的的向向上上ののたためめのの水水準準にに関関すするる現現状状分分析析とと自自己己評評価価  
・ 目標と する 学修成果や教育方法に合わせた評価の方針を定め、 評価を行っている 。  

・ 教育支援センタ ーにおいて、 教学 I R データ 分析に基づき 、 評価方法を改善し ている 。  

CC.. 現現状状へへのの対対応応  
・ 教育支援センタ ーにおいて、 教学 I R データ 分析や学生から のフ ィ ード バッ ク に基づき 、

それぞれの授業科目や学年等の特性に応じ た評価方法と 形式を検討する 。  

DD.. 改改善善にに向向けけたた計計画画  
・ 医学部教育内部質保証体制において、 学生や教員から のフ ィ ード バッ ク や学生の成績な

ど の教学 I R データ 分析に基づき 、 評価方法を検討・ 開発し 、 必要に応じ て中長期的視野

に立った改善を図る 。  

関 連 資 料/
105 シラ バス _ 医学科授業要項（ 2023 年度）  

119 学位授与の方針（ ディ プロ マ・ ポリ シー）  

141 福井大学医学部附属教育支援センタ ー規程 

150 教育課程の編成・ 実施の方針（ カリ キュ ラ ム・ ポリ シー）  

234 福井大学医学部附属教育支援センタ ー医学部教育 I R 部門要項 

321 卒業時学科試験について（ 2022 年度）  
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改良のなかで以下の点について取り組むべきである。

QQ  99..00..88  社会環境や社会からの要請、求められる人材、初等中等教育制度および高等教育を受

ける要件の変化に合わせて学生選抜の方針、選抜方法そして入学者数を調整する。

（4.1 と 4.2 参照）

AA..  質質的的向向上上ののたためめのの水水準準にに関関すするる情情報報  
・ 「 医学部での養成する 人物像」「 求める 学生像」「 入学者選抜の基本方針」 から なる アド ミ

ッ ショ ン･ポリ シーを定めている 。（ 資料 404_ P33-35）  

・ 医学科の入学者数は 115 名で、 そのう ち各選抜によ る 入学者数は、 一般選抜 80 名（ 前期

日程 55 名、 後期日程 25 名）、 学校推薦型選抜Ⅱ30 名（ 全国枠、 地元出身者枠 10 名程度、

地域枠（ 福井健康推進枠） 10 名程度）、 学士編入学５ 人である 。（ 資料 429）  

・ 政府・ 文部科学省の施策に沿って、 ま た福井県等と の協議に基づき 、 入学定員を 調整し 、

学生選抜の方針の改訂を行っている 。（ 資料 429）  

・ 全学およ び医学部入学試験委員会において、選抜における 評価方法や入試科目の調整や変

更を行っている 。（ 資料 403）  

・ 「 福井大学における 教育の内部質保証に関する 要項」 に基づき 、「 全学テーマ別自己点検・

評価」 において、 医学部のアド ミ ッ ショ ン・ ポリ シーを含む学生の受け入れについて自己

点検・ 評価を実施し 、 改善点がある 場合には、 改善策を検討し 適宜実施し ている 。（ 資料

422）  

BB..  質質的的向向上上ののたためめのの水水準準にに関関すするる現現状状分分析析とと自自己己評評価価  
・ 社会環境や社会から の要請、 求めら れる 人材、 初等中等教育制度およ び高等教育を受け

る 要件の変化に合わせて学生選抜の方針、 選抜方法そし て入学者数を調整し ている 。   

CC.. 現現状状へへのの対対応応  
・ 社会の変化に対応し 、ま た全学およ び医学部の教育内部質保証体制に基づき 、アド ミ ッ シ

ョ ン・ ポリ シーの定期的な点検と 見直し を実施し ていく 。  

DD.. 改改善善にに向向けけたた計計画画  
・ 学生・ 卒業生のアウ ト カム・ コ ンピ テンシー達成・ 修得状況等の教学 I R データ 分析結果

や、 社会が医療に求める ニーズの変化等を踏ま え、 アド ミ ッ ショ ン・ ポリ シーを点検・

評価し 、 必要に応じ て見直し を検討し ていく 。  

関 連 資 料/
403 福井大学医学部入学試験委員会要項 

404 一般選抜学生募集要項_ 前期日程・ 後期日程（ 2022 年度）  

422 教育課程の自己点検・ 評価（ モニタ リ ングと プロ グラ ム・ レ ビ ュ ー） に関する ガイ

ド ラ イ ン 

429 医学部医学科入学定員推移 
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改良のなかで以下の点について取り組むべきである。

QQ  99..00..99  必要に応じた教員の採用と教育能力開発の方針を調整する。（5.1 と 5.2 参照）

AA..  質質的的向向上上ののたためめのの水水準準にに関関すするる情情報報  
・ 医学系部門の教員組織には、 それぞれの講座に各研究室と なる 「 分野」 を置いている 。

各分野には、 それぞれの教育およ び研究領域の教員と し て、 高い能力を有する 、 基礎医

学者、 社会医学者、 臨床医学者が在籍し 、 適切にカリ キュ ラ ム を 実施し ている 。（ 資料

428）  

・ 教員の募集と 選考はカリ キュ ラ ム実施に必要な教員のタ イ プ、責任、バラ ンス を考慮し 、

規程に則り 実施し ている 。（ 資料 130）（ 資料 131）  

・ 「 医学系部門企画調整会議」 において、 医学系部門全体における 教育、 研究、 診療のバ

ラ ンス を考慮し た上で、 選考分野の編成について審議し 、 教授職の継続や廃止、 選考分

野の再編を決定し ている 。（ 資料 124）  

・ 教職員を対象と し た様々な内容の研修や能力開発に関する 講習会など を開催し ている 。

教育に関連する FDと し ては、教育支援センタ ーが主催する 医学部教育に特化し た内容の

FDを毎年開催し ている 。（ 資料 538）（ 資料 539）  

BB..  質質的的向向上上ののたためめのの水水準準にに関関すするる現現状状分分析析とと自自己己評評価価  
・ 必要に応じ た教員の採用と 教育能力開発に取り 組んでいる 。  

CC.. 現現状状へへのの対対応応  
・ 募集する 教員の教育、 研究、 診療の役割バラ ンス をと り つつ、 医学系部門全体において

必要と する 教員の採用を継続する 。  

・ 教員の能力開発の取り 組みを継続する 。  

DD.. 改改善善にに向向けけたた計計画画  
・ 医学教育や研究、 診療について、 社会状況の変化も 見据えつつ、 教員に求める 役割の変

化に対応する 採用を行う こ と ができ る よ う 検討と 改善を行っていく 。  

関 連 資 料/
124 福井大学学術研究院医学系部門企画調整会議要項 

130 福井大学学術研究院医学系部門教員選考基準 

131 福井大学学術研究院医学系部門教員選考要項 

428 分野別教員数（ 2023 年度）  

538 FD 研修一覧_ 教育関連 

539 FD 研修一覧_ 教育関連以外 
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改良のなかで以下の点について取り組むべきである。

QQ  99..00..1100  必要に応じた（例えば入学者数、教員数や特性、そして教育プログラム）教育資源の更

新を行う。（6.1 から 6.3 参照）

AA..  質質的的向向上上ののたためめのの水水準準にに関関すするる情情報報  
・ ６ 年間のカリ キュ ラ ム実施に必要な施設・ 設備は松岡キャ ンパス 内に纏ま っており 、 講

義棟、 基礎実習棟、 医学図書館、 附属病院を有し ている 。 全ての施設において入学者数

の変更やカリ キュ ラ ムの変更に応じ て、 座席数や実習施設の更新や調整を行っている 。

（ 資料 110_ 巻頭）  

・ 自修用施設を計画的に整備し 、 医学図書館グループラ ボ、 附属病院ス キルラ ボ、 講義棟

マルチラ ーニングス ペース 、 附属病院メ ディ カル・ イ ンフ ィ ニティ ・ ラ ーニン グ・ コ モ

ンズ（ MI LC） など の施設を整備し ている 。（ 資料 132）（ 資料 135）（ 資料 224）（ 資料 605） 

・ 講義・ 臨床実習の DX 化を進め、 本学独自のシス テムである F. MOCE、 F. MI LS、 F. CESS を

整備し ている 。（ 資料 137）（ 資料 138）（ 資料 206）  

・ 地域医療教育の推進などを目指し た寄附講座の設置を進め、 教員を確保し 、 活動のため

の教育研究室を整備し ている 。（ 資料 242）  

・ 大学およ び医学部の使命を実現する ため、 教育研究施設の整備を計画的に進める ための

「 キャ ンパス マス タ ープラ ン」 を策定し 、 概算要求や施設整備を行っている 。（ 資料 616） 

BB..  質質的的向向上上ののたためめのの水水準準にに関関すするる現現状状分分析析とと自自己己評評価価  
・ 入学者数、 教員数や特性、 そし て教育プロ グラ ム等に応じ て、 施設・ 設備等の更新を行

い、 教育環境の整備に努めている 。  

・ 施設整備に対する 計画を策定し 概算要求など を実施し ている 。  

CC.. 現現状状へへのの対対応応  
・ 教育実施に必要な、 教育資源の更新について定期的な検討を行う 。  

DD.. 改改善善にに向向けけたた計計画画  
・ 教育実施に必要な、 教育資源の更新を継続する 。 そのために必要な予算措置等を計画的

に行う 。  

関 連 資 料/
110 学生便覧（ 2023 年度）  

132 講義室等一覧 

135 MI LC（ Medi cal  I nf i ni t y Learni ng Commons）（ 2022 年度）  

137 遠隔授業支援シス テム F. MOCE 

138 臨床教育支援シス テム F. CESS 

206 医学画像学修シス テム F. MI LS 

224 附属病院７ 階ス キルラ ボ室 
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242 医学部寄附講座 

605 講義棟改修パンフ レ ッ ト （ 2012 年度）  

616 キャ ンパス マス タ ープラ ン 2018（ 2023 年度）  

改良のなかで以下の点について取り組むべきである。

QQ  99..00..1111  教育プログラムのモニタと評価の過程を改良する。（7.1 から 7.4 参照）

AA..  質質的的向向上上ののたためめのの水水準準にに関関すするる情情報報  
・ 医学科では、 教育マネジメ ント 体制において、 教学 PDCAに基づく 教育内部質保証体制を

整備し 、 教学 I R データ に基づく カリ キュ ラ ム等の教育プロ グラ ムの点検・ 評価と 改善を

行っている 。（ 資料 122）  

・ カリ キュ ラ ムの教育課程と 学修成果は、 I R 部門で定期的にモニタ し ている 。（ 資料 203）

（ 資料 234）（ 資料 313）  

・ 教育内部質保証体制において、 カリ キュ ラ ムを含む教育プロ グラ ムの点検・ 評価（ PDCA

の「 C」） を主に担う 独立し た機関と し て、 教育担当副医学部長を センタ ー長と する 教育

支援センタ ーを設置し ている 。 教育支援センタ ーにおける 教育プロ グラ ムの点検・ 評価

は、 医学部長を責任者と する 教授会と その下にある 医学部教育委員会およ び医学科カリ

キュ ラ ム委員会等教育に関する 専門委員会などの PDCAの「 P」（ 計画）・「 D」（ 実施）・「 A」

（ 改善） を担う 機関と は独立し て実施し ている 。（ 資料 141）  

・ 教育支援センタ ーによ る 教育プロ グラ ム等に関する 定期的な点検・ 評価は、 定例ミ ーテ

ィ ン グによ る 点検・ 評価、 プロ グラ ム 評価委員会およ び医学科専門部会によ る 点検・ 評

価、 全学のモニタ リ ングおよ びプロ グラ ム・ レ ビ ュ ーによ る 点検・ 評価と 、 それぞれに

連携する 各専門委員会と 合わせて、 点検・ 評価ロ ード マッ プと し て数年先ま での実施ス

ケジュ ールを作成し て計画的に実施する よ う にし ている 。（ 資料 706）  

BB..  質質的的向向上上ののたためめのの水水準準にに関関すするる現現状状分分析析とと自自己己評評価価  
・ 教育プロ グラ ムのモニタ と 評価の過程を整備し 、 今後の実施ス ケジュ ールについて計画

し ている 。  

CC.. 現現状状へへのの対対応応  
・ 教育プロ グラ ムのモニタ と 評価の過程を今後の実施ス ケジュ ールに沿って実施する 。  

DD.. 改改善善にに向向けけたた計計画画  
・ 教育プロ グラ ムのモニタ と 評価の過程を必要に応じ て改良する 。  

関 連 資 料/
122 医学部教育マネジメ ント ・ 教育内部質保証体制 

141 福井大学医学部附属教育支援センタ ー規程 

203 福井大学医学部附属教育支援センタ ーI R部門報告書（ 2018 年度）  
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234 福井大学医学部附属教育支援センタ ー医学部教育 I R 部門要項 

313 教育支援センタ ー・ 教育プロ グラ ムダッ シュ ボード  

706 点検・ 評価ロ ード マッ プ_ PDCAサイ ク ル方針（ 2022 年度）  

改良のなかで以下の点について取り組むべきである。

QQ  99..00..1122  社会環境および社会からの期待の変化、時間経過、そして教育に関わる多方面の関係

者の関心に対応するために、組織や管理・運営制度を開発・改良する。（8.1 から 8.5 参

照）

AA..  質質的的向向上上ののたためめのの水水準準にに関関すするる情情報報  
・ 医学教育を統括する 組織と し て、 医学部教授会、 教育支援センタ ー、 教育に関する 委員

会等を設置し 、 運営し ている 。（ 資料 120）（ 資料 141）（ 資料 807）  

・ 教育に関わる 執行部と し て、 医学部長、 教育支援センタ ー長、 教育関連委員会委員長な

ど が責務を果たし ている 。（ 資料 120）（ 資料 141）（ 資料 807）  

・ 教育プロ グラ ム運営のための事務組織があり 、事務職員を配置し 、運営を実施し ている 。  

・ 組織や管理・ 運営の質保証の制度を整え、「 福井大学内部質保証規程」 に規定し 、 そこ に

定めた各種点検・ 評価を定期的に実施し ている 。（ 資料 424）（ 資料 425）  

BB..  質質的的向向上上ののたためめのの水水準準にに関関すするる現現状状分分析析とと自自己己評評価価  
・ 社会の変化、 そし て教育に関わる 多方面の関係者の関心に対応可能な、 組織や管理・ 運

営制度を構築し ている 。  

CC.. 現現状状へへのの対対応応  
・ 管理運営の質保証のため、 制度に定めた定期的な内部質保証体制によ り 各種点検・ 評価

を実施し 、 組織や管理・ 運営制度の開発・ 改良を行っていく 。  

DD.. 改改善善にに向向けけたた計計画画  
・ 整備し た内部質保証体制を継続し ていく と と も に、 常に点検を行い、 社会の変化、 そし

て教育に関わる 多方面の関係者の関心に対応する ために組織や管理・ 運営制度の改善を

図っていく 。  

関 連 資 料/
120 福井大学医学部教育委員会要項 

141 福井大学医学部附属教育支援センタ ー規程 

424 福井大学内部質保証規程 

425 内部質保証【 HP】  

807 福井大学教授会規則 
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あと がき  

 こ こ に医学教育分野別評価基準日本版 Ver . 2. 34 に基づく 福井大学医学部医学科自己点検

評価報告書が完成し ま し た。  

 医学教育の大幅な変革が求めら れている 、 医学教育の国際認証が必要、 臨床実習は何週間

以上必要、 などの情報が 10 年ほど前から 教授会で行き 交う よ う になり ま し た。 医学教育の世

界では、 世界医学教育連盟、 日本医学教育評価機構によ る 分野別評価を行う こ と が既成事実

であり 、 福井大学においても 最重要課題と 認識さ れる よ う になり ま し た。  

 2015 年に、 本学医学部の教育実施体制が教育委員会と 教育支援センタ ーを２ 本柱と する 現

体制と なり 、 医学部理念の制定やアウ ト カム・ コ ンピ テンシーの策定など 、 今日につながる

本学部の中心軸が作ら れま し た。 と は言え、 実際の医学教育がど う 変わる のか、 ど う 実施す

べき かについては実感が持てないま ま 、 2018 年から 現行のアウ ト カム基盤型教育に基づく 新

し いカリ キュ ラ ムが施行さ れま し た。 ま た教育支援センタ ーI R 部門によ る 教学 I R データ の

収集と 分析、 データ に基づく PDCAサイ ク ルの実働、 など 以前の医学部教育体制のなかではあ

ま り 行われなかった教育分析と 変革が行われてき ま し た。 今年度、 現カリ キュ ラ ム最初の学

生が卒業し 、 本学アウ ト カム 基盤型教育によ る 学修成果が本格的に問われる 時と なった時期

に、 今回の医学教育分野別評価受審と なり 、 本学での取り 組みが正面から 評価さ れる こ と に

なり ま す。  

 近年、内部質保証の観点から 、非常に多数の評価が行われていま す。教育関連評価と し て、

2016 年度に第２ 期医学部現況調査、 2020 年度に第３ 期医学部現況調査、 2021 年度に医学部

自己点検・ 評価と 外部評価、 2022 年度に大学機関別認証評価と あり 、 今年度の医学教育分野

別評価に至る ま で、 多大なエフ ォ ート を 評価に当ててき た現実があり ま す。 大学の果たすべ

き 役割と し て質保証は欠かすこ と はでき ま せんが、 評価実施に振り 回さ れ評価対応のために

活動し 、 何のための評価である かを見失いがちと なる こ と も あり ま す。 そのよ う な隘路に迷

い込ま ないよ う 自ら を戒め、 こ れま での評価を教育改革の指針と し て進んでき ま し た。 今回

の自己点検およ び外部評価員の先生方によ る 評価を通し て、 本学医学教育が一層、 充実し て

いく こ と を望んでいま す。  

 本報告書の作成は、 医学科教授全員参加のも と 、 医学部事務局と の教職協働で行ってき ま

し た。 本学医学教育の自己点検評価報告書と し て、 こ れま でで最も 充実し た内容と なってい

ま す。 報告書作成にあたっていただき ま し た医学科教員、 教育支援センタ ース タ ッ フ 、 松岡

キャ ンパス 学務課およ び運営管理課をはじ めと する 医学部事務局の皆様に、 心から 感謝申し

上げま す。  

 今回の報告書およ び医学教育分野別評価が本学医学教育の発展の礎と なる こ と を願いま す。 

令和５ 年９ 月 

福井大学医学部副医学部長   

教育支援センタ ー長 

医学教育分野別評価専門部会部会長 

飯野 哲
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